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1. 基本方針 

1.1 要求事項の整理 

実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規

則（以下「設置許可基準規則」という。）第九条及び実用発電用原子炉及びそ

の附属施設の技術基準に関する規則（以下「技術基準規則」という。）第十二

条を第1.1-1 表に示す。また，第1.1-1 表において，新規制基準に伴う追加要

求事項を明確化する。 

 

第1.1-1 表 設置許可基準規則第九条及び技術基準規則第十二条要求事項 

設置許可基準規則第九条 

（溢水による損傷の防止 

等） 

技術基準規則第十二条 

（発電用原子炉施設内におけ

る溢水等による損傷の防止） 

備考 

安全施設は、発電用原子

炉施設内における溢水が

発生した場合においても

安全機能を損なわないも

のでなければならない。 

設計基準対象施設が発電用原

子炉施設内における溢水の発

生によりその安全性を損なう

おそれがある場合は、防護措

置その他の適切な措置を講じ

なければならない。 

 

追加要求事項 

2 設計基準対象施設は、

発電用原子炉施設内の

放射性物質を含む液体

を内包する容器、配管

その他の設備から放射

性物質を含む液体があ

ふれ出た場合におい

て、当該液体が管理区

域外へ漏えいしないも

のでなければならな

い。 

２ 設計基準対象施設が発電

用原子炉施設内の放射性

物質を含む液体を内包す

る容器、配管その他の設備

から放射性物質を含む液

体があふれ出るおそれが

ある場合は、当該液体が管

理区域外へ漏えいするこ

とを防止するために必要

な措置を講じなければな

らない。 

追加要求事項 

  

9条-1
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1.2 適合のための設計方針 

1.2.1 設置許可基準規則第九条第１項に対する基本方針 

安全施設は，発電用原子炉施設内における溢水が発生した場合においても，

安全機能を損なわない設計とする。 

そのために，発電用原子炉施設内における溢水が発生した場合においても，

原子炉を高温停止でき，引き続き低温停止，及び放射性物質の閉じ込め機能を

維持できる設計とする。また，停止状態にある場合は，引き続きその状態を維

持できる設計とする。さらに，燃料プールにおいては，燃料プールの冷却機能

及び燃料プールへの給水機能を維持できる設計とする。 

これらの機能を維持するために必要な設備（以下「防護対象設備」という。） 

について，設置許可基準規則第九条及び技術基準規則第十二条の要求事項を

踏まえ「原子力発電所の内部溢水影響評価ガイド（平成26年8月6日原規技発 

第1408064 号原子力規制委員会決定）」（以下「評価ガイド」という。）も

参照し，以下のとおり選定する。 

・重要度の特に高い安全機能を有する系統が，その安全機能を適切に維持する 

ために必要な設備 

・プール冷却及びプールへの給水の機能を適切に維持するために必要な設備 

発電用原子炉施設内における溢水として，発電用原子炉施設内に設置された

機器及び配管の破損（地震起因を含む。），消火系統等の作動並びに燃料プー

ル等のスロッシングその他の事象により発生した溢水を考慮し，防護対象設備

が没水，被水及び蒸気の影響を受けて，その安全機能を損なわない設計（多重

性又は多様性を有する設備が同時にその安全機能を損なわない設計）とする。

さらに，溢水の影響により原子炉に外乱が及び，かつ，安全保護系，原子炉停

止系の作動を要求される場合には，その溢水の影響を考慮した上で，「発電用

軽水型原子炉施設の安全評価に関する審査指針」（以下「安全評価指針」とい

う。）に基づき必要な設備の単一故障を考慮し，発生が予想される運転時の異

常な過渡変化又は設計基準事故について安全解析を行い，炉心損傷に至ること

なく当該事象を収束できる設計とする。 

地震，津波，竜巻，降水等の自然現象による波及的影響により発生する溢

水に関しては，防護対象設備，溢水源となる屋外タンク等の配置も踏まえて，

最も厳しい条件となる自然現象による溢水の影響を考慮し，防護対象設備が安

全機能を損なわない設計とする。 

 

1.2.2 設置許可基準規則第九条第２項に対する基本方針 

放射性物質を含む液体を内包する容器、配管その他の設備が破損することに

より，当該容器、配管その他の設備から放射性物質を含む液体の漏えいを想定

する場合には，溢水が管理区域外へ漏えいしないよう，建物内の壁，扉，堰等

により伝播経路を制限する設計とする。  

9条-2
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2. 追加要求事項に対する適合方針 

2.1 設計上対処すべき施設を抽出するための方針 

溢水によってその安全機能が損なわれないことを確認する必要がある施設を，

発電用軽水型原子炉施設の安全機能の重要度分類に関する審査指針（以下「重

要度分類審査指針」という。）における分類のクラス１，クラス２及びクラス

３に属する構築物，系統及び機器とする。 

その上で，溢水防護上必要な機能を有する構築物，系統及び機器として上記

の中から，原子炉を高温停止でき，引き続き低温停止，及び放射性物質の閉じ

込め機能を維持するため，また，停止状態にある場合は引き続きその状態を維

持するため，並びに燃料プールの冷却機能及び燃料プールの給水機能を維持す

るために必要となる，重要度分類審査指針における分類のクラス１，２に属す

る構築物，系統及び機器に加え，安全評価上その機能を期待するクラス３に属

する構築物，系統及び機器を抽出する。 

以上を踏まえ，防護対象設備として，重要度の特に高い安全機能を有する構

築物，系統及び機器，並びに，燃料プールの冷却機能及び給水機能を維持する

ために必要な構築物，系統及び機器を抽出する。 

なお，上記に含まれない構築物，系統及び機器は，溢水により損傷した場合

であっても，代替手段があること等により安全機能は損なわれない。 

以上の考えに基づき選定された溢水から防護すべき系統設備を第2.1-1 表 

に示す。 

なお，抽出された防護対象設備のうち，溢水影響評価の対象とする設備を溢

水防護対象設備とし，以下の設備は溢水影響を受けても，必要とされる安全機

能を損なわないことから，溢水による影響評価の対象として抽出しない。 

(1) 溢水の影響を受けない静的機器 

構造が単純で外部から動力の供給を必要としないことから，溢水の影響を受

けて安全機能を損なわない容器，熱交換器，フィルタ，安全弁，逆止弁，手動

弁，配管及び没水に対する耐性を有するケーブル。 

(2) 原子炉格納容器内に設置されている機器 

原子炉格納容器内で想定される溢水である原子炉冷却材喪失時の原子炉格

納容器内の状態を考慮しても，没水，被水及び蒸気の影響を受けないことを試

験も含めて確認している機器。 

(3) 動作機能の喪失により安全機能に影響しない機器 

フェイルセーフ設計となっている機器であり，溢水の影響により動作機能を

損なった場合においても，安全機能に影響がない機器。 

(4) 他の機器で代替できる機器 

他の機器により要求機能が代替できる機器。ただし，代替する他の機器が同

時に機能喪失しない場合に限る。  

9条-3
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第2.1-1 表 溢水から防護すべき系統設備(1/3) 

機能 対象系統・機器 

原子炉の緊急停止機能 制御棒及び制御棒駆動系 

未臨界維持機能 制御棒及び制御棒駆動系 

ほう酸水注入系 

原子炉冷却材圧力バウンダリの過圧防

止機能 

逃がし安全弁（安全弁としての開機能） 

原子炉停止後における除熱のための崩

壊熱除去機能 

残留熱除去系（原子炉停止時冷却モー

ド） 

フィードアンドブリードによる除熱 

原子炉停止後における除熱のための原

子炉が隔離された場合の注水機能 

原子炉隔離時冷却系 

高圧炉心スプレイ系 

原子炉停止後における除熱のための原

子炉が隔離された場合の圧力逃がし機

能 

逃がし安全弁（手動逃がし機能） 

自動減圧系（手動逃がし機能） 

事故時の原子炉の状態に応じた炉心冷

却のための原子炉内高圧時における注

水機能 

高圧炉心スプレイ系 

自動減圧系により原子炉を減圧し，低

圧炉心スプレイ系，残留熱除去系（低

圧注水モード）により原子炉への注水

を行う 

事故時の原子炉の状態に応じた炉心冷

却のための原子炉内低圧時における注

水機能 

高圧炉心スプレイ系 

残留熱除去系（低圧注水モード） 

低圧炉心スプレイ系 

事故時の原子炉の状態に応じた炉心冷

却のための原子炉内高圧時における減

圧系を作動させる機能 

自動減圧系 

格納容器内又は放射性物質が格納容器

内から漏れ出た場所の雰囲気中の放射

性物質の濃度低減機能 

非常用ガス処理系 

格納容器の冷却機能 残留熱除去系（格納容器冷却モード） 

格納容器内の可燃性ガス制御機能 可燃性ガス濃度制御系 

非常用交流電源から非常用の負荷に対

し電力を供給する機能 

非常用電源系（交流） 

非常用直流電源から非常用の負荷に対

し電力を供給する機能 

非常用電源系（直流） 

非常用の交流電源機能 ディーゼル発電設備 

非常用の直流電源機能 直流電源設備 

非常用の計測制御用直流電源機能 計測制御用電源設備 

9条-4
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第2.1-1 表 溢水から防護すべき系統設備(2/3) 

機能  対象系統・機器 

補機冷却機能 原子炉補機冷却水系 

冷却用海水供給機能 原子炉補機冷却海水系 

原子炉制御室非常用換気空調機能 中央制御室空調換気系 

圧縮空気供給機能 逃がし安全弁のアキュムレータ 

自動減圧機能のアキュムレータ 

主蒸気隔離弁のアキュムレータ 

原子炉冷却材圧力バウンダリを構成す

る配管の隔離機能 

原子炉冷却材圧力バウンダリ隔離弁 

原子炉格納容器バウンダリを構成する

配管の隔離機能 

原子炉格納容器バウンダリ隔離弁 

原子炉停止系に対する作動信号（常用

系として作動させるものを除く）の発

生機能 

原子炉保護系 

工学的安全施設に分類される機器若し

くは系統に対する作動信号の発生機能 

工学的安全施設作動系 

事故時の原子炉の停止状態の把握機能 

 

 

中性子束（起動領域モニタ） 

原子炉スクラム用電磁接触器の状態及

び制御棒位置 

事故時の炉心冷却状態の把握機能 原子炉水位（広帯域，燃料域） 

原子炉圧力 

事故時の放射能閉じ込め状態の把握機

能 

原子炉格納容器圧力 

サプレッション・プール水温 

格納容器エリア放射線量率（高レンジ） 

  

9条-5
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第 2.1-1 表 溢水から防護すべき系統設備(3/3) 

機能 対象系統・機器 

事故時のプラント操作のための情報の

把握機能 

[低温停止への移行] 

原子炉圧力 

原子炉水位（広帯域） 

[ドライウェルスプレイ] 

原子炉水位（広帯域，燃料域） 

格納容器圧力 

[サプレッション・プール冷却] 

原子炉水位（広帯域，燃料域） 

サプレッション・プール水温 

[可燃性ガス濃度制御系起動] 

原子炉格納容器水素濃度 

原子炉格納容器酸素濃度 

[異常状態の把握機能] 

排気筒モニタ 

燃料プールの冷却機能 燃料プール冷却系 

残留熱除去系 

燃料プール監視 

燃料プールの給水機能 燃料プール補給水系 

残留熱除去系 

燃料プール監視 

  

9条-6
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2.2 考慮すべき溢水事象 

溢水源及び溢水量としては，発生要因別に分類した以下の溢水を想定して評価

することとし，評価条件については評価ガイドを参照する。 

a. 溢水の影響を評価するために想定する機器の破損等により生じる溢水（以

下「想定破損による溢水」という。） 

b. 発電所内で生じる異常状態（火災を含む）の拡大防止のために設置される

系統からの放水による溢水（以下「消火水の放水による溢水」という。） 

c. 地震に起因する機器の破損等により生じる溢水（燃料プール等のスロッシ

ングにより発生する溢水を含む）（以下「地震起因による溢水」という。） 

d. その他の要因（地下水の流入，地震以外の自然現象，機器の誤作動等）に

より生じる溢水（以下「その他の溢水」という。） 

溢水源となり得る機器は，流体を内包する容器及び配管とし，a．又はc．の評

価において破損を想定するものはそれぞれの評価での溢水源として設定する。 

a．又はb．の溢水源の想定にあたっては，一系統における単一の機器の破損又

は単一箇所での異常状態の発生とし，他の系統及び機器は健全なものと仮定する。

また，一系統にて多重性又は多様性を有する機器がある場合においても，そのう

ち単一の機器が破損すると仮定する。号炉間で共用する建物及び一体構造の建物

に設置される機器にあっては，共用，非共用機器に係わらず，その建物内で単一

の溢水源を想定し，建物全体の溢水経路を考慮する。 

 

2.3 溢水源及び溢水量の想定 

2.3.1 想定破損による溢水 

(1) 想定破損における溢水源の想定 

想定破損による溢水については，単一の配管の破損による溢水を想定して，

配管の破損箇所を溢水源として設定する。 

また，破損を想定する配管は，内包する流体のエネルギーに応じて，以下

で定義する高エネルギー配管又は低エネルギー配管に分類する。 

・「高エネルギー配管」とは，呼び径25 A（1B）を超える配管であって，プラ

ントの通常運転時に運転温度が 95℃を超えるか又は運転圧力が

1.9MPa[gauge]を超える配管。ただし，被水及び蒸気の影響については配管

径に関係なく評価する。 

・「低エネルギー配管」とは，呼び径25 A（1B）を超える配管であって，プラ

ントの通常運転時に運転温度が95℃以下で，かつ運転圧力が1.9MPa[gauge]

以下の配管。ただし，被水の影響については配管径に関係なく評価する。な

お，運転圧力が静水頭圧の配管は除く。 

・高エネルギー配管として運転している割合が当該系統の運転している時間の 

２％又はプラント運転期間の１％より小さければ，低エネルギー配管として 

扱う。配管の破損形状の想定に当たっては，高エネルギー配管は，原則「完

全全周破断」，低エネルギー配管は，原則「配管内径の1/2 の長さと配管肉
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厚の1/2 の幅を有する貫通クラック（以下「貫通クラック」という。）」を

想定する。ただし，応力評価を実施する配管については，発生応力Sn と許

容応力Sa の比により，以下で示した応力評価の結果に基づく破損形状を想

定する。また，応力評価の結果により破損形状の想定を行う場合は，評価結

果に影響するような減肉がないことを確認するために継続的な肉厚管理を

実施する。 

【高エネルギー配管（ターミナルエンド部を除く）】 

・原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器バウンダリの配管 

Sn≦0.8×許容応力 ※１ ⇒ 破損想定不要 

※１ クラス１ 配管は2.4Sm 以下，クラス2 配管は0.8Sa 以下 

・原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器バウンダリ以外の配管 

Sn≦0.4×許容応力 ※2 ⇒ 破損想定不要 

0.4×許容応力 ※2＜Sn≦0.8×許容応力※3 ⇒ 貫通クラック 

※２ クラス１ 配管は1.2Sm 以下，クラス2，3 又は非安全系配管

は0.4Sa 以下 

※３ クラス１ 配管は2.4Sm 以下，クラス2，3 又は非安全系配管

は0.8Sa 以下 

【低エネルギー配管】 

・原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器バウンダリの配管 

Sn≦0.4Sa ⇒ 破損想定不要 

・原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器バウンダリ以外の配管 

Sn≦0.4×許容応力 ※4 ⇒ 破損想定不要 

※4 クラス１ 配管は1.2Sm 以下，クラス2，3 又は非安全系配管

は0.4Sa 以下 

ここでSn，Sm及びSaは日本機械学会「発電用原子力設備規格 設計・建

設規格（JSME S NC1-2005/2007）」による 

 

(2) 想定破損における溢水量の設定 

想定する破損箇所は溢水防護対象設備への溢水影響が最も大きくなる位

置とし，溢水量は，異常の検知，事象の判断及び漏えい箇所の特定並びに

現場又は中央制御室からの隔離により漏えい停止するまでの時間（運転員

の状況確認及び隔離操作含む。）を適切に考慮し，想定する破損箇所から

流出した漏水量と隔離後の溢水量として隔離範囲内の系統の保有水量を合

算して設定する。なお，手動による漏えい停止の手順は，保安規定又はそ

の下位規定に定める。 

ここで，漏水量は，配管の破損形状を考慮した流出流量に漏水箇所の隔

離までに必要な時間（以下「隔離時間」という。）を乗じて設定する。 
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2.3.2 消火水の放水による溢水 

(1) 溢水源の想定 

消火水の放水による溢水については，発電用原子炉施設内に設置される消火

設備等からの放水を溢水源として設定する。 

消火栓以外の設備としては，スプリンクラや残留熱除去系（格納容器冷却モ   

ード）からの放水があるが，溢水防護対象設備が設置されている区画には，ス

プリンクラは設置しない設計とし，それ以外の箇所に設置されたスプリンクラ

に対しては，その作動による溢水の流入により，溢水防護対象設備が安全機能

を損なわない設計とすることから溢水源として想定しない。 

また，原子炉格納容器内の防護対象設備については，残留熱除去系（格納容

器冷却モード）の作動によって発生する溢水により安全機能を損なわない設計

とする。 

なお，残留熱除去系（格納容器冷却モード）は，単一故障による誤作動が

発生しないように設計上考慮されていることから誤作動による溢水は想定し

ない。 

 

(2) 溢水量の設定 

消火設備等からの単位時間当たりの放水量と放水時間から溢水量を設定す

る。 

消火設備等のうち，消火栓からの放水量については，3時間の放水により想

定される溢水量を基本とするが，火災源が小さい場合においては，日本電気

協会電気技術指針「原子力発電所の火災防護指針(JEAG4607-2010)」解説-4-5

（1）の規定による「火災荷重」及び「等価火災時間」を用いて放水量を算定

し，溢水量を設定する。 

  

2.3.3 地震起因による溢水 

(1) 発電所内に設置された機器の破損による溢水 

① 地震起因による溢水源の想定 

地震起因による溢水については，溢水源となり得る機器（流体を内包する

機器）のうち，基準地震動Ssによる地震力により破損が生じる機器を溢水源

として設定する。 

耐震Sクラスの機器については，基準地震動Ssによる地震力によって破損

は生じないことから溢水源として想定しない。また，耐震B 及びC クラスの

機器のうち耐震対策工事の実施あるいは製作上の裕度の考慮により，基準地

震動Ssによる地震力に対して耐震性が確保されているものについては溢水源

として想定しない。 

耐震評価の具体的な考え方を以下に示す。 

・ 構造強度評価に係る応答解析は，基準地震動Ssを用いた動的解析による

こととし，機器の応答性状を適切に表現できるモデルを設定する。 
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その上で，当該機器の据付床の水平方向及び鉛直方向それぞれの床

応答を用いて応答解析を行い，それぞれの応答解析結果を適切に組み合

わせる。 

・ 応答解析に用いる減衰定数は，安全上適切と認められる規格及び基準，

既往の振動実験，地震観測の調査結果等を考慮して適切な値を定める。 

・ 応力評価に当たり，簡易な手法を用いる場合は，詳細な評価手法に対し 

て保守性を有するよう留意し，簡易的な手法での評価結果が厳しい箇所

については詳細評価を実施することで健全性を確保する。 

・ 基準地震動Ssによる地震力に対する発生応力の評価基準値は，安全上適

切と認められる規格及び基準で規定されている値又は試験等で妥当性

が確認されている値を用いる。 

・ バウンダリ機能確保の観点から，設備の実力を反映する場合には規格基 

準以外の評価基準値の適用も検討する。 

 

②地震起因による溢水量の設定 

溢水量の算出に当たっては，漏水が生じるとした機器のうち溢水防護対象

設備への溢水の影響が最も大きくなる位置で漏水が生じるものとして評価す

る。 

溢水源となる配管については破損形状を完全全周破断とし，溢水源となる

容器については全保有水量を考慮した上で，溢水量を算出する。 

また，漏えい検知による漏えい停止を期待する場合は，漏えい停止までの

隔離時間を考慮し，配管の破損箇所から流出した漏水量と隔離後の溢水量と

して隔離範囲内の系統の保有水量を合算して設定する。ここで，漏水量は，

配管の破損箇所からの流出流量に隔離時間を乗じて設定する。なお，漏えい

検知による自動隔離機能を有する場合を除き，隔離による漏えい停止は期待

しない。 

基準地震動 Ss による地震力に対して，耐震性が確保されない循環水系配

管については，伸縮継手の全円周状の破損を想定し，循環水ポンプが停止す

るまでの間に生じる溢水量を設定する。その際，循環水系配管の破損箇所か

らの津波の流入量も考慮する。 

 

(2)燃料プール等のスロッシングによる溢水 

①燃料プール等のスロッシングによる溢水源の想定 

燃料プール等のスロッシングによる溢水については，基準地震動Ssによる地 

震力により生じる燃料プール等のスロッシングによる漏えい水を溢水源とし

て設定する。 

②燃料プールのスロッシングによる溢水量の設定 

燃料プールのスロッシングによる溢水量の算出に当たっては，基準地震動Ss

による地震力により生じるスロッシング現象を三次元流動解析により評価し，
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燃料プール外へ漏えいする水量を考慮する。また，燃料プールの初期水位は，

保守的にスキマサージタンクへのオーバーフロー水位として評価する。 

また，施設定期検査中の燃料プール，原子炉ウェル及びドライヤセパレータ

プールのスロッシングについても評価を実施する。 

 

2.3.4 その他の溢水 

その他の溢水については，地下水の流入，降水，屋外タンクの竜巻による飛

来物の衝突による破損に伴う漏えい等の地震以外の自然現象に伴う溢水，機器

の誤作動，弁グランド部及び配管フランジ部からの漏えい事象等を想定する。 

 

2.4 溢水防護区画及び溢水経路を設定するための方針 

(1) 溢水防護区画の設定 

溢水防護に対する評価対象区画を溢水防護区画とし，溢水防護対象設備が設

置されている全ての区画並びに中央制御室及び現場操作が必要な設備へのア

クセス通路について設定する。溢水防護区画は壁，扉，堰，床段差等，又はそ

れらの組み合わせによって他の区画と分離される区画として設定し，溢水防護

区画を構成する壁，扉，堰，床段差等については，現場の設備等の設置状況を

踏まえ，溢水の伝播に対する評価条件を設定する。 

 

(2) 溢水経路の設定 

溢水影響評価において考慮する溢水経路は，溢水防護区画とその他の区画と

の間における伝播経路となる扉，壁貫通部，天井貫通部，床面貫通部，床ドレ

ン等の連接状況及びこれらに対する溢水防護措置を踏まえ，溢水防護区画内の

水位が最も高くなるよう保守的に設定する。 

具体的には，溢水防護区画内で発生する溢水に対しては，床ドレン，貫通部， 

扉から他区画への排出は想定しない（床目皿，機器ハッチ，開口扉等のように 

定量的に他区画への排出を確認できる場合は除く。）保守的な条件で溢水経路 

を設定し，溢水防護区画内の溢水水位を算出する。 

溢水防護区画外で発生する溢水に対しては，床ドレン，開口部，貫通部及び

扉を通じた溢水防護区画内への流入が最も多くなるよう（流入防止対策が施さ

れている場合は除く。）保守的な条件で溢水経路を設定し，溢水防護区画内の

溢水水位を算出する。 

なお，上層階から下層階への伝播に関しては，全量が伝播するものとする。 

溢水経路を構成する壁，扉，堰，床段差等は，基準地震動Ssによる地震力等

の溢水の要因となる事象に伴い生じる荷重や環境に対し，必要な健全性を維持

できるとともに，保守管理及び水密扉閉止等の運用を適切に実施することによ

り溢水の伝播を防止できるものとする。. 

また，貫通部に実施した流出及び流入防止対策も同様に，基準地震動Ssによ

る地震力等の溢水の要因となる事象に伴い生じる荷重や環境に対し，必要な健
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全性を維持できるとともに，保守管理を適切に実施することにより溢水の伝播

を防止できるものとする。 

なお，火災により貫通部の止水機能が損なわれる場合には，当該貫通部から

の消火水の流入を考慮する。消火活動により区画の扉を開放する場合は，開放

した扉からの消火水の伝播を考慮する。 

また，火災防護対策等として新たに実施した措置について止水性等を適切に

考慮し伝播経路を設定する。 

また，施設定期検査作業に伴う防護対象設備の待機除外や扉の開放等，プラ

ントの保守管理上やむを得ぬ措置の実施により，影響評価上設定したプラント

状態と一時的に異なる状態となった場合も想定する。 

具体的には，プラント停止中のスロッシングの発生やハッチ開放時における

溢水影響について評価を行い，ハッチ開放時の堰の設置や床ドレンファンネル

の閉止により，溢水影響が他に及ばない運用を行う。 

 

2.5 溢水防護対象設備を防護するための設計方針 

想定破損による溢水，消火水の放水による溢水，地震起因による溢水及びそ

の他の溢水に対して，溢水防護対象設備が以下に示す没水，被水及び蒸気の影

響を受けて，安全機能を損なわない設計とするとともに，燃料プールのスロッ

シングにおける水位低下を考慮しても，燃料プールの冷却機能及び燃料プール

への給水機能等が維持できる設計とする。 

また，溢水評価において，現場操作が必要な設備に対しては，必要に応じて

環境の温度及び放射線量を考慮しても，運転員による操作場所までのアクセス

が可能な設計とする。 

なお，必要となる操作を中央制御室で行う場合は，操作を行う運転員は中央

制御室に常駐していることからアクセス性を失わずに対応できる。 

2.5.1 没水の影響に対する設計方針 

(1) 没水の影響に対する評価方針 

「2.2 考慮すべき溢水事象」にて設定した溢水源から発生する溢水量と「2.4 

溢水防護区画及び溢水経路を設定するための方針」にて設定した溢水防護区

画及び溢水経路から算出した溢水水位に対し，溢水防護対象設備が安全機能を

損なうおそれがないことを評価する。 

具体的には，以下に示す要求のいずれかを満足していれば溢水防護対象設

備が安全機能を損なうおそれはない。 

a． 発生した溢水による水位が，溢水の影響を受けて溢水防護対象設備の

安全機能を損なうおそれがある高さ（以下「機能喪失高さ」という。）

を上回らないこと。このとき，溢水による水位の算出に当たっては，区

画の床勾配，流入状態，溢水源からの距離，溢水の滞留した領域を人員

が移動すること等による一時的な水位変動を考慮し，区画面積，保有水

量及び伝播経路の設定において十分な保守性を確保するとともに，人員
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のアクセスルートにおいて発生した溢水による水位に対して50mm以上の

裕度を確保する。 

区画の滞留面積の算出においては，機器等が占める面積を調査し，区画

面積からこれを差し引く。さらに，溢水防護区画への資機材の持ち込み

等による床面積への影響を考慮することとする。系統保有水量の算定に

あたっては，算出量に10％以上の裕度を確保する。 

機能喪失高さについては，溢水防護対象設備の各付属品の設置状況も

踏まえ，没水によって安全機能を損なうおそれのある最低の高さを設定

する。 

機能喪失高さは実力高さ（各溢水防護対象機器等の機能喪失部位の高

さ）に余裕を考慮した評価高さを基本とするが，評価高さで没水する場

合には，機能喪失高さの実力値である個別測定した高さを用いて評価す

る。 

溢水防護対象設備の機能喪失高さ設定における考え方の例を第

2.5.1-1 表に示す。 

b．溢水防護対象設備が多重性又は多様性を有しており，各々が同時に溢水

の影響を受けないような別区画に設置され，同時に安全機能を損なうこ

とのないこと。 

その際，溢水の影響により原子炉に外乱が及び，かつ，安全保護系，原

子炉停止系の作動を要求される場合には，その溢水の影響を考慮した上

で，安全評価指針に基づき必要な機器の単一故障を考慮し，発生が予想

される運転時の異常な過渡変化又は設計基準事故について安全解析を行

うこと。 

第2.5.1-1 表 溢水防護対象設備の機能喪失高さの考え方（例示） 

設備 
機能喪失高さ 

基本設定箇所※ 個別測定箇所 

ポンプ／電動機 ・ポンプベース高さ ・電動機下端部 

・電線管接続部下端部 

空気作動弁／電

動弁 

・取付け配管中心高さ ・制御ボックス下端部 

・電線管接続部下端部 

盤 

 

・盤ベース高さ ・開口部下端部 

・計器下端部 

・電線管接続部下端部 

計器ラック ・計器ドレン弁高さ ・計器下端部 

・電線管接続部下端部 

・端子箱下端部 

※ 保守的に機能喪失すると仮定した部位 
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(2) 没水の影響に対する防護設計方針 

溢水防護対象設備が没水により安全機能を損なうおそれがある場合には，

以下に示すいずれか又は組み合わせの対策を行うことにより，安全機能を損

なわない設計とする。 

① 溢水源又は溢水経路に対する対策 

a． 漏えい検知器等により溢水の発生を早期に検知し，中央制御室からの

遠隔操作（自動又は手動）又は現場操作により漏えい箇所を早期に隔離

できる設計とする。 

b． 溢水防護区画外の溢水に対して，壁，扉，堰等による流入防止対策を

図り溢水の流入を防止する設計とする。 

流入防止対策として設置する壁，扉，堰等は，溢水により発生する水

位や水圧に対して流入防止機能が維持できるとともに，基準地震動Ssに

よる地震力等の溢水の要因となる事象に伴い生じる荷重や環境に対して

必要な当該機能が損なわれない設計とする。 

c． 想定破損による溢水に対しては，破損を想定する配管について，補強

工事等の実施により発生応力を低減し，溢水源から除外することにより

溢水量を低減する。 

d． 地震起因による溢水に対しては，破損を想定する機器について耐震対

策工事を実施することにより基準地震動Ssによる地震力に対して耐震性

を確保する設計とし，溢水源から除外することにより溢水量を低減する。 

e． その他の溢水のうち機器の誤作動，弁グランド部及び配管フランジ部

からの漏えい事象等に対しては，漏えい検知器による早期検知や床目皿

からの排水等により，溢水防護対象設備の安全機能が損なわれない設計

とする。 

②溢水防護対象設備に対する対策 

a． 溢水防護対象設備の設置高さを嵩上げし，評価の各段階における保守

性と併せて考慮した上で，溢水防護対象設備の機能喪失高さが，発生し

た溢水による水位を十分な裕度を持って上回る設計とする。 

b． 溢水防護対象設備周囲に堰を設置し，溢水防護対象設備が没水しない

設計とする。設置する堰については，溢水により発生する水位や水圧に

対して流入防止機能が維持できるとともに，基準地震動Ssによる地震力

等の溢水の要因となる事象に伴い生じる荷重や環境に対して必要な機能

が損なわれない設計とする。 

 

2.5.2 被水の影響に対する設計方針 

(1) 被水の影響に対する評価方針 

「2.2 考慮すべき溢水事象」にて設定した溢水源からの直線軌道及び放物線

軌道の飛散による被水並びに天井面の開口部又は貫通部からの被水の影響を

受ける範囲内にある溢水防護対象設備が被水により安全機能を損なうおそれ
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がないことを評価する。 

具体的には，以下に示す要求のいずれかを満足していれば溢水防護対象設備

が安全機能を損なうおそれはない。 

a． 溢水防護対象設備があらゆる方向からの水の飛まつによっても有害な影響

を生じないよう、以下に示すいずれかの保護構造を有していること。 

(a) 「JISC0920 電気機械器具の外郭による保護等級(IP コード)」における第

二特性数字4 以上相当の保護等級を有すること。 

(b) 実機での被水条件を考慮しても安全機能を損なわないことを被水試験等

により確認した保護カバーやパッキン等による被水防護措置がなされて

いること。 

b． 溢水防護対象設備が多重性又は多様性を有しており，各々が同時に溢水の

影響を受けないような別区画に設置され，同時に安全機能を損なうことのな

いこと。 

その際，溢水の影響により原子炉に外乱が及び，かつ，安全保護系，原子

炉停止系の作動を要求される場合には，その溢水の影響を考慮した上で，

安全評価指針に基づき必要な単一故障を考慮し，発生が予想される運転時

の異常な過渡変化又は設計基準事故について安全解析を行うこと。 

 

 (2) 被水の影響に対する防護設計方針 

溢水防護対象設備が被水により安全機能を損なうおそれがある場合には，

以下に示すいずれか又は組み合わせの対策を行うことにより，安全機能を

損なわない設計とする。 

① 溢水源又は溢水経路に対する対策 

a． 溢水防護区画外の溢水に対して，壁，扉，堰等による流入防止対策を

図り溢水の流入を防止することにより被水の影響が発生しない設計と

する。 

流入防止対策として設置する壁，扉，堰等は，溢水により発生する水

位や水圧に対して流入防止機能が維持できるとともに，基準地震動Ssに

よる地震力等の溢水の要因となる事象に伴い生じる荷重や環境に対して

必要な機能が損なわれない設計とする。 

b． 想定破損による溢水に対しては，破損を想定する配管について，補強

工事等の実施により発生応力を低減し，溢水源から除外することにより

被水の影響がない設計とする。 

c． 地震起因による溢水に対しては，破損を想定する機器について耐震対

策工事を実施することにより基準地震動Ssによる地震力に対して耐震

性を確保する設計とし，溢水源から除外することにより被水の影響がな

い設計とする。 

d． 消火水の放水による溢水に対しては，溢水防護対象設備が設置されて

いる溢水防護区画において固定式消火設備等の水消火を行わない消火
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手段を採用することにより，被水の影響がない設計とする。 

また，水消火を行う場合には，水消火による被水の影響を最小限にと

どめるため，溢水防護対象設備に対して不用意な放水を行わないことを

消火活動における運用及び留意事項として「火災防護計画」に定める。 

② 溢水防護対象設備に対する対策 

a． 「JISC0920 電気機械器具の外郭による保護等級(IP コード)」におけ

る第二特性数字4 以上相当の保護等級を有する機器への取替を行う。 

b． 溢水防護対象設備に対し，実機での被水条件を考慮しても安全機能を

損なわないことを被水試験等により確認した保護カバーやパッキン等

による被水防護措置を行う。 

 

2.5.3 蒸気放出の影響に対する設計方針 

(1) 蒸気放出の影響に対する評価方針 

「2.2 考慮すべき溢水事象」にて設定した溢水源からの漏えい蒸気の直接噴

出及び拡散による影響を受ける範囲内にある溢水防護対象設備が蒸気放出の

影響により安全機能を損なうおそれがないことを評価する。 

具体的には，以下に示す要求のいずれかを満足していれば溢水防護対象設

備が安全機能を損なうおそれはない。 

a． 溢水防護対象設備が溢水源からの漏えい蒸気を考慮した耐蒸気仕様を有す

ること。 

b． 溢水防護対象設備が多重性又は多様性を有しており，各々が同時に溢水の

影響を受けないような別区画に設置され，同時に安全機能を損なうことのな

いこと。 

その際，溢水の影響により原子炉に外乱が及び，かつ，安全保護系，原子

炉停止系の作動を要求される場合には，その溢水の影響を考慮した上で，安

全評価指針に基づき必要な機器の単一故障を考慮し，発生が予想される運転

時の異常な過渡変化又は設計基準事故について安全解析を行うこと。 

 

(2) 蒸気放出の影響に対する防護設計方針 

溢水防護対象設備が蒸気放出の影響により安全機能を損なうおそれがある

場合には，以下に示すいずれか又は組み合わせの対策を行うことにより，溢水

防護対象設備が安全機能を損なわない設計とする。 

① 溢水源又は溢水経路に対する対策 

a． 溢水防護区画外の蒸気放出に対して，壁，扉等による流入防止対策を図

り蒸気の流入を防止する設計とする。 

流入防止対策として設置する壁，扉等は，溢水により発生する蒸気に対

して流入防止機能が維持できるとともに，基準地震動Ssによる地震力等の

溢水の要因となる事象に伴い生じる荷重や環境に対して必要な当該機能

が損なわれない設計とする。 
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b． 溢水源となる系統を，溢水防護区画外の元弁で閉止することにより，溢

水防護区画内において蒸気放出による影響が発生しない設計とする。 

c． 想定破損による溢水に対しては，破損を想定する配管について，補強工

事等の実施により発生応力を低減し，溢水源から除外することにより蒸気

放出による影響が発生しない設計とする｡ 

d． 地震起因による溢水に対しては，破損を想定する機器について耐震対策

工事を実施することにより基準地震動Ssによる地震力に対して耐震性を

確保する設計とし，溢水源から除外することにより蒸気放出による影響が

発生しない設計とする。 

e． 主蒸気管破断事故時等には，建物内外の差圧によるブローアウトパネル

の開放により，溢水防護区画内において蒸気影響を軽減する設計とする。 

② 溢水防護対象設備に対する対策 

a． 蒸気放出の影響に対して耐性を有しない溢水防護対象設備については，

蒸気曝露試験又は机上評価によって蒸気放出の影響に対して耐性を有す

ることが確認された機器への取替を行う。 

b． 溢水防護対象設備に対し，実機での蒸気条件を考慮しても安全機能を損

なわないことを蒸気曝露試験等により確認した保護カバーやパッキン等

による蒸気防護措置を行う。 

 

2.5.4 その他の要因による溢水に対する設計方針 

地下水の流入，屋外タンクの竜巻による飛来物の衝突による破損に伴う漏えい

等の地震以外の自然現象に伴う溢水が，溢水防護区画に流入するおそれがある場

合には，壁，扉，堰等により溢水防護区画を内包するエリア内及び建物内への流

入を防止する設計とし，溢水防護対象設備が安全機能を損なわない設計とする。 

機器の誤作動や弁グランド部，配管フランジ部からの漏えい事象等に対しては， 

漏えい検知器による早期検知や床目皿からの排水等により溢水防護対象設備の

安全機能を損なわない設計とする。 

 

2.5.5 燃料プールのスロッシング後の機能維持に関する設計方針 

基準地震動Ssによる地震力によって生じるスロッシング現象を三次元流動解

析により評価し，燃料プール外へ漏えいする水量を考慮する。その際，燃料プー

ルの初期水位は，スキマサージタンクへのオーバーフロー水位として評価する。

算出した溢水量からスロッシング後の燃料プールの水位低下を考慮しても，燃料

プールの冷却機能及び燃料プールへの給水機能が確保されるため，それらを用い

ることにより適切な水温（水温65℃以下）及び遮蔽水位（オーバーフロー水位付

近）を維持できる設計とする。 
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2.6 溢水防護区画を内包するエリア外及び建物外からの流入防止に関する設計方

針 

溢水防護区画を内包するエリア外及び建物外で発生を想定する溢水が，溢水防

護区画に流入するおそれがある場合には，壁，扉，堰等により溢水防護区画を内

包するエリア内及び建物内への流入を防止する設計とし，溢水防護対象設備が安

全機能を損なわない設計とする。 

また，地下水に対しては，地震時の排水ポンプの停止により建物周囲の水位が

周辺の地下水位まで上昇しないように地下水位低下設備を基準地震動Ssによる

地震力に対して機能維持する設計とする。 

 

2.7 放射性物質を含んだ液体の管理区域外への漏えいを防止するための設計方針 

管理区域内で発生した溢水の管理区域外への伝播経路となる箇所については，

壁，扉，堰等による漏えい防止対策を行うことにより，放射性物質を含む液体を

内包する容器、配管その他の設備の破損により生じた放射性物質を内包する液体

が管理されない状態で管理区域外に漏えいすることを防止する設計とする。 

 

2.8 溢水によって発生する外乱に対する設計方針 

溢水の影響により原子炉に外乱が及び，かつ，安全保護系，原子炉停止系の作

動を要求される場合には，その溢水の影響を考慮した上で，「安全評価指針」に

基づき必要な単一故障を考慮し，発生が予想される運転時の異常な過渡変化又は

設計基準事故について安全解析を行い，炉心損傷に至ることなく当該事象を収束

できる設計とし，これらの機能を維持するために必要な設備（溢水防護対象設備）

が，没水，被水及び蒸気の影響を受けて，その安全機能を損なわない設計（多重

性又は多様性を有する設備が同時にその安全機能を損なわない設計）とする。 

 

3. 別添 

別添1 島根原子力発電所2号炉 内部溢水の影響評価について 

別添2 島根原子力発電所2号炉 運用，手順説明資料 溢水による損傷の防止 

別添3 島根原子力発電所2号炉 内部溢水影響評価における確認プロセスに 

ついて 
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内部溢水の影響評価について 
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主な系統等の略称 

略語 名称 略語 名称 

～F-～N 区画 Rw/B 廃棄物処理建物 

AHEF 原子炉補機代替冷却系 RWL 液体廃棄物処理系 

APFS ペデスタル代替注水系 RWS 固体廃棄物処理系 

C/B 制御室建物 S/C サプレッション・チェンバ 

CRD 制御棒駆動系 SFP 燃料プール 

CUW 原子炉浄化系 SLC ほう酸水注入系 

CW・FW 復水給水系 T/B タービン建物 

CWT 復水輸送系 TCW タービン補機冷却系 

DEG 非常用ディーゼル発電機系 TSW タービン補機海水系 

EL 海抜 

FMW 燃料プール補給水系 

FP 消火系 

FPC 燃料プール冷却系 

HPCS 高圧炉心スプレイ系 

HPCW 高圧炉心スプレイ補機冷却系 

HPSW 高圧炉心スプレイ補機海水系 

HS 
所内蒸気系（蒸気凝縮水戻り

側） 

HS 所内蒸気系 

HVC 中央制御室空調換気系 

HVCW 空調換気設備冷却水系 

HVD ドライウェル冷却系 

HW 所内上水系 

LOCA 原子炉冷却材喪失事故 

LPCS 低圧炉心スプレイ系 

MS 主蒸気系 

MUW 補給水系 

PCV 原子炉格納容器 

R/B 原子炉建物 

RAC 再生薬品系 

RCIC 原子炉隔離時冷却系 

RCW 原子炉補機冷却系 

RHR 残留熱除去系 

RSW 原子炉補機海水系 
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1. 概要

島根原子力発電所２号炉については，発電所建設の設計段階において溢水影

響を考慮した機器配置，配管設計を実施しており，具体的には，独立した区画

への分散配置や堰の設置，基礎高さの考慮等を実施するとともに，各建物最下

層に設置されたサンプに集積し排水が可能な設計としている。本資料は，「実用

発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則」（以

下，「設置許可基準規則」という。）第九条（溢水による損傷の防止等）の要求

事項を踏まえ，安全施設は，発電用原子炉施設内における溢水が発生した場合

においても，安全機能を損なわない設計となっていることを確認するものであ

る。 

1.1 溢水防護の基本方針 

  発電用原子炉施設内に設置された機器及び配管の破損（地震起因を含む），

消火系統等の作動，燃料プール等のスロッシング及び自然現象やその波及的影

響等により発生する溢水に対して，原子炉を高温停止し，引き続き低温停止，

並びに放射性物質の閉じ込め機能を維持するために必要となる設備，原子炉が

停止状態にある場合は引き続きその状態を維持するために必要となる設備，燃

料プールの冷却及び給水機能を維持するための設備について，溢水防護を考慮

した設計とする。 

  溢水防護を考慮した設計にあたり，基本設計方針を以下のとおりとする。 

(1) 発電用原子炉施設内で溢水が生じた場合においても，原子炉を高温停止し，

引き続き低温停止，並びに放射性物質の閉じ込め機能を維持するために必要

となる設備，原子炉が停止状態にある場合は引き続きその状態を維持するた

めに必要となる設備，燃料プールの冷却及び給水機能を維持するための設備

について，以下の設計上の配慮を行う。

a. 内部溢水の発生を防止するため，発電用原子炉施設内の系統及び機器は，そ

の内部流体の種類や温度，圧力等に従い，適切な構造，強度を有するよう設

計する。

b. 発電用原子炉施設内での溢水事象（地震に起因するものを含む）を想定し，

発電用原子炉施設内での溢水の伝播経路及び滞留を考慮して，機器の多重性，

多様性，各系統相互の離隔距離の確保，障壁等の設置により，同時に複数区

分の安全機能が損なわれない設計とする。さらに，溢水の影響により原子炉

に外乱が及び，かつ，安全保護系，原子炉停止系の作動が要求される場合に

は，その溢水の影響を考慮した上で，「発電用軽水型原子炉施設の安全評価

に関する審査指針」（以下，「安全評価指針」という。）に基づき発生が予想

される運転時の異常な過渡変化又は設計基準事故について安全解析を行い，

炉心が損傷に至ることなく当該事象を収束できる設計とする。なお，安全解
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析にあたっては，運転時の異常な過渡変化又は設計基準事故を収束させるた

めに必要な設備の単一故障を考慮する。 

 

(2) 発電用原子炉施設内で溢水が発生した場合において，放射性物質によって汚

染された液体が管理されない状態で管理区域外へ漏えいしないよう，以下の

ような設計とする。 

ａ. 放射性物質を含む液体を扱う大容量ポンプの設置区域や，廃液処理設備の

設置区域に対して，放射性液体の管理区域外への流出，拡大を防止する設

計とする。 

ｂ. 放射性物質を含む液体の漏えいの拡大を防止するために，伝播経路となる

箇所について，壁，扉，堰等による漏えい防止対策を行う設計とする。 

ｃ. 放射性物質を含む液体の漏えいの拡大を防止するために，床勾配及び側溝

を設置し，漏えいした放射性液体を床ドレンに確実に導く設計とする。 
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1.2 溢水影響評価フロー 

「原子力発電所の内部溢水影響評価ガイド（平成 25年 6月 19日 原規技発第

13061913 号 原子力規制委員会決定）」（以下，「評価ガイド」という。）を踏ま

え，図 1-1のフローにて溢水影響評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 溢水影響評価のフロー 

 

 

防護対象設備の選定（評価ガイド 2.2.2項，3.2.2項） 

 

溢水源の選定(評価ガイド 2.1項，3.1項) 

Issui  

 
溢水防護区画の設定（評価ガイド 2.2.3項，3.2.3項） 

溢水経路の設定（評価ガイド 2.2.4(1)項，3.2.4(1)項） 

評価に用いる各項目（没水，被水，蒸気）の算出 

（評価ガイド 2.2.4(2)項，3.2.4(2)項） 

溢水量の算出（評価ガイド 2.1.1～2.1.3項，3.1.1～3.1.3項） 
 

溢水影響評価の判定（評価ガイド 2.2.4(4)項，3.2.4(4)項） 

溢水影響評価（評価ガイド 2.2.4(3)項，3.2.4(3)項） 
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2. 防護対象設備の選定

2.1 防護対象設備の選定 

「設置許可基準規則」第九条において，“発電用原子炉施設内における溢水が

発生した場合においても安全機能を損なわないものでなければならない”と規定

されている。 

上記の「安全機能を損なわないもの」とは，同規則の解釈において，“発電用

原子炉施設内部で発生が想定される溢水に対し、原子炉を高温停止でき、引き続

き低温停止、及び放射性物質の閉じ込め機能を維持できること、また、停止状態

にある場合は、引き続きその状態を維持できること、さらに、使用済燃料貯蔵槽

においては、プール冷却機能及びプールへの給水機能を維持できること”と解さ

れている。 

また，評価ガイドにおいては，『重要度の特に高い安全機能を有する系統が、

その安全機能を適切に維持するために必要な設備』及び『「プール冷却」及び「プ

ールへの給水」の機能を適切に維持するために必要な設備』を防護対象設備とし

て選定している。 

さらに「設置許可基準規則」第十二条では，安全施設が安全機能を果たすため

の要求が記載されている。 

上記の要求事項を踏まえ，以下の手順により防護対象設備を選定する（図2-1，

表2-1参照）。 

2.1.1 溢水防護上必要な機能を有する系統の抽出 

溢水防護上必要な機能を有する系統として，安全機能を有する構築物，系統及

び機器（以下，「安全施設」という。）の中から，原子炉の高温停止でき，引き

続き低温停止，及び放射性物質の閉じ込め機能を維持するため，また，停止状態

にある場合は，引き続きその状態を維持するため，並びに燃料プールにおいては

プール冷却機能及びプールへの給水機能を維持するために必要となる，発電用軽

水型原子炉施設の安全機能の重要度分類に関する審査指針（以下，「重要度分類

審査指針」という。）における分類でクラス１及び２に属する構築物，系統及び

機器に加え，安全評価上その機能を期待するクラス３に属する構築物，系統及び

機器を抽出する。 

その上で，『重要度の特に高い安全機能を有する系統』として，「重要度分類

審査指針」及び「設置許可基準規則」第十二条より，表2-2のとおり抽出する。 

また燃料プールについて，『「プール冷却」及び「プールへの給水」機能を有

する系統』を表2-3のとおり抽出する。 

なお，安全施設の全体像は，「重要度分類審査指針」における分類でクラス１，

２，３に該当する構築物，系統及び機器であり，これら安全施設と重要度の特に

高い安全機能を有する系統の関連性について表2-4に示す。また，クラス１，２

及び安全評価上その機能を期待するクラス３に該当する安全施設であって，重要
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度の特に高い安全機能を有する系統に該当しないものについては，溢水防護上必

要な機能を有する系統として考慮するものの，溢水により損傷した場合であって

も代替手段があること等により安全機能が損なわれないことが確認できること

から後段の影響評価の対象から除外することとし，その結果についても表2-4に

て示す。 

 

2.1.2 系統機能を維持する上で必要となる設備の抽出 

2.1.1 で抽出した各系統について，系統図等に基づき，当該系統の機能を維持

する上で必要な設備を抽出する。以上により抽出された設備を防護対象設備とす

る。 

 

2.1.3 溢水影響評価上の防護対象設備の選定 

2.1.2 で抽出した防護対象設備について，溢水による設備機能への影響の有

無（設備の種別，耐環境仕様等）を考慮したスクリーニングを行い，溢水影響

評価上の防護対象設備として選定する（添付資料１参照）。 

なお，以下ではこの“溢水影響評価上の防護対象設備”を“溢水防護対象設備”

と読み替えることとする。 

 

2.2 溢水防護対象設備の機能喪失の判定 

選定した溢水防護対象設備の没水，被水，蒸気の各溢水モードにおける機能

喪失判定について以下のように定める。 

(1) 没水 

  ：溢水防護対象設備の機能喪失高さと，設置されている区画の溢水水位を比

較し，溢水水位の方が高い場合には当該設備は機能喪失と判定する。また

現場操作が必要な設備に関しては，そのアクセス通路の溢水水位が歩行に

影響のある高さ（0.30m）を超える場合は，機能喪失と判定する。 

(2) 被水（流体を内包する機器からの被水） 

  ：溢水防護対象設備から被水源となる機器が視認でき，当該溢水防護対象設

備に被水防護措置がなされておらず，かつ防滴仕様でもない場合は，機能

喪失と判定する。 

(3) 被水（上階からの溢水の伝播による被水） 

：溢水防護対象設備の上方に上層階からの溢水の伝播経路が存在し，当該防護

対象設備に被水防護措置がなされておらず，かつ防滴仕様でもない場合は，

上層階で発生した溢水が伝播経路を経由して被水することにより，当該溢水

防護対象設備は機能喪失と判定する。 

(4) 蒸気 

  ：溢水防護対象設備の機能維持可能な温度／湿度と，設置されている区画の

蒸気影響を想定した雰囲気温度／湿度を比較し，雰囲気温度／湿度の方が

高い場合には当該溢水防護対象設備は機能喪失と判定する。 
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2.3 溢水防護対象設備を防護するための設計方針 

溢水の影響を評価するために想定する機器の破損等により生じる溢水（以下，

「想定破損による溢水」という。），発電所内で生じる異常状態（火災を含む。）

の拡大防止のために設置される系統からの放水による溢水（以下，「消火水の放

水による溢水」という。），地震に起因する機器の破損等により生じる溢水（燃

料プール等のスロッシングにより発生する溢水を含む。）（以下，「地震起因に

よる溢水」という。）及びその他の要因（地下水の流入，地震以外の自然現象，

機器の誤作動等）により生じる溢水（以下，「その他の溢水」という。）に対し

て，溢水防護対象設備が以下に示す没水，被水及び蒸気の影響を受けて，安全機

能を損なわない設計とするとともに，燃料プールのスロッシングにおける水位低

下を考慮しても，燃料プールの冷却機能，給水機能等が維持できる設計とする。 

また，溢水評価において，現場操作が必要な設備に対しては，必要に応じて環

境の温度及び放射線量を考慮しても，運転員による操作場所までのアクセスが可

能な設計とする。 

 

2.3.1 没水の影響に対する防護設計方針 

  溢水防護対象設備が没水により安全機能を損なうおそれがある場合には，以

下に示すいずれか若しくは組み合わせの対策を行うことにより，安全機能を損

なわない設計とする。 

(1) 溢水源又は溢水経路に対する対策 

a. 漏えい検知器等により溢水の発生を早期に検知し，中央制御室から遠隔操作

（自動又は手動）又は現場操作により漏えい箇所を早期に隔離できる設計と

する。  

b. 溢水防護区画外の溢水に対して，壁，扉，堰等による流入防止対策を図り溢

水の流入を防止する設計とする。 

流入防止対策として設置する壁，扉，堰等は，溢水により発生する水位や

水圧に対して流入防止機能が維持できる設計とするとともに，溢水の要因と

なる地震や火災等により生じる環境や荷重条件に対して必要な健全性が損な

われない設計とする。 

c. 想定破損による溢水に対しては，破損を想定する配管について，補強工事等

の実施により発生応力を低減し，溢水源から除外することにより溢水量を低

減する。 

d. 地震起因による溢水に対しては，破損を想定する機器について耐震補強工事

を実施することにより基準地震動 Ssによる地震力に対して耐震性を確保す

る設計とし，溢水源から除外することにより溢水量を低減する。 

e. その他の溢水のうち機器の誤作動や弁グランド部，配管フランジ部からの漏

えい事象等に対しては，漏えい検知器による早期検知や床目皿からの排水等

により，溢水防護対象設備の安全機能が損なわれない設計とする。 
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(2) 溢水防護対象設備に対する対策 

a. 溢水防護対象設備の設置高さを嵩上げし，評価の各段階における保守性とあ

わせて考慮した上で，溢水防護対象設備の機能喪失高さが，発生した溢水に

よる水位を十分な裕度を持って上回る設計とする。 

b. 溢水防護対象設備周囲に堰を設置し，溢水防護対象設備が没水しない設計と

する。設置する堰については，溢水により発生する水位や水圧に対して流入

防止機能が維持できる設計とするとともに，溢水の要因となる地震や火災等

により生じる環境や荷重条件に対して必要な健全性が損なわれない設計と

する。 

 

2.3.2 被水の影響に対する防護設計方針 

溢水防護対象設備が被水により安全機能を損なうおそれがある場合には，以

下に示すいずれか若しくは組み合わせの対策を行うことにより，安全機能を損

なわない設計とする。 

(1) 溢水源又は溢水経路に対する対策 

a. 溢水防護区画外の溢水に対して，壁，扉，堰等による流入防止対策を図り溢

水の流入を防止することにより被水の影響が発生しない設計とする。 

流入防止対策として設置する壁，扉，堰等は，溢水により発生する水位や

水圧に対して流入防止機能が維持できる設計とするとともに，溢水の要因と

なる地震や火災等により生じる環境や荷重条件に対して必要な健全性が損な

われない設計とする。 

b. 想定破損による溢水に対しては，破損を想定する配管について，補強工事等

の実施により発生応力を低減し，溢水源から除外することにより被水の影響

が発生しない設計とする。 

c. 地震起因による溢水に対しては，破損を想定する機器について耐震補強工事

を実施することにより基準地震動 Ssによる地震力に対して耐震性を確保す

る設計とし，溢水源から除外することにより被水の影響が発生しない設計と

する。 

d. 消火水の放水による溢水に対しては，溢水防護対象設備が設置されている溢

水防護区画において固定式消火設備等の水消火を行わない消火手段を採用

することにより，被水の影響が発生しない設計とする。 

また，水消火を行う場合には，水消火による被水の影響を最小限に止める

ため，溢水防護対象設備に対して不用意な放水を行わないことを消火活動に

おける運用及び留意事項として「火災防護計画」に定める。 

 

(2) 溢水防護対象設備に対する対策 

a.「JIS C O920 電気機械器具の外郭による保護等級（IP コード）」におけ

る第二特性数字 4以上相当の保護等級を有する機器への取替を行う。 

b．溢水防護対象設備に対し，実機での被水条件を考慮しても安全機能を損なわ
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ないことを被水試験等により確認した保護カバーやパッキン等による被水防

護措置を行う。 

 

2.3.3 蒸気の影響に対する防護設計方針 

溢水防護対象設備が蒸気放出の影響により安全機能を損なうおそれがある場

合には，以下に示すいずれか若しくは組み合わせの対策を行うことにより，溢

水防護対象設備が安全機能を損なわない設計とする。 

(1) 溢水源又は溢水経路に対する対策 

a. 溢水防護区画外の蒸気放出に対して，壁，扉等による流入防止対策を図り

蒸気の流入を防止する設計とする。 

流入防止対策として設置する壁，扉等は，溢水により発生する蒸気に対

して流入防止機能が維持できる設計とするとともに，溢水の要因となる地

震等により生じる環境や荷重条件に対して当該機能が損なわれない設計と

する。 

b. 溢水源となる系統を，溢水防護区画外の元弁で閉止することにより，溢水

防護区画内において蒸気放出による影響が発生しない設計とする。 

c. 想定破損による溢水に対しては，破損を想定する配管について，補強工事

等の実施により発生応力を低減し，溢水源から除外することにより蒸気放

出による影響が発生しない設計とする。 

d. 地震起因による溢水に対しては，破損を想定する機器について耐震補強工

事を実施することにより基準地震動Ssによる地震力に対して耐震性を確保

する設計とし，溢水源から除外することにより蒸気放出による影響が発生

しない設計とする。 

 

(2) 溢水防護対象設備に対する対策 

a. 蒸気放出の影響に対して耐性を有しない溢水防護対象設備については，蒸気

曝露試験又は机上評価によって蒸気放出の影響に対して耐性を有することが

確認された機器への取替を行う。 

b. 溢水防護対象設備に対し，実機での蒸気条件を考慮しても安全機能を損なわ

ないことを蒸気曝露試験等により確認した保護カバーやパッキン等による蒸

気防護措置を行う。 
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図 2-1 防護対象設備のうち溢水影響評価の対象とする設備の選定フロー 

  

防護対象設備の抽出（※） 

防護対象設備のうち 

溢水影響評価の対象とする設備 

（溢水防護対象設備） 

No 

Yes 

No 

Yes 
 

 

 

 

Yes 

No 

Yes 

防護対象設備のうち 

溢水影響評価の対象外とする設備 

No 

①溢水により機能を喪失しない 

②原子炉格納容器内耐環境 

仕様の設備である 

③動作機能の喪失により 

安全機能に影響しない 

④他の設備で代替できる 

発電所構内の構築物，系統及び機器 

(※)以下，i,ⅱを抽出 

i.安全重要度クラス 1,2,3 に属する設備のうち

原子炉を高温停止でき，引き続き低温停止，

及び放射性物質の閉じ込め機能を維持できる

機能，また，停止状態にある場合は，引き続

きその状態を維持できる機能を有する系統 

ⅱ.「プール冷却」「プールへの給水」機能を有

する系統 
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表 2-1 溢水影響評価の対象外とする理由 

各ステップの項目 理由 

①溢水により機能

を喪失しない 

静的機器（容器，熱交換器，フィルター，逆止弁等）は，

溢水により機能喪失しない。 

②原子炉格納容器

内耐環境仕様の機

器である 

原子炉格納容器内の機器のうち，温度・圧力条件及び溢水

影響を考慮した耐環境仕様の機器は，溢水により機能喪失

はしない。 

③動作機能の喪失

により安全機能に

影響しない 

フェイルセーフ設計となっている機器は，動作機能が喪失

しても安全機能に影響しない。（通常待機時から機能遂行時

にかけて動作要求がない機器等（例 常時閉の格納容器隔

離弁）も含む） 

④他の設備で代替

できる 

他の機器により要求機能が代替できる機器は機能喪失して

も安全機能に影響しない。（代替する他の機器が同時に機能

喪失しない場合に限る（例 耐環境仕様の格納容器内側隔

離弁に対する格納容器外側隔離弁は，機能喪失しても安全

機能に影響しない）） 
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表 2-2 重要度の特に高い安全機能を有する系統(1/2) 

機能 対象系統・機器 

原子炉の緊急停止機能 制御棒及び制御棒駆動系 

未臨界維持機能 制御棒及び制御棒駆動系 

ほう酸水注入系 

原子炉冷却材圧力バウンダリの過圧防

止機能 

逃がし安全弁（安全弁としての開機

能） 

原子炉停止後における除熱のための崩

壊熱除去機能 

残留熱除去系（原子炉停止時冷却モ

ード） 

フィードアンドブリードによる除熱 

原子炉停止後における除熱のための原

子炉が隔離された場合の注水機能 

原子炉隔離時冷却系 

高圧炉心スプレイ系 

原子炉停止後における除熱のための原

子炉が隔離された場合の圧力逃がし機

能 

逃がし安全弁（手動逃がし機能） 

自動減圧系（手動逃がし機能） 

事故時の原子炉の状態に応じた炉心冷

却のための原子炉内高圧時における注

水機能 

高圧炉心スプレイ系 

自動減圧系により原子炉を減圧し，

低圧炉心スプレイ系，残留熱除去系

（低圧注水モード）により原子炉へ

の注水を行う 

事故時の原子炉の状態に応じた炉心冷

却のための原子炉内低圧時における注

水機能 

高圧炉心スプレイ系 

残留熱除去系（低圧注水モード） 

低圧炉心スプレイ系 

事故時の原子炉の状態に応じた炉心冷

却のための原子炉内高圧時における減

圧系を作動させる機能 

自動減圧系 

格納容器内又は放射性物質が格納容器

内から漏れ出た場所の雰囲気中の放射

性物質の濃度低減機能 

非常用ガス処理系 

格納容器の冷却機能 残留熱除去系（格納容器冷却モード） 

格納容器内の可燃性ガス制御機能 可燃性ガス濃度制御系 

非常用交流電源から非常用の負荷に対

し電力を供給する機能 

非常用電源系（交流） 

非常用直流電源から非常用の負荷に対

し電力を供給する機能 

非常用電源系（直流） 

非常用の交流電源機能 ディーゼル発電設備 

非常用の直流電源機能 直流電源設備 

非常用の計測制御用直流電源機能 計測制御用電源設備 
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表 2-2 重要度の特に高い安全機能を有する系統(2/2) 

機能 対象系統・機器 

補機冷却機能 原子炉補機冷却水系 

冷却用海水供給機能 原子炉補機冷却海水系 

原子炉制御室非常用換気空調機能 中央制御室空調換気系 

圧縮空気供給機能 逃がし安全弁のアキュムレータ 

自動減圧機能のアキュムレータ 

主蒸気隔離弁のアキュムレータ 

原子炉冷却材圧力バウンダリを構成す

る配管の隔離機能 

原子炉冷却材圧力バウンダリ隔離弁 

原子炉格納容器バウンダリを構成する

配管の隔離機能 

原子炉格納容器バウンダリ隔離弁 

原子炉停止系に対する作動信号（常用

系として作動させるものを除く）の発

生機能 

原子炉保護系 

工学的安全施設に分類される機器若し

くは系統に対する作動信号の発生機能 

工学的安全施設作動系 

事故時の原子炉の停止状態の把握機能 

 

中性子束（起動領域モニタ） 

原子炉スクラム用電磁接触器の状態及

び制御棒位置 

事故時の炉心冷却状態の把握機能 原子炉水位（広帯域，燃料域） 

原子炉圧力 

事故時の放射能閉じ込め状態の把握機

能 

原子炉格納容器圧力 

サプレッション・プール水温 

格納容器エリア放射線量率（高レンジ） 

事故時のプラント操作のための情報の

把握機能 

[低温停止への移行] 

原子炉圧力 

原子炉水位（広帯域） 

[ドライウェルスプレイ] 

原子炉水位（広帯域，燃料域） 

格納容器圧力 

[サプレッション・プール冷却] 

原子炉水位（広帯域，燃料域） 

サプレッション・プール水温 

[可燃性ガス濃度制御系起動] 

原子炉格納容器水素濃度 

原子炉格納容器酸素濃度 

[異常状態の把握機能] 

排気筒モニタ 
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表 2-3 「プール冷却」及び「プールへの給水」機能を有する系統 

機能 対象系統・機器 

燃料プールの冷却機能 燃料プール冷却系 

残留熱除去系 

燃料プール監視 

燃料プールの給水機能 燃料プール補給水系 

残留熱除去系 

燃料プール監視 
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重要度分類指針 島根原子力発電所 ２号炉 

分類 定義 機能 構築物，系統又は機器 重要度が特に高い安全機能 

PS-1 その損傷又は故障

により発生する事

象によって， 

（a）炉心の著しい

損傷，又は 

（b）燃料の大量の

破損 

を引き起こすおそ

れのある構築物，

系統及び機器 

1）原子炉冷却材

圧力バウンダリ

機能 

原子炉冷却材圧力バウ

ンダリを構成する機

器・配管系（計装等の

小口径配管・機器は除

く。） 

原子炉圧力容器 
（対象外：バウンダリ機能と

しては溢水による影響を受

けない。） 

原子炉再循環系ポンプ 

配管・弁 

隔離弁 ・原子炉冷却材圧力バウンダ

リを構成する配管の隔離機

能 

制御棒駆動機構ハウジング （対象外：バウンダリ機能と

しては溢水による影響を受

けない。） 

中性子束計装管ハウジング 

2）過剰反応度の

印加防止機能 

制御棒カップリング 制御棒カップリング 

（対象外：静的機器のため溢

水による影響を受けない） 

制御棒駆動機構カップリング 

3）炉心形状の維

持機能 

炉心支持構造物（炉心

シュラウド，シュラウ

ドサポート，上部格子

板，炉心支持板，制御

棒案内管），燃料集合体

（ただし，燃料を除

く。） 

炉心シュラウド 

シュラウドサポート 

上部格子板 

炉心支持板 

燃料支持金具 

制御棒案内管 

制御棒駆動機構ハウジング 

燃料集合体（上部タイプレー

ト，下部タイプレート，スペー

サ，チャンネルボックス） 

MS-1 1）異常状態発生時

に原子炉を緊急に

停止し，残留熱を

除去し，原子炉冷

却材圧力バウンダ

リの過圧を防止

し，敷地周辺公衆

への過度の放射線

の影響を防止する

構築物，系統及び

機器 

1）原子炉の緊急

停止機能 

原子炉停止系の制御棒

による系（制御棒及び

制御棒駆動系（スクラ

ム機能）） 

制御棒 

・原子炉の緊急停止機能 

制御棒案内管 

制御棒駆動機構 

水圧制御ユニット（スクラムパ

イロット弁，スクラム弁，アキ

ュムレータ，窒素容器，配管・

弁） 

2）未臨界維持機

能 

原子炉停止系（制御棒

による系，ほう酸水注

入系） 

制御棒 

・未臨界維持機能 

制御棒カップリング 

制御棒駆動機構カップリング  

制御棒駆動機構ハウジング 

制御棒駆動機構 

ほう酸水注入系（ほう酸水注入

ポンプ，注入弁，タンク出口弁，

ほう酸水貯蔵タンク，ポンプ吸

込配管・弁，注入配管・弁） 

表 2-4 安全施設と重要度の特に高い安全機能を有する系統との関連性（1/10） 
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重要度分類指針 島根原子力発電所 ２号炉 

分類 定義 機能 構築物，系統又は機器 重要度が特に高い安全機能 

MS-1 1）異常状態発生時

に原子炉を緊急に

停止し，残留熱を

除去し，原子炉冷

却材圧力バウンダ

リの過圧を防止

し，敷地周辺公衆

への過度の放射線

の影響を防止する

構築物，系統及び

機器 

3）原子炉冷却材

圧力バウンダリ

の過圧防止機能 

逃がし安全弁（安全弁

としての開機能） 

逃がし安全弁（安全弁開機能） 
・原子炉冷却材圧力バウンダ

リの過圧防止機能 

4）原子炉停止後

の除熱機能 

 

 

残留熱を除去する系統

（残留熱除去系（原子

炉停止時冷却モード），

原子炉隔離時冷却系，

高圧炉心スプレイ系，

逃がし安全弁（手動逃

がし機能），自動減圧系

（手動逃がし機能）） 

 

 

残留熱除去系（ポンプ，熱交換

器，原子炉停止時冷却モードの

ルートとなる配管・弁，熱交換

器バイパス配管・弁） 

・原子炉停止後における除熱

のための崩壊熱除去機能 

残留熱除去系（サプレッション

プール水冷却モード） 

原子炉隔離時冷却系（ポンプ，

サプレッションプール，タービ

ン，サプレッションプールから

注水先までの配管・弁，ポンプ

ミニマムフローライン配管・

弁，サプレッションプールスト

レーナ）  

・原子炉停止後における除熱

のための崩壊熱除去機能 

・原子炉停止後における除熱

のための原子炉が隔離され

た場合の注水機能 

 
タービンへの蒸気供給配管・弁 

潤滑油冷却器及びその冷却器

までの冷却水供給配管 

高圧炉心スプレイ系（ポンプ，

サプレッションプール，サプレ

ッションプールからスプレイ

先までの配管・弁，スプレイス

パージャ，ポンプミニマムフロ

ーライン配管・弁，サプレッシ

ョンプールストレーナ） 

 

・原子炉停止後における除熱

のための崩壊熱除去機能 

・原子炉停止後における除熱

のための原子炉が隔離され

た場合の注水機能 

 

逃がし安全弁（手動逃がし機

能） 

・原子炉停止後における除熱

のための崩壊熱除去機能 

・原子炉停止後における除熱

のための原子炉が隔離され

た場合の圧力逃がし機能 

原子炉圧力容器から逃がし安

全弁までの主蒸気配管 

逃がし安全弁アキュムレータ，

逃がし安全弁アキュムレータ

から逃がし安全弁までの配

管・弁 

・圧縮空気供給機能 

自動減圧系弁（手動逃がし機

能） 
・原子炉停止後における除熱

のための崩壊熱除去機能 

・原子炉停止後における除熱

のための原子炉が隔離され

た場合の圧力逃がし機能 

原子炉圧力容器から逃がし安

全弁までの主蒸気配管 

逃がし安全弁 

表 2-4 安全施設と重要度の特に高い安全機能を有する系統との関連性（2/10） 
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重要度分類指針 島根原子力発電所 ２号炉 

分類 定義 機能 構築物，系統又は機器 重要度が特に高い安全機能 

MS-1 1）異常状態発生時

に原子炉を緊急に

停止し，残留熱を

除去し，原子炉冷

却材圧力バウンダ

リの過圧を防止

し，敷地周辺公衆

への過度の放射線

の影響を防止する

構築物，系統及び

機器 

4）原子炉停止後

の除熱機能 

 

 

残留熱を除去する系統

（残留熱除去系（原子

炉停止時冷却モード），

原子炉隔離時冷却系，

高圧炉心スプレイ系，

逃がし安全弁（手動逃

がし機能），自動減圧系

（手動逃がし機能）） 

 

 

自動減圧系アキュムレータ，自

動減圧系アキュムレータから

逃がし安全弁までの配管・弁 

・圧縮空気供給機能 

5）炉心冷却機能 非常用炉心冷却系（低

圧炉心スプレイ系，低

圧注水系，高圧炉心ス

プレイ系，自動減圧系） 

 

残留熱除去系（低圧注水モー

ド）（ポンプ，サプレッション

プール，サプレッションプール

から注水先までの配管・弁（熱

交換器バイパスライン含む），

ポンプミニマムフローライン

配管・弁，サプレッションプー

ルストレーナ） 

・原子炉停止後における除熱

のための崩壊熱除去機能 

・事故時の原子炉の状態に応

じた炉心冷却のための原子

炉内高圧時における注水機

能 

・事故時の原子炉の状態に応

じた炉心冷却のための原子

炉内低圧時における注水機

能 

高圧炉心スプレイ系（ポンプ，

サプレッションプール，サプレ

ッションプールからスプレイ

先までの配管・弁，スプレイス

パージャ，ポンプミニマムフロ

ーライン配管・弁，サプレッシ

ョンプールストレーナ） 

 

・事故時の原子炉の状態に応

じた炉心冷却のための原子

炉内高圧時における注水機

能 

・事故時の原子炉の状態に応

じた炉心冷却のための原子

炉内低圧時における注水機

能 

低圧炉心スプレイ系（ポンプ，

サプレッションプール，サプレ

ッションプールからスプレイ

先までの配管・弁，スプレイス

パージャ，ポンプミニマムフロ

ーライン配管・弁，サプレッシ

ョンプールストレーナ） 

・原子炉停止後における除熱

のための崩壊熱除去機能 

・事故時の原子炉の状態に応

じた炉心冷却のための原子

炉内高圧時における注水機

能 

・事故時の原子炉の状態に応

じた炉心冷却のための原子

炉内低圧時における注水機

能 

自動減圧系（逃がし安全弁） ・事故時の原子炉の状態に応

じた炉心冷却のための原子

炉内高圧時における注水機

能 

・事故時の原子炉の状態に応

じた炉心冷却のための原子

炉内高圧時における減圧系

を作動させる機能 

原子炉圧力容器から逃がし安

全弁までの主蒸気配管 

自動減圧系アキュムレータ，自

動減圧系アキュムレータから

逃がし安全弁までの配管・弁 

・圧縮空気供給機能 

表 2-4 安全施設と重要度の特に高い安全機能を有する系統との関連性（3/10） 
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重要度分類指針 島根原子力発電所 ２号炉 

分類 定義 機能 構築物，系統又は機器 重要度が特に高い安全機能 

MS-1 1）異常状態発生時

に原子炉を緊急に

停止し，残留熱を

除去し，原子炉冷

却材圧力バウンダ

リの過圧を防止

し，敷地周辺公衆

への過度の放射線

の影響を防止する

構築物，系統及び

機器 

5）炉心冷却機能 非常用炉心冷却系（低

圧炉心スプレイ系，低

圧注水系，高圧炉心ス

プレイ系，自動減圧系） 

 

ジェットポンプ（事故時の炉心

再冠水維持機能） 
（対象外：静的機器のため溢

水による影響を受けない） 

6）放射性物質の

閉じ込め機能，放

射線の遮へい及

び放出低減機能 

原子炉格納容器，原子

炉格納容器隔離弁，原

子炉格納容器スプレイ

冷却系，原子炉建屋，

非常用ガス処理系，非

常用再循環ガス処理

系，可燃性ガス濃度制

御系 

原子炉格納容器（格納容器本

体，貫通部（ペネトレーショ

ン），所員用エアロック，機器

搬入ハッチ） 

（対象外：静的機器，動的機

器であるが溢水による影響

を受けない駆動源のため溢

水による影響を受けない） 

原 子 炉

格 納 容

器 

ベント管 

スプレイ管 

真空破壊弁 

逃がし安全弁排気

管のクエンチャ 

原子炉建物（原子炉建物原子炉

棟） 

原子炉格納容器隔離弁及び格

納容器バウンダリ配管 

・原子炉格納容器バウンダリ

を構成する配管の隔離機能 

原子炉建屋常用空調換気系隔

離弁 

（対象外：フェイルセーフ設

計のため溢水による影響を

受けない） 

主蒸気隔離弁アキュムレータ，

主蒸気隔離弁アキュムレータ

から主蒸気隔離弁までの配

管・弁 

・圧縮空気供給機能 

主蒸気流量制限器 （対象外：静的機器のため溢

水による影響を受けない） 

残留熱除去系（格納容器冷却モ

ード）（ポンプ，熱交換器，サ

プレッションプール，サプレッ

ションプールからスプレイ先

（ドライウェル及びサプレッ

ションプール気相部）までの配

管・弁，スプレイヘッダ（ドラ

イウェル及びサプレッション

プール），ポンプミニマムフロ

ーライン配管・弁，サプレッシ

ョンプールストレーナ） 

・格納容器の冷却機能 

非常用ガス処理系（排気ファ

ン，フィルタ装置，原子炉建物

原子炉棟吸込口から排気筒頂

部までの配管・弁，乾燥装置（乾

燥機能部分）） 

・格納容器内又は放射性物質

が格納容器内から漏れ出た

場所の雰囲気中の放射性物

質の濃度低減機能 
排気筒（非常用ガス処理系排気

管の支持機能） 

可燃性ガス濃度制御系（再結合

装置，格納容器から再結合装置

までの配管・弁，再結合装置か

ら格納容器までの配管・弁） 

・格納容器内の可燃性ガス制

御機能 

残留熱除去系（再結合装置への

冷却水供給を司る部分） 

遮へい設備（原子炉遮へい壁，

一次遮へい壁，二次遮へい壁） 

（対象外：静的機器のため溢

水の影響を受けない） 

 

表 2-4 安全施設と重要度の特に高い安全機能を有する系統との関連性（4/10） 
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重要度分類指針 島根原子力発電所 ２号炉 

分類 定義 機能 構築物，系統又は機器 重要度が特に高い安全機能 

MS-1 2）安全上必須なそ

の他の構築物，系

統及び機器 

1）工学的安全施

設及び原子炉停

止系への作動信

号の発生機能 

安全保護系 原子炉保護系 ・原子炉停止系に対する作動

信号（常用系として作動させ

るものを除く）の発生機能 

工学的安全施設作動系 ・工学的安全施設に分類され

る機器若しくは系統に対す

る作動信号の発生機能 

2）安全上特に重

要な関連機能 

非常用所内電源系，制

御室及びその遮へい・

非常用換気空調系，非

常用補機冷却水系，直

流電源系（いずれも，

MS-1関連のもの） 

非常用所内電源系（ディーゼル

機関，発電機，ディーゼル発電

機から非常用負荷までの配電

設備及び電路） 

・非常用交流電源から非常用

の負荷に対し電力を供給す

る機能 

・非常用の交流電源機能 

非常用ディーゼル室送風機 

燃料移送系（ディーゼル燃料貯

蔵タンクからディーゼル機関

まで） 

始動用空気系（始動用空気だめ

（自動供給）からディーゼル機

関まで） 

吸気系 

冷却水系 

高圧炉心スプレイ電源系（ディ

ーゼル機関，発電機，ディーゼ

ル発電機から非常用負荷まで

の配電設備及び電路） 

・非常用交流電源から非常用

の負荷に対し電力を供給す

る機能 

・非常用の交流電源機能 

高圧炉心スプレイ系ディーゼ

ル室送風機 

燃料移送系（ディーゼル燃料貯

蔵タンクからディーゼル機関

まで） 

始動用空気系（始動用空気だめ

（自動供給）からディーゼル機

関まで） 

吸気系 

冷却水系 

中央制御室及び中央制御室遮

へい 

（対象外：中央制御室は溢水

による影響を受けない。中央

制御室遮蔽は静的機器のた

め溢水による影響を受けな

い） 

中央制御室換気系「放射線防護

機能及び有毒ガス防護機能」

（ブースタ・ファン，非常用チ

ャコール・フィルタ・ユニット，

空調ユニット，再循環用ファ

ン，排気ファン，ダクト及びダ

ンパ） 

・原子炉制御室非常用換気空

調機能 

原子炉補機冷却系（ポンプ，熱

交換器，非常用負荷冷却ライン

配管・弁（MS-1関連），サージ

タンク） 

・補機冷却機能 

 

高圧炉心スプレイ補機冷却系

（ポンプ，熱交換器，非常用負

荷冷却ライン配管・弁（MS-1

関連），サージタンク） 

・補機冷却機能 

原子炉補機海水系（ポンプ，配

管・弁（MS-1関連），ストレー

ナ（異物除去機能を司る部分）） 

・冷却用海水供給機能 

表 2-4 安全施設と重要度の特に高い安全機能を有する系統との関連性（5/10） 
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重要度分類指針 島根原子力発電所 ２号炉 

分類 定義 機能 構築物，系統又は機器 重要度が特に高い安全機能 

MS-1 2）安全上必須なそ

の他の構築物，系

統及び機器 

2）安全上特に重

要な関連機能 

非常用所内電源系，制

御室及びその遮へい・

非常用換気空調系，非

常用補機冷却水系，直

流電源系（いずれも，

MS-1関連のもの） 

高圧炉心スプレイ補機海水系

（ポンプ，配管・弁（MS-1 関

連），ストレーナ（異物除去機

能を司る部分）） 

・冷却用海水供給機能 

取水路（屋外トレンチ含む） ・冷却用海水供給機能 

直流電源系（蓄電池，蓄電池か

ら非常用負荷までの配電設備

及び電路（MS-1関連）） 

・非常用直流電源から非常用

の負荷に対し電力を供給す

る機能 

・非常用の直流電源機能 

計測制御電源系（蓄電池から非

常用計測制御装置までの配電

設備及び電路（MS-1関連）） 

・非常用の計測制御用直流電

源機能 

PS-2 1）その損傷又は故

障により発生する

事象によって，炉

心の著しい損傷又

は燃料の大量の破

損を直ちに引き起

こすおそれはない

が，敷地外への過

度の放射性物質の

放出のおそれのあ

る構築物，系統及

び機器 

1）原子炉冷却材

を内蔵する機能

（ただし，原子炉

冷却材圧力バウ

ンダリから除外

されている計装

等の小口径のも

の及びバウンダ

リに直接接続さ

れていないもの

は除く。） 

主蒸気系，原子炉冷却

材浄化系（いずれも，

格納容器隔離弁の外側

のみ） 

原子炉浄化系（原子炉冷却材圧

力バウンダリから外れる部分） 

（対象外：原子炉冷却材を内

蔵する機能としては溢水に

よる影響を受けない） 

主蒸気系（格納容器隔離弁の外

側） 

原子炉隔離時冷却系タービン

蒸気供給ライン（原子炉冷却材

圧力バウンダリから外れる部

分であって外側隔離弁下流か

らタービン止め弁まで） 

2）原子炉冷却材

圧力バウンダリ

に直接接続され

ていないもので

あって，放射性物

質を貯蔵する機

能 

放射性廃棄物処理施設

（放射能インベントリ

の大きいもの），使用済

燃料プール（使用済燃

料貯蔵ラックを含む。） 

排ガス処理系（活性炭式希ガス

ホールドアップ装置） 

燃料プール（使用済燃料貯蔵ラ

ックを含む） 

（対象外：放射性物質を貯蔵

する機能としては溢水によ

る影響を受けない） 

新燃料貯蔵庫「臨界を防止する

機能」（新燃料貯蔵ラック） 

（対象外：放射性物質を貯蔵

する機能としては溢水によ

る影響を受けない） 

3）燃料を安全に

取り扱う機能 

燃料取扱設備 燃料取替機 （対象外：落下を防止する設

計となっており，溢水による

影響を考慮しても放射性物

質の放出の恐れはない） 

原子炉ウェル 

原子炉建物天井クレーン 

2）通常運転時及び

運転時の異常な過

渡変化時に作動を

要求されるもので

あって，その故障

により，炉心冷却

が損なわれる可能

性の高い構築物，

系統及び機器 

1）安全弁及び逃

がし弁の吹き止

まり機能 

逃がし安全弁（吹き止

まり機能に関連する部

分） 

逃がし安全弁（吹き止まり機能

に関連する部分） 
（対象外：安全弁機能は外部

からの電源供給や電気信号

を必要とせず，溢水による影

響を受けない。逃がし弁機能

は駆動源の喪失により閉止

するフェイルセーフ設計の

ため溢水による影響を受け

ない） 

MS-2 1）PS-2の構築物，

系統及び機器の損

傷又は故障により

敷地周辺公衆に与

える放射線の影響

を十分小さくする

ようにする構築

物，系統及び機器 

1）燃料プール水

の補給機能 

非常用補給水系 残留熱除去系（ポンプ，サプレ

ッションプール，サプレッショ

ンプールから燃料プールまで

の配管・弁，ポンプミニマムフ

ローライン配管・弁，サプレッ

ションプールストレーナ） 

（溢水防護対象設備として

抽出。） 

2）放射性物質放

出の防止機能 

放射性気体廃棄物処理

系の隔離弁，排気筒（非

常用ガス処理系排気管

の支持機能以外） 

排ガス処理系隔離弁 
（対象外：放射性気体廃棄物

処置系隔離弁は主蒸気隔離

弁での代替が可能） 

表 2-4 安全施設と重要度の特に高い安全機能を有する系統との関連性（6/10） 
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重要度分類指針 島根原子力発電所 ２号炉 

分類 定義 機能 構築物，系統又は機器 重要度が特に高い安全機能 

MS-2 1）PS-2の構築物，

系統及び機器の損

傷又は故障により

敷地周辺公衆に与

える放射線の影響

を小さくするよう

にする構築物，系

統及び機器 

2）放射性物質放

出の防止機能 

放射性気体廃棄物処理

系の隔離弁，排気筒（非

常用ガス処理系排気管

の支持機能以外） 

排気筒（非常用ガス処理系排気

管の支持機能以外の部分） （対象外：静的機器のため，

溢水による影響を受けな

い。） 

 

燃料プール冷却系の燃料プー

ル入口逆止弁 

原子炉建物（原子炉建物原子炉

棟） 

非常用ガス処理系（排気ファ

ン，フィルタ装置，原子炉建物

原子炉棟吸込口から排気筒頂

部までの配管・弁，乾燥装置（乾

燥機能部分））  

（再掲：MS-1で抽出済み） 

排気筒（非常用ガス処理系排気

管の支持機能）） 

2）異常状態への対

応上特に重要な構

築物，系統及び機

器 

1）事故時のプラ

ント状態の把握

機能 

事故時監視計器の一部 中性子束，原子炉スクラム用電

磁接触器の状態又は制御棒位

置 

・事故時の原子炉の停止状態

の把握機能 

原子炉水位（広帯域，燃料域），

原子炉圧力 

・事故時の炉心冷却状態の把

握機能 

原子炉格納容器圧力，格納容器

エリア放射線量率，サプレッシ

ョンプール水温 

・事故時の放射能閉じ込め状

態の把握機能 

「低温停止への移行」 

  原子炉圧力，原子炉水位

（広帯域） 

「ドライウェルスプレイ」 

  原子炉水位（広帯域，燃料

域），格納容器圧力 

「サプレッションプール冷却」 

  原子炉水位（広帯域，燃料

域），サプレッションプー

ル水温 

「可燃性ガス濃度制御系起動」 

  原子炉格納容器水素濃度，

原子炉格納容器酸素濃度 

・事故時のプラント操作のた

めの情報の把握機能 

2）異常状態の緩

和機能 

BWRは対象外 
－ － 

3）制御室外から

の安全停止機能 

制御室外原子炉停止装

置（安全停止に関連す

るもの） 

中央制御室外原子炉停止系 
（溢水防護対象設備として

抽出。） 

PS-3 1）異常状態の起因

事象となるもので

あって，PS-1 及び

PS-2 以外の構築

物，系統及び機器 

1）原子炉冷却材

保持機能（PS-1，

PS-2 以外のも

の） 

計装配管，試料採取管 原子炉冷却

材圧力バウ

ンダリから

除外される

小 口 径 配

管・弁 

計装配管・弁 

（対象外：原子炉冷却材の保

持機能としては溢水による

影響を受けない） 

試料採取系配

管・弁 

ドレン配管・弁 

ベント配管・弁 

2）原子炉冷却材

の循環機能 

原子炉冷却材再循環系 原子炉再循環系ポンプ （対象外：当該機能が喪失し

た場合においても，安全解析

上問題のないことを確認し

ている（詳細は補足説明資料

３参照） 

配管・弁 

ライザ管（炉内） 

ジェットポンプ 

3）放射性物質の

貯蔵機能 

サプレッションプール

水排水系，復水貯蔵タ

ンク，放射性廃棄物処

理施設（放射能インベ

ントリの小さいもの） 

復水貯蔵タンク （対象外：静的機器であり溢

水による影響を受けない） 

液体廃棄物処理系（タンク） 
（対象外：貯蔵機能としては

溢水による影響を受けない） 
固体廃棄物処理系（タンク，固

体廃棄物貯蔵所（ドラム缶）） 

表 2-4 安全施設と重要度の特に高い安全機能を有する系統との関連性（7/10） 
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重要度分類指針 島根原子力発電所 ２号炉 

分類 定義 機能 構築物，系統又は機器 重要度が特に高い安全機能 

PS-3 1）異常状態の起因

事象となるもので

あって，PS-1 及び

PS-2 以外の構築

物，系統及び機器 

4）電源供給機能

（ 非 常 用 を 除

く。） 

タービン，発電機及び

その励磁装置，復水系

（復水器を含む。），給

水系，循環水系，送電

線，変圧器，開閉所 

発電機及びその励磁装置 

（対象外：当該機能が機能喪

失した場合においても，安全

解析上問題のないことを確

認している（詳細は補足説明

資料３）） 

軸密封装置 

発電機水素ガス冷却装置 

固定子冷却装置 

励磁電源系 

蒸気タービン（主タービン，主

要弁，配管）  

主蒸気系（主蒸気/駆動源） 

タービン制御系 

タービングランド蒸気系，  

タービン潤滑油系（配管・弁等） 

抽気系（配管・弁等）  

タービンヒータベント系（配

管・弁） 

タービンヒータドレン系（配

管・弁等） 

補助蒸気系 

復水系（復水器，復水ポンプ，

配管・弁） 

抽出空気系（配管・弁） 

給水系（電源駆動給水ポンプ，

タービン駆動給水ポンプ，給水

加熱器，配管・弁） 

循環水系（循環水ポンプ，配

管・弁） 

取水設備（屋外トレンチ含む） 

常用所内電源系（発電機又は外

部電源から所内負荷までの配

電設備及び電路（MS-1 関連以

外）） 

直流電源系（蓄電池，蓄電池か

ら常用負荷までの配電設備及

び電路（MS-1 関連以外）），充

電器 

計装制御電源系（電源装置から

常用計測制御装置までの配電

設備及び電路（MS-1関連以外）） 

送電線 

変圧器（所内変圧器，起動変圧

器，予備変圧器，電路） 

変圧器 
油劣化防止装置 

冷却装置 

開閉所（母線，遮断器，断路器，

電路） 

5）プラント計

測・制御機能（安

全保護機能を除

く。） 

原子炉制御系（制御棒

価値ミニマイザを含

む。），原子炉核計装，

原子炉プラントプロセ

ス計装 

原子炉制御系（制御棒価値ミニ

マイザを含む） 

原子炉核計装の一部  

原子炉プラントプロセス計装

の一部 

表 2-4 安全施設と重要度の特に高い安全機能を有する系統との関連性（8/10） 
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重要度分類指針 島根原子力発電所 ２号炉 

分類 定義 機能 構築物，系統又は機器 重要度が特に高い安全機能 

PS-3 1）異常状態の起因

事象となるもので

あって，PS-1 及び

PS-2 以外の構築

物，系統及び機器 

6）プラント運転

補助機能 

所内ボイラ，計装用圧

縮空気系 

補助ボイラ設備（補助ボイラ，

給水タンク，給水ポンプ，配

管・弁） 

（対象外：当該機能が機能喪

失した場合においても，安全

解析上問題のないことを確

認している（詳細は補足説明

資料３）） 

油系統（重油サービスタンク，

重油ポンプ，配管・弁） 

所内蒸気系（配管・弁） 

計装用圧縮空気設備（空気圧縮

機，配管・弁，中間冷却器，後

部冷却器，気水分離器，空気貯

槽） 

原子炉補機冷却水系（MS-1 関

連以外）（配管・弁） 

タービン補機冷却水系（ポン

プ，熱交換器，配管・弁，サー

ジタンク） 

タービン補機冷却海水系（ポン

プ，配管・弁，ストレーナ） 

復水輸送系（ポンプ，配管・弁） 

復水貯蔵タンク （対象外：静的機器であり溢

水による影響を受けない） 

2）原子炉冷却材中

放射性物質濃度を

通常運転に支障の

ない程度に低く抑

える構築物，系統

及び機器 

1）核分裂生成物

の原子炉冷却材

中への放散防止

機能 

燃料被覆管 燃料被覆管，上／下部端栓，タ

イロッド （対象外：静的機器であり溢

水による影響を受けない） 

2）原子炉冷却材

の浄化機能 

原子炉冷却材浄化系，

復水浄化系 

原子炉浄化系（再生熱交換器，

非再生熱交換器，ポンプ，ろ過

脱塩装置，配管・弁） 

（対象外：当該機能が機能喪

失した場合においても，プラ

ントを停止することで対応

が可能である。なお，プラン

トを停止するための機能は，

溢水防護対象設備として抽

出している。） 

復水浄化系（復水ろ過装置，復

水脱塩装置，配管・弁） 

MS-3 1）運転時の異常な

過渡変化があって

も，MS-1，MS-2 と

あいまって，事象

を緩和する構築

物，系統及び機器 

1）原子炉圧力の

上昇の緩和機能 

逃がし安全弁（逃がし

弁機能），タービンバイ

パス弁 

逃がし安全弁（逃がし弁機能） 

（再掲：MS-1にて抽出済み） 

 

原子炉圧力容器から逃がし安

全弁までの主蒸気配管 

逃がし安全弁アキュムレータ，

逃がし安全弁アキュムレータ

から逃がし安全弁までの配

管・弁 

タービンバイパス弁 

（対象外：当該機能が機能喪

失した場合においても，安全

解析上問題のないことを確

認している（詳細は補足説明

資料３）） 

原子炉圧力容器からタービン

バイパス弁までの主蒸気配管 

タービンバイパス弁アキュム

レータ，タービンバイパス弁ア

キュムレータからタービンバ

イパス弁までの配管・弁 

2）出力上昇の抑

制機能 

原子炉冷却材再循環系

（再循環ポンプトリッ

プ機能），制御棒引抜監

視装置 

原子炉再循環系（再循環ポンプ

トリップ機能） 

制御棒引抜監視装置 

3）原子炉冷却材

の補給機能 

制御棒駆動水圧系，原 

子炉隔離時冷却系 

制御棒駆動水圧系（ポンプ，復

水貯蔵タンクから制御棒駆動

機構までの配管・弁，ポンプサ

クションフィルタ，ポンプミニ

マムフローライン配管・弁） 

（対象外：非常用炉心冷却系

による代替が可能。） 

表 2-4 安全施設と重要度の特に高い安全機能を有する系統との関連性（9/10） 
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重要度分類指針 島根原子力発電所 ２号炉 

分類 定義 機能 構築物，系統又は機器 重要度が特に高い安全機能 

MS-3 1）運転時の異常な

過渡変化があって

も，MS-1，MS-2 と

あいまって，事象

を緩和する構築

物，系統及び機器 

3）原子炉冷却材

の補給機能 

制御棒駆動水圧系，原 

子炉隔離時冷却系 

復水貯蔵タンク （対象外：静的機器であり溢

水による影響を受けない） 

原子炉隔離時冷却系（ポンプ，

タービン，サプレッションプー 

ル，サプレッションプールから 

注水先までの配管・弁，ポンプ

ミニマムフローライン配管・

弁） （再掲：MS-1で抽出済み） 

タービンへの蒸気供給配管・ 

弁 

 

潤滑油冷却器及びその冷却器

までの冷却水供給配管 

2）異常状態への対

応上必要な構築

物，系統及び機器 

1）緊急時対策上

重要なもの及び

異常状態の把握

機能 

原子力発電所緊急時対

策所，試料採取系，通

信連絡設備，放射線監

視設備，事故時監視計

器の一部，消火系，安

全避難通路，非常用照

明 

緊急時対策所（緊急時対策所，

情報収集設備，通信連絡設備，

資料及び器材，遮へい設備） 

（対象外：当該機能が喪失し

た場合においても，島根 2号

炉には影響がなく，修復性を

確保することで安全上支障

のない期間での復旧が可能

であることから，問題なし。） 

試料採取系（異常時に必要な以

下の機能を有するもの。原子炉

冷却材放射性物質濃度サンプ

リング分析，格納容器雰囲気放

射性物質濃度サンプリング分

析） 

（対象外：原子炉冷却材放射

性物質濃度については，原子

炉冷却材浄化機能により代

替可能。原子炉格納容器雰囲

気放射性物質濃度について

は，事故時のプラント状態の

把握機能により代替可能。） 

通信連絡設備（1つの専用回路

を含む複数の回路を有する通

信連絡設備） 

（対象外：事故時のプラント

状態の把握機能より代替可

能。） 

排気筒モニタ ・事故時のプラント操作のた

めの情報の把握機能 

放射能監視設備（排気筒モニタ

以外） 

（対象外：事故時のプラント

状態の把握機能により代替

可能） 事故時監視計器の一部 

消火系 

水消火設備 

（補助消火水槽，サ

イトバンカ消火タン

ク，44ｍ盤消火タン

ク，44ｍ盤北側消火

タンク，50ｍ盤消火

タンク，ポンプ，配

管・弁等） 

（対象外：他の消火設備等に

より代替可能。） 

泡消火設備 

固定式ガス消火設備 

火災検出装置（受信機含む） （対象外：防火扉等は静的機

器であり溢水による影響を

受けない。火災検出装置は溢

水による影響を受けた場合

にも復旧による対応が可能

である。） 

防火扉，防火ダンパ，耐火壁，

隔壁（消火設備の機能を維持・

担保するために必要なもの） 

安全避難通路 （対象外：静的機器であり溢

水による影響を受けない。） 安全避難用扉 

 

表 2-4 安全施設と重要度の特に高い安全機能を有する系統との関連性（10/10） 
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3. 溢水源の選定

3.1 想定破損による溢水 

評価ガイドに従い，溢水防護対象設備を内包する原子炉建物，廃棄物処理建

物，制御室建物，海水ポンプエリア，排気筒エリア及び B-ディーゼル燃料貯蔵

タンク格納槽内に敷設されている系統（水，蒸気），並びに上記の建物又はエリ

ア以外に敷設されている循環水系統を溢水源として選定する（図 3-1，表 3-1,2）。

また各溢水源について，高エネルギー※１／低エネルギー※２に分類する。

※１ 「高エネルギー配管」は，呼び径 25A(1B)を超える配管でプラントの通常

運転時に運転温度が 95℃を超えるか又は運転圧力が 1.9MPa［gauge］を

超える配管。ただし，被水及び蒸気の影響については配管径に関係なく

評価する。 

※２ 「低エネルギー配管」は，呼び径 25A(1B)を超える配管でプラントの通常

運転時に運転温度が 95℃以下で，かつ運転圧力が 1.9MPa［gauge］以下

の配管。ただし，被水の影響については配管径に関係なく評価する。な

お，運転圧力が静水頭圧の配管は除く。 

ただし，高エネルギー配管として運転している割合が当該系統の運転してい

る時間の２％又はプラント運転期間の１％より小さければ，低エネルギー配管

として扱う。 

なお，タービン建物内の溢水源については，溢水防護対象設備が設置されて

いる建物への伝播経路に対し止水措置を施すことで，溢水防護対象設備への影

響を及ぼさない設計とする。 
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図 3-1 島根 2号炉全体像 

表 3-1 高エネルギー配管を有する系統 

系統名 最高使用温度 95℃超 最高使用圧力 1.9MPa超 

主蒸気系 ○ ○ 

給水系 ○ ○ 

制御棒駆動系 － ○ 

原子炉浄化系 ○ ○ 

原子炉隔離時冷却系 ○ ○ 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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表 3-2 低エネルギー配管を有する系統 

系統名 系統温度[℃] 系統圧力[MPa] 

原子炉補機冷却系 

原子炉補機海水系 

燃料プール冷却系 

高圧炉心スプレイ補機冷却系 

高圧炉心スプレイ補機海水系 

原子炉隔離時冷却系（駆動蒸気

系除く）※１ 

残留熱除去系※１ 

低圧炉心スプレイ系※１ 

高圧炉心スプレイ系※１ 

ほう酸水注入系※１ 

液体廃棄物処理系 

中央制御室空調換気系 

ドライウェル冷却系 

空調換気設備冷却水系 

復水輸送系 

補給水系 

消火系 

非常用ディーゼル発電機系 

（一次水 / 潤滑油 / 燃料） 

燃料プール補給水系 

所内上水系 

※１ 高エネルギー配管として運転している時間の割合が当該系統の運転し

ている時間の２％又はプラント運転期間の１％より小さいため低エネル

ギー配管として扱うもの。 

※２ 建物内の最高温度。

※３ 待機中における封水系（残留熱除去系）の圧力。

※４ 待機中における封水系（復水輸送系）の圧力。

※５ 待機中における封水系（補給水系）の圧力。

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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3.2 消火水の放水による溢水 

溢水防護対象設備を内包する原子炉建物，廃棄物処理建物，制御室建物，海

水ポンプエリア,排気筒エリア及び B-ディーゼル燃料貯蔵タンク格納槽につい

ては，火災発生時に消火栓による消火活動を行う区画における放水を想定する。

ただし，ガス消火設備や消火器等を用いて消火活動を行うことを前提としてい

る区画については，当該区画における放水を想定しない。 

消火栓以外の設備としては，スプリンクラや残留熱除去系（格納容器冷却モー

ド）があるが，溢水防護対象設備が設置されている区画には，スプリンクラは設

置しない設計とし，溢水防護対象設備が設置されている区画外のスプリンクラに

対しては，その作動による溢水の流入により，溢水防護対象設備が安全機能を損

なわない設計とすることから溢水源として想定しない。 

 

また，残留熱除去系（格納容器冷却モード）は，単一故障による誤作動が発

生しないように設計上考慮されていることから（ドライウェル圧力高信号等の

誤作動や運転員の人的過誤がそれぞれ単独で発生しても，残留熱除去系（格納

容器冷却モード）は誤作動しない。），溢水源として想定しない（図 3-2 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 ドライウェルスプレイ弁開インターロック 

 

3.3 地震起因による溢水 

流体（水及び蒸気）を内包する機器（容器及び配管）のうち，耐震 B,Cクラ

スに分類される機器を溢水源として選定する。ただし，耐震 B,Cクラスであっ

ても基準地震動 Ssによる地震力に対して耐震性が確保されるものについては，

溢水源としないこととする。また，地震による燃料プール等のスロッシングに

ついても溢水源として想定する（添付資料３参照）。 

 

 

3.4 その他の溢水 

その他の溢水については，地下水の流入，屋外タンクの竜巻による飛来物の

衝突による破損に伴う漏えい等の地震以外の自然現象に伴う溢水，機器の誤作

動や弁グランド部，配管フランジ部からの漏えい事象等を想定する。 

RHR自動起動信号 

ドライウェル圧力 

高信号 

ドライウェル圧力 

高インターロック 

ドライウェル 

スプレイ弁開操作 

ドライウェル 

スプレイ弁開  
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その他の漏えいとして想定する溢水事象のうち，機器の誤作動等からの漏え

い事象については，区画毎に漏えいを想定する系統の配管口径と圧力，保有水

量等によって設定した最大の漏えい量である想定破損の溢水量を上回ることは

ない。 

また，少量漏えいの想定については，防護対象設備に影響のある全区画につ

いて評価を行い，排水や漏えい検知が可能なことを確認している。詳細は，補

足説明資料 23参照。 

なお，人的過誤に起因する漏えい事象については，漏えい量が大となる可能

性があるが，漏えい検知器等による早期検知は同様に可能である。人的過誤に

起因する漏えい事象については，発生の未然の防止を図るために，決められた

運用，手順を確実に遵守するとともに，トラブル事例等を参考に継続的な運用

改善を行っていく。 

 

注）ここで示す溢水源は，現状の基本設計段階にて想定しているものであり，

今後止水措置等の実現性・詳細設計等を精査するに伴い変更（耐震評価

及び耐震補強工事の追加等）が生じた場合は，適宜反映することとする。 
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4. 溢水防護区画及び溢水経路の設定

4.1 溢水防護区画の設定 

2.1 にて溢水防護対象設備として選定した設備が設置されている全ての区画，

中央制御室及び重要な安全機能を有する系統の作動にあたって現場操作が必要

となる設備へのアクセス通路について，溢水防護区画として設定する。設定し

た溢水防護区画を図 4-1に示す。 

4.2 滞留面積の算出 

設定した各区画について，溢水が発生した場合の滞留可能な床面をその区画

の面積として算出する。算出にあたっては，当該区画内に設置されている各機

器により占有されている機器等を考慮し，保守的な滞留面積を算出する（補足

説明資料 16参照）。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

9条-別添1-4-15

70



図
4-
1 

溢
水
防
護
区
画
（
廃
棄
物
処
理
建
物
５
階
）
 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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4.3 溢水経路の設定 

溢水影響評価において考慮する溢水経路は，溢水防護区画とその他の区画（溢

水防護対象設備が存在しない区画または通路）との間における伝播経路となる

扉，壁貫通部，天井貫通部，床面貫通部，床ドレン等の連接状況及びこれらに

対する溢水防護措置の有無を踏まえ，溢水経路モデルとして整理する。 

4.3.1 溢水経路モデルの設定 

各区画の壁，床及び天井面について，施工図面等及び現場調査により，溢水

の伝播経路となりうる開口部や貫通部等を抽出し，各伝播経路の位置情報を整

理する。これら伝播経路による各区画間の連接状況，これらに対する溢水防護

措置の有無を踏まえ，溢水経路モデルを設定する。ここで，溢水経路を構成す

る開口部や貫通部に対する溢水防護措置は，基準地震動 Ssによる地震力等の溢

水の要因となる事象に伴い生じる荷重や環境に対し，必要な健全性を維持でき

るとともに，保守管理及び水密扉閉止等の運用を適切に実施することにより溢

水の伝播を防止できるものとする。この水密扉の閉止運用に関しては，運用管

理が必要となる事項である（別添２参照）。 

溢水防護対象設備を内包する建物等の溢水伝播経路概念図を図 4-2に示す。

ここでは，火災防護対策等として新たに実施した措置について止水性等を適切

に考慮し伝播経路を設定する。 

なお，扉の水密化，壁貫通部への止水措置，天井や床面開口部及び貫通部へ

の止水措置等の溢水防護措置については，添付資料４を参照のこと。 

また，定期検査作業に伴う溢水防護対象設備の不待機や扉の開放等，プラン

トの保守管理上やむを得ぬ措置の実施により，影響評価上設定したプラント状

態と一時的に異なる状態となった場合については，重大事故等対処施設の利用

も含めた現実的な対応も考慮し，その状態を踏まえた必要な安全機能が損なわ

れない運用とする（別添２参照）。 

プラント停止中のスロッシングの発生時における溢水影響については，詳細

を補足説明資料 20,29に示す。なお，プラント停止時におけるハッチの運用面

での対応及び堰の設置，床ドレンファンネルの閉止等については，運用管理が

必要となる事項である。（別添２参照）。 

4.3.2 溢水経路の評価上の考慮 

4.3.1にて調査した伝播経路について，溢水の伝播評価を行う際に，評価の

対象となる区画（溢水発生源となる区画及び溢水の伝播経路に含まれる区画）

における溢水水位が高くなるよう，評価対象区画毎に流出・流入に関する条件

を設定する。具体的な条件を以下に示す。 

① 評価対象区画において溢水が発生，又は他区画から流入した場合，評価上

のステップとして仮想的に当該区画からの排水は考慮せず，区画内に全量滞

留するものと考える。 
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② ある評価対象区画から他の区画への伝播経路が存在する場合，溢水経路間

の伝播量は，壁貫通部等を除き，上流側からの溢水量全量として評価する。

壁貫通部等については，壁貫通部等より上方に滞留する溢水量の全量が伝播

するものとして評価する。 

③ 評価対象区画から他の区画への伝播経路が複数存在する場合，仮想的に同

時に二つ以上の区画へは伝播しないものとして，それぞれの区画への伝播を

個別に考慮する。 

ただし，評価対象区画からの流出が定量的に確認できる以下の伝播経路に

ついては，その効果を考慮している。 

(a)機器搬出入ハッチ等の大開口部

機器搬出入ハッチの大開口部や定量的な排出が期待できる開口が存在する

場合は，ここからの排水を考慮しても良いこととする。この際の開口部からの

排出流量は，水路幅や堰高さ等を用いて算出する。 

なお，開口部周囲に堰や壁等の排水を阻害する要因が存在する場合は，それ

を考慮することとする（補足説明資料４参照）。 

(b)床ドレン

評価区画内に閉止されていない床ドレン系の目皿が２つ以上存在し，定量的

に排水が期待できる場合は，排出流量の最も大きい一箇所からの排水は期待で

きないことを仮定した上で，その他の箇所からの排水を考慮してもよいことと

する。 

この際の床ドレンからの排出流量 Qは，開口の有効面積と当該区画の水位を

用いて以下の式より算出する。 

Ｑ  ：排出流量 [m3/s] 

Ａ  ：断面積 [m2] 

Ｃ  ：排出係数 [-] 

ｇ  ：重力加速度 [m/s2] 

Ｈ  ：水頭（当該区画の水位） [m] 

4.3.3 蒸気に対する溢水経路について 

蒸気は液体の場合と伝播の仕方が異なることから，気密要求のある床，壁及

び天井等を境界として区域を分割し，それら区域間の伝播経路を設定する。火

災防護対策等として新たに実施した措置について止水性等を適切に考慮する。 

表 4-1に溢水防護対象設備を内包する原子炉建物（二次格納施設及び付属棟），

廃棄物処理建物及び制御室建物の伝播経路に対する気密要求等を示す。なお，

海水ポンプエリア，排気筒エリア及び B-ディーゼル燃料貯蔵タンク格納槽の溢

/h］［m3600H×g×2 ×C×A=Q 3　
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水防護対象区画には蒸気の溢水源はなく，屋外で大気開放であり，蒸気の伝播

はない。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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5. 想定破損評価に用いる各項目の算出及び影響評価

想定破損による溢水に対し，溢水源毎の溢水量を算出し，4.にて設定した溢水

経路をもとに，影響評価を実施する。評価方針としては，あらゆる箇所での溢水

の発生を想定した上で，想定破損の溢水による溢水防護対象設備への溢水影響の

確認及び機能喪失の判定を実施し，多重性，多様性を有する溢水防護対象設備の

安全機能が同時に損なわれないことを確認する。 

多重性，多様性を有する溢水防護対象設備の安全機能が同時に損なわれるおそ

れがある場合は，溢水源，溢水経路，又は溢水防護対象設備に対して，拡大防止

対策，影響緩和対策，又は発生防止対策を組み合わせることで安全機能を損なわ

ない設計とする。なお発生防止対策については，評価ガイドに則り応力評価に基

づく想定破損の除外を実施することとし，詳細について補足説明資料18に示す。 

想定破損に対する評価及び防護方針を図 5-1に以下に示す。 

図 5-1 想定破損に対する評価及び防護方針の概要フロー 

※複数の安全区分の設備が同一の区画に
存在する場合や，設置されている設備と
異区分の溢水源が存在する場合のよう
に，溢水が発生した時点で複数の安全区
分に影響がおよぶ可能性が高く，止水対
策等の拡大防止・影響緩和対策により対
応することが困難なケースを抽出する

対策不要 

拡大防止対策 

影響緩和対策 

溢水の発生を想定した上で， 

影響評価を実施 

Yes 

拡大防止対策，影響 
緩和対策により対応 

可能か※ 

 安全機能を同時に喪失

するおそれがあるか 

発生防止対策 

No 

Yes 

No 
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5.1 溢水量の算定 

想定する機器の破損は，一系統における単一の機器の破損とし，他の系統及び

機器は健全なものと仮定する。また，一系統にて多重性または多様性を有する機

器がある場合においても，そのうち単一の機器が破損すると仮定する。 

 

5.1.1 溢水流量 

破損を想定する機器は配管（容器の一部であって，配管形状のものを含む。）

とし，破損形状は内包する流体のエネルギーに応じて以下の２種類に分類した。 

○高エネルギー配管※１：完全全周破断 

○低エネルギー配管※２：配管内径の 1/2 の長さと配管肉厚の 1/2 の幅を有す

る貫通クラック（以下，「貫通クラック」という。） 

 

なお，高エネルギー配管及び低エネルギー配管の分類は以下とする。 

※1 「高エネルギー配管」は，呼び径25A(1B)を超える配管でプラントの通常運

転時に運転温度が95℃を超えるか又は運転圧力が1.9MPa[gauge]を超える

配管。ただし，被水及び蒸気の影響については配管径に関係なく評価する。 

※2 「低エネルギー配管」は，呼び径25A(1B)を超える配管でプラントの通常運

転時に運転温度が95℃以下で，かつ運転圧力が1.9MPa[gauge]以下の配管。

ただし，被水の影響については配管径に関係なく評価する。なお，運転圧

力が静水頭圧の配管は除く。 

 

評価対象区画への単位時間あたりの流入量，すなわち溢水源となる配管からの

単位時間あたりの流出量（以下，「溢水流量」という。）は，完全全周破断の場合

は，原則として保守的に系統の定格流量とし，系統上の破断位置，口径，流体圧

力等を考慮することにより，より適切な値が定量的に算定できる場合はその値を

溢水流量とする。 

貫通クラックの場合は，断面積，損失係数，水頭を用いて以下の計算式により

求める。 

H×g×2 ×C×A=Q inin   

Qin ： 溢水流量 ［m3/s］ 

A ： 断 面 積 ［m2］ 

Cin ： 損失係数 ［-］ 

ｇ ：重力加速度 [m/s2] 

H ： 水  頭 ［m］ 
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ここで損失係数は破断箇所の断面形状等をもとに0.82※３とする。また，断面積

（A）及び水頭（H）は，原則として系統全体の最大値（最大口径，最大肉厚,配

管の最高使用圧力）を使用する。ただし，破断を想定する箇所を特定し，その箇

所における口径，肉厚，圧力が明確な場合は,その値を使用する。 

 

※３ 溢水流量損失係数について（機械工学便覧 ベルヌーイの実用式より） 

溢水流量損失係数 0.82
0.51

1
=

1

1
=Cin 

ζ
 

 ζ：ノズル係数（破損部の入口形状に最も近い係数として0.5とした） 

（図5-2の(c)参照） 

 

 

図5-2 管路の入口形状と損失係数 
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5.1.2 隔離時間 

溢水の発生後，溢水を検知し隔離するまでの隔離時間を，手動隔離及び自動隔

離のそれぞれの場合を想定し，以下の通り設定する。なお，隔離に係る現場操作

の実現性については補足説明資料６を参照のこと。 

 

(1) 手動隔離 

想定破損時の手動隔離時間の算出については，漏えい検知，現場移動，漏えい

箇所の特定及び隔離操作等により，下記(ⅰ)～(ⅳ)を組合せて算定する（各系統

の手動隔離時間は補足説明資料６参照）。 

 

(ⅰ) 漏えい検知器または床ドレンサンプの警報発信までの時間 10分 

(ⅱ) 中央制御室から現場への移動時間(管理区域の場合は着替え時間を含 

む) 20 分 

(ⅲ) 漏えい箇所特定に要する時間 30分 

(ⅳ) 隔離操作時間 

ア. 中央制御室での弁閉操作に要する時間 10分 

イ. 現場での弁閉操作に要する時間 20分 

 

(2) 自動隔離 

配管の破断を検知し，各種インターロック等により自動隔離が期待できる復

水・給水系，原子炉浄化系及び原子炉補機冷却系については，溢水発生から隔離

までの所要時間を個別に設定することとする。溢水評価で考慮するインターロッ

クを表 5-1に示す。 

 

         表5-1 溢水評価で考慮するインターロック 

設置 系統 動作内容 動作条件 

既設 復水・給水系 復水ポンプ停止 復水器ホットウェル水

位低低 

既設 原子炉浄化系 原子炉浄化系入口外

側隔離弁閉 

原子炉浄化系差流量高 

既設 原子炉補機冷却系 

（非常用） 

原子炉補機冷却水ポ

ンプ停止 

原子炉補機冷却系サー

ジタンク水位極低 

既設 原子炉補機冷却系 

（常用） 

原子炉補機冷却系緊

急遮断弁閉 

原子炉補機冷却系サー

ジタンク水位極低 
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5.1.3 系統保有水量 

  系統保有水量は，配管内及びポンプ等機器内の保有水量の合算値とした。系統

保有水量は以下のとおり算出する。 

(1) 保有水量算出対象は水・油・薬品配管系統とする。 

(2) Ａ系，Ｂ系など複数に分割される系統は，各々の系統について算出する。 

(3) 配管計装線図において，保有水量を算出する範囲を抽出する。 

(4) 抽出した範囲について，配管施工図を準備する。 

(5) 配管長は，以下を原則として配管施工図より算出する。 

a. 配管施工図がない場合は，平面図を使用する。 

b. エルボ，ティー等の管継手部は保守的に配管長を算出する（図 5-3参照）。 

c. レデューサは大口径側の口径を使用する。 

d. バルブ，スペシャリティ，フランジは接続配管の内径面積×面間寸法によ

り算出する。 

(6) 保有水量は，配管長×内径面積により算出する。 

(7) 機器保有水量は公称容量とし，公称容量がない場合は「運転時重量」と 

「乾燥重量」の差等とする。 

(8) 保有水量の算出にあたっては，評価に保守性を確保する観点から，以下の 

とおり取り扱う。 

a. 配管施工図を使用した場合は，計算値に 10％の余裕を確保する。 

b. 平面図を使用した場合は，計算値に 50％の余裕を確保する。 

c. 機器保有水量に 10％の余裕を確保する。 

ただし，屋外タンク等の公称容量が定められ，想定する保有水量が大きく変

動する可能性の少ない機器に関しては，10%の安全率を乗する対象から除外す

る。 

なお，本事項は運用管理が必要となる事項である（別添 2参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5-3 管継手の配管長  
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5.1.4 溢水量 

5.1.1～5.1.3の条件に基づき，以下の計算式により溢水量を算定する。 

  Ｘ＝Ｑ×ｔ＋Ｍ 

   Ｘ：溢水量［m3］，Ｑ：溢水流量［m3/s］ 

ｔ：隔離時間［s］，Ｍ：系統保有水量［m3］ 

ここで，隔離までの流出量に関しては，当該系統の系統保有水量のみでなく，

当該系統への補給水や他系統からの流入等を考慮する。また系統保有水量に関し

ては，溢水検知による隔離後に系統内の残水の漏えいが継続する可能性を考慮し，

保守的に当該系統の全保有水量を加算する。ただし，隔離操作により隔離が可能

と判断できる範囲及び配管の高さや引き回し等の関係から流出しないと判断で

きる範囲が明確に示せる場合は，その範囲を除いた保有水量が溢水するものとし

て溢水量を算定する。また，補給水や他系統からの流入も含めた当該系統から溢

水し得る全保有水量が流出しきるまでに隔離することが困難な場合は，その全保

有水量を溢水量として想定することとする。 

各系統からの溢水量を添付資料３「溢水源とする機器としない機器について」

に，例を図 5-4に示す。保有水量として考慮する内容は以下のとおりとする。 

・系統分：当該系統の配管及び機器に内包される保有水量 

・水源分：当該系統に供給する主な水源の保有水量 

・補給分：隔離までの間に当該系統に補給される補給水量 

・他系統との接続：当該系統と接続している他の系統 
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原子炉建物 ４階 

図 5-4 溢水源となりうる機器の設置区画及び溢水量（例） 

 想定破損による溢水量を示す。

 想定破損における溢水量は，以下の保有水量を考慮した溢水量とする。

・系統分：当該系統の配管及び機器に内包される保有水量

・水源分：当該系統に供給する主な水源の保有水量

・補給分：隔離までの間に当該系統に補給される補給水量

・他系統との接続：当該系統と接続している他の系統

 溢水源となりうる機器が設置されている区画における溢水源の有無を示す。

 想定破損による溢水評価では，機器の耐震性は考慮しないため，●又は□を入力

している系統のうち最大溢水量となる系統からの溢水を想定する。
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5.2 想定破損による没水影響評価 

単一機器の破損により生じる溢水箇所を起点とし，溢水経路を経由して最終的

な滞留箇所に到達するまでを一つの評価ケースと定め，溢水経路に位置する全て

の溢水防護区画（以下，「評価対象区画」という。）における溢水水位を算定し

た。算定した溢水水位と評価対象区画内の溢水防護対象設備の機能喪失高さとを

比較することにより，当該設備の機能への影響を評価し，原子炉の停止機能，冷

却機能及び放射性物質の閉じ込め機能，並びに燃料プール冷却機能及び給水機能

が維持されるかを判定する。 

この一連の評価を，想定される全ての単一の機器の破損ケース毎に実施し，結

果として全ての評価ケースにおいて，原子炉の停止機能，冷却機能及び放射性物

質の閉じ込め機能が維持されること，燃料プール冷却機能及び給水機能が維持さ

れることを確認する。 

想定破損による没水影響評価フローを図 5-5に示す。 

 

 

 

 

 

図 5-5 想定破損による没水影響評価フロー 

 

 

 

 

 

 

評価対象区画の溢水量算出 

機能喪失高さと溢水水位の比較 

対策検討 評価終了 

判定基準※を満足しない 

※ 判定基準 

Ａ：溢水水位が機能喪失高さ未満であ

る。 

Ｂ：溢水防護対象設備が多重化又は多

様化されており，各々が別区画に

設置される等により同時に機能喪

失しない。 

 

No 

Yes 

評価対象区画の溢水水位算出 
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  (1) 評価方法 

評価対象区画に対して，以下の方法により想定破損による没水影響評価を実

施した。 

 

a. 溢水量の算出  

系統毎に以下の手法を用いて溢水量の算出を行った。 

・原子炉建物，廃棄物処理建物は階層及び系統毎，その他の建物は系統毎

の保有水量を算出した。 

・漏えいが発生した場合の検知方法や運転員が事象を判断する際のパラメ

ータ等を整理し，隔離により漏えいを停止するまでの時間に溢水流量を

乗じ，さらに流出する系統の保有水量を加えて溢水量を算出した。 

b．溢水水位の算出 

・溢水水位その１ 

溢水量と滞留面積より溢水水位を算出した。 

溢水水位[m] = 溢水量[m3] / 滞留面積[m2] + 床勾配[m] 

・溢水水位その２ 

開口部等から流出を期待する場合は，評価対象区画への破損箇所から

の単位時間あたりの流入量と評価対象区画にある開口部等からの流出

量とが等しくなるとき最高水位となるため，この時の水位を算出した。 

c. 機能喪失高さと溢水水位の比較 

溢水防護区画毎に当該区画で機能喪失高さが最も低い設備を選定し機

能喪失高さに対し，溢水水位にゆらぎを考慮しても機能喪失しないことを

確認した。 

 

  (2) 評価ケースの設定 

防護対象区画で想定する単一機器の破損により生じる全ての溢水箇所を起

点とし，区画毎に没水評価を実施する。算定した溢水水位と当該区画内の防護

対象設備の機能喪失高さを比較することにより，当該設備の機能への影響を評

価し，原子炉の停止機能，冷却機能及び放射性物質の閉じ込め機能が維持され

ること，使用済燃料プールの冷却機能及び給水機能が維持されることを確認す

る。 

以下に評価結果の代表例を示す。 

単一機器の破損評価では，同一区画の一部の防護対象設備の機能に影響を

及ぼすものの，区画分離の実施により同一の安全機能を有する他の区画（他系

列）の機器機能は維持される。このため，代表例としては，流下経路の異なる

安全区分毎に，最も溢水量の大きいケースを選定する。 
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○溢水発生区画 

：原子炉建物地下 1階 HPCSポンプ室冷却機室（R-B1F-09N） 

○溢水源 

：R-B1F-09N内に敷設されている全溢水源とそれらの溢水量を以下表 5-2にま

とめる。これより最も溢水量の大きい高圧炉心スプレイ系を溢水源として設

定する。 

表 5-2 対象区画の溢水源 

敷設されている溢水源 
溢水量

（m3） 
代表溢水源 

高圧炉心スプレイ補機冷却系 43  

高圧炉心スプレイ系 495 ○ 

復水輸送系 65  

消火系 77  

 

  (3) 溢水伝播評価 

溢水伝播経路概念図を用いて，(2)の評価ケースにおける最終滞留区画に到

達するまでの溢水経路に位置する溢水防護区画の溢水水位を評価する。評価は

溢水発生区画（評価対象区画）を起点（一次）とし，隣接する区画（接続区画）

への伝播を段階的に二次，三次と進め，それを最終滞留区画まで実施する。 

以下に段階毎の溢水水位の評価結果，及び溢水伝播経路図を示す。 

なお，ここで示す溢水評価は基本設計段階での評価であり，今後各種対策

の実現性・詳細設計等を精査するに伴い変更が必要となる場合は，適宜反映す

ることとする。 
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【
水
位
算
出
方
法
（
例
示
）】

 

(1
) 評

価
対
象
区
画
の
溢
水
水
位
を
導
出
す
る

。

④
溢
水
水
位

=①
溢
水
量
／
②
滞
留
面
積
＋
③
床
勾
配

(2
)評

価
対
象
区
画
か
ら
接
続
区
画
へ
の
伝
播

の
有
無
を
判
定
す
る
。

⑥
伝
播
「
有
」：

⑤
伝
播
開
始
高
さ
＜
④
溢

水
水
位

⑥
伝
播
「
無
」：

⑤
伝
播
開
始
高
さ
≧
④
溢

水
水
位

(3
)(
2)

接
続
区
画
へ
の
伝
播
有
無
判
定
で
伝
播
「
有
」
と
な
っ
た
区
画
を
次
段
階
の
評
価
対
象
区
画
と
し
て
選
定
す
る
。

 

 
 
（
例
）
二
次
伝
播
評
価
対
象
区
画
は
，

一
次
伝
播
評
価
で
「
⑥
伝
播
」
判
定
が
「
有
」
と
な
っ
て
い
る

 

R-
B1
F-
33
N，

R-
B2
F-
10
N，

R-
B2
F-
31
N
を
対
象
と
し
て
評
価

一
次
伝
播
評
価
 

評
価
対
象
区
画
 

R
-B
1
F-
0
9
N

①
溢
水
量
[m

3 ]
②
滞
留
面
積
[
m2
]

49
5 

2
2 

③
床
勾
配
[m
]

④
溢
水
水
位
[
m
]

0.
07
5 

0
.
1
7 

溢
水

発
生

区
画
。

床
開

口
部
が

存
在

し
て

お
り

，
単

位
時
間

当
た

り
の

流
入

流
量

と
開

口
部

か
ら
の

流
出

流
量
が

等
し

く
な

る
と

き
の

最
高
水

位
と

な
る

た
め

，
溢

水
水
位
は

0.
17
［

m］
と
な
る
。
 

（
「
補
足
説
明
資
料

4 
開
口
部
等
か
ら
の
排
出
に
つ
い
て
」
参
照
）
 

接
続
区
画
へ
の
伝
播
有
無
判
定
 

接
続
区
画
 

境
界
形
態
 

⑤
伝
播
開
始
高
さ
[
m
]

⑥
伝
播

R-
B1
F
-3
3N

扉
 

0 
有
 

R-
B2
F
-1
0N

開
口
 

0 
有
 

R-
B2
F
-3
1N

扉
・
開
口
 

0 
有
 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

図
5-
6 

溢
水
伝
播
範
囲

（
代
表
例
：
1/
3）
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二
次
伝
播
評
価
 

評
価
対
象
区
画
 

R
-B

1F
-3
3N

①
溢
水
量

[m
3 ]

②
滞
留
面
積
[m

2
]

49
5 

1
 

③
床
勾
配

[m
]

④
溢
水
水
位
[m
]

0.
07
5 

21
.6
 

R-
B1
F-
09
N
か
ら
扉
を
介
し
た
伝
播
の
為
，
全
溢
水
量
を

R-
B1
F-
09
N
と
の
合
計
面

積
で
割
っ
た
溢
水
水
位
（

21
.6
m）

を
算
出
。

接
続
区
画
へ
の
伝
播
有
無
判
定

 

接
続
区
画
 

境
界
形
態
 

⑤
伝
播
開
始
高
さ
[m
]

⑥
伝
播

無
し
 

 

二
次
伝
播
評
価
 

評
価
対
象
区
画
 

R-
B
2
F-
1
0
N

①
溢
水
量
[m

3 ]
②
滞
留
面
積
[
m2
]

49
5 

5
2 

③
床
勾
配
[m
]

④
溢
水
水
位
[
m
]

0.
07
5 

9
.
6 

R-
B1
F-
09
N
か
ら
床
開
口
部
を
介
し
た
伝
播
で
あ
り
，
全
溢
水
量
が
伝
播
す
る
と
考

え
る

。
ま

た
上
方

か
ら

の
落
水

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

被
水
に

よ
る

影
響

も
同

時
に

考
慮
す
る
。

接
続
区
画
へ
の
伝
播
有
無
判
定
 

接
続
区
画
 

境
界
形
態
 

⑤
伝
播
開
始
高
さ
[
m
]

⑥
伝
播

R-
B2
F-
27
-2
N

扉
 

0 
有

 

R-
B2
F-
31
N

水
密
扉

※
 

0※
 

有
 

※
止
水
方
向
と
逆
方
向
伝
播
の
為
，
保
守
的
に
伝
播
す
る
も
の
と
す
る
。

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

図
5-
7 

溢
水
伝
播
範
囲

（
代
表
例
：
2/
3）
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二
次
伝
播
評
価
 

評
価
対
象
区
画
 

R
-B

2F
-3
1N

①
溢
水
量

[m
3 ]

②
滞
留
面
積
[m

2
]

49
5 

98
8 

③
床
勾
配

[m
]

④
溢
水
水
位
[m
]

0.
07
5 

0.
58
 

R-
B1
F-
09
N
か
ら
扉
を
介
し
，
ト
ー
ラ
ス
室
上
部
か
ら
流
下
す
る
為
，
全
溢
水
量
が

伝
播

す
る

と
考

え
る

。
ま
た
上

方
か

ら
の

落
水

で
あ

る
こ
と

か
ら

，
被

水
に

よ
る

影
響
も
同
時
に
考
慮
す
る
。

接
続
区
画
へ
の
伝
播
有
無
判
定

 

接
続
区
画
 

境
界
形
態
 

⑤
伝
播
開
始
高
さ
[m
]

⑥
伝
播

R-
B2
F-
02

N
水
密
扉
 

7.
0 

無
 

R-
B2
F-
09

N
水
密
扉
 

7.
0 

無
 

R-
B2
F-
10

N
水
密
扉
 

7.
0 

無
 

R-
B2
F-
15

N
水
密
扉
 

7.
0 

無
 

三
次
伝
播
評
価
 

評
価
対
象
区
画
 

R-
B
2
F-
2
7-
2N

①
溢
水
量
[m

3 ]
②
滞
留
面
積
[
m2
]

49
5 

4 

③
床
勾
配
[m
]

④
溢
水
水
位
[
m
]

0.
07
5 

8
.
9
2 

R-
B2
F-
10
N
か
ら
扉
を
介
し
た
伝
播
の
為
，
全
溢
水
量
を

R-
B
2
F-
10
N
と
の
合
計
面

積
で
割
っ
た
溢
水
水
位
（
8
.9
2
m）

を
算
出
。

接
続
区
画
へ
の
伝
播
有
無
判
定
 

接
続
区
画
 

境
界
形
態
 

⑤
伝
播
開
始
高
さ
[
m
]

⑥
伝
播

無
し
 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

図
5-
8 

溢
水
伝
播
範
囲

（
代
表
例
：
3/
3）
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図
5-
9 

溢
水
伝
播
経
路
図

(
代
表
例
：
1/
2)
 

【
原

子
炉
建
物
 
地
下

1
階
】

 

【
原

子
炉
建
物
 
地
下

2
階
】

 

：
溢
水
の
流
れ

 

：
下
階
へ
の
流
れ
 

：
上
階
か
ら
の
流
れ
 

：
溢
水
発
生
区
画
 

：
伝
播
区
画
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図
5-
10
 
溢
水
伝
播
経
路
概
略
図

(
代
表
例
：
2/
2)
 

【
原

子
炉
建
物
 
地
下

1
階
】

 

【
原

子
炉
建
物
 
地
下

2
階
】

 

：
溢
水
の
流
れ
 

：
下
階
へ
の
流
れ
 

：
上
階
か
ら
の
流
れ
 

：
溢
水
発
生
区
画
 

：
伝
播
区
画
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(4
)没

水
影
響
評
価
例

(
3)
項
に
て
実
施
し
た
溢
水
伝
播
評
価
の
結
果
を
も
と
に
，
各
溢
水
防
護
対
象
設
備
の
機
能
喪
失
判
定
を
実
施
し
，
表

5-
3，

5-
4
に
示
す
。

表
5-
3 

没
水
影
響
評
価
（
例
）
（

1/
2）

 

防
護
対
象
区
画
 

溢
水
防
護
対
象
設
備
 

機
器
番
号
 

溢
水
水
位
[
m]
 

機
能
喪
失
高
さ

[
m]
 

判
定
 

没
水

※
1  

被
水

※
2  

0.
17
 

0
.
3
3 

○
 

×
 

0
.
4
0 

○
 

×
 

21
.6
 

－
 

－
 

－
 

9.
6 

4
.
5
4 

×
 

×
 

4
.
5
4 

×
 

×
 

2
.
3
6 

×
 

×
 

2
.
3
7 

×
 

×
 

1
.
7
2 

×
 

×
 

8.
92
 

－
 

－
 

－
 

0.
58
 

9
.
9
6 

○
 

○
 

9
.
9
1 

○
 

○
 

1
1
.
1 

○
 

○
 

1
1
.
1 

○
 

○
 

9
.
8 

○
 

○
 

1
0
.
5
4 

○
 

○
 

1
1
.
3
5 

○
 

○
 

※
１
：
溢
水
水
位
に
ゆ
ら
ぎ
を
考
慮
し
た
評
価
を
実
施
。

※
２

：
上

階
か
ら

の
溢

水
伝

播
が
あ

る
場
合

は
被

水
に

よ
る
影

響
も
評

価
す

る
。

無
い
場

合
は

評
価
不

要
と

し
，「

－
」

で
示
す

。（
「

5.
3
 
想

定
破

損
に

よ
る
被
水
影
響
評
価
」
参
照
）
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表
5-
4 

没
水
影
響
評
価
結
果

（
例
）

(2
/2
) 

防
護
対
象

区
画
 

溢
水
防
護

対
象
設
備

 
機
器
番
号

 
溢
水
水
位
[m
] 

機
能
喪
失
高
さ

[m
] 

判
定
 

没
水

※
1
 

被
水

※
2
 

0.
58
 

10
.7
 

○
 

○
 

10
.4
 

○
 

○
 

7.
42
 

○
 

○
 

7.
64
 

○
 

○
 

7.
65
 

○
 

○
 

7.
63
 

○
 

○
 

9.
74
 

○
 

○
 

9.
74
 

○
 

○
 

9.
74
 

○
 

○
 

9.
74
 

○
 

○
 

9.
74
 

○
 

○
 

9.
74
 

○
 

○
 

9.
7 

○
 

○
 

10
.1
 

○
 

○
 

8.
7 

○
 

○
 

8.
57
 

○
 

○
 

※
１
：
溢
水
水
位
に
ゆ
ら
ぎ
を
考
慮
し
た
評
価
を
実
施
。

※
２

：
上

階
か
ら

の
溢

水
伝

播
が
あ

る
場
合

は
被

水
に

よ
る
影

響
も
評

価
す

る
。

無
い
場

合
は
評

価
不

要
と

し
，「

－
」
で

示
す

。
（「

5.
3
 
想

定
破
損

に

よ
る
被
水
影
響
評
価
」
参
照
）

 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

9条-別添1-5-17

105



(5) 判定

表 5-3，5-4の没水影響評価例で示した各溢水防護対象設備の機能喪失判定を

踏まえ，プラント全体として安全機能が保たれているかについて判定を実施する。 

表 5-3，5-4の例においては，一部の溢水防護対象設備の機能に影響を及ぼす

ものの，同一の安全機能を有する他の系列の溢水防護対象設備の機能は維持され

る。 

従って，原子炉の停止機能，冷却機能及び放射性物質の閉じ込め機能が維持さ

れること，燃料プールの冷却機能及び給水機能が維持されることから，判定基準

を満足する（表 5-5参照）。 
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表
5-
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熱
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(6) 評価結果 

代表例で示した評価ケース以外の結果について，添付資料５に示す。 

想定した溢水に対し，必要な対策を行うことで原子炉の停止機能，冷却機能及

び放射性物質の閉じ込め機能が維持されること，燃料プールの冷却機能及び給水

機能が維持されることを確認した。 
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5.3 想定破損による被水影響評価 

溢水源を内包する溢水防護区画における単一機器の破損による被水の発生に

対し，溢水防護対象設備の被水影響評価を行い，当該設備の機能への影響を評価

し，原子炉の停止機能，冷却機能及び放射性物質の閉じ込め機能，並びに燃料プ

ール冷却機能及び給水機能が維持されるかを判定する。 

 

(1) 評価方法 

想定破損による直接の被水並びに溢水経路にある天井面の開口部又は貫通

部からの被水に対し，溢水防護対象設備の被水影響評価を行った。 

想定破損による被水影響評価フローを図 5-11に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 防滴仕様とは，「JIS C 0920 電気機械器具の外郭による保護等級（IP コー

ド）」による防滴仕様，又は溢水防護対象設備を防護するために必要な対策を

示す。 

 

図 5-11 想定破損による被水影響評価フロー 

 

 

対策実施 

Yes 

No 

溢水防護対象設備 

 

溢水防護対象設備から 

放物軌道を考慮した範囲に破損を想定する 

被水源がなく，上部の天井面に開口部又は 

貫通部がない 

溢水防護対象設備が多重化又は 

多様化されており，各々が別区画に設置される 

等により，同時に機能喪失しない 

No 

No 

対策不要 

Yes 

Yes 溢水防護対象設備が防滴仕様※を 

有している。 
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(2) 被水影響評価(例) 

評価結果の例として，非常用電気室に敷設されている消火系配管の貫通クラッ

クによる被水影響評価を表 5-6及び図 5-12に示す。本評価例の場合，当該区画

の溢水防護対象設備は機能喪失する可能性があるが，溢水防護対象設備は多重化

され非常用電気室は区画化により系統分離されていることから，２系統が同時に

機能喪失しない結果となる。 

想定した被水の影響に対し，必要となる対策を実施することにより原子炉の停

止機能，冷却機能及び放射性物質の閉じ込め機能，並びに燃料プールの冷却機能

及び給水機能が，その機能を失わないことを確認した。 

 

表 5-6 非常用電気室に敷設されている消火系配管による被水影響評価例 

 

※ 判定基準 

A：溢水防護対象設備から放物軌道を考慮した範囲に破損を想定する被水源   

がなく，上部の天井面に開口部又は貫通部がない。 

B：溢水防護対象設備が多重化又は多様化されており，各々が別区画に設置さ

れる等により，同時に機能喪失しない。 

C：溢水防護対象設備が「JIS C 0920 電気機械器具の外郭による保護等級

（IPコード）」による防滴仕様を有している又は溢水防護対象設備を防護す

るために必要な対策がなされている。 

 

 

 

 

  

系統名称 
設備 

番号 

設備 

名称 
設置区画 

被水源，天井

開口又は貫

通部の有無 

－：有 

○：無 

多重化・ 

多様化 

○：有 

－：無 

防滴 

仕様 

○：有 

－：無 

判定 

基準※ 

保護 

等級 

評価 

結果 

○：良 

×：否 

備考 

所内電気 

設備系 
－ 

非常用ﾒﾀｸﾗ

盤(2C-M/C) 
R-2F-04N － ○ － A － ○ 

 

所内電気 

設備系 
－ 

非常用ﾒﾀｸﾗ

盤(2D-M/C) 
R-2F-05N － ○ － B － ○ 
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図 5-12 非常用電気室の消火系配管の被水影響評価において溢水防護対象設備の

多重化により同時に機能喪失しないと評価した例 

(3) 評価結果

想定破損による被水影響評価結果を添付資料５に示す。

想定した被水の影響に対し，必要となる対策を実施することにより原子炉の停

止機能，冷却機能及び放射性物質の閉じ込め機能，並びに燃料プールの冷却機能

及び給水機能が，その機能を失わないことを確認した。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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5.4 想定破損による蒸気影響評価 

高エネルギー配管の破損により放出される蒸気に対して，溢水防護対象設備の

蒸気影響評価を行い，原子炉の停止機能，冷却機能及び放射性物質の閉じ込め機

能，並びに燃料プールの冷却機能及び給水機能が維持されることを確認する。 

(1) 評価方法

高エネルギー配管の破損により生じる蒸気発生源の有無，伝播経路，溢水防護

対象設備の耐環境仕様等の観点から，溢水防護対象設備の蒸気影響評価を行った。

想定破損による蒸気影響評価フローを図 5-13に示す。 

図 5-13 想定破損による蒸気影響評価フロー 

 

 

対策実施 

Yes 

溢水防護対象設備 

 
溢水防護区画内に蒸気を 

内包する溢水源がなく，区画外からの 

蒸気の伝播がない 

溢水防護対象設備が多重化又は 

多様化されており，各々が別区画に設置される 

等により，同時に機能喪失しない 

No 

No 

Yes 

Yes 溢水防護対象設備が耐蒸気仕様を 

有している。又は溢水防護対象設備を防護するための 

必要な対策がなされている 

No 

対策不要 
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(2) 評価結果

想定破損による蒸気影響評価結果を添付資料５に示す。

想定した蒸気の影響に対し，必要となる対策（配管のルート変更等）を実施す

ることにより原子炉の停止機能，冷却機能及び放射性物質の閉じ込め機能，並び

に燃料プールの冷却機能及び給水機能が，その機能を失わないことを確認した。 

5.5 想定破損による影響評価結果 

想定破損による没水，被水，蒸気の影響評価を行い，全ての評価ケースにおい

て原子炉の停止機能，冷却機能及び放射性物質の閉じ込め機能，並びに燃料プー

ルの冷却機能及び給水機能が維持されることを確認した。

なお，対策の設計方針に関しては以下を参照のこと。

 拡大防止対策：添付資料４ 溢水影響評価において期待することができる

設備 

「2.1.1 止水措置」 

「2.2 溢水防護対策設備設置箇所」 

 影響緩和対策：添付資料４ 溢水影響評価において期待することができる

設備  

「2.1.2 排水措置」 

補足説明資料４ 開口部等からの排出について 

 発生防止対策：添付資料２ 溢水源の分類及び運用について

「2. 所内蒸気系の隔離運用について」 

補足説明資料 18 配管の破損位置及び破損形状の評価につ

いて 
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6. 消火水評価に用いる各項目の算出及び影響評価

火災時の消火水系統からの放水による溢水を想定し，溢水防護対象設備に対す

る溢水影響を評価した。 

6.1 溢水量の算定 

消火活動等に伴う放水による溢水影響評価に用いる溢水量は，消火活動時に使

用する消火栓からの放水量として以下のとおり算定する。 

(1) 溢水流量

屋内の消火栓からの溢水量の算出に用いる溢水流量は，消防法施行令第

十一条に規定される「屋内消火栓設備に関する基準」により，屋内消火栓

からの放水流量を 130 l/minとし，この値を 2倍して溢水流量とした。 

溢水流量（屋内消火栓） ＝ 130 [l/min] × 2 (倍) ＝ 260[l/min] 

＝ 15.6 [m3/h] 

屋外の消火栓からの溢水量の算出に用いる溢水流量は，消防法施行令第十

九条に規定される「屋外消火栓設備に関する基準」により，屋外消火栓から

の放水流量を 350 l/minとし，この値を 2倍して溢水流量とした。 

溢水流量（屋外消火栓） ＝ 350 [l/min] × 2 (倍) ＝ 700[l/min] 

＝ 42.0 [m3/h] 

(2) 放水時間

消火活動における消火水の放水時間は，評価ガイドに従い原則３時間に

設定した。ただし，火災源が小さい一部の区画については，日本電気協会

電気技術指針「原子力発電所の火災防護指針(JEAG4607-2010)」解説-4-5（1）

(表 4-3火災荷重と等価火災時間について)に従い，放水時間を設定した。 

(3) 溢水量

溢水流量と放水時間から評価に用いる消火栓からの溢水量を以下のとお

りとした。 

・溢水量（屋内消火栓）＝ 15.6 [m3/h] × 放水時間

・溢水量（屋外消火栓）＝ 42.0 [m3/h] × 放水時間

6.2 消火水の放水による没水影響評価 

消火活動等に伴う放水による溢水影響評価は，基本的に想定破損による没水・

被水影響評価と同様である。ただし，火災による影響を考慮し，想定破損による

没水，被水影響評価と異なる部分について以下に示す。 

6.2.1 溢水の発生を想定する区画 

火災の発生を想定する区画であって，消火栓による消火活動に伴う溢水の発生

する区画はガス系消火設備又は消火器による消火を基本的な消火戦略として想

定していない区画とする。消火活動に伴う溢水の発生を想定する区画を添付資料
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６に示す。 

なお，消火活動の詳細については，「火災防護計画」に定める消火活動手順に

記載する。 

 

6.2.2 消火水の放水による溢水防護対象設備への影響 

火災が発生した区画に存在する溢水防護対象設備は，保守的に消火水の放水の

影響により機能喪失していると想定する。ただし，火災発生箇所から離隔距離が

十分大きい場合や，放水により同時に影響をうけないような対策がとられている

場合はその限りではない。 

 

なお，火災そのものによる防護対象設備への影響に関しては設置許可基準第八

条「火災による損傷の防止」に関する審査にて評価することとし，ここでは放水

による溢水影響を評価することとする。 

 

6.2.3 火災による伝播経路への影響 

火災の発生を想定する区画内に消火栓がない場合は，他区画から消火ホースを

引き込むことになるため，その経路上の扉は開放されていると想定する。 

また，溢水発生区画から他区画への伝播経路に止水措置が存在する場合は，火

災の影響によりその止水機能が喪失するものと想定する。ただし，防火対策等に

より止水機能が喪失しないものに関しては，その止水機能に期待できることとす

る。 

 

6.2.4 消火水の放水による没水影響評価結果 

上記の火災による影響を考慮に入れ，消火水の放水による没水影響評価結果

（区画の最大溢水水位評価結果）を添付資料６に示す。消火水の放水による溢水

に対し，必要な対策を行うことで，原子炉の停止機能，冷却機能及び放射性物質

の閉じ込め機能，並びに燃料プールの冷却機能及び給水機能が，その機能を失わ

ないことを確認した。 

 

6.3 消火水の放水による被水影響評価 

消火活動による放水に伴う被水は事象として想定しうるが，没水影響評価にお

いて同事象を考慮した評価を実施していることから，消火水による被水影響評価

は没水影響評価に包含される。また上層階からの溢水の伝播による被水も没水影

響評価にて同時に考慮しているため，没水影響評価に包含される。 

 

6.4 消火水の放水による影響評価結果 

消火水の放水による没水，被水の影響評価を行い，全ての評価ケースにおいて原

子炉の停止機能，冷却機能及び放射性物質の閉じ込め機能，並びに燃料プールの

冷却機能及び給水機能が維持されることを確認した。 

9条-別添1-6-2

115



7. 地震時評価に用いる各項目の算出及び影響評価

7.1 地震に起因する溢水源 

  地震に起因する溢水は，地震により破損する機器・配管系（以下，7.では「機

器等」という。）及び燃料プール等のスロッシングを溢水源として考慮する。 

7.2 地震により破損して溢水源となる対象設備 

「3.溢水源の選定」に示しているとおり，溢水源となりうる系統のうち，基準

地震動 Ss による地震力によってバウンダリ機能が保持できないおそれのある機

器等を溢水源とする。なお，耐震 S クラスの機器等については基準地震動 Ss に

よる地震力によって破損は生じないことから溢水源として想定しない。また，耐

震 B，C クラスの機器等のうち基準地震動 Ssに対する耐震性を有することを確認

しているものは溢水源として想定しない。 

7.3 耐震 B,C クラスの機器等の耐震性評価 

基準地震動Ssによる地震力に対して，耐震B，C クラスの機器等が耐震性を有

することを確認する評価方法及び評価結果を示す。 

機器等の破損による溢水防止の観点から，基準地震動Ssによる地震力に対して，

耐震評価対象となる耐震B，C クラスの機器等の構造強度評価を実施し，バウン

ダリ機能が保持されることを確認する。 

7.3.1 機器の耐震性評価 

構造強度評価は図 7-1，図 7-2に示すような，各機器の振動特性に応じたモデ

ル化を行い，当該据付床の床応答スペクトル等を用いた地震応答解析（スペクト

ルモーダル解析等）や，定式化された評価式により各部の応力を算定する。

応力算定手法としては，「発電用原子力設備規格 設計・建設規格 JSME S

NC1-2005/2007」（以下，「JSME」という。）及び「原子力発電所耐震設計技術

指針 JEAG 4601-1987，JEAG 4601・補-1984 ，JEAG 4601-1991追補版」（以下， 

「JEAG」という。）等の規格基準で規定されているもの又は試験等で妥当性が確

認されたものを用いる。 

水平方向，鉛直方向の荷重等は，絶対値和又は SRSS法により組み合わせる。 

評価基準値は，規格基準で規定されているもの又は試験等で妥当性が確認され

ているものを用いる。 

評価条件を整理して表 7-1に示す。今回の耐震 B,C クラス機器の評価にあたっ

ては，規格基準で規定されているもの又は試験等で妥当性が確認されているもの

と異なる評価手法，条件を適用したものはない。 

評価の結果，耐震評価対象となる耐震 B，C クラスの機器について計算応力が

評価基準値以内であることを確認している。評価結果を添付資料７に示す。 
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表 7-1 機器（ポンプ，容器）の評価条件 

 
B,Cクラス機器 

（溢水影響評価） 

【参考】 

Sクラス機器 

（設計評価） 

手法 
JEAG等に基づく 

構造強度評価 

JEAG 等に基づく 

構造強度評価 

地震動 基準地震動 Ss 
基準地震動 Ss 

弾性設計用地震動 Sd 

床応答スペクトル（FRS） ±10%拡幅 ±10%拡幅 

水平と鉛直地震力による 

荷重の組合せ 

絶対値和 

又は 

SRSS 

絶対値和 

又は 

SRSS 

減衰定数 
水平：1.0% 

鉛直：1.0% 

水平：1.0% 

鉛直：1.0% 

許容応力状態 ⅣAS 
Ss：ⅣAS 

Sd：ⅢAS 

評価項目 

JEAGに基づく Sクラス機器

等の評価項目 

（例）胴本体 

支持部 

基礎ボルト  等 

JEAG に基づく Sクラス

機器等の評価項目 

（例）胴本体 

支持部 

基礎ボルト  等 
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横形ポンプ概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軸直角方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軸方向 

 

 

 

 

図 7-1 耐震評価の概要（横形ポンプの例）  

耐震性評価部位 
 基礎ボルト 
 ポンプ取付ボルト 
 原動機取付ボルト 
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横置円筒形容器概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-2 耐震評価の概要（横置円筒形容器の例） 

荷重状態 

脚位置での曲げモーメント 

長手方向荷重による

胴の第１脚付け根部

のモーメント及び鉛

直荷重 

横方向荷重による

胴第１脚付け根部

のモーメント 

耐震性評価部位 
 基礎ボルト 
 ポンプ取付ボルト 
 原動機取付ボルト 
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7.3.2 配管の耐震性評価 

耐震 B,C クラス機器等のうち，耐震評価対象となる配管については，建設時に

３次元多質点はりモデルによるスペクトルモーダル解析法又は定ピッチスパン

法により応答解析を行っている。 

今回の構造強度評価は，３次元多質点はりモデルによるスペクトルモーダル解

析法を基本とする。ただし，建設時に小径管等で定ピッチスパン法を適用した配

管については，定ピッチスパン法を用いる。定ピッチスパン法の場合は配管 1ス

パンを考慮したモデル化を行い，最大床応答加速度における許容スパンと配管ス

パンを比較することにより評価を行う。 

許容スパンの算定手法としては，JSME や JEAG 等の規格基準で定められたもの

を用いる。水平方向，鉛直方向の荷重等は，SRSS 法により適切に組み合わせる。 

評価基準値は，JSME や JEAG 等の規格基準で規定されている値又は試験等で妥

当性が確認されている値を用いる。 

評価条件を整理して表 7-2 に示す。耐震 B,C クラス配管の評価にあたっては，

規格基準及び試験等で妥当性が確認されたものと異なる評価手法，条件を適用し

たものはない。 

評価の結果，耐震評価対象となる耐震 B，C クラスの配管について評価基準値

を満足することを確認している。評価結果を添付資料７に示す。 
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表 7-2 配管の評価条件 

 
B,Cクラス配管 

（溢水影響評価） 

【参考】 

Sクラス配管 

（設計評価） 

手法 

３次元多質点はりモデルに

よる解析及び定ピッチスパ

ン法による評価 

３次元多質点はりモデルを

用いた地震応答解析 

地震波 基準地震動 Ss 
基準地震動 Ss 

弾性設計用地震動 Sd 

床応答スペク

トル（FRS） 

水平（NS，EW），鉛直 

±10%拡幅 

水平（NS，EW），鉛直 

±10%拡幅 

水平と鉛直地

震力による 

荷重の組合せ 

SRSS法 SRSS 法 

減衰定数 
0.5%,1.0%,1.5% 

2.0%,3.0% ※ 

0.5%,1.0%,1.5% 

2.0%,3.0% ※ 

許容応力状態 ⅣAS 
Ss：ⅣAS 

Sd：ⅢAS 

評価項目 

一次応力 

一次＋二次応力 

疲労 

一次応力 

一次＋二次応力 

疲労 

※ JEAGで規定されている値又は試験等で妥当性が確認されている値 
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7.4 燃料プールのスロッシングに伴う溢水量 

基準地震動 Ssによる燃料プールのスロッシング解析を行い，溢水量を算定し

た。燃料プールのスロッシングによる溢水は，燃料プール水面上にあるダクト吸

入口への流入分を除き燃料プールのある原子炉建物４階に流出する。また，ダク

ト流入分については埋設ダクトに貯水可能である。評価結果を表 7-3に示す。 

燃料プールのスロッシングによる溢水量については，「8.1 燃料プール溢水量

の評価方法」及び「8.2 燃料プール溢水量の評価結果」にて詳細を示す。 

 

表 7-3 燃料プールのスロッシングによる溢水量 

種類 溢水量[m3] 埋設ダクト流入量[m3] 合計[m3] 

燃料プール※ 130 50 180 

※ 上記の値は解析値を 1.1倍した値。 

 

7.5 溢水量の算定 

地震時の溢水量の算定に当たり，基準地震動 Ssによる地震力が作用した際の

プラント状態を，以下のとおり想定した。 

・「地震加速度大」による原子炉スクラム 

・外部電源喪失（常用電源の負荷喪失） 

・耐震 B,Cクラス設備の機能喪失 

次に，地震による機器の破損が複数箇所で同時に発生する可能性を考慮し，手

動隔離による漏えい停止には期待できないものとして，建物内の各区画において

機器が破損した場合の溢水量を算定する（図 7-3参照）。 

各区画における溢水量の算定手順は以下のとおり。 

 区画内の溢水源として想定する機器（容器及び配管）の属する系統の保有水

のうち，当該フロアを含む上層階分の保有水量を溢水量として算出する（複

数の建物にわたって敷設されている系統の場合は，全ての敷設範囲を考慮）。 

 区画内の各溢水源からの溢水量を合計し，当該区画における地震に起因する

溢水量とする。このとき，同一のタンクを共有する等による溢水量の重複を

考慮した補正を実施する。 

 

なお，ここで示す溢水量は，基本設計段階での評価であり，今後各種対策の実

現性・詳細設計等を精査するに伴い変動が必要となる場合は，適宜反映すること

とする。 
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原子炉建物 ４階 

 
 

 

 

図 7-3 溢水源となりうる機器の設置区画及び溢水量（例）  

 地震起因による溢水量を示す。 

 耐震 B,Cクラスの系統を示す。 

 溢水源となりうる機器が設置されている区画における溢水源の有無を示す。 

 地震起因による溢水評価において溢水源とする系統は，●を入力している系統と

なる。 
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7.6 地震起因による没水影響評価 

基準地震動 Ss による地震力によってバウンダリ機能が保持できないおそれの

ある機器及び燃料プールのスロッシングにより発生する溢水を溢水源として溢

水防護対象設備の没水影響評価を行い，原子炉の停止機能，冷却機能及び放射性

物質の閉じ込め機能が維持されること，燃料プール冷却機能及び給水機能が維持

されることを確認する。 

また本事象は，基準地震動Ssに随伴して生じる可能性があることから，原則と

して全ての溢水防護対象設備が機能維持できることを判定基準とする。ただし，

溢水防護対象設備であっても，元より基準地震動Ssへの耐震性が確保されていな

い機器（例：FMW 系統）についてはその限りではない。 

 地震起因による没水影響評価フローを図 7-4に示す。 

 

 

 
 

 

図 7-4 地震起因による没水影響評価フロー 
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対策検討 

・溢水対策検討 
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Ａ：溢水水位が機能喪失高さ未満

である。 

Ｂ：溢水防護対象設備が多重化又

は多様化されており，各々が

別区画に設置される等により

同時に機能喪失しない。 

No 

Yes 

評価対象区画の溢水水位の算出 

溢水源の設定 
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 (1) 評価方法 

評価対象区画に対して，以下の方法により地震起因による没水影響評価

を実施した。 

a. 溢水量の算出 

「7.5 溢水量の算定」に示しているとおり，溢水量を算出した。 

   b. 溢水水位の算出 

       溢水防護区画毎に以下の方法で溢水水位を算出した。溢水水位算出の

モデルケースを図 7-5 に示す。図 7-5 のように接続された区画①～④及

び溢水源，溢水量，面積を設定する。区画間の伝播経路としては①－④

間の横伝播経路に扉を，その他の縦伝播経路については縦貫通部を想定

する。実際に堰等が設置され，伝播開始高さが設定される区画について

の扱いは，想定破損による評価と同様とする。モデルケースの評価対象

区画における溢水水位の算出例を図 7-6に示す。 

         ・溢水水位その１ 

           溢水量と滞留面積より溢水水位を算出した。 

溢水水位[m] = 溢水量[m3] / 滞留面積 [m2] + 床勾配 [m] 

         ・溢水水位その２ 

           開口部等から流出を期待する場合は，評価対象区画への破損箇

所からの単位時間あたりの流入量と評価対象区画にある開口部等

からの流出量とが等しくなるとき最高水位となるため，この時の

水位を算出した。また，評価対象区画への複数破損箇所からの流

入がある場合は，これらの流入が同時に開始するものとした。      

    c. 機能喪失高さと溢水水位の比較 

溢水防護区画毎に当該区画で機能喪失高さが最も低い設備を選定し機

能喪失高さに対し，溢水水位にゆらぎを考慮しても機能喪失しないこと

を確認した。 
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図 7-5 モデルケースの設定 

 

 

図 7-6 溢水水位算出例 
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(2) 評価結果 

モデルケースにて実施した伝播評価を，実際の溢水伝播モデル及び溢水量

を用いて評価し，各溢水防護区画の溢水水位を算出した。溢水防護対象設備

が設置されている区画の溢水水位と，それら各区画における溢水防護対象設

備の機能喪失判定及び被水対策の要否について，添付資料７に示す。なお，

記載にあたっては，全ての溢水防護対象設備を防護する観点から，区画内の

最も機能喪失高さの低い溢水防護対象設備を代表として選定した（添付資料

７参照）。 

評価の結果，適切な溢水対策を実施することで，必要な溢水防護対象設備

が地震による溢水に影響を受けることはなく，原子炉の停止機能，冷却機能

及び放射性物質の閉じ込め機能，並びに燃料プールの冷却機能及び給水機能

が維持されることを確認した。 

 

  

9条-別添1-7-12

127



 

7.7 地震起因による被水影響評価 

基準地震動 Ss による地震力によってバウンダリ機能が保持できないおそれの

ある機器及び燃料プールのスロッシングにより発生する溢水に対して，溢水防護

対象設備の被水影響評価を行い，原子炉の停止機能，冷却機能及び放射性物質の

閉じ込め機能，並びに燃料プールの冷却機能及び給水機能が維持されるよう被水

対策を実施する。 

また，上層階からの溢水の伝播による被水については，7.6 における伝播評価

時に同時に評価を実施しており，必要な安全機能が維持されることを確認してい

る。 

 

(1) 評価方法 

基準地震動 Ssによる地震力によってバウンダリ機能が保持できないおそ

れのある機器及び燃料プールのスロッシングによる直接の被水並びに溢水

経路にある天井面の開口部又は貫通部からの被水に対し，溢水防護対象設

備の被水影響評価を行った。地震起因による被水影響評価フローを図 7-7

に示す。 

(2) 評価結果 

地震起因による被水影響評価結果を添付資料７に示す。 

想定した被水の影響に対し，必要な対策を行うことで原子炉の停止機能，

冷却機能及び放射性物質の閉じ込め機能，並びに燃料プールの冷却機能及

び給水機能が，その機能を失わないことを確認した。 
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※ 防滴仕様とは，「JIS C 0920 電気機械器具の外郭による保護等級（IP コー

ド）」による防滴仕様，又は溢水防護対象設備を防護するために必要な対策を

示す。 

 

図 7-7 地震起因による被水影響評価フロー 
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7.8 地震起因による蒸気影響評価 

基準地震動 Ss による地震力によってバウンダリ機能が保持できないおそれの

ある機器から発生する蒸気源の有無，伝播経路，溢水防護対象設備の耐環境仕様

等の観点から，溢水防護対象設備の蒸気影響評価を行った。地震起因による蒸気

影響評価結果を添付資料７に示す。 

想定した蒸気の影響に対し，必要となる対策（配管のルート変更等）を実施す

ることにより原子炉の停止機能，冷却機能及び放射性物質の閉じ込め機能，並び

に燃料プールの冷却機能及び給水機能が，その機能を失わないことを確認した。 

 

7.9 地震起因による影響評価結果 

地震時の没水，被水，蒸気の影響評価を行い，原子炉の停止機能，冷却機能及

び放射性物質の閉じ込め機能，並びに燃料プールの冷却機能及び給水機能が維持

されることを確認した。 

なお，対策の設計方針に関しては以下を参照のこと。 

 

 拡大防止対策：添付資料４ 溢水影響評価において期待することができる設備 

「2.1.1 止水措置」 

「2.2 溢水防護対策設備設置箇所」 

 

 影響緩和対策：添付資料４ 溢水影響評価において期待することができる設備 

「2.1.2 排水措置」 

「2.3 内部流体漏えい対策について」 

補足説明資料４ 開口部等からの排出について 

 

 発生防止対策：添付資料２ 溢水源の分類及び運用について 

「2. 所内蒸気系の隔離運用について」 

補足説明資料18 配管の破損位置及び破損形状の評価につい

て 

 

9条-別添1-7-15

130



8. 燃料プールのスロッシングに伴う溢水評価について

基準地震動Ssによる地震力によって生じるスロッシング現象を三次元流動解

析により評価し，溢水量を算出する。算出した溢水量からスロッシング後の燃料

プールの水位低下を考慮しても，燃料プールの冷却機能及び給水機能が確保され，

それらを用いることにより保安規定で定めた水温（水温65℃以下）及び遮蔽水位

を維持できることを確認する。 

燃料プールが設置される原子炉建物４階の機器配置図を図8-1，燃料プールの

概要図を図8-2に示す。 
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8.1 解析評価 

(1) 評価に用いる地震動 

燃料プールのスロッシング周期は NS 方向及び EW 方向ともに約 4.3 秒で

あることから，基準地震動 Ssのうち，この領域における応答スペクトル値

が最大となる地震動を評価に用いる。なお，スロッシング周期は下記のハ

ウスナー理論により算出した。 

 

ω
2
=
1.58𝑔

𝑙
𝑡𝑎𝑛ℎ (1.58

ℎ

𝑙
) 

T =
2𝜋

𝜔
 

 

T：固有周期 [s] 

𝜔：円固有振動数[rad/s] 

𝑙：振動方向長さの 1/2[m] 

ℎ:底面から液面までの高さ[m] 

𝑔：重力加速度[m/s2] 

 

燃料プールのスロッシング解析に用いる地震動は，原子炉建物の燃料プ

ール位置（EL42.8m）における床応答とし，図 8-3から，スロッシング固有

周期領域（４秒～５秒）において，応答加速度が最大となる Ss-Dによる応

答波を用いる。なお，基準地震動 Ss-Dは，特定の方向性を持たない応答ス

ペクトル手法に基づき策定された地震動であるため，スロッシング評価に

おいては，水平方向（NS方向または EW方向のいずれか 1方向）と鉛直方向

を組み合わせた解析を行う。スロッシング解析に用いた入力地震動の加速

度時刻歴波形を図 8-4に示す。 

 

(2) 解析条件 

解析条件を表 8-1に，解析モデルを図 8-5に，解析メッシュ図を図 8-6に

示す。 

 

(3) スロッシング評価における地震力の組合せ 

水平 2方向及び鉛直方向の地震力を組み合わせた場合の溢水量は，簡便な

取り扱いとして，NS 方向＋鉛直方向，EW 方向＋鉛直方向の溢水量を足し合

わせ，溢水量が大きくなるよう保守的に設定する。 
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表 8-1 解析条件 

項 目 内 容 

モデル化範囲 燃料プール 

境界条件 プール上部は開放とし，他は壁による境界を設定する。解析

範囲外に流出した水は戻らないものとする。 

壁面での水の流速は 0となるように設定する。壁面と水の境

界層は k-εの乱流モデルとし，壁面での流体の乱れも考慮す

る。 

初期水位 EL42.56m（HWL:High Water Level）※１ 

評価用地震動 基準地震動 Ss-Dによる燃料プール位置（EL42.8m）の応答波 

解析コード 汎用熱流体解析コード 

Fluent ver. 18.1.0 

解析時間 100秒※２ 

物性値 密度[kg/m3]：1.190（空気），998.2（水） 

粘性係数[Pa･s]：1.827×10-5（空気），1.094×10-3（水） 

プール寸法 14000㎜（NS）×13500㎜（EW）×11730㎜（HWL） 

プール内部構造物 内部構造物が流体の運動を阻害しないように，保守的な条件

として燃料ラック等のプール内構造物はモデル化しない。 

その他 プール周りに設置されているフェンス等による流出に対す

る抵抗は考慮しない。 

※１ 燃料プールの初期水位は，保守的にスキマサージタンクへのオーバーフロ

ー水位より高い水位を設定する。 

※２ 溢水量に有意な増加が確認できなくなった時間（図 8-7参照） 
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図 8-1 原子炉建物４階の機器配置図 

図 8-2 燃料プールの概要 

燃料プール 

キャスク仮置ピット

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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Ｎ
Ｓ
方
向

Ｅ
Ｗ
方
向

図 8-3 燃料プールの床応答スペクトル 

（減衰定数 0.5%※，原子炉建物 EL 42.8m） 

※ 「原子力発電所耐震設計技術指針 ＪＥＡＧ ４６０１－１９８７」に基づ

き，液体の揺動に対する設計用減衰定数である 0.5％を用いた。 
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図 8-4 入力地震動 加速度時刻歴波形 
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燃料プール 

図 8-5 解析モデル図 

図 8-6 解析メッシュ図 

燃料プール 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

埋設ダクト 
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8.2 溢水量評価結果 

基準地震動 Ss による解析により算定した燃料プールのスロッシングによる溢

水量を表 8-2に，溢水量の時間変化を図 8-7に，最大波高発生時間近傍における

液面状態を図 8-8に示す。 

なお，保守的に燃料プール周りに設置されているフェンス等による流出に対す

る抵抗は考慮せず，また，一度燃料プール外へ溢水した水が再度プール内に戻る

ことも考慮しない。 

 

 表 8-2 燃料プールのスロッシングによる溢水量 

No. 解析ケース（入力条件） 
床面への 

溢水量[m3] 

埋設ダクト 

流入量[m3] 
合計[m3] 

① 
NS方向：Ss-D 

鉛直方向：Ss-D 
55 20 75 

② 
EW方向：Ss-D 

鉛直方向：Ss-D 
56 21 76 

※ 表の値は，解析結果に対して小数点以下を切り上げた値を示す。 

  

9条-別添1-8-8

138



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)解析ケース①（NS方向＋鉛直方向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)解析ケース②（EW方向＋鉛直方向） 

 

 

図 8-7 燃料プールからの溢水量の時間変化 
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(1)解析ケース①（NS方向＋鉛直方向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)解析ケース②（EW方向＋鉛直方向） 

 

図 8-8 最大波高発生時間近傍における液面状態 

 

NS方向 EW方向 

鉛直方向 

NS方向 EW方向 

鉛直方向 

最大水位：約 1.3m 

最大水位：約 1.5m 
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8.3 内部溢水影響評価に用いる溢水量 

内部溢水影響評価に用いる溢水量を表 8-3に示す。内部溢水影響評価では，解

析値に保守性を見込んだものをスロッシングによる溢水量として使用する。具体

的には，水平２方向の組合せに配慮し，NS 方向＋鉛直方向，EW 方向＋鉛直方向

の溢水量を足し合わせて設定する。また，解析コード（Fluent）の検証結果（添

付資料 8参照）から，解析値と実験値の差を踏まえて解析値を 1.1倍し，溢水量

が大きくなるよう保守的に設定する。 

参考として，３方向同時入力によるスロッシング解析結果を表 8-4に示す。ま

た，代表として表 8-4 の No.1 における溢水量の時間変化を図 8-9 に，最大波高

発生時間近傍の液面状態を図 8-10 に示す。この結果から，内部溢水影響評価に

用いる溢水量が保守的に設定されていることを確認している。 

 

表 8-3 内部溢水影響評価に用いる溢水量 

溢水量※１ 

設定方法 
床面への 

溢水量[m3] 

埋設ダクト 

流入量[m3] 
合計[m3] 

110 41 151 
解析結果を足し合わせた値 

（表 8-2の①＋②） 

121 45 166 
上記値に解析コードの検証結果を

踏まえて 1.1倍した値 

130※２ 50 180 

上記値に対し保守的に設定 

（1の位を切り上げ） 

（合計は床面と埋設ダクトの和） 

※１ 表中の値について，溢水量の足し合わせ及び係数倍は解析結果に基づき実

施し，表記上は小数点以下を切り上げた値を示す。 

※２ 床面への溢水量（130m3）と耐震 B,Cクラス機器の破損による溢水量（104m3）

を考慮した溢水水位は 0.19m となる。これに対し，高さ 0.30m 以上の堰を

設置する。 
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表 8-4 ３方向同時入力によるスロッシング解析結果 

No. 解析ケース（入力条件） 

溢水量※１ 

備 考 床面への 

溢水量 

[m3] 

埋設ダク 

ト流入量 

[m3] 

合計 

[m3] 

1 

NS方向：Ss-D 

EW方向：組合せ用地震動※２ 

鉛直方向：Ss-D 

106 22 127 

水平 2 方向に位相

特性の異なる地震

動を用いたケース 

2 

NS方向：組合せ用地震動※２ 

EW方向：Ss-D 

鉛直方向：Ss-D 

101 23 123 同上 

3 

NS方向：Ss-D 

EW方向：Ss-D 

鉛直方向：Ss-D 

85 22 106 

水平 2 方向に同位

相の地震動を用い

たケース 

※１ 表の値は，解析結果に対して小数点以下を切り上げた値を示す。 

※２ 「島根原子力発電所２号炉 地震による損傷の防止 別紙-10 水平２方向及び鉛直

方向地震力の適切な組合せに関する検討について 参考資料-3 水平２方向及び鉛

直方向地震力の組合せの影響評価に用いる模擬地震波の作成方針」による水平２方

向の影響検討用に設定された地震動。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8-9 燃料プールからの溢水量の時間変化（表 8-4の No.1）  

溢水量：106m3 
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図 8-10 最大波高発生時間近傍における液面状態（表 8-4の No.1） 

  

NS方向 EW方向 

鉛直方向 

最大水位：約 2.3m 
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8.4 燃料プールのスロッシング後の機能維持評価 

スロッシング後の燃料プールの水位を表 8-5に示す。なお，溢水量の算出に当

たっては，初期水位をスキマサージタンクへのオーバーフロー水位より高い水位

である EL42.56m としているが，地震後の燃料プール水位の算出に当たっては，

スキマサージタンクへのオーバーフロー水位である EL42.50mを基準とする。 

溢水影響評価の結果，燃料プール冷却機能及び給水機能を有する溢水防護対象

設備が機能喪失しないことを確認していることから，燃料プールの冷却機能及び

燃料プールへの給水機能が維持されることを確認した。また，使用済燃料及び使

用済制御棒の遮蔽に必要な水位が確保されていることから，使用済燃料及び使用

済制御棒の遮蔽機能が維持されることを確認した。 

 

 

 

表 8-5 燃料プールの水位 

解析ケース 燃料プール 

地震前の燃料 
プール水位 

（初期水位）[m] 

11.67 
（EL42.50） 

（Normal Water Level）※１ 

地震後の燃料 

プール水位[m] 

10.59 

（EL41.42） 

水位低下量[m] 1.08 

燃料有効長頂部[m] 
4.24 

（EL35.07） 

遮蔽に必要な水位[m]※２ 
9.94 

（EL40.77） 

※１ スキマサージタンクへのオーバーフロー水位 

※２ 燃料取替機床面での線量率が設計基準線量当量率（≦0.06mSv/h)を満足す

る水位 
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9. 溢水防護対象設備が設置されているエリア外からの溢水影響評価

溢水防護対象設備が設置されているエリア外からの溢水影響評価として，ター

ビン建物からの溢水が，溢水防護対象設備が設置されている原子炉建物，廃棄物

処理建物及び制御室建物に及ぼす影響を確認した。また，溢水防護対象設備のう

ち屋外に設置されている海水ポンプ等に対して，エリア外からの溢水による影響

を確認した。溢水防護対象設備が設置されている原子炉建物，廃棄物処理建物，

制御室建物とタービン建物並びに海水ポンプエリア，排気筒エリア及び B-ディー

ゼル燃料貯蔵タンク格納槽の位置関係を図 9-1に示す。 

なお，タービン建物については，設置許可基準規則 第五条（津波による損傷の

防止）において，復水器を設置するエリアから耐震 Sクラスの設備を設置するエ

リアへの浸水対策として，復水器エリア防水壁等を設置し，耐震 Sクラスの設備

を設置するエリア（以下，「耐震 Sクラスエリア（東）」及び「耐震 Sクラスエリ

ア（西）」という。）と復水器を設置するエリア（以下，「復水器エリア」という。）

に区画する。タービン建物地下１階の区画図を図 9-2に，タービン建物の溢水源

及び溢水量を表 9-1に示す。 
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図 9-1 各建物並びに海水ポンプエリア，排気筒エリア及び 

B-ディーゼル燃料貯蔵タンク格納槽の位置関係

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 9-2 タービン建物地下１階の区画 

表 9-1 タービン建物の溢水源及び溢水量

系統名称 
耐震 
クラス

溢水量[m3] 地震起因による溢水において流入を考慮する溢水源 

想定破損 地震破損 復水器エリア 耐震 S クラスエリア（東） 耐震 S クラスエリア（西） 

復水給水系 B,C 1646 1527 ● ● □ 
原子炉浄化系 B,C -※ 11 ● ● ● 
原子炉補機冷却系（常用系） B,C 162 210 ● ● ● 
原子炉補機海水系(A) S 457 - - - - 
原子炉補機海水系(B) S 457 - - - - 
高圧炉心スプレイ補機海水系 S 119 - - - - 
発電機密封油系,タービン設備系,ター
ビン油処理系 

B,C 81 81 ● ● ● 

固定子冷却系 B,C 18 18 ● ● ● 

タービンヒータードレン系 B,C 998 1527 
- 

(復水給水系に包まれる) 
- 

(復水給水系に包まれる) 
□ 

循環水系 B,C 14452 3130 ● - - 
タービン補機冷却系 B,C 273 241 ● ● ● 
タービン補機海水系 B,C 330 129 ● - ● 
排ガス処理系 B,C 10 4 ● ● ● 
液体廃棄物処理系(放射性ドレン移送
系・機器) 

B,C 8 8 ● ● ● 

液体廃棄物処理系(放射性ドレン移送
系・床) 

B,C 8 8 ● ● ● 

液体廃棄物処理系(非放射性ドレン移
送系) 

B,C 5 5 ● ● ● 

液体廃棄物処理系(ランドリドレン系) B,C 118 118 ● ● ● 
固体廃棄物処理系(フィルタスラッジ
系) 

B,C 84 82 ● ● ● 

空調換気設備冷却水系 B,C 179 216 ● ● ● 
復水輸送系 B,C 75 53 ● ● ● 
補給水系 B,C 35 32 ● ● ● 
消火系 B,C 77 69 ● ● ● 
所内蒸気系（蒸気凝縮水戻り側） B,C 57 6 ● ● ● 
非常用ディーゼル発電機系（燃料油系）
(A) 

S 13 - - - - 

非常用ディーゼル発電機系（燃料油系）
(B) 

S 13 - - - - 

HPCS ディーゼル発電機系（燃料油系） S 13 - - - - 
再生薬品系 B,C 41 41 ● ● ● 

地震時に各エリアで考慮する溢水量の合計[m3] 5989 2730 1332 
●：流入あり  -：流入なし  □：耐震 B,C クラスであるが，基準地震動 Ss による地震力に対してバウンダリ機能が保持できる
※ タービン建物に敷設される原子炉浄化系配管は 25A 以下の配管であり，溢水源として考慮不要

復水器エリア防水壁 

耐震Sクラスエリア（西） 

復水器エリア

耐震Sクラスエリア（東） 
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9.1 復水器エリアにおける溢水 

復水器エリアにおける溢水については，想定破損による溢水では循環水系配管

の伸縮継手部の全円周状の破損を想定し，地震起因による溢水では循環水系配管

の伸縮継手部の全円周状の破損及びその他の耐震 B,Cクラス機器の破損を想定す

る。また，消火水の放水による溢水を想定する。 

9.1.1 評価条件 

(1) 評価条件

・伸縮継手部からの溢水は，破損から循環水ポンプ停止及び復水器水室出入口

弁の閉止までの時間を考慮する。

・循環水系配管の破損箇所での溢水の流出圧力は，循環水ポンプ運転時の系統

圧力とする。なお，配管の圧損については保守的に考慮しない。

・循環水系配管の破損箇所は海水面より高いためサイフォン効果による流入は

ない。 

・地震起因による溢水では，破損を想定する耐震 B,Cクラス機器の保有水を考

慮する。

・地震起因による溢水では，地震に伴い津波が襲来するものとし，循環水系配

管を含む耐震 B,Cクラス機器の破損箇所からの津波の流入を考慮する。

・消火水の放水による溢水では，屋内消火栓からの放水流量を考慮する。

(2) 循環水ポンプ停止及び循環水系弁閉止インターロックについて

a. 概要

地震時に復水器エリア内の伸縮継手部が破損し，循環水系から大量の海水

が流入した場合，溢水防護区画へ海水が伝播し，溢水防護対象設備が機能喪

失に至るおそれがある。このため，図 9-3に示すような地震時に循環水ポン

プ停止，循環水ポンプ出口弁及び復水器水室出入口弁を閉止するインターロ

ックを設置し，復水器エリア内への海水の流入を低減する。 
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図 9-3 循環水ポンプ停止及び循環水系弁閉止インターロック設置概要図 

b. インターロック動作条件

地震時には，確実に漏えいしたことを検出した上でインターロックを動作

させるよう，図 9-4に示すように地震大信号と漏えい検知器動作の AND条件

とする。インターロック回路，循環水ポンプ出口弁及び復水器水室出入口弁

は，基準地震動 Ss に対して機能を維持する設計とし，非常用電源へ接続す

る。漏えい検知は床上 100mmにて検知する設計とする。漏えい検知器の作動

原理は，溢水が電極式レベル計の検知レベルに達すると，電極間が導通し，

漏えいを検知するものである。漏えい検知器の設置箇所を図 9-5に，構造及

び外観を図 9-6に示す。 

図 9-4 循環水ポンプ停止及び循環水系弁閉止インターロック 

地 震 大 

漏えい検知器動作 
循環水ポンプ出口弁閉止 

循 環 水 ポ ン プ 停 止 

復水器水室出入口弁閉止 

  

  

 

 

M 

漏えい検知器 
自動停止 

自動閉止 

自動閉止 
自動閉止 

循環水ポンプ出口弁 

：Ss 機能維持 
タービン建物

放水槽へ 復水器 

水室入口弁 

復水器 

水室出口弁 

伸縮継手破損 

による溢水 

循環水ポンプ 

循環水ポンプエリア 

海水ポンプエリア 

溢水 

海水ポンプエリア
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図 9-5 漏えい検知器設置箇所（タービン建物地下１階） 

復水器エリア防水壁 

漏えい検知器 

循環水系配管の伸縮継手部 耐震Sクラスエリア（西） 

復水器エリア

耐震Sクラスエリア（東） 
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図 9-6 漏えい検知器の構造及び外観 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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c. インターロック設置の必要性

地震起因による溢水量は,インターロック非設置の場合はタービン建物の

貯留可能容積を大きく上回ることから，タービン建物内から原子炉建物，廃

棄物処理建物及び制御室建物へ溢水の流出が考えられる。 

原子炉建物，廃棄物処理建物及び制御室建物への溢水の流出防止のためイ

ンターロックは必要である｡

9.1.2 溢水量 

(1) 想定破損による溢水量

循環水系配管の伸縮継手部からの溢水量は，溢水流量，隔離時間及び循環

水系の保有水量から算出した。隔離時間は，破損から運転員による循環水ポン

プ停止及び復水器水室出入口弁の閉止までの時間とした。算出した溢水流量，

隔離時間及び溢水量をそれぞれ表 9-2～4 に示す。また，実際に漏えい検知に

要する時間は，循環水配管の溢水流量，漏えい検知器動作に必要な溢水量を考

慮した結果，表 9-5 に示すとおり 10 秒未満であり，評価に用いた検知時間５

分は十分に保守的である。 

表 9-2 伸縮継手部からの溢水流量 

部位 内径[mm] 破損幅[mm] 溢水流量[m3/h] 

復水器水室出入口部 2,200 50 13,173 

  表 9-3 伸縮継手部の破損から隔離までの時間 

項目 時間[min] 

漏えい検知器による漏えい検知までの時間  5 

現場への移動時間 20 

漏えい箇所特定に要する時間 30 

循環水ポンプ停止及び復水器水室出入口弁の閉止時間 10 

合計 65 

表 9-4 想定破損による溢水量 

項目 溢水量[m3] 

破損から循環水ポンプ停止及び復水器水室出入口弁 

の閉止までの溢水量 
14,271 

循環水系の保有水量 181 

合計 14,452 
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表 9-5 伸縮継手部の破損から漏えい検知までの時間評価 

循環水系配管の伸縮継手部からの溢水流量 13,173[m3/h] 

復水器エリア EL0.25m～EL2.0mの空間容積 1,827[m3] 

漏えい検知方法 漏えい検知器 

漏えい検知器設定値 床面＋20[mm] 

漏えい検知器動作に必要な溢水量 20.9[m3] 

漏えい検知器動作までの時間 5.8[s] 

(2) 地震起因による溢水量

循環水系配管の伸縮継手部からの溢水量に加え，タービン建物内の耐震 B,C

クラス機器の保有水量から算出した。隔離時間は，地震発生から復水器エリア

の漏えい検知インターロックによる循環水ポンプ停止及び復水器水室出入口

弁の閉止までの時間とした。算出した溢水流量，隔離時間及び溢水量をそれぞ

れ表 9-6～8に示す。 

表 9-6 伸縮継手部からの溢水流量 

部位 部位数 内径[mm] 破損幅[mm] 溢水流量[m3/h] 

復水器水室出入口部 12 2,200 50 
233,534 

復水器水室連絡管部  6 2,100 50 

表 9-7 伸縮継手部の破損から隔離までの時間及び漏えい検知方法 

項目 時間[min] 

地震発生から漏えい検知インターロックによる循環水 

ポンプ停止及び復水器水室出入口弁の閉止までの時間 
１※ 

漏えい検知方法 漏えい検知器 

漏えい検知器設定値 床面＋100[mm] 

※ 漏えい検知時間 3.1[sec]＋弁閉止時間 55[sec]を切り上げた値

表 9-8 地震起因による溢水量 

項目 溢水量[m3] 

循環水系配管の 

伸縮継手部 

地震発生から漏えい検知インターロッ

クによる循環水ポンプ停止及び復水器

水室出入口弁の閉止までの溢水量 

2,047※ 

循環水系の保有水量 1,083 

耐震 B,Cクラス機器の保有水量 2,859

合計 5,989 
※ 233,534[m3/h]×3.1[sec]＋233,534[m3/h]×(60－3.1)[sec]÷2≒2,047[m3]
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(3) 消火水の放水による溢水量

「6.1 溢水量の算定」に基づき，消火水の放水による溢水量の算出に用い

る放水流量を 130[l/min]とし，この値を２倍して溢水流量とした。放水時間

と溢水流量から評価に用いる消火水の放水による溢水量を以下のとおりと

した。 

・130[l/min/個]×2倍×3.0[h]＝46.8[m3]

9.1.3 復水器エリアにおける溢水影響評価結果 

復水器エリアの溢水事象により浸水する範囲について，溢水防護対象設備が設

置されている原子炉建物，廃棄物処理建物及び制御室建物との境界貫通部に対し

て止水処置を施すことにより，溢水防護対象設備への影響がないことを確認した。

各溢水事象における評価結果を以下に示す。 

(1) 想定破損による没水影響評価結果

復水器エリアの溢水を貯留できる EL5.3m（復水器エリア防水壁高さ）以下

の空間容積を表 9-9に示す。 

循環水系配管の伸縮継手部からの溢水量（14,452m3）は，復水器エリアの貯

留可能容積（6,680m3）より大きいことから，タービン建物１階（EL5.5m）を

溢水経路として，耐震 Sクラスエリア（東）に流出する。溢水の浸水する範囲

を図 9-7に，タービン建物全体（耐震 Sクラスエリア（西）を除く）の溢水を

貯留できる EL8.8m（タービン建物から原子炉建物，廃棄物処理建物及び制御

室建物への流出高さ）以下の空間容積を表 9-10 に示す。空間容積の算出にあ

たっては，タービン建物床面積から機器等の設置面積相当分を差し引き，上階

の床スラブ厚を差し引いた高さを乗じて算出した。 

循環水系配管の伸縮継手部からの溢水量（14,452m3）は，タービン建物全体

（耐震 Sクラスエリア（西）を除く）の貯留可能容積（24,816m3）より小さい

ことから（溢水水位 EL5.9m），タービン建物内に貯留可能で，原子炉建物，廃

棄物処理建物及び制御室建物へ溢水の流出がないことを確認した。溢水水位の

算出結果を表 9-11に示す。 

14,452m3 ＞ 6,680m3  

（循環水系配管の伸縮   （復水器エリアの貯留可能容積） 

継手部からの溢水量） 

14,452m3 ＜    24,816m3 

（循環水系配管の伸縮 （タービン建物全体（耐震 Sクラス

継手部からの溢水量） エリア（西）を除く）の貯留可能容積）
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表 9-9 復水器エリアの溢水を貯留できる空間容積 

範囲 空間容積[m3] 

EL0.25～EL2.0m 1,827 

EL2.0 ～EL5.3m 4,853 

合計 6,680 

図 9-7 循環水配管の想定破損により溢水の浸水する範囲 

復水器エリア防水壁 

浸水範囲 
耐震Sクラスエリア（西） 

復水器エリア

耐震Sクラスエリア（東） タービン建物地下１階（EL2.0ｍ）

浸水範囲 

タービン建物１階（EL5.5m）
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表 9-10 タービン建物全体（耐震 Sクラスエリア（西）を除く） 

の溢水を貯留できる空間容積 

範囲 空間容積[m3] 

EL-4.8～EL0.25m 176 

EL0.25～EL2.0m 3,236 

EL2.0 ～EL5.5m 10,052 

EL5.5 ～EL8.8m 11,352 

合計 24,816 

表 9-11 想定破損による溢水水位算出結果 

諸元 値 

①EL5.5mより上部に滞留する溢水量※１ 988[m3] 

②EL5.5mにおける溢水の浸水する範囲の滞留面積 3,440[m2] 

③水上高さ 0.075[m] 

④EL5.5mより上部に滞留する溢水水位※２ 0.4[m]（EL5.9m） 

※１ 循環水系配管の伸縮継手部からの溢水量（14,452m3）から表 9-10にお

ける EL5.5m 以下の空間容積（13,464m3）を差し引いた値 

※２ 以下の式より算出

④＝①／②＋③

(2) 地震起因による没水影響評価結果

地震起因による溢水量(5,989m3）は，復水器エリアの貯留可能容積（6,680m3）

より小さいことから（溢水水位 EL4.8m），復水器エリアに貯留可能で，原子炉

建物，廃棄物処理建物及び制御室建物へ溢水の流出がないことを確認した。溢

水水位の算出結果を表 9-12に示す。 

5,989m3 ＜ 6,680m3  

（地震起因による溢水量）    （復水器エリアの貯留可能容積） 

表 9-12 地震起因による溢水水位算出結果 

諸元 値 

①EL2.0mより上部に滞留する溢水量※１ 4,162[m3] 

②EL2.0mにおける復水器エリアの滞留面積 1,546[m2] 

③水上高さ 0.075[m] 

④EL2.0mより上部に滞留する溢水水位※２ 2.8[m]（EL4.8m） 

※１ 地震による溢水量（5,989m3）から表 9-9における EL2.0m 以下の空間容

積（1,827m3）を差し引いた値 

※２ 以下の式より算出

④＝①／②＋③
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(3) 消火水の放水による没水影響評価結果

消火水の放水による溢水量(46.8m3)は想定破損による溢水量(14,452m3)より

小さいことから，想定破損による溢水評価に包含され，原子炉建物，廃棄物処

理建物及び制御室建物へ溢水の流出がないことを確認した。 
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9.2 耐震 Sクラスエリアにおける溢水 

耐震 Sクラスエリア（東）及び（西）における溢水について，想定破損による

溢水ではエリア内で最も溢水量の大きい復水給水系配管の破損を想定し，地震起

因による溢水では耐震 B,Cクラス機器の破損を想定する。また，消火水の放水に

よる溢水を想定する。 

9.2.1 評価条件 

・想定破損による溢水では，エリア内で最も溢水量の大きい復水給水系配管の

破損を考慮する。

・地震起因による溢水では，破損を想定する耐震 B,Cクラス機器の保有水を考

慮する。

・地震起因による溢水では，地震に伴い津波が襲来するものとし，タービン補

機海水系配管を含む耐震 B,Cクラス機器の破損箇所からの津波の流入を考慮

する。

・消火水の放水による溢水では，屋内消火栓からの放水流量を考慮する。

9.2.2 溢水量 

(1) 想定破損による溢水量

エリア内で想定する溢水のうち，最も溢水量の大きい復水給水系（1,646m3）

とした。 

(2) 地震起因による溢水量

エリア内に設置される耐震 B,Cクラス機器の保有水量から算出した。各エ

リアの溢水量を表 9-13に示す。

表 9-13 地震起因による溢水量 

エリア 溢水量[m3] 

耐震 Sクラスエリア（東） 2,730 

耐震 Sクラスエリア（西） 1,332 

(3) 消火水の放水による溢水量

9.1.2 (2)と同様に，46.8m3とした。

9.2.3 耐震 Sクラスエリア（東）及び（西）における溢水影響評価結果 

耐震 Sクラスエリア（東）及び（西）の溢水事象により浸水する範囲について，

溢水防護対象設備が設置されている原子炉建物，廃棄物処理建物及び制御室建物

との境界貫通部に対して止水処置を施すことにより，溢水防護対象設備への影響

がないことを確認した。各溢水事象における評価結果を以下に示す。 
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(1) 耐震 Sクラスエリア（東）

a. 想定破損による没水影響評価結果

想定破損による溢水量（1,646m3）は，地震起因による溢水量(2,730m3）よ

り小さいことから，地震起因による溢水評価に包含され，原子炉建物，廃棄

物処理建物及び制御室建物へ溢水の流出がないことを確認した。地震起因の

没水影響評価結果を b.項に示す。 

b. 地震起因による没水影響評価結果

耐震 Sクラスエリア（東）の溢水を貯留できる EL4.9m（天井高さ）以下の

空間容積を表 9-14に示す。 

地震起因による溢水量(2,730m3）は，耐震 S クラスエリア（東）の貯留可

能容積（6,598m3）より小さいことから（溢水水位 EL2.8m），エリア内に貯留

可能で，原子炉建物，廃棄物処理建物及び制御室建物へ溢水の流出がないこ

とを確認した。溢水水位の算出結果を表 9-15に示す。 

2,730m3 ＜ 6,598m3  

（地震起因による溢水量）      （耐震 Sクラスエリア（東）の 

貯留可能容積） 

表 9-14 耐震 Sクラスエリア（東）の溢水を貯留できる空間容積 

範囲 空間容積[m3] 

EL-4.8～EL0.25m 176 

EL0.25～EL2.0m 1,409 

EL2.0 ～EL4.9m 5,013 

合計 6,598 

表 9-15 地震起因による溢水水位算出結果 

諸元 値 

①EL2.0mより上部に滞留する溢水量※１ 1,145[m3] 

②EL2.0mにおける耐震 Sクラスエリア（東）の滞留面積 1,731[m2] 

③水上高さ 0.075[m] 

④EL2.0mより上部に滞留する溢水水位※２ 0.8[m]（EL2.8m） 

※１ 地震による溢水量（2,730m3）から表 9-14における EL2.0m 以下の空間

容積（1,585m3）を差し引いた値 

※２ 以下の式より算出

④＝①／②＋③
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c. 消火水の放水による没水影響評価結果

消火水の放水による溢水量（46.8m3）は地震起因による溢水量(2,730m3）よ

り小さいことから，地震起因による溢水評価に包含され，原子炉建物，廃棄

物処理建物及び制御室建物へ溢水の流出がないことを確認した。 

(2) 耐震 Sクラスエリア（西）

a. 想定破損による没水影響評価結果

耐震 Sクラスエリア（西）の溢水を貯留できる EL4.9m（天井高さ）以下の

空間容積を表 9-16に示す。 

想定破損による溢水量（1,646m3）は，耐震 Sクラスエリア（西）の貯留可

能容積（3,131m3）より小さいことから（溢水水位 EL3.6m），エリア内に貯留

可能で，原子炉建物，廃棄物処理建物及び制御室建物へ溢水の流出がないこ

とを確認した。溢水水位の算出結果を表 9-17に示す。 

1,646m3 ＜ 3,131m3  

（想定破損による溢水量）      （耐震 Sクラスエリア（西）の 

貯留可能容積） 

表 9-16 耐震 Sクラスエリア（西）の溢水を貯留できる空間容積 

範囲 空間容積[m3] 

EL2.0 ～EL4.9m 3,131 

表 9-17 想定破損による溢水水位算出結果 

諸元 値 

①EL2.0mより上部に滞留する溢水量 1,646[m3] 

②EL2.0mにおける耐震 Sクラスエリア（西）の滞留面積 1,080[m2] 

③水上高さ 0.075[m] 

④EL2.0mより上部に滞留する溢水水位※１ 1.6[m]（EL3.6m） 

※１ 以下の式より算出

④＝①／②＋③

b. 地震起因による没水影響評価結果

地震起因による溢水量（1,332m3）（溢水水位 EL3.4m）は，想定破損による溢

水量(1,646m3）より小さいことから，想定破損による溢水評価に包含され，原

子炉建物，廃棄物処理建物及び制御室建物へ溢水の流出がないことを確認した。

溢水水位の算出結果を表 9-18に示す。 
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表 9-18 地震起因による溢水水位算出結果 

諸元 値 

①EL2.0mより上部に滞留する溢水量 1,332[m3] 

②EL2.0mにおける耐震 Sクラスエリア（西）の滞留面積 1,080[m2] 

③水上高さ 0.075[m] 

④EL2.0mより上部に滞留する溢水水位※１ 1.4[m]（EL3.4m） 

※１ 以下の式より算出

④＝①／②＋③

c. 消火水の放水による没水影響評価結果

消火水の放水による溢水量（46.8m3）は想定破損による溢水量(1,646m3）よ

り小さいことから，想定破損による溢水評価に包含され，原子炉建物，廃棄

物処理建物及び制御室建物へ溢水の流出がないことを確認した。 
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9.3 海域活断層及び日本海東縁部に想定される地震による津波について 

海域活断層及び日本海東縁部に想定される地震による津波については，図 9-8，

9-9に示す通り，海域と接続のある耐震 B,Cクラス機器のうち，循環水系に加え，

タービン補機海水系についてもインターロックによる弁閉止及び出口側配管の

逆止弁により津波の流入を防止することから，循環水系配管を含む耐震 B,Cクラ

ス機器の破損箇所からタービン建物へ津波の流入はない。タービン補機海水系の

対策概要図を図 9-10-1,2に示す。 

時系列 時系列 

循環水系 循環水系 

タービン

補機海水系 

タービン

補機海水系 

図 9-8 海域活断層に想定される地震による  図 9-9 日本海東縁部に想定される地震による 

津波襲来に係る時系列 津波襲来に係る時系列 

図 9-10-1 タービン補機海水系の対策概要（断面図） 

タービン建物

放水槽 

TCW熱交 

EL8.8m 

循環水 

ﾎﾟﾝﾌﾟｴﾘｱ

取水槽 

EL8.8m 

：Ss機能維持 

TSW ﾎﾟﾝﾌﾟ 

自動閉止

TSW ﾎﾟﾝﾌﾟ 

出口弁 

自動停止

漏えい検知器 

M

海水 

ﾎﾟﾝﾌﾟｴﾘｱ

屋外配管ﾀﾞｸﾄ 

▼地震(海域活断層)

▼溢水発生

インター

ロックに

よるポン

プ停止及

び弁閉止

約１分 約２分 

▼地震(敷地近傍)

▼溢水発生

約１分 １日 

▼地震後点検

津波流入 

なし 

津波流入 

なし 

津波流入 

なし 

インター

ロックに

よるポン

プ停止及

び弁閉止

津波流入 

なし 

▼海域活断層に
想定される地
震による津波
襲来

▼日本海東縁部
に想定される
地震による津
波襲来

インター

ロックに

よるポン

プ停止及

び弁閉止

インター

ロックに

よるポン

プ停止及

び弁閉止
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図 9-10-2 タービン補機海水系の対策概要（平面図） 

屋外配管ダクト
（タービン建物～放水槽）

T

T

取水槽

タービン建物

Ｃ

放水槽

ＣＳＷ排水ダクト

T

R

R

R

R

H

J

J

復
水
器

Ｃ

Ｃ

注) 浸水防護機能を除く耐震クラスを記載

TCW熱交

循環水
ポンプエリア

海水
ポンプエリア

：Ss機能維持
：電動弁，逆止弁
：防水壁
：タービン補機海水系配管（耐震Ｃクラス）

，

【凡例】

R

H

T

C

Ｊ

：原子炉補機海水ポンプ（耐震Ｓクラス）
：高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ（耐震Ｓクラス）
：タービン補機海水ポンプ（耐震Ｃクラス）
：循環水ポンプ（耐震Ｃクラス）
：除じんポンプ（耐震Ｃクラス）
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9.4 タービン建物に設置されている防護対象設備について 

タービン建物に設置されている原子炉補機海水系配管等の防護対象設備につ

いて，それらの設備が溢水により機能喪失しないことを確認した。 

(1) 防護対象設備について

タービン建物のうち，最終滞留区画に設置されている防護対象設備の配置

を図 9-11に，防護対象設備を表 9-19に示す。 

図 9-11 防護対象設備配置図 

表 9-19 防護対象設備 

設置区画 設備 

タービン建物

原子炉補機海水系 
配管 

ケーブル

高圧炉心スプレイ補機海水系 
配管 

ケーブル

非常用ディーゼル発電機系 配管 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機系 
配管 

ケーブル

非常用ガス処理系 配管 

廃棄物処理建物地下 2階 

U U 

U U 

U 

U 

U 

U U 

取水槽循環水ポンプエリア 

取水槽海水ポンプエリア 

U 
U 

U U U U 

U 

U 

タービン建物地下 1階 

原子炉建物地下 2階 

U 

  

耐震 S クラスエリア（西） 

復水器エリア 

耐震 S クラスエリア（東） 
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(2) 配管及びケーブルの溢水影響について

a. 評価条件について

9.1 項及び 9.2 項の評価より，タービン建物における最大の溢水水位

EL5.9mに相当する水頭圧を外圧条件とした。 

b. 評価結果

(a) 配管

没水時の外圧に対する健全性評価の例を表 9-20に示す。なお，弁は配管

に比べ肉厚であるため，配管の評価に包含される。配管の製造最小厚さか

ら外圧に対する許容圧力を算出し，没水時の外圧に対する健全性を確認し

た。 

(b) ケーブル

ケーブルはシース（難燃性特殊耐熱ビニル）で覆った構造であり，非常

時の環境条件（静水圧換算：18m以上）を考慮した設計であるため，没水時

の外圧により機能喪失しない。また，海水に対する影響については，海水

による浸水試験（試験時間：200時間）を実施し，外観及び絶縁抵抗に影響

がないことを確認している。なお，没水するケーブルについては溢水によ

り機能を喪失する接続部（端子部）がないことを確認した。 

表 9-20 タービン建物に敷設される配管の外圧に対する許容圧力 

系統 
原子炉補機海

水系配管 

高圧炉心スプ

レイ補機海水

系配管

非常用ディー

ゼル発電機系

配管 

高圧炉心スプ

レイ系ディー

ゼル発電機系

配管

非常用ガス処

理系配管 

外径 Do[㎜] 711.2 267.4 60.5 60.5 406.4 

板厚 t[㎜] 9.5 9.3 5.5 5.5 9.5 

製造上最小厚

さ ts[㎜] 
8.5 8.13 4.81 4.81 8.31 

付録材料図 表 

Part7 により

定まる値 B 

9.7 55 110 110 34 

材質 SM41C STPT42 STPT42 STPT42 STPT42 

水頭圧[MPa] 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 

許 容 圧 力

[MPa]
※ 0.15 2.22 11.6 11.6 0.92 

許容圧力＞水

頭圧判定 
○ ○ ○ ○ ○ 

※ 「発電用原子力設備規格 設計・建設規格 （JSME S NC1-2005/2007）」

「PPC-3411 直管 (2) 外圧を受ける直管」を準用した以下の式を用い，製造上の最小厚さから許

容圧力を算定した値 

𝑡𝑠 
=

3𝑃𝑒𝐷0

4𝐵

Pe：許容圧力［ＭPa］ 
ts ：製造上の最小厚さ［ｍｍ］ 
D0：管の外径［ｍｍ］ 
Ｂ：付録材料図 表 Part7により定まる値 
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9.5 循環水ポンプエリアにおける溢水 

海水ポンプエリアに隣接する循環水ポンプエリアの循環水系配管の伸縮継手

部の全円周状の破損を想定し，海水ポンプエリアへの溢水影響を評価した。算出

した溢水流量を表 9-21に，溢水影響評価結果を表 9-22に示す。越流水深の算出

にあたっては，Govinda Raoの式（補足説明資料 30参照）を使用した。 

海水ポンプエリアに設置している海水ポンプエリア防水壁（EL10.8m）は，循

環水ポンプエリア天端（EL8.8m）より 2.0m高く設計しており，隣接する循環水

ポンプエリアでの想定破損により溢水が発生した場合においても，循環水ポンプ

エリア天端の越流水深は 0.24mであることから，海水ポンプエリア防水壁を越流

して隣接する海水ポンプエリアに流入することはない。循環水系配管破損時の平

面図を図 9-12に，断面図を図 9-13に示す。 

表 9-21 循環水系配管の伸縮継手部の溢水流量 

部位 内径[mm] 破損幅[mm] 溢水流量[m3/h] 

循環水ポンプ出口配管伸縮継手部 2,600 50 15,590 

表 9-22 循環水ポンプエリアの溢水影響評価結果 

W 循環水ポンプエリア壁の高さ[m] 7.7 

B 排出を期待する開口長さ[m] 23.6 

L 循環水ポンプエリア壁の幅[m] 1.0 

Q エリア内の溢水流量[m3/h] 15,590 

h 越流水深[m] 0.24 

H 許容越流水深[m] 2.0 

評価結果(判定基準：H≧h) ○ 
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図 9-12 取水槽海水ポンプエリア平面図（循環水系配管破損時） 

図 9-13 取水槽海水ポンプエリア断面図（循環水系配管破損時） 

取水槽海水ポンプエリア水密扉

取水槽除じん機エリア水密扉

取水槽床ドレン逆止弁

貫通部止水処置

取水槽除じん機エリア防水壁

取水槽海水ポンプエリア防水壁

分離壁

原子炉補機海水ポンプ
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Ｃ

Ｃ

Ｃ
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周囲より越流する 

取水槽海水ポンプエリア水密扉

取水槽除じん機エリア水密扉

取水槽床ドレン逆止弁
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取水槽除じん機エリア防水壁
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9.6 評価結果 

9.1～9.5の各溢水事象により浸水する範囲について，溢水防護対象設備が設

置されている原子炉建物，廃棄物処理建物，制御室建物及び海水ポンプエリアと

の境界貫通部に対して止水措置を施すことにより，溢水防護対象設備への影響が

ないことを確認した。 
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10. 建物外からの溢水影響評価

島根原子力発電所２号炉における溢水防護対象設備を内包する建物の外部に

ある溢水源としては，海水を除き，屋外タンク及び貯水槽等（以下「屋外タンク

等」という。）の保有水並びに地下水が挙げられる。ここでは，これらの溢水が

溢水防護対象設備に与える影響を評価する。 

なお，海水の溢水に関しては「9. 溢水防護対象設備が設置されているエリア

外からの溢水影響評価」及び設置許可基準規則 第五条（津波による損傷の防止）

に対する適合性において説明する。また，屋外タンク等は全て大気開放構造であ

り，最高使用圧力が静水頭圧であるため，想定破損による溢水源として考慮しな

い。 

10.1 屋外タンク等の溢水による影響 

(1) 地震起因による屋外タンク等からの溢水影響

屋外タンク等の溢水として，地震による損傷が否定できない屋外タンク等の

破損による溢水を考慮する必要がある。 

島根原子力発電所の敷地内に設置されている屋外タンク等のうち溢水源と

する屋外タンク等を溢水源とする屋外タンク等の選定フロー（図 10-1）により

抽出した（詳細を補足説明資料 27に示す）。結果を表 10-1 に，また抽出され

た屋外タンク等の配置を図 10-2に示す。 
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図 10-1 溢水源とする屋外タンク等の選定フロー 

地上部に設置した内部流体が液体

の敷地内の屋外タンク等 

溢水源とする 

No 

Yes 

No 

Yes 
 

 

 
Yes 

No 

溢水源としない 

基準地震動 Ssによる地震力に対し， 

タンク又は防油堤等のバウンダリ機能が 

保持できる 

タンクを空運用する 

油・薬品（劇物）を 

内包している 
 

ＦＲＰ又は樹脂系塗装等で塗装され

た保有水量全量を保持できる堰の設

置等の流出防止対策を実施 
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表 10-1 溢水源とする屋外タンク等 

 
※１ 輪谷貯水槽のスロッシング解析値（1,694m3）と実験値の差を踏まえて 1.1倍し，切上げた値。 
※２ ( )内はエリア内の溢水源とする屋外タンク等の保有水量の合計を示す。 
※３ 評価に用いる溢水量は保有水量を以下の通り割り増した。 

20m3以上 100m3以下の屋外タンク等：1.5倍 
100m3を超える屋外タンク等：1.1倍 
輪谷貯水槽（東側）：1,864m3を上回る 2,200m3とした。

No 名称
保有水量

[m3]

溢水伝播
挙動評価
に用いる
溢水量

[m
3
]
※3

配置
No

保有水量20ｍ3

以上（山間部
除く）の屋外

タンク等

エリア
No

合計
保有水量

[m3]

溢水伝播
挙動評価
に用いる

合計溢水量

[m3]※2

1 雑用水タンク 33 49 25 ○
2 宇中系統中継水槽（西山水槽） 30 45 26 ○
3 碍子水洗タンク 146 161 22 ○
4 ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ発電機用軽油タンク用消火タンク 49 73 23 ○
5 A-44m盤廻り消火設備タンク(南側) 155 171 30 ○
6 B-44m盤廻り消火設備タンク(南側) 155 171 30 ○
7 輪谷貯水槽（東側）沈砂池 260 286 20 ○
8 原水80ｔ水槽 80 120 24 ○
9 仮設水槽-1(2号西側法面付近) 20 30 39 ○
10 仮設水槽-2(2号西側法面付近) 20 30 40 ○
11 仮設水槽-3(2号西側法面付近) 20 30 45 ○
12 輪谷貯水槽（東側） 1,864※1 2,200 19 ○

13 泡消火薬剤貯蔵槽（ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ発電機用軽油タンク） 1 － n-43 －
14 山林用防火水槽（スカイライン） 50 － n-52 －
15 山林用防火水槽（スカイライン） 50 － n-52 －
16 仮設水槽(2号西側法面付近) 2 － n-59 －
17 防火水槽 20 － n-74 －
18 防火水槽 20 － n-73 －
19 鉄イオン溶解タンク（２号） 19 － n-9 －
20 純水タンク(A) 600 660 10 ○
21 純水タンク(B) 600 660 10 ○
22 ２号ろ過水タンク 3,000 3,300 11 ○
23 １号除だく槽 87 131 12 ○
24 １号ろ過器 62 93 13 ○
25 ２号除だく槽 102 113 14 ○
26 ２号ろ過器 36 54 15 ○
27 ２号濃縮槽 30 45 16 ○
28 １号ろ過水タンク 3,000 3,300 17 ○
29 74ｍ盤受水槽（２槽） 60 90 27 ○
30 純水装置廃液処理設備 42 63 31 ○
31 22ｍ盤受水槽 30 45 37 ○
32 59ｍ盤トイレ用水貯槽 32 48 44 ○
33 補助ボイラーブロータンク 1 － n-24 －
34 補助ボイラー冷却水冷却塔 1 － n-24 －
35 C－真空脱気塔 3 － n-28 －
36 D－真空脱気塔 3 － n-28 －
37 C/D用冷却水回収槽 2 － n-28 －
38 A-真空脱気塔 2 － n-38 －
39 B-真空脱気塔 2 － n-38 －
40 冷却水回収槽 2 － n-38 －
41 １号除だく槽排水槽 7 － n-41 －
42 トイレ用ろ過水貯槽 8 － n-41 －
43 変圧器消火水槽 306 336 4 ○
44 電解液受槽（１号） 22 33 5 ○
45 A-SB廻り消火設備タンク 46 69 18 ○
46 B-SB廻り消火設備タンク 46 69 18 ○
47 管理事務所4号館用消火タンク 21 32 36 ○
48 電解液受槽（２号） 10 － n-8 －
49 １号海水電解装置電解槽(循環ﾗｲﾝ　8槽) 2 － n-8 －
50 ２号海水電解装置電解槽(非循環ﾗｲﾝ　12槽) 2 － n-8 －
51 ３号ろ過水タンク（A) 1,000 1,100 1 ○
52 ３号純水タンク（A) 1,000 1,100 2 ○
53 消火用水タンク（A) 1,200 1,320 3 ○
54 消火用水タンク（B） 1,200 1,320 3 ○
55 ３号仮設海水淡水化装置（海水受水槽） 25 38 29 ○
56 仮設合併処理槽 31 46 34 ○
57 ３号純水タンク（B） 1,000 1,100 32 ○
58 ３号ろ過水タンク（B） 1,000 1,100 33 ○
59 A-44m盤廻り消火設備タンク(北側) 155 171 38 ○
60 B-44m盤廻り消火設備タンク(北側) 155 171 38 ○
61 宇中受水槽 24 36 46 ○
62 宇中合併浄化槽（１） 63 94 42 ○
63 宇中合併浄化槽（２） 126 139 43 ○
64 海水電解装置脱気槽 12 － n-13 －
65 補助ボイラー排水処理装置　排水ｐＨ中和槽 3 － n-14 －
66 重油タンク用泡原液差圧調合槽 2 － n-15 －
67 補助ボイラー補機冷却水薬液注入貯槽 1 － n-14 －
68 ブロータンク 1 － n-14 －
69 排水放流槽 1 － n-14 －
70 訓練用模擬水槽 4 － n-58 －
71 ３号仮設海水淡水化装置（RO処理水槽） 15 － n-76 －
72 ３号仮設海水淡水化装置（仮設純水槽） 5 － n-77 －
73 管理事務所１号館東側調整池 1,520 1,672 9 ○
74 A-50m盤廻り消火設備タンク 155 171 28 ○
75 B-50m盤廻り消火設備タンク 155 171 28 ○
76 濁水処理装置 10 － n-71 － 10

20,024 22,256

14

合　計

エリア
④

6,979

7,735
(7,023)

エリア
⑤

1,830 2,014
(1,840)

44

31

2,832

エリア
③

441
539

(455)

エリア
①

162

3,366
(2,994)

エリア
②

7,681

8,602
(7,712)
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a. 屋外タンク等の溢水伝播挙動評価 

屋外タンク等の地震による損傷形態としてはタンクの側板基礎部や側板

上部の座屈，また接続配管の破断等が考えられる。このため，地震により

タンクに大開口が生じ短時間で大量の水が流出するようなことはないと考

えられるが，屋外タンク等の損傷形態及び流出水の伝播に係る条件につい

て，以下に示す保守的な設定を行った上で，溢水伝播挙動評価を行う。 

溢水伝播挙動評価は汎用熱流体解析コード Fluentを用いて，以下に示す

評価モデルにより敷地の水位を算出する。 

なお，輪谷貯水槽（東側）は，溢水防護対象設備の設置されている建物

より高所に設置しており，溢水防護対象設備の設置されている建物・区画

へ流下することが考えられるため，基準地震動 Ssによって生じるスロッシ

ング量を考慮する。 

 

■溢水伝播挙動評価条件 

○溢水源となる屋外タンク等を表現し，地震による損傷をタンク側板が

瞬時に消失するとして模擬する。 

○構内排水路による排水機能及び敷地外への排出は期待しない。 

○輪谷貯水槽(東側)は基準地震動Ssによって生じるスロッシングによる

溢水量（時刻歴）を模擬する。 

 

■評価モデル 

島根原子力発電所の敷地形状を三次元モデルで模擬する。評価モデルを

図 10-3-1に示す。 

溢水源のモデル化にあたっては，敷地形状（尾根，谷，敷地高さ）を踏

まえた発電所構内に流入する降水の集水範囲から，屋外タンク等の設置エ

リアを５箇所のエリアに区分する。エリアを区分するうえで考慮した敷地

形状を表 10-2に示す。 

表 10-1に示す保有水量 20ｍ3以上（山間部除く）の屋外タンク等はその

設置位置でモデル化する。また，分散している溢水源を集中させることで

水位が高くなることから，保有水量 20m3未満または山間部の屋外タンク等

は，その設置位置でモデル化せず，各エリアでモデル化する屋外タンク等

の保有水量を割り増すことで考慮する。 

区分した各エリアと屋外タンク等の配置を図 10-2 に，各エリア内の屋

外タンク等の合計保有水量と溢水伝播挙動評価に用いる溢水量を表 10-1

に示す。 
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表 10-2 エリア区分で考慮した敷地形状 

設置エリア 考慮した主な敷地形状 

エリア①／② 尾根 

エリア①／③ 敷地高さ 

エリア①／④ 尾根 

エリア②／③ 敷地高さ 

エリア②／⑤ 敷地高さ 

エリア③／⑤ 谷 

 

 

 
図 10-3-1 溢水伝播挙動の評価モデル 

 

 

 

b. 評価結果 

評価の結果として得られた溢水伝播挙動を図 10-3-2に，代表箇所におけ

る浸水深の時刻歴を図 10-3-3に，最大浸水深を表 10-3 に示す。

その他溢水源 輪谷貯水槽(東側) 

基準地震動 Ssよるスロッシン

グを模擬 

 

基準地震動 Ssの水平加速度が最大のとき全

周が瞬時に消失するとして損傷を模擬 

 

評価モデル 

9条-別添1-10-6

174



 

 

図
10
-3
-2
 
 屋

外
タ
ン
ク
の
溢
水
伝
播
挙
動
（

1／
2）

 

 

5
.
0
 
[
s
]

1
0
.
0
 
[
s
]

2
0
.
0
 
[
s
]

6
0
.
0
 
[
s
]

9条-別添1-10-7

175



 

 

図
10
-3
-2
 
 屋

外
タ
ン
ク
の
溢
水
伝
播
挙
動
（

2／
2）

 

12
0.
0 

[s
]

30
0.
0 

[s
]

60
0.
0 
[s
]

12
00
.0
 [
s]

9条-別添1-10-8

176



図
10
-3
-3
 
代
表
箇
所
に
お
け
る
浸
水
深
時
刻
歴

 

地
点
1
0

地
点
1
1

地
点
１

地
点
２

地
点
３

地
点
４

地
点
５

地
点
６

地
点
７

地
点
８

地
点
９

時
間
[m
in
]

時
間
[m
in
]

時
間
[m
in
]

0
.0

0
.2

0
.4

0
.6

0
.8

1
.0

1
.2

1
.4

1
.6

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

浸水深[m]

時
間
[m
in
]

0
.0

0
.2

0
.4

0
.6

0
.8

1
.0

1
.2

1
.4

1
.6

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

浸水深[m]

時
間
[m
in
]

0
.0

0
.2

0
.4

0
.6

0
.8

1
.0

1
.2

1
.4

1
.6

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

浸水深[m]

時
間
[m
in
]

時
間
[m
in
]

時
間
[m
in
]

0
.0

0
.2

0
.4

0
.6

0
.8

1
.0

1
.2

1
.4

1
.6

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

浸水深[m]

時
間
[m
in
]

時
間
[m
in
]

時
間
[m
in
]

0
.0

0
.2

0
.4

0
.6

0
.8

1
.0

1
.2

1
.4

1
.6

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

浸水深[m]

0
.0

0
.2

0
.4

0
.6

0
.8

1
.0

1
.2

1
.4

1
.6

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

浸水深[m]

0
.0

0
.2

0
.4

0
.6

0
.8

1
.0

1
.2

1
.4

1
.6

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

浸水深[m]

0
.0

0
.2

0
.4

0
.6

0
.8

1
.0

1
.2

1
.4

1
.6

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

浸水深[m]

0
.0

0
.2

0
.4

0
.6

0
.8

1
.0

1
.2

1
.4

1
.6

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

浸水深[m]

0
.0

0
.2

0
.4

0
.6

0
.8

1
.0

1
.2

1
.4

1
.6

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

浸水深[m]

0
.0

0
.2

0
.4

0
.6

0
.8

1
.0

1
.2

1
.4

1
.6

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

浸水深[m]

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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表 10-3 代表箇所における最大浸水深 

代表箇所 基準高さ 
EL［m］ 

最大 
浸水深 
[m] 

建物外周扉等 
の設置位置 
EL［m］ 

地点１ 原子炉建物南面 15.0 0.05 15.3 

地点２ 原子炉建物西面１ 15.0 0.01 15.3 

地点３ 原子炉建物西面 2 15.0 0.03 15.3 

地点４ タービン建物南面１ 8.5 0.23 8.8 

地点５ タービン建物南面 2 8.5 0.72 8.9 

地点６ タービン建物南面 3 8.5 0.22 9.1 

地点７ タービン建物南面 4 8.5 0.21 9.26 

地点８ 海水ポンプエリア西面 8.5 0.21 10.8 

地点９ 海水ポンプエリア東面 8.5 0.36 10.8 

地点 10 廃棄物処理建物南面 15.0 0.33 15.35 

地点 11 
B-非常用ディーゼル発電機燃料

貯蔵タンク格納槽北面 
15.0 0.02 15.35 

 

c. 影響評価 

屋内に設置される溢水防護対象設備の建物外からの溢水に対する浸水経

路としては表 10-4 に示す経路が挙げられる。なお，制御室建物については

直接地表面と接する外壁はなく，屋外タンク等の溢水が直接浸水する経路は

ない。 

    また，屋外に設置されている溢水防護対象設備としては以下があるが，     

これらに対する浸水経路は地表部からの直接伝播となる。 

・A,H-非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプ 

・B-非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプ 

・原子炉補機海水ポンプ 

・高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ 

 

    以上の各浸水経路のうち，溢水防護区画への浸水経路①～⑤に対する影    

響評価の結果は次の通りであり，いずれの経路からも溢水防護区画への浸

水はない。 

 

浸水経路① 

溢水防護対象設備を設置する原子炉建物及び廃棄物処理建物については，

各扉付近の溢水水位より外壁に設置された扉の設置位置（敷地高さ(EL15.0m)

から 0.3m 以上）が高いことから溢水防護区画への浸水はない。タービン建物

については，外壁にある扉付近の水位が最大で 0.72mであり，扉の設置位置（タ

ービン建物東側開口部下端高さ 0.4m）を超えるが，開口部下端高さを超える

水位の継続時間が短く，流入する溢水は約５m3と少量である。タービン建物の
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うち耐震 S クラスエリア（東）内に流入した場合，耐震 S クラスエリア（東）

における地震起因による溢水量（約 2,730m3）に含めても，耐震Ｓクラスエリ

ア（東）の溢水を貯留できる空間容積（約 6,598m3）より小さく貯留可能であ

ることから溢水防護区画への浸水はない。 

 

 浸水経路② 

溢水伝播挙動評価による建物廻りの水位は最大でも 0.8m 程度である。これ

に対して，地上１m以下の貫通部に対してシリコン等の止水措置を実施してい

ない箇所はないため，本経路から溢水防護区画への浸水はない。 

 

浸水経路③ 

２号炉建物に隣接する１号炉原子炉建物，タービン建物及び廃棄物処理建

物については敷地高さ(EL8.5m 及び EL15.0m)から 0.3m の高さまで建物扉や貫

通部がないことを確認している。屋外タンク等からの溢水が 1号炉タービン建

物等に流入した場合でも，その水の量は僅かと考えられるが，保守的な想定と

して１号炉タービン建物近傍に設置する溢水源となるタンク（純水タンク（Ａ）

（Ｂ））（約 1,200m3）が流入したとしても１号炉タービン建物の貯留可能容積

は 11,170m3 であるため，流入水は当該建物内に収容されることから，本経路

から溢水防護区画への浸水はない。 

 

浸水経路④ 

地下ダクト等はEL8.5mの地下部に７箇所，EL15.0mの地下部に４箇所あり，

屋外とダクト又はダクトと建物境界部に止水処置を実施するため，本経路から

溢水防護区画への浸水はない（詳細評価は補足説明資料 9に示す）。 

 

浸水経路⑤ 

建物間接合部にはエキスパンションジョイント止水板等が設置されている

ため，本経路から溢水防護区画への浸水はない。 

 

一方，屋外に設置される A,H-非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプについ

ては，当該設備を設置する区画に止水性を有した高さ２m の竜巻防護対策設備を

設置すること，また，B-非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプについては，当

該設備近傍の浸水深は低く（表 10-3 地点 11 最大浸水深：0.02m），扉の設置位

置（敷地高さ(EL15.0m)から 0.35m）の方が高いことから溢水防護区画への浸水は

ない。 

原子炉補機海水ポンプ及び高圧炉心スプレイ補機海水ポンプについては，当該

設備を設置する取水槽海水ポンプエリアの天端開口部に高さ２m の防水壁を設置

することにより，溢水による影響を防止する。 

なお，詳細設計の段階において屋外に設置する溢水防護対象設備についても，
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本項に示す溢水伝播挙動評価により得られる各設置位置における浸水深に対し

て対策を講ずることにより，溢水による影響を防止する。 

 

以上より，地震起因による屋外タンク等からの溢水は，溢水防護対象設備に影

響を与えることがないものと評価する。 

 

表 10-4  溢水防護区画への浸水経路 

NO. 浸水経路 

①  建物外壁にある扉 

②  建物外壁にある隙間部（配管貫通部） 

③  
1号建物扉 

→1号建物扉と溢水防護対象設備を設置された建物の境界における開口部 

④  地下ダクト接続箇所 

⑤  建物間の接合部 
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(2) 土石流による屋外タンク等からの溢水影響 

屋外タンク等の溢水として，土石流による損傷が否定できない屋外タンク等

の損傷による溢水を考慮する必要がある。 

島根原子力発電所の敷地内に設置されている屋外タンク等のうち土石流危

険区域内に設置される屋外タンク等を溢水源として抽出した。結果を表 10-5

に，また抽出された屋外タンク等の配置を図 10-5に示す。なお，輪谷貯水槽

（西側）はコンクリート構造の密閉式貯水槽であるため，溢水源としない。 

 

表 10-5 溢水源とする屋外タンク等 

 
※１ ( )内はエリア内の溢水源とする屋外タンク等の保有水量の合計を示す。 
※２ 評価に用いる溢水量は保有水量を以下の通り割り増した。 

20m3以上 100m3以下の屋外タンク等：1.5倍 
100m3を超える屋外タンク等：1.1倍 

No 名称
保有水量

[m
3
]

溢水伝播
挙動評価
に用いる
溢水量

[m3]※2

配置
No

保有水量20ｍ3

以上の屋外タ
ンク等

エリア
No

合計
保有水量

[m3]

溢水伝播
挙動評価
に用いる

合計溢水量

[m3]※1

1 A-44m盤廻り消火設備タンク(南側) 155 171 30 ○
2 B-44m盤廻り消火設備タンク(南側) 155 171 30 ○
3 輪谷貯水槽（東側）沈砂池 260 286 20 ○
4 輪谷貯水槽（東側） 10,000 11,000 19 ○
5 25MVA緊急用変圧器 15 － n-60 － 15
6 ２号ろ過水タンク 3,000 3,300 11 ○
7 １号除だく槽 87 131 12 ○
8 １号ろ過器 62 93 13 ○
9 ２号除だく槽 102 113 14 ○
10 ２号ろ過器 36 54 15 ○
11 ２号濃縮槽 30 45 16 ○
12 １号ろ過水タンク 3,000 3,300 17 ○
13 22ｍ盤受水槽 30 45 37 ○
14 １号除だく槽排水槽 7 － n-41 －
15 トイレ用ろ過水貯槽 8 － n-41 －
16 A-SB廻り消火設備タンク 46 69 18 ○
17 B-SB廻り消火設備タンク 46 69 18 ○
18 管理事務所4号館用消火タンク 21 32 36 ○

17,060 18,879

エリア
①

10,570 11,628
(10,585)

合　計

エリア
②

6,347
7,081

(6,362)

エリア
③

113
170

(113)

15
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a. 屋外タンク等の溢水伝播挙動評価 

屋外タンク等の土石流による損傷形態及び流出水の伝播に係る条件につ

いて，以下に示す保守的な設定を行った上で，溢水伝播挙動評価を行う。 

溢水伝播挙動評価は汎用熱流体解析コード Fluentを用いて，以下に示す

評価モデルにより敷地の水位を算出する。 

 

■溢水伝播挙動評価条件 

○溢水源となる屋外タンク等を表現し，土石流による損傷をタンク側板

が瞬時に消失するとして模擬する。なお，輪谷貯水槽（東側）も貯水槽

側壁が瞬時に消失するとして模擬する。 

○構内排水路による排水機能及び敷地外への排出は期待しない。 

 

■評価モデル 

島根原子力発電所の敷地形状を三次元モデルで模擬する（図 10-3-1）。 

溢水源のモデル化にあたっては，敷地形状（尾根，谷，敷地高さ）を踏

まえた発電所構内に流入する降水の集水範囲から，屋外タンク等の設置エ

リアを５箇所のエリアに区分する。エリアを区分するうえで考慮した敷地

形状を表 10-2に示す。 

表 10-5に示す保有水量 20ｍ3以上の屋外タンク等はその設置位置でモデ

ル化する。また，分散している溢水源を集中させることで水位が高くなる

ことから，保有水量 20m3未満の屋外タンク等は，その設置位置でモデル化

せず，各エリアでモデル化する屋外タンク等の保有水量を割り増すことで

考慮する。 

区分した各エリアと屋外タンク等の配置を図 10-5 に，各エリア内の屋

外タンク等の合計保有水量と溢水伝播挙動評価に用いる溢水量を表 10-5

に示す。 

 

b. 評価結果 

評価の結果として得られた溢水伝播挙動を図 10-5-1に，代表箇所におけ

る最大浸水深を表 10-6に示す。 
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表 10-6 代表箇所における最大浸水深 

代表箇所 
基準高さ 
EL［m］ 

最大浸水深 
[m] 

建物外周扉等 
の設置位置 
EL［m］ 

地点１ 原子炉建物南面 15.0 0.06 15.3 

地点２ 原子炉建物西面１ 15.0 0.11 15.3 

地点３ 原子炉建物西面 2 15.0 0.12 15.3 

地点４ タービン建物南面１ 8.5 0.21 8.8 

地点５ タービン建物南面 2 8.5 0.33 8.9 

地点６ タービン建物南面 3 8.5 0.21 9.1 

地点７ タービン建物南面 4 8.5 0.21 9.26 

地点８ 海水ポンプエリア西面 8.5 0.20 10.8 

地点９ 海水ポンプエリア東面 8.5 0.29 10.8 

地点 10 廃棄物処理建物南面 15.0 0.32 15.35 

地点 11 
B-非常用ディーゼル発電機燃料

貯蔵タンク格納槽北面 
15.0 0.08 15.35 

 

  c. 影響評価 

    屋内に設置される溢水防護対象設備の建物外からの溢水に対する浸水経    

路としては表 10-4 に示す経路が挙げられる。なお，制御室建物については

直接地表面と接する外壁はなく，屋外タンク等の溢水が直接浸水する経路は

ない。 

また，屋外に設置されている溢水防護対象設備としては以下があるが， 

これらに対する浸水経路は地表部からの直接伝播となる。 

・A,H-非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプ 

・B-非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプ 

・原子炉補機海水ポンプ 

・高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ 

 

以上の各浸水経路のうち，溢水防護区画への浸水経路①～⑤に対する影響 

評価の結果は次の通りであり，いずれの経路からも溢水防護区画への浸水は

ない。 

 

浸水経路① 

溢水防護対象設備を設置する原子炉建物及び廃棄物処理建物については，

各扉付近の溢水水位より外壁に設置された扉の設置位置（敷地高さ(EL15.0m)

から 0.3m 以上）が高いことから溢水防護区画への浸水はない。また，タービ

ン建物についても，各扉付近の溢水水位より外壁に設置された扉の設置位置

（敷地高さ(EL8.5m)から 0.3m 以上）が高いことから溢水防護区画への浸水は

ない。 
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浸水経路② 

溢水伝播挙動評価による建物廻りの水位は最大でも 0.4m 程度である。これ

に対して，地上１m以下の貫通部に対してシリコン等の止水措置を実施してい

ない箇所はないため，本経路から溢水防護区画への浸水はない。 

 

浸水経路③ 

２号炉建物に隣接する１号炉原子炉建物，タービン建物及び廃棄物処理建

物については敷地高さ(EL8.5m 及び EL15.0m)から 0.3m の高さまで建物扉や貫

通部がないことを確認している。屋外タンク等からの溢水が 1号炉タービン建

物等に流入した場合でも，その水の量は僅かと考えられるが，保守的な想定と

して，土石流危険区域内ではないが１号炉タービン建物近傍に設置するタンク

（純水タンク（Ａ）（Ｂ））（約 1,200m3）が流入したとしても１号炉タービン建

物の貯留可能容積は 11,170m3 であるため，流入水は当該建物内に収容される

ことから，本経路から溢水防護区画への浸水はない。 

 

浸水経路④ 

地下ダクト等はEL8.5mの地下部に７箇所，EL15.0mの地下部に４箇所あり，

屋外とダクト又はダクトと建物境界部に止水処置を実施するため，本経路から

溢水防護区画への浸水はない（詳細評価は補足説明資料 9に示す）。 

 

浸水経路⑤ 

建物間接合部にはエキスパンションジョイント止水板等が設置されている

ため，本経路から溢水防護区画への浸水はない。 

 

一方，屋外に設置される A,H-非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプについ

ては，当該設備を設置する区画に止水性を有した高さ２m の竜巻防護対策設備を

設置すること，また，B-非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプについては，当

該設備近傍の浸水深は低く（表 10-6 地点 11 最大浸水深：0.08m），扉の設置位

置（敷地高さ(EL15.0m)から 0.35m）の方が高いことから溢水防護区画への浸水は

ない。 

原子炉補機海水ポンプ及び高圧炉心スプレイ補機海水ポンプについては，当該

設備を設置する取水槽海水ポンプエリアの天端開口部に高さ２m の防水壁を設置

することにより，溢水による影響を防止する。 

なお，詳細設計の段階において屋外に設置する溢水防護対象設備についても，

本項に示す溢水伝播挙動評価により得られる各設置位置における浸水深に対し

て対策を講ずることにより，溢水による影響を防止する。 

 

以上より，土石流による屋外タンク等の溢水は，溢水防護対象設備に影響を与

えることがないものと評価する。 
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10.2 地下水の溢水による影響 

島根原子力発電所２号炉では，溢水防護区画を構成する原子炉建物，廃棄物処

理建物及び制御室建物の周辺地下部に，図 10-6 に示すように地下水位低下設備

を設置することとしており，同設備により各建物周辺に流入する地下水の排出を

行う。 

 

10.2.1 各建物の地下水位低下設備の設置について 

原子炉建物，廃棄物処理建物及び制御室建物の周辺地下部に，基準地震動 Ss

による地震力に対して機能維持する地下水位低下設備を設置することによって，

地震時及び地震後においても地下水を地上の雨水排水系統へ排水することが可

能である。また，地下水位低下設備の電源は，非常用電源系統より供給すること

から，外部電源喪失時にも排水が可能となっており，水位が上昇し続けることは

ない（「島根原子力発電所２号炉 地震による損傷の防止 別紙-17 地下水位

低下設備について」参照）。 

 

図10-6 地下水位低下設備の構成例 
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10.2.2 影響評価 

  地下水の溢水防護区画への浸水経路としては地下部における配管等の貫通部

の隙間部及び建物間の接合部が考えられるが，基準地震動 Ss による地震力に対

して機能維持する地下水位低下設備を設置することから，建物まで地下水位が上

昇することはなく，地下水が溢水防護区画内に浸水することはない。 

なお，地下水位をタービン建物の地表面（EL8.5m）と想定し，溢水防護区画へ

の浸水対策として，地下部における配管貫通部等の隙間部には止水措置を行って

おり，また建物間の接合部にはエキスパンションジョイント止水板を設置してい

る。 

以上より，地下水は，溢水防護対象設備に影響を与えることがないものと評価

する。 
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11. 放射性物質を内包する液体の漏えい防止

11.1 漏えい防止に対する設計上の考慮 

管理区域内で発生した溢水について，溢水防護措置（水密扉の設置，配管等の

貫通部止水処置等）を施すことにより，放射性物質を含む液体を内包する容器，

配管その他の設備の破損により生じた放射性物質を含む液体が管理されない状

態で管理区域外へ漏えいすることを防止することを目的に以下のような設計と

する。 

・放射性物質を含む液体を扱う大容量ポンプの設置区域や，廃棄物処理設

備の設置区域に対して，放射性液体の管理区域外への流出，拡大を防止す

る設計とする。

・放射性物質を含む液体の漏えいの拡大を防止するために，伝播経路とな

る箇所について，壁，扉，堰等による漏えい防止対策を行う設計とする。 

・放射性物質を含む液体の漏えいの拡大を防止するために，床勾配及び側溝

を設置し，漏えいした放射性液体を床ドレンに確実に導く設計とする。

これらの設計に基づき，放射性物質を含む液体の溢水伝播に対して実施する放

射性物質を含む液体の漏えい防止対策設備を表 11-1に示す。 

なお，施設定期検査中を考慮した原子炉ウェル及び蒸気乾燥器／気水分離器ピ

ットのスロッシングに伴う溢水影響について，補足説明資料 29に示す。 
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表 11-1 放射性物質を含む液体の漏えい防止対策設備 

設置建物 設置場所 
設置高さ 

EL[m] 
対象 管理番号 

原子炉建物 

A-原子炉格納容器 H2・O2 分析

計ボンベラック室 
23.8 防水壁 2R-2-WW-1 

RCWバルブ室 23.8 堰 2R-2-DM-15 

第 2チェックポイント 15.3 堰 2R-1-DM-3A,3B 

南西大物搬入口 15.3 堰 2R-1-DM-9 

第 3チェックポイント 8.8 堰 2R-B1-DM-5 

廃棄物処理建物 

廃棄物処理建物送風機室 32.0 堰 2RW-4-DM-2 

南側シャッター前 32.0 堰 2RW-4-DM-1 

廃棄物処理建物 C/C室 22.1 防水壁 2RW-2-WW-1 

A-原子炉浄化樹脂貯蔵タンク

水中ポンプ操作室 
22.1 防水壁 2RW-2-WW-2 

大物搬入口 15.3 水密扉 2RW-1-WD-1 

ドラム缶搬入口 15.3 水密扉 2RW-1-WD-2 

タービン建物 

T/B工具室 32.0 堰 2T-4-DM-1 

常用電気室送風機室 20.6 堰 2T-3-DM-7A 

T/B送風機室 20.6 堰 2T-3-DM-8A 

オペフロ南東階段 20.6 堰 2T-3-DM-1 

固定子冷却装置室 12.5 防水壁 2T-2-WW-1 

大物搬入口 8.8 堰 2T-2-DM-2 

TCW熱交換器室 2.0 水密扉 2T-B1-WD-1 

制御室建物 第 1チェックポイント 8.8 堰 2C-2-DM-1,2 
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11.2 漏えい防止対策 

11.1項で示した設計上の考慮に加え，以下のようなケースを想定し，万が一の

場合に備えた更なる漏えい防止対策を以下のように実施している。 

  ①管理区域内を通る海水系統の破損箇所を経由する漏えい 

  ②非管理区域で発生する非放射性ドレンを放出する系統からの漏えい 

 

11.2.1 管理区域内を通る海水系統の破損箇所を経由する漏えい 

  島根原子力発電所 2号炉の海水系統（循環水系，原子炉補機海水系，高圧炉心

スプレイ補機海水系及びタービン補機海水系）は，タービン建物の管理区域を通

る配管があるため，それぞれの海水系統に対する建物外への漏えい防止を確認す

る。 

  循環水系については，地震時の海水の流入を防止することを目的に，漏えい検

知による循環水ポンプ停止及び循環水系弁閉止インターロックを設置している

ため，これにより放射性物質を含む液体を内包する容器又は配管の破損により生

じた放射性物質を含む液体はタービン建物内から建物外へ漏えいしない（図 11-1

参照）。 

原子炉補機海水系及び高圧炉心スプレイ補機海水系については，基準地震動 Ss

による地震力に対してバウンダリ機能が保持されるため，放射性物質を含む液体

を内包する容器又は配管の破損により生じた放射性物質を含む液体はタービン

建物内から建物外へ漏えいしない。 

タービン補機海水系については，基準地震動 Ssによる地震力により破損し，

放射性物質を含む液体を内包する容器，配管その他の設備の破損により生じた放

射性物質を含む液体が破損箇所に流入する可能性があるが，タービン建物のうち

耐震 Sクラスエリア（西）の地震起因による溢水水位（約 EL3.4m，9.2.3項参照）

は，放水槽側のタービン補機海水系の建物貫通部高さ EL3.65m未満である。また，

取水槽側は逆止弁が付いていることから，放射性物質を含む液体を内包する容器，

配管その他の設備の破損により生じた放射性物質を含む液体がタービン建物内

から建物外へ漏えいすることはない（図 11-2参照）。 

 

  

9条-別添1-11-3

192



 

 

 

図 11-1 循環水系溢水対策イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11-2 タービン補機海水系溢水対策イメージ 

  

 
 

 Ｔ／Ｂ 管理区域 

T

S

W

配

管

か

ら

の

溢

水 

 

 

Ｔ／Ｂ 非管理区域 

EL3.65m 

T

S

W

配

管

か

ら

の

溢

水 

←取水槽 

（TSWポンプより） 

EL0.25m 

▽EL2.00m 放水槽へ 

ＴＣＷ熱交換器 

EL2.30m 

逆止弁 

      

  

  

 

 

M 

漏えい検知器 
自動停止 

自動閉止 

自動閉止 
自動閉止 

循環水ポンプ出口弁 

：Ss機能維持 
タービン建物 

放水槽へ 復水器 

水室入口弁 

復水器 

水室出口弁 

伸縮継手破損 

による溢水 

循環水ポンプ 

溢水 

9条-別添1-11-4

193



 

11.2.2 非放射性ドレン移送系からの漏えい 

 非放射性ドレン移送系は，原子炉建物非管理区域内にサンプを 5箇所，タービ

ン建物管理区域内にサンプタンク 1箇所設置している。これらのサンプ及びサン

プタンクに流入したドレンは，全て廃棄物処理建物に設置されているランドリド

レンタンクに移送し，系外放出する前にサンプリングを実施する運用としている

ことから，仮に原子炉建物非管理区域内等に設置している非放射性ドレン移送系

に放射性物質が混入した場合でも，放出前に検知することができる。 

なお，タービン建物非管理区域から直接系外放出する配管は常時閉運用の弁を

設置しているため，管理されない状態で非放射性ドレン移送系から建物外へ漏え

いすることはない（図 11-3参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11-3 非放射性ドレン移送系からの建物外への漏えい防止対策イメージ 
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添付資料１ 機能喪失判定の考え方と選定された溢水防護対象設備について 

1. 溢水防護対象設備の機能喪失判定

1.1 機能喪失高さ 

没水により溢水防護対象設備の機能が喪失する高さを機能喪失高さとして明

確にする。各設備の機能喪失高さの考え方を表 1-1及び図 1-1～1-5に示す。機

能喪失高さは「基本設定箇所」を基本とし，溢水水位に応じて機能喪失高さの実

力値である「個別設定箇所」に見直す。なお，機能喪失高さの設定においては，

電線管接続部等を考慮している。 

表 1-1 溢水防護対象設備の機能喪失高さの考え方 

設備 
機能喪失高さ 

基本設定箇所※ 個別設定箇所 

ポンプ／電動機 ・ポンプベース高さ ・電動機下端部

・電線管接続部下端部

空気作動弁／電

動弁 

・取付け配管中心高さ ・制御ボックス下端部

・電線管接続部下端部

盤 ・盤ベース高さ ・開口部下端部

・計器下端部

・電線管接続部下端部

計器ラック ・計器ドレン弁高さ ・計器下端部

・電線管接続部下端部

・端子箱下端部

※ 保守的に機能喪失すると仮定した部位
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図 1-1 機能喪失高さ（ポンプの例） 

図 1-2 機能喪失高さ（電動弁の例） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-3 機能喪失高さ（盤の例） 

図 1-4 機能喪失高さ（ラックの例） 

 本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-5 機能喪失高さ（計器の例） 

1.2 被水による機能喪失判定 

  被水により溢水防護対象設備の機能が喪失する場合の被水源及び上階からの

伝播経路と溢水防護対象設備の位置関係について図 1-6に示す。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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溢水防護対象設備 配管（被水源）1 配管（被水源）2 

Ａ 機能喪失 機能喪失せず 

Ｂ 機能喪失せず 機能喪失せず 

Ｃ 機能喪失せず 機能喪失 

Ｄ 機能喪失 機能喪失 

図 1-6 被水による機能喪失の考え方 

1.3 蒸気による機能喪失判定 

  溢水防護対象設備の蒸気による機能喪失判定は，溢水防護対象設備の仕様（温

度，湿度及びその継続時間等）と蒸気漏えい発生時の環境条件を比較する。蒸

気漏えい発生時の環境条件は建設時に求めた原子炉冷却材喪失事故時の環境条

件に包含されるため，原子炉冷却材喪失事故時の環境条件と溢水防護対象設備

の仕様を比較し，原子炉冷却材喪失事故時の環境条件がより厳しい場合は機能

喪失と判定する。 
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2. 抽出された溢水影響評価上の防護対象設備

溢水影響評価上の防護対象設備（溢水防護対象設備）の選定の考え方を図 2-1

及び表 2-1に示す。 

図 2-1 防護対象設備のうち溢水影響評価対象の選定フロー 

防護対象設備の抽出（※） 

防護対象設備のうち 

溢水影響評価の対象とする設備 

（溢水防護対象設備） 

No 

Yes 

No 

Yes 
 

 

Yes 

No 

Yes 

防護対象設備のうち 

溢水影響評価の対象外とする設備 

No 

①溢水により機能を喪失しない

②原子炉格納容器内耐環境

仕様の設備である

③動作機能の喪失により

安全機能に影響しない

④他の設備で代替できる

発電所構内の構築物，系統及び機器 

(※)以下，i,ⅱを抽出 

i.安全重要度クラス 1,2,3 に属する設備のうち

原子炉を高温停止でき，引き続き低温停止，

及び放射性物質の閉じ込め機能を維持できる

機能，また，停止状態にある場合は，引き続

きその状態を維持できる機能を有する系統

ⅱ.「プール冷却」「プールへの給水」機能を有

する系統 
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表 2-1 溢水影響評価の対象外とする理由 

各ステップの項目 理由 

①溢水により機能を

喪失しない 

静的機器（容器，熱交換器，フィルタ，逆止弁等）は，溢水によ

り機能喪失しない。 

②原子炉格納容器内

耐環境仕様の設備で

ある 

原子炉格納容器内の設備のうち，温度・圧力条件及び溢水影響を

考慮した耐環境仕様の設備は，溢水により機能喪失はしない。 

③動作機能の喪失に

より安全機能に影響

しない 

フェイルセーフ設計となっている機器は，動作機能が喪失しても

安全機能に影響しない（通常待機時から機能遂行時にかけて動作

要求がない設備等（例 常時閉の格納容器隔離弁）も含む）。 

④他の設備で代替で

きる 

他の設備により要求機能が代替できる設備は機能喪失しても安

全機能に影響しない（代替する他の設備が同時に機能喪失しない

場合に限る（例 耐環境仕様の格納容器内側隔離弁に対する格納

容器外側隔離弁は，機能喪失しても安全機能に影響しない））。 

2.1 溢水防護対象設備リストの整理 

図 2-1に示した選定フローにより選定された溢水防護対象設備を，表 2-2に示

す。 
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表 2-2 溢水防護対象設備リスト（1/11） 

系統名称 設備番号 設備名称 設置建物 
設置高さ 

 [mm] 

機能喪失

高さ[mm] 
設置区画 

原子炉補機冷却系 MV214-12A A1-DG冷却水出口弁 原子炉建物 EL 1300 EL 6400 R-B2F-04N

原子炉補機冷却系 MV214-13A A2-DG冷却水出口弁 原子炉建物 EL 1300 EL 6400 R-B2F-04N

原子炉補機冷却系 MV214-12B B1-DG冷却水出口弁 原子炉建物 EL 1300 EL 6400 R-B2F-06N

原子炉補機冷却系 MV214-13B B2-DG冷却水出口弁 原子炉建物 EL 1300 EL 6400 R-B2F-06N

原子炉補機冷却系 P214-1A A-原子炉補機冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 15300 EL 16204 R-1F-14N

原子炉補機冷却系 P214-1C C-原子炉補機冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 15300 EL 16204 R-1F-14N

原子炉補機冷却系 P214-1B B-原子炉補機冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 15300 EL 16200 R-1F-15N

原子炉補機冷却系 P214-1D D-原子炉補機冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 15300 EL 16200 R-1F-15N

原子炉補機冷却系 MV214-7A A-RHR熱交冷却水出口弁 原子炉建物 EL 23800 EL 29956 R-2F-09N

原子炉補機冷却系 MV214-7B B-RHR熱交冷却水出口弁 原子炉建物 EL 23800 EL 28884 R-2F-10N

原子炉補機冷却系 MV214-3A A-RCW常用補機冷却水出口切替弁 原子炉建物 EL 23800 EL 26800 R-2F-20N

原子炉補機冷却系 MV214-3B B-RCW常用補機冷却水出口切替弁 原子炉建物 EL 23800 EL 26800 R-2F-20N

原子炉補機冷却系 MV214-1A A-RCW常用補機冷却水入口切替弁 原子炉建物 EL 8800 EL 11090 R-B1F-11N

原子炉補機冷却系 MV214-1B B-RCW常用補機冷却水入口切替弁 原子炉建物 EL 8800 EL 11090 R-B1F-11N

原子炉補機海水系 MV215-2A A-RCW熱交海水出口弁 原子炉建物 EL 15300 EL 16240 R-1F-14N

原子炉補機海水系 MV215-2B B-RCW熱交海水出口弁 原子炉建物 EL 15300 EL 16820 R-1F-15N

原子炉補機海水系 MV215-1B B-RSW ﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁 取水槽 EL 1100 EL 3710 Y-24AN

原子炉補機海水系 MV215-1D D-RSW ﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁 取水槽 EL 1100 EL 3710 Y-24AN

原子炉補機海水系 P215-1B B-原子炉補機海水ﾎﾟﾝﾌﾟ 取水槽 EL 1100 EL 2785 Y-24AN

原子炉補機海水系 P215-1D D-原子炉補機海水ﾎﾟﾝﾌﾟ 取水槽 EL 1100 EL 2785 Y-24AN

原子炉補機海水系 MV215-1A A-RSW ﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁 取水槽 EL 1100 EL 3710 Y-24BN

原子炉補機海水系 MV215-1C C-RSW ﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁 取水槽 EL 1100 EL 3710 Y-24BN

原子炉補機海水系 P215-1A A-原子炉補機海水ﾎﾟﾝﾌﾟ 取水槽 EL 1100 EL 2785 Y-24BN

原子炉補機海水系 P215-1C C-原子炉補機海水ﾎﾟﾝﾌﾟ 取水槽 EL 1100 EL 2785 Y-24BN

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系 MV216-1 FPC ﾌｨﾙﾀ入口弁 原子炉建物 EL 28300 EL 32360 

R-M2F-11N

R-M2F-12N

R-M2F-26N

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系 P216-1A A-燃料ﾌﾟｰﾙ冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 28300 EL 28700 

R-M2F-11N

R-M2F-12N

R-M2F-26N

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系 P216-1B B-燃料ﾌﾟｰﾙ冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 28300 EL 28700 

R-M2F-11N

R-M2F-12N

R-M2F-26N

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系 TE216-50～55 燃料プール水位・温度(SA) 原子炉建物 EL 34800 EL 36050 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系 MV216-5A A-FPC熱交入口弁 原子炉建物 EL 34800 EL 38290 R-3F-09N

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系 MV216-5B B-FPC熱交入口弁 原子炉建物 EL 34800 EL 38290 R-3F-09N

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系 MV216-6 FPC ﾌｨﾙﾀﾊﾞｲﾊﾟｽ弁 原子炉建物 EL 34800 EL 38290 R-3F-09N

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系 LS216-2 燃料プール水位 原子炉建物 EL 42800 EL 43006 R-4F-01-1N

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系 TE216-3 燃料プール水温度 原子炉建物 EL 42800 EL 42794 R-4F-01-1N

窒素ｶﾞｽ制御系 PX217-2B ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ圧力 原子炉建物 EL 23800 EL 24500 

R-2F-11N

R-2F-12N

R-2F-18N

R-2F-19N

R-2F-24N

R-2F-25N

窒素ｶﾞｽ制御系 MV217-18 非常用ｶﾞｽ処理入口隔離弁 原子炉建物 EL 34800 EL 36200 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機

冷却系 
P218-1 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 2600 EL 2970 R-B2F-12N

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機

海水系 
MV219-1 HPSW ﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁 取水槽 EL 1100 EL 2360 Y-24CN

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機

海水系 
P219-1 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機海水ﾎﾟﾝﾌﾟ 取水槽 EL 1100 EL 2352 Y-24CN

原子炉隔離時冷却系 M221-1 原子炉隔離時冷却系ﾀｰﾋﾞﾝ 原子炉建物 EL 1300 EL 2250 R-B2F-01N

原子炉隔離時冷却系 MV221-2 注水弁 原子炉建物 EL 1300 EL 4470 R-B2F-01N

原子炉隔離時冷却系 MV221-22 ﾀｰﾋﾞﾝ蒸気入口弁 原子炉建物 EL 1300 EL 4470 R-B2F-01N
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表 2-2 溢水防護対象設備リスト（2/11） 

系統名称 設備番号 設備名称 設置建物 
設置高さ 

 [mm] 

機能喪失

高さ[mm] 
設置区画 

原子炉隔離時冷却系 MV221-3 ﾎﾟﾝﾌﾟﾄｰﾗｽ水入口弁 原子炉建物 EL 1300 EL 2520 R-B2F-01N

原子炉隔離時冷却系 MV221-51 RCIC主塞止弁 原子炉建物 EL 1300 EL 1890 R-B2F-01N

原子炉隔離時冷却系 MV221-6 ﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰ弁 原子炉建物 EL 1300 EL 4470 R-B2F-01N

原子炉隔離時冷却系 MV221-7 復水器冷却水入口弁 原子炉建物 EL 1300 EL 2650 R-B2F-01N

原子炉隔離時冷却系 P221-1 原子炉隔離時冷却ﾎﾟﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 1300 EL 2250 R-B2F-01N

原子炉隔離時冷却系 MV221-10 真空ﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁 原子炉建物 EL 1300 EL 11260 R-B2F-31N

原子炉隔離時冷却系 MV221-23 ﾀｰﾋﾞﾝ排気隔離弁 原子炉建物 EL 1300 EL 11213 R-B2F-31N

原子炉隔離時冷却系 MV221-21 蒸気外側隔離弁 原子炉建物 EL 19000 EL 20690 R-1F-07-2N

原子炉隔離時冷却系 2-2360 RCIC ﾀｰﾋﾞﾝ制御盤(SⅡ) 原子炉建物 EL 23800 EL 24073 R-2F-05N

残留熱除去系 MV222-17A A-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰ弁 原子炉建物 EL 1300 EL 4200 R-B2F-02N

残留熱除去系 MV222-1A A-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟﾄｰﾗｽ水入口弁 原子炉建物 EL 1300 EL 2315 R-B2F-02N

残留熱除去系 MV222-8A A-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ炉水入口弁 原子炉建物 EL 1300 EL 2315 R-B2F-02N

残留熱除去系 P222-1A A-残留熱除去ﾎﾟﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 1300 EL 3950 R-B2F-02N

残留熱除去系 MV222-17C C-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰ弁 原子炉建物 EL 1300 EL 4000 R-B2F-03N

残留熱除去系 MV222-1C C-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟﾄｰﾗｽ水入口弁 原子炉建物 EL 1300 EL 2315 R-B2F-03N

残留熱除去系 P222-1C C-残留熱除去ﾎﾟﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 1300 EL 3970 R-B2F-03N

残留熱除去系 MV222-17B B-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰ弁 原子炉建物 EL 1300 EL 4200 R-B2F-15N

残留熱除去系 MV222-1B B-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟﾄｰﾗｽ水入口弁 原子炉建物 EL 1300 EL 2315 R-B2F-15N

残留熱除去系 MV222-8B B-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ炉水入口弁 原子炉建物 EL 1300 EL 2315 R-B2F-15N

残留熱除去系 P222-1B B-残留熱除去ﾎﾟﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 1300 EL 3965 R-B2F-15N

残留熱除去系 MV222-11A A-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ炉水戻り弁 原子炉建物 EL 1300 EL 12400 R-B2F-31N

残留熱除去系 MV222-11B B-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ炉水戻り弁 原子炉建物 EL 1300 EL 12400 R-B2F-31N

残留熱除去系 MV222-15A A-RHR ﾃｽﾄ弁 原子炉建物 EL 1300 EL 11100 R-B2F-31N

残留熱除去系 MV222-16A A-RHR ﾄｰﾗｽｽﾌﾟﾚｲ弁 原子炉建物 EL 1300 EL 11847 R-B2F-31N

残留熱除去系 MV222-16B B-RHR ﾄｰﾗｽｽﾌﾟﾚｲ弁 原子炉建物 EL 1300 EL 12657 R-B2F-31N

残留熱除去系 MV222-7 RHR炉水入口外側隔離弁 原子炉建物 EL 1300 EL 12000 R-B2F-31N

残留熱除去系 MV222-15B B-RHR ﾃｽﾄ弁 原子炉建物 EL 15300 EL 17290 R-1F-10N

残留熱除去系 MV222-15C C-RHR ﾃｽﾄ弁 原子炉建物 EL 15300 EL 17300 R-1F-10N

残留熱除去系 MV222-2B B-RHR熱交ﾊﾞｲﾊﾟｽ弁 原子炉建物 EL 15300 EL 20100 R-1F-10N

残留熱除去系 MV222-5A A-RHR注水弁 原子炉建物 EL 19000 EL 21030 R-1F-07-2N

残留熱除去系 MV222-2A A-RHR熱交ﾊﾞｲﾊﾟｽ弁 原子炉建物 EL 19000 EL 29500 R-1F-30N

残留熱除去系 MV222-3B B-RHR ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ第 1 ｽﾌﾟﾚｲ弁 原子炉建物 EL 19500 EL 22030 R-1F-12N

残留熱除去系 MV222-4B B-RHR ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ第 2 ｽﾌﾟﾚｲ弁 原子炉建物 EL 19500 EL 22030 R-1F-12N

残留熱除去系 MV222-13 RHR炉頂部冷却外側隔離弁 原子炉建物 EL 23800 EL 25090 R-2F-14N

残留熱除去系 MV222-3A A-RHR ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ第 1 ｽﾌﾟﾚｲ弁 原子炉建物 EL 23800 EL 24800 R-2F-14N

残留熱除去系 MV222-4A A-RHR ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ第 2 ｽﾌﾟﾚｲ弁 原子炉建物 EL 23800 EL 24800 R-2F-14N

残留熱除去系 MV222-5B B-RHR注水弁 原子炉建物 EL 23800 EL 24800 R-2F-15N

残留熱除去系 MV222-5C C-RHR注水弁 原子炉建物 EL 23800 EL 24600 R-2F-15N

低圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 MV223-1 LPCS ﾎﾟﾝﾌﾟ入口弁 原子炉建物 EL 1300 EL 2315 R-B2F-09N

低圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 P223-1 低圧炉心ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 1300 EL 2900 R-B2F-09N

低圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 MV223-3 LPCS ﾃｽﾄ弁 原子炉建物 EL 1300 EL 11700 R-B2F-31N

低圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 MV223-4 LPCS ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰ弁 原子炉建物 EL 1300 EL 8720 R-B2F-31N

低圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 dPX223-1 LPCS注水弁差圧 原子炉建物 EL 15300 EL 15970 
R-1F-03N

R-1F-22N

低圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 MV223-2 LPCS注水弁 原子炉建物 EL 19500 EL 20760 R-1F-32N

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 LS224-2A ﾄｰﾗｽ水位 原子炉建物 EL 1300 EL 5840 R-B2F-10N

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 LS224-2B ﾄｰﾗｽ水位 原子炉建物 EL 1300 EL 5840 R-B2F-10N

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 MV224-2 HPCS ﾎﾟﾝﾌﾟﾄｰﾗｽ水入口弁 原子炉建物 EL 1300 EL 3670 R-B2F-10N

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 P224-1 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 1300 EL 3020 R-B2F-10N

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 MV224-7 HPCS ﾎﾟﾝﾌﾟﾄｰﾗｽ側ﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰ弁 原子炉建物 EL 1300 EL 8940 R-B2F-31N

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 MV224-8 HPCS ﾎﾟﾝﾌﾟ CST側第 1 ﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰ弁 原子炉建物 EL 1300 EL 8950 R-B2F-31N

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 MV224-9 HPCS ﾎﾟﾝﾌﾟ CST側第 2 ﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰ弁 原子炉建物 EL 1300 EL 8930 R-B2F-31N

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 MV224-3 HPCS注水弁 原子炉建物 EL 19500 EL 20760 R-1F-33N

ほう酸水注入系 MV225-1A A-SLC ﾀﾝｸ出口弁 原子炉建物 EL 34800 EL 36130 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N
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表 2-2 溢水防護対象設備リスト（3/11） 

系統名称 設備番号 設備名称 設置建物 
設置高さ 

 [mm] 

機能喪失

高さ[mm] 
設置区画 

ほう酸水注入系 MV225-1B B-SLC ﾀﾝｸ出口弁 原子炉建物 EL 34800 EL 36150 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

ほう酸水注入系 MV225-2A A-SLC注入弁 原子炉建物 EL 34800 EL 36005 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

ほう酸水注入系 MV225-2B B-SLC注入弁 原子炉建物 EL 34800 EL 36020 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

ほう酸水注入系 P225-1A A-ほう酸水注入ﾎﾟﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 34800 EL 35390 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

ほう酸水注入系 P225-1B B-ほう酸水注入ﾎﾟﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 34800 EL 35390 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

ほう酸水注入系 PS225-1A A-SLC注入ポンプ潤滑油圧力 原子炉建物 EL 34800 EL 35930 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

ほう酸水注入系 PS225-1B B-SLC注入ポンプ潤滑油圧力 原子炉建物 EL 34800 EL 35945 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

非常用ｶﾞｽ処理系 D226-1A A-SGT前置ｶﾞｽ処理装置 原子炉建物 EL 34800 EL 35470 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

非常用ｶﾞｽ処理系 D226-1B B-SGT前置ｶﾞｽ処理装置 原子炉建物 EL 34800 EL 35450 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

非常用ｶﾞｽ処理系 D226-2A A-SGT後置ｶﾞｽ処理装置 原子炉建物 EL 34800 EL 35470 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

非常用ｶﾞｽ処理系 D226-2B B-SGT後置ｶﾞｽ処理装置 原子炉建物 EL 34800 EL 35480 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

非常用ｶﾞｽ処理系 M226-1A A-非常用ｶﾞｽ処理系排風機 原子炉建物 EL 34800 EL 35500 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

非常用ｶﾞｽ処理系 M226-1B B-非常用ｶﾞｽ処理系排風機 原子炉建物 EL 34800 EL 35500 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

非常用ｶﾞｽ処理系 MV226-1A A-SGT入口弁 原子炉建物 EL 34800 EL 36370 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

非常用ｶﾞｽ処理系 MV226-1B B-SGT入口弁 原子炉建物 EL 34800 EL 36370 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N
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表 2-2 溢水防護対象設備リスト（4/11） 

系統名称 設備番号 設備名称 設置建物 
設置高さ 

 [mm] 

機能喪失

高さ[mm] 
設置区画 

非常用ｶﾞｽ処理系 MV226-2A A-SGT出口弁 原子炉建物 EL 34800 EL 36370 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

非常用ｶﾞｽ処理系 MV226-2B B-SGT出口弁 原子炉建物 EL 34800 EL 36370 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

非常用ｶﾞｽ処理系 MV226-4A A-SGT排風機入口弁 原子炉建物 EL 34800 EL 35895 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

非常用ｶﾞｽ処理系 MV226-4B B-SGT排風機入口弁 原子炉建物 EL 34800 EL 35895 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-101A A-CAMS ﾄｰﾗｽｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ隔離弁 原子炉建物 EL 1300 EL 11044 R-B2F-31N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-101B B-CAMS ﾄｰﾗｽｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ隔離弁 原子炉建物 EL 1300 EL 11044 R-B2F-31N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-102A A-CAMS ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｶﾞｽ戻り隔離弁 原子炉建物 EL 1300 EL 11044 R-B2F-31N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-102B B-CAMS ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｶﾞｽ戻り隔離弁 原子炉建物 EL 1300 EL 11044 R-B2F-31N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-103A A-CAMS ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾄﾞﾚﾝ戻り隔離弁 原子炉建物 EL 1300 EL 11044 R-B2F-31N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-103B B-CAMS ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾄﾞﾚﾝ戻り隔離弁 原子炉建物 EL 1300 EL 11044 R-B2F-31N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-2A A-FCS出口隔離弁 原子炉建物 EL 1300 EL 11000 R-B2F-31N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-2B B-FCS出口隔離弁 原子炉建物 EL 1300 EL 11400 R-B2F-31N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-100A A-CAMS ﾄﾞﾗｲｳｪﾙｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ隔離弁 原子炉建物 EL 23800 EL 25450 R-2F-14N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-1A A-FCS入口隔離弁 原子炉建物 EL 23800 EL 26149 R-2F-14N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-100B B-CAMS ﾄﾞﾗｲｳｪﾙｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ隔離弁 原子炉建物 EL 23800 EL 25220 R-2F-15N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-1B B-FCS入口隔離弁 原子炉建物 EL 23800 EL 26962 R-2F-15N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
D229-1A A-可燃性ｶﾞｽ濃度制御系再結合装置 原子炉建物 EL 34800 EL 35500 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
D229-1B B-可燃性ｶﾞｽ濃度制御系再結合装置 原子炉建物 EL 34800 EL 35475 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-3A A-FCS冷却水入口弁 原子炉建物 EL 34800 EL 35470 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-3B B-FCS冷却水入口弁 原子炉建物 EL 34800 EL 35450 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-4A A-FCS系統入口流量調節弁 原子炉建物 EL 34800 EL 35540 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N
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表 2-2 溢水防護対象設備リスト（5/11） 

系統名称 設備番号 設備名称 設置建物 
設置高さ 

 [mm] 

機能喪失

高さ[mm] 
設置区画 

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-4B B-FCS系統入口流量調節弁 原子炉建物 EL 34800 EL 35575 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-5A A-FCS再循環流量調節弁 原子炉建物 EL 34800 EL 36510 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-5B B-FCS再循環流量調節弁 原子炉建物 EL 34800 EL 36485 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-6A A-FCS冷却水供給弁 原子炉建物 EL 34800 EL 35560 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

可燃性ｶﾞｽ濃度制御

系 
MV229-6B B-FCS冷却水供給弁 原子炉建物 EL 34800 EL 35560 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

所内電気設備系 - 2-RCIC直流-C/C 原子炉建物 EL 10300 EL 10560 R-B1F-16N

所内電気設備系 - 2C1-R/B-C/C 原子炉建物 EL 23800 EL 23857 R-2F-04N

所内電気設備系 - 非常用ﾒﾀｸﾗ盤(2C-M/C) 原子炉建物 EL 23800 EL 23820 R-2F-04N

所内電気設備系 - 非常用ﾛｰﾄﾞｾﾝﾀ盤(2C-L/C) 原子炉建物 EL 23800 EL 23848 R-2F-04N

所内電気設備系 - 2D2-R/B-C/C 原子炉建物 EL 23800 EL 23857 R-2F-05N

所内電気設備系 - 2D3-R/B-C/C 原子炉建物 EL 23800 EL 23860 R-2F-05N

所内電気設備系 - 非常用ﾒﾀｸﾗ盤(2D-M/C) 原子炉建物 EL 23800 EL 23820 R-2F-05N

所内電気設備系 - 非常用ﾛｰﾄﾞｾﾝﾀ盤(2D-L/C) 原子炉建物 EL 23800 EL 23848 R-2F-05N

所内電気設備系 - 2A-DG-C/C 原子炉建物 EL 2800 EL 2890 R-B2F-05N

所内電気設備系 - 2B-DG-C/C 原子炉建物 EL 2800 EL 2890 R-B2F-08N

所内電気設備系 - 2HPCS-C/C 原子炉建物 EL 2800 EL 2925 R-B2F-11N

所内電気設備系 - 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系蓄電池 原子炉建物 EL 2800 EL 2905 R-B2F-13N

所内電気設備系 - 非常用ﾒﾀｸﾗ盤(2HPCS-M/C) 原子炉建物 EL 2800 EL 2920 R-B2F-14N

所内電気設備系 2-2265H 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系直流盤 原子炉建物 EL 2800 EL 3020 R-B2F-14N

所内電気設備系 2-2267H 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系充電器盤 原子炉建物 EL 2800 EL 2985 R-B2F-14N

所内電気設備系 - 2C2-R/B-C/C 原子炉建物 EL 28800 EL 28890 R-M2F-01N

所内電気設備系 - 2C3-R/B-C/C 原子炉建物 EL 28800 EL 28890 R-M2F-01N

所内電気設備系 - 2D1-R/B-C/C 原子炉建物 EL 8800 EL 8880 R-B1F-17-1N

所内電気設備系 - 2B-計装-C/C 廃棄物処理建物 EL 12330 EL 12420 RW-MB1F-05N 

所内電気設備系 2-2260B B-計装分電盤 廃棄物処理建物 EL 12330 EL 12482 RW-MB1F-05N 

所内電気設備系 2-2261B B-計装用無停電交流電源装置 廃棄物処理建物 EL 12330 EL 12580 RW-MB1F-05N 

所内電気設備系 2-2263B B-原子炉中性子計装用分電盤 廃棄物処理建物 EL 12330 EL 12830 RW-MB1F-05N 

所内電気設備系 2-2265B B-115V系直流盤 廃棄物処理建物 EL 12330 EL 12563 RW-MB1F-05N 

所内電気設備系 2-2267B B-115V系充電器盤 廃棄物処理建物 EL 12330 EL 12505 RW-MB1F-05N 

所内電気設備系 2265D-1 230V系直流盤(RCIC) 廃棄物処理建物 EL 12330 EL 12490 RW-MB1F-05N 

所内電気設備系 2267E-1 230V系充電器盤(RCIC) 廃棄物処理建物 EL 12330 EL 12528 RW-MB1F-05N 

所内電気設備系 - B-原子炉中性子計装用蓄電池 廃棄物処理建物 EL 12330 EL 12640 RW-MB1F-06N 

所内電気設備系 2-2268B B-原子炉中性子計装用充電器盤 廃棄物処理建物 EL 12330 EL 12415 RW-MB1F-07N 

所内電気設備系 - 230V系蓄電池(RCIC) 廃棄物処理建物 EL 12330 EL 12880 RW-MB1F-08N 

所内電気設備系 - B-115V系蓄電池 廃棄物処理建物 EL 12330 EL 12840 RW-MB1F-08N 

所内電気設備系 2-961A A-中央分電盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 
RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

所内電気設備系 2-961B B-中央分電盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 
RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

所内電気設備系 2-961H HPCS-中央分電盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 
RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

所内電気設備系 2-2267D 115V系予備充電器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 16980 RW-1F-10N 

所内電気設備系 - 2A-計装-C/C 廃棄物処理建物 EL 16930 EL 17005 RW-1F-10N 

所内電気設備系 2-2260A A-計装分電盤 廃棄物処理建物 EL 16930 EL 17005 RW-1F-10N 
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表 2-2 溢水防護対象設備リスト（6/11） 

系統名称 設備番号 設備名称 設置建物 
設置高さ 

 [mm] 

機能喪失

高さ[mm] 
設置区画 

所内電気設備系 2-2260C 一般計装分電盤 廃棄物処理建物 EL 16930 EL 17005 RW-1F-10N 

所内電気設備系 2-2261A A-計装用無停電交流電源装置 廃棄物処理建物 EL 16930 EL 17005 RW-1F-10N 

所内電気設備系 2-2263A A-原子炉中性子計装用分電盤 廃棄物処理建物 EL 16930 EL 17430 RW-1F-10N 

所内電気設備系 2-2265A A-115V系直流盤 廃棄物処理建物 EL 16930 EL 17005 RW-1F-10N 

所内電気設備系 2-2267A A-115V系充電器盤 廃棄物処理建物 EL 16930 EL 17005 RW-1F-10N 

所内電気設備系 2-2268A A-原子炉中性子計装用充電器盤 廃棄物処理建物 EL 16930 EL 17005 RW-1F-10N 

所内電気設備系 - A-115V系蓄電池 廃棄物処理建物 EL 16930 EL 17720 RW-1F-11N 

所内電気設備系 - A-原子炉中性子計装用蓄電池 廃棄物処理建物 EL 16930 EL 17230 RW-1F-11N 

原子炉棟空調換気系 H261-3 LPCS ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 原子炉建物 EL 11300 EL 11630 R-B1F-13N

原子炉棟空調換気系 H261-4C C-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 原子炉建物 EL 1300 EL 1640 R-B2F-03N

原子炉棟空調換気系 H261-7A A-FPC ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 原子炉建物 EL 28300 EL 28690 R-M2F-19N

原子炉棟空調換気系 H261-7B B-FPC ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 原子炉建物 EL 28300 EL 28690 R-M2F-19N

原子炉棟空調換気系 H261-4B B-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 原子炉建物 EL 8800 EL 9220 
R-B1F-01N

R-B1F-08N

原子炉棟空調換気系 H261-4A A-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 原子炉建物 EL 8800 EL 9230 R-B1F-07N

原子炉棟空調換気系 H261-2 HPCS ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 原子炉建物 EL 8800 EL 9130 R-B1F-09N

中央制御室空調換気

系 
D264-1A A-中央制御室空気調和装置 廃棄物処理建物 EL 22100 EL 22530 RW-2F-02N 

中央制御室空調換気

系 
D264-1B B-中央制御室空気調和装置 廃棄物処理建物 EL 22100 EL 23240 RW-2F-02N 

中央制御室空調換気

系 
H264-1A A-中央制御室冷凍機 廃棄物処理建物 EL 22100 EL 22420 RW-2F-02N 

中央制御室空調換気

系 
H264-1B B-中央制御室冷凍機 廃棄物処理建物 EL 22100 EL 22400 RW-2F-02N 

中央制御室空調換気

系 
M264-1A A-中央制御室送風機 廃棄物処理建物 EL 22100 EL 22830 RW-2F-02N 

中央制御室空調換気

系 
M264-1B B-中央制御室送風機 廃棄物処理建物 EL 22100 EL 22810 RW-2F-02N 

中央制御室空調換気

系 
M264-3A A-中央制御室排風機 廃棄物処理建物 EL 22100 EL 22600 RW-2F-02N 

中央制御室空調換気

系 
M264-3B B-中央制御室排風機 廃棄物処理建物 EL 22100 EL 22600 RW-2F-02N 

中央制御室空調換気

系 
P264-1A A-中央制御室冷水循環ﾎﾟﾝﾌﾟ 廃棄物処理建物 EL 22100 EL 22570 RW-2F-02N 

中央制御室空調換気

系 
P264-1B B-中央制御室冷水循環ﾎﾟﾝﾌﾟ 廃棄物処理建物 EL 22100 EL 22570 RW-2F-02N 

中央制御室空調換気

系 
D264-3 中央制御室非常用再循環処理装置 廃棄物処理建物 EL 25300 EL 25810 RW-2F-01N 

中央制御室空調換気

系 
M264-2A A-中央制御室非常用再循環送風機 廃棄物処理建物 EL 25300 EL 25860 RW-2F-01N 

中央制御室空調換気

系 
M264-2B B-中央制御室非常用再循環送風機 廃棄物処理建物 EL 25300 EL 25850 RW-2F-01N 

原子炉建物付属棟空

調換気系 
H268-4A A-RCW ﾎﾟﾝﾌﾟ熱交換器室冷却機 原子炉建物 EL 15300 EL 15790 R-1F-14N

原子炉建物付属棟空

調換気系 
M268-1 A-非常用 DG室送風機 原子炉建物 EL 23800 EL 24520 R-2F-06N

原子炉建物付属棟空

調換気系 
M268-2 B-非常用 DG室送風機 原子炉建物 EL 23800 EL 24540 R-2F-07N

原子炉建物付属棟空

調換気系 
D268-3 HPCS電気室外気処理装置 原子炉建物 EL 23800 EL 24420 R-2F-21N

原子炉建物付属棟空

調換気系 
H268-4B B-RCW ﾎﾟﾝﾌﾟ熱交換器室冷却機 原子炉建物 EL 23800 EL 24420 R-2F-21N

原子炉建物付属棟空

調換気系 
M268-8A A-HPCS電気室送風機 原子炉建物 EL 23800 EL 24540 R-2F-21N

原子炉建物付属棟空

調換気系 
M268-8B B-HPCS電気室送風機 原子炉建物 EL 23800 EL 24520 R-2F-21N

原子炉建物付属棟空

調換気系 
M268-9A A-HPCS電気室排風機 原子炉建物 EL 23800 EL 24450 R-2F-21N

原子炉建物付属棟空

調換気系 
M268-9B B-HPCS電気室排風機 原子炉建物 EL 23800 EL 24440 R-2F-21N
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表 2-2 溢水防護対象設備リスト（7/11） 

系統名称 設備番号 設備名称 設置建物 
設置高さ 

 [mm] 

機能喪失

高さ[mm] 
設置区画 

原子炉建物付属棟空

調換気系 
M268-3 HPCS-DG室送風機 原子炉建物 EL 23800 EL 24450 R-2F-22N

原子炉建物付属棟空

調換気系 
D268-1 A-非常用電気室外気処理装置 原子炉建物 EL 34800 EL 35230 R-3F-02N

原子炉建物付属棟空

調換気系 
M268-4A A1-非常用電気室送風機 原子炉建物 EL 34800 EL 35740 R-3F-02N

原子炉建物付属棟空

調換気系 
M268-4B A2-非常用電気室送風機 原子炉建物 EL 34800 EL 35700 R-3F-02N

原子炉建物付属棟空

調換気系 
M268-5A A1-非常用電気室排風機 原子炉建物 EL 34800 EL 35740 R-3F-02N

原子炉建物付属棟空

調換気系 
M268-5B A2-非常用電気室排風機 原子炉建物 EL 34800 EL 35750 R-3F-02N

原子炉建物付属棟空

調換気系 
D268-2 B-非常用電気室外気処理装置 原子炉建物 EL 34800 EL 35250 R-3F-03N

原子炉建物付属棟空

調換気系 
M268-6A B1-非常用電気室送風機 原子炉建物 EL 34800 EL 35720 R-3F-03N

原子炉建物付属棟空

調換気系 
M268-6B B2-非常用電気室送風機 原子炉建物 EL 34800 EL 35740 R-3F-03N

原子炉建物付属棟空

調換気系 
M268-7A B1-非常用電気室排風機 原子炉建物 EL 34800 EL 35720 R-3F-03N

原子炉建物付属棟空

調換気系 
M268-7B B2-非常用電気室排風機 原子炉建物 EL 34800 EL 35720 R-3F-03N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
LS280-151A A-DEG燃料ﾃﾞｲﾀﾝｸ液位 原子炉建物 EL 10500 EL 13160 R-B1F-04N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
AV280-300A-1 始動用空気塞止弁 原子炉建物 EL 1300 EL 3100 R-B2F-04N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
AV280-300A-2 始動用空気塞止弁 原子炉建物 EL 1300 EL 3100 R-B2F-04N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
CV280-1A 1次水温度調整弁 原子炉建物 EL 1300 EL 3150 R-B2F-04N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
CV280-200A 潤滑油温度調整弁 原子炉建物 EL 1300 EL 3150 R-B2F-04N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
M280-1A A-非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関 原子炉建物 EL 1300 EL 2110 R-B2F-04N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
M280-3A A-非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機 原子炉建物 EL 1300 EL 2110 R-B2F-04N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
AV280-300B-1 始動用空気塞止弁 原子炉建物 EL 1300 EL 3100 R-B2F-06N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
AV280-300B-2 始動用空気塞止弁 原子炉建物 EL 1300 EL 3100 R-B2F-06N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
CV280-1B 1次水温度調整弁 原子炉建物 EL 1300 EL 3150 R-B2F-06N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
CV280-200B 潤滑油温度調整弁 原子炉建物 EL 1300 EL 3150 R-B2F-06N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
M280-1B B-非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関 原子炉建物 EL 1300 EL 2110 R-B2F-06N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
M280-3B B-非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機 原子炉建物 EL 1300 EL 2110 R-B2F-06N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
AV280-300H-1 始動用空気塞止弁 原子炉建物 EL 1300 EL 3100 R-B2F-07N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
AV280-300H-2 始動用空気塞止弁 原子炉建物 EL 1300 EL 3100 R-B2F-07N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
CV280-1H 1次水温度調整弁 原子炉建物 EL 1300 EL 3150 R-B2F-07N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
CV280-200H 潤滑油温度調整弁 原子炉建物 EL 1300 EL 3150 R-B2F-07N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
M280-1H 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関 原子炉建物 EL 1300 EL 2110 R-B2F-07N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
M280-3H 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機   原子炉建物 EL 1300 EL 2110 R-B2F-07N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
LS280-151B B-DEG燃料ﾃﾞｲﾀﾝｸ液位 原子炉建物 EL 9000 EL 11640 R-B1F-05N
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表 2-2 溢水防護対象設備リスト（8/11） 

系統名称 設備番号 設備名称 設置建物 
設置高さ 

 [mm] 

機能喪失

高さ[mm] 
設置区画 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
LS280-151H H-DEG燃料ﾃﾞｲﾀﾝｸ液位 原子炉建物 EL 9000 EL 11660 R-B1F-06N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
P280-1A A-燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ 排気筒ｴﾘｱ EL 7550 EL 8210 Y-18N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
P280-1H 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ 排気筒ｴﾘｱ EL 7550 EL 8220 Y-23N

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
P280-1B B-燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ

B-ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料

貯蔵ﾀﾝｸ格納槽
EL 13400 EL 14025 Y-73N

燃料ﾌﾟｰﾙ補給水系 MV285-1 FMW ﾎﾟﾝﾌﾟ入口弁 原子炉建物 EL 8800 EL 11420 
R-B1F-01N

R-B1F-08N

燃料ﾌﾟｰﾙ補給水系 MV285-2 FMW ﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁 原子炉建物 EL 8800 EL 11770 
R-B1F-01N

R-B1F-08N

燃料ﾌﾟｰﾙ補給水系 P285-1 燃料ﾌﾟｰﾙ補給水ﾎﾟﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 8800 EL 9280 
R-B1F-01N

R-B1F-08N

原子炉保護系 PoS293-6A-1 主蒸気隔離弁開度ｽｲｯﾁ 原子炉建物 EL 15300 EL 18090 
R-1F-09N

R-1F-26N

原子炉保護系 PoS293-6A-2 主蒸気隔離弁開度ｽｲｯﾁ 原子炉建物 EL 15300 EL 18090 
R-1F-09N

R-1F-26N

原子炉保護系 PoS293-6B-1 主蒸気隔離弁開度ｽｲｯﾁ 原子炉建物 EL 15300 EL 18090 
R-1F-09N

R-1F-26N

原子炉保護系 PoS293-6B-2 主蒸気隔離弁開度ｽｲｯﾁ 原子炉建物 EL 15300 EL 18090 
R-1F-09N

R-1F-26N

原子炉保護系 PoS293-6C-1 主蒸気隔離弁開度ｽｲｯﾁ 原子炉建物 EL 15300 EL 18090 
R-1F-09N

R-1F-26N

原子炉保護系 PoS293-6C-2 主蒸気隔離弁開度ｽｲｯﾁ 原子炉建物 EL 15300 EL 18090 
R-1F-09N

R-1F-26N

原子炉保護系 PoS293-6D-1 主蒸気隔離弁開度ｽｲｯﾁ 原子炉建物 EL 15300 EL 18090 
R-1F-09N

R-1F-26N

原子炉保護系 PoS293-6D-2 主蒸気隔離弁開度ｽｲｯﾁ 原子炉建物 EL 15300 EL 18090 
R-1F-09N

R-1F-26N

ﾌﾟﾛｾｽ放射線ﾓﾆﾀ系 AMP295-26A A-格納容器雰囲気ﾓﾆﾀﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 10300 EL 11270 R-B1F-16N

ﾌﾟﾛｾｽ放射線ﾓﾆﾀ系 RE295-26A A-格納容器雰囲気ﾓﾆﾀ(ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾁｪﾝﾊﾞ) 原子炉建物 EL 1300 EL 10000 R-B2F-31N

ﾌﾟﾛｾｽ放射線ﾓﾆﾀ系 RE295-26B B-格納容器雰囲気ﾓﾆﾀ(ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾁｪﾝﾊﾞ) 原子炉建物 EL 1300 EL 9870 R-B2F-31N

ﾌﾟﾛｾｽ放射線ﾓﾆﾀ系 AMP295-25A A-格納容器雰囲気ﾓﾆﾀﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 15300 EL 16260 R-1F-02N

ﾌﾟﾛｾｽ放射線ﾓﾆﾀ系 RE295-25A A-格納容器雰囲気ﾓﾆﾀ(ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ) 原子炉建物 EL 15300 EL 21540 R-1F-07-1N

ﾌﾟﾛｾｽ放射線ﾓﾆﾀ系 AMP295-25B B-格納容器雰囲気ﾓﾆﾀﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 15300 EL 16250 R-1F-15N

ﾌﾟﾛｾｽ放射線ﾓﾆﾀ系 RE295-25B B-格納容器雰囲気ﾓﾆﾀ(ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ) 原子炉建物 EL 19500 EL 20020 R-1F-12N

ﾌﾟﾛｾｽ放射線ﾓﾆﾀ系 AMP295-26B B-格納容器雰囲気ﾓﾆﾀﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ 原子炉建物 EL 8800 EL 9500 R-B1F-17-1N

ﾌﾟﾛｾｽ放射線ﾓﾆﾀ系 2-YMR-4A A-排気筒ﾓﾆﾀｻﾝﾌﾟﾙﾗｯｸ 排気筒ｴﾘｱ EL 8800 EL 8970 Y-30N

ﾌﾟﾛｾｽ放射線ﾓﾆﾀ系 2-YMR-5A A-排気筒低ﾚﾝｼﾞﾓﾆﾀｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾗ 排気筒ｴﾘｱ EL 8800 EL 8880 Y-30N

ﾌﾟﾛｾｽ放射線ﾓﾆﾀ系 2-YMR-4B B-排気筒ﾓﾆﾀｻﾝﾌﾟﾙﾗｯｸ 排気筒ｴﾘｱ EL 8800 EL 8970 Y-31N

ﾌﾟﾛｾｽ放射線ﾓﾆﾀ系 2-YMR-5B B-排気筒低ﾚﾝｼﾞﾓﾆﾀｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾗ 排気筒ｴﾘｱ EL 8800 EL 8880 Y-31N

原子炉圧力容器計装

系 
LX298-11B 原子炉水位（広域帯水位計） 原子炉建物 EL 15300 EL 16065 

R-1F-03N

R-1F-22N

原子炉圧力容器計装

系 
LX298-1A 原子炉水位 原子炉建物 EL 15300 EL 16585 

R-1F-03N

R-1F-22N

原子炉圧力容器計装

系 
LX298-1C 原子炉水位 原子炉建物 EL 15300 EL 16585 

R-1F-03N

R-1F-22N

原子炉圧力容器計装

系 
PX298-5B 原子炉圧力 原子炉建物 EL 15300 EL 16065 

R-1F-03N

R-1F-22N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIR-B2-1 RCIC計器ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 1300 EL 2215 R-B2F-01N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIR-B2-3A A-RHR計器ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 1300 EL 1665 R-B2F-02N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIR-B2-3C C-RHR計器ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 1300 EL 1700 R-B2F-03N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIB-B2-1 LPCS流量・圧力計器架台 原子炉建物 EL 1300 EL 2160 R-B2F-09N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIR-B2-3B B-RHR計器ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 1300 EL 1870 R-B2F-15N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-2208A A-SRM/IRM前置増幅器盤 原子炉建物 EL 15300 EL 15900 

R-1F-03N

R-1F-22N
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表 2-2 溢水防護対象設備リスト（9/11） 

系統名称 設備番号 設備名称 設置建物 
設置高さ 

 [mm] 

機能喪失

高さ[mm] 
設置区画 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-2208B B-SRM/IRM前置増幅器盤 原子炉建物 EL 15300 EL 15900 

R-1F-03N

R-1F-22N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-2208C C-SRM/IRM前置増幅器盤 原子炉建物 EL 15300 EL 15900 

R-1F-03N

R-1F-22N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-2208D D-SRM/IRM前置増幅器盤 原子炉建物 EL 15300 EL 15900 

R-1F-03N

R-1F-22N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIR-1-2-2 A-PLR ﾎﾟﾝﾌﾟ計器ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 15300 EL 15985 

R-1F-03N

R-1F-22N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIR-1-2-4 B-PLR ﾎﾟﾝﾌﾟ計器ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 15300 EL 15985 

R-1F-03N

R-1F-22N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIR-1-3A A-主蒸気流量計器ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 15300 EL 15967 

R-1F-03N

R-1F-22N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIR-1-3C C-主蒸気流量計器ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 15300 EL 15925 

R-1F-03N

R-1F-22N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIR-1-8A A-原子炉圧力容器計器ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 15300 EL 15934 

R-1F-03N

R-1F-22N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIR-1-8C C-原子炉圧力容器計器ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 15300 EL 15941 

R-1F-03N

R-1F-22N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIR-1-8D D-原子炉圧力容器計器ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 15300 EL 15890 

R-1F-03N

R-1F-22N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-2211-22 C-ﾒﾀｸﾗ･ﾛｰﾄﾞｾﾝﾀ保護継電器盤 原子炉建物 EL 23800 EL 24400 R-2F-04N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIR-2-8A A-原子炉格納容器圧力計器ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 23800 EL 24660 

R-2F-11N

R-2F-12N

R-2F-18N

R-2F-19N

R-2F-24N

R-2F-25N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIR-2-8B B-原子炉格納容器圧力計器ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 23800 EL 24360 

R-2F-11N

R-2F-12N

R-2F-18N

R-2F-19N

R-2F-24N

R-2F-25N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIR-2-8C C-原子炉格納容器圧力計器ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 23800 EL 24360 

R-2F-11N

R-2F-12N

R-2F-18N

R-2F-19N

R-2F-24N

R-2F-25N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIR-2-8D D-原子炉格納容器圧力計器ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 23800 EL 24350 

R-2F-11N

R-2F-12N

R-2F-18N

R-2F-19N

R-2F-24N

R-2F-25N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-2220A1 A-ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機制御盤 原子炉建物 EL 2800 EL 2890 R-B2F-05N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-2220B1 B-ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機制御盤 原子炉建物 EL 2800 EL 2890 R-B2F-08N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-2220H1 HPCS-ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機制御盤 原子炉建物 EL 2800 EL 2980 R-B2F-11N

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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表 2-2 溢水防護対象設備リスト（10/11） 

系統名称 設備番号 設備名称 設置建物 
設置高さ 

 [mm] 

機能喪失

高さ[mm] 
設置区画 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2RCB-51 ほう酸水注入系操作箱 原子炉建物 EL 34800 EL 35400 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RSR-3-3A A-原子炉格納容器 H2・O2分析計ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 34800 EL 34985 R-3F-06N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RSR-3-3B B-原子炉格納容器 H2・O2分析計ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 34800 EL 34980 R-3F-100N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RSR-3-5B B-原子炉格納容器 H2・O2 ｸｰﾗｰﾗｯｸ 原子炉建物 EL 34800 EL 35460 R-3F-100N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIR-B1-8B B-ｼﾞｪｯﾄﾎﾟﾝﾌﾟ流量計器ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 8800 EL 9700 

R-B1F-01N

R-B1F-08N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIR-B1-8A A-ｼﾞｪｯﾄﾎﾟﾝﾌﾟ流量計器ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 8800 EL 9380 R-B1F-07N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-RIR-B1-4 HPCS計器ﾗｯｸ 原子炉建物 EL 8800 EL 9200 R-B1F-09N

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-YIB-1B Ⅱ-RSW ﾎﾟﾝﾌﾟ出口圧力計器収納箱 取水槽 EL 1100 EL 3950 Y-24AN

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-YIB-1A Ⅰ-RSW ﾎﾟﾝﾌﾟ出口圧力計器収納箱 取水槽 EL 1100 EL 3950 Y-24BN

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-920A A-RHR･LPCS継電器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-920B B･C-RHR継電器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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表 2-2 溢水防護対象設備リスト（11/11） 

 

系統名称 設備番号  設備名称 設置建物 
設置高さ 

 [mm] 

機能喪失

高さ[mm] 
設置区画 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-921 HPCS継電器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-921A HPCS ﾄﾘｯﾌﾟ設定器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-923A A-格納容器隔離継電器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-923B B-格納容器隔離継電器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-924A A-原子炉保護継電器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-924A1 A1-原子炉保護ﾄﾘｯﾌﾟ設定器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-924A2 A2-原子炉保護ﾄﾘｯﾌﾟ設定器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-924B B-原子炉保護継電器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-924B1 B1-原子炉保護ﾄﾘｯﾌﾟ設定器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-924B2 B2-原子炉保護ﾄﾘｯﾌﾟ設定器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-925 制御棒ｽｸﾗﾑﾃｽﾄ盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-934A A-原子炉ﾌﾟﾛｾｽ計測盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-934B B-原子炉ﾌﾟﾛｾｽ計測盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-961G2 B-直流地絡検出装置盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-970A A-自動減圧継電器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-970B B-自動減圧継電器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-972A A-原子炉補助継電器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-972B B-原子炉補助継電器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-973A-2 A-格納容器 H2/O2濃度計演算器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-973B-2 B-格納容器 H2/O2濃度計演算器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-976A SⅠ-工学的安全施設ﾄﾘｯﾌﾟ設定器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-976B SⅡ-工学的安全施設ﾄﾘｯﾌﾟ設定器盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-984A 原子炉警報電源盤 廃棄物処理建物 EL 16900 EL 17010 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-2256A A-中央制御室冷凍機制御盤 廃棄物処理建物 EL 22100 EL 22285 RW-2F-02N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-2256B B-中央制御室冷凍機制御盤 廃棄物処理建物 EL 22100 EL 22295 RW-2F-02N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-WIR-2-6A 中央制御室 A-冷凍機計器ﾗｯｸ 廃棄物処理建物 EL 22100 EL 22480 RW-2F-02N 

中央制御室機器・現

地制御盤 
2-WIR-2-6B 中央制御室 B-冷凍機計器ﾗｯｸ 廃棄物処理建物 EL 22100 EL 22480 RW-2F-02N 
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2.2 溢水影響評価の対象外とした設備の整理 

(1) 図 2-1に示した選定フローにより溢水影響評価の対象外とした設備のリスト

を表 2-3に示す。 
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表 2-3 溢水影響評価の対象外とした設備のリスト（1/4) 

 

系統名称 設備番号 設備名称 
評価対象外

とした理由 

原子炉再循環系 AV201-1 炉水ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ内側隔離弁 ② 

原子炉再循環系 AV201-2 炉水ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ外側隔離弁 ③ 

原子炉再循環系 AV201-5A,B A,B-再循環ﾒｶｼｰﾙﾊﾟｰｼﾞ元弁 ③ 

主蒸気系 AV202-1A～D A～D-主蒸気内側隔離弁 ② 

主蒸気系 AV202-2A～D A～D-主蒸気外側隔離弁 ③ 

主蒸気系 MV202-10A～D A～D-主蒸気管水抜きﾗｲﾝﾄﾞﾚﾝ弁 ③ 

主蒸気系 MV202-11 主蒸気管水抜き弁 ③ 

主蒸気系 MV202-2 主蒸気ﾄﾞﾚﾝ内側隔離弁 ② 

主蒸気系 MV202-3 主蒸気ﾄﾞﾚﾝ外側隔離弁 ③ 

主蒸気系 RV202-1A～M A～M-主蒸気逃がし安全弁 ② 

主蒸気系 T202-1A～M 
A～M-主蒸気系逃がし安全弁機能用ｱ

ｷｭﾑﾚｰﾀ 
① 

主蒸気系 T202-2B,D,E,G,K,M 
B,D,E,G,K,M-主蒸気系逃がし安全弁

自動減圧機能用ｱｷｭﾑﾚｰﾀ 
① 

主蒸気系 T202-3A～D A～D-主蒸気内側隔離弁用ｱｷｭﾑﾚｰﾀ ① 

主蒸気系 T202-4A～D A～D-主蒸気外側隔離弁用ｱｷｭﾑﾚｰﾀ ① 

主蒸気系 
TE202-4A ～ D,5A ～ D,6A ～

D,7A～D,8A～D,9A～D 
主蒸気管周囲温度 ③ 

制御棒駆動系 AV212-126 水圧ﾕﾆｯﾄｽｸﾗﾑ弁 ③ 

制御棒駆動系 D212-2 制御棒駆動機構 ① 

制御棒駆動系 T212-125 水圧ﾕﾆｯﾄｱｷｭﾑﾚｰﾀ ① 

制御棒駆動系 T212-128 水圧ﾕﾆｯﾄ窒素容器 ① 

原子炉浄化系 MV213-1A,B A,B-CUW入口元弁 ② 

原子炉浄化系 MV213-2 RPV ﾄﾞﾚﾝ側流量調節弁ﾊﾞｲﾊﾟｽ弁 ② 

原子炉浄化系 MV213-3 CUW入口内側隔離弁 ② 

原子炉浄化系 MV213-4 CUW入口外側隔離弁 ④ 

原子炉補機冷却系 CV214-1A,B 中央制御室冷凍機出口圧力調節弁 ③ 

原子炉補機冷却系 H214-1A-1～3 A1～3-原子炉補機冷却系熱交換器 ① 

原子炉補機冷却系 H214-1B-1～3 B1～3-原子炉補機冷却系熱交換器 ① 

原子炉補機冷却系 MV214-40 PCV内冷却水入口外側隔離弁 ④ 

原子炉補機冷却系 MV214-41 PCV内冷却水出口内側隔離弁 ② 

原子炉補機冷却系 MV214-42 PCV内冷却水出口外側隔離弁 ④ 

原子炉補機冷却系 T214-1A,B A,B-原子炉補機冷却系ｻｰｼﾞﾀﾝｸ ① 

原子炉補機海水系 ST215-1A,B Ⅰ，Ⅱ系-原子炉補機海水ｽﾄﾚｰﾅ ① 

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系 - 燃料ﾌﾟｰﾙ ① 

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系 H216-1A,B A,B-熱交換器 ① 

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系 T216-1A,B A,B-ｽｷﾏｻｰｼﾞﾀﾝｸ ① 

窒素ｶﾞｽ制御系 AV217-19 HVR入口隔離弁 ③ 

窒素ｶﾞｽ制御系 AV217-2 N2 ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ入口隔離弁 ③ 

窒素ｶﾞｽ制御系 AV217-3 N2 ﾄｰﾗｽ入口隔離弁 ③ 

窒素ｶﾞｽ制御系 AV217-7 N2 補給隔離弁 ③ 

窒素ｶﾞｽ制御系 AV217-8A N2 補給ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ入口隔離弁 ③ 

窒素ｶﾞｽ制御系 AV217-8B N2 補給ﾄｰﾗｽ入口隔離弁 ③ 

窒素ｶﾞｽ制御系 MV217-4 N2 ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ出口隔離弁 ③ 

窒素ｶﾞｽ制御系 MV217-5 N2 ﾄｰﾗｽ出口隔離弁 ③ 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機冷却

系 
H218-1 熱交換器 ① 
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表 2-3 溢水影響評価の対象外とした設備のリスト（2/4) 

 

系統名称 設備番号 設備名称 
評価対象外

とした理由 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機冷却

系 
T218-1 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機冷却系ｻｰｼﾞﾀﾝｸ ① 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機海水

系 
S219-1 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機海水ｽﾄﾚｰﾅ ① 

原子炉隔離時冷却系 MV221-20 蒸気内側隔離弁 ② 

原子炉隔離時冷却系 S221-2 
原子炉隔離時冷却ﾎﾟﾝﾌﾟｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾁｪﾝ

ﾊﾞｽﾄﾚｰﾅ 
① 

残留熱除去系 CV222-1 炉頂部冷却水流量調節弁 ③ 

残留熱除去系 H222-1A,B A,B-残留熱除去系熱交換器 ① 

残留熱除去系 MV222-14 RHR炉頂部冷却内側隔離弁 ② 

残留熱除去系 MV222-22A,B A,B-RHR熱交水室入口弁 ③ 

残留熱除去系 MV222-6 RHR炉水入口内側隔離弁 ② 

残留熱除去系 S222-1A～C 
A～C-残留熱除去ﾎﾟﾝﾌﾟｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾁｪﾝ

ﾊﾞｽﾄﾚｰﾅ 
① 

残留熱除去系 TE222-5A-2,6,5B-2,6 ﾄｰﾗｽ水温度 ② 

低圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 S223-1 
低圧炉心ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾁｪﾝﾊﾞｽ

ﾄﾚｰﾅ 
① 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 S224-2 
高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾁｪﾝﾊﾞｽ

ﾄﾚｰﾅ 
① 

ほう酸水注入系 T225-1 ほう酸水貯蔵ﾀﾝｸ ① 

非常用ｶﾞｽ処理系 AV226-1A,B A,B-R/B連絡弁 ③ 

逃がし安全弁 N2 ｶﾞｽ供

給系 
MV227-1A,B A,B-ADS外側 N2 隔離弁 ④ 

逃がし安全弁 N2 ｶﾞｽ供

給系 
MV227-3 逃がし弁 N2 供給弁 ④ 

液体廃棄物処理系 MV252-1 ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ機器ﾄﾞﾚﾝ内側隔離弁 ② 

液体廃棄物処理系 MV252-2 ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ機器ﾄﾞﾚﾝ外側隔離弁 ④ 

液体廃棄物処理系 MV252-3 ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ床ﾄﾞﾚﾝ内側隔離弁 ② 

液体廃棄物処理系 MV252-4 ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ床ﾄﾞﾚﾝ外側隔離弁 ③ 

中央制御室空調換気系 AD264-1 A,B-制御室再循環風量調整ﾀﾞﾝﾊﾟ ③ 

中央制御室空調換気系 AD264-2 A,B-ｹｰﾌﾞﾙ処理室排気切替ﾀﾞﾝﾊﾟ ③ 

中央制御室空調換気系 AD264-3 
A,B-制御室再循環空気排気切替ﾀﾞﾝ

ﾊﾟ 
③ 

中央制御室空調換気系 AD264-4A,B 
A,B-中央制御室排風機用 ｲﾝﾚｯﾄｶﾞｲ

ﾄﾞﾍﾞｰﾝ 
③ 

中央制御室空調換気系 AV264-5 中央制御室排気内側隔離弁 ③ 

中央制御室空調換気系 AV264-6 中央制御室排気外側隔離弁 ③ 

中央制御室空調換気系 AV264-7A,B 
A,B-中央制御室非常用再循環処理装

置入口隔離弁 
③ 

中央制御室空調換気系 CV264-17 中央制御室給気外側隔離弁 ③ 

中央制御室空調換気系 CV264-18 中央制御室給気内側隔離弁 ③ 

中央制御室空調換気系 VD264-3 
中央制御室外気処理装置ﾊﾞｲﾊﾟｽﾀﾞﾝ

ﾊﾟ 
① 

ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ冷却系 MV265-1 HVD格納容器入口弁 ④ 

ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ冷却系 MV265-2 HVD冷却機出口弁 ② 

ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ冷却系 MV265-3 HVD格納容器出口弁 ④ 
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表 2-3 溢水影響評価の対象外とした設備のリスト（3/4) 

 

系統名称 設備番号 設備名称 
評価対象外

とした理由 

原子炉建物付属棟空調

換気系 
VD 

A-非常用電気室 A1,2 送風機入口ﾀﾞﾝ

ﾊﾟ 
① 

原子炉建物付属棟空調

換気系 
VD 

B-非常用電気室 B1,2 送風機入口ﾀﾞﾝ

ﾊﾟ 
① 

原子炉建物付属棟空調

換気系 
VD HPCS電気室 A,B 送風機入口ﾀﾞﾝﾊﾟ ① 

復水輸送系 T271-1 復水貯蔵ﾀﾝｸ ① 

補給水系 MV272-196 MUW PCV 代替冷却外側隔離弁 ④ 

計装用圧縮空気系 MV277-50 IA PCV外側隔離弁 ④ 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ系 AV278-1A～D A～D-N2 ｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ第 1隔離弁 ③ 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ系 AV278-2A～D A～D-N2 ｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ第 2隔離弁 ③ 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ系 AV278-3 N2 ｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ戻り第 2隔離弁 ③ 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ系 AV278-4 N2 ｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ戻り第 1隔離弁 ③ 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ系 MV278-400 原子炉水ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ内側隔離弁(PASS) ② 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ系 MV278-401 原子炉水ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ外側隔離弁(PASS) ③ 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ系 MV278-405 液体ｻﾝﾌﾟﾙ戻り第 1 隔離弁 ④ 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ系 MV278-406 液体ｻﾝﾌﾟﾙ戻り第 2 隔離弁 ③ 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機系 D280-3A,B,H-1,2 A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系燃料ﾌｨﾙﾀ ① 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機系 D280-4A,B,H-1,2 A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系潤滑油ﾌｨﾙﾀ ① 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機系 D280-5A,B,H-1,2 A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系ｼﾘﾝﾀﾞ油ﾌｨﾙﾀ ① 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機系 H280-1A,B,H A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系潤滑油冷却器 ① 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機系 H280-3A,B,H A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 1次水冷却器 ① 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機系 S280-101A,B,H 
A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ

入口ｽﾄﾚｰﾅ 
① 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機系 S280-312A,B,H-1,2 
A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 1,2 始動用空

気ｽﾄﾚｰﾅ 
① 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機系 T280-1A,B,H A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系燃料地下ﾀﾝｸ ① 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機系 T280-3A,B,H A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系燃料ﾃﾞｲﾀﾝｸ ① 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機系 T280-4A,B,H A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系潤滑油ｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ ① 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機系 T280-5A,B,H A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系ｼﾘﾝﾀﾞ油ﾀﾝｸ ① 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機系 T280-6A,B,H 
A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 1 次水空気抜ﾀ

ﾝｸ 
① 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機系 T280-7A,B,H A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 1次水膨張ﾀﾝｸ ① 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機系 T280-8A,B,H-1 
A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系空気だめ(自

動) 
① 

原子炉保護系 LS293-3A～D A,B-ｽｸﾗﾑ排出水容器水位ｽｲｯﾁ ③ 

原子炉保護系 
PoS293-1A,B,2A,B,3A,B, 

4A,B,5A～D-1,2 
主蒸気止め弁開度ｽｲｯﾁ ③ 

原子炉保護系 PoS293-7A～D,8A～D,9A～D ﾀｰﾋﾞﾝﾊﾞｲﾊﾟｽ弁開度ｽｲｯﾁ ③ 

原子炉保護系 PS293-4A～D 蒸気加減弁急速閉用油圧ｽｲｯﾁ ③ 

原子炉保護系 VbS293-1A～D,2A～D,3A～D ｽｸﾗﾑ地震計 ③ 

中性子計装系 LPRM04-21,29,37A～D LPRM検出器 ② 

中性子計装系 LPRM12-13,21,29,37,45A～D LPRM検出器 ② 

中性子計装系 
LPRM20-05,13,21,29,37,45A

～D 
LPRM検出器 ② 

中性子計装系 
LPRM28-05,13,21,29,37,45A

～D 
LPRM検出器 ② 
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表 2-3 溢水影響評価の対象外とした設備のリスト（4/4) 

 

系統名称 設備番号 設備名称 
評価対象外

とした理由 

中性子計装系 
LPRM36-05,13,21,29,37,45A

～D 
LPRM検出器 ② 

中性子計装系 LPRM44-13,21,29,37,45A～D LPRM検出器 ② 

中性子計装系 MV294-2A～D 移動型計測装置(ﾎﾞｰﾙ弁) ③ 

中性子計装系 NE294-11～18 IRM検出器(ch.11～18) ② 

中性子計装系 NE294-21～24 SRM検出器(ch.21～24) ② 

ﾌﾟﾛｾｽ放射線ﾓﾆﾀ系 AMP295-13A～D A～D-主蒸気管ﾓﾆﾀﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ ③ 

ﾌﾟﾛｾｽ放射線ﾓﾆﾀ系 AV295-15,16 
PRM ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ内漏えい検出ﾓﾆﾀ入口第

1,2隔離弁 
③ 

ﾌﾟﾛｾｽ放射線ﾓﾆﾀ系 AV295-17,18 
PRM ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ内漏えい検出ﾓﾆﾀ出口第

1,2隔離弁 
③ 

ﾌﾟﾛｾｽ放射線ﾓﾆﾀ系 RE295-13A～D A～D-主蒸気管ﾓﾆﾀ(ｲｵﾝﾁｪﾝﾊﾞ) ③ 

ﾌﾟﾛｾｽ放射線ﾓﾆﾀ系 RE295-16A～D A～D-燃料取替階ﾓﾆﾀ ③ 

ﾌﾟﾛｾｽ放射線ﾓﾆﾀ系 RE295-17A～D A～D-原子炉棟排気高ﾚﾝｼﾞﾓﾆﾀ ③ 

中央制御室機器・現地制

御盤 
2-2206A～H A～H-ｽｸﾗﾑｿﾚﾉｲﾄﾞﾋｭｰｽﾞ盤 ③ 

中央制御室機器・現地制

御盤 
2-2259A,B A,B-原子炉保護系 MG盤 ③ 

中央制御室機器・現地制

御盤 
2-RCB-80A,B,H 

A,B,HPCS-ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機速度検出用

変換器箱 
③ 

中央制御室機器・現地制

御盤 
2-RIB-2-1A,B A,B-ｽｸﾗﾑ排出水容器水位計器架台 ③ 

中央制御室機器・現地制

御盤 
2-RIR-1-3B,D B,D-主蒸気流量計器ﾗｯｸ ③ 

中央制御室機器・現地制

御盤 
2-RIR-1-8B B-原子炉圧力容器計器ﾗｯｸ ③ 

中央制御室機器・現地制

御盤 
2-TIR-1-1A,B A,B-主蒸気圧力計器ﾗｯｸ ③ 

中央制御室機器・現地制

御盤 
2-TIR-3-9A,B A,B-復水器真空計器ﾗｯｸ ③ 

- - 手動弁一式 ① 

- - 逆止弁一式 ① 

- - 配管一式 ① 

9条-別添1-添付1-23

217



 

 

2.3溢水影響評価の対象外とする理由 

(1)「①溢水により機能を喪失しない」による対象外 

溢水により機能を喪失しないとした防護対象設備について，没水時の健全性を

評価した。表 2-4 に示すように，各建物の最大階高（当該床から上階床までの階

高さのうち最大となる値）に相当する水頭圧を外圧条件とした。 

 

表 2-4 各建物の外圧条件 

建物 水頭圧[m] 最大階高 

原子炉建物 8 3階～4階 

廃棄物処理建物 7 2階～3階 

取水槽 10 床～防水壁天端 

 

a. 配管及び弁 

配管及び弁の没水時の外圧に対する健全性評価の例を表 2-5に示す。 

「発電用原子力設備規格 設計・建設規格  JSME S NC1-2005/2007」に基づ

き算出した機器の外圧に対する許容圧力が溢水水位による外圧を上回るため，

健全性を維持できる。なお，弁は配管に比べ肉厚であるため，配管の評価に包

含される。 

 

表 2-5 配管の没水時の外圧による影響評価結果（代表例） 

建物 原子炉建物 廃棄物処理建物 取水槽 

代表配管※１ 700A-RSW-7A 200A-RCW-61A 700A-RSW-2A 

外径 Do[mm] 711.2 216.3 711.2 

板厚 t[mm] 9.5 8.2 9.5 

製造上最小厚さ ts[mm] 8.5 7.17 8.5 

付録材料図 表 Part7 に 

より定まる値 B 
15.9 89.5 16.6 

材質 SM41C STPT42 SM41C 

許容圧力[MPa]※2 0.15 3.95 0.15 

水頭圧[MPa] 0.08 0.07 0.10 

許容圧力＞水頭圧判定 ○ ○ ○ 

※1 評価を実施するにあたり，各建物の対象配管のうち，保守的に外径(Do)/板厚(t)が最大とな

る配管を代表として選定した。なお，評価では内圧は大気圧とした。 

※2 「発電用原子力設備規格 設計・建設規格（JSME S NC1-2005/2007） PPC-3411 直管  (2) 外

圧を受ける直管」を準用した以下の式を用い，製造上最小厚さから許容圧力を算定した値 

𝑡𝑠 
=

3𝑃𝑒𝐷0

4𝐵
 

 

Pe：許容圧力［ＭPa］ 
ts ：製造上の最小厚さ［ｍｍ］ 
D0：管の外径［ｍｍ］ 
Ｂ：付録材料図 表 Part7により定まる値 
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b. 容器（熱交換器） 

容器（熱交換器）の没水時の外圧及び浮力に対する健全性評価の例として，

表 2-6に示す４つの熱交換器を評価した。 

 

表 2-6 評価対象の熱交換器 

設備番号 設備名称 

H214-1A-1～3,1B-1～3 A1～3,B1～3-原子炉補機冷却系熱交換器 

H216-1A,B A,B-燃料ﾌﾟｰﾙ冷却水熱交換器 

H218-1 A,B-高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機冷却水熱交換器 

H222-1A,B A,B-残留熱除去熱交換器 

 

(a)没水時の外圧に対する健全性評価 

熱交換器が没水した場合，熱交換器の胴体には水頭圧が外圧として負荷され

る。熱交換器は内部流体による満水状態であり，胴体には内圧が負荷されてい

るため，没水時の外圧と熱交換器の内圧を比較し，外圧が内圧を上回り胴体に

外側から差圧が負荷されるかを確認した。没水時の水頭圧による外圧と各熱交

換器の内圧(運転圧力)を表 2-7に示す。没水時に生じる外圧は熱交換器の内圧

より小さい事から，外側から差圧が負荷される事はない。したがって，内圧に

対して強度を有している熱交換器は健全性を維持できる。 

 

表 2-7 没水時の外圧と各熱交換器の内圧比較結果 

溢水時に機器

が水没した際

に生じる圧力

(外圧) [MPa] 

各熱交換器の運転圧力(内圧) [MPa] 

原子炉補機冷

却系熱交換器 

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却水

熱交換器 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ

補機冷却水熱交

換器 

残留熱除去熱

交換器 

管側 胴側 管側 胴側 管側 胴側 管側 胴側 

0.08  

(水頭圧：8m) 
0.44 0.78 0.78 0.78 0.29 0.78 0.98 0.78 

 

(b) 没水時の浮力に対する健全性評価 

没水時に生じる浮力が自重を上回る場合，基礎ボルトに対して引張荷重が生

じる。機器が水没した際に生じる浮力は，以下の式（１）にて算出する。 

熱交換器内部は満水状態にあり，溢水は機器の内包流体とほぼ同じ性質の水

であることから，機器が没水した場合でも内部流体と溢水の有意な密度差は生じ

ず浮力は発生しない。したがって，浮力が追加荷重として負荷されることはなく，

熱交換器は健全性を維持できる。 
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Ｆ＝ρ×ｇ×Ｖ …………… （１） 

Ｆ：機器が水没した際に生じる浮力 

ρ：機器内部流体の密度と溢水の密度差 

ｇ：重力加速度 

Ｖ：機器の体積 

 

c. 容器（タンク） 

容器（タンク）の没水時の外圧及び浮力に対する健全性評価の例として，表

2-8に示す３つのタンクを評価した。 

 

表 2-8 評価対象のタンク 

設備番号 設備名称 

T214-1A,B A,B-原子炉補機冷却系ｻｰｼﾞﾀﾝｸ 

T225-1 ほう酸水貯蔵ﾀﾝｸ 

T218-1 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機冷却系ｻｰｼﾞﾀﾝｸ 

 

(a) 没水時の外圧に対する健全性評価 

タンクが没水した場合，タンクには水頭圧が外圧として負荷される。タンク

は開放構造のため，没水時の外圧と各タンクの内圧はいずれも静水頭圧であり，

表 2-9に示すとおり没水によりタンクの破損には至らず，健全性は維持される。 
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表 2-9 タンクの没水時の外圧による影響評価結果（代表例） 

建物 原子炉建物 

設備名称 

原子炉補機

冷却系 

ｻｰｼﾞﾀﾝｸ 

ほう酸水 

貯蔵ﾀﾝｸ 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚ

ｲ補機冷却系 

ｻｰｼﾞﾀﾝｸ 

内径 Di[mm] 2500 3000 1500 

板厚 t[mm] 9 8 9 

製造上最小厚さ ts[mm] 6.42 4.88 6.40 

付録材料図 表 Part7 に 

より定まる値 B 
14 4 21 

材質 SM41A SUS316L SM41A 

許容圧力[MPa]※1 0.0475 0.0086 0.118 

水頭圧[MPa]※2 0.003 0.0035 0.05 

許容圧力＞水頭圧判定 ○ ○ ○ 

※1 「発電用原子力設備規格 設計・建設規格（JSME S NC1-2005/2007） PVC-3122 

円筒形の胴の厚さの規定 (3) 外面に圧力を受ける円筒形の胴」を準用した

以下の式を用い，製造上の最小厚さから許容圧力を算定した値 

𝑡𝑠 
=

3𝑃𝑒𝐷0

4𝐵
 

 

※2 タンク内保有水なし，各溢水事象の最大水位。 

 

(b) 没水時の浮力に対する健全性評価 

タンクが没水した際に生じる浮力が自重を上回る場合，基礎ボルトに対して

引張荷重が生じる。タンクは常に保有水があるが，タンクが空の場合の基礎ボ

ルトの健全性を確認する。評価結果を表 2-10 に示すとおり，健全性が維持で

きる。 

 

表 2-10 タンク基礎ボルトの健全性評価結果 

設備名称 
発生応力 
[MPa] 

許容応力 
[MPa] 

判定 

原子炉補機冷却系ｻｰｼﾞﾀﾝｸ 25 176 ○ 
ほう酸水貯蔵ﾀﾝｸ 30 176 ○ 
高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機冷却系ｻｰｼﾞﾀﾝｸ 8 176 ○ 

 

d. 空調ダンパ及びダクト 

防護対象設備である空調ダンパ及びダクトは，没水時の水圧により破損の 

恐れがあるため，堰設置等の没水対策を行い，健全性を維持させる。なお，床

を貫通するダクトに対して堰等の没水対策を実施する場合は，現場調査の結果

Pe：許容圧力［ＭPa］ 
ts ：製造上の最小厚さ［ｍｍ］ 
D0：胴の外径［ｍｍ］ 
Ｂ：付録材料図 表 Part7により定まる値 
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に基づき，被水が堰内に流入するのを防止する対策として，被水防止カバー等

の対策を実施する。 

e. 現場確認の実施について 

溢水防護対象設備は，図 2-1のフローにより防護対象設備から選定してお

り，開放構造である設備については現場確認を実施している。溢水防護対象

設備としない防護対象設備のうち，「①溢水により機能を喪失しない」として

溢水影響評価の対象外としている設備（タンク，熱交換器，ろ過脱塩器，逆

止弁，手動弁及び配管等の静的機器）は，図 2-2の「①溢水により機能を喪

失しない設備」の選定フローにより現場確認実施の要否について検討した。

その結果を表 2-11に示す。 

確認対象となった開放構造のタンクについて，溢水水位とベント管等開放

構造部の位置から，溢水の流入がないことを図面及び現場にて確認した。開

放構造のタンクの溢水流入確認結果を表 2-12に，現場確認結果の例として

B-原子炉補機冷却系サージタンクのベント管設置箇所を図 2-3に，非常用デ

ィーゼル発電機系 A-燃料地下タンクのベント管設置箇所を図 2-4に示す。 

  

9条-別添1-添付1-28

222



 

 

 

 

  

①溢水により機能喪失しない設備 

（溢水影響評価対象外とする設備） 

  

  

防護対象設備 

  

  

次の選定フロー項目 

（図 2-１の②へ） 

水の流入で機能 
喪失しない 

ベント管等があり開放構造であるが 
内部への溢水流入の可能性がない 

密閉構造等で没水時の 
外圧に対して健全性 

を維持できる 

常時没水している 

現場確認 

No 

Yes 

Yes 

No 

A 

B 

No 

Yes 

No 

C 
Yes 

D 

図 2-2 「①溢水により機能を喪失しない設備」の選定フロー 
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表 2-11 「①溢水により機能を喪失しない設備」の判定（1/2） 

系統名称 設備番号 設備名称 判定※１ 
現場確認 

要否※２ 

主蒸気系 T202-1A～M 
A～M-主蒸気系逃がし安全弁機能用ｱ

ｷｭﾑﾚｰﾀ 
B × 

主蒸気系 T202-2B,D,E,G,K,M 
B,D,E,G,K,M-主蒸気系逃がし安全弁

自動減圧機能用ｱｷｭﾑﾚｰﾀ 
B × 

主蒸気系 T202-3A～D A～D-主蒸気内側隔離弁用ｱｷｭﾑﾚｰﾀ B × 

主蒸気系 T202-4A～D A～D-主蒸気外側隔離弁用ｱｷｭﾑﾚｰﾀ B × 

制御棒駆動系 D212-2 制御棒駆動機構 B × 

制御棒駆動系 T212-125 水圧ﾕﾆｯﾄｱｷｭﾑﾚｰﾀ B × 

制御棒駆動系 T212-128 水圧ﾕﾆｯﾄ窒素容器 B × 

原子炉補機冷却系 H214-1A-1～3 A1～3-原子炉補機冷却系熱交換器 B × 

原子炉補機冷却系 H214-1B-1～3 B1～3-原子炉補機冷却系熱交換器 B × 

原子炉補機冷却系 T214-1A,B A,B-原子炉補機冷却系ｻｰｼﾞﾀﾝｸ C ○ 

原子炉補機海水系 ST215-1A,B Ⅰ，Ⅱ系-原子炉補機海水ｽﾄﾚｰﾅ A × 

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系 - 燃料ﾌﾟｰﾙ A × 

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系 H216-1A,B A,B-熱交換器 B × 

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系 T216-1A,B A,B-ｽｷﾏｻｰｼﾞﾀﾝｸ D × 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機

冷却系 
H218-1 熱交換器 B × 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機

冷却系 
T218-1 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機冷却系ｻｰｼﾞﾀﾝｸ C ○ 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機

海水系 
S219-1 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機海水ｽﾄﾚｰﾅ A × 

原子炉隔離時冷却系 S221-2 
原子炉隔離時冷却ﾎﾟﾝﾌﾟｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾁｪﾝ

ﾊﾞｽﾄﾚｰﾅ 
A × 

残留熱除去系 H222-1A,B A,B-残留熱除去系熱交換器 B × 

残留熱除去系 S222-1A～C 
A～C-残留熱除去ﾎﾟﾝﾌﾟｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾁｪﾝ

ﾊﾞｽﾄﾚｰﾅ 
A × 

低圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 S223-1 
低圧炉心ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾁｪﾝﾊﾞｽ

ﾄﾚｰﾅ 
A × 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 S224-2 
高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝﾁｪﾝﾊﾞｽ

ﾄﾚｰﾅ 
A × 

ほう酸水注入系 T225-1 ほう酸水貯蔵ﾀﾝｸ C ○ 

中央制御室空調換気

系 
VD264-3 

中央制御室外気処理装置ﾊﾞｲﾊﾟｽﾀﾞﾝ

ﾊﾟ 
B × 

原子炉建物付属棟空

調換気系 
VD 

A-非常用電気室 A1,2 送風機入口ﾀﾞﾝ

ﾊﾟ 
B × 

原子炉建物付属棟空

調換気系 
VD 

B-非常用電気室 B1,2 送風機入口ﾀﾞﾝ

ﾊﾟ 
B × 

原子炉建物付属棟空

調換気系 
VD HPCS電気室 A,B送風機入口ﾀﾞﾝﾊﾟ B × 

復水輸送系 T271-1 復水貯蔵ﾀﾝｸ C ○ 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
D280-3A,B,H-1,2 A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系燃料ﾌｨﾙﾀ B × 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
D280-4A,B,H-1,2 A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系潤滑油ﾌｨﾙﾀ B × 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
D280-5A,B,H-1,2 A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系ｼﾘﾝﾀﾞ油ﾌｨﾙﾀ B × 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
H280-1A,B,H A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系潤滑油冷却器 B × 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
H280-3A,B,H A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 1次水冷却器 B × 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
S280-101A,B,H 

A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ

入口ｽﾄﾚｰﾅ 
A × 
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系統名称 設備番号 設備名称 判定※１ 
現場確認 

要否※２ 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
S280-312A,B,H-1,2 

A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 1,2 始動用空

気ｽﾄﾚｰﾅ 
A × 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 

T280-1A,1A-2,2B-1,2B-

2,2B-3,H 
A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系燃料地下ﾀﾝｸ C ○ 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-3A,B,H A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系燃料ﾃﾞｲﾀﾝｸ C ○ 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-4A,B,H A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系潤滑油ｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ C 〇 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-5A,B,H A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系ｼﾘﾝﾀﾞ油ﾀﾝｸ C 〇 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-6A,B,H 

A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 1 次水空気抜ﾀ

ﾝｸ 
B × 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-7A,B,H A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 1次水膨張ﾀﾝｸ C 〇 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-8A,B,H-1 

A,B,高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系空気だめ(自

動) 
B × 

- - 逆止弁一式 B × 

- - 手動弁一式 B × 

- - 配管一式 B × 

※１ A：常時没水 

   B：密閉構造等で外圧健全性あり 

      C：開放構造であるが，溢水流入の可能性がない 

D：水の流入で，機能喪失しない        

※２ ○：現場確認必要 ×：現場確認不要 

 

  

表 2-11 「①溢水により機能を喪失しない設備」の判定（2/2） 
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表 2-12 開放構造のタンクの溢水流入確認結果 

系統名称 設備番号  設備名称 

開放構造部

床上高さ 

[m] 

タンク設置 

区画の最大 

溢水水位※1 

[m] 

評価結果※2 

原子炉補機冷却系 T214-1A 
A-原子炉補機冷却系ｻｰ

ｼﾞﾀﾝｸ 
4.0 0.19 ○ 

原子炉補機冷却系 T214-1B 
B-原子炉補機冷却系ｻｰ

ｼﾞﾀﾝｸ 
4.0 0.19 ○ 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機

冷却系 
T218-1 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機冷却

系ｻｰｼﾞﾀﾝｸ 
4.4 4.31 ◯ 

ほう酸水注入系 T225-1 ほう酸水貯蔵ﾀﾝｸ 4.5 0.19 ○ 

復水輸送系 T271-1 復水貯蔵ﾀﾝｸ 13.0 0.03 ○ 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-1A,1A-2 A-燃料地下ﾀﾝｸ 4.2 0.23 ○ 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-2B-1,2B-2,2B-3 B-燃料地下ﾀﾝｸ 4.2 0.02 ○ 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-1H 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系燃料 

地下ﾀﾝｸ 
4.2 0.25 ○ 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-3A A-燃料ﾃﾞｲﾀﾝｸ 2.0 0.15※3 ○ 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-3B B-燃料ﾃﾞｲﾀﾝｸ 2.0 0.65※3 ○ 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-3H 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系燃料 

ﾃﾞｲﾀﾝｸ 
1.9 2.78 ○※4 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-4A A-潤滑油ｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ 1.1 3.01 ○※4 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-4B B-潤滑油ｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ 1.1 3.20 ○※4 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-4H 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系潤滑油

ｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ 
1.1 0.70 ○ 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-5A A-ｼﾘﾝﾀﾞ油ﾀﾝｸ 7.9 3.01 ○ 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-5B B-ｼﾘﾝﾀﾞ油ﾀﾝｸ 7.9 3.20 ○ 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-5H 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系ｼﾘﾝﾀﾞ

油ﾀﾝｸ 
6.7 0.70 ○ 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-7A A-1次水膨張ﾀﾝｸ 7.7 3.01 ○ 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-7B B-1次水膨張ﾀﾝｸ 7.7 3.20 ○ 

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電

機系 
T280-7H 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 1 次水

膨張ﾀﾝｸ 
6.5 0.70 ○ 

※１ 想定破損，消火水の放水又は地震起因による溢水のうち，機器設置区画で溢水水位が最大 

となるもの 

※２ ○：開放構造部から流入しない 

×：開放構造部から流入する 

※３ 流入の有無に関わらず，破損により機能喪失するタンクの属する系統の想定破損を除いた 

最大溢水水位 

※４ 想定破損時に開放構造部より溢水が流入するが，多重化された機能が同時に機能喪失しない

ことを確認している。 
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図 2-3 現場確認結果（例） B-原子炉補機冷却系サージタンク  

ベント管設置箇所 

 

 

 

 

 

 

 

B-原子炉補機冷却系サージタンクのベント管 

（原子炉建物 地上４階 EL42800） 
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図 2-4 現場確認結果（例）非常用ディーゼル発電機系  

 A-燃料地下タンクベント管設置箇所 

 

 

  

（屋外 EL8500） 

 

非常用ディーゼル発電機系 

A-燃料地下タンクのベント管 
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(2) 「②原子炉格納容器内耐環境仕様の設備である」による対象外 

  原子炉格納容器内の防護対象設備は，設計基準事故において想定される溢水

を考慮した設計としているため，溢水影響評価の対象外とする。 

a. 没水影響評価 

原子炉冷却材喪失事故（以下「LOCA」という。）時に原子炉格納容器内の破断

から流出する冷却水及び原子炉格納容器スプレイ水は，原子炉格納容器内のド

ライウェル下部に溜まった後，ドライウェル下部にあるベント管を通り，サプ

レッション・チェンバ（以下「S/C」という。）へ流れ込む設計となっている。 

また，LOCA時の注水源は，S/Cであることから，LOCA時に原子炉格納容器の

ベント管設置位置よりも高水位まで PCV が溢水することは無いため，没水影響

評価において対象外とする。 

b. 被水影響評価 

LOCA時にドライウェル内が蒸気で満たされた場合，原子炉格納容器スプレイ

の蒸気凝縮効果によって原子炉格納容器を効果的に減圧することができる。PCV

スプレイ水はドライウェル内に一様に噴霧されるため，LOCA 時に動作が必要と

なる機器については，LOCA時の雰囲気下で機能を達成するように設計及び試験

を行っているため，被水影響評価の対象外とする。 

 c. 蒸気影響評価 

    原子炉格納容器内の防護対象設備は，設計基準事故において最も環境が過酷

な LOCA 時の原子炉格納容器内の状態を考慮した耐環境仕様で設計しているた

め，蒸気影響評価の対象外とする。 

 

(3) 「③動作機能の喪失により安全機能に影響しない」による対象外 

動作機能が喪失した場合においても，その設備の持つ機能として安全側に作動

するようフェイルセーフ設計となっている空気作動弁等の設備に関しては，結果

として要求される安全機能を達成しうることから，安全機能に影響はない。なお，

フェイルセーフ動作後に他の安全機能を発揮するために動作が必要となるよう

な設備がないことを確認している。また，常時閉状態の隔離弁のように，通常の

待機時から機能遂行時にかけて，その動作機能が喪失した場合でも安全機能に影

響がない機器は，詳細な評価の対象外とする。 

 

(4) 「④他の設備で代替できる」による対象外 

他の設備で代替できるため溢水影響評価対象外とした防護対象設備は，原子炉

浄化系，原子炉補機冷却系，逃し安全弁 N2ガス供給系，液体廃棄物処理系，ド

ライウェル冷却系，補給水系及び計装用圧縮空気系の原子炉格納容器外側隔離弁

である。表 2-13 に溢水影響評価対象外とした設備及び代替する設備を示す。代

替する設備は防護対象設備と同等の仕様であることを確認しており，これらの原
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子炉格納容器外側隔離弁が機能喪失した場合においても，逆止弁又は電動弁の閉

止により隔離が可能である。系統概略図を図 2-5に示す。 

 

表 2-13 「④他の設備で代替できる」とした防護対象設備及び代替する設備 

防護対象設備 代替する設備 代替 

パターン 設備番号 設備名称 設備番号 設備名称 

MV213-4 CUW入口外側隔離弁 MV213-3 CUW入口内側隔離弁 B 

MV214-40 PCV内冷却水入口外側隔離弁 V214-151 RCWPCV冷却水入口内側隔離弁 A 

MV214-42 PCV内冷却水出口外側隔離弁 MV214-41 PCV内冷却水出口内側隔離弁 B 

MV227-1A A-ADS外側 N2隔離弁 V227-3A ADS自動減圧機能用内側隔離弁 A 

MV227-1B B-ADS外側 N2隔離弁 V227-3B ADS自動減圧機能用内側隔離弁 A 

MV227-3 逃がし弁 N2供給弁 V227-6 ADS逃がし弁機能用内側隔離弁 A 

MV252-2 ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ機器ﾄﾞﾚﾝ外側隔離弁 MV252-1 ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ機器ﾄﾞﾚﾝ内側隔離弁 B 

MV265-1 HVD格納容器入口弁 V265-6 HVD格納容器入口逆止弁 A 

MV265-3 HVD格納容器出口弁 MV265-2 HVD冷却機出口弁 B 

MV272-196 MUW PCV代替冷却外側隔離弁 V272-3 MUW PCV代替冷却内側隔離弁 A 

MV277-50 IA PCV外側隔離弁 V277-64 IA 格納容器供給逆止弁 A 
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代替パターン A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代替パターン B 

 

図 2-5  系統概略図 

 

 

 

M 

評価対象外設備 

代替設備 

格納容器内補機 

原子炉格納容器内側 原子炉格納容器外側 

M M 

格納容器内補機 

評価対象外設備 代替設備 

原子炉格納容器内側 原子炉格納容器外側 

9条-別添1-添付1-37

231



添付資料２ 溢水源の分類及び運用について 

1. 高エネルギー及び低エネルギー配管の分類について

評価ガイド付録Ａには，高エネルギー配管であっても「高エネルギー配管とし

て運転している時間の割合がプラント運転期間※の１％より小さければ，低エネ

ルギー配管とすることができる。」と定められている。

運転している時間が短いことから低エネルギー配管とした５系統と原子炉建

物内の所内蒸気系について，低エネルギー配管として分類できることを確認した。

表 1-1に運転時間割合の算出結果を，表 1-2にプラント停止時の残留熱除去系の

運転時間を，表 1-3に計画外停止時の系統の運転時間を示す。 

表1-1に示す高エネルギー配管として運転している時間の割合及び表1-2に示

すプラント停止時の残留熱除去系の運転時間は，詳細な運転記録のある第 10回

定期検査後から第 17回定期検査開始までの約 10年間の実績で算出しているが，

以下の理由により，運転開始からの運転時間の割合は大きく変わるものではなく，

低エネルギー配管の判定に影響を及ぼすことはないと考える。 

・プラント運転中の定期試験の頻度は変わるものではない。

・計画外停止を含め，プラント運転中に低圧炉心スプレイ系，高圧炉心スプ

レイ系，ほう酸水注入系及び原子炉隔離時冷却系が作動した実績はなく，定

期試験時のみ運転している。

・プラント停止時の残留熱除去系の運転時間は，停止操作毎に大きく変わるも

のではない。保守的にすべての停止操作が実績のうちの最大値である３時間

（2時間 42分を切り上げ）としたとしても，１％に対して十分余裕がある。

なお，表 1-1に示す系統の運転時間を管理することにより，高エネルギー配管

としての運転時間がプラント運転期間の１％より小さいことを確認していくこ

ととする。 

※ 「プラント運転期間」としては，評価ガイドが「高エネルギー状態にある運

転期間」が短時間である系統の配管の考え方の参考とした米国 NRC の

Standard Review Plan(SRP) Branch Technical Position(BTP)3-4

「Postulated Rupture Locations in Fluid System Piping Inside and Outside

Containment」では，「原子炉起動，出力運転中，温態待機，低温停止状態ま

での冷却期間」とされており，これを適用した。
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表 1-1 高エネルギー配管の運転時間割合算出結果 

系統略

称 
系統名 

運転時間 

割合[%] 
計算式※１ 

高ｴﾈﾙｷﾞｰ配管の 

運転時間[h] 

ﾌﾟﾗﾝﾄ 

運転期間[h] 

RHR 

A-残留熱除去系 0.08 49.5[h]/65202[h]=0.08[%] 45.0※２ 

65202※５ 

B-残留熱除去系 0.03 18.4[h]/65202[h]=0.03[%] 16.7※２ 

C-残留熱除去系 0.03 15.2[h]/65202[h]=0.03[%] 13.8※２ 

LPCS 低圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 0.05 26.4[h]/65202[h]=0.05[%] 24.0※３ 

HPCS 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系 0.06 33.0[h]/65202[h]=0.06[%] 30.0※３ 

SLC 
A-ほう酸水注入系 0.22 141.5[h]/65202[h]=0.22[%] 128.6※４ 

B-ほう酸水注入系 0.22 141.5[h]/65202[h]=0.22[%] 128.6※４ 

RCIC 原子炉隔離時冷却系 0.05 30.6[h]/65202[h]=0.05[%] 27.8※３ 

HS 所内蒸気系（原子炉建物内） 0.29 184.8[h]/65202[h]=0.29[%] 168.0※６ 

※１ 保守的に調査結果に 10%の余裕を確保した。 

※２ 以下の①定期試験と②停止操作時の２つの時間の合計で算出した。 

①定期試験 

至近の１サイクル中に実施した定期試験データから，高エネルギー状態（1.9MPa

以上）となっている運転時間を抽出し，抽出した運転時間のうち最長である時間を

定期試験１回あたりの高エネルギー状態での運転時間とした。これにプラント運転

期間中のポンプ運転回数を乗じて全体の高エネルギー運転時間を算出した。なお，

定期試験以外も含めて，原子炉隔離時冷却系運転時のトーラス水冷却運転も考慮し

ている。 

②停止操作時 

高エネルギー状態（95℃以上）の運転時間については，プラント停止操作時の実

績データより，プラント運転時間中の実運転時間を抽出。 

※３ プラント運転期間中の定期試験のうちポンプの総運転時間。 

※４ プラント運転期間中の定期試験に要した時間。 

※５ 第 10 回定期検査後（平成 14 年 2 月 19 日）から第 17 回定期検査開始（平成 24年

1月 27日）までの約 10年間とし，定期検査によるプラント停止工程の「冷温停止」

到達以降からプラント起動時の「原子炉起動」までの時間及び計画外停止期間を除

外した時間。 

※６ プラント運転期間中，原子炉建物内の所内蒸気系は常時隔離運用とするが，定期検

査中の原子炉隔離時冷却ポンプ駆動用蒸気タービンの試運転時に一時的に所内蒸

気を使用する。約 10 年間の期間中に７回試運転実績があり，１回の試運転は数時

間で終了するため，保守的に１回の試運転で蒸気を 24 時間通気するとして算出し

た時間。 

 

表 1-2 プラント停止時の残留熱除去系の運転時間 

定検回 運転時間 

第 11回定検（平成 15年 4月） 50分 

第 12回定検（平成 16年 9月） 39分 

第 13回定検（平成 18年 2月） 31分 

第 14回定検（平成 19年 5月） 43分 

第 15回定検（平成 20年 9月） 1時間 40分 

第 16回定検（平成 22年 3月） 1時間 8分 

第 17回定検（平成 24年 1月） 1時間 24分 
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2. 所内蒸気系の隔離運用について

原子炉建物内及び廃棄物処理建物内のうち溢水防護区画に敷設されている所

内蒸気系配管については，上流のタービン建物内で常時隔離運用し，かつ一部配

管のルート変更を行う。所内蒸気系の隔離箇所と配管ルート変更箇所の概要図を

図 2-1に，蒸気源有無の全体概略図を図 2-2に示す。 
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図
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所
内
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気
系
配
管
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隔
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所
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箇
所
の
概
要
図

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 2-2 蒸気源有無の全体概略図 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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添付資料３ 溢水源とする機器としない機器について 

1. 溢水源とする機器としない機器のリスト

1.1 溢水源となりうる機器について 

溢水源となりうる機器として，原子炉建物，制御室建物，廃棄物処理建物，タ

ービン建物及び取水槽等に設置される流体を内包する容器（タンク，熱交換器，

ろ過脱塩器等）並びに配管を抽出した。溢水源となりうる主な機器のリストを表

1-1に，溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量を表 1-2 に，溢水源となり

うる機器の配置を図 1-1～19に示す。 

表 1-1 溢水源となりうる機器リスト（1/6） 

建 物 設 置 階※ 設  備 
耐震 

クラス

原子炉建物 

地上４階 

（EL42.8m） 

原子炉補機冷却系ｻｰｼﾞﾀﾝｸ S 

燃料ﾌﾟｰﾙ S 

配管 － 

地上３階 

（EL34.8m） 

ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ冷凍機 C 

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系熱交換器 B 

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系ろ過脱塩器逆洗水ﾀﾝｸ C 

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系ろ過脱塩器ﾌﾟﾘｺｰﾄﾀﾝｸ C 

ｽｷﾏｻｰｼﾞﾀﾝｸ B 

ほう酸水貯蔵ﾀﾝｸ S 

配管 － 

地上中２階 

（EL30.5m） 

原子炉浄化系ろ過脱塩装置ろ過脱塩器 B 

燃料ﾌﾟｰﾙ冷却系ろ過脱塩装置ろ過脱塩器 B 

原子炉浄化系ｻｰｼﾞﾀﾝｸ C 

原子炉浄化系非再生熱交換器 B 

原子炉浄化系脱塩装置脱塩器 B 

配管 － 

地上２階 

（EL23.8m） 

残留熱除去系熱交換器 S 

ｽｸﾗﾑ排出水容器 C 

空調換気設備冷却水冷凍機 C 

原子炉浄化系再生熱交換器 B 

原子炉浄化系補助熱交換器 C 

配管 － 

地上１階 

（EL15.3m） 

原子炉補機冷却系熱交換器 S 

配管 － 

※ （ ）内は，設置階の基準床高さを示す。
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表 1-1 溢水源となりうる機器リスト（2/6） 

建 物 設 置 階※ 設  備 
耐震 

クラス 

原子炉建物 

地下１階 

（EL8.8m） 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料ﾃﾞｲﾀﾝｸ S 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機冷却系ｻｰｼﾞﾀﾝｸ S 

配管 － 

地下２階 

（EL1.3m） 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電設備 ｼﾘﾝﾀﾞ油ﾀﾝｸ S 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電設備 潤滑油ﾌｨﾙﾀ S 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電設備 ｼﾘﾝﾀﾞ油ﾌｨﾙﾀ S 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電設備 燃料ﾌｨﾙﾀ S 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電設備 潤滑油冷却器 S 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電設備 １次水冷却器 S 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電設備 １次水ﾌﾟﾘﾋｰﾀ S 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電設備 １次水空気抜ﾀﾝｸ S 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電設備 １次水膨張ﾀﾝｸ S 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電設備 潤滑油ﾌﾟﾘﾋｰﾀ S 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電設備 燃料ﾄﾞﾚﾝ受缶 S 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電設備 潤滑油ｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ S 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機冷却系熱交換器 S 

Ｒ／Ｂ北西ｺｰﾅ室床ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟ C 

Ｒ／Ｂ北東ｺｰﾅ室床ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟ C 

ＤＥＧ室床ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟ C 

ＨＰＣＳﾎﾟﾝﾌﾟ室床ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ C 

ＲＨＲﾎﾟﾝﾌﾟ室床ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ C 

ＬＰＣＳﾎﾟﾝﾌﾟ室床ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ C 

原子炉建物機器ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ C 

原子炉建物床ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ C 

ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝ・ﾁｪﾝﾊﾞ S 

配管 － 

制御室建物 

地上４階 

（EL16.9m） 
配管 － 

地上３階 

（EL12.8m） 
配管 － 

地上２階 

（EL8.8m） 

電気温水ﾎﾞｲﾗ C 

配管 － 

地上中２階 

（EL5.3m） 
配管 － 

地上１階 

（EL1.6m） 
配管 － 

※ （ ）内は，設置階の基準床高さを示す。  
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表 1-1 溢水源となりうる機器リスト（3/6） 

建 物 設 置 階※ 設  備 
耐震 

クラス 

廃 棄 物 

処理建物 

地上５階 

（EL37.5m） 

ﾗﾝﾄﾞﾘ・ﾄﾞﾚﾝ濃縮器復水器 C 

ﾗﾝﾄﾞﾘ・ﾄﾞﾚﾝ脱塩器 C 

ﾗﾝﾄﾞﾘ・ﾄﾞﾚﾝｲﾝﾋﾋﾞﾀ添加ﾀﾝｸ C 

ﾗﾝﾄﾞﾘ・ﾄﾞﾚﾝ乾燥機復水器 C 

ﾗﾝﾄﾞﾘ・ﾄﾞﾚﾝ濃縮器 C 

配管 － 

地上４階 

（EL32.0m） 
配管 － 

地上３階 

（EL26.7m） 

化学廃液濃縮器復水器 C 

床ﾄﾞﾚﾝ濃縮器復水器 C 

真空発生装置循環水ﾀﾝｸ C 

ﾗﾝﾄﾞﾘ・ﾄﾞﾚﾝすすぎ水受ﾀﾝｸ C 

ﾗﾝﾄﾞﾘ・ﾄﾞﾚﾝ収集ﾀﾝｸ C 

ﾗﾝﾄﾞﾘ・ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟﾙﾀﾝｸ C 

濃縮廃液ﾀﾝｸ用温水ﾀﾝｸ C 

ﾗﾝﾄﾞﾘ・ﾄﾞﾚﾝ濃縮廃液ﾀﾝｸ C 

配管 － 

地上２階 

（EL22.1m） 

中央制御室冷凍機 S 

床ﾄﾞﾚﾝ濃縮器 C 

ﾗﾝﾄﾞﾘ・ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ C 

機器ﾄﾞﾚﾝろ過脱塩器 C 

機器ﾄﾞﾚﾝ脱塩器 C 

機器ﾄﾞﾚﾝろ過脱塩装置ﾌﾟﾘｺｰﾄﾀﾝｸ C 

凝縮水ろ過脱塩器 C 

凝縮水脱塩器 C 

化学廃液濃縮器 C 

配管 － 

地上１階 

（EL15.3m） 

ｲﾝﾋﾋﾞﾀ添加ﾀﾝｸ C 

硫酸添加ﾀﾝｸ C 

配管 － 

地下中１階 

（EL12.3m） 

濃縮廃液ﾎﾟﾝﾌﾟ封水冷却器 C 

配管 － 

※ （ ）内は，設置階の基準床高さを示す。  
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表 1-1 溢水源となりうる機器リスト（4/6） 

建 物 設 置 階※ 設  備 
耐震 

クラス 

廃 棄 物 

処理建物 

地下１階 

（EL8.8m） 

ＲＷ／Ｂ陰ｲｵﾝﾌﾛｯｸﾀﾝｸ C 

ＲＷ／Ｂ陽ｲｵﾝﾌﾛｯｸﾀﾝｸ C 

復水系ｽﾗｯｼﾞ貯蔵ﾀﾝｸ C 

復水系樹脂貯蔵ﾀﾝｸ C 

原子炉浄化系樹脂貯蔵ﾀﾝｸ B 

配管 － 

地下２階 

（EL3.0m） 

ＲＷ／Ｂ所内蒸気ﾄﾞﾚﾝ回収ﾀﾝｸ C 

機器ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ C 

機器ﾄﾞﾚﾝ処理水ﾀﾝｸ C 

凝縮水受ﾀﾝｸ C 

処理水ﾀﾝｸ C 

床ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ C 

化学廃液ﾀﾝｸ C 

ﾗﾝﾄﾞﾘ・ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ C 

濃縮廃液ﾀﾝｸ C 

復水ｽﾗｯｼﾞ分離ﾀﾝｸ C 

機器ﾄﾞﾚﾝろ過脱塩装置逆洗水受ﾀﾝｸ C 

機器ﾄﾞﾚﾝｽﾗｯｼﾞ分離ﾀﾝｸ C 

原子炉浄化系ｽﾗｯｼﾞ貯蔵ﾀﾝｸ B 

廃棄物処理建物機器ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ C 

廃棄物処理建物床ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ C 

廃棄物処理建物化学廃液ｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ C 

配管 － 

ﾀｰﾋﾞﾝ 

建 物 

地上４階 

（EL32.0m） 
配管 － 

地上３階 

（EL20.6m） 

ﾀｰﾋﾞﾝ補機冷却水ｻｰｼﾞﾀﾝｸ C 

排ｶﾞｽ除湿冷凍設備 C 

温水ﾎﾞｲﾗ用膨張ﾀﾝｸ兼用給水ﾀﾝｸ C 

配管 － 

※ （ ）内は，設置階の基準床高さを示す。  
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表 1-1 溢水源となりうる機器リスト（5/6） 

建 物 設 置 階※ 設  備 
耐震 

クラス 

ﾀｰﾋﾞﾝ 

建 物 

地上２階 

（EL12.5m） 

第１給水加熱器 C 

第２給水加熱器 C 

主油ﾀﾝｸ油冷却器 C 

ＲＦＰﾀｰﾋﾞﾝ油冷却器 C 

空気抽出器復水器 C 

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ蒸気復水器 C 

第６給水加熱器 B 

固定子冷却装置 C 

湿分分離器ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ C 

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ蒸気発生器 C 

排ｶﾞｽ復水器 C 

排ｶﾞｽ除湿冷却器 C 

配管 － 

地上１階 

（EL5.5m） 

第３給水加熱器 C 

第４給水加熱器 C 

第５給水加熱器 B 

油計量ﾀﾝｸ C 

制御油ﾀﾝｸ C 

配管 － 

地下１階 

（EL2.0m） 

ﾀｰﾋﾞﾝ補機冷却水熱交換器 C 

復水脱塩装置脱塩器 B 

復水ろ過脱塩装置ﾌﾟﾘｺｰﾄﾀﾝｸ C 

復水脱塩装置ｶﾁｵﾝ樹脂再生塔 C 

復水脱塩装置ｱﾆｵﾝ樹脂再生塔 C 

Ｔ／Ｂ所内蒸気ﾄﾞﾚﾝ回収ﾀﾝｸ C 

復水器 C 

復水ろ過脱塩装置ろ過脱塩器 B 

封水回収ﾀﾝｸ C 

ﾀｰﾋﾞﾝ建物配管室床ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ C 

ﾀｰﾋﾞﾝ建物復水器室機器ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ C 

ﾀｰﾋﾞﾝ建物発電機架台北機器ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ C 

復水器室床ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ C 

復水ろ過脱塩装置逆洗水受ﾀﾝｸ C 

ﾀｰﾋﾞﾝ建物逆洗水ﾎﾟﾝﾌﾟ室床ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ C 

配管 － 

※ （ ）内は，設置階の基準床高さを示す。  
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表 1-1 溢水源となりうる機器リスト（6/6） 

建 物 設 置 階※ 設  備 
耐震 

クラス 

取水槽 
－ 

（EL1.1m） 
配管 － 

排気筒ｴﾘｱ 
－ 

（EL3.5m） 

Ａ－ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料貯蔵ﾀﾝｸ S 

ＨＰＣＳ－ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料貯蔵ﾀﾝｸ S 

配管 － 

B-ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ

燃料貯蔵ﾀﾝ

ｸ格納槽 

－ 

（EL9.35m） 

Ｂ－ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料貯蔵ﾀﾝｸ S 

配管 － 

※ （ ）内は，設置階の基準床高さを示す。 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（1/27） 

 

原子炉建物 ４階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（2/27） 

 

原子炉建物 ３階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（3/27） 

 

原子炉建物 ３階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（4/27） 

 

原子炉建物 ３階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（5/27） 

 

原子炉建物 中２階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（6/27） 

 

原子炉建物 中２階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（7/27） 

 

原子炉建物 中２階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（8/27） 

 

原子炉建物 ２階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（9/27） 

 

原子炉建物 ２階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（10/27） 

 

原子炉建物 ２階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（11/27） 

 

原子炉建物 １階 

 

  

9条-別添1-添付3-17

254



 

 

 

表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（12/27） 

 

原子炉建物 １階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（13/27） 

 

原子炉建物 １階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（14/27） 

 

原子炉建物 １階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（15/27） 

 

原子炉建物 地下１階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（16/27） 

 

原子炉建物 地下１階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（17/27） 

 

原子炉建物 地下１階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（18/27） 

 

原子炉建物 地下１階 

 

 

  

9条-別添1-添付3-24

261



 

 

 

表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（19/27） 

 

原子炉建物 地下２階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（20/27） 

 

原子炉建物 地下２階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（21/27） 

 

原子炉建物 地下２階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（22/27） 

 

原子炉建物 地下２階 
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（23/27） 

 

廃棄物処理建物 ２階  
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（24/27） 

 

廃棄物処理建物 １階  
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（25/27） 

 

廃棄物処理建物 中地下１階  
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表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（26/27） 

 

制御室建物  

 

 

 

 

 

表 1-2 溢水源となりうる系統の設置区画及び溢水量（27/27） 

 

取水槽，排気筒エリア，B-ディーゼル燃料貯蔵タンク格納槽 
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1.2 地震起因による溢水源の設定及び溢水源としない機器について 

地震起因の没水・被水影響評価フロー（本文 図 7-5,7-8）に基づき影響評

価を行い，溢水源とする機器と，Ss機能維持評価により溢水源としない機器を

選定した。溢水源とする機器としない機器を表 1-3に，Ss機能維持評価により

溢水源としない配管を表 1-4に示す。 

表 1-3 溢水源とする機器としない機器(1/4) 

建物 設置階※1 機器 
溢水源と 

する機器 

溢水源と 

しない機器 

原子炉

建物 

地上３階 

（EL34.8m） 

ドライウェル冷凍機 ○ － 

燃料プール冷却系熱交換器 － ○ 

燃料プール冷却系 

ろ過脱塩器逆洗水タンク 
○ － 

燃料プール冷却系ろ過 

脱塩器プリコートタンク 
○ － 

地上中２階 

（EL30.5m） 

原子炉浄化系ろ過脱塩装置

ろ過脱塩器 
○ － 

燃料プール冷却系ろ過 

脱塩装置ろ過脱塩器 
○ － 

原子炉浄化系サージタンク ○ － 

原子炉浄化系 

非再生熱交換器 
○ － 

原子炉浄化系 

脱塩装置脱塩器 
○ － 

燃料プール冷却水ポンプ － ○ 

原子炉浄化ろ過脱塩装置 

ホールディングポンプ
－ ○ 

地上２階 

（EL23.8m） 

スクラム排出水容器 ○ － 

空調換気設備冷却水冷凍機 ○ － 

原子炉浄化系再生熱交換器 ○ － 

原子炉浄化系補助熱交換器 ○ － 

原子炉浄化循環ポンプ － ○ 

地上１階 

（EL15.3m） 

ＰＬＲポンプ用ＭＧセット

油冷却器 
－ ○ 

ＰＬＲポンプ用ＭＧセット

誘導電動機用空気冷却器 
－ ○ 

ＰＬＲポンプ用ＭＧセット

交流発電機空気冷却器 
－ ○ 

ＰＬＲポンプ用ＭＧセット

室冷却機 
－ ○ 

地下１階 

（EL8.8m） 

復水輸送ポンプ － ○ 

原子炉浄化補助ポンプ － ○ 

※1 （ ）内は，設置階の基準床高さを示す。
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表 1-3 溢水源とする機器としない機器(2/4) 

建物 設置階※1 機器 
溢水源と 

する機器 

溢水源と 

しない機器 

原子炉

建物 

地下１階 

（EL8.8m） 

ＣＲＤポンプ室冷却機 － ○ 

ＣＲＤポンプ油冷却器 － ○ 

ＲＣＩＣポンプ室冷却機 － ○ 

N2ガス製造装置空気圧縮機 － ○ 

地下２階 

（EL1.3m） 

Ｒ／Ｂ北西コーナ室 

床ドレンサンプ 
○ － 

Ｒ／Ｂ北東コーナ室 

床ドレンサンプ 
○ － 

ＤＥＧ室床ドレンサンプ ○ － 

ＨＰＣＳポンプ室 

床ドレンサンプタンク 
○ － 

ＲＨＲポンプ室 

床ドレンサンプタンク 
○ － 

ＬＰＣＳポンプ室 

床ドレンサンプタンク 
○ － 

原子炉建物 

機器ドレンサンプタンク 
○ － 

原子炉建物 

床ドレンサンプタンク 
○ － 

－ 配管 ○※2 ○※3

制御室

建物 

地上２階 

（EL8.8m） 
電気温水ボイラ ○ － 

－ 配管 ○※2 ○※3

廃棄物

処理 

建物 

地上５階 

（EL37.5m） 

ランドリ・ドレン

濃縮器復水器
○ － 

ランドリ・ドレン脱塩器 ○ － 

ランドリ・ドレン

インヒビタ添加タンク
○ － 

ランドリ・ドレン

乾燥機復水器
○ － 

ランドリ・ドレン濃縮器 ○ － 

地上３階 

（EL26.7m） 

化学廃液濃縮器復水器 ○ － 

床ドレン濃縮器復水器 ○ － 

真空発生装置循環水タンク ○ － 

※1 （ ）内は，設置階の基準床高さを示す。

※2 右記以外。

※3 詳細は表 1-4による。
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表 1-3 溢水源とする機器としない機器(3/4) 

建物 設置階※1 機器 
溢水源と 

する機器 

溢水源と 

しない機器 

廃棄物

処理 

建物 

地上３階 

（EL26.7m） 

ランドリ・ドレン

すすぎ水受タンク 
○ － 

ランドリ・ドレン

収集タンク 
○ － 

ランドリ・ドレン

サンプルタンク
○ － 

濃縮廃液タンク用 

温水タンク 
○ － 

ランドリ・ドレン

濃縮廃液タンク 
○ － 

地上２階 

（EL22.1m） 

床ドレン濃縮器 ○ － 

ランドリ・ドレン

サンプタンク
○ － 

機器ドレンろ過脱塩器 ○ － 

機器ドレン脱塩器 ○ － 

機器ドレンろ過脱塩装置 

プリコートタンク 
○ － 

凝縮水ろ過脱塩器 ○ － 

凝縮水脱塩器 ○ － 

化学廃液濃縮器 ○ － 

地上１階 

（EL15.3m） 

インヒビタ添加タンク ○ － 

硫酸添加タンク ○ － 

地下中１階 

（EL12.3m） 

濃縮廃液ポンプ封水用 

冷却器 
○ － 

地下１階 

（EL8.8m） 

ＲＷ／Ｂ陰イオン 

フロックタンク
○ － 

ＲＷ／Ｂ陽イオン 

フロックタンク
○ － 

復水系スラッジ貯蔵タンク ○ － 

復水系樹脂貯蔵タンク ○ － 

原子炉浄化系樹脂貯蔵 

タンク
○ － 

地下２階 

（EL3.0m） 

ＲＷ／Ｂ所内蒸気 

ドレン回収タンク 
○ － 

機器ドレンタンク ○ － 

機器ドレン処理水タンク ○ － 

凝縮水受タンク ○ － 

※1 （ ）内は，設置階の基準床高さを示す。
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表 1-3 溢水源とする機器としない機器(4/4) 

建物 設置階※1 機器 
溢水源と 

する機器 

溢水源と 

しない機器 

廃棄物

処理 

建物 

地下２階 

（EL3.0m） 

処理水タンク ○ － 

床ドレンタンク ○ － 

化学廃液タンク ○ － 

ランドリ・ドレンタンク ○ － 

濃縮廃液タンク ○ － 

復水スラッジ分離タンク ○ － 

機器ドレンろ過脱塩装置 

逆洗水受タンク 
○ － 

機器ドレンスラッジ 

分離タンク 
○ － 

原子炉浄化系スラッジ 

貯蔵タンク 
○ － 

廃棄物処理建物 

機器ドレンサンプタンク 
○ － 

廃棄物処理建物 

床ドレンサンプタンク 
○ － 

廃棄物処理建物 

化学廃液サンプタンク 
○ － 

－ 配管 ○※2 ○※3

海水 

ポンプ 

エリア

－ 

（EL1.1m） 
配管 － ○※3

※1 （ ）内は，設置階の基準床高さを示す。

※2 右記以外。

※3 詳細は表 1-4による。
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表 1-4 溢水源としない配管(1/5) 

建物 設置階※ 設置区画 配管 

原子炉建物 

地上４階 

（EL42.8m） 

R-4F-01-1N 燃料プール冷却系 

地上３階 

（EL34.8m） 

R-3F-04-1N 

R-3F-04-2N 

R-3F-07N 

R-3F-16-1N 

原子炉補機冷却系 

空調換気設備冷却水系 

復水輸送系 

補給水系 

消火系 

R-3F-06N 空調換気設備冷却水系 

補給水系 

R-3F-05N 消火系 

R-3F-11N 

R-3F-25N 

原子炉浄化系 

消火系 

R-3F-12-2N 消火系 

R-3F-100N 補給水系 

消火系 

R-3F-02N 空調換気設備冷却水系 

消火系 

R-3F-03N 消火系 

R-3F-14N 消火系 

地上中２階 

（EL30.5m） 

R-M2F-3N 

R-M2F-4N 

R-M2F-5N 

原子炉浄化系 

R-M2F-06N 

R-M2F-07N 

原子炉補機冷却系 

燃料プール冷却系 

ドライウェル冷却系 

空調換気設備冷却水系 

補給水系 

消火系 

R-M2F-08N 原子炉浄化系 

R-M2F-11N 

R-M2F-12N 

R-M2F-26N 

原子炉浄化系 

補給水系 

消火系 

R-M2F-18-1N 

R-M2F-21N 

R-M2F-22N 

原子炉補機冷却系 

空調換気設備冷却水系 

消火系 

※（ ）内は，設置階の基準床高さを示す。 
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表 1-4 溢水源としない配管(2/5) 

建物 設置階※ 設置区画 配管 

原子炉建物 

地上中２階 

（EL30.5m） 

R-M2F-18-2N

原子炉浄化系 

原子炉補機冷却系 

ドライウェル冷却系 

消火系 

R-M2F-20N

原子炉補機冷却系 

ドライウェル冷却系 

空調換気設備冷却水系 

R-M2F-27N 復水輸送系 

R-M2F-02N 消火系 

地上２階 

（EL23.8m） 

R-2F-09N 原子炉浄化系 

R-2F-10N
燃料プール冷却系 

消火系 

R-2F-11N

R-2F-12N

R-2F-18N

R-2F-19N

R-2F-24N

R-2F-25N

原子炉浄化系 

消火系 

R-2F-14N

制御棒駆動系 

原子炉浄化系 

復水輸送系 

R-2F-15N 復水輸送系 

R-2F-08N

原子炉補機冷却系 

空調換気設備冷却水系 

消火系 

R-2F-04N 消火系 

R-2F-05N 消火系 

R-2F-06N 消火系 

R-2F-21N 消火系 

※（ ）内は，設置階の基準床高さを示す。 
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表 1-4 溢水源としない配管(3/5) 

※（ ）内は，設置階の基準床高さを示す。 

建物 設置階※ 設置区画 配管 

原子炉建物 

地上１階 

（EL15.3m） 

R-1F-03N

R-1F-22N

復水輸送系 

消火系 

R-1F-07-1N 原子炉浄化系 

R-1F-07-2N

原子炉補機冷却系 

ドライウェル冷却系 

空調換気設備冷却水系 

R-1F-10N 消火系 

R-1F-13N 復水輸送系 

R-1F-33N 空調換気設備冷却水系 

R-1F-01-1N 補給水系 

R-1F-02N
原子炉補機冷却水系 

空調換気設備冷却水系 

R-1F-14N

原子炉補機冷却系 

原子炉補機海水系 

空調換気設備冷却水系 

消火系 

R-1F-15N

原子炉補機冷却水系 

原子炉補機海水系 

ドライウェル冷却系 

空調換気設備冷却水系 

補給水系 

消火系 

R-1F-24-2N 消火系 

地下１階 

（EL8.8m） 

R-B1F-01N

R-B1F-08N

原子炉補機冷却系 

高圧炉心スプレイ系 

空調換気設備冷却水系 

復水輸送系 

消火系 

R-B1F-07N

原子炉補機冷却系 

復水輸送系 

消火系 

R-B1F-09N

高圧炉心スプレイ系 

復水輸送系 

消火系 
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表 1-4 溢水源としない配管(4/5) 

建物 設置階※ 設置区画 配管 

原子炉建物 

地下１階 

（EL8.8m） 

R-B1F-10N 

原子炉浄化系 

原子炉補機冷却系 

復水輸送系 

消火系 

R-B1F-13N 消火系 

R-B1F-18-1N 消火系 

R-B1F-21N 
原子炉隔離時冷却系 

高圧炉心スプレイ系 

R-B1F-11N 原子炉補機海水系 

R-B1F-12N 補給水系 

R-B1F-16N 消火系 

R-B1F-17-1N 消火系 

R-B1F-17-2N 
原子炉補機冷却系 

消火系 

R-B1F-20N 原子炉補機海水系 

R-B1F-29N 補給水系 

地下２階 

（EL1.3m） 

R-B2F-01N 
原子炉隔離時冷却系 

消火系 

R-B2F-02N 
補給水系 

消火系 

R-B2F-03N 補給水系 

R-B2F-09N 
復水輸送系 

消火系 

R-B2F-10N 

高圧炉心スプレイ系 

液体廃棄物処理系（機器ドレン

系） 

復水輸送系 

補給水系 

消火系 

R-B2F-15N 消火系 

R-B2F-31N 
原子炉隔離時冷却系 

高圧炉心スプレイ系 

※（ ）内は，設置階の基準床高さを示す。  
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表 1-4 溢水源としない配管(5/5) 

建物 設置階※ 設置区画 配管系統 

原子炉建物 
地下２階 

（EL1.3m） 

R-B2F-04N 補給水系 

R-B2F-06N 補給水系 

R-B2F-07N 補給水系 

R-B2F-08N 消火系 

R-B2F-11N 消火系 

R-B2F-12N 高圧炉心スプレイ系 

補給水系 

R-B2F-13N 補給水系 

R-B2F-14N 補給水系 

R-B2F-16N 高圧炉心スプレイ補機海水系 

消火系 

R-B2F-17N

R-B2F-18N

R-B2F-19N

消火系 

廃棄物処理建物 
地上２階 

（EL22.1m） 

RW-2F-01N 消火系 

RW-2F-02N 原子炉補機冷却系 

消火系 

海水ポンプ 

エリア

－ 

（EL1.1m） 

Y-24AN
補給水系 

消火系 

Y-24BN
補給水系 

消火系 

Y-24CN 消火系 

※（ ）内は，設置階の基準床高さを示す。 
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添付資料４ 溢水影響評価において期待することができる設備 

1. 溢水防護の概要

1.1 溢水経路に対する対策 

評価ガイドに従い，内部溢水の発生を想定した場合，貫通部や扉の間隙等を介

して広範囲に溢水が伝播するおそれがある。このような溢水伝播経路に対する止

水措置，並びに発生した溢水を排水するための排水設備の設置（以下「排水措置」

という。）の溢水防護対策を実施することにより，溢水防護対象設備が設置され

る区画への溢水の伝播を防ぐ等，溢水の影響を限定的にすることができ，溢水想

定下においても安全機能を維持することが可能となる。 

上記を踏まえ，発生要因毎の溢水源の特性を考慮し，以下の基本方針に基づき

溢水防護対策を実施している。 

なお，ここで示す溢水防護対策は基本設計段階での評価であり，今後各種対策

の実現性・詳細設計等を精査するに伴い変更が必要となる場合は，適宜反映する。 

1.1.1 想定破損（溢水の影響を評価するために想定する機器の破損等により生じ

る溢水） 

溢水源の想定にあたっては，溢水防護対象設備自体を含め，一系統における単

一の機器の破損による溢水を想定する。このため，多重性又は多様性を有する機

器の間に溢水伝播経路が存在する場合，単一の機器の破損により，同一の機能を

有する複数の系統に影響を与えるおそれがある。 

上記を踏まえ，多重性又は多様性が損なわれないよう，止水措置による安全系

統の分離を行っている（図1-1参照）。また，多重性又は多様性が損なわれないよ

う，排水措置による溢水の影響緩和を行っている（図1-2参照）。 

 

図1-1 想定破損に対する溢水防護概念図 

想定破損の 

内部溢水 

溢水防護措置 

（止水措置） 

多重化された安全系統 
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図1-2 排水措置の溢水防護概念図 

1.1.2 消火水等の溢水（発電所内で生じる異常状態（火災を含む）の拡大防止の

ために設置される系統からの放水による溢水） 

溢水源の想定にあたっては，1.1.1 の想定破損と同様に，消火活動に伴う放水

による単一の溢水を想定する。このため，溢水伝播経路に対する溢水防護も想定

破損と同様に実施している。 

1.1.3 地震起因の破損（地震に起因する機器の破損等により生じる溢水） 

溢水源の想定にあたっては，基準地震動Ssによる地震力に対する耐震性が確認

されていない耐震B，C クラスに属する系統からの溢水を保守的に想定する。 

1.1.1，1.1.2 と異なり単一以上の破損が想定されるため，想定破損に比べて

相対的に溢水量が大きく，溢水防護区画外からの溢水の影響が大きくなる傾向と

なる。 

上記を踏まえ，溢水防護区画外の溢水により多重性又は多様性を有する安全機

能が損なわれないよう止水措置又は排水措置を行っている。なお，溢水防護区画

内の溢水源については，必要に応じて基準地震動Ssによる地震力に対して耐震性

を確保し， 溢水防護区画内での溢水の発生を防止している（図1-3参照）。 

想定破損の内部溢水 

溢水防護措置 

（排水措置） 

溢水防護対象設備 

多重化された安全系統 
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図1-3 地震起因の破損に対する溢水防護概念図 

 

1.2 溢水防護対象設備に対する対策 

内部溢水の発生を想定した場合に，没水，被水及び蒸気の影響により溢水防護

対象設備が機能喪失するおそれがある。このような溢水防護対象設備に対する止

水措置又は被水措置の溢水防護対策を実施することにより，溢水想定下において

も安全機能を維持することが可能になる。別添１ 2.3で示している防護するため

の設計方針に基づき溢水対策を実施した。 

なお，ここで示す溢水防護対策は基本設計段階での評価であり，今後各種対策

の実現性・詳細設計等を精査するに伴い変更が必要となる場合は，適宜反映する。 

 

溢水防護措置 

（止水措置） 

 

多重化された安全系統 

地震起因の溢水 Ss機能維持 
溢水防護措置 

（排水措置） 
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2. 溢水防護対策

溢水防護が必要となる溢水経路又は溢水防護対象設備に水密扉，堰，又は壁

面・床面貫通部止水処置（シリコン，ラバーブーツ，モルタル）等の溢水防護対

策を実施している（図2-1参照）。 

図 2-1 主要な溢水防護対策の施工例 

・貫通部止水処置
（モルタル）

・カバー付き防水板・貫通部止水処置
（シリコン）

・防水壁・堰 ・床ドレンの逆流防止

・水密扉

・貫通部止水処置
（ラバーブーツ）

・通水扉

空調ダクト
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2.1 溢水防護対策の概要 

 2.1.1止水措置 

溢水防護対象設備を防護するため，止水設備を設置する。貫通部止水処置を除

く溢水防護対象設備の設置箇所一覧を表 2-1に示す。 

表 2-1 止水設備設置箇所一覧（1/2） 

設置場所 設置高さ(EL[m]) 対象 箇所数 

原子炉 

建物 

42.8 堰 5 

34.8 
堰 7 

防水壁 1 

31.1 堰 1 

30.5 堰 3 

28.3 堰 2 

23.8 

水密扉 2 

堰 13 

防水壁 1 

15.3 
水密扉 1 

堰 7 

10.3 堰 3 

8.8 
水密扉 5 

堰 3 

2.8 

水密扉 2 

堰 1 

逆止弁 5 

2.6 
水密扉 3 

逆止弁 2 

1.3 

水密扉 7 

逆止弁 15 

被水カバー 2 
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表 2-1 止水設備設置箇所一覧（2/2） 

設置場所 設置高さ(EL[m]) 対象 箇所数 

廃棄物処理 

建物 

25.3 水密扉 1 

22.1 堰 2 

16.9 堰 10 

12.5 水密扉 1 

8.8 水密扉 1 

制御室建物 16.9 堰 4 

取水槽 
1.1 水密扉 3 

8.8 防水壁 1 

排気筒 

エリア
8.8 堰 2 
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 2.1.1.1 止水設備の構造及び性能 

止水設備の構造及び性能について，代表例を図 2-2～11に示す。 

(1) 水密扉

図 2-2 水密扉 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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(2) 堰

図 2-3 堰 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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(3) 防水壁

図 2-4 防水壁 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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(4) 逆止弁

種類 フロート式※ 配管フランジタイプ

図 2-5 逆止弁 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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(5) 逆止弁

種類 フロート式※ 目皿タイプ

図 2-6 逆止弁 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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(6) 貫通部止水処置

種類 シリコン

図 2-7 貫通部止水処置（シリコン） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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(7) 貫通部止水処置

種類 ラバーブーツ

図 2-8 貫通部止水処置（ラバーブーツ） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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(8) 貫通部止水処置

種類 モルタル

図 2-9 貫通部止水処置（モルタル） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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(9) 貫通部止水処置

種類 カバー付き防水板

図 2-10 カバー付き防水板 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

9条-別添1-添付4-15

308



(10)被水カバー

図 2-11 被水カバー（例） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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2.1.2 排水措置 

溢水防護対象設備を防護するため，排水設備を設置する。設備設置箇所一覧を

表 2-2に示す。 

表 2-2 排水設備設置箇所一覧 

設置場所 
設置高さ

(EL[m]) 
対象 箇所数 

原子炉 

建物 

23.8 通水扉 2 

15.3 通水扉 2 
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2.1.2.1 排水設備の構造 

排水設備の構造及び性能を図 2-12に記す。 

(1)通水扉

種類 小扉フラップ型 

主要寸法 開口サイズ 600mm×600mm 

主要材料 溶融亜鉛めっき鋼板 

通水性能 制限水位以下で開放すること 

耐震性 基準地震動 Ssによる地震力に対して機能維持 

図 2-12 通水扉 

溢
水
側

排
水
側
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2.1.3  溢水防護対策に用いる材料の選定について 

  建物の配管等貫通部については，貫通物の種類，温度等に応じて水密性のあ

るシール材の充てん等による止水処理を実施する。建物の配管等貫通部におけ

る止水処理の例を表 2-3に示す。 

また，溢水防護対策に用いる材料の選定にあたっては，火災防護上，火災荷重

を可能な限り低減させる配慮を行っている。具体的には，配管貫通部やケーブル

トレイ貫通部，水密扉やハッチ，堰，防水壁等の止水に用いるシール材には不燃

性又は難燃性の材料を選定する。 

表 2-3 建物の配管等貫通部における止水処理（例） 

貫通物 止水処理 
施工内容 

説明 
断面図 写真 

低温配管 

モルタル

貫通スリーブ

と配管の間に

モルタルを充

填する 

シリコン

貫通スリーブ

と配管の間に

シリコンを充

填する 

高温配管 
ラバー

ブーツ 

貫通スリーブ

と配管にラバ

ーブーツの端

部を固定する 

ケーブル

トレイ

シリコン

貫通スリーブ

とケーブルト

レイの間，ケー

ブルトレイ内

にシリコンを

充填する 

電線管 

電線管が接続

するプルボッ

クス内にシリ

コンを充填す

る 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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2.1.4 貫通部の止水対策の耐水圧性能及び地震時の健全性について 

貫通部については止水対策が必要となる箇所に対して，シール材，ラバーブー

ツ及びモルタル施工を実施することとしており，これらの止水措置の耐水圧性能

及び地震時の健全性を以下の通り確認している。 

2.1.4.1 シール材，ラバーブーツ及びモルタルの止水性能について 

(1) シール材

a. シリコン（配管貫通部）

配管貫通部の止水処理に用いるシリコンについては，図 2-13に示す試

験体による耐圧試験により止水性能を確認した。なお，保守的に試験体

には配管を模擬していない。 

本試験において得られたシリコンの許容耐圧値は     （試験体 6
体のうち最も低い破壊限界値）であり，約     の静水圧に相当すること

から，止水性能は確保できる。 

【試験方法】 

試験装置に注水後，水により加圧 　

試験圧力　　　　　　　　　　 保持時間 15 分 

図 2-13 試験体形状 

【試験体寸法】 

スリーブ径［A］

施工幅[mm]

【試験体数】 

各組合せ 6体 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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b. シリコン（ケーブルトレイ，電線管）

ケーブルトレイ，電線管の止水処理に用いるシリコンについては，図

2-14に示すとおり，試験圧力 0.147MPa（静水圧 15m相当）で継続加圧し

た結果，漏えいは認められなかったため，止水性能は十分に確保できる。 

【試験条件】 

シリコン充填高さ：

【試験方法】 

試験装置に注水後，空気により加圧 

試験圧力（0.147MPa），保持時間 72時間 

図 2-14 試験装置全体図 

水 

シリコン

ダム材 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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(2) ラバーブーツ

配管貫通部の止水処理に用いるラバーブーツについては，耐圧試験によっ

て耐水性を確認し，配管貫通部に要求される耐水性を満足するものを使用す

る。

図 2-15 に示す試験体による耐圧試験により止水性能を確認した。試験体

の諸元及び試験結果を表 2-4，2-5 に示す。 

図 2-15 試験装置全体図 

表 2-4 試験体諸元・試験結果（型式１） 

No. 
呼び寸法 許容耐圧値[MPa] 

配管径[A] スリーブ径[A] 内圧 外圧 

1 0.04 0.03 

2 0.03 0.02 

表 2-5 試験体諸元・試験結果※（型式２） 

No. 
呼び寸法 許容耐圧値[MPa] 

配管径[A] スリーブ径[A] 内圧 外圧 

1 0.20 0.20 

2 0.20 0.20 

3 0.20 - 

※「原子力プラントにおける貫通部シール水密性能検証試験」（三菱重工業株式会社）より抜粋

【試験方法】 

ラバーブーツ内側・外側から水により加圧

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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(3) モルタル

貫通部の止水処理に用いるモルタルについては，以下のとおり静水圧に

対し十分な耐性を有していることを確認している。モルタルの評価概要を

図 2-16に示す。 

【検討条件】 

・スリーブ径：D［mm］

・モルタルの充填深さ：L［mm］

・配管径：d［mm］

・モルタル許容付着強度※：2.0［N/mm2］

・静水圧：0.2［N/mm2］（保守的に 20m相当の静水圧を想定）

※「鉄筋コンクリート構造計算基準・同解説 2010」による。

図 2-16 モルタル評価概要図 

① モルタル部分に作用する水圧荷重（P1）

静水圧がモルタル部分に作用したときに生じる荷重は以下のとおり。 

P1［N］＝0.2［N/mm2］×（π×（D2-d2）／4）［mm2］ 

② モルタルの許容付着荷重（P2）

静水圧がモルタル部分に作用したときに，モルタルが耐える限界の付

着荷重は以下のとおり。 

P2［N］＝2.0［N/mm2］×（π×（D+d）×L）［mm2］ 

モルタルの付着強度は，付着面積及び充填深さに比例するため，ここで

は，保守的に貫通部に配管がない状態（d=0）を想定し評価を行った。 
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静水圧に対して止水性能を確保するためには，P1≦P2 であるため，以下

のように整理できる。 

0.03×D［mm］≦ L［mm］ 

上式より，モルタル施工箇所が止水性能を発揮するためには，貫通スリ

ーブ径の 3％以上の充填深さが必要である。例えば 400mm の貫通スリーブに

対して，約 12mm以上の充填深さが必要であるが，実機における対象貫通部

の最小厚さ 200mm に対し，モルタルは壁厚さと同程度の厚さで充填されて

いることを踏まえると，止水性能は十分に確保できる。 

2.1.4.2 シール材，ラバーブーツ及びモルタルの耐震性について 

(1) シール材及びラバーブーツ

シリコンは伸縮性に優れたシール材であり，また，ラバーブーツについ

ては，配管等の変位追従性に優れた構造となっていることから，地震によ

りシール材及びラバーブーツの健全性が損なわれることはない。 

(2) モルタル

モルタルを充填した貫通部のうち配管口径 100A以下かつモルタル充填深

さ 500mm以上のものについては，配管口径 100A及びモルタル充填深さ 500mm

を代表ケースとして，また，配管口径が 100Aを超えるか，又はモルタル充

填深さが 500mm 未満のものについては個々の配管口径及びモルタル充填深

さによる評価を行い，表 2-6のとおり基準地震動 Ssによる地震力において

貫通部に発生する圧縮・付着荷重が，モルタルの許容荷重以下になること

を確認した。 

表 2-6 貫通部に発生する荷重とモルタルの許容荷重 

評価 

ケース

配管口径 

[A] 

モルタル

充填深さ 

[mm] 

圧縮荷重評価 付着荷重評価 

発生荷重 

[kN] 

許容荷重 

[kN] 

発生荷重 

[kN] 

許容荷重 

[kN] 

代表 

個別※ 

※ 代表ケースに包含されないもののうち，裕度が最小のものを記載。

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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2.1.5 止水設備及び排水設備が内部火災影響評価に与える影響について 

  止水及び排水設備の主要材料は鋼板等の金属材料であるが，水密扉に内包す

るグリス等の可燃性材料を一部使用している。ただし，これらの可燃性材料は

微量であり，内部火災影響評価で用いる各区画の等価火災時間（発熱量と火災

荷重より算出）に十分包含されるため，止水及び排水設備の新規設置により，

内部火災影響評価へ影響を与えない。また，止水設備の設置箇所と内部火災対

策で設置する耐火壁（貫通部シール，防火扉及び防火ダンパ）の設置箇所が重

複する場合は，止水及び耐火の両方の性能を満足できるように設備を設置する。

具体例としては水密扉と防火扉の両方を設置する対策があり，図 2-17に原子炉

建物地下１階の設置箇所を示す。 

図 2-17 止水設備と耐火壁の重複設置の例 

（原子炉建物地下１階） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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2.2 溢水防護対策設備設置箇所 

 2.2.1 溢水防護対策設備設置箇所（貫通部止水処置除く） 

貫通部止水処置を除いた溢水防護対策設備の設置箇所を図 2-18～39 に示す。 

2.2.2 貫通部止水処置の施工対象範囲 

貫通部止水処置の施工対象となる壁面及び床面を以下の図 2-40～61に示す。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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2.3 内部流体漏えい対策について 

2.3.1 はじめに 

本資料は地震時の内部流体漏えい対策として実施する以下の(1)～(4)について

説明するものである。 

(1) 主蒸気隔離弁漏えい制御系の撤去

(2) 大型タンク遮断弁の設置

(3) 循環水ポンプ停止及び循環水系弁閉止インターロックの設置

(4) 燃料プール冷却系弁閉止インターロックの設置

2.3.2 対策内容 

(1) 主蒸気隔離弁漏えい制御系の撤去

主蒸気隔離弁漏えい制御系は，事故時主蒸気隔離弁からの漏えい蒸気を抑

制するため設けているがシート性能が向上した主蒸気隔離弁を採用しており，

主蒸気隔離弁の後備設備として設置しておく必要性がなくなったことから，

地震時の内部流体漏えい対策として，当該系統の撤去を行う。 

a. 系統概要

主蒸気隔離弁漏えい制御系は，主蒸気隔離弁の下流側の主蒸気管に設ける

主蒸気第３弁と，漏えい蒸気を各主蒸気隔離弁及び主蒸気第３弁間からサプ

レッション・プール水中に導く配管系及び原子炉棟に導く配管系で構成する。

系統概要図を図 2-62に示す。 

主蒸気第３弁の下流側における主蒸気管破断事故時，主蒸気管流量大又は

主蒸気管周囲温度高の信号による主蒸気隔離弁閉等の信号を確認した後，本

系統を手動にて作動させ主蒸気隔離弁からの漏えい蒸気をサプレッション・

プール水中に排出し，プール水中で凝縮することによって，破断口への蒸気

の漏えいを制御することができる。冷却材喪失事故時には，主蒸気隔離弁か

らの漏えい蒸気を原子炉棟内に導き，非常用ガス処理系にて処理することが

できる。 
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図 2-62 主蒸気隔離弁漏えい制御系系統概要図 

b. 撤去範囲

主蒸気隔離弁漏えい制御系の機能のみを有する範囲についてその他の既設設

備へ影響のない範囲で撤去する。ただし，既設設備への影響を考慮し，主蒸気隔

離弁漏えい制御系以外の機能も有する範囲については，表 2-7に示すとおり，今

後も維持する。また，機能廃止範囲を図 2-63に示す。 

表 2-7 今後も維持する範囲 

維持する範囲 機能概要 

主蒸気第３弁 主蒸気管の機器クラスを当該弁により区分する。具体

的にはクラス２機器とクラス３機器を区分する。 

主蒸気隔離弁内側及び外側間に

設置されているサプレッショ

ン・プールへのベントライン

プラント停止時における主蒸気管の水抜きのため，ド

レンラインとして活用する。

サプレッション・
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原
子
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力
容
器

原子炉格納容器 

タービンへ

ドライウェル 

AO 
内側主蒸気 
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AO 

Ｂ 

MO 

外側主蒸気隔離弁 主蒸気第 3 弁 

Ｃ Ｄ 

MO 

MO 

Ｂ Ｃ Ｄ 

MO 

Ｂ Ｃ Ｄ 

MO 

MO 

MO 

MO 

MO 

原子炉建物へ 

Ａ系統（Ｂ，Ｃ，Ｄ系統についても同じ） 

凡例 

  ：原子炉圧力が高い場合に S/P へ排出する経路 

  ：原子炉圧力が低い場合に原子炉棟内へ排出する経路 
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図 2-63 主蒸気隔離弁漏えい制御系の機能廃止範囲 

c. 撤去理由

主蒸気隔離弁漏えい制御系は，主蒸気管破断事故時等に主蒸気隔離弁からの漏

えい蒸気を制御するため設置したものである。島根２号炉では，シート性能が向

上した主蒸気隔離弁を採用しているため，主蒸気隔離弁の漏えい率検査では，判

定基準に対し十分低い漏えい率であることを確認しており，主蒸気隔離弁が高い

信頼性を有していることから，主蒸気隔離弁漏えい制御系は主蒸気隔離弁の後備

設備として設置しておく必要性がなくなっている。 

このため，通常運転時に地震等が発生し，本系統配管の破損による蒸気や放射

性物質の漏えいリスク低減のために主蒸気隔離弁漏えい制御系を撤去する。 

(a) 主蒸気隔離弁のシート性能向上について

島根２号炉の主蒸気隔離弁は，漏えいリスク低減を考慮した改良型を採用し

ている。改良型とは，弁座シート面と弁体が安定して接触するように従来型か

ら弁体の上部ガイド径を縮小することで，シート性能を向上させている。図 2-64

に主蒸気隔離弁の全体図，図 2-65に弁体の改良内容の概略説明を示す。 
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クラス１

（原子炉冷却材圧力バウンダリ） 

クラス２ クラス３
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図 2-64 主蒸気隔離弁全体図 

図 2-65 弁体の改良内容の概略説明 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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(b) 主蒸気隔離弁漏えい率試験

島根２号炉の主蒸気隔離弁漏えい率試験（全８弁：内側４弁，外側４弁）の結

果を図 2-66に示す。判定基準 10％/day以下に対し，漏えい率は十分低い結果と

なっている。 

図 2-66 島根２号炉 主蒸気隔離弁漏えい率 
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(2) 大型タンク遮断弁の設置

a. 概要

地震によって屋外の大型タンク及び配管が破損せず，大型タンクに接続す

る系統が地震時に建物内で破損した場合，大型タンク内の保有水が流入する

ことにより，溢水防護対象設備が機能喪失に至るおそれがある。このため，

大型タンク遮断弁（以下「遮断弁」という。）及び地震時に遮断弁を閉止する

インターロックを設置し，図 2-67に示す大型タンクについて建物内への流入

を低減する。 

なお，大型タンク遮断弁を設置する復水貯蔵タンク等は重大事故等対処設

備の水源として期待していない。 

図 2-67 建物内への流入を抑制する大型タンク 

b. 遮断弁について

大型タンク毎の遮断弁の系統構成を図 2-68 に，遮断弁の設置例を図 2-69

に示す。復水貯蔵タンク及び補助復水貯蔵タンクについては制御棒駆動系等へ

の供給水源であること，ろ過水タンクについては消火活動の際の供給水源であ

ることから，当該タンクの遮断弁については単一故障を考慮し多重化を図って

いる。多重化された遮断弁の電源は，電源区分を分離する。遮断弁及び遮断弁

から上流側の建物境界部までの配管は基準地震動 Ss による地震力に対して機

能維持する設計とする。

なお，復水貯蔵タンクの遮断弁は，非常用炉心冷却系の配管には設置せず，

常用系の配管にのみ設置する。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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（２）ろ過水タンクの遮断弁の系統構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）純水タンクの遮断弁の系統構成 

 

 

 

図 2-68 大型タンク遮断弁の系統構成 

補助 

復水貯蔵 

タンク 

復水貯蔵 

タンク 

制御棒駆動水圧ポンプ 

復水輸送ポンプ 

２号炉 

原子炉建物 

遮断弁 

遮断弁 

タンク連絡配管

ダクト（地下） ：遮蔽壁 

：Ss 機能維持 

２号炉 

タービン建物 

純水 

タンク 

補給水ポンプ 

遮断弁 

ろ過水 

タンク 

消火ポンプ ２号炉 

廃棄物処理建物 

遮断弁 

２号炉 

タービン建物 

遮断弁 

：建物境界の貫通部止水処置がシリコンの場合は，建物外の２方向拘束点まで，モルタルの場合は，

モルタルが２方向拘束点となるため建物境界までを Ss 機能維持 
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図 2-69 遮断弁の設置例（消火系配管 ２号炉 廃棄物処理建物） 

 

c. 遮断弁のインターロックについて 

図 2-70に示すように，地震大信号により遮断弁を閉止する。 

 

 

 

図 2-70 遮断弁閉止インターロック 

 

(3) 循環水ポンプ停止及び循環水系弁閉止インターロックの設置 

地震時に復水器エリア内の伸縮継手部が破損した場合に備えてインターロ

ックを設置している（本文 9.1.1 (2)参照）。 

  

地  震  大 大型タンク遮断弁閉止 
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(4) 燃料プール冷却系弁閉止インターロックの設置 

a. 概要 

地震時に燃料プール冷却系のうち，ろ過脱塩装置ろ過脱塩器周りからの溢

水影響を低減させるために，図 2-71 に示す燃料プール冷却系ろ過脱塩装置入

口弁の閉止を行うインターロックを設置する。当該弁を含むろ過脱塩装置ろ過

脱塩器周り以外の範囲は基準地震動 Ss による地震力に対して機能維持する設

計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-71 燃料プール冷却系インターロック設置概要図 

 

b. インターロックについて 

図 2-72に示すように，地震大信号により弁を閉止又は開する。 

 

 

 

 

 

図 2-72 弁開閉インターロック 
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2.3.3 既設回路への影響について 

2.3.3.1 安全保護系と計測制御系の分離 

大型タンク遮断弁閉止，循環水ポンプ停止及び循環水系弁閉止，制御棒駆動

系及び燃料プール冷却系弁閉止インターロックは，計測制御系（常用系）の信

号にて設計している。ただし，検出部である地震計は安全保護系と共用してい

るが，地震計からの「地震大」信号は，図 2-73 に示すように継電器にて安全

保護系と計測制御系を電気的に分離しており，計測制御系統側で短絡，地絡等

の故障が生じた場合でも安全保護系側にその影響を与えない設計としている。

従って，「設置許可基準規則」第二十四条第一項第七号『計測制御系統施設の

一部を安全保護回路と共用する場合には、その安全保護機能を失わないよう、

計測制御系統施設から機能的に分離されたものとすること。』を満足している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-73 「地震大」信号の分岐方法 
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2.3.3.2 安全解析への影響 

(1) 主蒸気隔離弁漏えい制御系の撤去 

主蒸気隔離弁漏えい制御系は，設計基準事故「原子炉冷却材喪失」及び「主

蒸気管破断」時に，閉止した主蒸気隔離弁を通ってタービン建物へ流入する

蒸気漏えい量の低減を目的に設置しているが，安全解析ではその効果を考慮

していない。このため，主蒸気隔離弁漏えい制御系の撤去による安全解析へ

の影響はない。 

 

(2) 大型タンク遮断弁の設置 

大型タンク遮断弁及び地震時に弁を閉止するインターロックを設置し，建

物内への大型タンク保有水の流入を抑制することとしているが，大型タンク

遮断弁を設置する系統は，安全解析で想定する事象に対処するための安全機

能に該当しない。このため，大型タンク遮断弁の設置による安全解析への影

響はない。 

 

(3) 循環水ポンプ停止及び循環水系弁閉止インターロックの設置 

本インターロックの設置により，誤動作した場合には復水器の真空が低下

しタービントリップに伴う原子炉圧力の上昇に至る可能性があるが，「負荷の

喪失（発電機負荷遮断，タービンバイパス弁不作動）」事象よりも圧力上昇が

緩慢であることから厳しい結果とはならず，本インターロックの設置による

安全解析への影響はない。 

 

(4) 燃料プール冷却系弁閉止インターロックの設置 

本インターロックを設置し溢水影響を低減させることとしているが，燃料

プール冷却系は，安全解析で想定する事象に対処するための安全機能に該当

しない。このため，本インターロックの設置による安全解析への影響はない。 
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添付資料５ 想定破損による溢水影響評価について 

 

1. 想定破損による没水影響評価結果まとめ 

  想定破損による没水影響評価結果を表 1-1に示す。 

 

2. 想定破損による被水影響評価結果まとめ 

  想定破損による被水影響評価結果を表 2-1に示す。 

 

3. 想定破損による蒸気影響評価結果まとめ 

  想定破損による蒸気影響評価結果を表 3-1及び蒸気源有無の全体概略図を図

3-1に示す。
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R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

×
×

×

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
×

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

×
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

30
6

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B2
F-
03
N

溢
水
源

RH
R(
B)

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

×
○

○
○

○
×

×
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×
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統
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熱
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ス
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性
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濃
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熱
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系
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熱
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圧

炉
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イ

系
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系
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全

弁
自
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熱
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系
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圧
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レ
イ
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熱
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系

(
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冷
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ド

)
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残
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熱
除
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水
冷
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ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
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Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
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Ⅰ
Ⅱ
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Ⅱ
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Ⅰ
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Ⅱ
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Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
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Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
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○
○

○
○

○
×

○
○

○
○
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○

×
×

○
○

○
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○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

×
×

×

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－
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Ｂ
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Ｂ

－
－
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－

－
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Ⅲ
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Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ
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Ⅰ

Ⅱ
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×

○
×
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×
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○
○
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○

○
×
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○
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○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
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安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
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機

能
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隔
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時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除
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機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
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N

溢
水
源
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C(
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溢
水
量
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]

機
能

判
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H
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Ⅰ
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H
C
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(
Ⅱ

)
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r
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L
C
(
Ⅰ

)
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n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ
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}
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{
S
R
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(
Ⅰ

)
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S
R
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(
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r

{
A
D
S
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Ⅰ

)
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Ⅱ
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Ⅰ
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Ⅱ
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d
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R
(
B
)
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)
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R
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R
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統
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ッ
ト
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圧
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熱
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ド

）
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機
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V
(
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D
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(
Ⅰ
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定
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対
象

原
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燃
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ド
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ド
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Ⅱ
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熱
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-
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熱
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イ

系
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Ｃ
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-
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熱
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系
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ド

)
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圧
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心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
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機
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却

機
能

／
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用
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能
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換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
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握
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能
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水
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能
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能

判
定
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○
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冷
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能
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放
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度
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圧
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V
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o
r
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(
B
)

A
系
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B
系
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C
(
A
)

o
r
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(
B
)

R
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r
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(
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)
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)
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)

系
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名
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熱
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(
格
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ド
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格
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非
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自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去
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低
圧

炉
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ス
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レ
イ

系
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系
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が
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安
全

弁
自
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減

圧
系

残
留

熱
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去
系

(
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圧
注

水
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ド
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圧
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イ

系
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熱
除
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(
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・
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水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
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Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
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－
－

－
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－
Ａ

Ｂ
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－
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－
Ａ

－
－

Ｂ
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Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅱ
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Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
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Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
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○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
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－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ
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Ｂ

－
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－
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－
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Ａ
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Ａ
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Ａ
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Ａ
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Ⅲ
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Ⅱ
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Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
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○
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○
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○
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○
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○
○
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○
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○
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○
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○
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○
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表
1-
1　

想
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破
損
に
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影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
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全

機
能

原
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炉
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緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
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子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
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機
能

崩
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能
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Ⅱ
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Ⅰ
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)
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ッ
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ユ
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ト
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ほ
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炉
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離

時
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圧
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イ
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熱
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止
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ド
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機
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熱
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ド
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-
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熱
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イ

系
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動
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-
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熱

除
去

系
(
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圧
注
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ド
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高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

×
×

×

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
×

○
×

○
×

○
×

○
×

○
○

×
○

○
×

○
×

○
×

○
×

○
○

×
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

21
5

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B2
F-
08
N

溢
水
源

RC
W(
B)
，
HV
C(

B)

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

×
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

×
×

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

×
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

31
1

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B2
F-
09
N

溢
水
源

RH
R(
A)

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

49
5

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B2
F-
10
N

溢
水
源

HP
CS

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

77

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B2
F-
11
N

溢
水
源

FP

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

11
9

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B2
F-
12
N

溢
水
源

HP
SW

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
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(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

×
×

×

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
×

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
×

○
○

×
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

30
6

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B2
F-
15
N

溢
水
源

RH
R(
B)

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

20
9

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B2
F-
16
N

溢
水
源

RC
W(
N)
，
HV
D，

HV
CW

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

77

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B2
F-
17
N，

R-
B2
F-
18
N，

R-
B2
F-
19
N

溢
水
源

FP

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

49
5

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B2
F-
31
N

溢
水
源

HP
CS

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

×
×

○
○

×
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

×
○

×

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
×

○
×

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

×
○

×
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

22
8

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B1
F-
01
N，

R-
B1
F-
08
N

溢
水
源

CR
D

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

35

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B1
F-
02
N

溢
水
源

MU
W

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

×
○

○
○

○
×

×
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

×
×

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

×
○

×
○

×
○

×
○

×
○

○
×

○
○

×
○

×
○

×
○

×
○

○
×

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

29

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B1
F-
04
N

溢
水
源

DE
G(
FO
)(
A)

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ
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圧
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系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

○
×

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

×
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

×
○

×
○

○
×

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

20
8

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B1
F-
07
N

溢
水
源

RC
W(
N)
，
HV
D，

HV
CW

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

49
5

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B1
F-
09
N

溢
水
源

HP
CS

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
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○
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圧
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(
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熱
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表
1-
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想
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破
損
に
よ
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水
影
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評
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結
果

評
価
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別
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損
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対
象
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○
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水
源

RC
W(
A)
，
HV
C(

A)

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

77

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B1
F-
15
N

溢
水
源

FP

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
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補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

9条-別添1-添付5-33

400



備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

○
○

○
○

○
○
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○

○
○
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○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

20
8

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B1
F-
17
-2
N

溢
水
源
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W(
N)
，
HV
D，

HV
CW

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定
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H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
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H
C
U
(
Ⅱ

)
}
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r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ
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}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
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r
 
A
D
S
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Ⅱ
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}

{
R
H
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)
 
o
r
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S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
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)
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(
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n
d
 
R
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(
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)
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○

○
○
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H
R
(
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)
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r
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R
(
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)
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S
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V
(
Ⅰ

)
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A
D
S
(
Ⅰ
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}
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n
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R
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(
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)
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L
P
C
S
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n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
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U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
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S
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A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
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(
A
)

o
r

R
H
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(
B
)
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離
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(
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側
)
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r
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弁
(
外

側
)

S
G
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(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

77

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画
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B1
F-
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-1
N

溢
水
源
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溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
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Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ
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}

○
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区
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以
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{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
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(
Ⅱ
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}

o
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{
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D
S
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Ⅰ

)
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Ⅱ

)
}
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)
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駆
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ユ
ニ

ッ
ト

）
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及
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制
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ユ
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ッ
ト

）

ほ
う
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水

注
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系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系
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圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系
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原
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炉

停
止

時
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ー
ド

）
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機
能
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対
象

原
子

炉
施

設
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フ
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ド
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に
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る
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熱
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(
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系

残
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熱
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圧
注
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ド

）

系
統
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分

安
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分
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圧
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-
残
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熱
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系
(
低
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ド

)
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圧
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心

ス
プ
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イ

系
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動
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系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱
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去
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御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

49
5

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B1
F-
21
N

溢
水
源

HP
CS

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

22

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B1
F-
24
N

溢
水
源

DE
G(
FO
)(
H)

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

×
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

×
×

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

×
○

○
○

○
○

×
○

×
○

○
×

○
○

×
○

×
○

×
○

×
○

○
×

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

19
9

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
B1
F-
28
N

溢
水
源

RC
W(
A)
，
HV
C(

A)

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
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象
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{
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{
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D
S
(
Ⅰ

)
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統
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制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧
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熱
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(
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V
(
Ⅱ
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A
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(
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(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子
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燃
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ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ
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ー

ド
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熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
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熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系
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留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
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分

安
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自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
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留
熱

除
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系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ
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イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
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制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
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F
M
W
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r

[
R
H
R
(
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)
 
o
r
 
R
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(
B
)
]

○

○
○

系
統
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能
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(
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(
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(
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区
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給
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系
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熱

除
去

系
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視
機

能

系
統
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分
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交

流
電

源
非

常
用

直
流
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計
測
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源
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機
冷

却
系

原
子
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補

機
海

水
系
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圧

炉
心

ス
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レ
イ

補
機

冷
却

系
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圧
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心
ス

プ
レ

イ
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海

水
系

中
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制
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室
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調
換

気
系

事
故

時
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装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
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(
B
)

A
系
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r
 
B
系

F
P
C
(
A
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r

F
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(
B
)

R
H
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r
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B
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)

系
統

名
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熱

除
去

系
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容
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ド
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格

納
容

器
隔

離
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ス
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可
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ス
濃

度
制
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熱
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去
系

安
全
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分

判
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燃
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プ
ー

ル
冷

却
系
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熱
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熱
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熱
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熱
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Ｂ
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Ｂ
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対
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機
能

未
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界
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機

能
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注

水
機

能
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注
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能
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{
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)
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(
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統
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制
御

棒
及
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制
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棒

駆
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系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（
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圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト
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ほ
う

酸
水

注
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系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系
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圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
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圧
系

残
留

熱
除

去
系
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停
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ド
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能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
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設
燃
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ー
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フ
ィ

ー
ド

ア
ン
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ブ
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ド
に

よ
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除
熱
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フ
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ー

ド
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ド

ブ
リ

ー
ド

に
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熱
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)

残
留
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除
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熱
除

去
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圧
注

水
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ー
ド
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安
全
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動

減
圧
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-
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除
去
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ド
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心
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イ
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動
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＋
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-
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留
熱

除
去

系
(
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注
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モ
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ド

)
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圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能
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能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器
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冷

却
機

能
隔

離
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能
放

射
性
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質

の
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度
低

減
機
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容
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の
可
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ス
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機
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機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系
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圧
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心

ス
プ
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イ

補
機

冷
却

系
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圧
炉

心
ス

プ
レ
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機
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水
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制
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調
換
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事
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時
計
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系
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A
)
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r
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V
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(
B
)

A
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系
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)
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r
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(
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)

R
H
R
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)
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r
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(
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)
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(
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)
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)
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統
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留
熱
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系
(
格

納
容

器
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納
容

器
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弁
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用
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ス
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理
系
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濃

度
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熱
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系
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全
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系
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熱
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イ
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熱
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熱
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(
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熱
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Ｂ

Ａ
Ｂ
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Ａ
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Ａ
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Ⅱ
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○
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○
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○
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○
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能
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W
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Ｂ

－
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Ｂ
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Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ
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○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
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安
全
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能
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の
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止
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能
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能
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隔
離

時
注

水
機

能
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圧
注
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能
圧

力
逃

が
し

機
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崩
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熱
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能

溢
水
発
生
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画

R-
1F
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溢
水
量
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]

機
能
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Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅰ
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系
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-
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系
(
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注
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ド

)
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心
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系
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視
機

能
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分
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源

計
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源
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補
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冷
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系
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補
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水
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圧
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心

ス
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機
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却

系
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心
ス
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補
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水
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調
換
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系

事
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時
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系
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V
C
(
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)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系
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r
 
B
系
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(
A
)

o
r
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(
B
)

R
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R
(
A
)

o
r

R
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(
B
)

R
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(
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)
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r
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R
(
B
)

系
統

名
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熱
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去

系
(
格

納
容

器
冷
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ド

)
格

納
容

器
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非
常
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系
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度
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系
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熱
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自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動
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圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
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系

(
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注
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ド
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圧
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系
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熱
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(
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熱
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Ａ
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表
1-
1　

想
定
破
損
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よ
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水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別
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定
破
損
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合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
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安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
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画
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源
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Ⅰ
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d
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Ⅰ
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圧
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熱
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R
(
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)

系
統

名

制
御

棒
及
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制

御
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駆
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系
（
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圧

制
御
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ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及
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制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う
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水
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入

系
原

子
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隔
離

時
冷
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系
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圧

炉
心
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イ

系
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動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
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U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
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)

 
S
L
C
(
A
)
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n
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S
L
C
(
B
)
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r
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P
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(
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(
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)
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r
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(
Ⅱ
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(
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(
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}

S
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(
Ⅰ

)
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r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
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r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
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熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
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分

安
全
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自
動

減
圧
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＋

Ａ
-
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留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋
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(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
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r

[
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H
R
(
A
)
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r
 
R
H
R
(
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)
]

F
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r

[
R
H
R
(
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)
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r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統
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能
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R
H
R
(
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)
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r

R
H
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(
B
)
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)
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S
G
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(
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)
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r

S
G
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(
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)

F
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S
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)
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r
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(
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)

2
区

分
以

上
2
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以

上

○

燃
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ー

ル
補

給
水

系
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留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統
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分
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常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)
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r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
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プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
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動
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圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系
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留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
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)
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圧
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レ
イ

系

残
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熱
除
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系

(
サ
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レ

ッ
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・
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水
冷
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ド

)
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し
安

全
弁

自
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系
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熱
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系
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レ
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シ
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モ
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ド
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Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ
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Ｂ

－
－
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Ａ

－
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－
Ａ
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－
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－
Ａ

－
－

Ｂ
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Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅱ
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Ⅰ
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Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

○
×

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
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Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
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○

○
○

○
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×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
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○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

31
1

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画
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-0
7-
2N

溢
水
源

RH
R(
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溢
水
量
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3
]

機
能

判
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○

{
H
C
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(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ
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}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
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Ⅱ
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H
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)
 
o
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R
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Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅱ
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}
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R
(
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)
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(
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)
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統

名

制
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及
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制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及
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制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷
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モ

ー
ド

）

系
統
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能

判
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U
(
A
)

a
n
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H
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U
(
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H
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(
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)
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)
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r
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(
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Ⅰ

)
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r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
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r
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S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ
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フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ
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除

熱
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Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
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分

安
全
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分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r
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H
R
(
A
)
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r
 
R
H
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(
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F
M
W
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(
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)
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(
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○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上
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視
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源
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系
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水
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圧
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心
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心
ス
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イ
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室
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調
換
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系

事
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時
計
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系

H
V
C
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A
)

o
r

H
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(
B
)

A
系
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(
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)
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r
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(
B
)
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R
(
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)
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r
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)
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)
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(
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)

系
統

名
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熱
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去

系
(
格

納
容

器
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ド

)
格

納
容
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非
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系

可
燃

性
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濃

度
制
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系
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除
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系
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全
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分
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ー
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系
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備
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自
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減
圧

系
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留
熱

除
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系

低
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炉
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ス
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レ
イ
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系
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が
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安
全

弁
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残
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熱
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系
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注

水
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心
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熱
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(
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○
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表
1-
1　

想
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破
損
に
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影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
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対
象
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子

炉
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設
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全

機
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炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
1F
-0
8N

溢
水
源

RC
W(
N)
，
HV
D，

HV
CW

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

×
×

○
○

×
×

×
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

50
4

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
1F
-0
9N
，
R-

1F
-2
6N

溢
水
源

CW
，
FW

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド
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評
価

対
象

原
子

炉
施

設

18
1

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
1F
-2
9N

溢
水
源

RC
W(
N)
，
HV
D，

HV
CW

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

○
×

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

×
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

31
1

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
1F
-3
0N

溢
水
源

RH
R(
A)

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
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A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

×
○

○
○

○
×

×
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

×
×

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

×
○

×
○

×
○

×
○

×
○

○
×

○
○

×
○

×
○

×
○

×
○

○
×

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

67

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
2F
-0
6N

溢
水
源

FP

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

14
3

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
2F
-0
8N

溢
水
源

RC
W(
N)
，
HV
D，

HV
CW

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

○
×

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

×
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

31
1

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
2F
-0
9N

溢
水
源

RH
R(
A)

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
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リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

×
○

×

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
×

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

○
○

×
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

30
6

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
2F
-1
5N

溢
水
源

RH
R(
B)

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

15
4

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
2F
-1
6N

溢
水
源

FP
C

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)
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r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
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r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
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n
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{
R
H
R
(
A
)
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r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
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{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離
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G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料
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ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
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減
圧

系
残

留
熱

除
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系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
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系

自
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圧

系
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が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
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去
系

(
低

圧
注

水
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ー
ド

)
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圧
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心
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レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ
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レ

ッ
シ

ョ
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・
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ル

水
冷
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モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
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Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
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○
○

○
○

○
○

○
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○
○

×
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

14
3

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
2F
-2
0N

溢
水
源

RC
W(
N)
，
HV
D，

HV
CW

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ
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}
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R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
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R
(
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)
}
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S
R
V
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)
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D
S
(
Ⅰ
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Ⅰ
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P
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)
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Ⅱ
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r
 
A
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S
(
Ⅱ
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}

a
n
d
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R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
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R
(
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)
}
 
a
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d
 
R
H
R
(
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)
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統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
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U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
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)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
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U
(
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)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
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S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
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{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
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{
R
H
R
(
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)
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R
H
R
(
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}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御
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電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
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)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
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)
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r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
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ス
濃

度
制

御
系

残
留
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除

去
系

安
全
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分
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定
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ー
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却
系
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備
考 H
P
C
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自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
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動
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圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
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ー
ド

)
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心
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プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
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ッ
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ン
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ル
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ド
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逃
が

し
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全
弁
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系
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熱
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ー
ル

水
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却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
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－
Ａ

－
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Ｂ
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－
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－
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Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
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Ⅱ
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Ⅲ
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Ⅱ
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Ⅱ
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Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W
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Ａ
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－
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Ａ
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Ａ
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－
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－
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－
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Ａ
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Ａ
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－
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Ⅲ
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Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅱ
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○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

14
3

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
2F
-2
1N

溢
水
源

RC
W(
N)
，
HV
D，

HV
CW

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

67

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
2F
-2
3N

溢
水
源

FP

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

9条-別添1-添付5-76

443



備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

66

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
M2
F-
02
N

溢
水
源

FP

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

○
×

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

×
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

×
○

○
×

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

31
1

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
M2
F-
03
N，

R-
M2
F-
04
N，

R-
M2
F-
05
N

溢
水
源

RH
R(
A)

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

×
○

×

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
×

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

○
○

×
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

30
6

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
M2
F-
06
N，

R-
M2
F-
07
N

溢
水
源

RH
R(
B)

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

15
8

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
M2
F-
08
N

溢
水
源

CU
W

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

9条-別添1-添付5-80

447



備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

15
8

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
M2
F-
09
N

溢
水
源

CU
W

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

9条-別添1-添付5-81

448



備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

15
8

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
M2
F-
10
N

溢
水
源

CU
W

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

9条-別添1-添付5-82

449



備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

表
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1　

想
定
破
損
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影
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評
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損
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Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅰ
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用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

×
×

×

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
×

○
○

○
○

○
×

○
×

○
○

×
○

○
×

○
×

○
×

○
×

○
○

×
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

79

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
M2
F-
18
-1
N，

R-
M2
F-
21
N，

R-
M2
F-
22
N

溢
水
源

RC
W(
B)
，
HV
C(

B)

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
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r
 
L
P
C
S
}
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n
d
 
R
H
R
(
A
)
]
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[
{
S
R
V
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Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
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n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)
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r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

15
8

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
M2
F-
18
-2
N

溢
水
源

CU
W

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
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Ⅱ
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}
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R
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(
A
)
 
o
r
 
R
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(
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o
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S
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Ⅰ
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Ⅱ
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a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統
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駆
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制
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ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制
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棒

駆
動

系
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ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う
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水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
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却
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ー
ド

）

系
統

機
能

判
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○
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Ｂ
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Ｂ
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Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ
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Ⅱ
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○
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○
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Ｂ
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Ｂ
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Ｂ
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Ⅰ
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Ⅱ
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Ⅰ
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Ⅱ
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○
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○
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○
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○
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Ｂ
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Ｂ
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Ｂ
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Ⅰ
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○
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○
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R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

15
8

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
M2
F-
27
N

溢
水
源

CU
W

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

×
○

○
○

○
×

×
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○
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系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

×
×

×

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
×

○
○

○
×

○
×

○
×

○
○

×
○

○
×

○
×

○
×

○
×

○
○

×
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

67

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
3F
-0
4-
1N
，

R-
3F
-0
4-
2N
，
R-
3F
-0
7N
，
R-
3F
-1
6-
1N

溢
水
源

RC
W(
B)
，
HV
C(

B)

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

66

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
3F
-0
5N

溢
水
源

FP

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
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{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ
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a
n
d
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R
H
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(
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o
r
 
L
P
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S
}
 
a
n
d
 
R
H
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(
A
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S
R
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(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ
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}
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n
d
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R
H
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(
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)
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r
 
R
H
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(
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}
 
a
n
d
 
R
H
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(
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)
]

○
○

○
○

R
H
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(
A
)

o
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R
H
R
(
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)
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S
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V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ
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}

a
n
d
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R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ
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a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
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L
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S
}

 
A
D
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Ⅱ
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a
n
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{
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(
B
)
 
o
r
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H
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(
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}

S
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V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

×
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

×
×

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

×
○

○
○

○
○

×
○

×
○

○
×

○
○

×
○

×
○

×
○

×
○

○
×

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

62

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
3F
-0
6N

溢
水
源

RC
W(
A)
，
HV
C(

A)

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

10
2

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
3F
-0
9N

溢
水
源

FP
C

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

9条-別添1-添付5-98

465



備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

33

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
3F
-1
0N

溢
水
源

MU
W

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

15
8

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
3F
-1
1N
，
R-

3F
-2
5N

溢
水
源

CU
W

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

10
2

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
3F
-1
2-
1N

溢
水
源

FP
C

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ
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B
系
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P
C
(
A
)

o
r
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(
B
)

R
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R
(
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)
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r
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R
(
B
)
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R
(
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)
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R
(
B
)

系
統

名
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留
熱

除
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系
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格

納
容

器
冷

却
モ
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ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁
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ガ

ス
処

理
系
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濃

度
制
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熱
除
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系
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全
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定
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ー

ル
冷
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系
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熱
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イ
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系
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圧
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熱
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去
系
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注
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熱
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熱
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Ｂ

Ａ
Ｂ
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Ａ
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Ａ
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Ⅱ
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Ｂ
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Ｂ
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Ｂ
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Ⅰ
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○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
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評
価
結
果

評
価
種
別

想
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破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
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全

機
能

原
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炉
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緊
急

停
止

機
能

未
臨
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能
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注

水
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能
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圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
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熱
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去
機

能

溢
水
発
生
区
画
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対
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原
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設
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フ
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ド
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ド
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）
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減
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-
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熱
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圧
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ド
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心
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イ

系
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動

減
圧

系
＋
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(
Ｃ
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-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
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機
能

原
子

炉
制
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室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
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安
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機
能
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容
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冷

却
機

能
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能
放
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機
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納
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機
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源
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系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
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レ
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却
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ス
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レ

イ
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機
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水
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室
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調
換
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系

事
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時
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装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
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C
(
B
)

A
系
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r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
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(
B
)

R
H
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(
A
)
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r

R
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(
B
)

R
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(
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)
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(
B
)

系
統

名
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熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ
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ド

)
格

納
容

器
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弁
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系
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濃
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制
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系

残
留

熱
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
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減
圧

系
逃

が
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安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
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ド
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圧

炉
心
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レ
イ
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残
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熱
除
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(
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熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
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表
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1　

想
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に
よ
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影
響
評
価
結
果

評
価
種
別
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破
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総
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判
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○
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対
象

原
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炉
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機
能

原
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緊
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停
止

機
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未
臨
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機

能
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時
注

水
機

能
低
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注
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機

能
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力
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が
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機
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発
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圧
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熱
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圧
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心
ス
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イ
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逃
が

し
安
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弁

補
機

冷
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能

／
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用

海
水

供
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機
能

原
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制
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室

非
常

用
換
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○
○
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濃
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○
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○
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○
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熱
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圧
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(
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熱
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濃
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熱
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熱
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熱
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熱
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損
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影
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評
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結
果

評
価
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○
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熱
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熱
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熱
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子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

65

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

R-
4F
-0
3N

溢
水
源

FP

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

68

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

RW
-1
F-
02
N，

RW
-1
F-
04
N

溢
水
源

FP

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

9条-別添1-添付5-109

476



備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

68

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

RW
-1
F-
09
N

溢
水
源

FP

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

9条-別添1-添付5-110

477



備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ
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事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

68

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

RW
-2
F-
32
N

溢
水
源

FP

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
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n
d
 
{
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H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
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}
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n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
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{
S
R
V
(
Ⅱ

)
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r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
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n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
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(
A
)

o
r

R
H
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(
B
)
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(
内

側
)
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r
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G
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(
A
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r

S
G
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(
B
)

F
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S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ
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Ｂ

－
－

－
Ａ

－
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Ｂ
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－
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Ａ
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－
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－
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－

Ｂ
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Ⅰ
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Ⅱ
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Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅱ
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Ⅲ
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Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

72

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

RW
-4
F-
01
N

溢
水
源
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W(
N)
，
HV
D，

HV
CW

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
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(
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)
 
o
r
 
R
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(
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)
}
 
o
r
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S
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V
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Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
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}
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d
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H
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P
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}
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A
D
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)
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D
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L
P
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}
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)
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A
D
S
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}
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n
d
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R
H
R
(
B
)
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r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
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d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
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U
(
A
)
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n
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H
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U
(
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)

 
H
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U
(
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)
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n
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U
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)

 
S
L
C
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I
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P
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L
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D
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)
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r
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R
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(
Ⅱ
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A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁
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却
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能

／
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能

原
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制

御
室
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換
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空

調
機
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事
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時
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握
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水
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能
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○
○
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能
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濃

度
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用
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○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○
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F
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○

燃
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熱
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系
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非
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用
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計
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冷
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系

原
子

炉
補

機
海

水
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圧
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圧
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心
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水
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調
換
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事
故

時
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r
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B
)

A
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B
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P
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A
)

o
r

F
P
C
(
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r
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統

名
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熱
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系
(
格

納
容
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格

納
容
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離
弁
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用
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ス
処

理
系
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性
ガ
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濃

度
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熱
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去
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全
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ー

ル
冷

却
系
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熱
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熱
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熱
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熱
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1-
1　

想
定
破
損
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影
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評
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結
果
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区
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非
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電
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計
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御
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原
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補

機
冷
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系
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機
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圧
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系
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調
換

気
系

事
故
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計
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系

残
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熱
除

去
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R
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A
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r
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R
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)
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R
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)
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名
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熱

除
去

系
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納
容

器
冷

却
モ
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ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常
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ガ
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処

理
系
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燃
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濃

度
制

御
系
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ー

ル
補

給
水
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系
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○
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○

系
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能
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)
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(
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(
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(
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燃
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度
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／
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事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

系
統

区
分
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全
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分
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＋

Ａ
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熱
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Ｃ
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熱
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時
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判
定
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系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

12

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

C-
M2
F-
03
N

溢
水
源

MU
W

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

53

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

C-
2F
-0
1N
，
C-

2F
-0
4-
1N

溢
水
源

FP

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

53

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

C-
2F
-0
6N

溢
水
源

FP

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－
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想
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破
損
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よ
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水
影
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評
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結
果

評
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種
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破
損
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定
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対
象
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炉
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能
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止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
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能
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注
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力
逃
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圧
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熱
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(
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(
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(
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評
価

対
象

原
子
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燃
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ル

フ
ィ

ー
ド
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ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に
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る
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(
Ⅰ

)
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ー
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ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド
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熱
(
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)
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除
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系
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熱
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）
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動
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圧
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熱
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系
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系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ
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熱

除
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系
(
低

圧
注

水
モ
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ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機
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却
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能

／
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用

海
水

供
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能

原
子
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制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器
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冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
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用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
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(
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o
r
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○
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熱
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視
機

能
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分
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電
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流
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冷
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原
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機
海

水
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圧
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心

ス
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圧
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事
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時
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H
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A
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r
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(
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名
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熱
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系
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容
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容
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濃
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熱
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系
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備
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熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
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熱
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熱
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臨
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圧
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状
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機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

×
○

○
○

○
×

×
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

×
×

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

×
○

×
○

×
○

×
○

×
○

○
×

○
○

×
○

×
○

×
○

×
○

○
×

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

13

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

Y-
18
N

溢
水
源

DE
G(
FO
)(
A)

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

13

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

Y-
23
N

溢
水
源

DE
G(
FO
)(
H)

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
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／
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○
○
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度
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○
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燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱
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圧
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(
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熱
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熱
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熱
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熱
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熱
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Ｂ
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Ｂ

－
－

－
Ａ
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Ａ
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Ⅱ
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○
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○
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○
○
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Ｂ
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Ｂ
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Ｂ
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Ⅰ
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○
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○
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損
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影
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果
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対
象
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Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ
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圧
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熱
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熱
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熱
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熱
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／
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○
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水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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備
考 H
P
C
S

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留

熱
除

去
系

(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

F
M
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
1-
1　

想
定
破
損
に
よ
る
没
水
影
響
評
価
結
果

評
価
種
別

想
定
破
損

総
合

判
定

○

評
価

対
象

原
子

炉
施

設

29
47

安
全

機
能

原
子

炉
の

緊
急

停
止

機
能

未
臨

界
維

持
機

能
原

子
炉

隔
離

時
注

水
機

能
低

圧
注

水
機

能
圧

力
逃

が
し

機
能

崩
壊

熱
除

去
機

能

溢
水
発
生
区
画

Y-
24
CN

溢
水
源

OT
C

溢
水
量
[m

3
]

機
能

判
定

○

{
H
C
U
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
H
C
U
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
S
L
C
(
Ⅰ

)
 
a
n
d
 
S
L
C
(
Ⅱ

)
}

○

2
区

分
以

上
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
S
R
V
(
Ⅱ

)
}

o
r

{
A
D
S
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
}
 
o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)
]

o
r
 
[
{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}
 
a
n
d
 
{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)
]

○
○

○
○

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

{
S
R
V
(
Ⅰ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅰ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
A
)

{
S
R
V
(
Ⅱ

)
 
o
r
 
A
D
S
(
Ⅱ

)
}

a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}
 
a
n
d
 
R
H
R
(
B
)

系
統

名

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統

機
能

判
定

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
H
C
U
(
A
)

a
n
d

 
H
C
U
(
B
)

 
S
L
C
(
A
)

a
n
d

 
S
L
C
(
B
)

R
C
I
C

o
r

H
P
C
S

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
L
P
C
S
}

 
A
D
S
(
Ⅱ

)
a
n
d

{
R
H
R
(
B
)
 
o
r
 
R
H
R
(
C
)
}

S
R
V
(
Ⅰ

)
o
r

S
R
V
(
Ⅱ

)

 
A
D
S
(
Ⅰ

)
o
r

 
A
D
S
(
Ⅱ

)

判
定

評
価

対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(
Ⅰ

)
フ

ィ
ー

ド
ア

ン
ド

ブ
リ

ー
ド

に
よ

る
除

熱
(
Ⅱ

)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統

区
分

安
全

区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(
Ｃ

)
-
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子

炉
制

御
室

非
常

用
換

気
空

調
機

能
事

故
時

状
態

把
握

冷
却

機
能

給
水

機
能

機
能

判
定

○
○

○
○

安
全

機
能

格
納

容
器

の
冷

却
機

能
隔

離
機

能
放

射
性

物
質

の
濃

度
低

減
機

能
格

納
容

器
内

の
可

燃
性

ガ
ス

制
御

機
能

非
常

用
電

源
機

能

○
○

○

[
F
P
C
(
A
)
 
o
r
 
F
P
C
(
B
)
]

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

F
M
W

o
r

[
R
H
R
(
A
)
 
o
r
 
R
H
R
(
B
)
]

○

○
○

系
統

機
能

判
定

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

隔
離

弁
(
内

側
)

o
r

隔
離

弁
(
外

側
)

S
G
T
(
A
)

o
r

S
G
T
(
B
)

F
C
S
(
A
)

o
r

F
C
S
(
B
)

2
区

分
以

上
2
区

分
以

上

○

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
残

留
熱

除
去

系
監

視
機

能

系
統

区
分

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

H
V
C
(
A
)

o
r

H
V
C
(
B
)

A
系

 
o
r
 
B
系

F
P
C
(
A
)

o
r

F
P
C
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

R
H
R
(
A
)

o
r

R
H
R
(
B
)

系
統

名
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

)
格

納
容

器
隔

離
弁

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

残
留

熱
除

去
系

安
全

区
分

判
定

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

1/
20
）

 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

  
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無
 

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有
 

－
：
無
 

防
滴
仕
様
 

○
：
有
 

-：
無

 

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良
 

×
：
否
 

備
考
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

M
V2
1
4-
1
2A
 

A
1-
DG

冷
却
水
出
口
弁
 

R
-B
2
F-
0
4N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

M
V2
1
4-
1
3A
 

A
2-
DG

冷
却
水
出
口
弁
 

R
-B
2
F-
0
4N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

M
V2
1
4-
1
2B
 

B
1-
DG

冷
却
水
出
口
弁
 

R
-B
2
F-
0
6N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

M
V2
1
4-
1
3B
 

B
2-
DG

冷
却
水
出
口
弁
 

R
-B
2
F-
0
6N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

P
21
4
-1
A 

A
-原

子
炉
補
機
冷
却
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ 

R
-1
F
-1
4
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

P
21
4
-1
C 

C
-原

子
炉
補
機
冷
却
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ 

R
-1
F
-1
4
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

P
21
4
-1
B 

B
-原

子
炉
補
機
冷
却
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ 

R
-1
F
-1
5
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

P
21
4
-1
D 

D
-原

子
炉
補
機
冷
却
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ 

R
-1
F
-1
5
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

M
V2
1
4-
7
A 

A
-R
HR

熱
交
冷
却
水
出
口
弁
 

R
-2
F
-0
9
N 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

M
V2
1
4-
7
B 

B
-R
HR

熱
交
冷
却
水
出
口
弁
 

R
-2
F
-1
0
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

M
V2
1
4-
3
A 

A
-R
C
W
常
用
補
機
冷
却
水
出
口

切
替
弁
 

R
-2
F
-2
0
N 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

M
V2
1
4-
3
B 

B
-R
C
W
常
用
補
機
冷
却
水
出
口

切
替
弁
 

R
-2
F
-2
0
N 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

M
V2
1
4-
1
A 

A
-R
C
W
常
用
補
機
冷
却
水
入
口

切
替
弁
 

R
-B
1
F-
1
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

M
V2
1
4-
1
B 

B
-R
C
W
常
用
補
機
冷
却
水
入
口

切
替
弁
 

R
-B
1
F-
1
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
海
水
系
 

M
V2
1
5-
2
A 

A
-R
CW

熱
交
海
水
出
口
弁
 

R
-1
F
-1
4
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
海
水
系
 

M
V2
1
5-
2
B 

B
-R
CW

熱
交
海
水
出
口
弁
 

R
-1
F
-1
5
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
海
水
系
 

M
V2
1
5-
1
B 

B
-R
SW

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
出
口
弁
 

Y
-2
4
AN
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
海
水
系
 

M
V2
1
5-
1
D 

D
-R
SW

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
出
口
弁
 

Y
-2
4
AN
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
海
水
系
 

P
21
5
-1
B 

B
-原

子
炉
補
機
海
水
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
 

Y
-2
4
AN
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
PX
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
海
水
系
 

P
21
5
-1
D 

D
-原

子
炉
補
機
海
水
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
 

Y
-2
4
AN
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
PX
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
海
水
系
 

M
V2
1
5-
1
A 

A
-R
SW

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
出
口
弁
 

Y
-2
4
BN
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
海
水
系
 

M
V2
1
5-
1
C 

C
-R
SW

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
出
口
弁
 

Y
-2
4
BN
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
海
水
系
 

P
21
5
-1
A 

A
-原

子
炉
補
機
海
水
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
 

Y
-2
4
BN
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
PX
5 

○
 

 
 

原
子
炉
補
機
海
水
系
 

P
21
5
-1
C 

C
-原

子
炉
補
機
海
水
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
 

Y
-2
4
BN
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
PX
5 

○
 

 
 

燃
料
ﾌﾟ
ｰ
ﾙ冷

却
系
 

M
V2
1
6-
1 

F
PC

ﾌｨ
ﾙﾀ
入
口
弁
 

R
-M
2
F-
1
1N
 

R
-M
2
F-
1
2N
 

R
-M
2
F-
2
6N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

燃
料
ﾌﾟ
ｰ
ﾙ冷

却
系
 

P
21
6
-1
A 

A
-燃

料
ﾌﾟ
ｰﾙ
冷
却
水
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
 

R
-M
2
F-
1
1N
 

R
-M
2
F-
1
2N
 

R
-M
2
F-
2
6N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

2/
20
）

 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

  
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無
 

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有
 

－
：
無
 

防
滴
仕
様
 

○
：
有
 

-：
無

 

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良
 

×
：
否
 

備
考
 

燃
料
ﾌﾟ
ｰ
ﾙ冷

却
系
 

P
21
6
-1
B 

B
-燃

料
ﾌﾟ
ｰﾙ
冷
却
水
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
 

R
-M
2
F-
1
1N
 

R
-M
2
F-
1
2N
 

R
-M
2
F-
2
6N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

燃
料
ﾌﾟ
ｰ
ﾙ冷

却
系
 

T
E2
1
6-
5
0～

55
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度

(S
A
) 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
PX
5 

○
 

 
 

燃
料
ﾌﾟ
ｰ
ﾙ冷

却
系
 

M
V2
1
6-
5
A 

A
-F
PC

熱
交
入
口
弁
 

R
-3
F
-0
9
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

燃
料
ﾌﾟ
ｰ
ﾙ冷

却
系
 

M
V2
1
6-
5
B 

B
-F
PC

熱
交
入
口
弁
 

R
-3
F
-0
9
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

燃
料
ﾌﾟ
ｰ
ﾙ冷

却
系
 

M
V2
1
6-
6 

F
PC

ﾌｨ
ﾙﾀ
ﾊ
ﾞｲ
ﾊ
ﾟｽ
弁

 
R
-3
F
-0
9
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

燃
料
ﾌﾟ
ｰ
ﾙ冷

却
系
 

L
S2
1
6-
2 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
 

R
-4
F
-0
1
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P6
5 

○
 

 
 

燃
料
ﾌﾟ
ｰ
ﾙ冷

却
系
 

T
E2
1
6-
3 

燃
料
プ
ー
ル
水
温
度
 

R
-4
F
-0
1
-1
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

窒
素
ｶﾞ
ｽ制

御
系
 

P
X2
1
7-
2
B 

ﾄ
ﾞﾗ
ｲ
ｳｪ
ﾙ圧

力
 

R
-2
F
-1
1
N 

R
-2
F
-1
2
N 

R
-2
F
-1
8
N 

R
-2
F
-1
9
N 

R
-2
F
-2
4
N 

R
-2
F
-2
5
N 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P6
7 

○
 

 
 

窒
素
ｶﾞ
ｽ制

御
系
 

M
V2
1
7-
1
8 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
入
口
隔
離
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ補

機

冷
却
系
 

P
21
8
-1
 

高
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｲ
補

機
冷

却
水

ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ 

R
-B
2
F-
1
2N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ補

機

海
水
系
 

M
V2
1
9-
1 

H
PS
W
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ出

口
弁
 

Y
-2
4
CN
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ補

機

海
水
系
 

P
21
9
-1
 

高
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｲ
補

機
海

水
ﾎ
ﾟ

ﾝ
ﾌﾟ
 

Y
-2
4
CN
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

M
22
1
-1
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ 

R
-B
2
F-
0
1N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

M
V2
2
1-
2 

注
水
弁
 

R
-B
2
F-
0
1N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

M
V2
2
1-
2
2 

ﾀ
ｰﾋ
ﾞ
ﾝ蒸

気
入
口
弁
 

R
-B
2
F-
0
1N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

M
V2
2
1-
3 

ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾄ
ｰ
ﾗｽ
水
入
口
弁
 

R
-B
2
F-
0
1N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

M
V2
2
1-
5
1 

R
CI
C
主
塞
止
弁
 

R
-B
2
F-
0
1N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

M
V2
2
1-
6 

ﾐ
ﾆﾏ
ﾑ
ﾌﾛ
ｰ弁

 
R
-B
2
F-
0
1N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

3/
20
）

 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

  
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無
 

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有
 

－
：
無
 

防
滴
仕
様
 

○
：
有
 

-：
無

 

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良
 

×
：
否
 

備
考
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

M
V2
2
1-
7 

復
水
器
冷
却
水
入
口
弁
 

R
-B
2
F-
0
1N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

P
22
1
-1
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
 

R
-B
2
F-
0
1N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

M
V2
2
1-
1
0 

真
空
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
出
口
弁
 

R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

M
V2
2
1-
2
3 

ﾀ
ｰﾋ
ﾞ
ﾝ排

気
隔
離
弁
 

R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

M
V2
2
1-
2
1 

蒸
気
外
側
隔
離
弁
 

R
-1
F
-0
7
-2
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

2
-2
3
60
 

R
CI
C
ﾀ
ｰﾋ
ﾞ
ﾝ制

御
盤
(S
Ⅱ
) 

R
-2
F
-0
5
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
7A
 

A
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
ﾐ
ﾆﾏ
ﾑ
ﾌﾛ
ｰ弁

 
R
-B
2
F-
0
2N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
A 

A
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
ﾄ
ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁
 

R
-B
2
F-
0
2N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
8
A 

A
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
炉
水
入
口
弁
 

R
-B
2
F-
0
2N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

P
22
2
-1
A 

A
-残

留
熱
除
去
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ 

R
-B
2
F-
0
2N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
PX
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
7C
 

C
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
ﾐ
ﾆﾏ
ﾑ
ﾌﾛ
ｰ弁

 
R
-B
2
F-
0
3N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
C 

C
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
ﾄ
ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁
 

R
-B
2
F-
0
3N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

P
22
2
-1
C 

C
-残

留
熱
除
去
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ 

R
-B
2
F-
0
3N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
PX
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
7B
 

B
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
ﾐ
ﾆﾏ
ﾑ
ﾌﾛ
ｰ弁

 
R
-B
2
F-
1
5N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
B 

B
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
ﾄ
ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁
 

R
-B
2
F-
1
5N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
8
B 

B
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
炉
水
入
口
弁
 

R
-B
2
F-
1
5N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

P
22
2
-1
B 

B
-残

留
熱
除
去
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ 

R
-B
2
F-
1
5N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
PX
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
1A
 

A
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
炉
水
戻
り
弁
 

R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
1B
 

B
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
炉
水
戻
り
弁
 

R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
5A
 

A
-R
HR

ﾃｽ
ﾄ弁

 
R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
6A
 

A
-R
HR

ﾄｰ
ﾗ
ｽｽ
ﾌ
ﾟﾚ
ｲ弁

 
R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
6B
 

B
-R
HR

ﾄｰ
ﾗ
ｽｽ
ﾌ
ﾟﾚ
ｲ弁

 
R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
7 

R
HR

炉
水
入
口
外
側
隔
離
弁
 

R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
5B
 

B
-R
HR

ﾃｽ
ﾄ弁

 
R
-1
F
-1
0
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
5C
 

C
-R
HR

ﾃｽ
ﾄ弁

 
R
-1
F
-1
0
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
2
B 

B
-R
HR

熱
交
ﾊﾞ
ｲﾊ
ﾟ
ｽ弁

 
R
-1
F
-1
0
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
5
A 

A
-R
HR

注
水
弁
 

R
-1
F
-0
7
-2
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
2
A 

A
-R
HR

熱
交
ﾊﾞ
ｲﾊ
ﾟ
ｽ弁

 
R
-1
F
-3
0
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
3
B 

B
-R
HR

ﾄﾞ
ﾗ
ｲｳ
ｪ
ﾙ第

1
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ弁

 
R
-1
F
-1
2
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
4
B 

B
-R
HR

ﾄﾞ
ﾗ
ｲｳ
ｪ
ﾙ第

2
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ弁

 
R
-1
F
-1
2
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
3 

R
HR

炉
頂
部
冷
却
外
側
隔
離
弁
 

R
-2
F
-1
4
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
3
A 

A
-R
HR

ﾄﾞ
ﾗ
ｲｳ
ｪ
ﾙ第

1
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ弁

 
R
-2
F
-1
4
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
4
A 

A
-R
HR

ﾄﾞ
ﾗ
ｲｳ
ｪ
ﾙ第

2
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ弁

 
R
-2
F
-1
4
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
5
B 

B
-R
HR

注
水
弁
 

R
-2
F
-1
5
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
5
C 

C
-R
HR

注
水
弁
 

R
-2
F
-1
5
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

4/
20
）

 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

  
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無
 

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有
 

－
：
無
 

防
滴
仕
様
 

○
：
有
 

-：
無

 

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良
 

×
：
否
 

備
考
 

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
M
V2
2
3-
1 

L
PC
S
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ入

口
弁
 

R
-B
2
F-
0
9N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
P
22
3
-1
 

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
 

R
-B
2
F-
0
9N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
PX
5 

○
 

 
 

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
M
V2
2
3-
3 

L
PC
S
ﾃ
ｽﾄ
弁

 
R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
M
V2
2
3-
4 

L
PC
S
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾐ
ﾆ
ﾏﾑ
ﾌ
ﾛｰ
弁

 
R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
d
PX
2
23
-
1 

L
PC
S
注
水
弁
差
圧
 

R
-1
F
-0
3
N 

R
-1
F
-2
2
N 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P6
7 

○
 

 
 

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
M
V2
2
3-
2 

L
PC
S
注
水
弁
 

R
-1
F
-3
2
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
L
S2
2
4-
2
A 

ﾄ
ｰﾗ
ｽ水

位
 

R
-B
2
F-
1
0N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P6
5 

○
 

 
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
L
S2
2
4-
2
B 

ﾄ
ｰﾗ
ｽ水

位
 

R
-B
2
F-
1
0N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P6
5 

○
 

 
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
M
V2
2
4-
2 

H
PC
S
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾄ
ｰ
ﾗｽ
水
入
口
弁
 

R
-B
2
F-
1
0N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
P
22
4
-1
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
 

R
-B
2
F-
1
0N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
PX
5 

○
 

 
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
M
V2
2
4-
7 

H
PC
S

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
ﾄ
ｰ
ﾗ
ｽ
側

ﾐ
ﾆ
ﾏ
ﾑ
ﾌ
ﾛ
ｰ

弁
 

R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
M
V2
2
4-
8 

H
PC
S
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ
CS
T
側
第

1
ﾐﾆ
ﾏ
ﾑ

ﾌ
ﾛｰ
弁

 
R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
M
V2
2
4-
9 

H
PC
S
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ
CS
T
側
第

2
ﾐﾆ
ﾏ
ﾑ

ﾌ
ﾛｰ
弁

 
R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
M
V2
2
4-
3 

H
PC
S
注
水
弁
 

R
-1
F
-3
3
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

M
V2
2
5-
1
A 

A
-S
LC

ﾀﾝ
ｸ出

口
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

M
V2
2
5-
1
B 

B
-S
LC

ﾀﾝ
ｸ出

口
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

M
V2
2
5-
2
A 

A
-S
LC

注
入
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

5/
20
）

 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

  
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無
 

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有
 

－
：
無
 

防
滴
仕
様
 

○
：
有
 

-：
無

 

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良
 

×
：
否
 

備
考
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

M
V2
2
5-
2
B 

B
-S
LC

注
入
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

P
22
5
-1
A 

A
-ほ

う
酸
水
注
入
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

P
22
5
-1
B 

B
-ほ

う
酸
水
注
入
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

P
S2
2
5-
1
A 

A
-S
L
C
注
入
ポ
ン
プ
潤
滑
油
圧

力
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

P
S2
2
5-
1
B 

B
-S
L
C
注
入
ポ
ン
プ
潤
滑
油
圧

力
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

D
22
6
-1
A 

A
-S
GT

前
置
ｶﾞ
ｽ処

理
装
置
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

D
22
6
-1
B 

B
-S
GT

前
置
ｶﾞ
ｽ処

理
装
置
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

D
22
6
-2
A 

A
-S
GT

後
置
ｶﾞ
ｽ処

理
装
置
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

D
22
6
-2
B 

B
-S
GT

後
置
ｶﾞ
ｽ処

理
装
置
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

6/
20
）

 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

  
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無
 

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有
 

－
：
無
 

防
滴
仕
様
 

○
：
有
 

-：
無

 

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良
 

×
：
否
 

備
考
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

M
22
6
-1
A 

A
-非

常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
排
風
機
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

M
22
6
-1
B 

B
-非

常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
排
風
機
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

M
V2
2
6-
1
A 

A
-S
GT

入
口
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

M
V2
2
6-
1
B 

B
-S
GT

入
口
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

M
V2
2
6-
2
A 

A
-S
GT

出
口
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

M
V2
2
6-
2
B 

B
-S
GT

出
口
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

M
V2
2
6-
4
A 

A
-S
GT

排
風
機
入
口
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

M
V2
2
6-
4
B 

B
-S
GT

排
風
機
入
口
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
01
A 

A
-C
A
MS

ﾄ
ｰ
ﾗ
ｽ
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
隔

離

弁
 

R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
01
B 

B
-C
A
MS

ﾄ
ｰ
ﾗ
ｽ
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
隔

離

弁
 

R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

7/
20
）

 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

  
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無
 

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有
 

－
：
無
 

防
滴
仕
様
 

○
：
有
 

-：
無

 

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良
 

×
：
否
 

備
考
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
02
A 

A
-C
A
MS

ｻ
ﾝﾌ
ﾟ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞｶ
ﾞ
ｽ戻

り
隔

離
弁
 

R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
02
B 

B
-C
A
MS

ｻ
ﾝﾌ
ﾟ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞｶ
ﾞ
ｽ戻

り
隔

離
弁
 

R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
03
A 

A
-C
A
MS

ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ﾝ
戻

り

隔
離
弁
 

R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
03
B 

B
-C
A
MS

ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ﾝ
戻

り

隔
離
弁
 

R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
2
A 

A
-F
CS

出
口
隔
離
弁
 

R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
2
B 

B
-F
CS

出
口
隔
離
弁
 

R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
00
A 

A
-C
A
MS

ﾄ
ﾞﾗ
ｲ
ｳｪ
ﾙ
ｻﾝ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸﾞ
隔

離
弁
 

R
-2
F
-1
4
N 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
A 

A
-F
CS

入
口
隔
離
弁
 

R
-2
F
-1
4
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
00
B 

B
-C
A
MS

ﾄ
ﾞﾗ
ｲ
ｳｪ
ﾙ
ｻﾝ
ﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸﾞ
隔

離
弁
 

R
-2
F
-1
5
N 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
B 

B
-F
CS

入
口
隔
離
弁
 

R
-2
F
-1
5
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

D
22
9
-1
A 

A
-
可

燃
性

ｶ
ﾞ
ｽ
濃

度
制

御
系

再

結
合
装
置
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

D
22
9
-1
B 

B
-
可

燃
性

ｶ
ﾞ
ｽ
濃

度
制

御
系

再

結
合
装
置
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
3
A 

A
-F
CS

冷
却
水
入
口
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
3
B 

B
-F
CS

冷
却
水
入
口
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
 

N
R-
3
F-
0
7N
 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

8/
20
）

 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

  
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無
 

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有
 

－
：
無
 

防
滴
仕
様
 

○
：
有
 

-：
無

 

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良
 

×
：
否
 

備
考
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
4
A 

A
-F
CS

系
統
入
口
流
量
調
節
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
4
B 

B
-F
CS

系
統
入
口
流
量
調
節
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
5
A 

A
-F
CS

再
循
環
流
量
調
節
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
5
B 

B
-F
CS

再
循
環
流
量
調
節
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
6
A 

A
-F
CS

冷
却
水
供
給
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
6
B 

B
-F
CS

冷
却
水
供
給
弁
 

R
-3
F
-0
4
-1
N 

R
-3
F
-0
4
-2
N 

R
-3
F
-0
7
N 

R
-3
F
-1
6
-1
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
-R
C
IC

直
流

-C
/C
 

R
-B
1
F-
1
6N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
C1
-
R/
B
-C
/
C 

R
-2
F
-0
4
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
非
常
用
ﾒﾀ
ｸﾗ
盤
(
2C
-
M/
C
) 

R
-2
F
-0
4
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
非
常
用
ﾛｰ
ﾄﾞ
ｾﾝ
ﾀ盤

(
2C
-
L/
C
) 

R
-2
F
-0
4
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
D2
-
R/
B
-C
/
C 

R
-2
F
-0
5
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
D3
-
R/
B
-C
/
C 

R
-2
F
-0
5
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
非
常
用
ﾒﾀ
ｸﾗ
盤
(
2D
-
M/
C
) 

R
-2
F
-0
5
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
非
常
用
ﾛｰ
ﾄﾞ
ｾﾝ
ﾀ盤

(
2D
-
L/
C
) 

R
-2
F
-0
5
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
A-
D
G-
C
/C
 

R
-B
2
F-
0
5N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
B-
D
G-
C
/C
 

R
-B
2
F-
0
8N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
HP
C
S-
C
/C
 

R
-B
2
F-
1
1N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

9/
20
）

 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

  
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無
 

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有
 

－
：
無
 

防
滴
仕
様
 

○
：
有
 

-：
無

 

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良
 

×
：
否
 

備
考
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

蓄
電
池
 

R
-B
2
F-
1
3N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
非
常
用
ﾒﾀ
ｸﾗ
盤
(
2H
P
CS
-
M/
C
) 

R
-B
2
F-
1
4N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
65
H 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

直
流
盤
 

R
-B
2
F-
1
4N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
67
H 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

充
電
器
盤
 

R
-B
2
F-
1
4N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
C2
-
R/
B
-C
/
C 

R
-M
2
F-
0
1N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
C3
-
R/
B
-C
/
C 

R
-M
2
F-
0
1N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
D1
-
R/
B
-C
/
C 

R
-B
1
F-
1
7-
1
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
B-
計
装
-C
/
C 

R
W-
M
B1
F
-0
5
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
60
B 

B
-計

装
分
電
盤
 

R
W-
M
B1
F
-0
5
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
61
B 

B
-
計

装
用

無
停

電
交

流
電

源

装
置
 

R
W-
M
B1
F
-0
5
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
63
B 

B
-
原

子
炉

中
性

子
計

装
用

分

電
盤
 

R
W-
M
B1
F
-0
5
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
65
B 

B
-1
1
5V

系
直
流
盤
 

R
W-
M
B1
F
-0
5
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
67
B 

B
-1
1
5V

系
充
電
器
盤
 

R
W-
M
B1
F
-0
5
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
26
5
D-
1 

2
30
V
系
直
流
盤
(R
CI
C
) 

R
W-
M
B1
F
-0
5
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
26
7
E-
1 

2
30
V
系
充
電
器
盤

(R
C
IC
) 

R
W-
M
B1
F
-0
5
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
B
-
原

子
炉

中
性

子
計

装
用

蓄

電
池
 

R
W-
M
B1
F
-0
6
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
68
B 

B
-
原

子
炉

中
性

子
計

装
用

充

電
器
盤
 

R
W-
M
B1
F
-0
7
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
30
V
系
蓄
電
池
(R
CI
C
) 

R
W-
M
B1
F
-0
8
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
B
-1
1
5V

系
蓄
電
池
 

R
W-
M
B1
F
-0
8
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-9
6
1A
 

A
-中

央
分
電
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-9
6
1B
 

B
-中

央
分
電
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-9
6
1H
 

H
PC
S
-中

央
分
電
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
67
D 

1
15
V
系
予
備
充
電
器
盤
 

R
W-
1
F-
1
0N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
A-
計
装
-C
/
C 

R
W-
1
F-
1
0N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
60
A 

A
-計

装
分
電
盤
 

R
W-
1
F-
1
0N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
60
C 

一
般
計
装
分
電
盤
 

R
W-
1
F-
1
0N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
61
A 

A
-
計

装
用

無
停

電
交

流
電

源

装
置
 

R
W-
1
F-
1
0N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

10
/2
0
）
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

  
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無
 

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有
 

－
：
無
 

防
滴
仕
様
 

○
：
有
 

-：
無

 

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良
 

×
：
否
 

備
考
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
63
A 

A
-
原

子
炉

中
性

子
計

装
用

分

電
盤
 

R
W-
1
F-
1
0N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
65
A 

A
-1
1
5V

系
直
流
盤
 

R
W-
1
F-
1
0N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
67
A 

A
-1
1
5V

系
充
電
器
盤
 

R
W-
1
F-
1
0N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
68
A 

A
-
原

子
炉

中
性

子
計

装
用

充

電
器
盤
 

R
W-
1
F-
1
0N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
A
-1
1
5V

系
蓄
電
池
 

R
W-
1
F-
1
1N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
A
-
原

子
炉

中
性

子
計

装
用

蓄

電
池
 

R
W-
1
F-
1
1N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
 

H
26
1
-3
 

L
PC
S
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ室

冷
却
機
 

R
-B
1
F-
1
3N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
 

H
26
1
-4
C 

C
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
室
冷
却
機
 

R
-B
2
F-
0
3N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
 

H
26
1
-7
A 

A
-F
PC

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
室
冷
却
機
 

R
-M
2
F-
1
9N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
 

H
26
1
-7
B 

B
-F
PC

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
室
冷
却
機
 

R
-M
2
F-
1
9N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
 

H
26
1
-4
B 

B
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
室
冷
却
機
 

R
-B
1
F-
0
1N
 

R
-B
1
F-
0
8N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
 

H
26
1
-4
A 

A
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
室
冷
却
機
 

R
-B
1
F-
0
7N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
 

H
26
1
-2
 

H
PC
S
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ室

冷
却
機
 

R
-B
1
F-
0
9N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

D
26
4
-1
A 

A
-
中

央
制

御
室

空
気

調
和

装

置
 

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

D
26
4
-1
B 

B
-
中

央
制

御
室

空
気

調
和

装

置
 

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

H
26
4
-1
A 

A
-中

央
制
御
室
冷
凍
機
 

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

H
26
4
-1
B 

B
-中

央
制
御
室
冷
凍
機
 

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

M
26
4
-1
A 

A
-中

央
制
御
室
送
風
機
 

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

M
26
4
-1
B 

B
-中

央
制
御
室
送
風
機
 

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

M
26
4
-3
A 

A
-中

央
制
御
室
排
風
機
 

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

M
26
4
-3
B 

B
-中

央
制
御
室
排
風
機
 

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 

中
央

制
御

室
空

調
換

気

系
 

P
26
4
-1
A 

A
-
中

央
制

御
室

冷
水

循
環

ﾎ
ﾟ
ﾝ

ﾌ
ﾟ 

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

11
/2
0
）
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

  
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無
 

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有
 

－
：
無
 

防
滴
仕
様
 

○
：
有
 

-：
無

 

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良
 

×
：
否
 

備
考
 

中
央

制
御

室
空

調
換

気

系
 

P
26
4
-1
B 

B
-
中

央
制

御
室

冷
水

循
環

ﾎ
ﾟ
ﾝ

ﾌ
ﾟ 

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 

中
央

制
御

室
空

調
換

気

系
 

D
26
4
-3
 

中
央

制
御

室
非

常
用

再
循

環

処
理
装
置
 

R
W-
2
F-
0
1N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 

中
央

制
御

室
空

調
換

気

系
 

M
26
4
-2
A 

A
-
中

央
制

御
室

非
常

用
再

循

環
送
風
機
 

R
W-
2
F-
0
1N
 

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P4
4 

○
 

 

中
央

制
御

室
空

調
換

気

系
 

M
26
4
-2
B 

B
-
中

央
制

御
室

非
常

用
再

循

環
送
風
機
 

R
W-
2
F-
0
1N
 

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P4
4 

○
 

 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

H
26
8
-4
A 

A
-R
CW

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
熱

交
換

器
室

冷

却
機
 

R
-1
F
-1
4
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-1
 

A
-非

常
用

DG
室
送
風
機
 

R
-2
F
-0
6
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-2
 

B
-非

常
用

DG
室
送
風
機
 

R
-2
F
-0
7
N 

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

D
26
8
-3
 

H
PC
S
電
気
室
外
気
処
理
装
置
 

R
-2
F
-2
1
N 

－
 

－
 

－
 

Ｃ
 

－
 

○
 

内
部
に
浸
水
し
な
い
構

造
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

H
26
8
-4
B 

B
-R
CW

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
熱

交
換

器
室

冷

却
機
 

R
-2
F
-2
1
N 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-8
A 

A
-H
P
CS

電
気
室
送
風
機
 

R
-2
F
-2
1
N 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-8
B 

B
-H
P
CS

電
気
室
送
風
機
 

R
-2
F
-2
1
N 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-9
A 

A
-H
P
CS

電
気
室
排
風
機
 

R
-2
F
-2
1
N 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-9
B 

B
-H
P
CS

電
気
室
排
風
機
 

R
-2
F
-2
1
N 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-3
 

H
PC
S
-D
G
室
送
風
機
 

R
-2
F
-2
2
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

D
26
8
-1
 

A
-
非

常
用

電
気

室
外

気
処

理

装
置
 

R
-3
F
-0
2
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

内
部
に
浸
水
し
な
い
構

造
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-4
A 

A
1-
非
常
用
電
気
室
送
風
機
 

R
-3
F
-0
2
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-4
B 

A
2-
非
常
用
電
気
室
送
風
機
 

R
-3
F
-0
2
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

12
/2
0
）
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

  
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無
 

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有
 

－
：
無
 

防
滴
仕
様
 

○
：
有
 

-：
無

 

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良
 

×
：
否
 

備
考
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-5
A 

A
1-
非
常
用
電
気
室
排
風
機
 

R
-3
F
-0
2
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-5
B 

A
2-
非
常
用
電
気
室
排
風
機
 

R
-3
F
-0
2
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

D
26
8
-2
 

B
-
非

常
用

電
気

室
外

気
処

理

装
置
 

R
-3
F
-0
3
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

内
部
に
浸
水
し
な
い
構

造
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-6
A 

B
1-
非
常
用
電
気
室
送
風
機
 

R
-3
F
-0
3
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-6
B 

B
2-
非
常
用
電
気
室
送
風
機
 

R
-3
F
-0
3
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-7
A 

B
1-
非
常
用
電
気
室
排
風
機
 

R
-3
F
-0
3
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-7
B 

B
2-
非
常
用
電
気
室
排
風
機
 

R
-3
F
-0
3
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P4
4 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

L
S2
8
0-
1
51
A 

A
-D
EG

燃
料
ﾃﾞ
ｲﾀ
ﾝ
ｸ液

位
 

R
-B
1
F-
0
4N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

A
V2
8
0-
3
00
A
-1
 

始
動
用
空
気
塞
止
弁
 

R
-B
2
F-
0
4N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

A
V2
8
0-
3
00
A
-2
 

始
動
用
空
気
塞
止
弁
 

R
-B
2
F-
0
4N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

C
V2
8
0-
1
A 

1
次
水
温
度
調
整
弁
 

R
-B
2
F-
0
4N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

C
V2
8
0-
2
00
A 

潤
滑
油
温
度
調
整
弁
 

R
-B
2
F-
0
4N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
PX
5 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

M
28
0
-1
A 

A
-非

常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾ
ﾞﾙ
機
関
 

R
-B
2
F-
0
4N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

M
28
0
-3
A 

A
-非

常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾ
ﾞﾙ
発
電
機
  
  

R
-B
2
F-
0
4N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

A
V2
8
0-
3
00
B
-1
 

始
動
用
空
気
塞
止
弁
 

R
-B
2
F-
0
6N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

A
V2
8
0-
3
00
B
-2
 

始
動
用
空
気
塞
止
弁
 

R
-B
2
F-
0
6N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

C
V2
8
0-
1
B 

1
次
水
温
度
調
整
弁
 

R
-B
2
F-
0
6N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

13
/2
0
）
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

  
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無
 

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有
 

－
：
無
 

防
滴
仕
様
 

○
：
有
 

-：
無

 

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良
 

×
：
否
 

備
考
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

C
V2
8
0-
2
00
B 

潤
滑
油
温
度
調
整
弁
 

R
-B
2
F-
0
6N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
PX
5 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

M
28
0
-1
B 

B
-非

常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾ
ﾞﾙ
機
関
 

R
-B
2
F-
0
6N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

M
28
0
-3
B 

B
-非

常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾ
ﾞﾙ
発
電
機
  
  

R
-B
2
F-
0
6N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

A
V2
8
0-
3
00
H
-1
 

始
動
用
空
気
塞
止
弁
 

R
-B
2
F-
0
7N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

A
V2
8
0-
3
00
H
-2
 

始
動
用
空
気
塞
止
弁
 

R
-B
2
F-
0
7N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

C
V2
8
0-
1
H 

1
次
水
温
度
調
整
弁
 

R
-B
2
F-
0
7N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

C
V2
8
0-
2
00
H 

潤
滑
油
温
度
調
整
弁
 

R
-B
2
F-
0
7N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
PX
5 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

M
28
0
-1
H 

高
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｲ
系

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｰ
ｾ
ﾞ
ﾙ

機
関
 

R
-B
2
F-
0
7N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

M
28
0
-3
H 

高
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｲ
系

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｰ
ｾ
ﾞ
ﾙ

発
電
機

  
  

R
-B
2
F-
0
7N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

L
S2
8
0-
1
51
B 

B
-D
EG

燃
料
ﾃﾞ
ｲﾀ
ﾝ
ｸ液

位
 

R
-B
1
F-
0
5N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

L
S2
8
0-
1
51
H 

H
-D
EG

燃
料
ﾃﾞ
ｲﾀ
ﾝ
ｸ液

位
 

R
-B
1
F-
0
6N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

P
28
0
-1
A 

A
-燃

料
移
送
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
 

Y
-1
8
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

P
28
0
-1
B 

B
-燃

料
移
送
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
 

Y
-7
3
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

P
28
0
-1
H 

高
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｲ
系

燃
料

移
送

ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ 

Y
-2
3
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

燃
料
ﾌﾟ
ｰ
ﾙ補

給
水
系
 

M
V2
8
5-
1 

F
MW

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ入

口
弁
 

R
-B
1
F-
0
1N
 

R
-B
1
F-
0
8N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

燃
料
ﾌﾟ
ｰ
ﾙ補

給
水
系
 

M
V2
8
5-
2 

F
MW

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ出

口
弁
 

R
-B
1
F-
0
1N
 

R
-B
1
F-
0
8N
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

燃
料
ﾌﾟ
ｰ
ﾙ補

給
水
系
 

P
28
5
-1
 

燃
料
ﾌﾟ
ｰ
ﾙ補

給
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ 

R
-B
1
F-
0
1N
 

R
-B
1
F-
0
8N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

14
/2
0
）
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

  
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無
 

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有
 

－
：
無
 

防
滴
仕
様
 

○
：
有
 

-：
無

 

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良
 

×
：
否
 

備
考
 

原
子
炉
保
護
系
 

P
oS
2
93
-
6A
-
1 

主
蒸
気
隔
離
弁
開
度
ｽｲ
ｯ
ﾁ 

R
-1
F
-0
9
N 

R
-1
F
-2
6
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

原
子
炉
保
護
系
 

P
oS
2
93
-
6A
-
2 

主
蒸
気
隔
離
弁
開
度
ｽｲ
ｯ
ﾁ 

R
-1
F
-0
9
N 

R
-1
F
-2
6
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

原
子
炉
保
護
系
 

P
oS
2
93
-
6B
-
1 

主
蒸
気
隔
離
弁
開
度
ｽｲ
ｯ
ﾁ 

R
-1
F
-0
9
N 

R
-1
F
-2
6
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

原
子
炉
保
護
系
 

P
oS
2
93
-
6B
-
2 

主
蒸
気
隔
離
弁
開
度
ｽｲ
ｯ
ﾁ 

R
-1
F
-0
9
N 

R
-1
F
-2
6
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

原
子
炉
保
護
系
 

P
oS
2
93
-
6C
-
1 

主
蒸
気
隔
離
弁
開
度
ｽｲ
ｯ
ﾁ 

R
-1
F
-0
9
N 

R
-1
F
-2
6
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

原
子
炉
保
護
系
 

P
oS
2
93
-
6C
-
2 

主
蒸
気
隔
離
弁
開
度
ｽｲ
ｯ
ﾁ 

R
-1
F
-0
9
N 

R
-1
F
-2
6
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

原
子
炉
保
護
系
 

P
oS
2
93
-
6D
-
1 

主
蒸
気
隔
離
弁
開
度
ｽｲ
ｯ
ﾁ 

R
-1
F
-0
9
N 

R
-1
F
-2
6
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

原
子
炉
保
護
系
 

P
oS
2
93
-
6D
-
2 

主
蒸
気
隔
離
弁
開
度
ｽｲ
ｯ
ﾁ 

R
-1
F
-0
9
N 

R
-1
F
-2
6
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

 
A
MP
2
95
-
26
A 

A
-
格

納
容

器
雰

囲
気

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾌ
ﾟ
ﾘ
ｱ

ﾝ
ﾌﾟ
 

R
-B
1
F-
1
6N
 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

 
R
E2
9
5-
2
6A
 

A
-
格

納
容

器
雰

囲
気

ﾓ
ﾆ
ﾀ
(
ｻ
ﾌ
ﾟ

ﾚ
ｯｼ
ｮ
ﾝﾁ
ｪ
ﾝﾊ
ﾞ
) 

R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

 
R
E2
9
5-
2
6B
 

B
-
格

納
容

器
雰

囲
気

ﾓ
ﾆ
ﾀ
(
ｻ
ﾌ
ﾟ

ﾚ
ｯｼ
ｮ
ﾝﾁ
ｪ
ﾝﾊ
ﾞ
) 

R
-B
2
F-
3
1N
 

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

 
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

 
A
MP
2
95
-
25
A 

A
-
格

納
容

器
雰

囲
気

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾌ
ﾟ
ﾘ
ｱ

ﾝ
ﾌﾟ
 

R
-1
F
-0
2
N 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
PX
5 

○
 

 
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

 
R
E2
9
5-
2
5A
 

A
-
格

納
容

器
雰

囲
気

ﾓ
ﾆ
ﾀ
(
ﾄ
ﾞ
ﾗ

ｲ
ｳｪ
ﾙ
) 

R
-1
F
-0
7
-1
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

P
CV

遮
蔽
内
に
設
置
さ
れ

て
お
り

,被
水
し
な
い
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

 
A
MP
2
95
-
25
B 

B
-
格

納
容

器
雰

囲
気

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾌ
ﾟ
ﾘ
ｱ

ﾝ
ﾌﾟ
 

R
-1
F
-1
5
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

 
R
E2
9
5-
2
5B
 

B
-
格

納
容

器
雰

囲
気

ﾓ
ﾆ
ﾀ
(
ﾄ
ﾞ
ﾗ

ｲ
ｳｪ
ﾙ
) 

R
-1
F
-1
2
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

P
CV

遮
蔽
内
に
設
置
さ
れ

て
お
り

,被
水
し
な
い
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

 
A
MP
2
95
-
26
B 

B
-
格

納
容

器
雰

囲
気

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾌ
ﾟ
ﾘ
ｱ

ﾝ
ﾌﾟ
 

R
-B
1
F-
1
7-
1
N 

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

 
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

 
2
-Y
M
R-
4
A 

A
-排

気
筒
ﾓﾆ
ﾀｻ
ﾝ
ﾌﾟ
ﾙ
ﾗｯ
ｸ 

Y
-3
0
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

15
/2
0
）
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

2
-Y
M
R-
5
A

A-
排

気
筒

低
ﾚ
ﾝ
ｼ
ﾞ
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ｶ
ﾞ
ｽ
ｻ
ﾝ

ﾌ
ﾟﾗ

Y
-3
0
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

2
-Y
M
R-
4
B

B
-排

気
筒
ﾓﾆ
ﾀｻ
ﾝ
ﾌﾟ
ﾙ
ﾗｯ
ｸ

Y
-3
1
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

2
-Y
M
R-
5
B

B-
排

気
筒

低
ﾚ
ﾝ
ｼ
ﾞ
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ｶ
ﾞ
ｽ
ｻ
ﾝ

ﾌ
ﾟﾗ

Y
-3
1
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

原
子
炉
圧
力
容
器
計
装

系
 

L
X2
9
8-
1
1B
 

原
子

炉
水

位
（

広
域

帯
水

位

計
）
 

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P6
7 

○
 

原
子
炉
圧
力
容
器
計
装

系
 

L
X2
9
8-
1
A 

原
子
炉
水
位
 

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P6
7 

○
 

原
子
炉
圧
力
容
器
計
装

系
 

L
X2
9
8-
1
C 

原
子
炉
水
位
 

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P6
7 

○
 

原
子
炉
圧
力
容
器
計
装

系
 

P
X2
9
8-
5
B 

原
子
炉
圧
力
 

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P6
7 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
B
2-
1

R
CI
C
計
器
ﾗｯ
ｸ 

R
-B
2
F-
0
1N

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
B
2-
3
A

A
-R
HR

計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-B
2
F-
0
2N

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
B
2-
3
C

C
-R
HR

計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-B
2
F-
0
3N

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
B-
B
2-
1

L
PC
S
流
量
・
圧
力
計
器
架
台
 

R
-B
2
F-
0
9N

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
B
2-
3
B

B
-R
HR

計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-B
2
F-
1
5N

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
08
A

A
-S
R
M/
I
RM

前
置
増
幅
器
盤

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

－
 

Ｃ
 

－
 

○
 

内
部
に
浸
水
し
な
い
構

造
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
08
B

B
-S
R
M/
I
RM

前
置
増
幅
器
盤

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

－
 

Ｃ
 

－
 

○
 

内
部
に
浸
水
し
な
い
構

造
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
08
C

C
-S
R
M/
I
RM

前
置
増
幅
器
盤

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

－
 

Ｃ
 

－
 

○
 

内
部
に
浸
水
し
な
い
構

造
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
08
D

D
-S
R
M/
I
RM

前
置
増
幅
器
盤

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

－
 

Ｃ
 

－
 

○
 

内
部
に
浸
水
し
な
い
構

造
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

16
/2
0
）
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
1
-2
-
2

A
-P
LR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
1
-2
-
4

B
-P
LR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
1
-3
A

A
-主

蒸
気
流
量
計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
1
-3
C

C
-主

蒸
気
流
量
計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
1
-8
A

A
-原

子
炉
圧
力
容
器
計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
1
-8
C

C
-原

子
炉
圧
力
容
器
計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央

制
御

室
機

器
・

現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
1
-8
D

D
-原

子
炉
圧
力
容
器
計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-1
F
-0
3
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
11
-
22

C-
ﾒ
ﾀ
ｸ
ﾗ
･
ﾛ
ｰ
ﾄ
ﾞ
ｾ
ﾝ
ﾀ
保

護
継

電

器
盤

R
-2
F
-0
4
N

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
2
-8
A

A
-
原

子
炉

格
納

容
器

圧
力

計

器
ﾗｯ
ｸ

R
-2
F
-1
1
N

R
-2
F
-1
2
N

R
-2
F
-1
8
N

R
-2
F
-1
9
N

R
-2
F
-2
4
N

R
-2
F
-2
5
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
2
-8
B

B
-
原

子
炉

格
納

容
器

圧
力

計

器
ﾗｯ
ｸ

R
-2
F
-1
1
N

R
-2
F
-1
2
N

R
-2
F
-1
8
N

R
-2
F
-1
9
N

R
-2
F
-2
4
N

R
-2
F
-2
5
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

17
/2
0
）
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
2
-8
C

C
-
原

子
炉

格
納

容
器

圧
力

計

器
ﾗｯ
ｸ

R
-2
F
-1
1
N

R
-2
F
-1
2
N

R
-2
F
-1
8
N

R
-2
F
-1
9
N

R
-2
F
-2
4
N

R
-2
F
-2
5
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
2
-8
D

D
-
原

子
炉

格
納

容
器

圧
力

計

器
ﾗｯ
ｸ

R
-2
F
-1
1
N

R
-2
F
-1
2
N

R
-2
F
-1
8
N

R
-2
F
-1
9
N

R
-2
F
-2
4
N

R
-2
F
-2
5
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
20
A
1

A
-ﾃ
ﾞ
ｨｰ
ｾ
ﾞﾙ
発
電
機
制
御
盤

R
-B
2
F-
0
5N

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
20
B
1

B
-ﾃ
ﾞ
ｨｰ
ｾ
ﾞﾙ
発
電
機
制
御
盤

R
-B
2
F-
0
8N

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
20
H
1

H
PC
S
-
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｰ
ｾ
ﾞ
ﾙ
発

電
機

制
御

盤
 

R
-B
2
F-
1
1N

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
RC
B
-5
1 

ほ
う
酸
水
注
入
系
操
作
箱
 

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
S
R-
3
-3
A

A-
原

子
炉

格
納

容
器

H2
・

O2

分
析
計
ﾗｯ
ｸ

R
-3
F
-0
6
N

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
S
R-
3
-3
B

B-
原

子
炉

格
納

容
器

H2
・

O2

分
析
計
ﾗｯ
ｸ

R
-3
F
-1
0
0N

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
S
R-
3
-5
B

B
-原

子
炉
格
納
容
器

H2
・
O2

ｸ

ｰ
ﾗｰ
ﾗ
ｯｸ

R
-3
F
-1
0
0N

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
B
1-
8
B

B
-ｼ
ﾞ
ｪｯ
ﾄ
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
流
量
計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-B
1
F-
0
1N

R
-B
1
F-
0
8N

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
B
1-
8
A

A
-ｼ
ﾞ
ｪｯ
ﾄ
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
流
量
計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-B
1
F-
0
7N

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
B
1-
4

H
PC
S
計
器
ﾗｯ
ｸ 

R
-B
1
F-
0
9N

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-Y
I
B-
1
B

Ⅱ
-R
SW

ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ出

口
圧
力
計
器

収
納
箱
 

Y
-2
4
AN

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

18
/2
0
）
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-Y
I
B-
1
A

Ⅰ
-R
SW

ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ出

口
圧
力
計
器

収
納
箱
 

Y
-2
4
BN

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

19
/2
0
）
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
0A

A
-R
H
R･
L
PC
S
継
電
器
盤

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
0B

B
･C
-
RH
R
継
電
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
1

H
PC
S
継
電
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
1A

H
PC
S
ﾄ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟ設

定
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
3A

A
-格

納
容
器
隔
離
継
電
器
盤

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
3B

B
-格

納
容
器
隔
離
継
電
器
盤

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
4A

A
-原

子
炉
保
護
継
電
器
盤

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
4A
1

A
1-

原
子

炉
保

護
ﾄ
ﾘ
ｯ
ﾌ
ﾟ
設

定

器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
4A
2

A
2-

原
子

炉
保

護
ﾄ
ﾘ
ｯ
ﾌ
ﾟ
設

定

器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
4B

B
-原

子
炉
保
護
継
電
器
盤

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
4B
1

B
1-

原
子

炉
保

護
ﾄ
ﾘ
ｯ
ﾌ
ﾟ
設

定

器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
4B
2

B
2-

原
子

炉
保

護
ﾄ
ﾘ
ｯ
ﾌ
ﾟ
設

定

器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
5

制
御
棒
ｽｸ
ﾗﾑ
ﾃｽ
ﾄ盤

 
R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
3
4A

A
-原

子
炉
ﾌﾟ
ﾛｾ
ｽ計

測
盤

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
3
4B

B
-原

子
炉
ﾌﾟ
ﾛｾ
ｽ計

測
盤

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
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表
2-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
被
水
影
響
評
価
結
果
（

20
/2
0
）
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

  
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源
,天

井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無
 

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有
 

－
：
無
 

防
滴
仕
様
 

○
：
有
 

-：
無

 

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良
 

×
：
否
 

備
考
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
6
1G
2 

B
-直

流
地
絡
検
出
装
置
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
7
0A
 

A
-自

動
減
圧
継
電
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
7
0B
 

B
-自

動
減
圧
継
電
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
7
2A
 

A
-原

子
炉
補
助
継
電
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
7
2B
 

B
-原

子
炉
補
助
継
電
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
7
3A
-
2 

A
-格

納
容
器

H2
/O
2
濃
度
計
演

算
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
7
3B
-
2 

B
-格

納
容
器

H2
/O
2
濃
度
計
演

算
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
7
6A
 

SⅠ
-
工

学
的

安
全

施
設

ﾄ
ﾘ
ｯ
ﾌ
ﾟ

設
定
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
7
6B
 

SⅡ
-
工

学
的

安
全

施
設

ﾄ
ﾘ
ｯ
ﾌ
ﾟ

設
定
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
8
4A
 

原
子
炉
警
報
電
源
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
56
A 

A
-
中

央
制

御
室

冷
凍

機
制

御

盤
 

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
56
B 

B
-
中

央
制

御
室

冷
凍

機
制

御

盤
 

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-W
I
R-
2
-6
A 

中
央
制
御
室

A-
冷
凍
機
計
器
ﾗ

ｯ
ｸ 

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-W
I
R-
2
-6
B 

中
央
制
御
室

B-
冷
凍
機
計
器
ﾗ

ｯ
ｸ 

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
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表
3-
1 

想
定
破
損
に
よ
る
蒸
気
影
響
評
価
結
果
 

 

蒸
気
源
，
又
は
他
区

画
か
ら
の
流
入

※
1  

多
重
化
・

 

区
画
化

 

○
：
有

 

－
：
無

 

機
能
 

要
求
 

○
：
有
 

－
：
無
 

 
耐
環
境
 

仕
様
 

〇
：
有
 

－
：
無
 

判
定
 

基
準

※
2  

対
策
実
施

 

○
：
有

 

－
：
無

 

評
価
結
果
 

○
：
良
 

－
：
否
 

判
定
理
由
 

原
子
炉
建
物

 

二
次
格
納
施
設

 

・
主
蒸
気
系
 

・
給
水
系
 

・
原
子
炉
隔
離
時
冷

却
系
 

・
原
子
炉
冷
却
材
浄

化
系
 

（
所
内
蒸
気
系
）
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

○
 

○
 

・
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
配
管
の
破
断
を
考
慮
し
た
設
計

 

(
1
)耐

環
境
仕
様
 

(
2
)ブ

ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
の
設
置

 

・
ほ
う
酸
水
注
入
系
は
耐
蒸
気
仕
様
で
は
な
い
が
，
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
が
耐
蒸
気

仕
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
た
系
統
が
同
時
に
機
能
喪
失

し
な
い
 

・
所
内
蒸
気
系
配
管
に
対
し
て
は
，
以
下
の
対
策
を
実
施

 

(
1
)止

め
弁
の
設
置
に
よ
る
常
時
隔
離
（
運
用
の
変
更
）

 

(
2
)配

管
の
ル
ー
ト
変
更
等

 

・
原
子
炉
建
物
付
属
棟
と
の
境
界
は
気
密
性
を
考
慮
し
た
設
計
の
た
め
伝
播
し
な
い

 

原
子
炉
建
物

 

付
属
棟
 

－
 

（
所
内
蒸
気
系
）
 

－
 

○
 

－
 

Ａ
 

○
 

○
 

・
所
内
蒸
気
系
配
管
に
対
し
て
は
以
下
の
対
策
を
実
施

 

(
1
)止

め
弁
の
設
置
に
よ
る
常
時
隔
離
（
運
用
の
変
更
）

 

(
2
)配

管
の
ル
ー
ト
変
更
等

 

・
原
子
炉
建
物
二
次
格
納
施
設
と
の
境
界
は
気
密
性
を
考
慮
し
た
設
計
の
た
め
伝
播

し
な
い
 

廃
棄
物
処
理
建
物

 
－
 

（
所
内
蒸
気
系
）
 

－
 

○
 

－
 

Ａ
 

○
 

○
 

・
所
内
蒸
気
系
配
管
に
つ
い
て
は
，
以
下
の
対
策
を
実
施

 

(
1
)配

管
の
ル
ー
ト
変
更
等

 

(
2
)溢

水
防
護
対
象
区
画
境
界
は
気
密
性
を
考
慮
し
た
設
計
の
た
め
伝
播
し
な
い

 

制
御
室
建
物

 
－
 

（
所
内
蒸
気
系
）
 

－
 

○
 

－
 

Ａ
 

○
 

○
 

・
所
内
蒸
気
系
配
管
に
対
し
て
は
以
下
の
対
策
を
実
施

 

 
溢
水
防
護
対
象
区
画
境
界
は
気
密
性
を
考
慮
し
た
設
計
の
た
め
伝
播
し
な
い

 

海
水
ポ
ン
プ
エ
リ
ア

 
－
 

－
 

○
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

  ・
区
画
内
に
蒸
気
源
が
な
く
，
屋
外
で
大
気
開
放
で
あ
る
た
め
伝
播
し
な
い

 
排
気
筒
エ
リ
ア

 
－
 

－
 

○
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

B
-
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ燃

料
貯
蔵

ﾀ
ﾝ
ｸ格

納
槽

 
－
 

－
 

○
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 

 ※
1 

（
）
内
は
対
策
前
の
蒸
気
源
，
又
は
他
区
画
か
ら
流
入
す
る
蒸
気
源
を
示
す
。

 
※

2 
判
定
基
準

 
記
号
Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
区
画
内
に
蒸
気
を
内
包
す
る
溢
水
源
が
な
く
，
区
画
外
か
ら
の
蒸
気
の
伝
播
が
な
い
。

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
耐
蒸
気
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
の
必
要
な

対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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図 3-1 蒸気源有無の全体概略図 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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添付資料６ 消火水による溢水影響評価について 

1. 消火活動に伴う溢水の有無について

消火活動に伴う溢水の有無を表 1-1に示す。

2. 消火水による没水影響評価結果まとめ

消火水の放水による没水影響評価結果を表 2-1に示す。

3. 消火活動における放水量に関する運用管理について

(1) はじめに

火災時の消火活動における消火栓からの溢水により，原子炉の停止機能，

冷却機能及び放射性物質の閉じ込め機能が維持されること，燃料プール冷却

機能及び給水機能が，その機能を失わないことを確認したが，運用において

は，消火栓からの溢水が溢水防護対象設備に影響を及ぼす可能性について周

知徹底し，確実な運用を図っていくものとする。具体的な実施内容について

次項に示す。 

(2) 消火栓からの溢水流量について

ａ．消火栓からの放水時間に関する保守性について 

消火栓からの放水による消火活動を想定している区画については，3時間ま

たは火災源の大きさを考慮した放水時間を設定している。 

ｂ．消火栓の溢水流量について 

消火栓について放水流量の確認を行い，評価で設定している溢水流量以下

であることを確認している。 

・屋内 放水試験口：226 l/min

・屋外 放水試験口：522 l/min

○評価上の溢水流量 → 屋内 260 l/min (130 l/min×2倍)

屋外 700 l/min（350 l/min×2倍） 

(3) 運用における対応について

運用については，島根原子力発電所の QMS文書に必要事項を記載する。

ａ．消火活動における安全上重要な設備への影響考慮について 

発電所で発生した火災に対する消火活動においては，発電所全体の安全上重

要な設備への影響を考慮し，消火活動を実施する必要があることから，発電所

の防火・消火活動を規定している「火災防護計画」に消火活動時の注意事項と

して記載するとともに，教育訓練により周知徹底を図るものとする。 
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ｂ．教育訓練 

火災発生時の消火活動の注意事項として記載した内容については，消火活動

に従事する可能性のある作業員に対しその重要性について教育する必要があ

ることから，「火災防護計画」で規程する防火・防災教育及び消防訓練で周知

徹底を図る。 

 

  ｃ．火災発生時の設備点検実施について 

火災発生後の設備への影響については，鎮火後に原子炉施設の損傷の有無を

確認することとしている（原子炉施設保安規定第 17条）。 
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表 1-1 消火活動に伴う溢水の有無について(1/8) 

 

区画名 消火活動に伴う放水の有無 溢水源 
溢水量

[m3] 

R-B2F-01N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-02N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-03N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-04N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-05N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-06N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-07N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-08N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-09N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-10N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-11N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-12N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-13N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-14N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-15N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-16N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-17N 

R-B2F-18N 

R-B2F-19N 

無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-20N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-21N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-22-1N 

R-B2F-22-2N 
無（固定式消火設備等） - - 

R-B2F-23N 有 消火栓 0.16 

R-B2F-24-1N 

R-B2F-24-2N 
有 消火栓 0.16 

R-B2F-25N 有 消火栓 0.16 

R-B2F-26-1N 

R-B2F-26-2N 
有 消火栓 0.47 

R-B2F-27-1N 

R-B2F-27-2N 
有 消火栓 0.16 

R-B2F-28N 有 消火栓 2.03 

R-B2F-29N 有 消火栓 0.16 

R-B2F-30N 有 消火栓 0.16 

R-B2F-31N 無（固定式消火設備等） - - 
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表 1-1 消火活動に伴う溢水の有無について(2/8) 

 

区画名 消火活動に伴う放水の有無 溢水源 
溢水量

[m3] 

R-B1F-01N 

R-B1F-08N 
無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-02N 有 消火栓 0.16 

R-B1F-03N 有 消火栓 8.74 

R-B1F-04N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-05N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-06N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-07N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-09N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-10N 有 消火栓 3.75 

R-B1F-11N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-12N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-13N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-14-1N  有 消火栓 0.32 

R-B1F-14-2N 有 消火栓 0.32 

R-B1F-15N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-16N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-17-1N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-17-2N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-18-1N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-18-2N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-18-3N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-20N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-21N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-23N 有 消火栓 0.16 

R-B1F-24N 有 消火栓 0.16 

R-B1F-25N 有 消火栓 0.16 

R-B1F-26N 有 消火栓 0.16 

R-B1F-27N 有 消火栓 38.69 

R-B1F-28N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-29N 有 消火栓 32.76 

R-B1F-30N 有 消火栓 0.16 

R-B1F-31N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-32N 無（固定式消火設備等） - - 

R-B1F-33N 無（固定式消火設備等） - - 
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表 1-1 消火活動に伴う溢水の有無について(3/8) 

 

区画名 消火活動に伴う放水の有無 溢水源 
溢水量

[m3] 

R-1F-01-1N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-01-2N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-02N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-03N 

R-1F-22N 
無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-04N 有 消火栓 0.16 

R-1F-05N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-06N 有 消火栓 0.16 

R-1F-07-1N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-07-2N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-08N 有 消火栓 0.16 

R-1F-09N 

R-1F-26N 
無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-101N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-102N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-10N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-11N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-12N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-13N 有 消火栓 9.05 

R-1F-14N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-15N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-16N 有 消火栓 0.16 

R-1F-17N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-18N 有 消火栓 1.41 

R-1F-19N 有 消火栓 0.16 

R-1F-20N 有 消火栓 0.16 

R-1F-21N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-24-1N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-24-2N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-25N 有 消火栓 0.16 

R-1F-27N 有 消火栓 0.16 

R-1F-28N 有 消火栓 0.16 

R-1F-29N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-30N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-31N 有 消火栓 39 
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表 1-1 消火活動に伴う溢水の有無について(4/8) 

 

区画名 消火活動に伴う放水の有無 溢水源 
溢水量

[m3] 

R-1F-32N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-33N 無（固定式消火設備等） - - 

R-1F-34N 無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-01N 無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-02N 無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-03N 無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-04N 無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-05N 無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-06N 有 消火栓 0.16 

R-2F-07N 有 消火栓 10.3 

R-2F-08N 無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-09N 無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-10N 無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-11N 

R-2F-12N 

R-2F-18N 

R-2F-19N 

R-2F-24N 

R-2F-25N 

無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-13N 無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-14N 無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-15N 無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-16N 無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-17N 無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-20N 無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-21N 無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-22N 有 消火栓 3.44 

R-2F-23N 無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-26N 有 消火栓 0.16 

R-2F-27N 有 消火栓 0.16 

R-2F-28N 無（固定式消火設備等） - - 

R-2F-29N 有 消火栓 1.41 

R-M2F-01N 無（固定式消火設備等） - - 

R-M2F-02N 無（固定式消火設備等） - - 
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表 1-1 消火活動に伴う溢水の有無について(5/8) 

 

区画名 消火活動に伴う放水の有無 溢水源 
溢水量

[m3] 

R-M2F-03N 

R-M2F-04N 

R-M2F-05N 

無（固定式消火設備等） - - 

R-M2F-06N 

R-M2F-07N 
無（固定式消火設備等） - - 

R-M2F-08N 有 消火栓 0.78 

R-M2F-09N 有 消火栓 0.16 

R-M2F-10N 有 消火栓 0.16 

R-M2F-11N 

R-M2F-12N 

R-M2F-26N 

無（固定式消火設備等） - - 

R-M2F-14N 有 消火栓 0.16 

R-M2F-15N 有 消火栓 0.16 

R-M2F-16N 有 消火栓 0.16 

R-M2F-17N 有 消火栓 0.16 

R-M2F-18-1N 

R-M2F-21N 

R-M2F-22N 

無（固定式消火設備等） - - 

R-M2F-18-2N 無（固定式消火設備等） - - 

R-M2F-19N 無（固定式消火設備等） - - 

R-M2F-20N 無（固定式消火設備等） - - 

R-M2F-23N 有 消火栓 0.16 

R-M2F-24N 有 消火栓 0.16 

R-M2F-25N 無（固定式消火設備等） - - 

R-M2F-27N 無（固定式消火設備等） - - 

R-M2F-100N 無（固定式消火設備等） - - 

R-M2F-102N 無（固定式消火設備等） - - 

R-3F-01N 無（固定式消火設備等） - - 

R-3F-02N 無（固定式消火設備等） - - 

R-3F-03N 無（固定式消火設備等） - - 

R-3F-04-1N 

R-3F-2N 

R-3F-07N 

R-3F-16-1N 

無（固定式消火設備等） - - 

R-3F-05N 無（固定式消火設備等） - - 
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表 1-1 消火活動に伴う溢水の有無について(6/8) 

 

区画名 消火活動に伴う放水の有無 溢水源 
溢水量

[m3] 

R-3F-06N 無（固定式消火設備等） - - 

R-3F-09N 無（固定式消火設備等） - - 

R-3F-10N 無（固定式消火設備等） - - 

R-3F-11N 

R-3F-25N 
有 消火栓 0.32 

R-3F-12-1N 有 消火栓 0.16 

R-3F-12-2N 有 消火栓 0.16 

R-3F-13N 有 消火栓 5.15 

R-3F-14N 無（固定式消火設備等） - - 

R-3F-15N  有 消火栓 0.16 

R-3F-16-2N 無（固定式消火設備等） - - 

R-3F-17N 無（固定式消火設備等） - - 

R-3F-19N 有 消火栓 0.16 

R-3F-20N 有 消火栓 0.16 

R-3F-21N  無（固定式消火設備等） - - 

R-3F-22N 無（固定式消火設備等） - - 

R-3F-100N 無（固定式消火設備等） - - 

R-3F-102N 無（固定式消火設備等） - - 

R-4F-01-1N 有 消火栓 0.94 

R-4F-01-2N 有 消火栓 0.94 

R-4F-02N 有 消火栓 0.16 

R-4F-03N 有 消火栓 0.16 

R-4F-04N 有 消火栓 0.78 

RW-MB1F-01N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-MB1F-02N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-MB1F-05N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-MB1F-06N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-MB1F-07N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-MB1F-08N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-MB1F-11N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-1F-01N 

RW-1F-30N 
無（固定式消火設備等） - - 

RW-1F-02N 

RW-1F-04N 
無（固定式消火設備等） - - 

RW-1F-03N 無（固定式消火設備等） - - 
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表 1-1 消火活動に伴う溢水の有無について(7/8) 

 

区画名 消火活動に伴う放水の有無 溢水源 
溢水量

[m3] 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 
無（固定式消火設備等） - - 

RW-1F-06N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-1F-09N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-1F-10N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-1F-11N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-1F-20N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-1F-21N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-1F-22N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-1F-27N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-1F-29N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-1F-31N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-2F-01N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-2F-02N 無（固定式消火設備等） - - 

RW-2F-31N 有 消火栓 0.16 

RW-2F-32N 有 消火栓 0.16 

RW-4F-01N 有 消火栓 1.1 

C-1F-01N 有 消火栓 19.04 

C-1F-02N 有 消火栓 23.4 

C-1F-03N 有 消火栓 9.68 

C-1F-04N 有 消火栓 0.78 

C-1F-05N 有 消火栓 0.32 

C-1F-06N 有 消火栓 19.35 

C-M2F-01N 有 消火栓 0.16 

C-M2F-02N 有 消火栓 4.53 

C-M2F-03N 有 消火栓 7.18 

C-M2F-04N 有 消火栓 46.8 

C-M2F-05N 有 消火栓 0.32 

C-M2F-06N 有 消火栓 0.32 

C-M2F-07N 有 消火栓 3.44 

C-M2F-08N 有 消火栓 14.98 

C-M2F-09N 有 消火栓 0.16 

C-2F-01N 

C-2F-04-1N 
有 消火栓 14.82 
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表 1-1 消火活動に伴う溢水の有無について(8/8) 

 

区画名 消火活動に伴う放水の有無 溢水源 
溢水量

[m3] 

C-2F-02N 

C-2F-03N 

C-2F-04-3N 

有 消火栓 25.43 

C-2F-04-2N 有 消火栓 4.68 

C-2F-05N 有 消火栓 0.16 

C-2F-06N 有 消火栓 0.16 

C-2F-07N 有 消火栓 46.8 

C-2F-08N 有 消火栓 1.41 

C-2F-09N 有 消火栓 3.28 

C-3F-01N 無（固定式消火設備等） - - 

C-3F-02N 無（固定式消火設備等） - - 

C-3F-03N 有 消火栓 7.18 

C-3F-04N 無（固定式消火設備等） - - 

C-3F-05N 無（固定式消火設備等） - - 

C-3F-06N 

C-3F-07N 
有 消火栓 46.8 

C-3F-08N 無（固定式消火設備等） - - 

C-4F-01N 無（固定式消火設備等） - - 

C-4F-02N 有 消火栓 0.16 

Y-18N 有 消火栓 0.42 

Y-23N 有 消火栓 0.42 

Y-24AN 有 消火栓 11.76 

Y-24BN 有 消火栓 13.02 

Y-24CN 有 消火栓 0.42 

Y-25N 有 消火栓 32.34 

Y-26N 有 消火栓 0.42 

Y-29N 有 消火栓 0.42 

Y-30N 無（固定式消火設備等） - - 

Y-31N 無（固定式消火設備等） - - 

Y-73N 無（固定式消火設備等） - - 
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(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

崩
壊

熱
除

去
機

能
安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

圧
力

逃
が

し
機

能

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B2

F-
24

-1
N，

R-
B2
F-
24
-2
N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B2

F-
25

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-13
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B2

F-
26

-1
N，

R-
B2
F-
26
-2
N

放
水

量
[m

3
]

0.
47

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B2

F-
27

-1
N，

R-
B2
F-
27
-2
N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-15
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

×
×

×

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
×

○
×

○
×

○
×

○
×

○
○

×
○

○
×

○
×

○
×

○
×

○
○

×
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B2

F-
28

N

放
水

量
[m

3
]

2.
03

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-16
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B2

F-
29

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B2

F-
30

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B1

F-
02

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-19
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B1

F-
03

N

放
水

量
[m

3
]

8.
74

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-20
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B1

F-
10

N

放
水

量
[m

3
]

3.
75

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B1

F-
14

-1
N

放
水

量
[m

3
]

0.
32

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B1

F-
14

-2
N

放
水

量
[m

3
]

0.
32

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B1

F-
23

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B1

F-
24

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-25
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

×
○

○
○

○
×

×
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

×
×

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

×
○

×
○

×
○

×
○

×
○

○
×

○
○

×
○

×
○

×
○

×
○

○
×

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B1

F-
25

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B1

F-
26

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B1

F-
27

N

放
水

量
[m

3
]

38
.6

9

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

×
×

×

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
×

○
×

○
×

○
×

○
×

○
○

×
○

○
×

○
×

○
×

○
×

○
○

×
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B1

F-
29

N

放
水

量
[m

3
]

32
.7

6

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-29
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
B1

F-
30

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-30
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
1F

-0
4N

放
水

量
[m

3
]

0.
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○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
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nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
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nd
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LC
(Ⅱ

)
}

○
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上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
1F

-0
6N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
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nd
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LC
(Ⅱ

)
}

○
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分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
1F

-0
8N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
1F

-1
3N

放
水

量
[m

3
]

9.
05

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
1F

-1
6N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
1F

-1
8N

放
水

量
[m

3
]

1.
41

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
1F

-1
9N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
1F

-2
0N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
1F

-2
5N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
1F

-2
7N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
1F

-2
8N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
1F

-3
1N

放
水

量
[m

3
]

39
.0

0

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

×
○

○
○

○
×

×
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

×
×

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

×
○

×
○

×
○

×
○

×
○

○
×

○
○

×
○

×
○

×
○

×
○

○
×

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
2F

-0
6N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
×

×
○

○
○

○
○

○
○

×
×

×

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
×

○
×

○
×

○
×

○
×

○
○

×
○

○
×

○
×

○
×

○
×

○
○

×
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
2F

-0
7N

放
水

量
[m

3
]

10
.3

0

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
2F

-2
2N

放
水

量
[m

3
]

3.
44

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-45
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
2F

-2
6N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
2F

-2
7N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-47
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
2F

-2
9N

放
水

量
[m

3
]

1.
41

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-48

563



備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
M2

F-
08

N

放
水

量
[m

3
]

0.
78

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-49
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
M2

F-
09

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-50
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
M2

F-
10

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
M2

F-
14

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
M2

F-
15

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
M2

F-
16

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
M2

F-
17

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
M2

F-
23

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-56

571



備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
M2

F-
24

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-57
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
3F

-1
1N

，
R-
3F
-2
5N

放
水

量
[m

3
]

0.
32

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-58
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
3F

-1
2-

1N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
3F

-1
2-

2N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
3F

-1
3N

放
水

量
[m

3
]

5.
15

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
3F

-1
5N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
3F

-1
9N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-63
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
3F

-2
0N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

×
×

×
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
4F

-0
1-

1N

放
水

量
[m

3
]

0.
94

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
4F

-0
1-

2N

放
水

量
[m

3
]

0.
94

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
4F

-0
2N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
4F

-0
3N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

R-
4F

-0
4N

放
水

量
[m

3
]

0.
78

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

RW
-2

F-
31

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

RW
-2

F-
32

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-71

586



備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

RW
-4

F-
01

N

放
水

量
[m

3
]

1.
10

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

○

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系
（

原
子

炉
停

止
時

冷
却

モ
ー

ド
）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

○

○
○

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能

燃
料

プ
ー

ル

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

判
定

給
水

機
能

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

機
能
判
定

○
○

○
○

○
○

○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
1F

-0
1N

放
水

量
[m

3
]

19
.0

4

○

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

○

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
1F

-0
2N

放
水

量
[m

3
]

23
.4

0

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
1F

-0
3N

放
水

量
[m

3
]

9.
68

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
1F

-0
4N

放
水

量
[m

3
]

0.
78

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
1F

-0
5N

放
水

量
[m

3
]

0.
32

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-77

592



備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
1F

-0
6N

放
水

量
[m

3
]

19
.3

5

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
M2

F-
01

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
M2

F-
02

N

放
水

量
[m

3
]

4.
53

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
M2

F-
03

N

放
水

量
[m

3
]

7.
18

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
M2

F-
04

N

放
水

量
[m

3
]

46
.8

0

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
M2

F-
05

N

放
水

量
[m

3
]

0.
32

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
M2

F-
06

N

放
水

量
[m

3
]

0.
32

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
M2

F-
07

N

放
水

量
[m

3
]

3.
44

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
M2

F-
08

N

放
水

量
[m

3
]

14
.9

8

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
M2

F-
09

N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
2F

-0
1N

，
C-
2F
-0
4-
1N

放
水

量
[m

3
]

14
.8

2

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
2F

-0
2N

，
C-
2F
-0
3N
，

C-
2F
-0
4-
3N

放
水

量
[m

3
]

25
.4

3

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
2F

-0
4-

2N

放
水

量
[m

3
]

4.
68

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
2F

-0
5N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
2F

-0
6N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
2F

-0
7N

放
水

量
[m

3
]

46
.8

0

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-93
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
2F

-0
8N

放
水

量
[m

3
]

1.
41

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
2F

-0
9N

放
水

量
[m

3
]

3.
28

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
3F

-0
3N

放
水

量
[m

3
]

7.
18

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
3F

-0
6N

，
C-
3F
-0
7N

放
水

量
[m

3
]

46
.8

0

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-97
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

C-
4F

-0
2N

放
水

量
[m

3
]

0.
16

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

×
○

○
○

○
×

×
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

×
×

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

×
○

×
○

×
○

×
○

×
○

○
×

○
○

×
○

×
○

×
○

×
○

○
×

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

Y-
18

N

放
水

量
[m

3
]

0.
42

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-99
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

Y-
23

N

放
水

量
[m

3
]

0.
42

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

9条-別添1-添付6-100
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

×
×

×

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
×

○
×

○
×

○
×

○
×

○
○

×
○

○
×

○
×

○
×

○
×

○
○

×
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

Y-
24

AN

放
水

量
[m

3
]

11
.7

6

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

×
○

○
○

○
×

×
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
×

×
×

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

×
○

×
○

×
○

×
○

×
○

○
×

○
○

×
○

×
○

×
○

×
○

○
×

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

Y-
24

BN

放
水

量
[m

3
]

13
.0

2

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

×
○

○
×

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

燃
料

プ
ー

ル

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
区
分

安
全
区
分

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

補
機

冷
却

機
能

／
冷

却
用

海
水

供
給

機
能

原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能
給

水
機

能

機
能
判
定

○
○

○
○

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能
非

常
用

電
源

機
能

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上
2区

分
以

上
HV

C(
A)

or
HV

C(
B)

A系
 o

r 
B系

FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

残
留

熱
除

去
系

溢
水

発
生

区
画

Y-
24

CN

放
水

量
[m

3
]

0.
42

○

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上
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618



備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

残
留

熱
除

去
系

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

2区
分

以
上

HV
C(

A)
or

HV
C(

B)
A系

 o
r 

B系
FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

機
能
判
定

○
○

○
○

○

給
水

機
能

安
全
区
分

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能

系
統
区
分

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

非
常

用
電

源
機

能
補

機
冷

却
機

能
／

冷
却

用
海

水
供

給
機

能
原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅰ
)

フ
ィ

ー
ド

ア
ン

ド
ブ

リ
ー

ド
に

よ
る

除
熱

(Ⅱ
)

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

系
統
機
能
判
定

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 
HC

U(
A)

a
nd

 
HC

U(
B)

 S
LC

(A
)

an
d

 S
LC

(B
)

R
CI
C

or
H
PC
S

 
A
DS

(
Ⅰ

)
a
nd

{
R
HR

(
A
) 

o
r
 L

P
C
S}

 A
DS

(Ⅱ
)

an
d

{R
HR

(B
) 

or
 R

HR
(C

)}

SR
V(

Ⅰ
)

or
SR

V(
Ⅱ

)

 A
DS

(Ⅰ
)

or
 A

DS
(Ⅱ

)

機
能
判
定

○

{H
CU

(Ⅰ
)
 a

nd
 H

CU
(Ⅱ

)
}

o
r

{S
LC

(Ⅰ
)
 a

nd
 S

LC
(Ⅱ

)
}

○

2区
分

以
上

{S
RV

(Ⅰ
) 

or
 S

RV
(Ⅱ

)}
or

{A
DS

(Ⅰ
) 

or
 A

DS
(Ⅱ

)}

{R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)}
 o
r 
[{
SR
V(
Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
A)
 o
r 
LP
CS
} 
an
d 
RH
R(
A)
]

or
 [
{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
 a
nd
 {
RH
R(
B)
 o
r 
RH
R(
C)
} 
an
d 
RH
R(
B)
]

○
○

○
○

評
価
対
象

原
子

炉
施

設

安
全
機
能

原
子
炉
の

緊
急
停
止
機

能
未

臨
界

維
持

機
能

原
子

炉
隔

離
時

注
水

機
能

低
圧

注
水

機
能

圧
力

逃
が

し
機

能
崩

壊
熱

除
去

機
能

評
価

種
別

消
火

水
の

放
水

総
合

判
定

○
溢

水
発

生
区

画
Y-

25
N

放
水

量
[m

3
]

32
.3

4

表
2-

1　
消
火
水
の
放
水
に
よ

る
没

水
影

響
評

価
結

果
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備
考 HP

CS

自
動

減
圧

系
残

留
熱

除
去

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
系

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

残
留
熱
除
去

系
(サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
冷

却
モ
ー
ド
)

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

－
－

－
－

－
Ａ

Ｂ
－

－
Ａ

－
Ａ

－
－

Ｂ
Ｃ

Ｂ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

監
視

機
能

FM
W

－

Ａ
Ｂ

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
－

－
－

－
－

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

－
Ａ

Ｂ
－

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

－
Ⅰ

Ⅱ
－

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

残
留

熱
除

去
系

監
視

機
能

系
統
区
分

安
全
区
分

判
定

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

中
央

制
御

室
空

調
換

気
系

事
故

時
計

装
系

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

系
残

留
熱

除
去

系
燃

料
プ

ー
ル

補
給

水
系

系
統
名

残
留
熱
除
去

系
(格

納
容
器
冷
却

モ
ー

ド
)

格
納

容
器

隔
離

弁
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

非
常

用
交

流
電

源
非

常
用

直
流

電
源

計
測

制
御

用
電

源

2区
分

以
上

HV
C(

A)
or

HV
C(

B)
A系

 o
r 

B系
FP
C(
A)

or
FP
C(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

系
統
機
能
判
定

RH
R(

A)
or

RH
R(

B)

隔
離

弁
(内

側
)

or
隔

離
弁

(外
側

)

S
GT

(A
)

o
r

S
GT

(B
)

FC
S(
A)

or
FC

S(
B)

2
区

分
以

上

○
○

○

[F
PC
(A
) 
or
 F
PC
(B
)]

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

FM
W

or
[R
HR
(A
) 
or
 R
HR
(B
)]

○

○
○

機
能
判
定

○
○

○
○

○

給
水

機
能

安
全
区
分

判
定

評
価
対
象

原
子

炉
施

設
燃

料
プ

ー
ル

安
全
機
能

格
納
容
器

の
冷
却
機
能

隔
離

機
能

放
射

性
物

質
の

濃
度

低
減

機
能

格
納

容
器

内
の

可
燃

性
ガ

ス
制

御
機

能

系
統
区
分

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ａ
-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

自
動

減
圧

系
＋

Ｂ
(Ｃ

)-
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

逃
が

し
安

全
弁

自
動

減
圧

系

非
常

用
電

源
機

能
補

機
冷

却
機

能
／

冷
却

用
海

水
供

給
機

能
原
子
炉
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
機
能

事
故

時
状

態
把

握
冷

却
機

能

RH
R(
A)

or
RH
R(
B)

{S
RV
(Ⅰ

) 
or
 A
DS
(Ⅰ

)}
an
d

{R
HR
(A
) 
or
 L
PC
S}
 a
nd
 R
HR
(A
)

{S
RV
(Ⅱ

) 
or
 A
DS
(Ⅱ

)}
an
d

{R
HR
(B
) 
or
 R
HR
(C
)}
 a
nd
 R
HR
(B
)

系
統
名

制
御
棒
及

び
制
御
棒
駆

動
系

（
水
圧
制
御

ユ
ニ

ッ
ト
）

制
御

棒
及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

フ
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添付資料７ 耐震 B,Cクラス機器・配管系の評価について 

1. 耐震 B,C クラス配管の耐震性評価について

耐震評価対象となる耐震 B,Cクラス配管の耐震性評価を実施する。

1.1 評価対象配管の分類 

 耐震 B,Cクラス配管の建設時の設計手法は，3次元多質点はりモデルを用いた

地震応答解析による設計と，定ピッチスパン法による設計の 2 つの手法が存在す

る。定ピッチスパン法には更に 2種類の手法が存在する。これらを整理すると，

建設時の設計手法は以下の通り分類される。 

（1） 3次元多質点はりモデルを用いた地震応答解析

（2） 定ピッチスパン法

① 振動数基準定ピッチスパン法

② 応力基準定ピッチスパン法※

※ 自重による応力のみを考慮する手法と地震による応力を考慮する手法

がある

 定ピッチスパン法は，個々の配管を詳細にモデル化せずに，想定する振動数や

応力に応じたサポートの最大支持スパンを設定する設計手法である。配管系の各

区間について，20Hz 程度の振動数を目標として支持スパンを設定する手法が振

動数基準定ピッチスパン法であり，配管応力が目標の応力値以下となるように支

持スパンを設定する手法が応力基準定ピッチスパン法（以下,「応力定ピッチ法」

という。）である。 

耐震 B,Cクラス配管の耐震性評価については，上記の「（1）3次元多質点はり

モデルを用いた地震応答解析」と，「（2） 定ピッチスパン法」の 2種類に分類し，

評価を実施する。 

1.2 3次元多質点はりモデルを用いた地震応答解析による評価 

地震応答解析における発生応力が許容応力以下となることを確認し，実際のサ

ポートスパンを解析用支持スパンと比較することで耐震性を確認する。 

1.3 定ピッチスパン法を用いた評価 

評価用地震加速度としては，評価対象配管が設置されているフロアの 1つ上階

の床のピーク値を採用することで，保守的な評価を行い，20Hz 程度の振動数を

確保する場合の発生応力が許容応力を下回る支持スパンで確保されていること

により耐震性を確認する。 

1.4 評価の概要 

評価フローを図 1-1に示す。 
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図 1-1 耐震 B,Cクラス配管の評価フロー 

  

 定ピッチ設計配管評価 

  

耐震評価対象配管 
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配管基準定ピッチを算定 

解析設計配管評価 

  

許容応力以内   

評価終了 評価終了 耐震補強 

  

Ｙｅｓ Ｙｅｓ 

Ｎｏ Ｎｏ 

３次元多質点はりモデル 

解析による応答解析 

サポートスパン 

 ≦基準定ピッチ 

耐震補強 
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1.5 評価基準 

内部溢水影響評価で実施する耐震 B,C クラス配管の耐震性評価は，地震を起因

とした配管からの溢水が溢水影響評価に影響するか否かを確認することが目的

であることから，「発電用原子力設備規格 設計・建設規格 JSME S 

NC1-2005/2007」（以下，「JSME」という。）及び「原子力発電所耐震設計技術指針 

JEAG 4601・補-1984，JEAG 4601-1987，JEAG 4601-1991 追補版」（以下，「JEAG」

という。）で用いられる算定式及び評価基準値を適用する。 

 

  

9条-別添1-添付7-3

624



 

 

1.6 評価手法 

(1) 3次元多質点はりモデルを用いた地震応答解析による評価 

評価フローを図 1-2に示す。また，各手順における詳細手順を以下に示す。 

 

 

図 1-2 3 次元多質点はりモデルを用いた耐震性評価フロー 

 

【手順 1】3次元多質点はりモデル解析 

建設時の図面における解析用支持スパンを反映した 3 次元多質点はりモデル

を作成し，基準地震動 Ssの評価用震度及び床応答スペクトルを用いた静的解析

及びスペクトルモーダル解析を行い一次応力 Sと一次＋二次応力 Snを確認する。 

 

【手順 2】 

手順 1にて算出した一次応力 S及び一次＋二次応力 Snが JEAGで規定する許容

応力状態ⅣAS での許容応力 0.9Su（一次応力）及び 2Sy（地震動のみによる一次

＋二次応力の変動値が 2Sy以下であれば，疲れ解析不要）以下であることを確認

Ｎｏ 

 

発生応力 
≦ 許容応力 

Ｙｅｓ 

評価開始 

 

 

耐震性有り 

補強対策 

Ｎｏ 

Ｙｅｓ 

【手順１】 

【手順２】 

【手順 4】 

【手順 3】 

サポートスパン 
≦解析用支持スパン 

基準地震動 Ssによる地震力にて３次元多質 

点はりモデルによる解析を実施 

 

サポート位置見直し等 
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する。 

 

0.9Su≧S 

2Sy≧Sn 

 

【手順 3】 

手順 2で発生応力が許容応力を超えるモデルにおいて，サポート位置の見直し

等を行い，手順 1 を行う。 

 

【手順 4】 

手順 2 で確認した解析用支持スパンをサポートスパンが満足していることを

確認する。 

サポートスパン≦ 解析用支持スパン 

 

（2） 定ピッチスパン法を用いた評価 

評価フローを図 1-3に示す。また，各手順における詳細手順を以下に示す。 
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図 1-3 定ピッチスパン法を用いた耐震性評価フロー 
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【手順２】 
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20Hz振動数を超える 

支持スパン Lを算出 

Ｌから基準地震動 Ss時の最大床応答 

加速度において JEAGに規定されてい 

る一次応力 Sを算出 

Sが JEAGで規定されている許容応力 

0.9Su以下となることを確認 

サポートスパン 

 ≦支持スパン 

9条-別添1-添付7-6

627



 

 

【手順 1】支持スパン L算出 

１スパン両端支持の固有振動数式を用いて 20Hzを超える支持スパン Lを算出

する。 

f =
1

2π
× (

nπ

L
)

2

×√
EI

𝑚
 

                 機械工学便覧より  

 

【手順 2】 

  手順１にて算出した支持スパン Lにおいて，基準地震動 Ss の評価用震度にお 

ける一次応力 Sを JEAGの算定式より算出する。 

 

S=
PDo

4t
+
0.75i1(Ma＋Mb)

Z
 

 

【手順 3】 

手順 2にて算出した一次応力 Sが JEAGで規定する許容応力状態ⅣASでの許容  

応力 0.9Su以下であれば手順 1で求めた支持スパン Lを確保することで基準地震

動 Ssに対する耐震性を確認することができる。 

 

0.9Su≧S 

 

【手順 4】 

手順 1で算出した支持スパン Lと建設時の図面または，現地状況におけるサポ

ートスパンが支持スパン Lを満足していることを確認する。 

 

サポートスパン≦支持スパン L 
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2. 耐震 B,Cクラス配管支持構造物の耐震性評価について 

 評価対象配管を支持する支持構造物について，基準地震動 Ss に対する耐震性

を有することを図 2-1のフローに基づき評価する。 

基準地震動Ssにより配管から支持構造物にかかる地震荷重は，3次元多質点はり

モデルを用いた地震応答解析によって算出したもの，または定ピッチスパン法に

よって算出したものを用いる。評価基準値はJEAGのⅣASに基づき設定する。 

 

 

図 2-1 配管支持構造物の耐震性評価フロー 

  

評価対象支持構造物 

①基準地震動 Ss により配管から支持

構造物に作用する地震荷重の算出 

 
①基準地震動 Ss による地震荷重 

≦②支持構造物の設計時設計荷重※1 

③支持構造物の代表形状タイプ毎に

許容荷重を設定※2 

支持構造物の構造強度詳細評価 

 
①基準地震動 Ss による地震荷重 

≦③支持構造物のタイプ毎の許容荷重※3 

 計算応力≦評価基準値（ⅣAS） 

 

耐震補強検討 
支持構造物は基準地震動 Ss 

に対する耐震性有り 

※1 建設時に支持構造物の設計に用いた設計荷重。設計荷重

が存在しない場合は当該ステップを省略する。 

※2 支持構造物の形状タイプの例を図 2-2 に，許容荷重の例

を図 2-3に示す。 

※3 構造が複雑で形状タイプへの分類が困難な支持構造物等

は，当該ステップを省略する。 

NO 

NO 

NO 

YES 

YES 

YES 
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図 2-2 支持構造物の形状タイプの例 

図 2-3 許容荷重の例 

支持構造物の構成部材が許容応力（ⅣAS）に達するときの荷重を許容荷重とする。複数

の部材で構成されている支持構造物は，各部材の許容荷重の内，最も小さいものをその

支持構造物の許容荷重とする。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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3. 耐震 B,C クラス配管及び配管支持構造物の耐震評価結果について

耐震 B,Cクラス配管及び配管支持構造物の基準地震動 Ssに対する耐震性評価

結果について表 3-1に示す。 

 なお，本評価結果は暫定条件を用いた評価結果であることから，正式条件を用

いた評価結果は詳細設計段階で示す。 

表 3-1 配管及び配管支持構造物の耐震性評価結果 

系統名称 評価部位 評価結果 

制御棒駆動系 
配管本体 ○※1

支持構造物 ○※2

原子炉浄化系 
配管本体 ○※1

支持構造物 ○※2

原子炉補機冷却系 
配管本体 ○※1

支持構造物 ○※2

燃料プール冷却系 
配管本体 ○※1

支持構造物 ○※2

高圧炉心スプレイ系 
配管本体 ○※1

支持構造物 ○※2

原子炉隔離時冷却系 
配管本体 ○※1

支持構造物 ○※2

液体廃棄物処理系（機器ドレン

系） 

配管本体 ○※1

支持構造物 ○※2

ドライウェル冷却系 
配管本体 ○※1

支持構造物 ○※2

空調換気設備冷却水系 
配管本体 ○※1

支持構造物 ○※2

復水輸送系 
配管本体 ○※1

支持構造物 ○※2

補給水系 
配管本体 ○※1

支持構造物 ○※2

消火系 
配管本体 ○※1

支持構造物 ○※2

所内上水系 
配管本体 ○※1

支持構造物 ○※2

※１ 評価対象配管からの地震に起因する溢水が発生しないと評価（どの区画の配管を評

価対象としているかは添付資料３参照） 

※２ 評価対象配管支持構造物の耐震性有りと評価
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4. 耐震 B,C クラス機器の耐震性評価結果について

耐震 B,Cクラス機器（ポンプ，容器）に対して，基準地震動 Ssによる地震力

に対する耐震性評価手法・条件及び結果について，表 4-1 に示す。評価結果は，

JEAGの評価対象部位に基づき，全ての部位の評価を行い，評価上最も厳しい評価

部位の値を記載している（評価方針等については，本文 7章参照）。 

  評価の結果，いずれの機器においても，発生値が評価基準値以下であることを

確認した。 

  なお，本評価結果は暫定条件を用いた評価結果であることから，正式条件を用

いた評価結果は詳細設計段階で示す。 

9条-別添1-添付7-11

632



表
4-
1 

機
器
（
ポ
ン
プ
，
容
器
）
の
評
価
結
果

(1
/6
) 

評
価
対
象
設
備

 
評
価
部
位
 

応
力
 

分
類
 

発
生
値
 

評
価

 

基
準
値

 

JE
AG

等
の
規
格
基
準
の
代
表
的
な
評
価
手
法
・
条
件
と
の
相
違

 

解
析
手
法
（
公
式
等
に
よ
る
評
価
，
ス
ペ
ク
ト
ル
モ
ー
ダ
ル
解
析
，
時
刻
歴

解
析
他
）
 

解
析
モ
デ
ル
 

減
衰
定
数
 

○
：
同
じ

●
：
異
な
る

－
：
該
当
な
し
 

相
違
内
容
 

○
：
同
じ

●
：
異
な
る

－
：
該
当
な
し

 

相
違
内
容

 
○
：
同
じ

●
：
異
な
る

－
：
該
当
な
し
 

相
違
内
容

 

MP
a 

MP
a
 

解
析
種
別
 

内
容
 

解
析
種
別
 

方
向
 

内
容
 

解
析
種
別
 

方
向

 
内
容
 

MG
セ
ッ
ト
誘
導
電
動
機

用
空
気
冷
却
器

 

ジ
ャ
ッ
キ
ボ
ル

ト
 

せ
ん
断
 

36
 

15
7
 

○
 

応
答
解
析
 

各
設
備
の
固
有
値
に
基
づ
く
応
答
加
速

度
に
よ
る
評
価
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平
 

－
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平

 
－
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

圧
縮
 

29
 

24
8
 

応
力
解
析
 

公
式
等
に
よ
る
評
価
 

応
力
解
析
 

水
平
 

－
 

応
力
解
析
 

水
平

 
－
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

MG
セ
ッ
ト
用
交
流
発
電

機
空
気
冷
却
器

 
取
付
ボ
ル
ト
 

引
張
 

13
 

20
7
 

○
 

応
答
解
析
 

各
設
備
の
固
有
値
に
基
づ
く
応
答
加
速

度
に
よ
る
評
価
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平
 

－
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平

 
－
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

せ
ん
断
 

26
 

15
9
 

応
力
解
析
 

公
式
等
に
よ
る
評
価
 

応
力
解
析
 

水
平
 

－
 

応
力
解
析
 

水
平

 
－
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

MG
セ
ッ
ト
油
冷
却
器

 
基
礎
ボ
ル
ト
 

引
張
 

17
3 

18
4
 

○
 

応
答
解
析
 

各
設
備
の
固
有
値
に
基
づ
く
応
答
加
速

度
に
よ
る
評
価
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平
 

－
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平

 
－
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

せ
ん
断
 

83
 

17
4
 

応
力
解
析
 

公
式
等
に
よ
る
評
価
 

応
力
解
析
 

水
平
 

－
 

応
力
解
析
 

水
平

 
－
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

MG
セ
ッ
ト
室
冷
却
機

 

基
礎
ボ
ル
ト
 

引
張
 

14
0 

15
9
 

○
 

応
答
解
析
 

各
設
備
の
固
有
値
に
基
づ
く
応
答
加
速

度
に
よ
る
評
価
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平
 

－
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平

 
－
 

せ
ん
断
 

67
 

14
6
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

フ
ァ
ン
取
付
ボ

ル
ト

引
張
 

35
 

19
0
 

せ
ん
断
 

12
 

14
6
 

応
力
解
析
 

公
式
等
に
よ
る
評
価
 

応
力
解
析
 

水
平
 

－
 

応
力
解
析
 

水
平

 
－
 

原
動
機
取
付
ボ

ル
ト

引
張
 

25
 

19
0
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

せ
ん
断
 

11
 

14
6
 

9条-別添1-添付7-12

633



表
4-
1 

機
器
（
ポ
ン
プ
，
容
器
）
の
評
価
結
果

(2
/6
) 

評
価
対
象
設
備

 
評
価
部
位
 

応
力
 

分
類
 

発
生
値
 

評
価

 

基
準
値

 

JE
AG

等
の
規
格
基
準
の
代
表
的
な
評
価
手
法
・
条
件
と
の
相
違

 

解
析
手
法
（
公
式
等
に
よ
る
評
価
，
ス
ペ
ク
ト
ル
モ
ー
ダ
ル
解
析
，
時
刻
歴

解
析
他
）
 

解
析
モ
デ
ル
 

減
衰
定
数
 

○
：
同
じ

●
：
異
な
る

－
：
該
当
な
し
 

相
違
内
容
 

○
：
同
じ

●
：
異
な
る

－
：
該
当
な
し

 

相
違
内
容

 
○
：
同
じ

●
：
異
な
る

－
：
該
当
な
し
 

相
違
内
容

 

MP
a 

MP
a
 

解
析
種
別
 

内
容
 

解
析
種
別
 

方
向
 

内
容
 

解
析
種
別
 

方
向

 
内
容
 

CU
W
ポ
ン
プ

 

基
礎
ボ
ル
ト
 

引
張
 

59
 

18
8
 

○
 

応
答
解
析
 

各
設
備
の
固
有
値
に
基
づ
く
応
答
加
速

度
に
よ
る
評
価
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平
 

－
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平

 
－
 

せ
ん
断
 

36
 

14
5
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

ポ
ン
プ
取
付
ボ

ル
ト

引
張
 

13
 

45
5
 

せ
ん
断
 

19
 

35
0
 

応
力
解
析
 

公
式
等
に
よ
る
評
価
 

応
力
解
析
 

水
平
 

－
 

応
力
解
析
 

水
平

 
－
 

原
動
機
取
付
ボ

ル
ト

引
張
 

31
 

18
8
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

せ
ん
断
 

27
 

14
5
 

CU
W
補
助
ポ
ン
プ

 

基
礎
ボ
ル
ト
 

引
張
 

28
 

19
0
 

○
 

応
答
解
析
 

各
設
備
の
固
有
値
に
基
づ
く
応
答
加
速

度
に
よ
る
評
価
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平
 

－
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平

 
－
 

せ
ん
断
 

32
 

14
6
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

ポ
ン
プ
取
付
ボ

ル
ト

引
張
 

35
 

44
4
 

せ
ん
断
 

13
 

34
2
 

応
力
解
析
 

公
式
等
に
よ
る
評
価
 

応
力
解
析
 

水
平
 

－
 

応
力
解
析
 

水
平

 
－
 

原
動
機
取
付
ボ

ル
ト

引
張
 

16
 

19
0
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

せ
ん
断
 

15
 

14
6
 

9条-別添1-添付7-13

634



表
4-
1 

機
器
（
ポ
ン
プ
，
容
器
）
の
評
価
結
果

(3
/6
) 

評
価
対
象
設
備

 
評
価
部
位
 

応
力
 

分
類
 

発
生
値
 

評
価

 

基
準
値

 

JE
AG

等
の
規
格
基
準
の
代
表
的
な
評
価
手
法
・
条
件
と
の
相
違

 

解
析
手
法
（
公
式
等
に
よ
る
評
価
，
ス
ペ
ク
ト
ル
モ
ー
ダ
ル
解
析
，
時
刻
歴

解
析
他
）
 

解
析
モ
デ
ル
 

減
衰
定
数
 

○
：
同
じ

●
：
異
な
る

－
：
該
当
な
し
 

相
違
内
容
 

○
：
同
じ

●
：
異
な
る

－
：
該
当
な
し

 

相
違
内
容

 
○
：
同
じ

●
：
異
な
る

－
：
該
当
な
し
 

相
違
内
容

 

MP
a 

MP
a
 

解
析
種
別
 

内
容
 

解
析
種
別
 

方
向
 

内
容
 

解
析
種
別
 

方
向

 
内
容
 

原
子
炉
浄
化
ろ
過
脱
塩

装
置
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ポ
ン
プ

 

基
礎
ボ
ル
ト
 

引
張
 

6 
20
7
 

○
 

応
答
解
析
 

各
設
備
の
固
有
値
に
基
づ
く
応
答
加
速

度
に
よ
る
評
価
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平
 

－
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平

 
－
 

せ
ん
断
 

2 
15
9
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

ポ
ン
プ
取
付
ボ

ル
ト

引
張
 

27
 

20
7
 

応
力
解
析
 

公
式
等
に
よ
る
評
価
 

応
力
解
析
 

水
平
 

－
 

応
力
解
析
 

水
平

 
－
 

せ
ん
断
 

7 
15
9
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

FP
C
ポ
ン
プ

 

基
礎
ボ
ル
ト
 

引
張
 

28
 

46
9
 

○
 

応
答
解
析
 

各
設
備
の
固
有
値
に
基
づ
く
応
答
加
速

度
に
よ
る
評
価
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平
 

－
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平

 
－
 

せ
ん
断
 

22
 

36
1
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

ポ
ン
プ
取
付
ボ

ル
ト

引
張
 

40
 

45
5
 

せ
ん
断
 

12
 

35
0
 

応
力
解
析
 

公
式
等
に
よ
る
評
価
 

応
力
解
析
 

水
平
 

－
 

応
力
解
析
 

水
平

 
－
 

原
動
機
取
付
ボ

ル
ト

引
張
 

33
 

20
5
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

せ
ん
断
 

23
 

15
8
 

9条-別添1-添付7-14

635



表
4-
1 

機
器
（
ポ
ン
プ
，
容
器
）
の
評
価
結
果

(4
/6
) 

評
価
対
象
設
備

 
評
価
部
位
 

応
力
 

分
類
 

発
生
値
 

評
価

 

基
準
値

 

JE
AG

等
の
規
格
基
準
の
代
表
的
な
評
価
手
法
・
条
件
と
の
相
違

 

解
析
手
法
（
公
式
等
に
よ
る
評
価
，
ス
ペ
ク
ト
ル
モ
ー
ダ
ル
解
析
，
時
刻
歴

解
析
他
）
 

解
析
モ
デ
ル
 

減
衰
定
数
 

○
：
同
じ

●
：
異
な
る

－
：
該
当
な
し
 

相
違
内
容
 

○
：
同
じ

●
：
異
な
る

－
：
該
当
な
し

 

相
違
内
容

 
○
：
同
じ

●
：
異
な
る

－
：
該
当
な
し
 

相
違
内
容

 

MP
a 

MP
a
 

解
析
種
別
 

内
容
 

解
析
種
別
 

方
向
 

内
容
 

解
析
種
別
 

方
向

 
内
容
 

燃
料
ﾌﾟ
ｰﾙ
冷
却
水
熱
交

換
器

 

胴
板
 

一
次
一

般
膜
 

52
 

22
6
 

○
 

応
答
解
析
 

各
設
備
の
固
有
値
に
基
づ
く
応
答
加
速

度
に
よ
る
評
価
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平
 

－
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平

 
－
 

一
次
 

10
4 

34
0
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

一
次
+二

次
 

34
2 

45
4
 

基
礎
ボ
ル
ト
 

引
張
 

66
 

21
0
 

応
力
解
析
 

公
式
等
に
よ
る
評
価
 

応
力
解
析
 

水
平
 

－
 

応
力
解
析
 

水
平

 
－
 

せ
ん
断
 

48
 

16
1
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

脚
 

組
合
せ
 

15
 

28
0
 

CR
D
ポ
ン
プ
油
冷
却
器

 

油
タ
ン
ク
 

基
礎
ボ
ル
ト
 

引
張
 

3 
18
8
 

○
 

応
答
解
析
 

各
設
備
の
固
有
値
に
基
づ
く
応
答
加
速

度
に
よ
る
評
価
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平
 

－
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平

 
－
 

せ
ん
断
 

9 
14
5
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

油
冷
却
器
 

取
付
ボ
ル
ト
 

引
張
 

4 
18
1
 

応
力
解
析
 

公
式
等
に
よ
る
評
価
 

応
力
解
析
 

水
平
 

－
 

応
力
解
析
 

水
平

 
－
 

せ
ん
断
 

3 
13
9
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
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表
4-
1 

機
器
（
ポ
ン
プ
，
容
器
）
の
評
価
結
果

(5
/6
) 

評
価
対
象
設
備

 
評
価
部
位
 

応
力
 

分
類
 

発
生
値
 

評
価

 

基
準
値

 

JE
AG

等
の
規
格
基
準
の
代
表
的
な
評
価
手
法
・
条
件
と
の
相
違

 

解
析
手
法
（
公
式
等
に
よ
る
評
価
，
ス
ペ
ク
ト
ル
モ
ー
ダ
ル
解
析
，
時
刻
歴

解
析
他
）
 

解
析
モ
デ
ル
 

減
衰
定
数
 

○
：
同
じ

●
：
異
な
る

－
：
該
当
な
し
 

相
違
内
容
 

○
：
同
じ

●
：
異
な
る

－
：
該
当
な
し

 

相
違
内
容

 
○
：
同
じ

●
：
異
な
る

－
：
該
当
な
し
 

相
違
内
容

 

MP
a 

MP
a
 

解
析
種
別
 

内
容
 

解
析
種
別
 

方
向
 

内
容
 

解
析
種
別
 

方
向

 
内
容
 

CR
D
ポ
ン
プ
室
冷
却
機

 

基
礎
ボ
ル
ト
 

引
張
 

31
 

18
8
 

○
 

応
答
解
析
 

各
設
備
の
固
有
値
に
基
づ
く
応
答
加
速

度
に
よ
る
評
価
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平
 

－
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平

 
－
 

せ
ん
断
 

25
 

14
5
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

フ
ァ
ン
取
付
ボ

ル
ト

引
張
 

19
 

18
8
 

せ
ん
断
 

8 
14
5
 

応
力
解
析
 

公
式
等
に
よ
る
評
価
 

応
力
解
析
 

水
平
 

－
 

応
力
解
析
 

水
平

 
－
 

原
動
機
取
付
ボ

ル
ト

引
張
 

11
 

18
8
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

せ
ん
断
 

8 
14
5
 

RC
IC

ポ
ン
プ
室
冷
却
機

 

基
礎
ボ
ル
ト
 

引
張
 

67
 

18
8
 

○
 

応
答
解
析
 

各
設
備
の
固
有
値
に
基
づ
く
応
答
加
速

度
に
よ
る
評
価
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平
 

－
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平

 
－
 

せ
ん
断
 

25
 

14
5
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

フ
ァ
ン
取
付
ボ

ル
ト

引
張
 

10
 

18
8
 

せ
ん
断
 

4 
14
5
 

応
力
解
析
 

公
式
等
に
よ
る
評
価
 

応
力
解
析
 

水
平
 

－
 

応
力
解
析
 

水
平

 
－
 

原
動
機
取
付
ボ

ル
ト

引
張
 

14
 

18
8
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

せ
ん
断
 

7 
14
5
 

9条-別添1-添付7-16

637



表
4-
1 

機
器
（
ポ
ン
プ
，
容
器
）
の
評
価
結
果

(6
/6
) 

評
価
対
象
設
備

 
評
価
部
位
 

応
力
 

分
類
 

発
生
値
 

評
価

 

基
準
値

 

JE
AG

等
の
規
格
基
準
の
代
表
的
な
評
価
手
法
・
条
件
と
の
相
違

 

解
析
手
法
（
公
式
等
に
よ
る
評
価
，
ス
ペ
ク
ト
ル
モ
ー
ダ
ル
解
析
，
時
刻
歴

解
析
他
）
 

解
析
モ
デ
ル
 

減
衰
定
数
 

○
：
同
じ

●
：
異
な
る

－
：
該
当
な
し
 

相
違
内
容
 

○
：
同
じ

●
：
異
な
る

－
：
該
当
な
し

 

相
違
内
容

 
○
：
同
じ

●
：
異
な
る

－
：
該
当
な
し
 

相
違
内
容

 

MP
a 

MP
a
 

解
析
種
別
 

内
容
 

解
析
種
別
 

方
向
 

内
容
 

解
析
種
別
 

方
向

 
内
容
 

CW
T
ポ
ン
プ

 

基
礎
ボ
ル
ト
 

引
張
 

14
 

20
5
 

○
 

応
答
解
析
 

各
設
備
の
固
有
値
に
基
づ
く
応
答
加
速

度
に
よ
る
評
価
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平
 

－
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平

 
－
 

せ
ん
断
 

14
 

15
8
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

ポ
ン
プ
取
付
ボ

ル
ト

引
張
 

61
 

45
5
 

せ
ん
断
 

11
 

35
0
 

応
力
解
析
 

公
式
等
に
よ
る
評
価
 

応
力
解
析
 

水
平
 

－
 

応
力
解
析
 

水
平

 
－
 

原
動
機
取
付
ボ

ル
ト

引
張
 

14
 

20
5
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

せ
ん
断
 

11
 

15
8
 

N2
ガ
ス
製
造
装
置

 

空
気
圧
縮
機

 

基
礎
ボ
ル
ト
 

引
張
 

72
 

21
6
 

○
 

応
答
解
析
 

各
設
備
の
固
有
値
に
基
づ
く
応
答
加
速

度
に
よ
る
評
価
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平
 

－
 

(応
答
解
析
) 

－
 

(応
力
解
析
) 

－
 

応
答
解
析
 

水
平

 
－
 

せ
ん
断
 

19
 

16
6
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

圧
縮
機
取
付
ボ

ル
ト

引
張
 

15
7 

19
3
 

せ
ん
断
 

14
 

14
8
 

応
力
解
析
 

公
式
等
に
よ
る
評
価
 

応
力
解
析
 

水
平
 

－
 

応
力
解
析
 

水
平

 
－
 

原
動
機
取
付
ボ

ル
ト

引
張
 

28
 

19
3
 

鉛
直
 

－
 

鉛
直

 
－
 

せ
ん
断
 

8 
14
8
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5. 地震起因による没水影響評価結果

地震起因による没水影響評価結果を表 5-1に示す。

6. 地震起因による被水影響評価結果

地震起因による被水影響評価結果を表 6-1に示す。

7. 地震起因による蒸気影響評価結果

地震起因による蒸気影響評価結果を表 7-1に示す。

9条-別添1-添付7-18

639



表 5-1 地震起因による没水影響評価結果（1/4） 

溢水防護 

区画 
防護対象設備※1 

溢水水位

（m） 

機能喪失 

高さ（m） 

判定

基準 

評価

結果 

R-4F-01-1N 燃料プール水温度 0.19 －0.06 Ｂ ○ 

R-3F-02N A-非常用電気室外気処理装置 0.18 0.43 Ａ ○ 

R-3F-03N B-非常用電気室外気処理装置 0.29 0.45 Ａ ○ 

R-3F-04-1N

R-3F-04-2N

R-3F-07N

R-3F-16-1N

A-ほう酸水注入ﾎﾟﾝﾌﾟ

B-ほう酸水注入ﾎﾟﾝﾌﾟ
0.19 0.59 Ａ ○ 

R-3F-06N A-原子炉格納容器 H2・O2分析計ﾗｯｸ 0.00 0.18 Ａ ○ 

R-3F-09N
A-FPC 熱交入口弁

B-FPC 熱交入口弁
1.10 3.49 Ａ ○ 

R-3F-100N B-原子炉格納容器 H2・O2分析計ﾗｯｸ 0.00 0.18 Ａ ○ 

R-M2F-01N
2C2-R/B-C/C 

2C3-R/B-C/C 
0.00 0.09 Ａ ○ 

R-M2F-11N

R-M2F-12N

R-M2F-26N

A-燃料ﾌﾟｰﾙ冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ

B-燃料ﾌﾟｰﾙ冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ
1.65 0.40 Ｂ ○ 

R-M2F-19N
A-FPC ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機

B-FPC ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機
0.50 0.39 Ｂ ○ 

R-2F-04N 非常用ﾒﾀｸﾗ盤(2C-M/C) 0.00 0.02 Ａ ○ 

R-2F-05N 非常用ﾒﾀｸﾗ盤(2D-M/C) 0.00 0.02 Ａ ○ 

R-2F-06N A-非常用 DG 室送風機 0.00 0.72 Ａ ○ 

R-2F-07N B-非常用 DG 室送風機 0.00 0.74 Ａ ○ 

R-2F-09N A-RHR 熱交冷却水出口弁 0.66 6.15 Ａ ○ 

R-2F-10N B-RHR 熱交冷却水出口弁 0.68 5.08 Ａ ○ 

R-2F-11N

R-2F-12N

R-2F-18N

R-2F-19N

R-2F-24N

R-2F-25N

D-原子炉格納容器圧力計器ﾗｯｸ 0.43 0.55 Ａ ○ 

R-2F-14N
A-RHR ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ第 1 ｽﾌﾟﾚｲ弁

A-RHR ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ第 2 ｽﾌﾟﾚｲ弁
0.35 1.00 Ａ ○ 

R-2F-15N C-RHR 注水弁 0.23 0.80 Ａ ○ 

※1：当該評価対象区画内の機能喪失高さの最も低い防護対象設備を代表で記載

Ａ：溢水水位が機能喪失高さ未満である。

Ｂ：溢水防護対象設備が多重化されており，各々が別区画に設置される等により同時に機能喪失しない。

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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表 5-1 地震起因による没水影響評価結果（2/4） 

溢水防護 

区画 
防護対象設備※1 

溢水水位

（m） 

機能喪失 

高さ（m） 

判定

基準 

評価

結果 

R-2F-20N
A-RCW 常用補機冷却水出口切替弁

B-RCW 常用補機冷却水出口切替弁
1.62 3.00 Ａ ○ 

R-2F-21N
HPCS電気室外気処理装置 

B-RCW ﾎﾟﾝﾌﾟ熱交換器室冷却機
0.52 0.62 Ａ ○ 

R-2F-22N HPCS-DG室送風機 0.45 0.65 Ａ ○ 

R-1F-02N A-格納容器雰囲気ﾓﾆﾀﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟ 0.31 0.96 Ａ ○ 

R-1F-03N

R-1F-22N
D-原子炉圧力容器計器ﾗｯｸ 0.52 0.59 Ａ ○ 

R-1F-07-1N A-格納容器雰囲気ﾓﾆﾀ（ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ） 0.62 6.24 Ａ ○ 

R-1F-07-2N 蒸気外側隔離弁 0.51 1.69 Ａ ○ 

R-1F-09N

R-1F-26N
主蒸気隔離弁開度ｽｲｯﾁ 1.89 2.79 Ａ ○ 

R-1F-10N B-RHR ﾃｽﾄ弁 0.64 1.99 Ａ ○ 

R-1F-12N B-格納容器雰囲気ﾓﾆﾀ(ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ) 0.21 0.52 Ａ ○ 

R-1F-14N A-RCW ﾎﾟﾝﾌﾟ熱交換器室冷却機 0.00 0.49 Ａ ○ 

R-1F-15N
B-原子炉補機冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ

D-原子炉補機冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ
0.00 0.90 Ａ ○ 

R-1F-30N A-RHR 熱交ﾊﾞｲﾊﾟｽ弁 9.16 10.50 Ａ ○ 

R-1F-32N LPCS注水弁 0.74 1.26 Ａ ○ 

R-1F-33N HPCS注水弁 0.70 1.26 Ａ ○ 

R-B1F-01N

R-B1F-08N
B-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 0.22 0.42 Ａ ○ 

R-B1F-04N A-DEG 燃料ﾃﾞｲﾀﾝｸ液位 0.15 2.66 Ａ ○ 

R-B1F-05N B-DEG 燃料ﾃﾞｲﾀﾝｸ液位 0.00 2.64 Ａ ○ 

R-B1F-06N H-DEG 燃料ﾃﾞｲﾀﾝｸ液位 0.00 2.66 Ａ ○ 

R-B1F-07N A-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 0.00 0.43 Ａ ○ 

R-B1F-09N HPCS ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 0.00 0.33 Ａ ○ 

R-B1F-11N
A-RCW 常用補機冷却水入口切替弁

B-RCW 常用補機冷却水入口切替弁
1.03 2.29 Ａ ○ 

R-B1F-13N LPCS ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 0.00 0.33 Ａ ○ 

R-B1F-16N 2-RCIC 直流-C/C 0.15 0.26 Ａ ○ 

R-B1F-17-1N 2D1-R/B-C/C 0.00 0.08 Ａ ○ 

※1：当該評価対象区画内の機能喪失高さの最も低い防護対象設備を代表で記載

Ａ：溢水水位が機能喪失高さ未満である。

Ｂ：溢水防護対象設備が多重化されており，各々が別区画に設置される等により同時に機能喪失しない。
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表 5-1 地震起因による没水影響評価結果（3/4） 

溢水防護 

区画 
防護対象設備※1 

溢水水位

（m） 

機能喪失 

高さ（m） 

判定

基準 

評価

結果 

R-B2F-01N RCIC主塞止弁 0.00 0.59 Ａ ○ 

R-B2F-02N A-RHR 計器ﾗｯｸ 0.31 0.36 Ａ ○ 

R-B2F-03N C-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 0.13 0.34 Ａ ○ 

R-B2F-04N
A-非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関

A-非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機
0.09 0.81 Ａ ○ 

R-B2F-05N
A-ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機制御盤

2A-DG-C/C
0.09 0.09 Ａ ○ 

R-B2F-06N
B-非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関

B-非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機
0.09 0.81 Ａ ○ 

R-B2F-07N
高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関 

高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機 
0.09 0.81 Ａ ○ 

R-B2F-08N
B-ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機制御盤

2B-DG-C/C
0.09 0.09 Ａ ○ 

R-B2F-09N LPCS流量・圧力計器架台 0.48 0.86 Ａ ○ 

R-B2F-10N 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ 0.20 1.72 Ａ ○ 

R-B2F-11N 2HPCS-C/C 0.08 0.12 Ａ ○ 

R-B2F-12N 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ 0.08 0.37 Ａ ○ 

R-B2F-13N 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系蓄電池 0.03 0.10 Ａ ○ 

R-B2F-14N 非常用ﾒﾀｸﾗ盤(2HPCS-M/C) 0.03 0.12 Ａ ○ 

R-B2F-15N B-RHR 計器ﾗｯｸ 0.00 0.57 Ａ ○ 

R-B2F-31N LPCS ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰ弁 0.95 7.42 Ａ ○ 

RW-2F-01N 中央制御室非常用再循環処理装置 0.00 0.51 Ａ ○ 

RW-2F-02N A-中央制御室冷凍機制御盤 0.00 0.18 Ａ ○ 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 
B-原子炉保護継電器盤 他 0.00 0.11 Ａ ○ 

RW-1F-10N A-計装用無停電交流電源装置 他 0.00 0.07 Ａ ○ 

RW-1F-11N A-原子炉中性子計装用蓄電池 0.00 0.30 Ａ ○ 

RW-MB1F-05N 2B-計装-C/C 0.00 0.09 Ａ ○ 

RW-MB1F-06N B-原子炉中性子計装用蓄電池 0.00 0.31 Ａ ○ 

RW-MB1F-07N B-原子炉中性子計装用充電器盤 0.00 0.08 Ａ ○ 

RW-MB1F-08N B-115V 系蓄電池 0.00 0.51 Ａ ○ 

※1：当該評価対象区画内の機能喪失高さの最も低い防護対象設備を代表で記載

Ａ：溢水水位が機能喪失高さ未満である。

Ｂ：溢水防護対象設備が多重化されており，各々が別区画に設置される等により同時に機能喪失しない。
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表 5-1 地震起因による没水影響評価結果（4/4） 

溢水防護 

区画 
防護対象設備※1 

溢水水位

（m） 

機能喪失 

高さ（m） 

判定

基準 

評価

結果 

Y-18N A-燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ 0.00 0.66 Ａ ○ 

Y-23N 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ系燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ 0.00 0.67 Ａ ○ 

Y-24AN
B-原子炉補機海水ﾎﾟﾝﾌﾟ

D-原子炉補機海水ﾎﾟﾝﾌﾟ
0.00 1.68 Ａ ○ 

Y-24BN
A-原子炉補機海水ﾎﾟﾝﾌﾟ

C-原子炉補機海水ﾎﾟﾝﾌﾟ
0.00 1.68 Ａ ○ 

Y-24CN 高圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ補機海水ﾎﾟﾝﾌﾟ 0.00 1.25 Ａ ○ 

Y-30N A-排気筒低ﾚﾝｼﾞﾓﾆﾀｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾗ 0.00 0.08 Ａ ○ 

Y-31N B-排気筒低ﾚﾝｼﾞﾓﾆﾀｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾗ 0.00 0.08 Ａ ○ 

Y-73N B-燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ 0.00 0.62 Ａ ○ 

※1：当該評価対象区画内の機能喪失高さの最も低い防護対象設備を代表で記載

Ａ：溢水水位が機能喪失高さ未満である。

Ｂ：溢水防護対象設備が多重化されており，各々が別区画に設置される等により同時に機能喪失しない。

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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P5
5 

○
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

M
V2
2
1-
3 

ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾄ
ｰ
ﾗｽ
水
入
口
弁

R
-B
2
F-
0
1N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

M
V2
2
1-
5
1 

R
CI
C
主
塞
止
弁
 

R
-B
2
F-
0
1N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

M
V2
2
1-
6 

ﾐ
ﾆﾏ
ﾑ
ﾌﾛ
ｰ弁

R
-B
2
F-
0
1N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
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表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(3
/2
1)

 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

M
V2
2
1-
7 

復
水
器
冷
却
水
入
口
弁
 

R
-B
2
F-
0
1N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

P
22
1
-1
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
 

R
-B
2
F-
0
1N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

M
V2
2
1-
1
0 

真
空
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
出
口
弁
 

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

M
V2
2
1-
2
3 

ﾀ
ｰﾋ
ﾞ
ﾝ排

気
隔
離
弁

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

M
V2
2
1-
2
1 

蒸
気
外
側
隔
離
弁
 

R
-1
F
-0
7
-2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

2
-2
3
60

R
CI
C
ﾀ
ｰﾋ
ﾞ
ﾝ制

御
盤
(S
Ⅱ
) 

R
-2
F
-0
5
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
7A
 

A
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
ﾐ
ﾆﾏ
ﾑ
ﾌﾛ
ｰ弁

R
-B
2
F-
0
2N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
A 

A
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
ﾄ
ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

R
-B
2
F-
0
2N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
8
A 

A
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
炉
水
入
口
弁

R
-B
2
F-
0
2N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

P
22
2
-1
A 

A
-残

留
熱
除
去
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ

R
-B
2
F-
0
2N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
PX
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
7C
 

C
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
ﾐ
ﾆﾏ
ﾑ
ﾌﾛ
ｰ弁

R
-B
2
F-
0
3N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
C 

C
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
ﾄ
ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

R
-B
2
F-
0
3N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

P
22
2
-1
C 

C
-残

留
熱
除
去
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ

R
-B
2
F-
0
3N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
PX
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
7B
 

B
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
ﾐ
ﾆﾏ
ﾑ
ﾌﾛ
ｰ弁

R
-B
2
F-
1
5N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
B 

B
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
ﾄ
ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

R
-B
2
F-
1
5N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
8
B 

B
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
炉
水
入
口
弁

R
-B
2
F-
1
5N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

P
22
2
-1
B 

B
-残

留
熱
除
去
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ

R
-B
2
F-
1
5N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
PX
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
1A
 

A
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
炉
水
戻
り
弁

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
1B
 

B
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
炉
水
戻
り
弁

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
5A
 

A
-R
HR

ﾃｽ
ﾄ弁

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
6A
 

A
-R
HR

ﾄｰ
ﾗ
ｽｽ
ﾌ
ﾟﾚ
ｲ弁

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
6B
 

B
-R
HR

ﾄｰ
ﾗ
ｽｽ
ﾌ
ﾟﾚ
ｲ弁

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
7 

R
HR

炉
水
入
口
外
側
隔
離
弁
 

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
5B
 

B
-R
HR

ﾃｽ
ﾄ弁

R
-1
F
-1
0
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
5C
 

C
-R
HR

ﾃｽ
ﾄ弁

R
-1
F
-1
0
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
2
B 

B
-R
HR

熱
交
ﾊﾞ
ｲﾊ
ﾟ
ｽ弁

R
-1
F
-1
0
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
5
A 

A
-R
HR

注
水
弁

R
-1
F
-0
7
-2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
2
A 

A
-R
HR

熱
交
ﾊﾞ
ｲﾊ
ﾟ
ｽ弁

R
-1
F
-3
0
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
3
B 

B
-R
HR

ﾄﾞ
ﾗ
ｲｳ
ｪ
ﾙ第

1
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ弁

R
-1
F
-1
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
4
B 

B
-R
HR

ﾄﾞ
ﾗ
ｲｳ
ｪ
ﾙ第

2
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ弁

R
-1
F
-1
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
1
3 

R
HR

炉
頂
部
冷
却
外
側
隔
離
弁
 

R
-2
F
-1
4
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
3
A 

A
-R
HR

ﾄﾞ
ﾗ
ｲｳ
ｪ
ﾙ第

1
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ弁

R
-2
F
-1
4
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
4
A 

A
-R
HR

ﾄﾞ
ﾗ
ｲｳ
ｪ
ﾙ第

2
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ弁

R
-2
F
-1
4
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
5
B 

B
-R
HR

注
水
弁

R
-2
F
-1
5
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
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表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(4
/2
1)

 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

残
留
熱
除
去
系
 

M
V2
2
2-
5
C 

C
-R
HR

注
水
弁

R
-2
F
-1
5
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
M
V2
2
3-
1 

L
PC
S
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ入

口
弁
 

R
-B
2
F-
0
9N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
P
22
3
-1
 

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
 

R
-B
2
F-
0
9N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
PX
5 

○
 

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
M
V2
2
3-
3 

L
PC
S
ﾃ
ｽﾄ
弁

 
R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
M
V2
2
3-
4 

L
PC
S
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾐ
ﾆ
ﾏﾑ
ﾌ
ﾛｰ
弁

 
R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
d
PX
2
23
-
1 

L
PC
S
注
水
弁
差
圧
 

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P6
7 

○
 

低
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
M
V2
2
3-
2 

L
PC
S
注
水
弁
 

R
-1
F
-3
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
L
S2
2
4-
2
A 

ﾄ
ｰﾗ
ｽ水

位
R
-B
2
F-
1
0N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P6
5 

○
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
L
S2
2
4-
2
B 

ﾄ
ｰﾗ
ｽ水

位
R
-B
2
F-
1
0N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P6
5 

○
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
M
V2
2
4-
2 

H
PC
S
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾄ
ｰ
ﾗｽ
水
入
口
弁
 

R
-B
2
F-
1
0N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
P
22
4
-1
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
 

R
-B
2
F-
1
0N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
PX
5 

○
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
M
V2
2
4-
7 

H
PC
S
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟﾄ
ｰ
ﾗｽ
側
ﾐﾆ
ﾏﾑ
ﾌ
ﾛｰ

弁
 

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
M
V2
2
4-
8 

H
PC
S
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ

C
ST

側
第

1
ﾐﾆ
ﾏﾑ
ﾌ

ﾛ
ｰ弁

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
M
V2
2
4-
9 

H
PC
S
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ

C
ST

側
第

2
ﾐﾆ
ﾏﾑ
ﾌ

ﾛ
ｰ弁

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

 
M
V2
2
4-
3 

H
PC
S
注
水
弁
 

R
-1
F
-3
3
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

M
V2
2
5-
1
A 

A
-S
LC

ﾀﾝ
ｸ出

口
弁

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

－
 

－
 

○
 

－
 

I
P5
5 

○
 

地
震
起
因
は
地
震
大
信

号
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
す

る
た
め

,評
価
対
象
外

と
し
た
。
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

M
V2
2
5-
1
B 

B
-S
LC

ﾀﾝ
ｸ出

口
弁

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

－
 

－
 

○
 

－
 

I
P5
5 

○
 

地
震
起
因
は
地
震
大
信

号
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
す

る
た
め

,評
価
対
象
外

と
し
た
。
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

M
V2
2
5-
2
A 

A
-S
LC

注
入
弁

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

－
 

－
 

○
 

－
 

I
P5
5 

○
 

地
震
起
因
は
地
震
大
信

号
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
す

る
た
め

,評
価
対
象
外

と
し
た
。
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表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(5
/2
1)

 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

M
V2
2
5-
2
B 

B
-S
LC

注
入
弁

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

－
 

－
 

○
 

－
 

I
P5
5 

○
 

地
震
起
因
は
地
震
大
信

号
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
す

る
た
め

,評
価
対
象
外

と
し
た
。
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

P
22
5
-1
A 

A
-ほ

う
酸
水
注
入
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

○
 

地
震
起
因
は
地
震
大
信

号
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
す

る
た
め

,評
価
対
象
外

と
し
た
。
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

P
22
5
-1
B 

B
-ほ

う
酸
水
注
入
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

○
 

地
震
起
因
は
地
震
大
信

号
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
す

る
た
め

,評
価
対
象
外

と
し
た
。
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

P
S2
2
5-
1
A 

A
-S
LC

注
入
ポ
ン
プ
潤
滑
油
圧

力

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

○
 

地
震
起
因
は
地
震
大
信

号
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
す

る
た
め

,評
価
対
象
外

と
し
た
。
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

P
S2
2
5-
1
B 

B
-S
LC

注
入
ポ
ン
プ
潤
滑
油
圧

力

R
-3
F
-0
4
-1
N
R-
3

F
-0
4
-2
N
R-
3
F-
0

7
NR
-
3F
-
16
-
1N

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

○
 

地
震
起
因
は
地
震
大
信

号
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
す

る
た
め

,評
価
対
象
外

と
し
た
。
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

D
22
6
-1
A 

A
-S
GT

前
置
ｶﾞ
ｽ処

理
装
置

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

D
22
6
-1
B 

B
-S
GT

前
置
ｶﾞ
ｽ処

理
装
置

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

D
22
6
-2
A 

A
-S
GT

後
置
ｶﾞ
ｽ処

理
装
置

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
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表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(6
/2
1)

 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

D
22
6
-2
B 

B
-S
GT

後
置
ｶﾞ
ｽ処

理
装
置

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

M
22
6
-1
A 

A
-非

常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
排
風
機

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P4
4 

○
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

M
22
6
-1
B 

B
-非

常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
排
風
機

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P4
4 

○
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

M
V2
2
6-
1
A 

A
-S
GT

入
口
弁

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

M
V2
2
6-
1
B 

B
-S
GT

入
口
弁

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

M
V2
2
6-
2
A 

A
-S
GT

出
口
弁

R
-3
F
-0
4
-1
N
R-
3

F
-0
4
-2
N
R-
3
F-
0

7
NR
-
3F
-
16
-
1N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

M
V2
2
6-
2
B 

B
-S
GT

出
口
弁

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

M
V2
2
6-
4
A 

A
-S
GT

排
風
機
入
口
弁

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
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表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(7
/2
1)

 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

非
常
用
ｶﾞ
ｽ処

理
系
 

M
V2
2
6-
4
B 

B
-S
GT

排
風
機
入
口
弁

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
01
A 

A
-C
A
MS

ﾄｰ
ﾗｽ
ｻ
ﾝﾌ
ﾟ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ隔

離

弁
R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
01
B 

B
-C
A
MS

ﾄｰ
ﾗｽ
ｻ
ﾝﾌ
ﾟ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ隔

離

弁
R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
02
A 

A
-C
A
MS

ｻﾝ
ﾌﾟ
ﾘ
ﾝｸ
ﾞ
ｶﾞ
ｽ戻

り
隔

離
弁

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
02
B 

B
-C
A
MS

ｻﾝ
ﾌﾟ
ﾘ
ﾝｸ
ﾞ
ｶﾞ
ｽ戻

り
隔

離
弁

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
03
A 

A
-C
A
MS

ｻﾝ
ﾌﾟ
ﾘ
ﾝｸ
ﾞ
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ戻

り

隔
離
弁

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
03
B 

B
-C
A
MS

ｻﾝ
ﾌﾟ
ﾘ
ﾝｸ
ﾞ
ﾄﾞ
ﾚ
ﾝ戻

り

隔
離
弁

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
2
A 

A
-F
CS

出
口
隔
離
弁

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
2
B 

B
-F
CS

出
口
隔
離
弁

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
00
A 

A
-C
A
MS

ﾄﾞ
ﾗｲ
ｳ
ｪﾙ
ｻ
ﾝﾌ
ﾟ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ隔

離
弁

R
-2
F
-1
4
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
A 

A
-F
CS

入
口
隔
離
弁

R
-2
F
-1
4
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
00
B 

B
-C
A
MS

ﾄﾞ
ﾗｲ
ｳ
ｪﾙ
ｻ
ﾝﾌ
ﾟ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ隔

離
弁

R
-2
F
-1
5
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
1
B 

B
-F
CS

入
口
隔
離
弁

R
-2
F
-1
5
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

D
22
9
-1
A 

A
-可

燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御
系
再

結
合
装
置

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
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表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(8
/2
1)

 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

D
22
9
-1
B 

B
-可

燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御
系
再

結
合
装
置

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
3
A 

A
-F
CS

冷
却
水
入
口
弁

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
3
B 

B
-F
CS

冷
却
水
入
口
弁

R
-3
F
-0
4
-1
N
R-
3

F
-0
4
-2
N
R-
3
F-
0

7
NR
-
3F
-
16
-
1N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
4
A 

A
-F
CS

系
統
入
口
流
量
調
節
弁

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
4
B 

B
-F
CS

系
統
入
口
流
量
調
節
弁

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
5
A 

A
-F
CS

再
循
環
流
量
調
節
弁

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
5
B 

B
-F
CS

再
循
環
流
量
調
節
弁

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
6
A 

A
-F
CS

冷
却
水
供
給
弁

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

可
燃
性
ｶﾞ
ｽ濃

度
制
御

系
 

M
V2
2
9-
6
B 

B
-F
CS

冷
却
水
供
給
弁

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
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表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(9
/2
1)

 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
-R
C
IC

直
流

-C
/C

R
-B
1
F-
1
6N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
C1
-
R/
B
-C
/
C 

R
-2
F
-0
4
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
非
常
用
ﾒﾀ
ｸﾗ
盤
(
2C
-
M/
C
) 

R
-2
F
-0
4
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
非
常
用
ﾛｰ
ﾄﾞ
ｾﾝ
ﾀ盤

(
2C
-
L/
C
) 

R
-2
F
-0
4
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
D2
-
R/
B
-C
/
C 

R
-2
F
-0
5
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
D3
-
R/
B
-C
/
C 

R
-2
F
-0
5
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
非
常
用
ﾒﾀ
ｸﾗ
盤
(
2D
-
M/
C
) 

R
-2
F
-0
5
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
非
常
用
ﾛｰ
ﾄﾞ
ｾﾝ
ﾀ盤

(
2D
-
L/
C
) 

R
-2
F
-0
5
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
A-
D
G-
C
/C
 

R
-B
2
F-
0
5N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
B-
D
G-
C
/C
 

R
-B
2
F-
0
8N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
HP
C
S-
C
/C
 

R
-B
2
F-
1
1N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

蓄
電
池
 

R
-B
2
F-
1
3N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
非
常
用
ﾒﾀ
ｸﾗ
盤
(
2H
P
CS
-
M/
C
) 

R
-B
2
F-
1
4N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
65
H

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

直
流
盤
 

R
-B
2
F-
1
4N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
67
H

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

充
電
器
盤
 

R
-B
2
F-
1
4N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
C2
-
R/
B
-C
/
C 

R
-M
2
F-
0
1N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
C3
-
R/
B
-C
/
C 

R
-M
2
F-
0
1N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
D1
-
R/
B
-C
/
C 

R
-B
1
F-
1
7-
1
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
B-
計
装

-C
/
C 

R
W-
M
B1
F
-0
5
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
60
B

B
-計

装
分
電
盤

R
W-
M
B1
F
-0
5
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
61
B

B
-計

装
用
無
停
電
交
流
電
源
装

置
R
W-
M
B1
F
-0
5
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
63
B

B
-原

子
炉
中
性
子
計
装
用
分
電

盤
R
W-
M
B1
F
-0
5
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
65
B

B
-1
1
5V

系
直
流
盤

R
W-
M
B1
F
-0
5
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
67
B

B
-1
1
5V

系
充
電
器
盤

R
W-
M
B1
F
-0
5
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
26
5
D-
1 

2
30
V
系
直
流
盤
(R
CI
C
) 

R
W-
M
B1
F
-0
5
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
26
7
E-
1 

2
30
V
系
充
電
器
盤

(R
C
IC
) 

R
W-
M
B1
F
-0
5
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
B
-原

子
炉
中
性
子
計
装
用
蓄
電

池
R
W-
M
B1
F
-0
6
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
68
B

B
-原

子
炉
中
性
子
計
装
用
充
電

器
盤

R
W-
M
B1
F
-0
7
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
30
V
系
蓄
電
池
(R
CI
C
) 

R
W-
M
B1
F
-0
8
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
B
-1
1
5V

系
蓄
電
池

R
W-
M
B1
F
-0
8
N 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
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表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(1
0/
21
)
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-9
6
1A

A
-中

央
分
電
盤

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-9
6
1B

B
-中

央
分
電
盤

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-9
6
1H

H
PC
S
-中

央
分
電
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
67
D

1
15
V
系
予
備
充
電
器
盤
 

R
W-
1
F-
1
0N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
2
A-
計
装

-C
/
C 

R
W-
1
F-
1
0N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
60
A

A
-計

装
分
電
盤

R
W-
1
F-
1
0N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
60
C

一
般
計
装
分
電
盤
 

R
W-
1
F-
1
0N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
61
A

A
-計

装
用
無
停
電
交
流
電
源
装

置
R
W-
1
F-
1
0N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
63
A

A
-原

子
炉
中
性
子
計
装
用
分
電

盤
R
W-
1
F-
1
0N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
65
A

A
-1
1
5V

系
直
流
盤

R
W-
1
F-
1
0N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
67
A

A
-1
1
5V

系
充
電
器
盤

R
W-
1
F-
1
0N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

2
-2
2
68
A

A
-原

子
炉
中
性
子
計
装
用
充
電

器
盤

R
W-
1
F-
1
0N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
A
-1
1
5V

系
蓄
電
池

R
W-
1
F-
1
1N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

所
内
電
気
設
備
系
 

- 
A
-原

子
炉
中
性
子
計
装
用
蓄
電

池
R
W-
1
F-
1
1N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
 

H
26
1
-3
 

L
PC
S
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ室

冷
却
機
 

R
-B
1
F-
1
3N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P4
4 

○
 

原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
 

H
26
1
-4
C 

C
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
室
冷
却
機

R
-B
2
F-
0
3N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P4
4 

○
 

原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
 

H
26
1
-7
A 

A
-F
PC

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
室
冷
却
機

R
-M
2
F-
1
9N

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
 

H
26
1
-7
B 

B
-F
PC

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
室
冷
却
機

R
-M
2
F-
1
9N

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
 

H
26
1
-4
B 

B
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
室
冷
却
機

R
-B
1
F-
0
1N

R
-B
1
F-
0
8N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P4
4 

○
 

原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
 

H
26
1
-4
A 

A
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
室
冷
却
機

R
-B
1
F-
0
7N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P4
4 

○
 

原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
 

H
26
1
-2
 

H
PC
S
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ室

冷
却
機
 

R
-B
1
F-
0
9N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P4
4 

○
 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

D
26
4
-1
A 

A
-中

央
制
御
室
空
気
調
和
装
置

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

D
26
4
-1
B 

B
-中

央
制
御
室
空
気
調
和
装
置

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

H
26
4
-1
A 

A
-中

央
制
御
室
冷
凍
機

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
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表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(1
1/
21
)
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

H
26
4
-1
B 

B
-中

央
制
御
室
冷
凍
機

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

M
26
4
-1
A 

A
-中

央
制
御
室
送
風
機

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

M
26
4
-1
B 

B
-中

央
制
御
室
送
風
機

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

M
26
4
-3
A 

A
-中

央
制
御
室
排
風
機

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

M
26
4
-3
B 

B
-中

央
制
御
室
排
風
機

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

P
26
4
-1
A 

A
-中

央
制
御
室
冷
水
循
環
ﾎﾟ
ﾝ

ﾌ
ﾟ

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

P
26
4
-1
B 

B
-中

央
制
御
室
冷
水
循
環
ﾎﾟ
ﾝ

ﾌ
ﾟ

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

D
26
4
-3
 

中
央
制
御
室
非
常
用
再
循
環
処

理
装
置
 

R
W-
2
F-
0
1N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

M
26
4
-2
A 

A
-中

央
制
御
室
非
常
用
再
循
環

送
風
機

R
W-
2
F-
0
1N
 

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P4
4 

○
 

中
央
制
御
室
空
調
換
気

系
 

M
26
4
-2
B 

B
-中

央
制
御
室
非
常
用
再
循
環

送
風
機

R
W-
2
F-
0
1N
 

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P4
4 

○
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

H
26
8
-4
A 

A
-R
CW

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
熱
交
換
器
室
冷

却
機

R
-1
F
-1
4
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P4
4 

○
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-1
 

A
-非

常
用

DG
室
送
風
機

R
-2
F
-0
6
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P4
4 

○
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-2
 

B
-非

常
用

DG
室
送
風
機

R
-2
F
-0
7
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P4
4 

○
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

D
26
8
-3
 

H
PC
S
電
気
室
外
気
処
理
装
置
 

R
-2
F
-2
1
N

－
 

－
 

－
 

Ｃ
 

－
 

○
 

内
部
に
浸
水
し
な
い
構

造
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

H
26
8
-4
B 

B
-R
CW

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
熱
交
換
器
室
冷

却
機

R
-2
F
-2
1
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-8
A 

A
-H
P
CS

電
気
室
送
風
機

R
-2
F
-2
1
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-8
B 

B
-H
P
CS

電
気
室
送
風
機

R
-2
F
-2
1
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
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表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(1
2/
21
)
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-9
A 

A
-H
P
CS

電
気
室
排
風
機

R
-2
F
-2
1
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-9
B 

B
-H
P
CS

電
気
室
排
風
機

R
-2
F
-2
1
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-3
 

H
PC
S
-D
G
室
送
風
機
 

R
-2
F
-2
2
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

D
26
8
-1
 

A
-非

常
用
電
気
室
外
気
処
理
装

置
R
-3
F
-0
2
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

内
部
に
浸
水
し
な
い
構

造
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-4
A 

A
1-
非
常
用
電
気
室
送
風
機
 

R
-3
F
-0
2
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P4
4 

○
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-4
B 

A
2-
非
常
用
電
気
室
送
風
機
 

R
-3
F
-0
2
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P4
4 

○
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-5
A 

A
1-
非
常
用
電
気
室
排
風
機
 

R
-3
F
-0
2
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P4
4 

○
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-5
B 

A
2-
非
常
用
電
気
室
排
風
機
 

R
-3
F
-0
2
N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P4
4 

○
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

D
26
8
-2
 

B
-非

常
用
電
気
室
外
気
処
理
装

置
R
-3
F
-0
3
N

－
 

－
 

－
 

Ｃ
 

－
 

○
 

内
部
に
浸
水
し
な
い
構

造
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-6
A 

B
1-
非
常
用
電
気
室
送
風
機
 

R
-3
F
-0
3
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P4
4 

○
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-6
B 

B
2-
非
常
用
電
気
室
送
風
機
 

R
-3
F
-0
3
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P4
4 

○
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-7
A 

B
1-
非
常
用
電
気
室
排
風
機
 

R
-3
F
-0
3
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P4
4 

○
 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
空

調
換
気
系
 

M
26
8
-7
B 

B
2-
非
常
用
電
気
室
排
風
機
 

R
-3
F
-0
3
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P4
4 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

L
S2
8
0-
1
51
A 

A
-D
EG

燃
料
ﾃﾞ
ｲﾀ
ﾝ
ｸ液

位
R
-B
1
F-
0
4N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

A
V2
8
0-
3
00
A
-1
 

始
動
用
空
気
塞
止
弁
 

R
-B
2
F-
0
4N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

A
V2
8
0-
3
00
A
-2
 

始
動
用
空
気
塞
止
弁
 

R
-B
2
F-
0
4N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

C
V2
8
0-
1
A 

1
次
水
温
度
調
整
弁
 

R
-B
2
F-
0
4N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
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表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(1
3/
21
)
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

C
V2
8
0-
2
00
A 

潤
滑
油
温
度
調
整
弁
 

R
-B
2
F-
0
4N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
PX
5 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

M
28
0
-1
A 

A
-非

常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾ
ﾞﾙ
機
関

R
-B
2
F-
0
4N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

M
28
0
-3
A 

A
-非

常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾ
ﾞﾙ
発
電
機

R
-B
2
F-
0
4N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

A
V2
8
0-
3
00
B
-1
 

始
動
用
空
気
塞
止
弁
 

R
-B
2
F-
0
6N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

A
V2
8
0-
3
00
B
-2
 

始
動
用
空
気
塞
止
弁
 

R
-B
2
F-
0
6N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

C
V2
8
0-
1
B 

1
次
水
温
度
調
整
弁
 

R
-B
2
F-
0
6N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

C
V2
8
0-
2
00
B 

潤
滑
油
温
度
調
整
弁
 

R
-B
2
F-
0
6N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
PX
5 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

M
28
0
-1
B 

B
-非

常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾ
ﾞﾙ
機
関

R
-B
2
F-
0
6N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

M
28
0
-3
B 

B
-非

常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾ
ﾞﾙ
発
電
機

R
-B
2
F-
0
6N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

A
V2
8
0-
3
00
H
-1
 

始
動
用
空
気
塞
止
弁
 

R
-B
2
F-
0
7N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

A
V2
8
0-
3
00
H
-2
 

始
動
用
空
気
塞
止
弁
 

R
-B
2
F-
0
7N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

C
V2
8
0-
1
H 

1
次
水
温
度
調
整
弁
 

R
-B
2
F-
0
7N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

C
V2
8
0-
2
00
H 

潤
滑
油
温
度
調
整
弁
 

R
-B
2
F-
0
7N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
PX
5 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

M
28
0
-1
H 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

ﾃ
ﾞｨ
ｰ
ｾﾞ
ﾙ機

関
 

R
-B
2
F-
0
7N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

M
28
0
-3
H 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

ﾃ
ﾞｨ
ｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電
機

  
 

R
-B
2
F-
0
7N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

L
S2
8
0-
1
51
B 

B
-D
EG

燃
料
ﾃﾞ
ｲﾀ
ﾝ
ｸ液

位
R
-B
1
F-
0
5N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

L
S2
8
0-
1
51
H 

H
-D
EG

燃
料
ﾃﾞ
ｲﾀ
ﾝ
ｸ液

位
R
-B
1
F-
0
6N

○
 

－
 

○
 

Ａ
 

I
P5
5 

○
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表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(1
4/
21
)
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

P
28
0
-1
A 

A
-燃

料
移
送
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ

Y
-1
8
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

P
28
0
-1
B 

B
-燃

料
移
送
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ

Y
-7
3
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

非
常
用
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ発

電

機
系
 

P
28
0
-1
H 

高
圧
炉
心
ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲ系

燃
料
移
送

ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

Y
-2
3
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

燃
料
ﾌﾟ
ｰ
ﾙ補

給
水
系
 

M
V2
8
5-
1 

F
MW

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ入

口
弁
 

R
-B
1
F-
0
1N

R
-B
1
F-
0
8N

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

燃
料
ﾌﾟ
ｰ
ﾙ補

給
水
系
 

M
V2
8
5-
2 

F
MW

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ出

口
弁
 

R
-B
1
F-
0
1N

R
-B
1
F-
0
8N

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

I
P5
5 

○
 

燃
料
ﾌﾟ
ｰ
ﾙ補

給
水
系
 

P
28
5
-1
 

燃
料
ﾌﾟ
ｰ
ﾙ補

給
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ 

R
-B
1
F-
0
1N

R
-B
1
F-
0
8N

－
 

○
 

－
 

Ｂ
 

－
 

○
 

原
子
炉
保
護
系
 

P
oS
2
93
-
6A
-
1 

主
蒸
気
隔
離
弁
開
度
ｽｲ
ｯ
ﾁ 

R
-1
F
-0
9
N

R
-1
F
-2
6
N

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

○
 

地
震
起
因
は
地
震
大
信

号
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
す

る
た
め

,評
価
対
象
外

と
し
た
。
 

原
子
炉
保
護
系
 

P
oS
2
93
-
6A
-
2 

主
蒸
気
隔
離
弁
開
度
ｽｲ
ｯ
ﾁ 

R
-1
F
-0
9
N

R
-1
F
-2
6
N

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

○
 

地
震
起
因
は
地
震
大
信

号
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
す

る
た
め

,評
価
対
象
外

と
し
た
。
 

原
子
炉
保
護
系
 

P
oS
2
93
-
6B
-
1 

主
蒸
気
隔
離
弁
開
度
ｽｲ
ｯ
ﾁ 

R
-1
F
-0
9
N

R
-1
F
-2
6
N

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

○
 

地
震
起
因
は
地
震
大
信

号
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
す

る
た
め

,評
価
対
象
外

と
し
た
。
 

原
子
炉
保
護
系
 

P
oS
2
93
-
6B
-
2 

主
蒸
気
隔
離
弁
開
度
ｽｲ
ｯ
ﾁ 

R
-1
F
-0
9
N

R
-1
F
-2
6
N

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

○
 

地
震
起
因
は
地
震
大
信

号
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
す

る
た
め

,評
価
対
象
外

と
し
た
。
 

原
子
炉
保
護
系
 

P
oS
2
93
-
6C
-
1 

主
蒸
気
隔
離
弁
開
度
ｽｲ
ｯ
ﾁ 

R
-1
F
-0
9
N

R
-1
F
-2
6
N

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

○
 

地
震
起
因
は
地
震
大
信

号
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
す

る
た
め

,評
価
対
象
外

と
し
た
。
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表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(1
5/
21
)
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

原
子
炉
保
護
系
 

P
oS
2
93
-
6C
-
2 

主
蒸
気
隔
離
弁
開
度
ｽｲ
ｯ
ﾁ 

R
-1
F
-0
9
N

R
-1
F
-2
6
N

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

○
 

地
震
起
因
は
地
震
大
信

号
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
す

る
た
め

,評
価
対
象
外

と
し
た
。
 

原
子
炉
保
護
系
 

P
oS
2
93
-
6D
-
1 

主
蒸
気
隔
離
弁
開
度
ｽｲ
ｯ
ﾁ 

R
-1
F
-0
9
N

R
-1
F
-2
6
N

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

○
 

地
震
起
因
は
地
震
大
信

号
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
す

る
た
め

,評
価
対
象
外

と
し
た
。
 

原
子
炉
保
護
系
 

P
oS
2
93
-
6D
-
2 

主
蒸
気
隔
離
弁
開
度
ｽｲ
ｯ
ﾁ 

R
-1
F
-0
9
N

R
-1
F
-2
6
N

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

○
 

地
震
起
因
は
地
震
大
信

号
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
す

る
た
め

,評
価
対
象
外

と
し
た
。
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

A
MP
2
95
-
26
A 

A
-格

納
容
器
雰
囲
気
ﾓﾆ
ﾀ
ﾌﾟ
ﾘ
ｱﾝ

ﾌ
ﾟ

R
-B
1
F-
1
6N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

R
E2
9
5-
2
6A
 

A
-格

納
容
器
雰
囲
気
ﾓﾆ
ﾀ
(ｻ
ﾌ
ﾟﾚ

ｯ
ｼｮ
ﾝ
ﾁｪ
ﾝ
ﾊﾞ
)

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

R
E2
9
5-
2
6B
 

B
-格

納
容
器
雰
囲
気
ﾓﾆ
ﾀ
(ｻ
ﾌ
ﾟﾚ

ｯ
ｼｮ
ﾝ
ﾁｪ
ﾝ
ﾊﾞ
)

R
-B
2
F-
3
1N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P5
5 

○
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

A
MP
2
95
-
25
A 

A
-格

納
容
器
雰
囲
気
ﾓﾆ
ﾀ
ﾌﾟ
ﾘ
ｱﾝ

ﾌ
ﾟ

R
-1
F
-0
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

R
E2
9
5-
2
5A
 

A
-格

納
容
器
雰
囲
気
ﾓﾆ
ﾀ
(ﾄ
ﾞ
ﾗｲ

ｳ
ｪﾙ
)

R
-1
F
-0
7
-1
N

－
 

－
 

－
 

Ｃ
 

－
 

○
 

P
CV

遮
蔽
内
に
設
置
さ

れ
て
お
り

,被
水
し
な

い
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

A
MP
2
95
-
25
B 

B
-格

納
容
器
雰
囲
気
ﾓﾆ
ﾀ
ﾌﾟ
ﾘ
ｱﾝ

ﾌ
ﾟ

R
-1
F
-1
5
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

R
E2
9
5-
2
5B
 

B
-格

納
容
器
雰
囲
気
ﾓﾆ
ﾀ
(ﾄ
ﾞ
ﾗｲ

ｳ
ｪﾙ
)

R
-1
F
-1
2
N

－
 

－
 

－
 

Ｃ
 

－
 

○
 

P
CV

遮
蔽
内
に
設
置
さ

れ
て
お
り

,被
水
し
な

い
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

A
MP
2
95
-
26
B 

B
-格

納
容
器
雰
囲
気
ﾓﾆ
ﾀ
ﾌﾟ
ﾘ
ｱﾝ

ﾌ
ﾟ

R
-B
1
F-
1
7-
1
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

2
-Y
M
R-
4
A

A
-排

気
筒
ﾓﾆ
ﾀｻ
ﾝ
ﾌﾟ
ﾙ
ﾗｯ
ｸ

Y
-3
0
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

2
-Y
M
R-
5
A

A
-排

気
筒
低
ﾚﾝ
ｼ
ﾞﾓ
ﾆ
ﾀｶ
ﾞ
ｽｻ
ﾝ
ﾌﾟ

ﾗ
Y
-3
0
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

2
-Y
M
R-
4
B

B
-排

気
筒
ﾓﾆ
ﾀｻ
ﾝ
ﾌﾟ
ﾙ
ﾗｯ
ｸ

Y
-3
1
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
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表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(1
6/
21
)
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ放

射
線
ﾓﾆ
ﾀ系

2
-Y
M
R-
5
B

B
-排

気
筒
低
ﾚﾝ
ｼ
ﾞﾓ
ﾆ
ﾀｶ
ﾞ
ｽｻ
ﾝ
ﾌﾟ

ﾗ
Y
-3
1
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

原
子
炉
圧
力
容
器
計
装

系
 

L
X2
9
8-
1
1B
 

原
子
炉
水
位
（
広
域
帯
水
位
計
） 

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P6
7 

○
 

原
子
炉
圧
力
容
器
計
装

系
 

L
X2
9
8-
1
A 

原
子
炉
水
位
 

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P6
7 

○
 

原
子
炉
圧
力
容
器
計
装

系
 

L
X2
9
8-
1
C 

原
子
炉
水
位
 

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P6
7 

○
 

原
子
炉
圧
力
容
器
計
装

系
 

P
X2
9
8-
5
B 

原
子
炉
圧
力
 

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
P6
7 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
B
2-
1

R
CI
C
計
器
ﾗｯ
ｸ 

R
-B
2
F-
0
1N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
B
2-
3
A

A
-R
HR

計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-B
2
F-
0
2N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
B
2-
3
C

C
-R
HR

計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-B
2
F-
0
3N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
B-
B
2-
1

L
PC
S
流
量
・
圧
力
計
器
架
台
 

R
-B
2
F-
0
9N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
B
2-
3
B

B
-R
HR

計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-B
2
F-
1
5N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
08
A

A
-S
R
M/
I
RM

前
置
増
幅
器
盤

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

－
 

Ｃ
 

－
 

○
 

内
部
に
浸
水
し
な
い
構

造
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
08
B

B
-S
R
M/
I
RM

前
置
増
幅
器
盤

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

－
 

Ｃ
 

－
 

○
 

内
部
に
浸
水
し
な
い
構

造
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
08
C

C
-S
R
M/
I
RM

前
置
増
幅
器
盤

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

－
 

Ｃ
 

－
 

○
 

内
部
に
浸
水
し
な
い
構

造
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
08
D

D
-S
R
M/
I
RM

前
置
増
幅
器
盤

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

－
 

Ｃ
 

－
 

○
 

内
部
に
浸
水
し
な
い
構

造
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
1
-2
-
2

A
-P
LR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
1
-2
-
4

B
-P
LR

ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
1
-3
A

A
-主

蒸
気
流
量
計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
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表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(1
7/
21
)
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
1
-3
C

C
-主

蒸
気
流
量
計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
1
-8
A

A
-原

子
炉
圧
力
容
器
計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
1
-8
C

C
-原

子
炉
圧
力
容
器
計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
1
-8
D

D
-原

子
炉
圧
力
容
器
計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-1
F
-0
3
N

R
-1
F
-2
2
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
11
-
22

C
-ﾒ
ﾀ
ｸﾗ
･
ﾛｰ
ﾄ
ﾞｾ
ﾝ
ﾀ保

護
継
電
器

盤
R
-2
F
-0
4
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
2
-8
A

A
-原

子
炉
格
納
容
器
圧
力
計
器

ﾗ
ｯｸ

R
-2
F
-1
1
N

R
-2
F
-1
2
N

R
-2
F
-1
8
N

R
-2
F
-1
9
N

R
-2
F
-2
4
N

R
-2
F
-2
5
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
2
-8
B

B
-原

子
炉
格
納
容
器
圧
力
計
器

ﾗ
ｯｸ

R
-2
F
-1
1
N

R
-2
F
-1
2
N

R
-2
F
-1
8
N

R
-2
F
-1
9
N

R
-2
F
-2
4
N

R
-2
F
-2
5
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
2
-8
C

C
-原

子
炉
格
納
容
器
圧
力
計
器

ﾗ
ｯｸ

R
-2
F
-1
1
N

R
-2
F
-1
2
N

R
-2
F
-1
8
N

R
-2
F
-1
9
N

R
-2
F
-2
4
N

R
-2
F
-2
5
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
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表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(1
8/
21
)
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
2
-8
D

D
-原

子
炉
格
納
容
器
圧
力
計
器

ﾗ
ｯｸ

R
-2
F
-1
1
N

R
-2
F
-1
2
N

R
-2
F
-1
8
N

R
-2
F
-1
9
N

R
-2
F
-2
4
N

R
-2
F
-2
5
N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
20
A
1

A
-ﾃ
ﾞ
ｨｰ
ｾ
ﾞﾙ
発
電
機
制
御
盤

R
-B
2
F-
0
5N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
20
B
1

B
-ﾃ
ﾞ
ｨｰ
ｾ
ﾞﾙ
発
電
機
制
御
盤

R
-B
2
F-
0
8N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
20
H
1

H
PC
S
-ﾃ
ﾞ
ｨｰ
ｾ
ﾞﾙ
発
電
機
制
御
盤
 

R
-B
2
F-
1
1N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
RC
B
-5
1 

ほ
う
酸
水
注
入
系
操
作
箱
 

R
-3
F
-0
4
-1
N

R
-3
F
-0
4
-2
N

R
-3
F
-0
7
N

R
-3
F
-1
6
-1
N

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

○
 

地
震
起
因
は
地
震
大
信

号
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
す

る
た
め

,評
価
対
象
外

と
し
た
。
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
S
R-
3
-3
A

A
-原

子
炉
格
納
容
器

H2
・

O2

分
析
計
ﾗｯ
ｸ

R
-3
F
-0
6
N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
S
R-
3
-3
B

B
-原

子
炉
格
納
容
器

H2
・

O2

分
析
計
ﾗｯ
ｸ

R
-3
F
-1
0
0N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
S
R-
3
-5
B

B
-原

子
炉
格
納
容
器

H2
・

O2
ｸ

ｰ
ﾗｰ
ﾗ
ｯｸ

R
-3
F
-1
0
0N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
B
1-
8
B

B
-ｼ
ﾞ
ｪｯ
ﾄ
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
流
量
計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-B
1
F-
0
1N

R
-B
1
F-
0
8N

－
 

－
 

○
 

Ｃ
 

I
PX
5 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
B
1-
8
A

A
-ｼ
ﾞ
ｪｯ
ﾄ
ﾎﾟ
ﾝ
ﾌﾟ
流
量
計
器
ﾗｯ
ｸ

R
-B
1
F-
0
7N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-R
I
R-
B
1-
4

H
PC
S
計
器
ﾗｯ
ｸ 

R
-B
1
F-
0
9N

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-Y
I
B-
1
B

Ⅱ
-R
SW

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ出

口
圧
力
計
器

収
納
箱
 

Y
-2
4
AN

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-Y
I
B-
1
A

Ⅰ
-R
SW

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ出

口
圧
力
計
器

収
納
箱
 

Y
-2
4
BN

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

9条-別添1-添付7-40

661



表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(1
9/
21
)
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
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表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(2
0/
21
)
 

Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

 
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有

－
：
無

防
滴
仕
様
 

○
：
有

-：
無

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良

×
：
否

備
考
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
0A

A
-R
H
R･
L
PC
S
継
電
器
盤

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
0B

B
･C
-
RH
R
継
電
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
1

H
PC
S
継
電
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
1A

H
PC
S
ﾄ
ﾘｯ
ﾌ
ﾟ設

定
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
3A

A
-格

納
容
器
隔
離
継
電
器
盤

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
3B

B
-格

納
容
器
隔
離
継
電
器
盤

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
4A

A
-原

子
炉
保
護
継
電
器
盤

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
4A
1

A
1-
原
子
炉
保
護
ﾄﾘ
ｯ
ﾌﾟ
設
定
器

盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
4A
2

A
2-
原
子
炉
保
護
ﾄﾘ
ｯ
ﾌﾟ
設
定
器

盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
4B

B
-原

子
炉
保
護
継
電
器
盤

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
4B
1

B
1-
原
子
炉
保
護
ﾄﾘ
ｯ
ﾌﾟ
設
定
器

盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
4B
2

B
2-
原
子
炉
保
護
ﾄﾘ
ｯ
ﾌﾟ
設
定
器

盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
2
5

制
御
棒
ｽｸ
ﾗﾑ
ﾃｽ
ﾄ盤

 
R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
3
4A

A
-原

子
炉
ﾌﾟ
ﾛｾ
ｽ計

測
盤

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
3
4B

B
-原

子
炉
ﾌﾟ
ﾛｾ
ｽ計

測
盤

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
6
1G
2

B
-直

流
地
絡
検
出
装
置
盤

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
7
0A

A
-自

動
減
圧
継
電
器
盤

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
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表
6-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
被
水
影
響
評
価

(2
1/
21
)
 

 Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
か
ら
放
物
軌
道
を
考
慮
し
た
範
囲
に
破
損
を
想
定
す
る
被
水
源
が
な
く
，
上
部
の
天
井
面
に
開
口
部
又
は
貫
通
部
が
な
い
。
 

Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。
 

Ｃ
：
溢
水
防
護
対
象
設
部
が
「
JI
S 

C 
09
20
 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
ー
ド
）」

に
よ
る
防
滴
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

系
統
名
称
 

設
備
番
号

  
設
備
名
称
 

設
置
区
画
 

被
水
源

,天
井
開
口

又
は
貫
通
部
の
有
無
 

－
：
有
 

○
：
無
 

多
重
化
・
 

多
様
化
 

○
：
有
 

－
：
無
 

防
滴
仕
様
 

○
：
有
 

-：
無

 

判
定
 

基
準
 

保
護
等
級
 

評
価
結
果
 

○
：
良
 

×
：
否
 

備
考
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
7
0B
 

B
-自

動
減
圧
継
電
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
7
2A
 

A
-原

子
炉
補
助
継
電
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
7
2B
 

B
-原

子
炉
補
助
継
電
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
7
3A
-
2 

A
-格

納
容
器

H2
/O
2
濃
度
計
演

算
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
7
3B
-
2 

B
-格

納
容
器

H2
/O
2
濃
度
計
演

算
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
7
6A
 

SⅠ
-工

学
的
安
全
施
設
ﾄﾘ
ｯﾌ
ﾟ

設
定
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
7
6B
 

SⅡ
-工

学
的
安
全
施
設
ﾄﾘ
ｯﾌ
ﾟ

設
定
器
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-9
8
4A
 

原
子
炉
警
報
電
源
盤
 

R
W-
1
F-
0
5N
 

R
W-
1
F-
0
7N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
56
A 

A
-中

央
制
御
室
冷
凍
機
制
御
盤
 

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-2
2
56
B 

B
-中

央
制
御
室
冷
凍
機
制
御
盤
 

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-W
I
R-
2
-6
A 

中
央
制
御
室

A-
冷
凍
機
計
器
ﾗ

ｯ
ｸ 

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

 
 

中
央
制
御
室
機
器
・
現

地
制
御
盤
 

2
-W
I
R-
2
-6
B 

中
央
制
御
室

B-
冷
凍
機
計
器
ﾗ

ｯ
ｸ 

R
W-
2
F-
0
2N
 

○
 

－
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
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表
7-
1 

地
震
起
因
に
よ
る
蒸
気
影
響
評
価
結
果
 

蒸
気
源
，
又
は
他

区
画
か
ら
の
流
入

※
1

多
重
化
・

 

区
画
化

 

○
：
有

－
：
無

機
能
 

要
求
 

○
：
有

－
：
無

 
耐
環
境
 

仕
様
 

〇
：
有
 

－
：
無
 

判
定
 

基
準

※
2

対
策
実
施

 

○
：
有

－
：
無

評
価
結
果
 

○
：
良

－
：
否

判
定
理
由
 

原
子
炉
建
物

 

二
次
格
納
施
設

 

・
主
蒸
気
系

・
給
水
系

・
原
子
炉
冷
却
材

浄
化
系

（
所
内
蒸
気
系
）
 

－
 

○
 

○
 

Ｂ
 

○
 

○
 

・
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
配
管
の
破
断
を
考
慮
し
た
設
計

(
1
)耐

環
境
仕
様

(
2
)ブ

ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
の
設
置

・
ほ
う
酸
水
注
入
系
は
耐
蒸
気
仕
様
で
は
な
い
が
，
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
が
耐
蒸
気
仕
様
で

あ
る
こ
と
か
ら
，
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
た
系
統
が
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い

・
所
内
蒸
気
系
配
管
に
対
し
て
は
，
以
下
の
対
策
を
実
施

(
1
)止

め
弁
の
設
置
に
よ
る
常
時
隔
離
（
運
用
の
変
更
）

(
2
)配

管
の
ル
ー
ト
変
更
等

・
原
子
炉
建
物
付
属
棟
と
の
境
界
は
気
密
性
を
考
慮
し
た
設
計
の
た
め
伝
播
し
な
い

原
子
炉
建
物

 

付
属
棟

 

－
 

（
所
内
蒸
気
系
）
 

－
 

○
 

－
 

Ａ
 

○
 

○
 

・
所
内
蒸
気
系
配
管
に
対
し
て
は
以
下
の
対
策
を
実
施

(
1
)止

め
弁
の
設
置
に
よ
る
常
時
隔
離
（
運
用
の
変
更
）

(
2
)配

管
の
ル
ー
ト
変
更
等

・
原
子
炉
建
物
二
次
格
納
施
設
と
の
境
界
は
気
密
性
を
考
慮
し
た
設
計
の
た
め
伝
播
し
な
い

廃
棄
物
処
理
建
物

 
－
 

（
所
内
蒸
気
系
）
 

－
 

○
 

－
 

Ａ
 

○
 

○
 

・
所
内
蒸
気
系
配
管
に
つ
い
て
は
，
以
下
の
対
策
を
実
施

(
1
)配

管
の
ル
ー
ト
変
更
等

(
2
)溢

水
防
護
対
象
区
画
境
界
は
気
密
性
を
考
慮
し
た
設
計
の
た
め
伝
播
し
な
い

制
御
室
建
物

 
－
 

（
所
内
蒸
気
系
）
 

－
 

○
 

－
 

Ａ
 

○
 

○
 

・
所
内
蒸
気
系
配
管
に
対
し
て
は
以
下
の
対
策
を
実
施

溢
水
防
護
対
象
区
画
境
界
は
気
密
性
を
考
慮
し
た
設
計
の
た
め
伝
播
し
な
い

海
水
ポ
ン
プ
エ
リ
ア

 
－
 

－
 

○
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

・
区
画
内
に
蒸
気
源
が
な
く
，
屋
外
で
大
気
開
放
で
あ
る
た
め
伝
播
し
な
い

排
気
筒
エ
リ
ア

 
－
 

－
 

○
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

B
-
ﾃﾞ
ｨｰ
ｾﾞ
ﾙ燃

料
貯
蔵

ﾀ
ﾝ
ｸ格

納
槽

－
 

－
 

○
 

－
 

Ａ
 

－
 

○
 

※
1 

（
）
内
は
対
策
前
の
蒸
気
源
，
又
は
他
区
画
か
ら
流
入
す
る
蒸
気
源
を
示
す
。

※
2 

判
定
基
準

 
記
号
Ａ
：
溢
水
防
護
対
象
区
画
内
に
蒸
気
を
内
包
す
る
溢
水
源
が
な
く
，
区
画
外
か
ら
の
蒸
気
の
伝
播
が
な
い
。

 Ｂ
：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
多
重
化
又
は
多
様
化
さ
れ
て
お
り
，
各
々
が
別
区
画
に
設
置
さ
れ
る
等
に
よ
り
，
同
時
に
機
能
喪
失
し
な
い
。

 
 Ｃ

：
溢
水
防
護
対
象
設
備
が
耐
蒸
気
仕
様
を
有
し
て
い
る
。
又
は
溢
水
防
護
対
象
設
備
を
防
護
す
る
た
め
の
必
要
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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添付資料８  スロッシング解析コードの概要について 

1. 概要

Fluent は汎用熱流体解析コードで，VOF（Volume of Fluid）法を用いて溢水

を伴う大波高現象の解析を実施することが可能である。 

VOF 法はスロッシング解析における精度の高い手法であり，複雑な容器形状や

流体の非線形現象を考慮する場合に有効である。 

2. 数値解析

(1) VOF（Volume of Fluid）法について

VOF は下式に示すように計算格子（セル）における流体の割合を示すスカラー

量である。スロッシング解析では水を100％含む計算セルをVOF=1.0，水が存在せ

ず100％空気の計算セルをVOF=0.0 としている。図2-1にVOF の計算セル例を示す。 

α
1
=

V1

V
・・・①

図 2-1 計算セルの例 

VOF=1.0 

VOF=0.0 気液界面位置 

気体セル 

共存セル 

境界セル 

液体セル 

α１ ：VOF値 

Ｖ１ ：流体（水）体積 

Ｖ ：計算セル体積 
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(2) 基礎方程式 

VOF に対して下記の輸送方程式を解く。 

  1

  
 

  1  

   
=     ・・・② 

②式の流速ui は，③質量保存式，④運動量保存式より計算する。 

 ρ

  
 

 ρ  

   
=           ・・・③ 

 ρ  

  
 

 ρ    

   
=  

  

   
 

 

   
     Ｋ

 
 ・・・④ 

 

 

質量保存式，運動量保存式で用いる密度ρ は⑤式により計算する。 

 

 

ρ＝α
1
 1      1     ・・・⑤ 

 

 

 

 

3. 汎用熱流体解析コード Fluentの検証 

3.1 概要 

Fluent を用いたスロッシング解析の妥当性検証を目的とし，水槽によるスロッ

シング検証試験で得られた液面変動及び溢水量と，解析によって得られた液面変

動及び溢水量の比較を実施する。 

 

3.2 試験概要 

3.2.1 試験装置 

矩形の水槽を用いて，正弦波加振によるスロッシング試験を実施した。試験装

置の概要を図 3-1に示す。 

  

ρ   ：密度 

P     ：圧力 

τij   ：粘性応力テンソル 

Ｋi    ：外力 

ｕi  ：i 方向の流速 

i＝1,2,3 

ρ１  ：水密度 

ρｇ  ：空気密度 
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図 3-1 試験装置概要 

 

 

 

3.2.2 加振条件 

試験体の一次スロッシング固有振動数は1.6Hz（固有周期0.625秒）である。こ

の振動数で，最大加速度70㎜/s2の正弦波を10秒間，水槽のＸ方向に入力し，加振

試験を実施した。 

 

3.2.3 計測項目 

液面変動及び加振後の溢水量を計測した。 

 

 

300 

120 

250 

22.5 

60 

X 

Y 

Z 

245 

液面高さ 

加振方向 

単位:mm 

液面高さ測定点 
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3.3 検証解析 

3.3.1 解析モデル 

試験体の寸法や形状を模擬した解析モデルの概要を図3-2に示す。 

図3-2 解析モデル概要図 

3.3.2 入力加振波 

スロッシング試験に用いた入力波（正弦波）を解析の入力加振波に用いる。入

力加振波を図3-3に示す。 

図3-3 入力加振波 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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3.3.3 解析結果 

(1)液面変動の比較 

水槽の液面変動について，試験値と Fluentによる解析値との比較を図 3-4に

示す。解析値は，試験値とほぼ同等の液面変動を示している。 

 

 

 

図 3-4 液面変動の比較 

 

 

(2)溢水量比較 

加振後の溢水量について，試験値と Fluentによる解析値の比較を表 3-1に，

溢水量の解析結果を図 3-5に示す。 

 

表 3-1 溢水量の比較 

試験値 解析値 備 考 

213㎝ 3 231㎝ 3 解析は試験の 108.5% 
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図 3-5  溢水量の解析結果 

 

 

4．結論 

スロッシング試験値と解析値を比較したところ，ほぼ同等の結果が得られてお

り，Fluentによる溢水量評価の妥当性が確認できた。 

なお，内部溢水影響評価では，スロッシング解析によって得られた溢水量を1.1

倍した値を用いているが，検証で得られた試験値と解析値の溢水量の差異を考慮

すると，妥当であると判断する。 

 

 

・参考文献 

1．藤田，牛尾，鬼塚ら(2017)，「使用済み燃料プールの地震時溢水量評価に用

いる解析コードの検証」，日本原子力学会 2017年 秋の大会 -3B11- 
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１
．
設
置
許
可
基
準
規
則
 
第
九
条
（
溢
水
に
よ
る
損
傷
の
防
止
等
）

 

新
規
制
基

準
の

項
目

 
適

合
状
況

 

1 
安

全
施

設
は

，
発

電
用

原
子

炉
施

設
内
に

お
け
る

溢
水
が

発
生
し

た
場
合

 

に
お
い

て
も

安
全

機
能

を
損

な
わ

な
い
も

の
で
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。

 

発
電
用
原

子
炉
施

設
内

に
お

い
て

，
想

定
破

損
に

よ
る

溢
水

，
消

火
水

の
放

水

に
よ
る
溢

水
及
び

地
震
起

因
に

よ
る

溢
水

（
燃

料
プ

ー
ル

等
の

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

を

含
む
）
が

発
生
し

た
場
合

に
お

い
て

も
，

重
要

度
の

特
に

高
い

安
全

機
能

を
有

す

る
設
備
並

び
に
燃

料
プ
ー

ル
の

冷
却

及
び

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
給

水
機

能
を

有
す

る

設
備
と
い

っ
た
安

全
施
設

が
，

そ
の

安
全

機
能

を
損

な
わ

な
い

設
計

と
す

る
こ

と

で
，
原
子

炉
の
高

温
停
止

，
原

子
炉

の
低

温
停

止
，

放
射

性
物

質
の

閉
じ

込
め

機

能
の
維
持

，
原
子

炉
の
停

止
状

態
の

維
持

，
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

機
能

の
維

持
及

び

燃
料
プ
ー

ル
へ
の

給
水
機

能
の

維
持

が
可

能
な

設
計

と
し

て
い

る
。

 

2 
設

計
基

準
対

象
施

設
は

，
発

電
用

原
子
炉

施
設
内

の
放
射

性
物
質

を
含
む

 

液
体
を

内
包

す
る

容
器

，
配

管
そ

の
他
の

設
備
か

ら
放
射

性
物
質

を
含
む

液
体

が
あ
ふ

れ
出

た
場

合
に

お
い

て
，

当
該
液

体
が
管

理
区
域

外
へ
漏

え
い
し

な
い

も
の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

設
計
基
準

対
象
施

設
は

，
発

電
用

原
子

炉
施

設
内

の
放

射
性

物
質

を
含

む
 

液
体
を
内

包
す
る

容
器
，

配
管

そ
の

他
の

設
備

か
ら

放
射

性
物

質
を

含
む

液
体

が

あ
ふ
れ
出

た
場
合

に
お
い

て
，

当
該

液
体

が
管

理
区

域
外

へ
漏

え
い

し
な

い
設

計

と
し
て
い

る
。
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新
規
制
基

準
の

項
目

 
適

合
状
況

 

【
解
釈

】
 

１
 第

１
項

は
，

設
計

基
準

に
お

い
て
想

定
す
る

溢
水
に

対
し
て

，
安
全

施
 

設
が

安
全

機
能

を
損

な
わ

な
い

た
め

に
必

要
な
安

全
施
設

以
外
の

施
設
又

 

は
設

備
等

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

を
含

む
。
）
へ
の

措
置
を
含

む
。

 

 ２
 第

１
項

に
規

定
す

る
「

発
電

用
原
子

炉
施
設

内
に
お

け
る
溢

水
」
と

 

は
，

発
電

用
原

子
炉

施
設

内
に

設
置

さ
れ

た
機
器

及
び
配

管
の
破

損
（
地

 

震
起

因
を

含
む

。）
，

消
火

系
統

等
の
作
動

，
使
用

済
燃
料

貯
蔵
槽

等
の

 

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

そ
の

他
の

事
象

に
よ

り
発

生
す
る

溢
水
を

い
う
。

 

    ３
 第

１
項

に
規

定
す

る
「

安
全

機
能
を

損
な
わ

な
い
も

の
」
と

は
，
発

電
 

用
原

子
炉

施
設

内
部

で
発

生
が

想
定

さ
れ

る
溢
水

に
対
し

，
原
子

炉
を
高

 

温
停

止
で

き
，

引
き

続
き

低
温

停
止

，
及

び
放
射

性
物
質

の
閉
じ

込
め
機

 

能
を

維
持

で
き

る
こ

と
，

ま
た

，
停
止
状

態
に
あ

る
場
合

は
，
引

き
続
き

 

そ
の

状
態

を
維

持
で

き
る

こ
と

を
い

う
。

さ
ら
に

，
使
用

済
燃
料

貯
蔵
槽

 

に
お

い
て

は
，

プ
ー

ル
冷

却
機

能
及

び
プ

ー
ル
へ

の
給
水

機
能
を

維
持
で

 

き
る

こ
と

を
い

う
。

 

  

設
計
基
準

に
お
い

て
想

定
す

る
溢

水
に

対
し

て
，

安
全

施
設

が
安

全
機

能
 

を
損
な
わ

な
い
た

め
に
必

要
な

安
全

施
設

以
外

の
施

設
又

は
設

備
等

か
ら

の
 

影
響
が
な

い
こ
と

を
確
認

し
た

。
 

 「
発
電
用

原
子
炉

施
設
内

に
お

け
る

溢
水

」
は

，
以

下
の

と
お

り
と

し
た

。
 

○
溢
水
の

影
響
を

評
価
す

る
た

め
に

想
定

す
る

機
器

の
破

損
等

に
よ

り
生

じ
 

る
溢
水

 

○
発
電
所

内
で
生

じ
る
異

常
事

態
（

火
災

を
含

む
）

の
拡

大
防

止
の

た
め

に
 

設
置
さ
れ

る
系
統

か
ら

の
放

水
に

よ
る

溢
水

 

○
地
震
に

起
因
す

る
機
器

の
破

損
等

に
よ

り
生

じ
る

溢
水

 

○
燃
料
プ

ー
ル
等

の
ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

に
よ

り
生

じ
る

溢
水

 

〇
地
下
水

の
流
入

，
地
震

以
外

の
自

然
現

象
，

機
器

の
誤

作
動

等
に

よ
り

生
 

じ
る
溢
水

 

発
電
用
原

子
炉
施

設
内

で
溢

水
が

発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

，
重

要
度

の
 

特
に
高
い

安
全
機

能
を
有

す
る

設
備

並
び

に
燃

料
プ

ー
ル

の
冷

却
及

び
燃

料
 

プ
ー
ル
へ

の
給
水

機
能
を

適
切

に
維

持
す

る
た

め
に

必
要

な
設

備
が

そ
の

機
 

能
を
失
わ

な
い
設

計
と
し

て
い

る
。

 

○
原
子
炉

停
止
，

高
温
停

止
及

び
低

温
停

止
（

停
止

状
態

の
維

持
含

む
）

に
 

必
要
な
系

統
設
備

。
ま

た
，

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
及

び
設

計
基

準
 

事
故
を
対

象
と
し

て
，

溢
水

に
よ

り
発

生
し

得
る

原
子

炉
に
外

乱
及

び
溢

水
 

の
原
因
と

な
り
得

る
原

子
炉

に
外

乱
も

評
価

対
象

と
す

る
。

 

○
燃
料
プ

ー
ル
の

冷
却
及

び
プ

ー
ル

へ
の

給
水

に
必

要
な

系
統

設
備
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新
規
制
基

準
の

項
目

 
適

合
状
況

 

【
解
釈

】
 

４
 第

２
項

に
規

定
す

る
「

容
器

，
配
管

そ
の
他

の
設
備

」
に
は

，
次
に

掲
 

げ
る

設
備

を
含

む
。

 

・
 ポ

ン
プ

，
弁

 

・
 使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
（

Ｂ
Ｗ
Ｒ

），
使
用
済

燃
料
貯
蔵

ピ
ッ
ト

 

（
Ｐ

Ｗ
Ｒ

）
 

・
 サ

イ
ト

バ
ン

カ
貯

蔵
プ

ー
ル

 

・
 原

子
炉

ウ
ェ

ル
，

機
器

貯
蔵

プ
ー
ル

（
Ｂ
Ｗ

Ｒ
）

 

・
 原

子
炉

キ
ャ

ビ
テ

ィ
（

キ
ャ

ナ
ル
を

含
む

。）
（
Ｐ
Ｗ

Ｒ
）

 

            

 

設
計
基
準

対
象
施

設
は

，
発

電
用

原
子

炉
施

設
内

の
放

射
性

物
質

を
含

む
 

液
体
を
内

包
す
る

容
器
，

配
管

そ
の

他
の

設
備

か
ら

放
射

性
物

質
を

含
む

液
 

体
が
あ
ふ

れ
出
た

場
合
に

お
い

て
，

当
該

液
体

が
管

理
区

域
外

へ
漏

え
い

し
 

な
い
設
計

と
し
て

い
る
こ

と
を

確
認

し
た

。
 

「
容
器
，

配
管
そ

の
他

の
設

備
」

の
範

囲
は

，
以

下
の

と
お

り
。

 

・
 ポ

ン
プ
，

弁
 

・
  
燃
料

プ
ー
ル

 

・
 サ

イ
ト
バ

ン
カ

プ
ー

ル
 

・
 原

子
炉
ウ

ェ
ル

，
ド

ラ
イ

ヤ
セ

パ
レ

ー
タ

プ
ー

ル
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 ２
．
技
術
基
準
規
則
 
第
十
二
条
（
発
電
用

原
子
炉
施
設
内
に
お
け
る
溢
水
等
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

 

新
規
制
基

準
の

項
目

 
適

合
状
況

 

1 
設

計
基

準
対

象
施

設
が

発
電

用
原

子
炉
施

設
内
に

お
け
る

溢
水
の

発
生
に

 

よ
り
そ

の
安

全
性

を
損

な
う

お
そ

れ
が
あ

る
場
合

は
，
防

護
措
置

そ
の
他

の
 

適
切
な

措
置

を
講

じ
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
 

 

以
下
の
手

順
に
よ

り
，

発
電

用
原

子
炉

施
設

内
に

お
け

る
溢

水
が

発
生

し
 

た
場
合
に

お
い
て

も
安
全

機
能

を
損

な
う

お
そ

れ
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

 

○
重
要
度

の
特
に

高
い
安

全
機

能
を

有
す

る
系

統
並

び
に

燃
料

プ
ー

ル
の

冷
却

及

び
プ
ー
ル

の
給
水

機
能

を
有

す
る

系
統

を
抽

出
し

，
そ

れ
ら

の
系

統
か

ら
防

護

す
べ
き
対

象
設
備

を
抽

出
し

た
。

 

○
発
電
用

原
子
炉

施
設
内

に
設

置
さ

れ
た

機
器

及
び

配
管

の
破

損
，

消
火

系
 

統
等
の
作

動
，
燃

料
プ

ー
ル

等
の

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

そ
の

他
の

事
象

に
よ

り
発

生

す
る
溢
水

を
評
価

し
た

。
 

○
発
生
す

る
溢
水

に
よ
り

防
護

す
べ

き
対

象
設

備
の

機
能

が
喪

失
し

な
い

こ
 

と
を
確
認

し
た
。
 

 

2 
設

計
基

準
対

象
施

設
が

発
電

用
原

子
炉
施

設
内
の

放
射
性

物
質
を

含
む
液

 

体
を
内

包
す

る
容

器
，

配
管

そ
の

他
の
設

備
か
ら

放
射
性

物
質
を

含
む
液

体
が

あ
ふ
れ

出
る

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

は
，
当

該
液
体

が
管
理

区
域
外

へ
漏
え

い
す

る
こ
と

を
防

止
す

る
た

め
に

必
要

な
措
置

を
講
じ

な
け
れ

ば
な
ら

な
い
。

 

    

１
項
に
よ

り
算
出

し
た

溢
水

の
溢

水
経

路
を

選
定

し
，

発
生

し
た

溢
水

が
 

管
理
区
域

外
へ
漏

え
い
す

る
お

そ
れ

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
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新
規
制
基

準
の

項
目

 
適

合
状
況

 

1
, 

2
 

 【
解
釈

】
 

１
 第

１
項

に
規

定
す

る
「

発
電

用
原
子

炉
施
設

内
に
お

け
る
溢

水
の
発

生
」

 

と
は

，
発

電
用

原
子

炉
施

設
内

に
設

置
さ

れ
た
機

器
及
び

配
管
の

破
損

 

（
地

震
起

因
を

含
む

）
，

消
火

系
統
等
の

作
動
，

使
用
済

燃
料
貯

蔵
プ
ー

ル
 

（
Ｂ

Ｗ
Ｒ

），
使

用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
（
Ｐ

Ｗ
Ｒ
）

等
の
ス

ロ
ッ
シ

ン
グ
そ

の
 

他
の

事
象

に
よ

り
発

生
す

る
溢

水
を

い
う

。
 

 

   ２
 第

１
項

に
規

定
す

る
「

防
護

措
置
そ

の
他
の

適
切
な

措
置
」

と
は
，

発
 

電
用

原
子

炉
施

設
内

部
で

発
生

が
想

定
さ

れ
る
溢

水
に
対

し
，
運

転
状
態

 

に
あ

る
場

合
は

原
子

炉
を

高
温

停
止

及
び

，
引
き

続
き
低

温
停
止

す
る
こ

 

と
が

で
き

，
並

び
に

放
射

性
物

質
の

閉
じ

込
め
機

能
を
維

持
で
き

る
措
置

 

を
す

る
こ

と
，

ま
た

，
停

止
状

態
に

あ
る

場
合
は

，
引
き

続
き
そ

の
状
態

 

を
維

持
で

き
る

措
置

を
い

う
。

さ
ら

に
，

使
用
済

燃
料
貯

蔵
プ
ー

ル
（
Ｂ

 

Ｗ
Ｒ

）
又

は
使

用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
（

Ｐ
Ｗ

Ｒ
）
に

お
い
て

は
，
プ

ー
ル
冷

 

却
機

能
及

び
プ

ー
ル

へ
の

給
水

機
能

を
維

持
で
き

る
措
置

を
い
う

。
 

   

 「
発
電
用

原
子
炉

施
設
内

に
お

け
る

溢
水

」
は

以
下

の
と

お
り

と
し

た
。

 

○
溢
水
の

影
響
を

評
価
す

る
た

め
に

想
定

す
る

機
器

の
破

損
等

に
よ

り
生

じ
 

る
溢
水

 

○
発
電
所

内
で
生

じ
る
異

常
事

態
（

火
災

を
含

む
）

の
拡

大
防

止
の

た
め

に
 

設
置
さ
れ

る
系
統

か
ら

の
放

水
に

よ
る

溢
水

 

○
地
震
に

起
因
す

る
機
器

の
破

損
等

に
よ

り
生

じ
る

溢
水

 

○
燃
料
プ

ー
ル
等

の
ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

に
よ

り
生

じ
る

溢
水

 

〇
地
下
水

の
流
入

，
地
震

以
外

の
自

然
現

象
，

機
器

の
誤

作
動

等
に

よ
り

生
 

じ
る
溢
水

 

 発
電
用
原

子
炉
施

設
内

で
溢

水
が

発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

，
重

要
度

の
 

特
に
高
い

安
全
機

能
を
有

す
る

設
備

並
び

に
燃

料
プ

ー
ル

の
冷

却
及

び
燃

料
 

プ
ー
ル
へ

の
給
水

機
能
を

適
切

に
維

持
す

る
た

め
に

必
要

な
設

備
が

そ
の

機
 

能
を
失
わ

な
い
設

計
と

し
て

い
る

。
 

○
原
子
炉

停
止
，

高
温
停

止
及

び
低

温
停

止
に

（
停

止
状

態
の

維
持

含
む

）
 

に
必
要
な

系
統
設

備
。

ま
た

，
運

転
時

の
異

常
な

過
渡

変
化

及
び

設
計

基
準

事

故
を
対
象

と
し
て

，
溢

水
に

よ
り

発
生

し
得

る
原

子
炉

に
外

乱
及

び
溢

水
の

原

因
と
な
り

得
る
原

子
炉

に
外

乱
も

評
価

対
象

と
す

る
。

 

○
燃
料
プ

ー
ル
の

冷
却
及

び
プ

ー
ル

の
給

水
に

必
要

な
系

統
設

備
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新
規
制
基

準
の

項
目

 
適

合
状
況

 

3 
【

解
釈

】
 

３
 第

２
項

に
規

定
す

る
「

容
器

，
配
管

そ
の
他

の
設
備

」
に
は

，
次
に

掲
げ

 

る
設

備
を

含
む

。
 

・
 ポ

ン
プ

，
弁

 

・
 使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
（

Ｂ
Ｗ
Ｒ

），
使
用
済

燃
料
貯
蔵

ピ
ッ
ト

 

（
Ｐ

Ｗ
Ｒ

）
 

・
 サ

イ
ト

バ
ン

カ
貯

蔵
プ

ー
ル

 

・
 原

子
炉

ウ
ェ

ル
，

機
器

貯
蔵

プ
ー
ル

（
Ｂ
Ｗ

Ｒ
）

 

・
 原

子
炉

キ
ャ

ビ
テ

ィ
（

キ
ャ

ナ
ル
を

含
む

。）
（
Ｐ
Ｗ

Ｒ
）

 

             

 

「
容
器
，

配
管
そ

の
他

の
設

備
」

の
範

囲
は

，
以

下
の

と
お

り
。

 

・
 ポ

ン
プ
，

弁
 

・
  
燃
料

プ
ー
ル

 

・
 サ

イ
ト
バ

ン
カ

プ
ー

ル
 

・
 原

子
炉
ウ

ェ
ル

，
ド

ラ
イ

ヤ
セ

パ
レ

ー
タ

プ
ー

ル
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 ３
．

原
子
力
発

電
所

の
内

部
溢

水
影

響
評

価
ガ
イ

ド
へ
の

適
合
状

況
 

原
子

力
発

電
所

の
内

部
溢

水
影
響

評
価
ガ

イ
ド

 
島

根
2
号

炉
に

お
け

る
評

価
 

１
．
 
総
則
 

原
子
力
発

電
所

に
お

け
る

安
全

上
重

要
な

設
備
は

,多
重
性

,多
様

性
を
確

保
す
る

と
と
も
に

,適
切

な
裕

度
を

も
っ

て
設

計
さ

れ
,適

切
に
維

持
管

理
さ
れ

る
な
ど

損
傷

防
止
上
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
。

 

ま
た
,
安
全

上
重

要
な

設
備

は
,一

般
的

に
床

か
ら

比
較
的

高
い
位

置
に
設

置
さ
れ

て
い
る
こ

と
,
万

一
漏

え
い

が
発

生
し

た
場

合
で

も
建
屋

最
下
層

に
設
置

さ
れ
た

サ

ン
プ
に
集

め
ら

れ
,ポ

ン
プ

に
よ

り
排

水
す

る
な

ど
,
溢
水
事
象

に
対
す

る
配
慮

が
な

さ
れ
た
設

計
と

し
て

い
る

。
 

本
評
価
ガ

イ
ド

は
,原

子
力

発
電

所
内

で
発
生
す

る
溢
水

に
対
し

,原
子
炉
施

設
の

安
全
性
を

損
な

う
こ

と
の

な
い

こ
と

を
評

価
す
る

も
の
で

あ
る
。

 

こ
こ
で

,考
慮

す
る

溢
水

源
は

,原
子

炉
格

納
容
器

内
,
及
び
原
子

炉
格
納

容
器
外

で

の
溢
水

（
施

設
内

の
配

管
,機

器
の

破
断

,火
災
時
の

消
火
散
水

等
）

と
建
屋
外

で
の

溢
水
（
屋

外
タ

ン
ク

,
貯

水
池
）

を
対

象
に

す
る

。
 

 

１
．
１

 一
般
 

原
子
力
規

制
委

員
会

が
定

め
る
「

実
用

発
電
用

原
子
炉

及
び
そ
の

附
属
施

設
の
技

術

基
準
に
関

す
る

規
則

」
第

１
２
条

に
お

い
て

,
発
電
用

原
子
炉
施

設
内
お

け
る
溢

水
等

に
よ
る
損

傷
の

防
止

と
し

て
,設

計
基

準
対

象
施

設
が

,発
電
用

原
子
炉

施
設
内

に
お

け
る
溢
水

の
発

生
に

よ
り

そ
の

安
全

性
を

損
な
う

お
そ
れ

が
あ
る

場
合
は

,防
護
措

置
そ
の
他

の
適

切
な

措
置

を
講

じ
な

け
れ

ば
な
ら

な
い
と

し
て
い

る
。
本

評
価
ガ

イ

ド
は

,
当
該
規

定
に

定
め

る
内

部
溢

水
防

護
に
関

連
し
て

,原
子

力
発
電

所
（
以

下
,

                     

添
付

資
料

10
 

原
子

力
発

電
所

の
内

部
溢

水
影

響
評

価
ガ

イ
ド

へ
の

適
合

状
況

 

添
付

資
料

10
 

原
子

力
発

電
所

の
内

部
溢

水
影

響
評

価
ガ

イ
ド

へ
の

適
合

状
況
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
溢

水
影
響

評
価
ガ

イ
ド

 
島

根
2
号

炉
に

お
け

る
評

価
 

「
発
電
所

｣と
い

う
。
）
に

設
置

さ
れ

る
原

子
炉
施

設
が

,内
部
溢

水
に
対

し
て

,重
要

度
の
特
に

高
い

安
全

機
能

を
有

す
る

系
統

の
安
全

機
能

,並
び
に

使
用
済

燃
料
貯

蔵

プ
ー
ル
（
使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

）
の

冷
却

,給
水

機
能
が

喪
失
す
る

こ
と
の

な
い
よ

う
,

適
切
な
防

護
措

置
が

施
さ

れ
て

い
る

か
評

価
す
る

た
め
の

手
順
の

一
例
を

示
す
も

の

で
あ
る

。
ま

た
,本

評
価

ガ
イ

ド
は

、
内

部
溢

水
影
響

評
価
の
妥

当
性
を

審
査
官

が
判

断
す
る
際

に
,
参

考
と

す
る

も
の

で
あ

る
。

 

本
評
価
ガ

イ
ド

で
対

象
と

す
る

溢
水

源
は

,発
電
所
内

に
設
置
さ

れ
る
機

器
の
破

損

及
び
消
火

系
統

等
の

作
動

に
よ

り
発

生
す

る
も
の

と
す
る

。
 

こ
こ
で
い

う
「

発
電

所
内

に
設

置
さ

れ
る

機
器
」

と
は

,発
電
所

内
に
設

置
さ
れ

る

発
電
設
備

及
び

そ
の

関
連

設
備

の
こ

と
を

い
い

,こ
の

中
に
は

,建
屋
内
に

収
納
さ

れ

る
原
子
炉
・
タ

ー
ビ

ン
及

び
そ

の
附
属

設
備

,
並
び
に

建
屋
外
に

設
置
さ

れ
る
屋

外
タ

ン
ク
・
海

水
ポ

ン
プ

及
び

そ
の

周
辺

設
備

が
あ
る

。
 

 

ま
た
,
妨
害

破
壊

行
為

等
の

想
定

で
き

な
い

意
図

的
な
活

動
に
よ

る
放
水

や
漏
水

に

よ
る
溢
水

に
つ

い
て

は
評

価
の

対
象

外
と

す
る
。

 

  

１
．
２

 適
用

範
囲

 

本
評
価
ガ

イ
ド

は
、

実
用

発
電

用
原

子
炉

及
び
そ

の
附
属

施
設
に

適
用
す

る
。

 

１
．
３

 関
連

法
規

 

（
略
）

 

１
．
４

 用
語

の
定

義
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
溢

水
影
響

評
価
ガ

イ
ド

 
島

根
2
号

炉
に

お
け

る
評

価
 

（
略
）

 

２
．
原
子

炉
施

設
の

溢
水

評
価

 

２
．
１

 溢
水

源
及

び
溢

水
量

の
想

定
 

溢
水
源
と

し
て

は
、

発
生

要
因

別
に

分
類

し
た
以

下
の
溢

水
を
想

定
す
る

。
 

（
１
）

 溢
水

の
影

響
を

評
価

す
る

た
め

に
想
定

す
る
機

器
の
破

損
等
に

よ
り
生

じ

る
溢

水
 

（
２
）

 発
電

所
内

で
生

じ
る

異
常

状
態

（
火
災

を
含
む

）
の
拡

大
防
止

の
た
め

に

設
置

さ
れ

る
系

統
か

ら
の

放
水

に
よ
る
溢

水
 

（
３
）

 地
震

に
起

因
す

る
機

器
の

破
損

等
に
よ

り
生
じ

る
溢
水

 

 こ
こ
で
、

上
記

（
１

）
、

（
２

）
の

溢
水

源
の
想

定
に
あ

た
っ
て

は
,
一
系
統

に
お

け
る
単
一

の
機

器
の

破
損

と
し

,
他

の
系

統
及

び
機
器

は
健
全
な

も
の
と

仮
定
す

る
。

ま
た
,
一
系
統

に
て

多
重

性
又

は
多

様
性

を
有
す

る
機
器

が
あ
る

場
合
に

お
い
て

も
,

そ
の
う
ち

単
一

の
機

器
が

破
損

す
る

と
仮

定
す
る

。
 

ユ
ニ
ッ
ト

間
で

共
用

す
る

建
屋

及
び

一
体

構
造
の

建
屋
に

設
置
さ

れ
る

機
器
に
あ

っ
て
は

,共
用

,非
共

用
機

器
に

係
わ

ら
ず

そ
の
建

屋
内
で

単
一
の

溢
水
源

を
想
定

し
,建

屋
全

体
の

溢
水

経
路

を
考

慮
す

る
。

 

な
お
,
上
記
（

３
）
の

地
震

に
起

因
す

る
溢

水
量
の

想
定
に

お
い
て

,基
準
津
波

に
よ

っ
て
,
取
水
路

,排
水

路
等

の
経

路
か

ら
安

全
機
能

を
有
す

る
設
備

周
辺
へ

の
浸
水

が

生
じ
る
場

合
,
又

は
地

震
時

の
排

水
ポ

ン
プ

の
停

止
に
よ

っ
て
原

子
炉
施

設
内
へ

の

地
下
水
の

浸
入

が
生

じ
る

場
合

に
は

,
そ

の
浸

水
量
を

加
味
す
る

こ
と
。

 

 

 ■
原
子
炉

施
設
の

溢
水
評

価
 

□
溢
水
源

の
想
定

 

ガ
イ
ド
に

従
い
，
下
記
（

１
）
～

（
３

）
の

溢
水

を
想

定
し

て
評

価
し

て
い

る
。
 

（
１

）
 
溢

水
の

影
響

を
評

価
す

る
た

め
に

想
定

す
る

機
器

の
破

損
等

に
よ

り
生

じ
る
溢
水

 

（
２

）
 
発

電
所

内
で

生
じ

る
異

常
状

態
（

火
災

を
含

む
）

の
拡

大
防

止
の

た
め

に
設
置
さ

れ
る

系
統

か
ら

の
放

水
に

よ
る

溢
水

 

（
３
）

 地
震

に
起
因

す
る

機
器

の
破

損
等

に
よ

り
生

じ
る

溢
水

 

 

上
記

（
１

）
の

溢
水

源
の

想
定

に
あ

た
っ

て
は

一
系

統
に

お
け

る
単

一
の

機
器

の
破
損
を

，（
２

）
の
想

定
に

あ
た

っ
て

は
単

一
箇

所
で

の
放

水
を

想
定

し
，
他

の

系
統
及
び

機
器
は

健
全
な

も
の

と
し

て
い

る
。

 

ユ
ニ

ッ
ト

間
で

共
用

す
る

建
物

に
設

置
さ

れ
る

機
器

に
あ

っ
て

は
，

共
用

，
非

共
用

に
係

わ
ら

ず
そ

の
建

物
内

で
単

一
の

溢
水

源
を

想
定

し
，

建
物

全
体

の
溢

水

経
路
を
考

慮
し
て

い
る
。

 

 上
記
（
３

）
の
地

震
に

起
因

す
る

溢
水

量
の

想
定

に
お

い
て

は
，

溢
水

防
護

対

象
設
備
を

内
包
す

る
建

物
及

び
区

域
は

，
耐

津
波

設
計

に
お

い
て

浸
水

防
護

重
点

化
範
囲
と

設
定
し

，
基
準

津
波

の
流

入
防

止
及

び
地

下
水

等
の

浸
水

防
止

対
策

を

施
す
こ
と

か
ら
，

こ
れ
ら

の
浸

水
量

は
考

慮
し

て
い

な
い

。
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
溢

水
影
響

評
価
ガ

イ
ド

 
島

根
2
号

炉
に

お
け

る
評

価
 

２
．
１

．
１

 溢
水

の
影

響
を

評
価

す
る

た
め

に
想

定
す
る

機
器
の

破
損
等

に
よ
り

生

じ
る

溢
水

 

 

破
損
を
想

定
す

る
機

器
は

,配
管
（
容

器
の

一
部
で
あ

っ
て

,配
管

形
状
の

も
の
を

含

む
。
）
と

す
る

。
配

管
の

破
損

は
,内

包
す

る
流
体
の

エ
ネ
ル
ギ

ー
に
応

じ
て
①

高
エ

ネ
ル
ギ
ー

配
管

及
び

②
低

エ
ネ

ル
ギ

ー
配

管
の

２
種
類
に

分
類
し

,破
損
を
想

定
す

る
。
分
類

に
あ

た
っ

て
は

,付
録

Ａ
に

よ
る

こ
と

。
（
解

説
－
２

．
１
．

１
－
１

）
 

 破
損
を
想

定
す

る
位

置
は

,安
全

機
能

へ
の
影
響

が
最
も

大
き
く

な
る
位

置
で
漏

水

が
生
じ
る

も
の

と
す

る
。

 

た
だ
し

,配
管

の
高

さ
や

引
き

回
し

等
の

関
係

か
ら
保
有

水
量
の

流
出
範

囲
が
明

確

に
示
せ
る

場
合

は
,そ

の
範

囲
の

保
有

水
量

を
放

出
す
る

も
の
と

し
て
溢

水
量
を

算

出
で
き
る

。
（
流

体
を

内
包

す
る

配
管

の
破
損
に

よ
る
溢

水
の
詳

細
評
価

に
つ
い

て

は
附
属
書

Ａ
を

参
照

の
こ

と
。

）
 

溢
水
量
は

,以
下

を
考

慮
し

て
破

損
を

想
定

す
る

系
統
が

漏
え
い

す
る
も

の
と
し

て

求
め
る
。

 

・
高
エ
ネ

ル
ギ

ー
配

管
に

つ
い

て
は

,
完

全
全

周
破
断

 

・
低
エ
ネ

ル
ギ

ー
配

管
に

つ
い

て
は

,
配

管
内

径
の

1/
2
 の

長
さ

と
配
管

肉
厚
の

1
/
2
 の

幅
を

有
す

る
貫

通
ク

ラ
ッ

ク
（
以

下
,
「
貫
通

ク
ラ
ッ
ク

」
と
い

う
。

）

（
解
説
－

２
．

１
．

１
－

２
）

 

な
お
,
循
環

水
管

の
破

損
は

,過
去

の
事

例
等

を
考

慮
し
て

伸
縮
継

手
部
に

設
定
す

る
こ
と
。

（
解

説
－

２
．

１
．

１
－

３
）

 

○
溢
水
の

影
響
を

評
価
す

る
た

め
に

想
定

す
る

機
器

の
破

損
等

に
よ

り
生

じ
る

溢
 

 
水
 

 

破
損

を
想

定
す

る
機

器
は

配
管

と
し

，
破

損
形

態
は

内
包

流
体

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
応
じ
て

以
下
の

と
お
り

と
し

て
い

る
。

 

・
高
エ
ネ

ル
ギ
ー

配
管

：
完

全
全

周
破

断
 

・
低

エ
ネ
ル

ギ
ー
配

管
：
配

管
内

径
の

1/
2
 の

長
さ

と
配

管
肉

厚
の

1
/
2 

の
幅

を
有
す
る

貫
通
ク

ラ
ッ

ク
 

破
損

を
想

定
す

る
位

置
は

，
安

全
機

能
へ

の
影

響
が

最
も

大
き

く
な

る
位

置
で

漏
水

が
生

じ
る

も
の

と
し

て
い

る
。

具
体

的
に

は
，

溢
水

源
と

な
り

う
る

系
統

の

配
管

が
敷

設
さ

れ
る

全
て

の
区

画
を

溢
水

の
起

点
と

し
，

各
区

画
に

お
い

て
最

大

の
溢

水
水

位
を

与
え

る
系

統
の

破
損

を
想

定
し

て
い

る
。

循
環

水
系

配
管

に
つ

い

て
は
伸
縮

継
手
部

の
破
損

を
想

定
し

て
い

る
。
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
溢

水
影
響

評
価
ガ

イ
ド

 
島

根
2
号

炉
に

お
け

る
評

価
 

 
た
だ
し

,漏
え

い
を

検
出

す
る

機
能

が
設

置
さ

れ
,
自
動
又
は

手
動
操

作
に
よ

っ

て
,漏

え
い

を
停

止
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

場
合

は
,
こ
の
機
能

を
考
慮

す
る
こ

と
が

で
き
る
。

 

ま
た
,
漏

え
い

停
止

機
能

を
期

待
す

る
場

合
は

,停
止

ま
で
の
適

切
な
時

間
を
考

慮

し
て
溢
水

量
を

求
め

る
こ

と
が
で

き
る

。
（

付
録

Ｂ
参
照

）
 

漏
え
い
停

止
を

運
転

員
等

の
手

動
操

作
に

期
待
す

る
場
合

に
あ
た

っ
て
は

,保
安

規
定
又
は

そ
の

下
位

規
定

に
そ

の
手

順
が

明
確
に

さ
れ
て

い
る
こ

と
。

 

 

解
説
－
２

．
１

．
１

－
１

 流
体

を
内

包
す

る
容

器
の
破

損
に
よ

る
漏
水

に
つ
い

て
 

容
器

の
破

損
に

よ
る

溢
水

に
つ

い
て

は
，

接
続

さ
れ

る
配

管
の
破

損
に

よ
る
溢

水

の
評
価
に

代
表

す
る

。
 

解
説
－
２

．
１

．
１

－
２

 低
エ

ネ
ル

ギ
ー

配
管

に
想
定

す
る
貫

通
ク
ラ

ッ
ク

 

本
評
価
ガ

イ
ド

で
は

，
低

エ
ネ

ル
ギ

ー
配

管
に
つ

い
て
貫

通
ク
ラ

ッ
ク
を

想
定
す

る
こ
と
を

原
則

と
し

て
い

る
。
こ

れ
は

，
低
エ

ネ
ル

ギ
ー
配

管
に

つ
い
て

は
，
配
管

に
破

損
が

生
じ

た
と

し
て

も
，

低
温

低
圧

で
使

用
さ

れ
る

た
め

配
管

応
力

は
小

さ

く
，
ま

た
，
負

荷
変

動
の

少
な

い
運

転
形

態
の
た

め
応
力

の
変
動

も
少
な

く
疲
労

に

よ
る

き
裂

の
進

展
は

小
さ

い
こ

と
か

ら
，

(1
/
2)
D
×

(1
/
2)
t
 ク

ラ
ッ

ク
を
想

定
す

れ
ば
保
守

的
な

評
価

と
な

る
と

い
う

考
え

方
に
基

づ
い
て

い
る
。

こ
の
考

え
方
は

，

米
国
Ｎ
Ｒ

Ｃ
の

BT
P
 3

-
4 

を
参

考
と

し
て

い
る
。

 

ま
た
，
低
エ

ネ
ル

ギ
ー

配
管

に
想

定
す

る
貫
通
ク

ラ
ッ
ク

の
計
算

に
用
い

る
配
管

径

は
，
内
径

と
し

て
い

る
。

 

こ
れ
は

，
技

術
基

準
第

４
０

条
（

廃
棄

物
貯
蔵

設
備

等
）
の
解
釈

４
に
お

い
て
廃

ま
た

，
溢

水
量

は
，

溢
水

の
検

知
に

よ
る

隔
離

（
自

動
隔

離
及

び
手

動
隔

離
）

を
考
慮
し

，
漏
え

い
停
止

ま
で

の
時

間
を

考
慮

し
て

算
定

し
て

い
る

。
 

 

な
お

，
運

転
員

の
手

動
操

作
に

よ
る

漏
え

い
停

止
（

発
生

箇
所

の
隔

離
）

に
つ

い
て
は
，

Q
MS

文
書

を
制
定

し
て

い
る

。
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
溢

水
影
響

評
価
ガ

イ
ド

 
島

根
2
号

炉
に

お
け

る
評

価
 

棄
物

貯
蔵

設
備

に
設

置
す

る
堰

の
高

さ
を

求
め

る
計

算
に

お
い

て
内

径
寸

法
を

基

準
と
し
て

い
る

こ
と

，
ま

た
，
米

国
の

配
管
破
損

の
想
定

に
お
い

て
も
内

径
を
使

用

し
て
貫
通

ク
ラ

ッ
ク

の
計

算
を

行
っ

て
い

る
こ
と

か
ら

，
こ
れ
ら

と
の
整

合
を
図

っ

た
も
の
で

あ
る

。
 

解
説
－
２

．
１

．
１

－
３

 「
過

去
の

事
例
等
」

 

米
国
に
お

い
て

は
，
循

環
水

系
の

弁
急

閉
に
よ
る

ウ
ォ
ー

タ
ー
ハ

ン
マ
ー

事
象
に

よ
り
伸
縮

継
手

部
か

ら
大

漏
え

い
が

発
生

し
た
事

例
が
あ

る
が
，
国
内

に
お
い

て
大

漏
え
い
は

発
生

し
て

い
な

い
。

 

こ
の
た
め

，
循

環
水

管
の

伸
縮

継
手

部
の

破
損
想

定
に
あ

た
っ
て

は
，
循
環
水

系

バ
タ
フ
ラ

イ
弁

急
閉

防
止

対
策

等
の

適
切

な
対
策

が
採
ら

れ
て
い

れ
ば

，
破
損

形
状

は
低
エ
ネ

ル
ギ

ー
配

管
と

同
様

貫
通

ク
ラ

ッ
ク
を

想
定
す

る
こ
と

が
で
き

る
。

 

 ２
．
１
．
２

 発
電

所
内

で
生

じ
る

異
常

状
態
（
火

災
を
含

む
）
の

拡
大
防

止
の
た

め

に
設

置
さ

れ
る

設
備

か
ら

の
放

水
に
よ
る

溢
水

 

（
１
）

 火
災

時
に

考
慮

す
る

消
火

水
系

統
か
ら

の
放
水

に
よ
る

溢
水

 

a
.
 火

災
検

知
に

よ
り

自
動

作
動

す
る

ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー

か
ら
の

放
水

 

溢
水

防
護

区
画

に
自

動
作

動
す

る
ス

プ
リ

ン
ク
ラ

ー
が
設

置
さ
れ

る
場
合

は
，

そ
の
作

動
（

誤
作

動
を

含
む

）
に

よ
る

放
水
を
想

定
す
る

。
 

ま
た

，
溢

水
防

護
区

画
に

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
が
設

置
さ
れ

て
い
な

い
場
合

で
あ

っ
て

も
，

溢
水

防
護

区
画

外
の

ス
プ

リ
ン

ク
ラ
ー

の
作

動
に
よ
っ

て
，

溢
水

防
護

区
画

に
消

火
水

が
流

入
す

る
可

能
性

が
あ

る
場
合

は
，

そ
の
作
動

に
よ
る

溢
水
を

考
慮
す

る
。
溢

水
量

は
，
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー
の
作

動
時
間

を
考
慮

し
て
算

出
す
る

。

            

○
発

電
所

内
で

生
じ

る
異

常
状

態
（

火
災

を
含

む
）

の
拡

大
防

止
の

た
め

に
設

置

さ
れ
る
設

備
か
ら

の
放

水
に

よ
る

溢
水

 

・
火
災
時

に
考
慮

す
る

消
火

水
系

統
か

ら
の

放
水

に
よ

る
溢

水
 

-
 
火
災
検

知
に
よ

り
自

動
作

動
す

る
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

か
ら

の
放

水
 

島
根
原
子

力
発
電

所
2
号

炉
で

は
，

火
災

検
知

に
よ

り
自

動
作

動
す

る
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

は
設

置
さ

れ
て

い
な

い
た

め
，

こ
れ

に
よ

る
放

水
は

想
定

し

て
い
な
い

。
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
溢

水
影
響

評
価
ガ

イ
ド

 
島

根
2
号

炉
に

お
け

る
評

価
 

な
お

，
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

の
作

動
に

よ
る

溢
水
は

，
複

数
区
画
で

の
同
時

放
水
が

想
定
さ

れ
る

場
合

に
は

，
そ

の
す

べ
て

の
区
画
で

の
放
水

を
想
定

す
る
。

 

 

b
.
 建

屋
内

の
消

火
活

動
の

た
め

に
設

置
さ

れ
る

消
火
栓

か
ら
の

放
水

 

溢
水

防
護

区
画

で
の

火
災

発
生

時
に

，
消

火
栓
に

よ
る
消

火
活
動

が
想
定

さ
れ

る
場
合

に
つ

い
て

は
，

消
火

活
動

に
と

も
な
う
放

水
を
想

定
す
る

。
 

ま
た

，
溢

水
防

護
区

画
で

消
火

活
動

が
想

定
さ
れ

て
い
な

い
場
合

で
あ
っ

て
も

，

溢
水

防
護

区
画

外
の

消
火

活
動

に
よ

っ
て

影
響
を

受
け

る
場
合
は

，
そ
の

放
水
に

よ
る
溢

水
を

考
慮

す
る

。
 

溢
水

量
は

，
消

火
栓

に
よ

る
消

火
活

動
が

連
続
し

て
実
施

さ
れ
る

こ
と
を

見
込

み
算
出

す
る

。
（

解
説

－
２

．
１

．
２

－
１
）

 

た
だ

し
，

火
災

源
が

小
さ

い
場

合
は

，
火

災
荷
重

に
基
づ

く
等
価

時
間
に

よ
り

算
出
す

る
こ

と
が

で
き

る
。（

解
説

－
２

．
１
．

２
－
１

）
 

な
お

，
当

該
区

画
に

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
が

設
置
さ

れ
，
ス

プ
リ
ン

ク
ラ
ー

装
置

の
作

動
に

よ
る

溢
水

が
あ

る
場

合
は

，
ス

プ
リ
ン

ク
ラ

ー
か
ら
の

放
水
量

を
溢
水

量
と

す
る

。
そ

れ
以

外
の

場
所

に
お

い
て

は
，
消

火
栓

か
ら
の
放

水
量
を

溢
水
量

と
す
る

。
 

 

解
説
―
２

．
１

．
２

－
１

 「
消

火
栓

か
ら

の
溢

水
量
」

算
出

の
例
 

消
火

栓
か

ら
の

溢
水

量
の

算
出

に
あ

た
っ

て
は
，

原
子
力

発
電
所

の
火
災

防
護

指
針

（
JE
A
G4
6
07

-
20
1
0
）

の
解

説
-
4-

9
「

耐
火

壁
」
に

は
2 
時

間
の

耐
火

性
能

と
記
載

さ
れ

て
い

る
が

，「
実

用
発

電
用

原
子
炉
及

び
そ
の

附
属
施

設
の
火

災
防
護

  

 

-
 
建
物

内
の
消
火

活
動

の
た

め
に

設
置

さ
れ

る
消

火
栓

か
ら

の
放

水
 

火
災

発
生

時
に

消
火

栓
に

よ
る

消
火

活
動

が
想

定
さ

れ
る

区
画

に
お

け
る

放
水
を
想

定
し
て

い
る

。
 

な
お

，
放

水
箇

所
を

起
点

と
し

た
溢

水
の

伝
播

に
つ

い
て

も
考

慮
し

た
評

価
を
実
施

し
て
い

る
。

 

 放
水

量
は

，
消

火
活

動
を

連
続

し
て

行
う

こ
と

を
前

提
と

し
，

消
火

栓
か

ら
の
原
則

３
時
間

の
放

水
を

想
定

し
て

い
る

。
 

た
だ
し
，

火
災
源

が
小

さ
い

場
合

に
お

い
て

は
，

そ
の

可
燃

性
物

質
の

量

及
び
等
価

火
災
時

間
を

考
慮

し
た

消
火

活
動

に
伴

う
放

水
に

よ
り

想
定

さ
れ

る
溢
水
量

を
想
定

す
る

。
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
溢

水
影
響

評
価
ガ

イ
ド

 
島

根
2
号

炉
に

お
け

る
評

価
 

に
係
る

審
査

基
準

」
に

規
定

す
る

３
時

間
の
耐
火

性
能
を

基
本
と

す
る
こ

と
と
し

，

消
火

装
置

が
作

動
す

る
時

間
を

保
守

的
に

3 
時

間
と

想
定

し
て

溢
水

量
を

算
出

す
る

。
火

災
源

が
小

さ
い

場
合

は
，

日
本

電
気
協

会
電

気
技
術
指

針
「
原

子
力
発

電
所
の

火
災

防
護

指
針
（

J
EA
G
46
0
7
-2
0
10

）」
解
説
－

4－
9
(1
)の

規
定
に

よ
る
「

火

災
荷

重
」

及
び

「
等

価
時

間
」

で
算

出
す

る
こ
と

が
で

き
る
。
ま

た
，
ま

た
，
水

を
使

用
し

な
い

消
火

手
段

を
組

み
合

わ
せ

て
い
る

場
合

に
は
，
そ

れ
を
考

慮
し
て

消
火
栓

か
ら

の
溢

水
量

を
算

定
し

て
良

い
。

 

 

（
２

）
 
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
配

管
破

損
と

ス
プ

リ
ン
ク

ラ
ー
か

ら
の

放
水

が
同

時
に
発

生
す

る
溢

水
 

溢
水

防
護

区
画

に
自

動
作

動
す

る
ス

プ
リ

ン
ク
ラ

ー
と
高

エ
ネ
ル

ギ
ー
配

管
が

存
在

す
る

場
合

に
つ

い
て

は
，

火
災

を
検

知
し
て

作
動

す
る
ス
プ

リ
ン
ク

ラ
ー
か

ら
の

放
水

と
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
配

管
破

損
に

よ
る
溢

水
を

合
わ
せ
て

想
定
す

る
。
な

お
，

火
災

の
検

知
シ

ス
テ

ム
及

び
ス

プ
リ

ン
ク
ラ

ー
の

作
動
方
式

か
ら
，

高
エ
ネ

ル
ギ

ー
配

管
の

破
損

に
よ

っ
て

も
ス

プ
リ

ン
ク
ラ

ー
が

作
動
し
な

い
こ
と

の
根
拠

と
妥

当
性

が
示

さ
れ

る
場

合
は

，
高

エ
ネ

ル
ギ
ー

配
管

破
断
と
ス

プ
リ
ン

ク
ラ
ー

か
ら
の

放
水

に
よ

る
溢

水
を

合
わ

せ
て

想
定
し
な

い
と
し

て
も
良

い
。

 

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
の

作
動

に
よ

る
溢

水
量

は
，
項
目

(1
)に

従
い

算
出
す

る
。
ま

た
，
高
エ

ネ
ル

ギ
ー

配
管

か
ら

の
溢

水
量

は
，
項
目
２

.１
.１

に
従
い
算

出
す
る

。 

 

（
３
）
原

子
炉

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

系
統

か
ら
の

放
水
に

よ
る
溢

水
 

原
子

炉
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
系

統
が

機
器

の
動
作

等
(誤

作
動
も

含
む

)に
よ
り

        

・
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
配

管
破

損
と

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

か
ら

の
放

水
が

同
時

に
発

生
す

る
溢
水

 

島
根
原
子

力
発
電

所
2
号

炉
に

は
溢

水
防

護
対

象
設

備
が

設
置

さ
れ

て
い

る

区
画

に
は

，
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
は

設
置

し
な

い
設

計
と

し
，

溢
水

防
護

対
象

設
備

が
設

置
さ

れ
て

い
る

区
画

外
の

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

に
対

し
て

は
，

そ
の

作
動

に
よ

る
溢

水
の

流
入

に
よ

り
，

溢
水

防
護

対
象

設
備

が
安

全
機

能
を

損
な

わ
な

い
設

計
と
す
る

こ
と
か

ら
溢

水
源

と
し

て
想

定
し

な
い

。
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放
出
さ

れ
る

ス
プ

レ
イ

水
を

想
定

す
る

。
 

溢
水

量
は

，
全

て
の

原
子

炉
格

納
容

器
ス

プ
レ
イ

ポ
ン
プ

が
作
動

し
定
格

の
ス

プ
レ

イ
流

量
が

放
出

さ
れ

，
運

転
員

が
ポ

ン
プ
停

止
操

作
を

完
了

す
る
ま

で
の
時

間
に
放

出
さ

れ
る

量
と

す
る

。
 

た
だ

し
，

誤
作

動
に

対
し

て
は

，
原

子
炉

格
納
容

器
ス
プ

レ
イ
系

統
に
お

い
て

誤
作

動
が

発
生

し
な

い
よ

う
に

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ
ク

等
の

対
策
が
講

じ
ら
れ

て
い
れ

ば
，
ス

プ
レ

イ
水

に
よ

る
溢

水
を

考
慮

し
な
い
こ

と
が
で

き
る
。

 

  

２
．
１
．

３
 
地

震
に

起
因

す
る

機
器

の
破

損
等

に
よ
り

生
じ
る

溢
水

 

（
１
）
発

電
所

内
に

設
置

さ
れ

た
機

器
の

破
損
に

よ
る
漏

水
 

流
体

を
内

包
す

る
機

器
（

配
管

，
容

器
）

の
う
ち

，
基
準

地
震
動

に
よ
る

地
震

力
に
よ

っ
て

破
損

が
生

じ
る

と
さ

れ
る

機
器
に
つ

い
て
，

破
損
を

想
定
す

る
。

 

基
準

地
震

動
に

よ
っ

て
破

損
し

漏
水

が
生

じ
る
機

器
と
は

，
基
準

地
震
動

及
び

耐
震
設

計
方

針
に

係
る

審
査

ガ
イ

ド
に

お
い
て
，
耐
震
設

計
上
の

重
要
度

分
類

B，

C
 
ク
ラ

ス
に

分
類

さ
れ

る
機

器
（

以
下

，「
B
，
C
 ク

ラ
ス
機

器
」
と
い

う
。
）
と

す

る
。
 

た
だ

し
，
B，

C 
ク

ラ
ス

機
器

で
あ

っ
て
も
，
基
準
地

震
動
に

よ
る

地
震
力

に
対

し
て

耐
震

性
が

確
保

さ
れ

る
も

の
に

つ
い

て
は
，

漏
水

を
考
慮
し

な
い
こ

と
が
で

き
る
。
（

解
説

―
２

．
１

．
３

－
１

）
 

漏
水

が
生

じ
る

と
し

た
機

器
の

う
ち

，
防

護
対
象

設
備
へ

の
溢
水

の
影
響

が
最

も
大
き

く
な

る
位

置
で

漏
水

が
生

じ
る

も
の
と
す

る
。

 

・
残
留
熱

除
去
系

（
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

）
か

ら
の

放
水

に
よ

る
溢

水
 

格
納

容
器

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
重

要
な

安
全

機
能

を
有

す
る

設
備

は
，

残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器

冷
却

モ
ー

ド
）

の
作

動
が

要
求

さ
れ

る
事

故
時

の
環

境
を

考
慮

し
た

設
計

が
な

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

，
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器

冷
却

モ
ー

ド
）

は
，

単
一

故
障

に
よ

る
誤

作
動

が
発

生
し

な
い

よ
う

設
計

上
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

，
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器

冷
却

モ
ー

ド
）

か
ら

の
放

水
に

よ
る

溢
水

の
影

響
は

な
い

も
の

と
評

価
で

き
る

た
め
，
こ

れ
に
よ

る
溢

水
は

想
定

し
て

い
な

い
。

 

  

○
地
震
に

起
因
す

る
機
器

の
破

損
等

に
よ

り
生

じ
る

溢
水

 

・
発
電
所

内
に
設

置
さ

れ
た

機
器

の
破

損
に

よ
る

漏
水

 

流
体
を
内

包
す
る

機
器
（

配
管

，
容

器
）
の

う
ち

，
基

準
地

震
動

S
s 

に
対

す

る
耐
震
性

を
確
認

し
て

い
な

い
耐

震
B
，
C
 ク

ラ
ス

の
機

器
の

破
損

を
想

定
し

て

い
る

（
地

震
に

よ
る

損
傷

モ
ー

ド
を

考
慮

し
た

評
価

を
行

い
，

溢
水

源
と

な
る

耐
震

B
，

C
 ク

ラ
ス
の

機
器

を
選

定
）
。

 

破
損

を
想

定
す

る
位

置
は

，
溢

水
防

護
対

象
設

備
へ

の
溢

水
の

影
響

が
最

も

大
き
く
な

る
よ
う

設
定

し
て

い
る

。
 

具
体

的
に

は
，

溢
水

源
と

な
り

う
る

系
統

の
配

管
が

敷
設

さ
れ

る
全

て
の

区

画
を

溢
水

の
起

点
と

し
，

各
区

画
に

お
い

て
全

て
の

溢
水

源
の

破
損

を
想

定
し

て
い
る
。
循
環
水

系
配

管
に

つ
い

て
は

伸
縮

継
手

部
の

破
損

を
想

定
し

て
い

る
。
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溢
水

量
は

，
以

下
を

考
慮

し
て

求
め

る
。

 

①
 配

管
の

場
合

は
，
完

全
全

周
破

断
と
し

，
系
統

の
全
保

有
水
量

が
漏
え

い
す

る
も

の
と

す
る

。
な

お
，

配
管

の
高
さ

や
引

き
回

し
等

の
関

係
か

ら
保

有
水

量
の

流
出

範
囲

が
明

確
に

示
せ

る
場
合

は
，

そ
の

範
囲

の
保

有
水

量
を

放
出

す
る

も
の

と
し

て
溢

水
量

を
算

出
で

き
る

。
 

た
だ
し

，
循

環
水

管
に

破
損

を
想

定
す

る
場
合
は

，
循
環

水
管
の

構
造
強

度
を

考
慮
し

て
，
伸

縮
継

手
部

が
全

円
周

状
に

破
損
す

る
と
し

て
溢
水

量
を
求

め
る

こ
と
が

で
き

る
。

 

②
 容

器
の

場
合

は
，

容
器

内
保

有
水

の
全
量
流

出
を
想

定
す
る

。
 

③
 漏

え
い

を
検

出
す

る
機

能
が

設
置
さ

れ
，
自

動
又
は

手
動
操

作
に
よ

っ
て
，

漏
え

い
を

停
止

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
場

合
は
，
こ
の
機

能
を
考

慮
す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

漏
え
い

停
止

機
能

に
期

待
す

る
場

合
は
，
停
止
ま

で
の
適

切
な
時

間
を
考

慮
し

て
溢
水

量
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
（

付
録
Ｂ

参
照

）。
た
だ
し

，
地

震
時
に

お
い
て

漏
え

い
を

自
動

で
停

止
さ

せ
る
場

合
に
は

，
自
動

で
作
動

す
る
機

器
，

信
号

な
ど

が
地

震
時

に
お

い
て

も
機

能
喪

失
し

な
い

こ
と

が
示

さ
れ

て
い

な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
ま

た
，
手

動
で

停
止

さ
せ
る

場
合
に

は
，
停

止
ま
で

の
操

作
時

間
が

地
震

時
に

お
い

て
も

妥
当

で
あ

る
こ

と
が

示
さ

れ
て

い
な

け
れ

ば

な
ら
な

い
。

 

漏
え

い
停

止
を

運
転

員
等

の
手

動
操

作
に

期
待

す
る

場
合

に
あ
た

っ
て
は
，

保
安

規
定

又
は

そ
の

下
位

規
定

に
そ

の
手

順
が

明
確

に
さ

れ
て

い
な

け
れ

ば

な
ら
な

い
。

 

  溢
水
量
は

，
以
下

を
考

慮
し

て
算

出
し

て
い

る
。

 

・
配

管
は

完
全

全
周

破
断

と
し

，
破

断
位

置
（

エ
レ

ベ
ー

シ
ョ

ン
）

以
上

の
当

該
系

統
の

機
器

（
配

管
，

容
器

）
の

保
有

水
が

全
量

漏
え

い
す

る
も

の
と

想

定
 

・
循

環
水

系
配

管
に

つ
い

て
は

，
伸

縮
継

手
部

が
全

円
周

状
に

破
損

す
る

も
の

と
想
定

 

・
漏

え
い

検
知

に
よ

る
自

動
隔

離
機

能
を

有
す

る
場

合
を

除
き

，
隔

離
に

よ
る

漏
え
い
の

停
止
は

期
待

し
て

い
な

い
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解
説
―

２
．

１
．

３
－

１
 
「

B，
C
 ク

ラ
ス

機
器

で
あ

っ
て

も
，

基
準

地
震

動

に
よ
る

地
震

力
に

対
し

て
耐

震
性

が
確

保
さ

れ
る

も
の

」
に

つ
い

て
基

準
地

震

動
に
よ

る
地

震
力

に
対

し
て

耐
震

性
が

確
保

さ
れ

る
も

の
と

は
，

製
作

上
の

裕

度
等
を

考
慮

す
る

こ
と

に
よ

り
，

基
準

地
震

動
に

よ
る

地
震

力
に

対
し

て
耐

震

性
を
有

す
る

と
評

価
で

き
る

も
の

を
い
う

。
 

 

（
２
）
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
の

ス
ロ

ッ
シ
ン

グ
に
よ

る
溢
水

 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

水
が

基
準

地
震

動
に
よ

る
地
震

力
に
よ

っ
て
生

じ
る

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

に
よ

っ
て

プ
ー

ル
外

へ
漏

水
す
る

可
能

性
が
あ
る

場
合
は

，
溢
水

源
と
し

て
想

定
す

る
。

 

 

２
．
２

 溢
水

影
響

評
価

 

２
．
２
．

１
 
安

全
設

備
に

対
す

る
溢

水
影

響
評

価
 

溢
水
に

対
す

る
原

子
炉

施
設

の
安

全
確
保

の
考
え

方
は

，
以
下
の

と
お
り

と
す

る
。
 

 

溢
水

の
影

響
評

価
に

あ
た

っ
て

は
，

発
電

所
内

で
発

生
し

た
溢
水

に
対
し

て
，

重
要
度

の
特

に
高

い
安

全
機

能
を

有
す
る

系
統
が

，
そ

の
安
全
機

能
を
失

わ
な
い

こ
と
（

多
重

性
又

は
多

様
性

を
有

す
る

系
統
が
同

時
に
そ

の
機
能

を
失
わ

な
い
こ

と
）
を

確
認

す
る

。
 

溢
水

に
よ

り
原

子
炉

に
外

乱
が

及
び

，
か
つ
，
安
全
保

護
系
，
原

子
炉
停

止
系

の
作
動
を

要
求

さ
れ

る
場

合
に

は
，
そ

の
影
響
（
溢

水
）
を

考
慮

し
，
安
全
評

価

      

・
燃
料
プ

ー
ル
の

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

に
よ

る
溢

水
 

基
準
地
震
動

S
s 

に
よ

る
地

震
力

に
よ

っ
て

生
じ

る
燃

料
プ

ー
ル

水
の

ス
ロ

ッ

シ
ン
グ
に

よ
る
漏

水
量

を
考

慮
し

て
い

る
。

 

  □
溢
水
影

響
評
価

 

○
安
全
設

備
に
対

す
る
溢

水
影

響
評

価
 

溢
水
影
響

評
価
に

あ
た

っ
て

は
，
以

下
の

考
え

方
に

よ
る

判
定

を
行

っ
て

い
る

。
 

原
子

炉
施

設
内

で
の

溢
水

事
象

を
想

定
し

，
重

要
度

の
特

に
高

い
安

全
機

能
を

有
す

る
系

統
が

，
そ

の
安

全
機

能
を

失
わ

な
い

こ
と

（
多

重
性

ま
た

は
多

様
性

を

有
す
る
系

統
が
同

時
に
そ

の
機

能
を

失
わ

な
い

こ
と

）
。

 

ま
た

，
内

部
溢

水
に

よ
り

原
子

炉
に

外
乱

が
及

び
，

か
つ

，
安

全
保

護
系

，
原

子
炉

停
止

系
の

作
動

を
要

求
さ

れ
る

場
合

に
は

，
そ

の
影

響
（

溢
水

）
を

考
慮

し

て
安
全
解

析
を
行

う
。

 

な
お

，
中

央
制

御
室

に
つ

い
て

は
溢

水
防

護
区

画
と

し
て

溢
水

の
影

響
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

，
ま

た
現

場
操

作
に

関
し

て
も

，
溢

水
の

影
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指
針
に
基

づ
き

安
全

解
析

を
行

う
必

要
が

あ
る
。

 

 ま
た

，
中

央
制

御
室

及
び

現
場

操
作

が
必

要
な
設

備
に
つ

い
て
は

，
溢

水
の
影

響
に
よ

り
接

近
の

可
能

性
が

失
わ

れ
な

い
こ
と
も

評
価
対

象
と
す

る
。

 

 

２
．
２
．

２
 
溢

水
か

ら
防

護
す

べ
き

対
象

設
備

 

２
．

１
項

の
溢

水
源

及
び

溢
水

量
の

想
定

に
あ

た
っ

て
は

発
生
要

因
別
に
分

類
し
た

が
，
溢

水
か

ら
防

護
す

べ
き

対
象

設
備
は

，
重
要

度
の
特

に
高
い

安
全

機
能
を

有
す

る
系

統
が

，
そ

の
安

全
機
能

を
適
切

に
維
持

す
る
た

め
に
必

要
な

設
備
を

防
護

対
象

設
備

と
す

る
。

 

            

響
に
よ
り

接
近
の

可
能
性

が
失

わ
れ

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

 

    ○
溢
水
か

ら
防
護

す
べ
き

対
象

設
備

 

溢
水
防
護
上
必
要
な
機
能
を
有
す
る
系
統
と
し
て
，
安
全
機
能
を
有
す
る
構

築
物
，
系
統
及
び
機
器
の
中
か
ら
，
原
子
炉
の
高
温
停
止
で
き
，
引
き
続
き
低

温
停
止
，
及
び
放
射
性
物
質
の
閉
じ
込
め
機
能
を
維
持
す
る
た
め
，
ま
た
，
停

止
状
態
に
あ
る
場
合
は
，
引
き
続
き
そ
の
状
態
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
，
発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
の
重
要
度
分
類
に
関
す
る
審
査

指
針
（
以
下
，「

重
要
度
分
類
審
査
指
針
」
と
い
う
。）

に
お
け
る
分
類
で
ク
ラ

ス
１
及
び
２
に
属
す
る
構
築
物
，
系
統
及
び
機
器
に
加
え
，
安
全
評
価
上
そ
の

機
能

を
期

待
す

る
ク

ラ
ス

３
に

属
す

る
構

築
物

，
系

統
及

び
機

器
を

抽
出

す

る
。

 

そ
の
上
で
，『

重
要
度
の
特
に
高
い
安
全
機
能
を
有
す
る
系
統
』
と
し
て
，「

重

要
度
分
類
審
査
指
針
」
及
び
「
設
置
許
可
基
準
規
則
」
第
十
二
条
を
参
照
の
上
，

該
当
す
る
系
統
を
抽
出
し
，
そ
の
安
全
機
能
を
適
切
に
維
持
す
る
た
め
に
必
要

な
設
備
を
防
護
対
象
と
し
て
選
定
し
て
い
る
。
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２
．
２
．

３
 
溢

水
防

護
区

画
の

設
定

 

 
 

溢
水
防

護
に

対
す

る
評

価
対

象
区

画
は

，
２
．
２

．
２
項

に
該

当
す
る

溢
水
防

護
対
象
設

備
が

設
置

さ
れ

て
い

る
全

て
の

区
画

，
中

央
制
御

室
及

び
現
場

操
作
が

必
要
な
設

備
へ

の
ア

ク
セ

ス
通

路
に

つ
い

て
設
定

す
る
こ

と
。

 

全
て

の
防

護
対

象
設

備
が

対
象

と
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
に

，

２
．
２

．
２

項
に

該
当

す
る

防
護

対
象

設
備
の
系

統
図
及

び
配
置

図
を
照

合
し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

ま
た
，
ア

ク
セ

ス
通

路
に

つ
い

て
は

，
図
面
等

に
よ
り

図
示
さ
れ

て
い
る

こ
と

を
確
認

す
る

。
 

な
お
，
同

じ
部

屋
で

あ
っ

て
も

，
溢

水
に
よ
る

影
響
を

考
慮
し
た

堰
等
で

区
切

ら
れ
て

い
る

場
合

に
は

，
区

切
ら

れ
た

区
画
を
溢

水
防
護

区
画
と

し
て
取

り
扱
う

こ
と
が

で
き

る
。

 

 

２
．
２
．

４
 
溢

水
影

響
評

価
 

溢
水

影
響

評
価

に
お

い
て

は
，

評
価

対
象

区
画
で

想
定
さ

れ
る
溢

水
事
象

に
対

し
，

そ
の

防
護

対
象

設
備

が
没

水
，

被
水

又
は
蒸

気
の

影
響
を
受

け
ず
そ

の
機
能

が
確
保

さ
れ

る
か

否
か

を
評

価
す

る
（

図
－
１

）。
 

評
価
対

象
区

画
は

，
漏

え
い

想
定

箇
所

を
起
点
と

し
た
溢

水
経
路

上
に
存

在
す

る
全
て

の
溢

水
防

護
区

画
を

対
象

と
す

る
。

 

 

（
１
）
溢

水
経

路
の

設
定

 

溢
水

経
路

の
設

定
に

あ
た

っ
て

は
，

溢
水

防
護
区

画
内
漏

え
い
と

溢
水
防

護
区

○
溢
水
防

護
区
画

の
設
定

 

溢
水

防
護

に
対

す
る

評
価

対
象

区
画

は
，

２
．

２
．

２
項

に
該

当
す

る
溢

水
防

護
対

象
設

備
が

設
置

さ
れ

て
い

る
全

て
の

区
画

，
中

央
制

御
室

及
び

現
場

操
作

が

必
要
な
設

備
へ
の

ア
ク
セ

ス
通

路
に

つ
い

て
設

定
し

て
い

る
。

 

         ○
溢
水
影

響
評
価

 

溢
水
影
響

評
価
は

，
没

水
，
被

水
及

び
蒸

気
の

影
響

に
つ

い
て

評
価

し
て

い
る

。
 

評
価

対
象

区
画

は
，

溢
水

源
を

起
点

と
し

た
溢

水
経

路
上

に
存

在
す

る
全

て
の

溢
水
防
護

区
画

を
対
象

と
し

て
い

る
。

 

   

・
溢
水
経

路
の
設

定
 

溢
水

経
路

の
設

定
に

あ
た

っ
て

は
，

溢
水

防
護

区
画

内
漏

え
い

と
溢

水
防

護
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画
外
漏

え
い

の
2 
通

り
の

溢
水

経
路

を
想

定
す
る

。
 

 

a
.
 溢

水
防

護
区

画
内

漏
え

い
で

の
溢

水
経
路

 

溢
水

防
護

区
画

内
漏

え
い

で
の

溢
水

経
路

の
評
価

を
行
う

場
合
，

防
護
対

象
機

器
の

存
在

す
る

溢
水

防
護

区
画

の
水

位
が

最
も
高

く
な

る
よ
う
に

当
該
溢

水
区
画

か
ら
他

区
画

へ
の

流
出

が
な

い
よ

う
に

溢
水
経
路

を
設
定

す
る
。

 

評
価

を
行

う
場

合
の

各
構

成
要

素
の

溢
水

に
対
す

る
考
え

方
を
以

下
に
示

す
。

 

 

(
a
)
 床

ド
レ

ン
 

評
価

対
象

区
画

に
床

ド
レ

ン
配

管
が

設
置

さ
れ
他

の
区
画

と
つ
な

が
っ
て

い
る

場
合

で
あ

っ
て

も
，

目
皿

が
１

つ
の

場
合

は
，
他

の
区

画
へ
の
流

出
は
想

定
し
な

い
も
の

と
す

る
。

 

た
だ

し
，

同
一

区
画

に
目

皿
が

複
数

あ
る

場
合
は

，
流
出

量
の
最

も
大
き

い
床

ド
レ
ン

配
管

１
本

か
ら

の
流

出
は

期
待

で
き
な
い

も
の
と

す
る
。
こ
の

場
合
に

は
，

床
ド

レ
ン

配
管

に
お

け
る

単
位

時
間

あ
た

り
の
流

出
量

を
算
出
し

，
溢
水

水
位
を

評
価
す

る
こ

と
。

 

 

(
b
)
 床

面
開

口
部

及
び

床
貫

通
部

 

評
価

対
象

区
画

床
面

に
床

開
口

部
又

は
貫

通
部
が

設
置
さ

れ
て
い

る
場
合

で
あ

っ
て

も
，

床
面

開
口

部
又

は
床

貫
通

部
か

ら
他
の

区
画

へ
の
流
出

は
，
考

慮
し
な

い
も
の

と
す

る
。

 

た
だ

し
，

以
下

に
掲

げ
る

場
合

は
，

評
価

対
象
区

画
か
ら

他
の
区

画
へ
の

流
出

区
画
外
漏

え
い
を

想
定

し
て

い
る

。
 

 

-
 
溢
水
防

護
区
画

内
漏

え
い

で
の

溢
水

経
路

 

溢
水

防
護

区
画

内
漏

え
い

で
の

溢
水

経
路

の
設

定
に

あ
た

っ
て

は
，

当
該

区
画

か
ら

の
流

出
経

路
を

以
下

の
考

え
方

で
設

定
し

，
当

該
区

画
に

お
け

る

水
位
を
保

守
的
に

算
定

し
て

い
る

。
 

 

 

＊
床
ド
レ

ン
 

評
価

対
象

区
画

に
床

ド
レ

ン
配

管
が

設
置

さ
れ

他
の

区
画

と
つ

な
が

っ
て

い
る
場
合

で
あ
っ

て
も

，
他

の
区

画
へ

の
流

出
は

原
則

と
し

て
考

慮
し

な
い

。
 

 た
だ
し
，
同
一
区
画
に
目
皿
が
複
数
あ
る
場
合
は
，
一
部
，
床
ド
レ
ン
一

箇
所

の
閉
塞

を
考
慮

し
た
上
で

，
他

の
床

ド
レ
ン

配
管
か
ら

の
単

位
時

間

あ
た
り
の
流
出
を
考
慮
し
，
溢
水
水
位
を
評
価
す
る
。

 

 

 ＊
床
面
開

口
部
及

び
床

貫
通

部
 

評
価

対
象

区
画

に
床

面
開

口
部

ま
た

は
貫

通
部

が
存

在
す

る
場

合
で

あ
っ

て
も
，
他

の
区
画

へ
の

流
出

は
原

則
と

し
て

考
慮

し
な

い
。

 

 た
だ
し
，
機

器
搬
出

入
用

の
ハ

ッ
チ

等
，
明

ら
か

に
流

出
が

想
定

さ
れ

る
経
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を
期
待

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

流
出

を
期

待
す

る
場

合
は

，
床

開
口

部
及

び
床
貫

通
部
に

お
け
る

単
位
時

間
あ

た
り
の

流
出

量
を

算
出

し
，

溢
水

水
位

を
評
価
す

る
こ
と

。
 

①
評
価

対
象

区
画

の
床

貫
通

部
に

あ
っ

て
は

，
貫

通
す

る
配

管
，

ダ
ク

ト
，

ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

又
は

電
線

管
と

貫
通
部
と

の
間
に

隙
間
が

あ
っ
て

，
明
ら

か

に
流

出
が

期
待

で
き

る
こ

と
を

定
量
的
に

確
認
で

き
る
場

合
 

②
評
価

対
象

区
画

の
床

面
開

口
部

に
あ

っ
て

は
，

明
ら

か
に

流
出

が
期

待
で

き

る
こ

と
を

定
量

的
に

確
認

で
き

る
場
合

 

 

(
c
)
 壁

貫
通

部
 

評
価

対
象

区
画

の
境

界
壁

に
貫

通
部

が
設

置
さ

れ
，

隣
と

の
区
画

の
貫
通

部
が

溢
水

に
よ

る
水

位
よ

り
低

い
位

置
に

あ
る

場
合
で

あ
っ

て
も
，
そ

の
貫
通

部
か
ら

の
流
出

は
考

慮
し

な
い

も
の

と
す

る
。

 

た
だ

し
，

当
該

壁
貫

通
部

を
貫

通
す

る
配

管
，
ダ

ク
ト
，

ケ
ー
ブ

ル
ト
レ

イ
又

は
電

線
管

と
貫

通
部

と
の

間
に

隙
間

が
あ

っ
て
，

明
ら

か
に
流
出

が
期
待

で
き
る

こ
と

を
定

量
的

に
確

認
で

き
る

場
合

は
，

他
の
区

画
へ

の
流
出
を

考
慮
す

る
こ
と

が
で
き

る
。

 

流
出

を
期

待
す

る
場

合
は

，
壁

貫
通

部
に

お
け
る

単
位
時

間
あ
た

り
の
流

出
量

を
算
出

し
，

溢
水

水
位

を
評

価
す

る
こ

と
。

 

 

(
d
)
 扉

 

評
価

対
象

区
画

に
扉

が
設

置
さ

れ
て

い
る

場
合
で

あ
っ
て

も
，
当

該
扉
か

ら
隣

路
か
ら
の

流
出
は

考
慮

し
て

も
よ

い
こ

と
と

す
る

。
 

      

  

＊
壁
貫
通

部
 

評
価
対
象

区
画
の

境
界

壁
に

貫
通

部
が

存
在

す
る

場
合

で
あ

っ
て

も
，
当

該

壁
貫
通
部

か
ら
の

流
出

は
考

慮
し

な
い

。
 

       

 

＊
扉

 評
価
対
象

区
画
に

扉
が

存
在

す
る

場
合

で
あ

っ
て

も
，
当

該
の

扉
か

ら
の

流
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室
へ
の

流
出

は
考

慮
し

な
い

も
の

と
す

る
。

 

 

  

(
e
)
 排

水
設

備
 

評
価
対
象

区
画

に
排

水
設

備
が

設
置

さ
れ

て
い
る

場
合
で

あ
っ
て

も
，
当
該

区
画

の
排
水
は

考
慮

し
な

い
も

の
と

す
る

。
た

だ
し
，
溢

水
防
止

対
策

と
し
て

排
水
設

備
を
設
置

す
る

こ
と

が
設

計
上

考
慮

さ
れ

て
お
り
，
工
事
計

画
の

認
可
を

受
け
る

等
明
ら
か

に
排

水
が

期
待

で
き

る
こ

と
を

定
量
的

に
確
認

で
き
る

場
合
に

は
，
当

該
区
画
か

ら
の

排
水

を
考

慮
す

る
こ

と
が

で
き
る

。
 

 

b
.
 溢

水
防

護
区

画
外

漏
え

い
で

の
溢

水
経
路

 

溢
水

防
護

区
画

外
漏

え
い

で
の

溢
水

経
路

の
評
価

を
行
う

場
合
，

防
護
対

象
機

器
の

存
在

す
る

溢
水

防
護

区
画

の
水

位
が

最
も
高

く
（

当
該
溢
水

区
画
に

流
出
す

る
水

量
は

多
く

，
排

出
す

る
流

量
は

少
な

く
な
る

よ
う

に
設
定
）

な
る
よ

う
に
溢

水
経
路

を
設

定
す

る
。

 

評
価
を

行
う

場
合

の
各

構
成

要
素

の
溢

水
に
対
す

る
考
え

方
を
以

下
に
示

す
。

 

 

(
a
)
 床

ド
レ

ン
 

評
価

対
象

区
画

の
床

ド
レ

ン
配

管
が

他
の

区
画
と

つ
な
が

っ
て
い

る
場
合

で
あ

っ
て

，
他

の
区

画
の

溢
水

水
位

が
評

価
対

象
区
画

よ
り

高
い
場
合

は
，
水

位
差
に

よ
っ
て

発
生

す
る

流
入

量
を

考
慮

す
る

。
 

出
は
原
則

と
し
て

考
慮

し
な

い
。

 

た
だ
し
，
常

時
開
放

扉
の

よ
う

に
明

ら
か

に
流

出
が

想
定

さ
れ

る
扉

か
ら

の

流
出
は
考

慮
し
て

も
良

い
こ

と
と

す
る

。
 

 

＊
排
水
設

備
 

評
価
対
象

区
画
に

排
水

設
備

が
設

置
さ

れ
て

い
る

場
合

で
あ

っ
て

も
，
排

水

設
備
に
よ

る
当
該

区
画

の
排

水
は

考
慮

し
な

い
。

 

た
だ
し

，
排
水

設
備

を
設

置
す

る
こ

と
が

設
計

上
考

慮
さ

れ
て

お
り

，
明

ら

か
に
排
水

が
期
待

で
き

る
こ

と
を

定
量

的
に

確
認

で
き

る
場

合
に

は
，
当

該
区

画
か
ら
の

排
水
を

考
慮

し
て

い
る

。
 

 

-
 
溢
水
防

護
区
画

外
漏

え
い

で
の

溢
水

経
路

 

溢
水

防
護

区
画

外
漏

え
い

で
の

溢
水

経
路

の
設

定
に

あ
た

っ
て

は
，

当
該

区
画

へ
の

流
入

及
び

流
出

経
路

を
以

下
の

考
え

方
で

設
定

し
，

溢
水

防
護

区

画
に
お
け

る
水
位

を
保

守
的

に
算

定
し

て
い

る
。

 

   

＊
床
ド
レ

ン
 

評
価

対
象

区
画

の
床

ド
レ

ン
配

管
が

他
の

区
画

と
つ

な
が

っ
て

い
る

場
合

，

床
ド

レ
ン

配
管

の
敷

設
状

態
及

び
逆

流
防

止
措

置
の

有
無

を
勘

案
し

て
，

流
入

の
可
能
性

が
あ
る

場
合

は
水

位
差

に
よ

っ
て

発
生

す
る

流
入

を
考

慮
す

る
。
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た
だ

し
，

評
価

対
象

区
画

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
床

ド
レ

ン
配
管

に
逆
流
防

止
弁
が

設
置

さ
れ

て
い

る
場

合
は

，
そ
の

効
果
を

考
慮
す

る
こ
と

が
で
き

る
。
 

 

(
b
)
 天

井
面

開
口

部
及

び
貫

通
部

 

評
価

対
象

区
画

の
天

井
面

に
開

口
部

又
は

貫
通
部

が
あ
る

場
合
は

，
上
部

の
区

画
で
発

生
し

た
溢

水
量

の
全

量
が

流
入

す
る
も
の

と
す
る

。
 

た
だ

し
，

天
井

面
開

口
部

が
鋼

製
又

は
コ

ン
ク
リ

ー
ト
製

の
蓋
で

覆
わ
れ

た
ハ

ッ
チ

に
防

水
処

理
が

施
さ

れ
て

い
る

場
合

又
は
天

井
面

貫
通
部
に

密
封
処

理
等
の

流
出

防
止

対
策

が
施

さ
れ

て
い

る
場

合
は

，
評
価

対
象

区
画
へ
の

流
入
は

考
慮
し

な
い
こ

と
が

で
き

る
。

 

な
お

，
評

価
対

象
区

画
上

部
に

あ
る

他
の

区
画
に

蓄
積
さ

れ
た
溢

水
が
，

当
該

区
画

に
残

留
す

る
と

評
価

で
き

る
場

合
は

，
そ
の

残
留

水
の
流
出

は
考
慮

し
な
く

て
も
よ

い
。

 

 (
c
)
 壁

貫
通

部
 

評
価

対
象

区
画

の
境

界
壁

に
貫

通
部

が
設

置
さ
れ

て
い
る

場
合
で

あ
っ
て

，
隣

の
区

画
の

溢
水

に
よ

る
水

位
が

貫
通

部
よ

り
高
い

位
置

に
あ
る
場

合
は
，

隣
室
と

の
水
位

差
に

よ
っ

て
発

生
す

る
流

入
量

を
考
慮
す

る
。

 

た
だ

し
，

評
価

対
象

区
画

の
境

界
壁

に
貫

通
部
に

密
封
処

理
等
の

流
出
防

止
対

策
が

施
さ

れ
て

い
る

場
合

は
，

評
価

対
象

区
画
へ

の
流

入
は
考
慮

し
な
い

こ
と
が

で
き
る

。
 

 

   

＊
天
井
面

開
口
部

及
び

貫
通

部
 

評
価
対
象

区
画
の

天
井

面
に

開
口

部
又

は
貫

通
部

が
存

在
す

る
場

合
，
当

該

開
口
部
又

は
貫
通

部
へ

の
止

水
措

置
（

貫
通

部
止

水
処

置
，
堰

の
設

置
等

）
が

施
さ
れ
て

い
る
場

合
を

除
き

，
上

部
の

区
画

で
発

生
し

た
溢

水
量

の
全

量
が

流

入
す
る
も

の
と
す

る
。

 

  

な
お
，
評
価
対

象
区

画
上

部
に

あ
る

他
の

区
画

に
蓄

積
さ

れ
た

溢
水

が
，
当

該
区

画
に

滞
留
す

る
と

評
価

で
き

る
場

合
は

，
そ

の
滞

留
水

の
流

出
は

考
慮

し

な
い
。

 

 ＊
壁
貫
通

部
 

評
価
対
象

区
画
の

壁
面

に
貫

通
部

が
存

在
し

，
当

該
貫

通
部

に
対

す
る

止
水

処
置
が
施

さ
れ
て

い
な

い
場

合
は

，
隣

接
す

る
区

画
と

の
水

位
差

に
よ

る
流

入

を
考
慮
す

る
。
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(
d
)
 扉

 

評
価

対
象

区
画

に
扉

が
設

置
さ

れ
て

い
る

場
合
は

，
隣
室

と
の
水

位
差
に

よ
っ

て
発
生

す
る

流
入

量
を

考
慮

す
る

。
 

当
該

扉
が

水
密

扉
で

あ
る

場
合

は
，

流
入

を
考
慮

し
な
い

こ
と
が

で
き
る

。
た

だ
し

，
水

密
扉

は
，

溢
水

時
に

想
定

さ
れ

る
水
位

に
よ

り
発
生
す

る
水
圧

に
対
し

水
密

性
が

確
保

で
き

，
そ

の
水

圧
に

耐
え

ら
れ
る

強
度

を
有
し
て

い
る
場

合
に
限

る
。
 

 

(
e
)
 堰

 

溢
水

が
発

生
し

て
い

る
区

画
に

堰
が

設
置

さ
れ
て

い
る
場

合
で
あ

っ
て
，

他
に

流
出

経
路

が
存

在
し

な
い

場
合

は
，

当
該

区
画
で

発
生

し
た
溢
水

は
堰
の

高
さ
ま

で
蓄
積

さ
れ

る
も

の
と

す
る

。
 

 

(
f
)
 排

水
設

備
 

評
価

対
象

区
画

に
排

水
設

備
が

設
置

さ
れ

て
い
る

場
合
で

あ
っ
て

も
，
当

該
区

画
の

排
水

は
考

慮
し

な
い

も
の

と
す

る
。

た
だ
し

，
溢

水
防
止
対

策
と
し

て
排
水

設
備

を
設

置
す

る
こ

と
が

設
計

上
考

慮
さ

れ
て
お

り
，

工
事
計
画

の
認
可

を
受
け

る
等

明
ら

か
に

排
水

が
期

待
で

き
る

こ
と

を
定
量

的
に

確
認
で
き

る
場
合

に
は
，

当
該
区

画
か

ら
の

排
水

を
考

慮
す

る
こ

と
が
で
き

る
。

 

 

（
２
）
溢

水
防

護
区

画
の

評
価

に
用

い
る

各
項
目

の
算
出

 

溢
水

防
護

区
画

の
評

価
で

没
水

，
被

水
評

価
の
対

象
区
画

の
分
類

例
を
図

－
２

＊
扉

 評
価
対
象

区
画
に

扉
が

設
置

さ
れ

て
い

る
場

合
，
当

該
扉

が
想

定
さ

れ
る

水

圧
に
耐
え

ら
れ
る

強
度

を
有

す
る

水
密

扉
で

あ
る

場
合

以
外

は
，
扉

が
な

い
も

の
と
し
て

隣
接
す

る
区

画
か

ら
の

流
入

量
を

考
慮

す
る

。
 

   

 ＊
堰

 溢
水
が
発

生
し
て

い
る

区
画

に
堰
（

床
面

の
カ

ー
ブ

を
含

む
）
が

設
置

さ
れ

て
い
る
場

合
は
，

当
該

の
堰

高
さ

ま
で

溢
水

が
蓄

積
さ

れ
る

も
の

と
す

る
。

 

  

＊
排
水
設

備
 

評
価
対
象

区
画
に

排
水

設
備

が
設

置
さ

れ
て

い
る

場
合

で
あ

っ
て

も
，
排

水

設
備
に
よ

る
当
該

区
画

の
排

水
は

考
慮

し
な

い
。
た

だ
し

，
排

水
設

備
を

設
置

す
る
こ
と

が
設
計

上
考

慮
さ

れ
て

お
り

，
明

ら
か

に
排

水
が

期
待

で
き

る
こ

と

を
定
量
的

に
確
認

で
き

る
場

合
に

は
，
当

該
区

画
か

ら
の

排
水

を
考

慮
し

て
い

る
。

 

 

・
溢
水
防

護
区
画

の
評

価
に

用
い

る
各

項
目

の
算

定
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に
示

す
。

ま
た

，
溢

水
防

護
区

画
の

評
価

で
蒸
気

評
価

の
対
象
区

画
の
分

類
例
を

図
－
３

に
示

す
。

 

各
項

目
の

算
出

方
法

を
以

下
に

示
す

。
 

 

a
.
 没

水
評

価
に

用
い

る
水

位
の

算
出

方
法

 

影
響

評
価

に
用

い
る

水
位

の
算

出
は

，
漏

え
い
発

生
階
と

そ
の
経

路
上
の

評
価

対
象
区

画
の

全
て

に
対

し
て

行
う

。
 

水
位

：
Ｈ

は
，

下
式

に
基

づ
い

て
算

出
す

る
。

 

 Ｈ
＝

Ｑ
／

Ａ
 

 た
だ
し

，
各

項
目

は
以

下
と

す
る

。
 

Ｑ
：

流
入

量
(
m
3)
 

「
２
．
１

 溢
水

源
及

び
溢

水
量

の
想

定
」
で

想
定
し

た
溢
水

量
に

基
づ
き

，「
２

．

２
．
４

（
１

）
溢

水
経

路
の

設
定

」
の

溢
水

経
路

の
評

価
に

基
づ

き
評

価
対

象

区
画
へ

の
流

入
量

を
算

出
す

る
。

 

 

Ａ
：

滞
留

面
積

(m
2
) 

評
価

対
象

区
画

内
と

溢
水

経
路

に
存

在
す

る
区
画

の
総
面

積
を
滞

留
面
積

と
し

て
評
価

す
る

。
 

な
お

，
滞

留
面

積
は

，
壁

及
び

床
の

盛
り

上
が
り

（
コ
ン

ク
リ
ー

ト
基
礎

等
）

範
囲
を

除
く

有
効

面
積

を
滞

留
面

積
と

す
る
。

 

    -
 
没
水
評

価
に
用

い
る

水
位

の
算

出
方

法
 

溢
水

影
響

評
価

に
用

い
る

水
位

の
算

出
は

，
ガ

イ
ド

に
示

さ
れ

る
評

価
式

を
用
い
，

必
要
に

応
じ

て
水

面
の

揺
ら

ぎ
に

よ
る

影
響

も
考

慮
し

て
い

る
。

 

な
お

，
壁

，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
基

礎
等

の
範

囲
を

除
く

面
積

（
有

効
面

積
）

を
滞
留
面

積
と
し

て
い

る
。
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b
.
 被

水
評

価
に

用
い

る
飛

散
距

離
の

算
出
方
法

 

被
水

評
価

に
用

い
る

飛
散

距
離

の
算

出
は

，
防
護

対
象
設

備
が
存

在
す
る

区
画

を
対
象

に
行

う
。

 

飛
散
距

離
：

Ｘ
は

次
式

に
基

づ
い

て
算

出
す
る

。（
図

－
４
）

 

 

た
だ
し

，
各

項
目

は
以

下
と

す
る

。
 

V
＝
噴

出
速

度
(
m/
s
) 

φ
＝
噴
出

角
度
（

破
損

位
置

や
天

井
へ

の
衝
突
等

も
考
慮

し
，
飛

散
距
離

Ｘ
が
最

大
と

な
る

φ
を

採
用

す
る

）
 

H
＝
破

損
位

置
の

床
上

高
さ

(m
) 

g
＝
重

力
加

速
度

(
m
/s
2
) 

P
＝
管

内
圧

力
(
Pa
) 

γ
=水

の
比

重
量

(
k
g/
m
3)
 

 な
お

，
上

記
の

式
は

空
気

抵
抗

を
考

慮
し

て
い
な

い
安
全

側
の
評

価
式
で

あ
る

た
め
,
必
要

に
応

じ
て

空
気

抵
抗

を
考

慮
す
る
こ

と
が
で

き
る
。
こ
の
場

合
，
考
慮

し
た
空

気
抵

抗
の

値
に

つ
い

て
は

，
使

用
し
た
値

の
妥
当

性
を
示

す
こ
と

。
 

 

-
 
被
水
評

価
に
用

い
る

飛
散

距
離

の
算

出
方

法
 

溢
水

防
護

対
象

設
備

か
ら

放
物

線
を

考
慮

し
た

範
囲

に
溢

水
源

と
な

り
う

る
機

器
が

存
在

す
る

場
合

は
，

こ
の

機
器

か
ら

の
飛

散
距

離
内

に
あ

る
も

の

と
し
て
い

る
。
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c
.
 蒸

気
評

価
に

用
い

る
拡

散
範

囲
の

算
出
方
法

 

蒸
気

評
価

に
用

い
る

拡
散

範
囲

は
，

適
切

な
評
価

方
法
を

用
い
て

妥
当
な

評
価

範
囲
を

設
定

す
る

。
 

評
価

手
法

を
用

い
て

拡
散

範
囲

の
算

出
を

行
わ
な

い
場
合

に
は
，

保
守
側

に
連

通
し
た

複
数

の
区

画
全

体
に

蒸
気

が
拡

散
す
る
も

の
と
す

る
。

 

た
だ

し
，
評

価
方

法
と

し
て

，
汎

用
3
 次

元
流
体

ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア

等
を
用

い

て
拡
散

範
囲

を
算

出
す

る
場

合
に

は
，
使

用
し
た

解
析
コ

ー
ド
の

蒸
気
拡

散
計

算
へ
の

適
用

性
と

評
価

条
件

を
示

す
こ
と

。
 

 

（
３
）
影

響
評

価
 

原
子

力
発

電
所

内
で

発
生

す
る

溢
水

に
対

し
て
，

防
護
す

べ
き
対

象
機
器

が
，

以
下
に

示
す

没
水

，
被

水
及

び
蒸

気
の

要
求
を
満

足
し
て

い
る
か

確
認
す

る
。

 

 

a
.
 没

水
に

よ
る

影
響

評
価

 

想
定

さ
れ

る
溢

水
源

に
基

づ
い

て
評

価
し

た
評
価

対
象
区

画
に
お

け
る
最

高
水

位
が

，
２

．
２

．
２

項
で

選
定

さ
れ

た
防

護
対
象

設
備

の
設
置
位

置
を
超

え
な
い

こ
と
を

確
認

す
る

。
 

ま
た

，
中

央
制

御
室

及
び

現
場

操
作

が
必

要
な
設

備
へ
の

ア
ク
セ

ス
通
路

に
あ

っ
て

は
，

歩
行

に
影

響
の

な
い

水
位

（
階

段
堰
高

さ
）

で
あ
る
こ

と
及
び

必
要
に

応
じ

て
環

境
の

温
度

，
放

射
線

量
を

考
慮

し
て
も

接
近

の
可
能
性

が
失
わ

れ
な
い

こ
と
を

確
認

す
る

。
 

上
記

，
設

置
位

置
及

び
ア

ク
セ

ス
通

路
の

水
位
が

判
断
基

準
を
超

え
る
場

合
又

-
 
蒸
気
評

価
に
用

い
る

拡
散

範
囲

の
算

出
方

法
 

蒸
気

の
拡

散
範

囲
に

関
し

て
は

，
保

守
的

に
，

連
通

し
た

複
数

の
区

画
全

体
に
蒸
気

が
拡
散

す
る

も
の

と
し

た
。

 

      

・
影
響
評

価
 

原
子

力
発

電
所

内
で

発
生

す
る

溢
水

に
対

し
て

没
水

，
被

水
及

び
蒸

気
に

よ
る
影
響

の
観
点

か
ら

評
価

を
行

っ
て

い
る

。
 

 

-
 
没
水
に

よ
る
影

響
評

価
 

溢
水

防
護

区
画

に
お

け
る

溢
水

水
位

と
溢

水
防

護
対

象
設

備
の

機
能

喪
失

高
さ

を
比

較
す

る
こ

と
に

よ
り

，
当

該
設

備
の

機
能

維
持

の
可

否
を

評
価

し

て
い
る
。

 

な
お

，
溢

水
防

護
対

象
設

備
自

身
を

溢
水

源
と

し
て

想
定

す
る

場
合

は
，

当
該
設
備

は
機
能

喪
失

す
る

も
の

と
し

て
い

る
。

 

ま
た

ア
ク

セ
ス

性
に

関
し

て
は

，
ア

ク
セ

ス
通

路
の

溢
水

水
位

や
環

境
条

件
等

を
考

慮
し

て
接

近
の

可
能

性
が

失
わ

れ
る

場
合

は
，

そ
の

機
能

に
期

待

で
き
な
い

も
の
と

評
価

し
て

い
る

。
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は
環

境
の

温
度

，
放

射
線

に
よ

り
現

場
操

作
が
必

要
な

設
備
へ
接

近
で
き

な
い
と

判
断
さ

れ
る

場
合

は
，

防
護

対
象

設
備

の
機
能
は

期
待
で

き
な
い

も
の
と

す
る
。

 

 

b
.
 被

水
に

よ
る

影
響

評
価

 

評
価

対
象

区
画

に
設

置
さ

れ
て

い
る

防
護

対
象
設

備
の
被

水
に
よ

る
影
響

に
つ

い
て
は

，
以

下
の

項
目

に
つ

い
て

確
認

す
る
。

 

防
護

対
象

設
備

か
ら

溢
水

源
と

な
る

配
管

が
直
視

で
き
る

場
合
に

は
，
図

－
５

に
示
す

被
水

の
影

響
評

価
の

考
え

方
に

従
い
確
認

す
る
。

 

ま
た

，
溢

水
源

と
な

る
配

管
に

つ
い

て
は

，
配
管

径
に
関

係
な
く

，
被
水

に
よ

る
影
響

評
価

を
実

施
す

る
。（

解
説

２
．

２
．
４

－
２
）

 

 ①
 評

価
対

象
区

画
に

流
体

を
内

包
す
る

機
器
が

設
置
さ

れ
て
い

る
場
合

は
，
防

護
対

象
設

備
に

対
し

被
水

防
護

措
置
が
な

さ
れ
て

い
る
こ

と
を
確

認
す
る

。
 

②
 評

価
対

象
区

画
に

流
体

を
内

包
す

る
機
器
が

設
置
さ

れ
て
い

な
い
場

合
は
，

天
井

面
に

開
口

部
又

は
貫

通
部

が
存
在
し

な
い
こ

と
を
確

認
す
る

。
 

③
 評

価
対

象
区

画
に

流
体

を
内

包
す

る
機
器
が

設
置
さ

れ
て
お

ら
ず
，

か
つ
，

天
井

面
に

開
口

部
又

は
貫

通
部

が
存
在
す

る
場
合

は
，
当
該
開
口

部
及
び

貫

通
部

に
密

封
処

理
等

の
流

出
防

止
対

策
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

④
 評

価
対

象
区

画
に

流
体

を
内

包
す

る
機
器
が

設
置
さ

れ
て
お

ら
ず
，
天

井
面

に
開

口
部

又
は

貫
通

部
が

存
在

し
，
か

つ
，
当
該

開
口
部

及
び
貫

通
部
に

密

封
処

理
等

の
流

出
防

止
対

策
が

な
さ
れ
て

い
な
い

場
合
に

あ
っ
て

は
，
防

護

  

 

-
 
被
水
に

よ
る
影

響
評

価
 

評
価

対
象

区
画

に
設

置
さ

れ
て

い
る

溢
水

防
護

対
象

設
備

へ
の

被
水

に
よ

る
影
響
は

，
以
下

の
観

点
か

ら
評

価
し

て
い

る
。

 

  

   

①
評

価
対

象
区

画
に

流
体

を
内

包
す

る
機

器
が

設
置

さ
れ

て
い

る
場

合

は
，
溢
水

防
護

対
象

設
備

に
対

す
る

被
水

防
護

措
置

の
有

無
 

②
評

価
対

象
区

画
に

流
体

を
内

包
す

る
機

器
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

場
合

は
，
天
井

面
の

開
口

部
又

は
貫

通
部

の
有

無
 

③
評

価
対

象
区

画
に

流
体

を
内

包
す

る
機

器
が

設
置

さ
れ

て
お

ら
ず

，
か

つ
，

天
井

面
に

開
口

部
又

は
貫

通
部

が
存

在
す

る
場

合
は

，
当

該
開

口

部
及
び
貫

通
部

の
止

水
処

置
等

の
流

出
防

止
対

策
の

有
無

 

 ④
評

価
対

象
区

画
に

流
体

を
内

包
す

る
機

器
が

設
置

さ
れ

て
お

ら
ず

，
天

井
面

に
開

口
部

又
は

貫
通

部
が

存
在

し
，

か
つ

，
当

該
開

口
部

及
び

貫

通
部

に
止

水
処

置
等

の
流

出
防

止
対

策
が

な
さ

れ
て

い
な

い
場

合
に

あ
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対
象

設
備

に
対

し
被

水
防

護
措

置
が

な
さ

れ
て
い

る
こ
と

を
確
認

す
る
。

 

⑤
 ①

～
④

を
満

足
し

な
い

場
合

は
，
防

護
対
象

設
備
が
，
防
滴

仕
様
で

あ
る
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

⑥
 
中

央
制

御
室

及
び

現
場

操
作

が
必

要
な

設
備

へ
の

ア
ク

セ
ス

通
路

に
あ

っ

て
は

，
必

要
に

応
じ

て
環

境
の

温
度
，
放
射
線

量
を
考

慮
し
て
も

接
近
の

可

能
性

が
失

わ
れ

な
い

こ
と

を
確

認
す
る
。

 

上
記

，
①

～
⑥

を
満

足
し

な
い

場
合

に
は

，
防
護

対
象
設

備
の
機

能
は
期

待
で

き
な
い

も
の

と
す

る
。

 

 ①
 項

の
「

被
水

防
護

措
置

」
と

は
，
障
壁

に
よ
る

分
離
，
距
離

に
よ
る

分
離
及

び
防

水
板

等
に

よ
る

被
水

防
護

等
を

い
い

，
被
水

防
護

措
置
が
な

さ
れ
て

い
る
場

合
の
例

を
図

－
６

に
示

す
。

 

 解
説

－
２

．
２

．
４

－
２

 「
被

水
に

よ
る
影
響

評
価
」

 

被
水

に
よ

る
影

響
評

価
の

対
象

と
な
る

溢
水

源
の

考
え

方
は

，
没

水
に

よ
る

影
響
評

価
に

お
け

る
溢

水
源

と
同

じ
で
あ

る
。「

溢
水

源
と
な

る
配

管
に
つ

い
て

は
，
配

管
径

に
関

係
な

く
，
被

水
に

よ
る

影
響
評

価
を
実

施
す
る

。
」
と
し

た
の

は
，

25
Ａ

以
下

の
配

管
に

お
い

て
も

，
破
断

時
の

溢
水

量
は

，
そ

れ
を

超
え

る

口
径
の

配
管

破
断

時
よ

り
少

な
い

が
，

溢
水

の
飛

散
に

よ
る

防
護

対
象

設
備

へ

の
影
響

を
考

慮
す

る
必

要
が

あ
る

か
ら
で

あ
る
。

 

 

 

っ
て
は
，

溢
水

防
護

対
象

設
備

に
対

す
る

被
水

防
護

措
置

の
有

無
 

⑤
溢
水
防

護
対

象
設

備
の

耐
環

境
仕

様
（

防
滴

仕
様

等
）

 

 ⑥
中
央
制

御
室

及
び

現
場

操
作

が
必

要
な

設
備

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
溢

水
影
響

評
価
ガ

イ
ド

 
島

根
2
号

炉
に

お
け

る
評

価
 

c
.
 蒸

気
に

よ
る

影
響

評
価

 

評
価

対
象

区
画

に
設

置
さ

れ
て

い
る

防
護

対
象
設

備
の
蒸

気
に
よ

る
影
響

に
つ

い
て
は

，
以

下
の

項
目

に
つ

い
て

確
認

す
る
。

 

防
護

対
象

設
備

か
ら

溢
水

源
と

な
る

同
じ

区
画
に

あ
る
場

合
に
は

，
図

―
７
に

示
す
蒸

気
の

影
響

評
価

の
考

え
方

に
従

い
確
認
す

る
。

 

ま
た

，
溢

水
源

と
な

る
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
配

管
に
つ

い
て
は

，
配
管

径
に
関

係
な

く
，
蒸

気
に

よ
る

影
響

評
価

を
実

施
す

る
。（

解
説
２

．
２
．
４

－
３
）

 

①
 評

価
対

象
区

画
に

蒸
気

を
内

包
す
る

機
器
が

設
置
さ

れ
て
い

る
場
合

は
，
防

護
対

象
設

備
に

対
し

蒸
気

防
護

措
置
が
な

さ
れ
て

い
る
こ

と
を
確

認
す
る

。
 

 ②
 評

価
対

象
区

画
に

蒸
気

を
内

包
す

る
機
器
が

設
置
さ

れ
て
い

な
い
場

合
は
，

天
井

面
に

開
口

部
又

は
貫

通
部

が
存
在
し

な
い
こ

と
を
確

認
す
る

。
 

③
 評

価
対

象
区

画
に

蒸
気

を
内

包
す

る
機
器
が

設
置
さ

れ
て
お

ら
ず
，
か
つ

，

天
井

面
に

開
口

部
又

は
貫

通
部

が
存
在
す

る
場
合

は
，
当
該

開
口

部
及
び

貫

通
部

に
密

封
処

理
等

の
流

出
防

止
対

策
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
。
 

④
 
評

価
対

象
区

画
に

蒸
気

を
内

包
す

る
機

器
が

設
置

さ
れ

て
お

ら
ず

，
天

井

面
に

開
口

部
又

は
貫

通
部

が
存

在
し

，
か
つ

，
当

該
開
口

部
及
び

貫
通
部

に

密
封

処
理

等
の

流
出

防
止

対
策

が
な
さ
れ

て
い
な

い
場
合

に
あ
っ

て
は
，
防

護
対

象
設

備
に

対
し

蒸
気

防
護

措
置
が
な

さ
れ
て

い
る
こ

と
を
確

認
す
る

。
 

⑤
 ①

～
④

を
満

足
し

な
い

場
合

は
，
防

護
対

象
設
備

が
，
耐
蒸

気
仕
様
（
想

定

さ
れ

る
温

度
等

を
考

慮
し

た
仕

様
）
で
あ

る
こ
と

を
確
認

す
る
。

 

-
 
蒸
気
に

よ
る
影

響
評

価
 

評
価

対
象

区
画

に
設

置
さ

れ
て

い
る

溢
水

防
護

対
象

設
備

の
蒸

気
に

よ
る

影
響
に
つ

い
て
は

，
以

下
の

観
点

か
ら

評
価

し
て

い
る

。
 

ま
た

，
溢

水
源

と
な

る
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
配

管
に

つ
い

て
は

，
配

管
径

に
関

係
な
く
，

蒸
気
に

よ
る

影
響

評
価

の
対

象
と

し
て

い
る

。
 

  ①
評

価
対

象
区

画
に

蒸
気

を
内

包
す

る
機

器
が

設
置

さ
れ

て
い

る
場

合

は
，

溢
水

防
護

対
象

設
備

に
対

す
る

蒸
気

防
護

措
置

（
気

流
に

よ
る

分

離
，
ケ
ー

ブ
ル

の
端

子
箱

の
止

水
処

置
等

）
の

有
無

 

②
評

価
対

象
区

画
に

蒸
気

を
内

包
す

る
機

器
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

場
合

は
，
天
井

面
に

開
口

部
又

は
貫

通
部

の
有

無
 

③
評

価
対

象
区

画
に

蒸
気

を
内

包
す

る
機

器
が

設
置

さ
れ

て
お

ら
ず

，
か

つ
，

天
井

面
に

開
口

部
又

は
貫

通
部

が
存

在
す

る
場

合
は

，
当

該
開

口

部
及
び
貫

通
部

の
止

水
処

置
等

の
流

出
防

止
対

策
の

有
無

 

 ④
評

価
対

象
区

画
に

蒸
気

を
内

包
す

る
機

器
が

設
置

さ
れ

て
お

ら
ず

，
天

井
面

に
開

口
部

又
は

貫
通

部
が

存
在

し
，

か
つ

，
当

該
開

口
部

及
び

貫

通
部

に
止

水
処

置
等

の
流

出
防

止
対

策
が

な
さ

れ
て

い
な

い
場

合
に

あ

っ
て
は
，

溢
水

防
護

対
象

設
備

に
対

す
る

蒸
気

防
護

措
置

の
有

無
 

⑤
溢
水
防

護
対

象
設

備
の

耐
環

境
仕

様
（

耐
蒸

気
仕

様
等

）
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⑥
 
中

央
制

御
室

及
び

現
場

操
作

が
必

要
な

設
備

へ
の

ア
ク

セ
ス

通
路

に
あ

っ

て
は

，
必

要
に

応
じ

て
環

境
の

温
度

，
放

射
線

量
を

考
慮

し
て

も
接

近
の

可
能

性
が

失
わ

れ
な

い
こ

と
を

確
認
す
る

。
 

上
記

，
①

～
⑥

を
満

足
し

な
い

場
合

に
は

，
防
護

対
象
設

備
の
機

能
は
期

待

で
き

な
い

も
の

と
す

る
。

 

④
 
の

「
蒸

気
防

護
措

置
」

と
は

，
気

流
に

よ
る

分
離

，
ケ

ー
ブ

ル
端

子
箱

の
密

封
処

理
に

よ
る

分
離

等
に

よ
る

蒸
気

防
護
処

置
等
を

い
う
。

 

 

解
説

－
２

．
２

．
４

－
３

 「
蒸

気
に

よ
る
影
響

評
価
」

 

蒸
気

に
よ

る
影

響
評

価
の

対
象

と
な
る

溢
水

源
の

考
え

方
は

，
没

水
に

よ
る

影
響
評

価
に

お
け

る
溢

水
源

と
同

じ
で
あ

る
。「

溢
水

源
と
な

る
高

エ
ネ
ル

ギ
ー

配
管
に

つ
い

て
は

，
配

管
径

に
関

係
な

く
，

蒸
気

に
よ

る
影

響
評

価
を

実
施

す

る
。」

と
し

た
の

は
，

2
5Ａ

以
下

の
配

管
に
お
い

て
も
，

破
断
時

の
溢
水

量
は
，

そ
れ
を

超
え

る
口

径
の

配
管

破
断

時
よ

り
少

な
い

が
，

蒸
気

の
拡

散
に

よ
る

防

護
対
象

設
備

へ
の

影
響

を
考

慮
す

る
必
要

が
あ
る

か
ら
で

あ
る
。

 

 

（
４
）
溢

水
に

よ
る

影
響

評
価

の
判

定
 

（
３

）
の

影
響

評
価

の
結

果
か

ら
内

部
溢

水
に
対

し
て

，
重
要
度

の
特
に

高
い

安
全
機

能
を

有
す

る
系

統
が

，
そ

の
安

全
機
能
を

失
わ
な

い
こ
と
（
信

頼
性
要

求

に
基
づ

き
独

立
性

が
確

保
さ

れ
，
多

重
性
又

は
多
様

性
を
有

す
る

系
統
が

同
時
に

そ
の
機

能
を

失
わ

な
い

こ
と

）。
 

内
部
溢

水
に

よ
り

原
子

炉
に

外
乱

が
及

び
，
か
つ
，
安
全

保
護
系
，
原
子
炉

停

⑥
中
央
制

御
室

及
び

現
場

操
作

が
必

要
な

設
備

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
 

               

・
溢
水
に

よ
る
影

響
評

価
の

判
定

 

溢
水

影
響

評
価

の
結

果
か

ら
，

内
部

溢
水

に
対

し
て

，
重

要
度

の
特

に
高

い

安
全

機
能

を
有

す
る

系
統

が
，

そ
の

安
全

機
能

を
失

わ
な

い
こ

と
（

多
重

性
又

は
多

様
性

を
有

す
る

系
統

が
同

時
に

そ
の

機
能

を
失

わ
な

い
こ

と
）

を
確

認
し

て
い
る
。

 

な
お

，
内

部
溢

水
に

よ
り

原
子

炉
に

外
乱

が
及

び
，

か
つ

，
安

全
保

護
系

，
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止
系
の

作
動

を
要

求
さ

れ
る

場
合

に
は

，
そ
の

影
響
（

溢
水

）
を

考
慮
し

，
安

全

評
価
指

針
に

基
づ

き
安

全
解

析
を

行
う

必
要
が
あ

る
。

 

  

３
．
使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

（
使

用
済

燃
料
ピ

ッ
ト
）

の
溢
水

評
価

 

３
．
１

 溢
水

源
及

び
溢

水
量

の
想

定
 

溢
水

源
と

し
て

は
，

２
．

１
項

の
原

子
炉

施
設
の

溢
水
源

及
び
溢

水
量
の

想
定

と
同
じ

溢
水

源
と

溢
水

量
を

想
定

す
る

。
 

 

３
．
１

．
１

 溢
水

の
影

響
を

評
価

す
る

た
め

に
想

定
す
る

機
器
の

破
損
等

に
よ
り

生

じ
る

溢
水

 

配
管

の
破

損
は

，
２

.１
.
１

項
の

原
子

炉
施

設
と

同
じ

よ
う
に
内

包
す
る

流
体

の
エ
ネ

ル
ギ

ー
に

応
じ

て
 

①
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
配

管
及

び
②

低
エ

ネ
ル

ギ
ー
配

管
の

２
種
類
に

分
類
し

，
破
損

を
想
定

す
る

。
 

・
高
エ
ネ

ル
ギ

ー
配

管
に

つ
い

て
は

，
完

全
全
周

破
断

 

・
低
エ

ネ
ル

ギ
ー

配
管

に
つ

い
て

は
，

配
管
内
径

の
1
/
2 

の
長
さ

と
配
管

肉
厚
の

1
/
2
 の

幅
を

有
す

る
貫

通
ク

ラ
ッ

ク
（

以
下
，
「
貫
通

ク
ラ
ッ
ク

」
と
い

う
。
）

 

 

３
．
１
．
２

 発
電

所
内

で
生

じ
る

異
常

状
態
（
火

災
を
含

む
）
の

拡
大
防

止
の
た

め

に
設

置
さ

れ
る

設
備

か
ら

の
放

水
に
よ
る

溢
水

 

（
１
）

 火
災

時
に

考
慮

す
る

消
火

水
系

統
か
ら

の
放
水

に
よ
る

溢
水

 

原
子

炉
停

止
系

の
作

動
を

要
求

さ
れ

る
場

合
を

想
定

し
，

溢
水

の
影

響
を

考
慮

し
た

上
で

，
安

全
評

価
指

針
に

基
づ

き
安

全
解

析
を

実
施

し
，

問
題

の
無

い
こ

と
を
確
認

し
て
い

る
。

 

 

■
燃
料
プ

ー
ル
の

溢
水
評

価
 

□
溢
水
源

及
び
溢

水
量
の

想
定

 

溢
水

源
と

し
て

，
原

子
炉

施
設

の
溢

水
評

価
と

同
じ

溢
水

源
及

び
溢

水
量

を
想

定
し
て
い

る
。
（
評
価

は
，

原
子

炉
施

設
の

溢
水

評
価

と
あ

わ
せ

て
実

施
）

 

 ○
溢
水
の

影
響
を

評
価
す

る
た

め
に

想
定

す
る

機
器

の
破

損
等

に
よ

り
生

じ
る

溢
 

 
水
 

原
子

炉
施

設
の

溢
水

評
価

と
同

様
に

，
内

包
す

る
流

体
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

応
じ

た
破

損
形

態
を

想
定

し
て

い
る

（
評

価
は

，
原

子
炉

施
設

の
溢

水
評

価
と

あ
わ

せ

て
実
施

）。
 

     ○
発

電
所

内
で

生
じ

る
異

常
状

態
（

火
災

を
含

む
）

の
拡

大
防

止
の

た
め

に
設

置

さ
れ
る
設

備
か
ら

の
放

水
に

よ
る

溢
水

 

原
子

炉
施

設
の

溢
水

評
価

と
同

様
に

，
火

災
発

生
時

に
消

火
栓

に
よ

る
消

火
活
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火
災

時
に

考
慮

す
る

消
火

水
系

統
か

ら
の

放
水
に

よ
る

溢
水
は
，

２
.
１

.２
項

の
原
子

炉
施

設
と

同
じ

よ
う

に
以

下
の

2 
項
目
を

想
定
す

る
。

 

a
.
 火

災
検

知
に

よ
り

自
動

作
動

す
る

ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー

か
ら
の

放
水

 

b
.
 建

屋
内

の
消

火
活

動
の

た
め

に
設

置
さ
れ
る

消
火
栓

か
ら
の

放
水

 

 ３
．
１
．

３
 
地

震
に

起
因

す
る

機
器

の
破

損
等

に
よ
り

生
じ
る

溢
水

 

（
１
）
発

電
所

内
に

設
置

さ
れ

た
機

器
の

破
損
に

よ
る
漏

水
 

流
体

を
内

包
す

る
機

器
（

配
管

，
容

器
）
の
う

ち
，
基
準

地
震
動

に
よ
る

地
震

力
に
よ

っ
て

，
破

損
が

生
じ

る
と

さ
れ

る
機
器
に

つ
い
て

，
２

.
１

.３
(１

)項
の

原
子
炉

施
設

と
同

じ
よ

う
に

破
損

に
よ

る
溢
水
を

想
定
す

る
。

 

  

（
２
）
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
の

ス
ロ

ッ
シ
ン

グ
に
よ

る
溢
水

 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

水
が

，
地

震
に
伴

う
ス
ロ

ッ
シ
ン

グ
に

よ
っ
て

プ
ー

ル
外
へ

漏
水

す
る

可
能

性
の

あ
る

場
合

は
，
２

.
１

.
３

(
２

)
項
の

原
子
炉

施
設
と

同
じ
よ

う
に

溢
水

源
と

し
て

想
定

す
る

。
 

 

３
．
２

 溢
水

影
響

評
価

 

３
．
２
．
１

 使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル
（

使
用
済

燃
料
ピ

ッ
ト

）
に
対
す

る
溢
水

影

響
評

価
 

溢
水

に
対

す
る

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

（
使
用

済
燃
料

ピ
ッ
ト

）
の
安

全
確

保
の
考

え
方

は
，

以
下

の
と

お
り

と
す

る
。

 

動
が

想
定

さ
れ

る
区

画
に

お
け

る
放

水
を

想
定

し
て

い
る

（
評

価
は

，
原

子
炉

施
設
の
溢

水
評
価

と
あ

わ
せ

て
実

施
）
。

 

 

  

○
地
震
に

起
因
す

る
機
器

の
破

損
等

に
よ

り
生

じ
る

溢
水

 

・
発
電
所

内
に
設

置
さ

れ
た

機
器

の
破

損
に

よ
る

溢
水

 

原
子

炉
施

設
の

溢
水

評
価

と
同

様
に

，
流

体
を

内
包

す
る

機
器

（
配

管
，

容

器
）
の
う

ち
，
基
準
地

震
動

S
s
に

対
す

る
耐

震
性

を
確

認
し

て
い

な
い

耐
震

B・

C
 
ク

ラ
ス

の
機

器
の

破
損

を
想

定
し

て
い

る
（

評
価

は
，

原
子

炉
施

設
の

溢
水

評
価
と
あ

わ
せ
て

実
施

）。
 

 

・
燃
料
プ

ー
ル
の

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

に
よ

る
溢

水
 

原
子
炉
施

設
の
溢

水
評

価
と

同
様

に
，
燃

料
プ

ー
ル

水
が

基
準

地
震

動
Ss

に

よ
る

地
震

力
に

よ
り

生
じ

る
ス

ロ
ッ

シ
ン

グ
に

よ
る

漏
水

量
を

考
慮

し
て

い
る

（
評
価
は

，
原
子

炉
施

設
の

溢
水

評
価

と
あ

わ
せ

て
実

施
）。

 

 ○
溢
水
影

響
評
価

 

・
燃
料
プ

ー
ル
に

対
す

る
溢

水
影

響
評

価
 

原
子

炉
施

設
内

で
の

溢
水

事
象

を
想

定
し

，
燃

料
プ

ー
ル

の
冷

却
及

び
給

水

機
能
を
有

す
る
系

統
が

，
そ

の
機

能
を

失
わ

な
い

こ
と

を
評

価
し

て
い

る
。

 

な
お

，
外

乱
が

生
じ

た
場

合
で

あ
っ

て
も

，
こ

れ
ら

の
系

統
の

機
能

が
同

時
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
溢

水
影
響

評
価
ガ

イ
ド

 
島

根
2
号

炉
に

お
け

る
評

価
 

溢
水

の
影

響
評

価
に

あ
た

っ
て

は
，

発
電

所
内
で

発
生
し

た
溢
水

に
対
し

て
，

使
用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
（

使
用

済
燃

料
ピ
ッ
ト
）
設
備
が

，「
プ

ー
ル
冷

却
」
及

び
「
プ

ー
ル

へ
の

給
水

」
が

で
き

る
こ

と
を
確
認

す
る
。

 

プ
ー

ル
冷

却
に

あ
た

っ
て

は
，

想
定

さ
れ

る
溢
水

に
よ
り

通
常
運

転
中
の

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

（
使

用
済

燃
料

ピ
ッ

ト
）
冷

却
系

に
外
乱
が

生
じ
，

冷
却
を

維
持

す
る

必
要

が
生

じ
た

場
合

，
使

用
済

燃
料
貯

蔵
プ

ー
ル
（
使

用
済
燃

料
ピ
ッ

ト
）
を

保
安

規
定

で
定

め
た

水
温

（
6
5℃

以
下

）
以
下
に

維
持
で

き
る
こ

と
。

 

プ
ー

ル
へ

の
給

水
に

あ
た

っ
て

は
，

想
定

さ
れ
る

溢
水
に

よ
り
通

常
運
転

中
の

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

（
使

用
済

燃
料

ピ
ッ
ト

）
補

給
水
系
に

外
乱
が

生
じ
，

給
水

を
維

持
す

る
必

要
が

生
じ

た
場

合
，

使
用
済

燃
料

貯
蔵
プ
ー

ル
（
使

用
済
燃

料
ピ

ッ
ト

）
を

燃
料

の
放

射
線

を
遮

へ
い

す
る
た

め
に

必
要
な
量

の
水
を

維
持
で

き
る
こ

と
。

 

 

３
．
２
．

２
 
溢

水
か

ら
防

護
す

べ
き

対
象

設
備

 

３
．

１
項

の
溢

水
源

及
び

溢
水

量
の

想
定

に
あ
た

っ
て
は

発
生
要

因
別
に

分
類

し
た

が
，

溢
水

か
ら

防
護

す
べ

き
対

象
設

備
は
，

溢
水

の
発
生
場

所
毎
に

「
プ
ー

ル
冷

却
」

及
び

「
プ

ー
ル

へ
の

給
水

」
の

機
能
を

適
切

に
維
持
す

る
た
め

に
必
要

な
設
備

を
防

護
対

象
設

備
と

す
る

。
 

    

に
損

な
わ

れ
な

い
こ

と
に

よ
り

，
燃

料
プ

ー
ル

の
水

温
の

維
持

及
び

遮
蔽

に
必

要
な
水
量

の
給
水

が
可

能
で

あ
る

と
評

価
し

て
い

る
。

 

           

・
溢
水
か

ら
防
護

す
べ

き
対

象
設

備
 

燃
料

プ
ー

ル
の

冷
却

機
能

及
び

給
水

機
能

を
維

持
す

る
た

め
に

必
要

な
設

備

を
防

護
対

象
設

備
と

し
て

選
定

し
て

い
る

（
原

子
炉

施
設

の
溢

水
評

価
に

お
け

る
防
護
対

象
設
備

と
あ

わ
せ

て
選

定
）
。
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
溢

水
影
響

評
価
ガ

イ
ド

 
島

根
2
号

炉
に

お
け

る
評

価
 

３
．
２
．

３
 
溢

水
防

護
区

画
の

設
定

 

溢
水

防
護

に
対

す
る

評
価

対
象

区
画

は
，

３
．
２

．
２
項

に
該
当

す
る
溢

水
防

護
対

象
設

備
が

設
置

さ
れ

て
い

る
全

て
の

区
画
，

中
央

制
御
室
及

び
現
場

操
作
が

必
要
な

設
備

へ
の

ア
ク

セ
ス

通
路

に
つ

い
て
設
定

す
る
こ

と
。

 

全
て

の
防

護
対

象
設

備
が

対
象

と
な

っ
て

い
る
こ

と
を
確

認
す
る

た
め
に

，
３

．

２
．

２
項

に
該

当
す

る
防

護
対

象
設

備
の

系
統
図

及
び

配
置
図
と

を
照
合

し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

 

ま
た

，
ア

ク
セ

ス
通

路
に

つ
い

て
は

，
図

面
等
に

よ
り
図

示
さ
れ

て
い
る

こ
と

を
確
認

す
る

。
 

な
お

，
同

じ
部

屋
で

あ
っ

て
も

，
溢

水
に

よ
る
影

響
を
考

慮
し
た

堰
等
で

区
切

ら
れ

て
い

る
場

合
に

は
，

区
切

ら
れ

た
区

画
を
溢

水
防

護
区
画
と

し
て
取

り
扱
う

こ
と
が

で
き

る
。

 

 

３
．
２
．

４
 
溢

水
影

響
評

価
 

溢
水

影
響

評
価

に
お

い
て

は
，

評
価

対
象

区
画
で

想
定
さ

れ
る
溢

水
事
象

に
対

し
，

そ
の

防
護

対
象

設
備

が
没

水
，

被
水

又
は
蒸

気
の

影
響
を
受

け
ず
，

そ
の
機

能
が
確

保
さ

れ
る

か
否

か
を

評
価

す
る

。（
図

－
８
）

 

評
価

対
象

区
画

は
，

漏
え

い
想

定
箇

所
を

起
点
と

し
た
溢

水
経
路

上
に
存

在
す

る
全
て

の
溢

水
防

護
区

画
を

対
象

と
す

る
。

 

溢
水

影
響

評
価

方
法

は
，

原
子

炉
施

設
と

同
様
の

方
法
を

用
い
る

。
 

  

・
溢
水
防

護
区
画

の
設

定
 

溢
水

防
護

対
象

設
備

が
設

置
さ

れ
て

い
る

全
て

の
区

画
，

中
央

制
御

室
及

び

現
場

操
作

が
必

要
な

設
備

へ
の

ア
ク

セ
ス

通
路

に
つ

い
て

溢
水

防
護

区
画

と
し

て
設

定
し

て
い

る
（

原
子

炉
施

設
の

溢
水

評
価

に
お

け
る

溢
水

防
護

区
画

と
あ

わ
せ
て
設

定
）
。

 

        

・
溢
水
影

響
評
価

 

溢
水

影
響

評
価

は
，

没
水

，
被

水
及

び
蒸

気
の

影
響

に
つ

い
て

評
価

し
て

い
る
。

 

評
価

対
象

区
画

は
，

漏
え

い
想

定
箇

所
を

起
点

と
し

た
溢

水
経

路
上

に
存

在
す
る
全

て
の
溢

水
防

護
区

画
を

対
象

と
し

て
い

る
（

評
価

は
，
原

子
炉

施
設

の
溢
水
評

価
と
あ

わ
せ

て
実

施
）
。
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
溢

水
影
響

評
価
ガ

イ
ド

 
島

根
2
号

炉
に

お
け

る
評

価
 

（
１
）
溢

水
経

路
の

設
定

 

溢
水

経
路

の
設

定
に

あ
た

っ
て

は
，

以
下

の
経
路

を
考
慮

し
て
設

定
す
る

。
溢

水
経

路
の

設
定

方
法

は
，

２
．

２
．

４
（

１
）
の

原
子

炉
施
設
の

溢
水
経

路
の
設

定
と
同

じ
方

法
を

用
い

る
。

 

a
.
 溢

水
防

護
区

画
内

漏
え

い
で

の
溢

水
経
路

 

b
.
 溢

水
防

護
区

画
外

漏
え

い
で

の
溢

水
経
路

 

 （
２
）
溢

水
防

護
区

画
の

評
価

に
用

い
る

各
項
目

の
算
出

 

溢
水

防
護

区
画

の
評

価
に

用
い

る
以

下
の

各
項
目

の
算
出

は
，
２
．
２
．
４
（

２
）

の
原
子

炉
施

設
の

算
出

方
法

と
同

じ
算

出
方
法
を

用
い
る

。
 

a
.
 没

水
評

価
に

用
い

る
水

位
の

算
出

方
法

 

b
.
 被

水
評

価
に

用
い

る
飛

散
距

離
の

算
出
方
法

 

c
.
 蒸

気
評

価
に

用
い

る
拡

散
範

囲
の

算
出
方
法

 

 （
３
）
影

響
評

価
 

原
子

力
発

電
所

内
で

発
生

す
る

溢
水

に
対

し
て
，

防
護
す

べ
き

対
象

機
器

が
，

以
下

に
示

す
没

水
，

被
水

及
び

蒸
気

の
要

求
を
満

足
し

て
い
る
か

確
認
す

る
。
確

認
方
法

は
，

２
．

２
．

４
（

３
）

の
原

子
炉
施
設

の
影
響

評
価
と

同
じ
。

 

a
.
 没

水
に

よ
る

影
響

評
価

 

b
.
 被

水
に

よ
る

影
響

評
価

 

c
.
 蒸

気
に

よ
る

影
響

評
価

 

 

-
 
溢
水
経

路
の
設

定
 

原
子

炉
施

設
の

溢
水

評
価

と
同

様
に

，
溢

水
防

護
区

画
内

漏
え

い
及

び
溢

水
防

護
区

画
外

漏
え

い
に

つ
い

て
，

評
価

対
象

区
画

の
水

位
を

保
守

的
に

算

定
す

る
よ

う
，

溢
水

経
路

を
設

定
し

て
い

る
（

原
子

炉
施

設
の

溢
水

評
価

に

お
け
る
溢

水
経
路

と
あ

わ
せ

て
設

定
）
。

 

  

-
 
溢
水
防

護
区
画

の
評

価
に

用
い

る
各

項
目

の
算

出
 

溢
水

防
護

区
画

の
評

価
に

用
い

る
各

項
目

は
，

原
子

炉
施

設
の

溢
水

評
価

と
同

様
に

算
出

し
て

い
る

（
評

価
は

，
原

子
炉

施
設

の
溢

水
評

価
と

あ
わ

せ

て
実
施

）。
 

   

-
 
影
響
評

価
 

原
子

炉
施

設
の

溢
水

評
価

と
同

様
に

，
没

水
，

被
水

及
び

蒸
気

に
よ

る
影

響
に

つ
い

て
評

価
し

て
い

る
（

評
価

は
，

原
子

炉
施

設
の

溢
水

評
価

と
あ

わ

せ
て
実
施

）。
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原
子

力
発

電
所

の
内

部
溢

水
影
響

評
価
ガ

イ
ド

 
島

根
2
号

炉
に

お
け

る
評

価
 

（
４
）
溢

水
に

よ
る

影
響

評
価

の
判

定
 

（
３

）
の

影
響

評
価

の
結

果
か

ら
内

部
溢

水
に
対

し
て
，

使
用
済

燃
料
貯

蔵
プ

ー
ル
の

冷
却

及
び

給
水

機
能

が
失

わ
れ

な
い
こ
と

。
 

 

４
．
附
則

 

（
略
）

 

  

              

-
 
溢
水
に

よ
る
影

響
評

価
の

判
定

 

溢
水

影
響

評
価

の
結

果
，

内
部

溢
水

に
対

し
て

，
燃

料
プ

ー
ル

の
冷

却
及

び
給
水
機

能
が
失

わ
れ

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。
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添付資料 10 建物外への漏えい防止として止水を期待する設備の設置場所 

1. 止水を期待する設備の設置場所について

放射性物質を含んだ液体の溢水伝播に対して止水を期待する設備の，具体的な設置場所に

ついて図 1-1～図 1-11に示す。 
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図 1-1 止水を期待する設備の設置箇所 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-2 止水を期待する設備の設置箇所 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-3 止水を期待する設備の設置箇所 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-4 止水を期待する設備の設置箇所 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-5 止水を期待する設備の設置箇所 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-6 止水を期待する設備の設置箇所 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-7 止水を期待する設備の設置箇所 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-8 止水を期待する設備の設置箇所 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-9 止水を期待する設備の設置箇所 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-10 止水を期待する設備の設置箇所 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

9条-別添1-添付10-11

719



図 1-11 止水を期待する設備の設置箇所 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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補足説明資料１ 

島根２号炉原子炉補機海水系熱交換器の海水系出口配管からの海水漏えい事象

について 

１．はじめに 

島根２号炉原子炉補機海水系熱交換器の海水系出口配管からの海水漏えい事

象が島根２号炉における溢水影響評価に包含されることを以下に示す。 

２．島根２号炉原子炉補機海水系熱交換器の海水系出口配管からの海水漏えい事

象について 

平成 26年 10月 27日，第 17回定期検査中の島根２号炉において，原子炉建物

地下 1階西側エレベータ付近（非管理区域）に敷設している原子炉補機海水系熱

交換器の海水系出口配管（Ⅰ系統）から海水が漏えいした。 

本事象は，外的な要因によりゴムライニングに傷が入って剥離が生じ，剥離し

た部分の配管内面の腐食，貫通孔が生じ漏えいに至ったものと考えられる。当該

配管は新管に取り替え済みであり，本件同様にゴムライニングを採用している箇

所について随時開放点検を実施中である。 

本事象による溢水量は，約 0.45m3 であり，想定破損による溢水影響評価に包

含されることを確認した。原子炉補機海水系の海水漏えい事象と原子炉補機海水

系想定破損の比較を表１に示す。 

表１ 原子炉補機海水系海水漏えい事象と原子炉補機海水系想定破損の比較 

破損状況 溢水量 

原子炉補機海水系の海水漏えい事象 
貫通孔 

（ピンホール） 
約 0.45m3 

原子炉補機海水系の想定破損※ 貫通クラック 457m3 

※ 原子炉補機海水系（呼び径：700A，運転温度：40℃，運転圧力：0.98MPa）

は低エネルギー配管であるため，評価ガイドに基づき貫通クラックによる破

損を想定する。
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補足説明資料 2 

設置許可基準第十二条の要求について 

1. はじめに

設置許可基準規則第十二条では，安全施設が安全機能を果たすための要求が

記載されており，この要求への対応について整理する。 

2. 要求事項

第十二条における要求事項と内部溢水影響評価での対応を以下の通り整理す

る。 

設置許可基準規則 第十二条 内部溢水影響評価での対応 

（安全施設） 

第十二条 安全施設は、その安全機能の

重要度に応じて、安全機能が確保され

たものでなければならない。 

安全施設のうち，重要度の特に高い安

全機能を有する系統に関して，評価ガ

イドの要求に従い，防護対象設備とし

て選定する。 

２ 安全機能を有する系統のうち、安全

機能の重要度が特に高い安全機能を有

するものは、当該系統を構成する機械

又は器具の単一故障（単一の原因によ

って一つの機械又は器具が所定の安全

機能を失うこと（従属要因による多重

故障を含む。）をいう。以下同じ。）が

発生した場合であって、外部電源が利

用できない場合においても機能できる

よう、当該系統を構成する機械又は器

具の機能、構造及び動作原理を考慮し

て、多重性又は多様性を確保し、及び

独立性を確保するものでなければなら

ない。 

想定する溢水に対して，重要度の特に

高い安全機能を有する系統が，その安

全機能を失わないこと（信頼性要求に

基づき独立性が確保され，多重性又は

多様性を有する系統が同時にその機

能を失わないこと）を確認する。 

３ 安全施設は、設計基準事故時及び設

計基準事故に至るまでの間に想定され

る全ての環境条件において、その機能

を発揮することができるものでなけれ

ばならない。 

環境条件として，溢水事象となる事故

（LOCAや主蒸気管破断），原子炉外乱，

外部事象を考慮しても，溢水の影響に

より防護対象設備が安全機能を失わ

ないことを確認する。 

9条-別添1-補足2-1

722



 

3, 第十二条 第２項への適合について 

(1) 定義 

「多重性」，「多様性」，「独立性」の定義については，設置許可基準規則 第二

条第２項にて以下のように定められている。 

 

設置許可基準規則 第二条 設置許可基準規則の解釈 

第２項 

十七 「多重性」とは、同一の機能を有

し、かつ、同一の構造、動作原理その他

の性質を有する二以上の系統又は機器

が同一の発電用原子炉施設に存在する

ことをいう。 

十八 「多様性」とは、同一の機能を有

する二以上の系統又は機器が、想定され

る環境条件及び運転状態において、これ

らの構造、動作原理その他の性質が異な

ることにより、共通要因（二以上の系統

又は機器に同時に影響を及ぼすことに

よりその機能を失わせる要因をいう。以

下同じ。）又は従属要因（単一の原因に

よって確実に系統又は機器に故障を発

生させることとなる要因をいう。以下同

じ。）によって同時にその機能が損なわ

れないことをいう。 

十九 「独立性」とは、二以上の系統又

は機器が、想定される環境条件及び運転

状態において、物理的方法その他の方法

によりそれぞれ互いに分離することに

より、共通要因又は従属要因によって同

時にその機能が損なわれないことをい

う。 

 

 

 

 

 

 

３ 第２項第１８号に規定する「共通要

因」とは、二つ以上の系統又は機器に同

時に作用する要因であって、例えば環境

の温度、湿度、圧力又は放射線等による

影響因子、系統若しくは機器に供給され

る電力、空気、油、冷却水等による影響

因子及び地震、溢水又は火災等の影響を

いう。 

 

(2) 確認プロセス 

本文表 2-2 にて抽出された重要度の特に高い安全機能の溢水事象に対する多

重性・多様性・独立性確保に関して，以下のフロー図（図 3-1）により確認し，

その結果，詳細確認を実施する対象として抽出された系統を表 3-1にまとめる。 

結果として，いずれの機能に対しても多重性・多様性・独立性に問題ないこと

を確認する。  
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図 3-1 多重性・多様性・独立性の確保に関する確認フロー 

 

 

 

表 3-1 多重性・多様性・独立性の確保について詳細確認を実施する対象 

機能 対象系統・機器 

格納容器内又は放射性物質が格納容器

内から漏れ出た場所の雰囲気中の放射

性物質の濃度低減機能 

非常用ガス処理系 

格納容器内の可燃性ガス制御機能 可燃性ガス濃度制御系 

原子炉制御室非常用換気空調機能 中央制御室空調換気系 

 

  

抽出された機器を本文図
2.1 のフローによりスク
リーニング（本文 2.1.3
の作業） 

重要度の特に高い安全機能を有する系統
の構成機器を抽出（本文 2.1.2の作業） 

【①】スクリーニング可能 

多重性・多様性・独立性の確保について
詳細確認を実施する対象 

影響評価を実施し，複数区
分が機能喪失する可能性
有り（本文 10までの作業） 

多重性・多様性・独立性が 
確保されている 

スクリーニング不可能 

【②】可能性なし 

【③】可能性あり 
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（3） 詳細確認 

非常用ガス処理系，可燃性ガス濃度制御系及び中央制御室空調換気系は，何れ

も同一の区画内に A,B 両系統が設置されており，単一の溢水事象により両系統

が機能喪失する可能性を有するが，以下に示す通り，区画内及び区画外からの溢

水の影響が無い事から機能は維持される。 

内部溢水影響評価における防護対象設備がその安全機能を喪失しないことを

確認するために用いる判定方法については，補足説明資料 25に整理する。 

 

 

ａ．想定破損による溢水の影響 

非常用ガス処理系，可燃性ガス濃度制御系及び中央制御室空調換気系の機器

が設置されている区画においては，補足説明資料 18 に示すガイド附属書Ａ

「流体を内包する配管の破損による溢水の詳細評価手法について」に基づいた

応力評価及び減肉等の評価を実施し，溢水の影響が無いよう適切な管理を実施

することとする。また，区画外から当該区画に対する止水対策等を実施するこ

とにより，区画外からの溢水による影響を防止する。 

 

 

ｂ．消火水による溢水の影響 

非常用ガス処理系，可燃性ガス濃度制御系及び中央制御室空調換気系の機器

が設置されている区画においては，固定式消火設備を設置し，消火栓からの放

水を行わないことから，消火活動に伴う溢水の影響はない。また，区画外から

当該区画に対する止水対策等を実施することにより，区画外からの溢水による

影響を防止する。 

 

 

ｃ．地震時の溢水の影響 

非常用ガス処理系，可燃性ガス濃度制御系の機器が設置されている区画にお

いては，当該機器に被水の影響を与える流体を内包する配管に対し，基準地震

動 Ss に対する耐震性を確保することから，被水により機能喪失することはな

い。中央制御室空調換気系の機器が設置されている区画においては，区画内の

流体を内包する配管に対し，基準地震動 Ss に対する耐震性を確保することか

ら，区画内での溢水が発生しない。 

また，区画外から当該区画に対する止水対策等を実施することにより，区画

外からの溢水による影響を防止する。 
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4. 第十二条 第 3項への適合について 

(1) 外部事象による溢水影響の考慮 

各外部事象による溢水影響としては，降水のようなプラントへの直接的な影響

と，飛来物による屋外タンク等の破壊のような間接的な影響が考えられる。間接

的な影響に関しては，設置位置や保有水量等を鑑み，純水タンク・ろ過水タンク

等の屋外タンクを外部事象による影響を確認する対象とする。 

想定される外部事象による直接的，間接的影響をそれぞれ整理し，表 4-1に示

す。結果として，いずれの影響に対しても現状の設計にて問題がないこと，又は

現状の評価で包含されることを確認した。なお，直接的な影響のうち，地震・津

波に関しては本審査資料の該当箇所にて，その他の外部事象に関しては各外部事

象に関する審査にて説明する。 

 

表 4-1 外部事象による溢水影響(1/3) 

No. 外部事象 直接的溢水影響モード 間接的溢水影響モード 

1 地震 
本事象による直接的な溢水影

響はない。 

＜地震動＞ 

地震によるタンク損傷の可能性があるが，屋

外タンク等の溢水によるプラントへ与える影

響について問題ないことを確認している。詳

細については，「10.1 (1) 地震起因による屋

外タンクからの溢水影響」を参照。 

2 津波 

津波の浸水による直接的な溢

水影響が考えられるが，設計

基準津波は地震起因の溢水水

位に包含される（No.1参照）。 

＜浸水＞ 

設計基準津波は屋外タンクへは到達しないた

め，本事象による屋外タンクの損傷はない。 

3 洪水 

発電所の近くには，発電所に

影響を及ぼすような河川等は

ないため，溢水影響はない。 

＜浸水＞ 

発電所の近くには，発電所に影響を及ぼすよ

うな河川等はないため，本事象による屋外タ

ンクの損傷はない。 

4 風（台風） 
本事象による直接的な溢水影

響はない。 

＜荷重（風荷重，衝突荷重）＞ 

敷地付近で観測された瞬間最大風速の観測記

録56.5m/sは設計竜巻の最大風速92m/s以下で

あり，竜巻評価に包含される（No.5参照）。 

5 竜巻 
本事象による直接的な溢水影

響はない。 

＜荷重（風荷重，衝突荷重）＞ 

設計竜巻による飛来物により，屋外タンクが

破損した場合に発生する溢水水位は地震起因

の溢水水位に包含される（No.1参照）。 

6 凍結 
本事象による直接的な溢水影

響はない。 

＜内圧上昇＞ 

敷地付近で観測された最低気温の観測記録－

8.7℃に対して，屋外機器で凍結のおそれのあ

るものについては凍結防止対策を施している

ため，本事象による屋外タンクの損傷はない。 

7 降水 

敷地付近で観測された最大１

時間降水量の観測記録は

77.9mmであり，溢水防護対象

設備が設置されている建物及

び構築物のカーブ高さを超え

ないため，溢水影響はない。 

＜荷重（堆積荷重）＞ 

タンク上部への滞留については，タンク上部

の形状から滞留の可能性はないため，本事象

による屋外タンクの損傷はない。 
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No. 外部事象 直接的溢水影響モード 間接的溢水影響モード 

8 積雪 
本事象による直接的な溢水影

響はない。 

＜荷重（堆積荷重）＞ 

敷地付近で観測された最大積雪深さは100㎝

であり，積雪により屋外タンク等が破損した

場合に発生する溢水水位は地震起因の溢水水

位に包含される（No.1参照）。 

9 落雷 
本事象による直接的な溢水影

響はない。 

＜雷サージ及び誘導電流＞ 

本事象による屋外タンクの損傷はない。 

10 地滑り 
本事象による直接的な溢水影

響はない。 

＜荷重（衝突荷重）＞ 

【地滑り】 

地滑り地形の範囲に屋外タンクは存在しない

ため，本事象による屋外タンクの損傷はない。 

【土石流】 

土石流によるタンク損傷の可能性があるが，

屋外タンク等の溢水によるプラントへ与える

影響について問題ないことを確認している。

詳細については，「10.1 (2) 土石流による屋

外タンク等からの溢水影響」を参照。 

11 火山の影響 
本事象による直接的な溢水影

響はない。 

＜荷重（堆積荷重）＞ 

降下火砕物の層厚は文献調査等の結果から

56cm程度であり，降下火砕物により屋外タン

ク等が破損した場合に発生する溢水水位は地

震起因の溢水水位に包含される（No.1参照）。 

＜腐食＞ 

火山灰に付着している腐食成分による化学的

影響が考えられるが，腐食の進行は時間スケ

ールの長い事象であり，短時間で事象が進展

することはなく，適切な運転管理や保守管理

を行うことにより，本事象による屋外タンク

の損傷はない。 

12 
生物学的 

事象 

本事象による直接的な溢水影

響はない。 

＜海生生物（くらげ等）の襲来による取水口

閉塞＞ 

本事象による屋外タンクの損傷はない。 

＜小動物によるケーブル類の損傷等＞ 

本事象による屋外タンクの損傷はない。 

13 
飛来物（航

空機落下） 

航空機落下確率評価結果は，

約8.2×10－8回/炉・年であり，

防護設計の要否判断の基準で

ある10－7回/炉・年を超えない

ため，航空機落下による溢水

は考慮しない。 

＜荷重（衝突荷重）＞ 

航空機落下確率評価結果は，約8.2×10－8回/

炉・年であり，防護設計の要否判断の基準で

ある10－7回/炉・年を超えないため，本事象に

よる屋外タンクの破損は考慮しない。 

14 ダムの崩壊 

発電所の近くには，崩壊によ

り発電所に影響を及ぼすよう

なダムはないため，ダムの崩

壊による溢水は考慮しない。 

＜荷重＞ 

発電所の近くには，崩壊により発電所に影響

を及ぼすようなダムはないため，本事象によ

る屋外タンクの損傷はない。 

 

  

表 4-1 外部事象による溢水影響(2/3) 
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No. 外部事象 直接的溢水影響モード 間接的溢水影響モード 

15 火災・爆発 
本事象による直接的な溢水影

響はない。 

＜熱影響＞ 

防火帯林縁からの離隔距離がとられているた

め，森林火災による熱影響はない。万一，熱

影響があった場合はタンク保有水によって吸

収されるため，本事象による屋外タンクの損

傷はない。 

また，発電所の近くには，火災により安全施

設に影響を及ぼすような石油コンビナート等

の石油工業関連施設はないため，本事象によ

る屋外タンクの損傷はない。 

＜ばい煙による影響＞ 

本事象による屋外タンクの損傷はない。 

＜爆風及び飛来物＞ 

発電所の近くには，爆発により安全施設に影

響を及ぼすような石油コンビナート等の石油

工業関連施設はないため，近隣工場等の爆発

による屋外タンクの損傷はない。 

16 有毒ガス 
本事象による直接的な溢水影

響はない。 
本事象による屋外タンクの損傷はない。 

17 船舶の衝突 
本事象による直接的な溢水影

響はない。 

＜荷重（衝突荷重）＞ 

発電所の周辺海域には，主要な船舶の航路は

なく，船舶の衝突による発電所への影響はな

いため，本事象による屋外タンクの損傷はな

い。 

18 電磁的障害 
本事象による直接的な溢水影

響はない。 
本事象による屋外タンクの損傷はない。 

 

表 4-1 外部事象による溢水影響(3/3) 
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補足説明資料３ 

内部溢水により想定される事象について 

島根２号炉では，内部溢水の影響軽減対策として，原子炉の安全停止を達成し，維

持するために必要な系統は，内部溢水によって同時に機能が喪失しないように系統分

離等の対策を講じており，安全停止パスを確保することとしている。 

その上で，内部溢水により原子炉に外乱が及ぶ場合について，重畳事象も含めどの

ような事象が起こる可能性があるかを分析し，内部溢水による影響範囲を評価し，緩

和設備に対する機能維持状態を確認し，低温停止が可能であることを確認する。 

以下に，事象の抽出プロセス，解析前提条件及び解析結果を示す。 

1．想定される事象の評価プロセス

1.1. 評価前提 

次の事項を前提とし，評価を行うこととする。 

・内部溢水発生を想定する区画及びその影響範囲の溢水防護対象設備は，溢水

影響評価結果に基づき，機能を喪失する設備は機能喪失を仮定し，それ以外

の溢水防護対象設備は機能が維持される。

・原子炉建物（以下「R/B」という。）又はタービン建物（以下「T/B」という。）

において内部溢水が発生することを仮定し，当該建物内の溢水防護対象設備

以外のものは溢水影響を仮定する。

・R/B又は T/B において発生した内部溢水は，当該の建物以外に影響は及ばない。 

1.2. 抽出プロセスの考え方 

内部溢水に起因して様々な機器の故障や誤動作に伴う外乱の発生が想定され，ま

た，いくつかの外乱が同時に発生することも考えられる。 

発生する事象の抽出にあたっては，ある区画において溢水が発生した場合に溢水

影響を受ける設備を抽出し，どのような外乱が発生し得るのか，外乱発生後に事象

がどのように進展するのかについて，安全停止パスの確認と同様に全ての区画につ

いて評価することが考えられる。そのためには，常用系設備等の溢水防護対象設備

に該当しない設備に対してそれらの配置を網羅的に整理し，区画毎に溢水影響を詳

細に分析することが必要である。しかしながら，このような詳細な分析を実施する

ことは現実的でないことから，溢水防護対象設備に該当しない常用系設備等は，設

置された区画によらず溢水影響を受ける可能性があるという保守的な仮定を用い

た代替の評価手法により評価することとする。以上を踏まえ，R/B 及び T/B で内部

溢水により発生すると考えられる外乱の抽出を行い，内部溢水により誘発される過

渡事象等の起因事象（以下「代表事象」という。）を特定する。さらに代表事象が

重畳することも考慮する。 
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また，代表事象の重畳の組み合わせの評価については，代表事象の事象進展の特

徴から重畳した場合の事象進展を定性的に推定することにより，より厳しい評価結

果となり得る組み合わせを選定し，選定した重畳事象の収束が可能であるかについ

て解析的に確認を行う。 

以下に，内部溢水により想定される事象の抽出から解析評価までのプロセス及び

プロセスの各ステップの概要を示す（図 1-1参照）。 

 

【ステップ１】 

   評価事象を網羅的に抽出するため，「発電用軽水型原子炉施設の安全評価に関す

る審査指針」（以下「安全評価審査指針」という。）の評価事象の選定方法に従い，

原子炉に有意な影響を与える主要な要因を抽出する（図 2-1参照）。 

【ステップ２】 

 原子炉に有意な影響を与える主要な要因を誘発する故障を抽出する（図 2-1 参

照）。 

  【ステップ３】 

   ステップ２で抽出した故障が発生し得る区画を分析する。ここでは，常用系設

備等の溢水防護対象設備に該当しない設備は，設置された区画によらず，溢水影

響を受ける可能性があると仮定する。その際，R/B及び T/B の一方の建物における

溢水の影響は他方の建物に及ばないとする（図 2-1参照）。 

  【ステップ４】 

   ステップ２及びステップ３での分析を踏まえ，各建物で発生する代表事象とし

て扱う事象を特定する。代表事象の特定にあたっては，溢水影響により発生する

可能性のある事象の中から最も厳しい事象を想定する（例えば，原子炉再循環ポ

ンプ（以下「再循環ポンプ」という。）のトリップについては，溢水の規模により

１台トリップから全台トリップまで考えられるが，最も厳しくなる全台トリップ

を想定する。）（図 2-1参照）。 

  【ステップ５】 

   各建物で発生する代表事象の解析結果等を踏まえ，代表事象の組み合わせ毎に，

重畳を考慮した場合にプラントに与える影響が厳しくなるか否かの分析を行い，

解析の要否を整理する。 

  【ステップ６】 

   各建物での内部溢水の発生を想定した場合においても動作を期待できる緩和系

を確認する。 

  【ステップ７】 

   安全評価審査指針に従い，原子炉停止機能及び炉心冷却機能及び放射能閉じ込

め機能に単一故障を想定する。 

なお，ここでは溢水影響評価結果に基づき，機能を喪失する設備は機能喪失して

いることを前提に，機能維持する溢水防護対象設備に単一故障をさらに重ねる。 
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  【ステップ８】 

   ステップ７までの分析結果等を踏まえ，抽出した事象の解析を実施し，事象の

収束ができることを確認する。
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図 1-1 評価プロセス 

「安全評価審査指針」の評価事象の選定方法に従い，原子

炉に有意な影響を与える主要な要因を抽出(図 2-1参照) 

 

主要な要因に対応する故障モードを抽出(図 2-1参照) 

抽出された故障が各建物において 

発生し得るかを分析(図 2-1 参照) 

各建物について，分析結果を踏まえ代表事象を選定 

(図 2-1参照) 

代表事象の重畳を抽出 

（結果を厳しくする事象の組み合わせ（本文 3項参照）） 

内部溢水においても動作を期待できる 

緩和系の確認(表 4-4参照) 

 

 

事象毎に単一故障想定を割り当てる(表 5-2参照) 

 

解析実施（本文 6項参照） 

ステップ１ 

ステップ２ 

ステップ３ 

ステップ４ 

ステップ５ 

ステップ６ 

ステップ７ 

ステップ８ 
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2. 代表事象の抽出【ステップ１，２，３，４】 

安全評価審査指針の評価事象の選定方法に従い，原子炉に有意な影響を与える主

要な要因及びその要因に対する故障の抽出結果を図 2-1 に示す。また，同図におい

て，抽出した故障が，R/B及び T/Bにおいて発生し得るかを分析し，各建物において

抽出した代表事象を示す。 

図 2-1において抽出された，R/B及び T/Bにおける内部溢水により発生する可能性

のある代表事象を表 2-1に示す。 

 

表 2-1 抽出された代表事象 

抽出された代表事象 R／B T／B 

原子炉冷却材の停止ループの誤起動 ○ － 

原子炉冷却材流量の喪失 ○ ○ 

原子炉冷却材流量制御系の誤動作 ○ － 

給水流量の全喪失＋タービントリップ ○ － 

主蒸気隔離弁の誤閉止 ○ ○ 

逃がし弁開放 ○ － 

給水制御系の故障（流量減少） ○ －※１ 

給水制御系の故障※２ ○ ○ 

HPCSの誤起動 ○ － 

RCICの誤起動 ○ － 

給水加熱喪失 － ○ 

負荷の喪失 － ○ 

原子炉圧力制御系の故障 － ○ 

給水流量の全喪失 － ○ 

※１ T/Bではより厳しい給水流量の全喪失を想定 

※２ 原子炉給水制御系の誤信号等により，給水流量が増加する事象は，原子炉設置

変更許可申請書に倣い，単に「給水制御系の故障」という。 
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3. 重畳を考慮した内部溢水影響評価事象の抽出【ステップ５】  

3.1. 重畳を考慮すべき事象の分析 

2項にて抽出した R/B及び T/Bにおける内部溢水により発生する可能性のあ

る代表事象について，重畳を考慮した場合に，事象を厳しくする可能性につい

て検討した。結果について表 3-1及び表 3-2に示す。 

重畳を考慮すべき事象として抽出された代表事象の概要を表 3-3に示す。 
 

表 3-1 R/Bにおける抽出事象及び重畳考慮の要否 

抽出された代表事象 重畳 重畳を考慮しない理由※１ 

Ⅰ 原子炉冷却材の停止ループの誤起動 ― 

部分出力状態での発生事象

であり重畳による影響が小

さい 

Ⅱ 原子炉冷却材流量の喪失 ― ①  

Ⅲ 原子炉冷却材流量制御系の誤動作 考慮 ― 

Ⅳ 給水流量の全喪失＋タービントリップ 考慮 ― 

Ⅴ 主蒸気隔離弁の誤閉止 考慮 ― 

Ⅵ 逃がし弁開放 ― ②  

Ⅶ 給水制御系の故障（流量減少） ― ③  

Ⅷ 給水制御系の故障 考慮 ― 

Ⅸ HPCSの誤起動 ― 
②（上部プレナムへの注水で

蒸気が凝縮し圧力が低下） 

Ⅹ RCICの誤起動 考慮 ― 

 

表 3-2 T/Bにおける抽出事象及び重畳考慮の要否 

抽出された代表事象 重畳 重畳を考慮しない理由※１ 

Ⅰ 給水加熱喪失 考慮 ― 

Ⅱ 原子炉冷却材流量の喪失 ― ① 

Ⅲ 負荷の喪失 考慮 ― 

Ⅳ 主蒸気隔離弁の誤閉止 考慮 ― 

Ⅴ 原子炉圧力制御系の故障 ― ② 

Ⅵ 給水流量の全喪失 ― ③ 

Ⅶ 給水制御系の故障 考慮 ― 

※１ 重畳を考慮しない理由 

① 再循環流量が減少する事象は，BWR-5では再循環ポンプの慣性が大きく，炉心流量の

減少による炉心の冷却能力低下に対し，原子炉出力の減少が早めに作用するため，重

畳しても結果は厳しくならない。 

② 圧力が低下する事象は重畳しても結果は厳しくならない。 

③ 出力が低下する事象は重畳しても結果は厳しくならない。 
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表 3-3 抽出された代表事象の概要  

抽出事象 概要 

原子炉冷却材流量制御
系の誤動作 

原子炉の出力運転中に，再循環流量制御系の誤動作により，再循環流
量（炉心流量）が増加し，原子炉出力が上昇する事象。 

給水流量の全喪失＋ 
タービントリップ 

原子炉の出力運転中に，原子炉水位高（レベル８）信号の誤発生によ
り，タービンがトリップするとともに，原子炉給水ポンプがトリップ
する事象。 

主蒸気隔離弁の誤閉止 
原子炉の出力運転中に，主蒸気隔離弁が誤閉止し，原子炉圧力が上昇
する事象。 

給水制御系の故障 
原子炉の出力運転中に，給水流量が急激に増加し，炉心入口サブクー
リングが増加して，原子炉出力が上昇する事象。 

RCICの誤起動 
原子炉の出力運転中に，RCIC が誤起動し，炉心入口サブクーリングが
増加して，原子炉出力が上昇する事象。 

給水加熱喪失 
原子炉の出力運転中に，給水加熱器への蒸気流量が喪失して，給水温
度が徐々に低下し，炉心入口サブクーリングが増加して，原子炉出力
が上昇する事象。 

負荷の喪失 
原子炉の出力運転中に，発電機負荷遮断により蒸気加減弁が急速に閉
止し，原子炉圧力が上昇する事象。 

 

 

3.2. 抽出事象に対する重畳の分析結果 

3.1項で抽出した重畳を考慮した場合に事象を厳しくする可能性のある事象

について，スクラムのタイミング等のプラント挙動について整理し，これらの

観点から，重畳の組み合わせを考慮した場合に事象を厳しくする可能性がある

かについて，更なる検討を行う。 

この検討においては，２つの事象の組み合わせについて，重畳を考慮したと

してもどちらか１つの事象に包絡される，重畳を考慮した場合には厳しい評価

となる可能性がある，又は，重畳を考慮しない（単独の事象）方が厳しい評価

となるかについて，定性的に評価を行う。 

なお，重畳を考慮した場合に厳しくなる事象の組み合わせが複数同定される

場合には，更なる重畳を検討することが必要となるが，次に示すとおり，厳し

くなる組み合わせが２つ以上はなかったことから，３つ以上の事象の重畳につ

いても２つの事象の重畳に包含されることを確認した。 
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(1) R/Bにおける代表事象の重畳 

表 3-1 に抽出された事象について，スクラムのタイミング等のプラント

挙動について整理した結果を表 3-4に示す。 

「給水流量の全喪失＋タービントリップ」，「主蒸気隔離弁の誤閉止」及

び「給水制御系の故障」は，いずれも主要弁の閉止を伴う圧力上昇事象で

ある。 

これらの事象のうち，「主蒸気隔離弁の誤閉止」は，タービン・バイパス

弁に期待することができないため，圧力上昇の観点では最も厳しい事象と

なる。また，出力上昇の観点では，スクラムタイミングの遅い「給水制御

系の故障」が最も厳しい事象となる。 

「原子炉冷却材流量制御系の誤動作」は，出力ピークが最も高くなるも

のの，解析の初期状態が部分出力状態であること及び燃料の熱伝達遅れの

ため，炉心平均表面熱流束の観点からは厳しい事象とならない。 

なお，「RCIC の誤起動」による注水流量の増加分は，「給水制御系の故障」

による流量増加分と比べると少ないため，結果に大きな影響はない。 

上記を踏まえ，重畳を考慮した場合について検討した結果を表 3-6 に示

す。本表のとおり，事象の重畳が厳しい結果を与えることはない。 

以上のことから，R/Bにおける内部溢水を想定した場合の代表事象は，「主

蒸気隔離弁の誤閉止」及び「給水制御系の故障」とする。 

 

(2) T/Bにおける代表事象の重畳 

表 3-2 に抽出した事象について，スクラムのタイミング等のプラント挙

動について整理した結果を表 3-5 に示す。 

出力上昇の観点から，スクラムタイミングの遅い「給水加熱喪失」が最

も厳しい結果を与える。また，表 3-7に示すとおり，「給水加熱喪失」と「給

水制御系の故障」は事象開始時に同時に発生すると，タービントリップ時

の出力が高めになるため，その他の事象に比べて厳しい結果になると考え

られる。 

なお，後述のとおり，タービン建物における内部溢水ではタービン・バ

イパス弁に期待できないことを考慮すると，「負荷の喪失」は他の単独事象

に比べて厳しい事象となるが，「給水制御系の故障」と「給水加熱喪失」の

重畳事象はスクラム時点での原子炉出力が「負荷の喪失」よりも高くなる

ことから，「負荷の喪失」よりも厳しい結果となると考えられる。 

以上のことから，T/Bにおける内部溢水を想定した場合の代表事象は，「給

水制御系の故障＋給水加熱喪失」の重畳事象とする。 
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表
3-

4 
想
定
さ
れ
る
代
表
事
象
（
単
独
事
象
）
の
解
析
結
果
（
R/
B
溢
水
発
生
時
を
想
定
）
 

 

ス
ク
ラ
ム

 

事
象
発
生
時
の
影
響

 
事
象
発
生
後
の
出
力
／

 

圧
力
の
ピ
ー
ク
値

 
備
考

 

出
力
 

炉
心
流
量

 

Ⅲ
 
原

子
炉

冷
却

材
流

量
制

御

系
の
誤
動
作

 

中
性
子
束
高

 

(
約

3.
5
秒
後

) 

炉
心

流
量

増
加

に
伴

う

ボ
イ

ド
率

減
少

に
よ

り

出
力
増
加

 

増
加

 
出
力
：
約

2
07

% 

表
面
熱
流
束
：
約

7
4%
 

圧
力
：
約

6
.6

8
MP
a
[g
a
ug
e
] 

初
期

条
件

：
定

格
出

力
の

5
7
%
，

定
格

炉
心

流
量

の

3
9
%で

の
解
析

 

Ⅳ
 
給

水
流

量
の

全
喪

失
＋

タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ

プ
(
原

子
炉

水

位
高

(
レ
ベ
ル

8
)誤

信
号

)
※
 

主
蒸
気
止
め
弁
閉

 

(
約

0.
1
秒

) 

原
子

炉
圧

力
上

昇
に

伴

う
ボ

イ
ド

率
減

少
に

よ

り
出
力
増
加

 

2
台

ポ
ン

プ
ト

リ
ッ

プ

に
よ
り
低
下

 

出
力
：
約

1
18
% 

表
面

熱
流

束
：

初
期

値
を

越

え
な
い

 

圧
力
：
約

7
.0

9
MP
a
[g
a
ug
e
] 

タ
ー

ビ
ン

・
バ

イ
パ

ス
弁

不
作

動
時

は
出

力
約

3
6
9
%
，

表
面

熱
流

束
約

1
2
2
%

，
圧

力
約

8
.
2
9M
P
a[
g
a
u
g
e]
 

Ⅴ
 主

蒸
気
隔
離
弁
の
誤
閉
止

 
主
蒸
気
隔
離
弁
閉
 

(
約

0.
3
秒
後

) 

原
子

炉
圧

力
上

昇
に

伴

う
ボ

イ
ド

率
減

少
に

よ

り
出
力
増
加

 

―
 

出
力
：
初
期
値
を
超
え
な
い

 

表
面

熱
流

束
：

初
期

値
を

越

え
な
い

 

圧
力
：
約

7
.9

9
MP
a
[g
a
ug
e
] 

 

Ⅷ
 給

水
制
御
系
の
故
障

 
主
蒸
気
止
め
弁
閉

 

(
原

子
炉

水
位

高
→

タ
ー

ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
→

) 

(
約

9.
1
秒
後

) 

炉
心

入
口

サ
ブ

ク
ー

ル

増
大
に
よ
り
出
力
増
加

 

―
 

(
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ

プ
と

同
時
に

2
台
ポ
ン
プ
ト
リ

ッ
プ
に
よ
り
低
下

) 

出
力
：
約

1
15

% 

表
面
熱
流
束
：
約

1
11
% 

圧
力
：
約

7
.1

9
MP
a
[g
a
ug
e
] 

 

Ⅹ
 
RC
I
C
の
誤
起
動

 
R
C
I
C
誤
作
動
に
伴
う
給
水
流
量
の
増
加
は

2
%程

度
で
あ
り
，
給
水
制
御
系
の
故
障
時
の
流
量
増
加
分

(
3
6%
)と

比
べ
る
と
影
響
は
小
さ
い
た
め
，

重
畳
を
考
慮
し
な
い

 

※
 
給
水
流
量
の
全
喪
失
は
，
事
象
発
生
後
約

7
秒
で
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
に
至
る
。
事
象
進
展
が
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
に
比
べ
て
緩
や
か
な
事
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
タ
ー
ビ
ン

ト
リ
ッ
プ
の
評
価
で
代
表
で
き
る
（
出
力
／
圧
力
ピ
ー
ク
値
の
記
載
は
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
と
ほ
ぼ
同
等
の
負
荷
の
喪
失
の
解
析

結
果
）。
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表
3-

5 
想
定
さ
れ
る
代
表
事
象
（
単
独
事
象
）
の
解
析
結
果
（
T/
B
溢
水
発
生
時
を
想
定
）
 

 

ス
ク
ラ
ム

 

事
象
発
生
時
の
影
響

 
事
象
発
生
後
の
出
力
／

 

圧
力
の
ピ
ー
ク
値

 
備
考

 

出
力
 

炉
心
流
量

 

Ⅰ
 給

水
加
熱
喪
失

※
 

中
性

子
束

高
(
熱

流
束

相
当

) 

(
約

89
秒
後

) 

炉
心

入
口

サ
ブ

ク
ー

ル

増
大
に
よ
り
出
力
増
加

 

―
 

出
力
：
約

1
23

% 

表
面
熱
流
束
：
約

1
21
% 

圧
力
：
約

7
.1
2
MP
a
[g
a
ug
e
] 

 

Ⅲ
 負

荷
の
喪
失

 
―

 

(
フ

ル
バ

イ
パ

ス
プ

ラ
ン

ト
の
た
め

) 

原
子

炉
圧

力
上

昇
に

伴

う
ボ

イ
ド

率
減

少
に

よ

り
出
力
増
加

 

2
台

ポ
ン

プ
ト

リ
ッ

プ

に
よ
り
低
下

 

出
力
：
約

1
18
% 

表
面

熱
流

束
：

初
期

値
を

越

え
な
い

 

圧
力
：
約

7
.0

9
MP
a
[g
a
ug
e
] 

タ
ー

ビ
ン

・
バ

イ
パ

ス
弁

不
作

動
時

は
出

力
約

3
6
9
%
，

表
面

熱
流

束
約

1
2
2
%

，
圧

力
約

8
.
2
9M
P
a[
g
a
u
g
e]
 

Ⅳ
 主

蒸
気
隔
離
弁
の
誤
閉
止

 
主
蒸
気
隔
離
弁
閉

 

(
約

0.
3
秒
後

) 

原
子

炉
圧

力
上

昇
に

伴

う
ボ

イ
ド

率
減

少
に

よ

り
出
力
増
加

 

―
 

出
力
：
初
期
値
を
超
え
な
い

 

表
面

熱
流

束
：

初
期

値
を

越

え
な
い

 

圧
力
：
約

7
.9

9
MP
a
[g
a
ug
e
] 

 

Ⅶ
 給

水
制
御
系
の
故
障

 
主
蒸
気
止
め
弁
閉

 

(
原

子
炉

水
位

高
→

タ
ー

ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
→

) 

(
約

9.
1
秒
後

) 

炉
心

入
口

サ
ブ

ク
ー

ル

増
大
に
よ
り
出
力
増
加

 

―
 

(
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ

プ
と

同
時
に

2
台
ポ
ン
プ
ト
リ

ッ
プ
に
よ
り
低
下

) 

出
力
：
約

1
15

% 

表
面
熱
流
束
：
約

1
11
% 

圧
力
：
約

7
.1

9
MP
a
[g
a
ug
e
] 

 

※
 
給
水
加
熱
器

1
段
の
喪
失
を
想
定
。
複
数
段
の
機
能
喪
失
時
に
は
，
炉
心
入
口
サ
ブ
ク
ー
ル
の
増
加
量
が
大
き
く
な
り
，
ス
ク
ラ
ム
時
刻
は
早
く
な
る
が
，
ス
ク
ラ
ム
す
る
出
力
点

は
変
わ
ら
ず
，
ス
ク
ラ
ム
後
の
評
価
は
同
様
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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表
3-
6
 
重
畳
事
象
の
分
析
（

R/
B
溢
水
発
生
時
）
 

 
Ⅲ
 原

子
炉
冷
却
材
流
量

制
御
系
の
誤
動
作
 

Ⅳ
 給

水
流
量
の
全
喪
失
 

＋
 

タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
 

Ⅴ
 主

蒸
気
隔
離
弁
の
誤
閉
止
 

Ⅷ
 
給
水
制
御
系
の
故
障
 

Ⅲ
 原

子
炉

冷
却
材
流
量

制
御
系
の
誤

動
作
 

―
 

×
 

×
 

×
 

ス
ク
ラ
ム
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
Ⅲ
が
出
力
上
昇
の

観
点
か
ら
は
厳
し
い
が
，
Ⅳ
は
圧
力
上
昇
の
観
点
で

厳
し
く
プ
ラ
ン
ト
挙
動
と
し
て
は
影
響
が
大
き
い
。
 

重
畳
事
象
は
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
に
よ
り
直
ち
に

ス
ク
ラ
ム
す
る
た
め
，
単
独
事
象
で
あ
る
Ⅳ
に
よ
り

代
表
で
き
る
。

 
 【
抽
出
事
象
：
Ⅳ
】
 

隔
離
弁
が
閉
止
す
る
Ⅴ
が
圧
力
上
昇
の
観
点
か
ら

厳
し
い
。
 

重
畳
事
象
は
Ⅴ
に
よ
り
直
ち
に
ス
ク
ラ
ム
す
る
た

め
，
単
独
事
象
で
あ
る
Ⅴ
に
よ
り
代
表
で
き
る
。

 
  【
抽
出
事
象
：
Ⅴ
】
 

ス
ク
ラ
ム
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
Ⅷ
の
方
が
出
力
上
昇

並
び
に
圧
力
上
昇
が
厳
し
い
。
 

重
畳
事
象
は
，
Ⅲ
に
伴
う
中
性
子
束
上
昇
に
よ
り
短
時

間
で
ス
ク
ラ
ム
す
る
た
め
，
単
独
事
象
で
あ
る
Ⅷ
に
よ

り
代
表
で
き
る
。
 

 【
抽
出
事
象
：
Ⅷ
】
 

Ⅳ
 給

水
流

量
の
全
喪
失

＋
タ
ー
ビ
ン

ト
リ
ッ
プ
 

―
 

―
 

×
 

×
 

タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁
が
期
待
で
き
な
い
Ⅴ
が
圧

力
上
昇
の
観
点
か
ら
厳
し
い
。
 

重
畳
事
象
は
圧
力
上
昇
の
観
点
か
ら
，
単
独
事
象
で

あ
る
Ⅴ
に
よ
り
代
表
で
き
る
。
 

 【
抽
出
事
象
：
Ⅴ
】
 

（
給
水
流
量
の
全
喪
失
と
給
水
制
御
系
の
故
障
は
相

反
す
る
事
象
の
た
め
，
重
畳
し
な
い
。）

 

Ⅴ
 主

蒸
気

隔
離
弁
の
誤

閉
止
 

―
 

―
 

―
 

×
 

ス
ク
ラ
ム
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
Ⅷ
の
方
が
出
力
上
昇

が
厳
し
く
な
る
が
，
本
プ
ラ
ン
ト
は

1
00
％
タ
ー
ビ

ン
・
バ
イ
パ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
た
め
，
そ
の
影
響
は
限
定

的
で
あ
る
。
一
方
，
タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁
が
期
待

で
き
な
い
Ⅴ
の
方
が
原
子
炉
圧
力
上
昇
の
観
点
か
ら

厳
し
い
。
 

重
畳
事
象
は
Ⅴ
に
よ
り
直
ち
に
ス
ク
ラ
ム
す
る
た
め
，

圧
力
上
昇
の
観
点
か
ら
は
単
独
事
象
で
あ
る
Ⅴ
，
出
力

の
観
点
か
ら
は
Ⅷ
に
よ
り
代
表
で
き
る
。
 

 【
抽
出
事
象
：
Ⅴ
】
 
【
抽
出
事
象
：
Ⅷ
】

 

Ⅷ
 給

水
制

御
系
の
故
障
 

―
 

―
 

―
 

―
 

（
○
：
重
畳
事
象
が
厳
し
い
 
×
：
単
独
事
象
が
厳
し
い
）
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表
3-
7
 
重
畳
事
象
の
分
析
（

T/
B
溢
水
発
生
時
）
 

 
Ⅰ
 給

水
加
熱
喪
失
 

Ⅲ
 負

荷
の
喪
失
 

Ⅳ
 主

蒸
気
隔
離
弁
の
誤
閉
止
 

Ⅶ
 
給
水
制
御
系
の
故
障
 

Ⅰ
 
給

水
加

熱
喪
失
 

―
 

×
 

×
 

○
 

T
/B

で
の
Ⅲ
で
は
タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁
不
作
動

を
仮
定
す
る
た
め
，
プ
ラ
ン
ト
全
体
に
及
ぼ
す
影
響

は
Ⅲ
の
方
が
大
き
く
な
る
。
 

重
畳
事
象
は
負
荷
の
喪
失
タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁

不
作
動
に
よ
り
直
ち
に
ス
ク
ラ
ム
す
る
た
め
，
単
独

事
象
で
あ
る
Ⅲ
に
よ
り
代
表
で
き
る
。
 

 【
抽
出
事
象
：
Ⅲ
】
 

ス
ク
ラ
ム
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
Ⅰ
が
出
力
上
昇

の
観
点
で
厳
し
い
。

 
重
畳
事
象
は
Ⅳ
を
仮
定
す
る
と
直
ち
に
ス
ク
ラ

ム
す
る
た
め
，
単
独
事
象
で
あ
る
Ⅰ
に
よ
り
代
表

で
き
る
。

 
   【
抽
出
事
象
：
Ⅰ
】
 

ス
ク
ラ
ム
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
Ⅰ
が
出
力
上
昇

の
観
点
で
厳
し
い
。
 

重
畳
事
象
は
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
時
の
出
力
が

高
め
に
な
る
た
め
，
Ⅰ
が
単
独
で
発
生
し
た
場
合

よ
り
も
厳
し
い
事
象
と
な
る
。
 

   【
抽
出
事
象
：
Ⅰ
＋
Ⅶ
】
 

Ⅲ
 
負

荷
の

喪
失
 

―
 

―
 

×
 

×
 

弁
の
閉
止
速
度
の
速
い
Ⅲ
が
出
力
上
昇
の
観
点

で
厳
し
い
。

 
重
畳
事
象
は
弁
の
閉
止
速
度
が
速
い
Ⅲ
に
よ
り

代
表
で
き
る
。

 
   【
抽
出
事
象
：
Ⅲ
】
 

T
/B

で
の
Ⅲ
で
は
タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス
弁
不
作

動
を
仮
定
す
る
た
め
，
プ
ラ
ン
ト
全
体
に
及
ぼ
す

影
響
は
Ⅲ
の
方
が
大
き
く
な
る
。
 

重
畳
事
象
は
負
荷
の
喪
失
タ
ー
ビ
ン
・
バ
イ
パ
ス

弁
不
作
動
に
よ
り
直
ち
に
ス
ク
ラ
ム
す
る
た
め
，

単
独
事
象
で
あ
る
Ⅲ
に
よ
り
代
表
で
き
る
。

 
 【
抽
出
事
象
：
Ⅲ
】
 

Ⅳ
 
主

蒸
気

隔
離

弁
の

誤
閉
止
 

―
 

―
 

―
 

×
 

ス
ク
ラ
ム
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
Ⅶ
の
方
が
出
力

上
昇
の
観
点
か
ら
厳
し
い
。
 

重
畳
事
象
は
，
Ⅳ
に
よ
り
直
ち
に
ス
ク
ラ
ム
す
る

た
め
，
単
独
事
象
で
あ
る
Ⅶ
に
よ
り
代
表
で
き

る
。
 

 【
抽
出
事
象
：
Ⅶ
】
 

Ⅶ
 
給

水
制

御
系

の
故

障
 

―
 

―
 

―
 

―
 

（
○
：
重
畳
事
象
が
厳
し
い
 
×
：
単
独
事
象
が
厳
し
い
）
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4. 内部溢水発生時に期待できる緩和系の整理【ステップ６】 

4.1. 内部溢水による緩和設備に対する機能維持状態 

内部溢水の影響軽減対策として，原子炉の安全停止を達成し，維持するため

に必要な系統は，内部溢水によって同時に機能が喪失しないように系統分離等

の対策を講じており，安全停止パスが確保可能であることについては，別添１

補足説明資料 25「内部溢水影響評価における判定表」において詳細を説明する。 

その上で，除熱機能の２区分のうち，１区分は機能を維持するよう対策を実

施するものの，「運転時の異常な過渡変化」又は「設計基準事故」の発生と同時

に残留熱除去系（原子炉停止時冷却モード）又はフィードアンドブリード（以

下「残留熱除去系等」という。）による除熱が喪失した場合，さらに，単一故障

を想定すると，除熱機能が喪失する可能性がある。 

このため，残留熱除去系等の制御系から実際の機器配置場所までを以下の区

画及び建物を対象に調査することで「運転時の異常な過渡変化」又は「設計基

準事故」の発生と同時に除熱機能が喪失する状況にあるかについて網羅的に確

認した。 

 

(1) 中央制御室及び補助盤室 

(2) 非常用電気室 

(3) ケーブル処理室 

(4) 中央制御室外原子炉停止装置（RSS）盤室 

(5) 建物内（R/B,T/B）  
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(1) 中央制御室（         ）及び補助盤室（RW-1F-05N,07N）

中央制御室及び補助盤室については，溢水源となり得る系統がなく，また，

溢水影響を受ける隣接区画からの溢水による浸水がないため，緩和設備である

除熱機能の喪失は発生しない。 

別添１添付資料３「溢水源とする機器としない機器」において，溢水源となり

得る系統がないこと，また，別添１添付資料５，６，７において，溢水影響を受

ける隣接区画からの溢水による浸水がないことを確認した。 

(2) 非常用電気室（R-2F-04N,05N）

非常用電気室については，溢水源となり得る系統があり，溢水による浸水の可

能性がある。しかしながら，想定される浸水により，「運転時の異常な過渡変化」

又は「設計基準事故」は発生しないため，「運転時の異常な過渡変化」又は「設

計基準事故」の発生と同時に緩和設備である除熱機能が喪失することはない。 

別添１添付資料３「溢水源とする機器としない機器」において，溢水源となり

得る系統を，また，別添１添付資料５，６，７において，溢水による浸水の可能

性があることを確認した。 

 表 4-1に溢水により発生の可能性がある事象を抽出し，事象発生の起因となり

得る設備及びその設置区画を整理し，設置区画及び溢水の流下経路における「残

留熱除去系等関連機器」の設置有無を確認することで，「運転時の異常な過渡変

化」又は「設計基準事故」の発生と同時に残留熱除去系等の機能喪失が発生する

ことなく，加えて，残留熱除去系等に単一故障を想定した場合においても，低温

停止が可能であることを確認した。 

 事象発生の起因となり得る設備と「残留熱除去系等関連機器」が同一区画又は

溢水の流下経路に存在するが，個別に発生する事象の詳細確認を行い，スクラム

しない事象であること及び溢水を起因とした「RCIC の誤起動」は起こらないこ

とを確認しており，低温停止に対して影響がないことを確認した。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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又
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(3) ケーブル処理室（RW-MB1F-01N,02N,C-3F-01N,02N）

ケーブル処理室（RW-MB1F-01N,02N）については，溢水源となり得る系統はな

く，隣接区画からの溢水影響も受けないため，緩和設備である除熱機能の喪失

は発生しない。 

ケーブル処理室（C-3F-01N,02N）については，溢水源となり得る系統はないが，

溢水影響を受ける隣接区画からの溢水による浸水の可能性がある。しかしながら，

「運転時の異常な過渡変化」又は「設計基準事故」発生の起因となる設備及び動

力ケーブルが配置されていないため，「運転時の異常な過渡変化」又は「設計基

準事故」は発生しない。 

  別添１添付資料３「溢水源とする機器としない機器」において，溢水源とな

り得る系統がないこと，また，別添１添付資料５，６，７において，溢水影響

を受ける隣接区画からの溢水による浸水がないことを確認した。 

(4) 中央制御室外原子炉停止装置（RSS）盤室（         ）

中央制御室外原子炉停止装置（RSS）盤室については，溢水源となり得る系統

はなく，隣接区画からの溢水影響も受けないため，緩和設備である除熱機能の

喪失は発生しない。 

  別添１添付資料３「溢水源とする機器としない機器」において，溢水源とな

り得る系統がないこと，また，別添１添付資料５，６，７において，溢水影響

を受ける隣接区画からの溢水による浸水がないことを確認した。 

(5) 建物内（R/B,T/B）溢水

建物内（R/B,T/B）の各区画については，溢水源となる系統があり，また，溢

水影響を受ける隣接区画からの溢水による浸水の可能性があるため，「運転時の

異常な過渡変化」又は「設計基準事故」の発生と同時に緩和設備である除熱機

能が喪失することがないか確認する。 

  表 4-2 に原子炉低温停止の可否を確認する観点から，残留熱除去系等に必要

となる主要なフロント系及びサポート系機器を抽出した。 

 表 4-3に溢水により発生の可能性がある事象を抽出し，事象発生の起因となり

得る設備及びその設置区画を整理し，設置区画及び溢水の流下経路における「残

留熱除去系等関連機器」の設置有無を確認することで，「運転時の異常な過渡変

化」又は「設計基準事故」の発生と同時に残留熱除去系等の機能喪失が発生する

ことがなく，加えて，残留熱除去系等に単一故障を想定した場合においても，低

温停止が可能であることを確認した。 

 事象発生の起因となり得る設備と「残留熱除去系等関連機器」が同一区画又は

溢水の流下経路に存在する場合もあるが，個別に発生する事象の詳細確認を行い，

スクラムしない事象であること及び PCV 内で発生する溢水としては LOCAが考え

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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られるが，溢水を起因とした LOCAは想定されないこと等を確認しており，低温

停止に対して影響がないことを確認した。 

 図 4-1に，溢水防護区画の設定の状況を示す。 

以上より，「運転時の異常な過渡変化」又は「設計基準事故」の発生と同時に

残留熱除去系等が機能喪失する事象がないことを確認した。この結果より，主要

建物における溢水において，単一故障を想定した場合においても残留熱除去系等

により，原子炉の低温停止が可能であることを確認した。 
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表 4-2 残留熱除去系等フロント系及びサポート系機器（1/4） 

フロント系／ 

サポート系 
系統 機器 設置区画※ 

フロント系 

RHR 

A-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ炉水戻り弁 R-B2F-31N 

B-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ炉水戻り弁 R-B2F-31N 

A-RHR ﾃｽﾄ弁 R-B2F-31N 

B-RHR ﾃｽﾄ弁 R-1F-10N 

A-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰ弁 R-B2F-02N 

B-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰ弁 R-B2F-15N 

C-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰ弁 R-B2F-03N 

A-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟﾄｰﾗｽ水入口弁 R-B2F-02N 

B-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟﾄｰﾗｽ水入口弁 R-B2F-15N 

C-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟﾄｰﾗｽ水入口弁 R-B2F-03N 

A-RHR熱交水室入口弁 R-1F-30N 

B-RHR熱交水室入口弁 R-1F-10N 

A-RHR熱交ﾊﾞｲﾊﾟｽ弁 R-1F-30N 

B-RHR熱交ﾊﾞｲﾊﾟｽ弁 R-1F-10N 

A-RHR注水弁 R-1F-07-2N 

B-RHR注水弁 R-2F-15N 

C-RHR注水弁 R-2F-15N 

RHR炉水入口内側隔離弁 PCV内 

RHR炉水入口外側隔離弁 R-B2F-31N 

A-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ炉水入口弁 R-B2F-02N 

B-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ炉水入口弁 R-B2F-15N 

A-残留熱除去ﾎﾟﾝﾌﾟ R-B2F-02N 

B-残留熱除去ﾎﾟﾝﾌﾟ R-B2F-15N 

C-残留熱除去ﾎﾟﾝﾌﾟ R-B2F-03N 

LPCS 

LPCS ﾎﾟﾝﾌﾟ入口弁 R-B2F-09N 

LPCS注水弁 R-1F-32N 

LPCS ﾎﾟﾝﾌﾟﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰ弁 R-B2F-31N 

低圧炉心ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ R-B2F-09N 

※ 別添１本文「4. 溢水防護区画及び溢水経路の設定」記載の区画番号 
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表 4-2 残留熱除去系等フロント系及びサポート系機器（2/4） 

フロント系／ 

サポート系 
系統 機器 設置区画※ 

フロント系 MS 

A-主蒸気逃がし安全弁 PCV内 

B-主蒸気逃がし安全弁 PCV内 

C-主蒸気逃がし安全弁 PCV内 

D-主蒸気逃がし安全弁 PCV内 

E-主蒸気逃がし安全弁 PCV内 

F-主蒸気逃がし安全弁 PCV内 

G-主蒸気逃がし安全弁 PCV内 

H-主蒸気逃がし安全弁 PCV内 

J-主蒸気逃がし安全弁 PCV内 

K-主蒸気逃がし安全弁 PCV内 

L-主蒸気逃がし安全弁 PCV内 

M-主蒸気逃がし安全弁 PCV内 

サポート系 

RCW 

A1-DG冷却水出口弁 R-B2F-04N 

B1-DG冷却水出口弁 R-B2F-06N 

A2-DG冷却水出口弁 R-B2F-04N 

B2-DG冷却水出口弁 R-B2F-06N 

A-RHR熱交冷却水出口弁 R-2F-09N 

B-RHR熱交冷却水出口弁 R-2F-10N 

A-原子炉補機冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ R-1F-14N 

B-原子炉補機冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ R-1F-15N 

C-原子炉補機冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ R-1F-14N 

D-原子炉補機冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ R-1F-15N 

RSW 

A-RSW ﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁 Y-24BN 

B-RSW ﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁 Y-24AN 

C-RSW ﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁 Y-24BN 

D-RSW ﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁 Y-24AN 

A-RCW熱交海水出口弁 R-1F-14N 

B-RCW熱交海水出口弁 R-1F-15N 

A-原子炉補機海水ﾎﾟﾝﾌﾟ Y-24BN 

B-原子炉補機海水ﾎﾟﾝﾌﾟ Y-24AN 

C-原子炉補機海水ﾎﾟﾝﾌﾟ Y-24BN 

D-原子炉補機海水ﾎﾟﾝﾌﾟ Y-24AN 

※ 別添１本文「4. 溢水防護区画及び溢水経路の設定」記載の区画番号 
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表 4-2 残留熱除去系等フロント系及びサポート系機器（3/4） 

フロント系／ 

サポート系 
系統 機器 設置区画※ 

サポート系 

HVR 

LPCS ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 R-B1F-13N 

A-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 R-B1F-07N 

B-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 
R-B1F-01N 

R-B1F-08N 

C-RHR ﾎﾟﾝﾌﾟ室冷却機 R-B2F-03N 

HVRO 

A-RCW ﾎﾟﾝﾌﾟ熱交換器室冷却機 R-1F-14N 

B-RCW ﾎﾟﾝﾌﾟ熱交換器室冷却機 R-2F-21N 

A-非常用 DG 室送風機 R-2F-06N 

B-非常用 DG 室送風機 R-2F-07N 

A1-非常用電気室送風機 R-3F-02N 

A2-非常用電気室送風機 R-3F-02N 

A1-非常用電気室排風機 R-3F-02N 

A2-非常用電気室排風機 R-3F-02N 

B1-非常用電気室送風機 R-3F-03N 

B2-非常用電気室送風機 R-3F-03N 

B1-非常用電気室排風機 R-3F-03N 

B2-非常用電気室排風機 R-3F-03N 

DEG 
A-非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関 R-B2F-04N 

B-非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関 R-B2F-06N 

電源系 

2C-動力変圧器 R-2F-04N 

2D-動力変圧器 R-2F-05N 

A-計装分電盤 RW-1F-10N 

B-計装分電盤 RW-MB1F-05N 

A-計装用無停電交流電源装置 RW-1F-10N 

B-計装用無停電交流電源装置 RW-MB1F-05N 

A-115V系直流盤 RW-1F-10N 

B-115V系直流盤 RW-MB1F-05N 

A-115V系蓄電池 RW-1F-11N 

B-115V系蓄電池 RW-MB1F-08N 

A-中央分電盤 
RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

B-中央分電盤 
RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

2A-DG-C/C R-B2F-05N 

※ 別添１本文「4. 溢水防護区画及び溢水経路の設定」記載の区画番号 
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表 4-2 残留熱除去系等フロント系及びサポート系機器（4/4） 

フロント系／

サポート系
系統 機器 設置区画※ 

サポート系 電源系 

2A-計装-C/C RW-1F-10N 

2B-DG-C/C R-B2F-08N

2B-計装-C/C RW-MB1F-05N 

2C1-R/B-C/C R-2F-04N

2C2-R/B-C/C R-M2F-01N

2C3-R/B-C/C R-M2F-01N

非常用ﾛｰﾄﾞｾﾝﾀ盤(2C-L/C) R-2F-04N

非常用ﾒﾀｸﾗ盤(2C-M/C) R-2F-04N

2D1-R/B-C/C R-B1F-17-1N

2D2-R/B-C/C R-2F-05N

2D3-R/B-C/C R-2F-05N

非常用ﾛｰﾄﾞｾﾝﾀ盤(2D-L/C) R-2F-05N

非常用ﾒﾀｸﾗ盤(2D-M/C) R-2F-05N

A-RHR・LPCS 継電器盤
RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

B・C-RHR継電器盤 
RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

A-自動減圧継電器盤
RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

B-自動減圧継電器盤
RW-1F-05N 

RW-1F-07N 

A-ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機制御盤 R-B2F-05N

B-ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機制御盤 R-B2F-08N

※ 別添１本文「4. 溢水防護区画及び溢水経路の設定」記載の区画番号
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残
留
熱
除

去
系
等

関
連
機

器
 

設
置
区
画

※
１
 

残
留
熱
除

去
系
等

の

同
時
機
能

喪
失

※
２
 

備
考

 

炉
心

内
の

反

応
度

又
は

出

力
分

布
の

異

常
な
変
化

 

再
循

環
ポ

ン
プ

速
度

の
増

加
 

速
度

制
御

器
増

加
要

求

信
号
誤
発

生
 

原
子

炉
冷

却
材

流
量

制

御
系
の
誤

動
作

 

A-
再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
MG

ｾｯ
ﾄ
 

R-
1F

-0
2N

 
－

 
－
 

○
 

－
 

B-
再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
MG

ｾｯ
ﾄ
 

A-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

(P
CV

 内
)
 

RH
R
炉
水
入
口

内
側
隔

離
弁

 

(P
CV
 
内

)
 

○
 

※
３

 
B-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

A～
H-
主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 

J～
M-
主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 

主
制

御
器

増
加

要
求

信

号
誤
発
生

 

原
子

炉
冷

却
材

流
量

制

御
系
の
誤

動
作

 

A-
再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
MG

ｾｯ
ﾄ
 

R-
1F

-0
2N

 
－

 
－
 

○
 

－
 

B-
再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
MG

ｾｯ
ﾄ
 

A-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

(P
CV

 内
)
 

RH
R
炉
水
入
口

内
側
隔

離
弁

 

(P
CV
 
内

)
 

○
 

※
３

 
B-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

A～
H-
主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 

J～
M-
主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 

給
水
温
度

の
低
下

 
抽
気
逆
止

弁
の
誤

閉
止

 
給
水
加
熱

喪
失

 

抽
気
逆
止

弁
 

T/
B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

給
水
加
熱

器
 

給
水

加
熱

器
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
（

水
位

調
節

弁
廻

り
）

 

給
水
流
量

の
増
加

 

原
子

炉
給

水
制

御
系

増

信
号
誤
発

生
 

給
水
制
御

系
の
故

障
 

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ駆

動
原
子

炉
給
水
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌﾟ

 
T/

B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

予
備

給
復

水
ポ

ン
プ

の

誤
起
動

 
給
水
制
御

系
の
故

障
 

電
動
機
駆

動
原
子

炉
給
水

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

T/
B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

給
水
流
量

調
節
弁

後
弁

 

起
動
用
給

水
流
量

調
節
弁

後
弁

 

電
動
機
駆

動
原
子

炉
給
水

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
入
口
弁

 

給
水
流
量

調
節
弁

 

起
動
用
給

水
流
量

調
節
弁

 

復
水
昇
圧

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

復
水
昇
圧

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
出
口
弁

 

復
水
昇
圧

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
入
口
弁

 

復
水
ポ
ン

プ
 

復
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ出
口

弁
 

復
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ入
口

弁
 

※
１
 
溢

水
の
流

下
経
路

を
含
め

配
置
確

認
 
 
 
 

 
 
 

※
２

 
○
：
機

能
喪
失

無
，

 
×
：

機
能
喪

失
有

 

※
３
 

PC
V
内

で
発
生

す
る
溢

水
と
し

て
は

L
OC
A
が
考
え
ら

れ
る
が

，
溢
水

を
起
因

と
し

た
LO

C
A
は
想
定

さ
れ
な

い
た
め

，
原
子

炉
冷

却
材
流
量

制
御
系

の
誤
動

作
は
発

生
し
な

い
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  表
4
-3
 「

運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（
2
／
11
）
 

原
子
炉
に

有
意
な

影
響
を

与
え
る

主
要
な

 

要
因
（
BW

R
）

 
要
因
に
対

応
す
る

故
障

 
発
生
の
可

能
性
が

 

あ
る
事
象

 
事
象
発
生

の
要
因

と
な
り

得
る
設

備
 

区
画

 
残
留
熱
除

去
系
等

関
連
機

器
 

設
置
区
画

※
１
 

残
留
熱
除

去
系
等

の

同
時
機
能

喪
失

※
２
 

備
考

 

炉
心
内
の

反

応
度
又
は

出

力
分
布
の

異

常
な
変
化

 

E
CC

S
等
の
誤

起
動

 

HP
C
S
の
誤
起

動
 

HP
C
S
の
誤
起

動
 

高
圧
炉
心

ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲﾎ

ﾟﾝ
ﾌﾟ

 
R-
B2
F-
10

N
 

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ入

口
弁

 
R-
B2
F
-
09

N
 

○
 

※
３

 
低
圧
炉
心

ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲﾎ

ﾟﾝ
ﾌﾟ

 

HP
CS

注
水
弁

 
R-
1F

-3
3N

 

LP
CS

注
水
弁

 
R-

1F
-
32
N
 

○
 

※
３

 

B-
RH
R
ﾃｽ
ﾄ弁

 

R-
1F
-
10
N
 

B-
RH
R
熱
交
水

室
入
口

弁
 

B-
RH
R
熱
交
ﾊﾞ

ｲﾊ
ﾟｽ
弁

 

A-
RH
R
注
水
弁

 
R-
1F

-0
7
-
2N

 

A-
RH
R
ﾃｽ
ﾄ弁

 

R-
B2
F
-
31

N
 

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆ
ﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ

弁
 

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
炉
水
戻

り
弁

 

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
炉
水
戻

り
弁

 

RH
R
炉
水
入
口

外
側
隔

離
弁

 

RC
I
C
の
誤
起

動
 

RC
I
C
の
誤
起

動
 

原
子
炉
隔

離
時
冷

却
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ
 

R-
B2

F-
01

N
 

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ

ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ

弁
 

R-
B2
F
-
02

N
 

○
 

※
３

 

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾄ

ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
駆

動
用

ﾀ
ｰ
ﾋ
ﾞ

ﾝ 

A-
残
留
熱

除
去
ﾎﾟ

ﾝﾌ
ﾟ
 

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
炉
水
入

口
弁

 

RC
IC

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ蒸

気
入
口

弁
 

C-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ

ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ

弁
 

R-
B2
F
-
03

N
 

C-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾄ

ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

 

RC
IC

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ蒸

気
加
減

弁
 

C-
残
留
熱

除
去
ﾎﾟ

ﾝﾌ
ﾟ
 

C-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
室
冷
却

機
 

RC
IC

注
水
弁

 
LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ入

口
弁

 
R-
B2
F
-
09

N
 

低
圧
炉
心

ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲﾎ

ﾟﾝ
ﾌﾟ

 

※
１
 
溢

水
の
流

下
経
路

を
含
め

配
置
確

認
 
 
 
 

 
 
 

※
２

 
○
：
機

能
喪
失

無
，

 
×
：

機
能
喪

失
有

 

※
３
 
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
し
な

い
事
象
で
あ

る
。
加

え
て
事

象
発
生

の
起
因

と
な
り

得
る

設
備
が

溢
水
の

影
響
を

受
け
て

も
誤
起
動
は

起
こ
ら

な
い
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表
4-
3 
「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（

3／
11
）

 
原
子
炉
に

有
意
な

影
響
を

与
え
る

主
要
な

 

要
因
（
BW

R
）

 
要
因
に
対

応
す
る

故
障

 
発
生
の
可

能
性
が

 

あ
る
事
象

 
事
象
発
生

の
要
因

と
な
り

得
る
設

備
 

区
画

 
残
留
熱
除

去
系
等

関
連
機

器
 

設
置
区
画

※
１
 

残
留
熱
除

去
系
等

の

同
時
機
能

喪
失

※
２
 

備
考

 

炉
心

内
の

反

応
度

又
は

出

力
分

布
の

異

常
な
変
化

 

 

再
循
環
ル

ー
プ
の

誤
起
動

 
再

循
環

ポ
ン

プ
の

誤
起

動
 

原
子

炉
冷

却
材

系
の

停

止
ル
ー
プ

の
誤
起

動
 

A-
再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
MG

ｾｯ
ﾄ
 

R-
1F
-0
2N

 
－
 

－
 

○
 

※
３

 
B-
再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
MG

ｾｯ
ﾄ
 

A-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

(P
CV

 内
)
 

RH
R
炉
水
入
口

内
側
隔

離
弁

 

(P
CV
 
内

)
 

○
 

※
４

 

B-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

A-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
入
口
弁

 
A
～
H
-主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 
B-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
入
口
弁

 

A-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
出
口
弁

 
J
～
M
-主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 
B-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
出
口
弁

 

弁
の
閉
止

 

蒸
気
加
減

弁
閉
止

 
負
荷
の
喪

失
 

蒸
気
加
減

弁
 

T/
B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

圧
力
制
御

装
置
（

タ
ー
ビ

ン
制
御
系

EH
C
）
 

主
蒸
気
止

め
弁
閉

止
 

負
荷
の
喪

失
 

給
水

流
量

の
全

喪
失

＋

タ
ー
ビ
ン

ト
リ
ッ

プ
 

主
蒸
気
止

め
弁

 
T/

B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

主
蒸

気
隔

離
弁

閉
信

号

誤
発
生

 

主
蒸

気
隔

離
弁

の
誤

閉

止
 

主
蒸
気
内

側
隔
離

弁
 

(P
CV

 内
)
 

RH
R
炉
水
入
口

内
側
隔

離
弁

 

(P
CV
 
内

)
 

○
 

※
４

 
A
～
H
-主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 

J
～
M
-主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 

主
蒸
気
外

側
隔
離

弁
 

R-
1F
-0
9N

 

R-
1F
-2
6N

 

B
-R
HR

ﾃｽ
ﾄ弁

 

R-
1F

-1
0N

 

○
 

※
５

 

B
-R
HR

熱
交
水

室
入
口

弁
 

B
-R
HR

熱
交
ﾊﾞ

ｲﾊ
ﾟｽ
弁

 

A
-R
HR

注
水
弁

 
R
-1
F
-0
7
-
2N

 

A
-R
HR

ﾃｽ
ﾄ弁

 

R
-B
2F

-3
1
N
 

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆ
ﾏﾑ
ﾌﾛ
ｰ
弁

 

A
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
炉
水
戻

り
弁

 

B
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
炉
水
戻

り
弁

 

RH
R
炉
水
入
口

外
側
隔

離
弁

 

※
１
 
溢

水
の
流

下
経
路

を
含
め

配
置
確

認
 
 
 
 

 
 
 

※
２

 
○
：
機

能
喪
失

無
，

 
×
：

機
能
喪

失
有

 

※
３
 
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
し
な

い
事
象
で
あ

る
。
加

え
て
事

象
発
生

の
起
因

と
な
り

得
る

設
備
が

溢
水
の

影
響
を

受
け
て

も
誤
起
動
は

起
こ
ら

な
い

 

※
４
 

PC
V
内

で
発
生

す
る
溢

水
と
し

て
は

L
OC
A
が
考
え
ら

れ
る
が

，
溢
水

を
起
因

と
し

た
LO

C
A
は
想
定

さ
れ
な

い
た
め

，
原
子

炉
冷

却
材
系
の

停
止
ル

ー
プ
の

誤
起
動

及
び
主

蒸
気
隔
離
弁

の
誤
閉

止
は
発

生
し
な

い
 

※
５
 
溢

水
影
響

評
価
の

結
果
，

残
留
熱

除
去
系
等
関

連
機
器

は
機
能

喪
失
し

な
い
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表
4-
3 
「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（

4／
11
）
 

原
子
炉
に

有
意
な

影
響
を

与
え
る

主
要
な

 

要
因
（
BW

R
）

 
要
因
に
対

応
す
る

故
障

 
発
生
の
可

能
性
が

 

あ
る
事
象

 
事
象
発
生

の
要
因

と
な
り

得
る
設

備
 

区
画

 
残
留
熱
除

去
系
等

関
連
機

器
 

設
置
区
画

※
１
 

残
留
熱
除

去
系
等

の

同
時
機
能

喪
失

※
２
 

備
考

 

炉
心

内
の

反
応

度
又

は
出

力
分

布
の

異
常

な
変
化

 

自
由
空
間

体
積
の

減
少

 

原
子

炉
給

水
制

御
系

増

信
号
誤
発

生
 

給
水
制
御

系
の
故

障
 

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ駆

動
原
子

炉
給
水
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌﾟ

 
T/

B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

予
備

給
復

水
ポ

ン
プ

の

誤
起
動

 
給
水
制
御

系
の
故

障
 

電
動
機
駆

動
原
子

炉
給
水

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

T/
B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

給
水
流
量

調
節
弁

後
弁

 

起
動
用
給

水
流
量

調
節
弁

後
弁

 

電
動
機
駆

動
原
子

炉
給
水

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
入
口
弁

 

給
水
流
量

調
節
弁

 

起
動
用
給

水
流
量

調
節
弁

 

復
水
昇
圧

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

復
水
昇
圧

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
出
口
弁

 

復
水
昇
圧

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
入
口
弁

 

復
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ
 

復
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ出
口

弁
 

復
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ入
口

弁
 

炉
心

内
の

熱
発

生
又

は
熱

除
去

の
異

常
な

変
化

 

給
水
温
度

の
低
下

 
抽
気
逆
止

弁
の
誤

閉
止

 
給
水
加
熱

喪
失

 

抽
気
逆
止

弁
 

T/
B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

給
水
加
熱

器
 

給
水

加
熱

器
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
（

水
位

調
節

弁
廻

り
）

 

給
水
流
量

の
増
加

 
原

子
炉

給
水

制
御

系
増

信
号
誤
発

生
 

給
水
制
御

系
の
故

障
 

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ駆

動
原
子

炉
給
水
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌﾟ

 
T/

B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

※
１
 
溢

水
の
流

下
経
路

を
含
め

配
置
確

認
 
 
 
 

 
 
 

※
２

 
○
：
機

能
喪
失

無
，

 
×
：

機
能
喪

失
有
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表
4-
3 
「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（

5／
11
）
 

原
子
炉
に

有
意
な

影
響
を

与
え
る

主
要
な

 

要
因
（
BW

R
）

 
要
因
に
対

応
す
る

故
障

 
発
生
の
可

能
性
が

 

あ
る
事
象

 
事
象
発
生

の
要
因

と
な
り

得
る
設

備
 

区
画

 
残
留
熱
除

去
系
等

関
連
機

器
 

設
置
区
画

※
１
 

残
留
熱
除

去
系
等

の

同
時
機
能

喪
失

※
２
 

備
考

 

炉
心

内
の

熱
発

生
又

は
熱

除
去

の
異

常
な

変
化

 

給
水
流
量

の
増
加

 
予

備
給

復
水

ポ
ン

プ
の

誤
起
動

 
給
水
制
御

系
の
故

障
 

電
動
機
駆

動
原
子

炉
給
水

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

T/
B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

給
水
流
量

調
節
弁

後
弁

 

起
動
用
給

水
流
量

調
節
弁

後
弁

 

電
動
機
駆

動
原
子

炉
給
水

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
入
口
弁

 

給
水
流
量

調
節
弁

 

起
動
用
給

水
流
量

調
節
弁

 

復
水
昇
圧

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

復
水
昇
圧

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
出
口
弁

 

復
水
昇
圧

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
入
口
弁

 

復
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ
 

復
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ出
口

弁
 

復
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ入
口

弁
 

弁
の
開
放

 

逃
が

し
弁

開
指

令
誤

発

生
 

逃
が
し
弁

開
放

 
主
蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 
(P

CV
 内

)
 

RH
R
炉
水
入
口

内
側
隔

離
弁

 

(P
CV
 
内
)
 

○
 

※
３

 
A～

H-
主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 

J～
M-
主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 

蒸
気

加
減

弁
開

信
号

誤

発
生

 

原
子

炉
圧

力
制

御
系

の

故
障

 

蒸
気
加
減

弁
 

T/
B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

圧
力

制
御

装
置

（
タ

ー
ビ

ン
制

御
系

EH
C）

 

圧
力

制
御

装
置

最
大

出

力
信
号
誤

発
生

 

原
子

炉
圧

力
制

御
系

の

故
障

 

蒸
気
加
減

弁
 

T/
B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ･
ﾊﾞ

ｲﾊ
ﾟｽ
弁

 

圧
力

制
御

装
置

（
タ

ー
ビ

ン
制

御
系

EH
C）

 

タ
ー

ビ
ン

・
バ

イ
パ

ス

弁
誤
開
放

 

原
子

炉
圧

力
制

御
系

の

故
障

 

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ･
ﾊﾞ

ｲﾊ
ﾟｽ
弁

 

T/
B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

圧
力

制
御

装
置

（
タ

ー
ビ

ン
制

御
系

EH
C）

 

※
１
 
溢

水
の
流

下
経
路

を
含
め

配
置
確

認
 
 
 
 

 
 
 

※
２

 
○
：
機

能
喪
失

無
，

 
×
：

機
能
喪

失
有

 

※
３
 

PC
V
内

で
発
生

す
る
溢

水
と
し

て
は

L
OC
A
が
考
え
ら

れ
る
が

，
溢
水

を
起
因

と
し

た
LO

C
A
は
想
定

さ
れ
な

い
た
め

，
逃
が

し
弁

開
放
は
発

生
し
な

い
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表
4-
3 
「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（

6／
11
）
 

原
子
炉
に

有
意
な

影
響
を

与
え
る

主
要
な

 

要
因
（

BW
R
）

 
要
因
に
対

応
す
る

故
障

 
発
生
の
可

能
性
が

 

あ
る
事
象

 
事
象
発
生

の
要
因

と
な
り

得
る
設

備
 

区
画

 
残
留
熱
除

去
系
等

関
連
機

器
 

設
置
区
画

※
１
 

残
留
熱
除

去
系
等

の

同
時
機
能

喪
失

※
２
 

備
考

 

炉
心

内
の

熱
発

生
又

は
熱

除
去

の
異

常
な

変
化

 

EC
C
S
等
の
誤

起
動

 

HP
C
S
の
誤
起

動
 

H
P
CS

の
誤
起

動
 

高
圧
炉
心

ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲﾎ

ﾟﾝ
ﾌﾟ

 
R-
B2

F-
10

N
 

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ入

口
弁

 
R-

B2
F
-0
9
N
 

○
 

※
３

 
低
圧
炉
心

ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲﾎ

ﾟﾝ
ﾌﾟ

 

HP
CS

注
水
弁

 
R-
1F

-3
3N

 

LP
CS

注
水
弁

 
R
-1
F-

32
N
 

○
 

※
３

 

B
-R
HR

ﾃｽ
ﾄ弁

 

R
-1
F-

10
N
 

B
-R
HR

熱
交
水

室
入
口

弁
 

B
-R
HR

熱
交
ﾊﾞ

ｲﾊ
ﾟｽ
弁

 

A
-R
HR

注
水
弁

 
R-

1F
-0
7
-
2N

 

A
-R
HR

ﾃｽ
ﾄ弁

 

R-
B2
F
-3
1
N
 

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆ
ﾏﾑ
ﾌﾛ
ｰ
弁

 

A
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
炉
水
戻

り
弁

 

B
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
炉
水
戻

り
弁

 

RH
R
炉
水
入
口

外
側
隔

離
弁

 

RC
I
C
の
誤
起

動
 

R
C
IC

の
誤
起

動
 

原
子
炉
隔

離
時
冷

却
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ
 

R-
B2

F-
01

N
 

A
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ

ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ

弁
 

R-
B2
F
-0
2
N
 

○
 

※
３

 

A
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾄ

ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
駆

動
用

ﾀ
ｰ

ﾋﾞ
ﾝ
 

A
-残

留
熱

除
去
ﾎﾟ

ﾝﾌ
ﾟ
 

A
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
炉
水
入

口
弁

 

RC
IC

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ蒸

気
入
口

弁
 

C
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ

ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ

弁
 

R-
B2
F
-0
3
N
 

C
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾄ

ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

 

RC
IC

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ蒸

気
加
減

弁
 

C
-残

留
熱

除
去
ﾎﾟ

ﾝﾌ
ﾟ
 

C
-R
HR

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
室
冷
却

機
 

RC
IC

注
水
弁

 
LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ入

口
弁

 
R-

B2
F
-0
9
N
 

低
圧
炉
心

ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲﾎ

ﾟﾝ
ﾌﾟ

 

※
１
 
溢

水
の
流

下
経
路

を
含
め

配
置
確

認
 
 
 
 

 
 
 

※
２

 
○
：
機

能
喪
失

無
，

 
×
：

機
能
喪

失
有

 

※
３
 
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
し
な

い
事
象
で
あ

る
。
加

え
て
事

象
発
生

の
起
因

と
な
り

得
る

設
備
が

溢
水
の

影
響
を

受
け
て

も
誤
起
動
は

起
こ
ら

な
い
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表
4-
3 
「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（

7／
11
）
 

原
子
炉
に

有
意
な

影
響
を

与
え
る

主
要
な

 

要
因
（

BW
R
）

 
要
因
に
対

応
す
る

故
障

 
発
生
の
可

能
性
が

 

あ
る
事
象

 
事
象
発
生

の
要
因

と
な
り

得
る
設

備
 

区
画

 
残
留
熱
除

去
系
等

関
連
機

器
 

設
置
区
画

※
１
 

残
留
熱
除

去
系
等

の

同
時
機
能

喪
失

※
２
 

備
考

 

炉
心

内
の

熱
発

生
又

は
熱

除
去

の
異

常
な

変
化

 

再
循
環
ル

ー
プ
の

誤
起
動

 
再

循
環

ポ
ン

プ
の

誤
起

動
 

原
子

炉
冷

却
材

系
の

停

止
ル
ー
プ

の
誤
起

動
 

A-
再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
MG

ｾｯ
ﾄ
 

R-
1F

-0
2N

 
－

 
－

 
○

 
－
 

B-
再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
MG

ｾｯ
ﾄ
 

A-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

(P
CV

 内
)
 

RH
R
炉
水
入
口

内
側
隔

離
弁

 

(P
CV
 
内

)
 

○
 

※
３

 

B-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

A-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
入
口
弁

 
A
～
H
-主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 
B-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
入
口
弁

 

A-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
出
口
弁

 
J
～
M
-主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 
B-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
出
口
弁

 

再
循
環
ポ

ン
プ
の

ト
リ
ッ

プ
 

駆
動
電
源

喪
失

 
原

子
炉

冷
却

材
流

量
の

部
分
喪
失

，
 

A-
再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
MG

ｾｯ
ﾄ
 

R-
1F

-0
2N

 
－

 
－

 
○

 
－
 

B-
再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
MG

ｾｯ
ﾄ
 

再
循
環
ポ

ン
プ
の

ト
リ
ッ

プ
 

再
循

環
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ

プ
信
号
誤

発
生

 

原
子

炉
冷

却
材

流
量

の

喪
失

 

A-
再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
MG

ｾｯ
ﾄ
 

R-
1F

-0
2N

 
－

 
－

 
○

 
－
 

B-
再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
MG

ｾｯ
ﾄ
 

A-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

(P
CV

 内
)
 

RH
R
炉
水
入
口

内
側
隔

離
弁

 

(P
CV
 
内

)
 

○
 

※
３

 

B-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

A-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
入
口
弁

 
A
～
H
-主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 
B-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
入
口
弁

 

A-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
出
口
弁

 
J
～
M
-主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 
B-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
出
口
弁

 

再
循
環
ポ

ン
プ
速

度
の
増

加
 

速
度

制
御

器
増

加
要

求

信
号
誤
発

生
 

原
子

炉
冷

却
材

流
量

制

御
系
の
誤

動
作

 

A-
再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
MG

ｾｯ
ﾄ
 

R-
1F

-0
2N

 
－

 
－

 
○

 
－
 

B-
再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
MG

ｾｯ
ﾄ
 

A-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

(P
CV

 内
)
 

RH
R
炉
水
入
口

内
側
隔

離
弁

 

(P
CV
 
内

)
 

○
 

※
３

 
B-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

A
～
H
-主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 

J
～
M
-主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 

※
１
 
溢

水
の
流

下
経
路

を
含
め

配
置
確

認
 
 
 
 

 
 
 

※
２

 
○
：
機

能
喪
失

無
，

 
×
：

機
能
喪

失
有

 

※
３
 

PC
V
内

で
発
生

す
る
溢

水
と
し

て
は

L
OC
A
が
考
え
ら

れ
る
が

，
溢
水

を
起
因

と
し

た
LO

C
A
は
想
定

さ
れ
な

い
た
め

，
原
子

炉
冷

却
材
系
の

停
止
ル

ー
プ
の

誤
起
動

及
び
原

子
炉
冷
却
材

流
量
の

喪
失
は

発
生
し

な
い
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表
4-
3 
「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（

8／
11
）
 

原
子
炉
に

有
意
な

影
響
を

与
え
る

主
要
な

 

要
因
（

BW
R
）

 
要
因
に
対

応
す
る

故
障

 
発
生
の
可

能
性
が

 

あ
る
事
象

 
事
象
発
生

の
要
因

と
な
り

得
る
設

備
 

区
画

 
残
留
熱
除

去
系
等

関
連
機

器
 

設
置
区
画

※
１
 

残
留
熱
除

去
系
等

の
同

時
機
能
喪

失
※

２
 

備
考

 

炉
心

内
の

熱
発

生
又

は
熱

除
去

の
異

常
な

変
化

 

再
循
環
ポ

ン
プ
速

度
の
増

加
 

主
制

御
器

増
加

要
求

信

号
誤
発
生

 

原
子

炉
冷

却
材

流
量

制

御
系
の
誤

動
作

 

A-
再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
MG

ｾｯ
ﾄ
 

R-
1F

-0
2N

 
－

 
－

 
○
 

－
 

B-
再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
MG

ｾｯ
ﾄ
 

A-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

(P
CV

 内
)
 

RH
R
炉
水
入
口

内
側
隔

離
弁

 

(P
CV
 
内

)
 

○
 

※
３

 
B-
原
子
炉

再
循
環

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

A～
H-
主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 

J～
M-
主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

又
は

原
子

炉
冷

却
材

保
有

量
の

異
常

な
変

化
 

弁
の
閉
止

 

蒸
気
加
減

弁
閉
止

 
負
荷
の
喪

失
 

蒸
気
加
減

弁
 

T/
B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

圧
力

制
御

装
置

（
タ

ー
ビ

ン
制

御
系

EH
C）

 

主
蒸
気
止

め
弁
閉

止
 

負
荷
の
喪

失
 

給
水

流
量

の
全

喪
失

＋

タ
ー
ビ
ン

ト
リ
ッ

プ
 

主
蒸
気
止

め
弁

 
T/

B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

主
蒸

気
隔

離
弁

閉
信

号

誤
発
生

 

主
蒸

気
隔

離
弁

の
誤

閉

止
 

主
蒸
気
内

側
隔
離

弁
 

(P
CV

 内
)
 

RH
R
炉
水
入
口

内
側
隔

離
弁

 

(P
CV
 
内

)
 

○
 

※
３

 
A～

H-
主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 

J～
M-
主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 

主
蒸
気
外

側
隔
離

弁
 

R-
1F

-0
9N

 

R-
1F

-2
6N

 

B-
RH
R
ﾃｽ
ﾄ弁

 

R-
1F

-1
0N

 

○
 

※
４

 

B-
RH
R
熱
交
水

室
入
口

弁
 

B-
RH
R
熱
交
ﾊﾞ

ｲﾊ
ﾟｽ
弁

 

A-
RH
R
注
水
弁

 
R-
1F

-0
7
-
2N

 

A-
RH
R
ﾃｽ
ﾄ弁

 

R-
B2
F
-
31

N
 

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆ
ﾏﾑ
ﾌﾛ
ｰ
弁

 

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
炉
水
戻

り
弁

 

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
炉
水
戻

り
弁

 

RH
R
炉
水
入
口

外
側
隔

離
弁

 

自
由
空
間

体
積
の

減
少

 
原

子
炉

給
水

制
御

系
増

信
号
誤
発

生
 

給
水
制
御

系
の
故

障
 

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ駆

動
原
子

炉
給
水
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌﾟ

 
T/

B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

※
１
 
溢

水
の
流

下
経
路

を
含
め

配
置
確

認
 
 
 
 

 
 
 

※
２

 
○
：
機

能
喪
失

無
，

 
×
：

機
能
喪

失
有

 

※
３
 

PC
V
内

で
発
生

す
る
溢

水
と
し

て
は

L
OC
A
が
考
え
ら

れ
る
が

，
溢
水

を
起
因

と
し

た
LO

C
A
は
想
定

さ
れ
な

い
た
め

，
原
子

炉
冷

却
材
流
量

制
御
系

の
誤
動

作
及
び

主
蒸
気

隔
離
弁
の
誤

閉
止
は

発
生
し

な
い

 

※
４
 
溢

水
影
響

評
価
の

結
果
，

残
留
熱

除
去
系
等
関

連
機
器

は
機
能

喪
失
し

な
い
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  表
4
-3
 「

運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（
9
／
11
）
 

原
子
炉
に

有
意
な

影
響
を

与
え
る

主
要
な

 

要
因
（
BW

R
）

 
要
因
に
対

応
す
る

故
障

 
発
生
の
可

能
性
が

 

あ
る
事
象

 
事
象
発
生

の
要
因

と
な
り

得
る
設

備
 

区
画

 
残
留
熱
除

去
系
等

関
連
機

器
 

設
置
区
画

※
１
 

残
留
熱
除

去
系
等

の
同

時
機
能
喪

失
※

２
 

備
考

 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

又
は

原
子

炉
冷

却
材

保
有

量
の

異
常

な
変

化
 

自
由
空
間

体
積
の

減
少

 
予

備
給

復
水

ポ
ン

プ
の

誤
起
動

 
給
水
制
御

系
の
故

障
 

電
動
機
駆

動
原
子

炉
給
水

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

T/
B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

給
水
流
量

調
節
弁

後
弁
，

 

起
動
用
給

水
流
量

調
節
弁

後
弁

 

電
動

機
駆

動
原

子
炉

給
水

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
入

口

弁
 

給
水
流
量

調
節
弁

，
 

起
動
用
給

水
流
量

調
節
弁

 

復
水
昇
圧

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

復
水
昇
圧

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
出
口
弁

 

復
水
昇
圧

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
入
口
弁

 

復
水
ﾎﾟ
ﾝ
プ

 

復
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ出
口

弁
 

復
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ入
口

弁
 

弁
の
開
放

 

逃
が

し
弁

開
指

令
誤

発

生
 

逃
が
し
弁

開
放

 
主
蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 
(P

CV
 内

)
 

RH
R
炉
水
入
口

内
側
隔

離
弁

 

(P
CV
 
内

)
 

○
 

※
３

 
A
～
H
-主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 

J
～
M
-主

蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

 

蒸
気

加
減

弁
開

信
号

誤

発
生

 

原
子

炉
圧

力
制

御
系

の

故
障

 

蒸
気
加
減

弁
 

T/
B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

圧
力
制
御

装
置
（

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ
制
御
系

EH
C
）
 

圧
力

制
御

装
置

最
大

出

力
信
号
誤

発
生

 

原
子

炉
圧

力
制

御
系

の

故
障

 

蒸
気
加
減

弁
 

T/
B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ･
ﾊﾞ

ｲﾊ
ﾟｽ
弁

 

圧
力
制
御

装
置
（

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ
制
御
系

EH
C
）
 

タ
ー

ビ
ン

・
バ

イ
パ

ス

弁
の
誤
開

放
 

原
子

炉
圧

力
制

御
系

の

故
障

 

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ･
ﾊﾞ

ｲﾊ
ﾟｽ
弁

 
T/

B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

圧
力
制
御

装
置
（

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ
制
御
系

EH
C
）
 

※
１
 
溢

水
の
流

下
経
路

を
含
め

配
置
確

認
 
 
 
 

 
 
 

※
２

 
○
：
機

能
喪
失

無
，

 
×
：

機
能
喪

失
有

 

※
３
 

PC
V
内

で
発
生

す
る
溢

水
と
し

て
は

L
OC
A
が
考
え
ら

れ
る
が

，
溢
水

を
起
因

と
し

た
LO

C
A
は
想
定

さ
れ
な

い
た
め

，
逃
が

し
弁

開
放
は
発

生
し
な

い
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  表
4
-3
 「

運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（
10
／
11
）
 

原
子
炉
に

有
意
な

影
響
を

与
え
る

主
要
な

 

要
因
（

BW
R
）

 
要
因
に
対

応
す
る

故
障

 
発
生
の
可

能
性
が

 

あ
る
事
象

 
事
象
発
生

の
要
因

と
な
り

得
る
設

備
 

区
画

 
残
留
熱
除

去
系
等

関
連
機

器
 

設
置
区
画

※
１
 

残
留
熱
除

去
系
等

の
同

時
機
能
喪

失
※

２
 

備
考

 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

又
は

原
子

炉
冷

却
材

保
有

量
の

異
常

な
変

化
 

給
水
流
量

の
低
下

 

原
子

炉
給

水
ポ

ン
プ

の

ト
リ
ッ
プ

 
給
水
流
量

の
全
喪

失
 

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ駆

動
原
子

炉
給
水
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌﾟ

 

T/
B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

ﾀ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ﾝ
駆

動
原

子
炉

給
水

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
入

口

弁
 

ﾀ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ﾝ
駆

動
原

子
炉

給
水

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
出

口

弁
 

L8
信
号
誤
発

生
 

給
水

流
量

の
全

喪
失

＋

タ
ー
ビ
ン

ト
リ
ッ

プ
 

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ駆

動
原
子

炉
給
水
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌﾟ

 
T/

B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

原
子

炉
給

水
制

御
系

減

信
号
誤
発

生
 

給
水

制
御

系
の

故
障

（
流
量
減

少
）

 
ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ駆

動
原
子

炉
給
水
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌﾟ

 
T/
B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

復
水

ポ
ン

プ
の

ト
リ

ッ

プ
（
駆
動

電
源
喪

失
）

 
給
水
流
量

の
全
喪

失
 

復
水
昇
圧

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

T/
B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

復
水
昇
圧

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
出
口
弁

 

復
水
昇
圧

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
入
口
弁

 

復
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ
 

復
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ出
口

弁
 

復
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ入
口

弁
 

給
水
流
量

の
増
加

 

原
子

炉
給

水
制

御
系

増

信
号
誤
発

生
 

給
水
制
御

系
の
故

障
 

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ駆

動
原
子

炉
給
水
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌﾟ

 
T/

B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

予
備

給
復

水
ポ

ン
プ

の

誤
起
動

 
給
水
制
御

系
の
故

障
 

電
動
機
駆

動
原
子

炉
給
水

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

T/
B
 

－
 

－
 

○
 

－
 

給
水
流
量

調
節
弁

後
弁
，

 

起
動
用
給

水
流
量

調
節
弁

後
弁

 

電
動

機
駆

動
原

子
炉

給
水

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
入

口

弁
 

給
水
流
量

調
節
弁

 

起
動
用
給

水
流
量

調
節
弁

 

復
水
昇
圧

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
 

復
水
昇
圧

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
出
口
弁

 

復
水
昇
圧

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
入
口
弁

 

復
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ
 

復
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ出
口

弁
 

復
水
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ入
口

弁
 

※
１
 
溢

水
の
流

下
経
路

を
含
め

配
置
確

認
 
 
 
 

 
 
 

※
２

 
○
：
機

能
喪
失

無
，

 
×
：

機
能
喪

失
有
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表
4-
3 
「
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
」
又
は
「
設
計
基
準
事
故
」
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
機
器
と
残
留
熱
除
去
系
等
関
連
機
器
の
関
係
（

11
／
11
）
 

原
子
炉
に

有
意
な

影
響
を

与
え
る

主
要
な

要
因
（
BW

R
）

 
要
因
に
対

応
す
る

故
障

 
発
生
の
可

能
性
が

 

あ
る
事
象

 
事
象
発
生

の
要
因

と
な
り

得
る
設

備
 

区
画

 
残
留
熱
除

去
系
等

関
連
機

器
 

設
置
区
画

※
１
 

残
留
熱
除

去
系
等

の
同

時
機
能
喪

失
※

２
 

備
考

 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

又
は

原
子

炉
冷

却
材

保
有

量
の

異
常

な
変

化
 

EC
C
S
等
の
誤

起
動

 

HP
C
S
の
誤
起

動
 

HP
C
S
の
誤
起

動
 

高
圧
炉
心

ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲﾎ

ﾟﾝ
ﾌﾟ

 
R-

B2
F-
10

N
 

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ入

口
弁

 
R
-B
2F

-0
9
N
 

○
 

※
３

 
低
圧
炉
心

ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲﾎ

ﾟﾝ
ﾌﾟ

 

HP
CS

注
水
弁

 
R-
1F
-3

3N
 

LP
CS

注
水
弁

 
R-
1F

-3
2N

 

○
 

※
３

 

B-
RH
R
ﾃｽ
ﾄ弁

 

R-
1F

-1
0N

 
B-
RH
R
熱
交
水

室
入
口

弁
 

B-
RH
R
熱
交
ﾊﾞ

ｲﾊ
ﾟｽ
弁

 

A-
RH
R
注
水
弁

 
R
-1
F
-0
7
-
2N

 

A-
RH
R
ﾃｽ
ﾄ弁

 

R
-B
2F

-3
1
N
 

LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ
ﾆ
ﾏﾑ
ﾌﾛ
ｰ
弁

 

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
炉
水
戻

り
弁

 

B-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
炉
水
戻

り
弁

 

RH
R
炉
水
入
口

外
側
隔

離
弁

 

RC
I
C
の
誤
起

動
 

RC
I
C
の
誤
起

動
 

原
子
炉
隔

離
時
冷

却
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ
 

R-
B2

F-
01

N
 

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ

ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ

弁
 

R
-B
2F

-0
2
N
 

○
 

※
３

 

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾄ

ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

 

原
子
炉
隔

離
時
冷

却
ﾎﾟ
ﾝﾌ

ﾟ駆
動

用
ﾀ
ｰﾋ
ﾞ

ﾝ 

A-
残
留
熱

除
去
ﾎﾟ

ﾝﾌ
ﾟ
 

A-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
炉
水
入

口
弁

 

RC
IC

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ蒸

気
入
口

弁
 

C-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾐ

ﾆﾏ
ﾑﾌ
ﾛｰ

弁
 

R
-B
2F

-0
3
N
 

C-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾄ

ｰﾗ
ｽ水

入
口
弁

 

RC
IC

ﾀｰ
ﾋﾞ
ﾝ蒸

気
加
減

弁
 

C-
残
留
熱

除
去
ﾎﾟ

ﾝﾌ
ﾟ
 

C-
RH
R
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
室
冷
却

機
 

RC
IC

注
水
弁

 
LP
CS

ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ入

口
弁

 
R
-B
2F

-0
9
N
 

低
圧
炉
心

ｽﾌ
ﾟﾚ
ｲﾎ

ﾟﾝ
ﾌﾟ

 

※
１
 
溢

水
の
流

下
経
路

を
含
め

配
置
確

認
 
 
 
 

 
 
 

※
２

 
○
：
機

能
喪
失

無
，

 
×
：

機
能
喪

失
有

 

※
３
 
本

過
渡
事

象
は
，

ス
ク
ラ

ム
し
な

い
事
象
で
あ

る
。
加

え
て
事

象
発
生

の
起
因

と
な
り

得
る

設
備
が

溢
水
の

影
響
を

受
け
て

も
誤
起
動
は

起
こ
ら

な
い
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

図
4-
1 

溢
水
防
護
区
画
の
設
定
（

1/
11
）
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

図
4-
1
 
溢
水
防
護
区
画
の
設
定
（

2/
11
）
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図
4-
1 

溢
水
防
護
区
画
の
設
定
（
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。

9条-別添1-補足3-38

766



図
4-
1 

溢
水
防
護
区
画
の
設
定
（

4/
11
）

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。

9条-別添1-補足3-41

769



図
4-
1 

溢
水
防
護
区
画
の
設
定
（

7/
11
）

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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4.2. 内部溢水発生時に期待できる緩和設備 

R/B又は T/Bにおける内部溢水において，動作を期待できる緩和機能を表 4-4

に示す。 

表 4-4 内部溢水発生時に期待できる緩和系 

緩和機能 
溢水発生建物 

R/B T/B 

原子炉 

停止機能 

原子炉保護系 

(中性子束高等のスクラム機

能は多重化され，かつ２区分

機能維持できる設計としてい

る。また，T/B側 RPSは機能喪

失しない) 

原子炉保護系 

(R/B側 RPS) 

炉心 

冷却機能 

RCIC 及び ECCS 

(３区分に多重化されており，

１区分溢水で機能喪失しても

２区分は機能維持される) 

RHR 等 

（２区分に多重化されてお

り，１区分溢水で機能喪失し

ても１区分は機能維持され

る） 

RCIC及び ECCS 

(３区分とも機能維持) 

RHR等 

（２区分とも機能維持） 

その他 

機能 

主蒸気隔離弁 主蒸気隔離弁 

逃がし安全弁(安全弁機能) 逃がし安全弁(安全弁機能) 

－ 逃がし安全弁(逃がし弁機能) 

タービン・バイパス弁 － 

5. 解析における機能喪失の仮定

5.1. 内部溢水影響による機能喪失の仮定 

4.2 項で示した動作を期待できる緩和機能を前提に，溢水影響により解析に

おいて機能喪失を仮定する緩和系を表 5-1に示す。MS-3機能については，内部

溢水が発生する建物毎に機能喪失を仮定する。タービン系の原子炉保護系

(RPS)(主蒸気止め弁閉スクラム・蒸気加減弁急速閉スクラム)については，T/B

における内部溢水に対して機能喪失すると仮定する。 
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表 5-1 機能喪失を仮定する緩和機能 

緩和機能 
溢水発生建物 

R/B T/B 

再循環ポンプトリップ 喪失を仮定 喪失を仮定 

逃がし安全弁 

（逃がし弁機能） 
喪失を仮定 － 

タービン・バイパス弁 － 喪失を仮定 

タービン系 RPS － 喪失を仮定 

5.2 単一故障の仮定【ステップ７】 

解析を行うに際し，安全評価審査指針に従い，想定した事象に加え，原子炉

停止，炉心冷却及び放射能閉じ込めの各基本的安全機能別に，解析の結果を厳

しくする機器の単一故障を仮定する。具体的な単一故障の想定と解析への影響

を表 5-2 に示す。また，R/B 及び T/B での代表事象発生時に期待する緩和系は

表 4-4のとおりである。 

表 5-2 単一故障の仮定と解析への影響 

単一故障を 

仮定する機能 
解析への影響 

原子炉停止機能 
・原子炉保護系に単一故障を仮定しても，多重化され

ているため影響はない。

炉心冷却機能 

[RCIC及び ECCS] 

・内部溢水により１区分，単一故障により更に１区分

喪失しても，残りの区分により炉心冷却が可能。

[RHR等] 

・単一故障により１区分喪失しても，残りの区分によ

り除熱が可能（溢水により過渡事象の発生と RHR等

の機能喪失は同時に発生しない）

放射能閉じ込め機能 ・評価事象において燃料は破損しない。
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6. 解析の実施【ステップ８】

6.1 使用する解析コード 

解析にあたっては，表 6-1 に示すとおり，設置許可申請解析において使用し

ているプラント動特性解析コード（REDY）及び単チャンネル熱水力解析コード

（SCAT）を使用している。 

表 6-1 解析コード 

解析項目 コード名

プラント動特性挙動 

・中性子束

・原子炉冷却材圧力バウンダリにかかる

圧力（原子炉圧力）

REDY 

単チャンネル熱水力挙動 

・燃料被覆管温度
SCAT 

6.2 解析条件 

プラントの初期状態等の解析条件については，設計基準事象である過渡事象

における前提条件を踏襲する。主な解析条件を表 6-2に示す。 

表 6-2 主な解析条件 

項目 解析条件 

原子炉出力 2,540 MW 

炉心入口流量 30.3×103 t/h 

原子炉圧力 7.03 MPa[gauge] 

原子炉水位 通常水位 

外部電源 あり 

6.3 判断基準 

内部溢水を起因として発生する代表事象に対して，単一故障を想定しても，

影響緩和系により事象が収束することを確認する。 

6.4 解析結果 

解析を実施する事象について，解析結果を表 6-3～表 6-5，図 6-1～図 6-4，

図 6-6～図 6-9 及び図 6-11～図 6-14 に，事象の推移を図 6-5，図 6-10 及び図

6-15に示す

(1) R/Bでの内部溢水に起因する事象

R/Bでの内部溢水に起因する事象の解析結果について以下に示す。 
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(a) 主蒸気隔離弁の誤閉止

ⅰ 原子炉停止状態 

主蒸気隔離弁の閉止により，主蒸気が遮断されると，原子炉圧力は上昇す

るが，主蒸気隔離弁が全開位置から 10%閉止すると，主蒸気隔離弁閉信号に

より原子炉はスクラムする。 

ⅱ 炉心冷却状態 

主蒸気隔離弁の閉止により，給水ポンプ速度が低下するため，原子炉水位

は徐々に低下するが，原子炉隔離時冷却系等により注水は維持される。また，

主蒸気隔離弁閉止とともに原子炉圧力は上昇するが，逃がし安全弁（安全弁

機能）の作動により，原子炉圧力の抑制を図ることが可能である。 

ⅲ 安全停止状態 

原子炉スクラム及び炉心冷却により原子炉の安全停止の維持は可能であ

る。 

(b) 給水制御系の故障

ⅰ 原子炉停止状態 

給水流量の増加による炉心入口サブクーリングの増加によってボイドが

減少し，原子炉出力が上昇する。原子炉水位が上昇し，原子炉水位高（レベ

ル８）に達するとタービントリップし，主蒸気止め弁閉信号が発生する。主

蒸気止め弁の閉止により，原子炉はスクラムする。 

ⅱ 炉心冷却状態 

原子炉水位高（レベル８）到達により，給水ポンプがトリップするため，

原子炉水位は徐々に低下するが，原子炉隔離時冷却系等により注水は維持さ

れる。また，タービントリップに伴う主蒸気止め弁閉止とともに原子炉圧力

は上昇するが，タービン・バイパス弁の作動により，原子炉圧力の抑制を図

ることが可能である。 

ⅲ 安全停止状態 

原子炉スクラム及び炉心冷却により原子炉の安全停止の維持は可能であ

る。 

(2) T/Bでの内部溢水に起因する事象

T/Bでの内部溢水に起因する事象の解析結果について以下に示す。 

(a) 給水制御系の故障＋給水加熱喪失

ⅰ 原子炉停止状態 

給水流量の増加と給水加熱喪失による炉心入口サブクーリングの増加に

よってボイドが減少し，原子炉出力が上昇する。また，給水流量の増加によ

り原子炉水位が上昇し，原子炉水位高（レベル８）に達するとタービントリ

ップし，主蒸気止め弁閉信号が発生するが，タービン系 RPS の機能喪失を仮

定するため，この時点ではスクラムしない。主蒸気止め弁の閉止により原子

9条-別添1-補足3-50

778



炉圧力が上昇し，炉心内のボイドの減少により原子炉出力が上昇するため，

中性子束高信号が発生し，原子炉はスクラムする。 

ⅱ 炉心冷却状態 

原子炉水位高（レベル８）到達により，給水ポンプがトリップするため，

原子炉水位は徐々に低下するが，原子炉隔離時冷却系等により注水は維持さ

れる。また，タービントリップに伴う主蒸気止め弁閉止とともに原子炉圧力

は上昇するが，逃がし安全弁（逃がし弁機能）の作動により，原子炉圧力の

抑制を図ることが可能である。 

ⅲ 安全停止状態 

原子炉スクラム及び炉心冷却により原子炉の安全停止の維持は可能であ

る。 

以上より，内部溢水を起因として発生する可能性のある過渡的な事象に対し

て，単一故障を想定しても，影響緩和系により事象が収束し，原子炉を安全停

止できることを確認した。 
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表 6-3 解析結果まとめ表（R/B 主蒸気隔離弁の誤閉止） 

重畳事象 項目 
解析結果 

（）内は判断目安 

主蒸気隔離弁の誤閉止 

中性子束（%） 
初期値を越えない 

（-） 

原子炉冷却材圧力バウンダリ

圧力（MPa[gauge]） 

8.52 

（10.34以下） 

燃料被覆管温度（℃） 
沸騰遷移に至らない 

（1200以下） 

発生事象 時刻[秒] 

主蒸気隔離弁閉発生 0 

原子炉スクラム（主蒸気隔離弁閉） 0.3 

安全弁開開始 4.1 

表 6-4 解析結果まとめ表（R/B 給水制御系の故障） 

重畳事象 項目 
解析結果 

（）内は判断目安 

給水制御系の故障 

中性子束（%） 
117 

（-） 

原子炉冷却材圧力バウンダリ

圧力（MPa[gauge]） 

7.47 

（10.34以下） 

燃料被覆管温度（℃） 
沸騰遷移に至らない 

（1200以下）） 

発生事象 時刻[秒] 

給水制御系故障発生 0 

原子炉スクラム（主蒸気止め弁閉） 9.2 

安全弁開開始 ―※ 

※ フルバイパスプラントのため，安全弁が作動しない
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表 6-5 解析結果まとめ表（T/B 給水制御系の故障＋給水加熱喪失） 

重畳事象 項目 
解析結果 

（）内は判断目安 

給水制御系の故障＋ 

給水加熱喪失 

中性子束（%） 
660 

（-） 

原子炉冷却材圧力バウンダリ

圧力（MPa[gauge]） 

8.68 

（10.34以下） 

燃料被覆管温度（℃） 
約 710 

（1200以下）） 

発生事象 時刻[秒] 

給水加熱喪失発生 0 

給水制御系故障発生 0 

原子炉水位レベル８（給水ポンプトリップ） 9.2 

原子炉スクラム（中性子束高） 9.5 

逃がし弁開始 10.3 
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図 6-1 R/Bにおける内部溢水による事象変化（中性子束） 

（主蒸気隔離弁の誤閉止） 

図 6-2 R/Bにおける内部溢水による事象変化（原子炉水位） 

（主蒸気隔離弁の誤閉止） 

主蒸気隔離弁閉スクラムによる

中性子束低下 

給水ポンプトリップに

よる水位低下 

中
性
子
束 

原
子
炉
水
位
変
化
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図 6-3 R/Bにおける内部溢水による事象変化（原子炉圧力） 

（主蒸気隔離弁の誤閉止） 

 

図 6-4 R/B における内部溢水による事象変化（燃料被覆管温度） 

（主蒸気隔離弁の誤閉止） 

安全弁作動による

圧力低下 

主蒸気隔離弁閉による

圧力上昇 

沸騰遷移に至らないため燃料被覆

管温度はほとんど変化しない 

原
子
炉
圧
力
変
化
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図 6-5 R/Bにおける事象推移のフローチャート 

（主蒸気隔離弁の誤閉止） 

主蒸気隔離弁閉止 

再循環ポンプＭＧ 

トリップ不作動

中性子束減少 原子炉圧力整定 

低温停止状態 

減圧・降温操作 
不作動を想定する緩和系機能 

事象収束 

原子炉 

圧力上昇 

スクラム

(主蒸気隔離弁閉) 

逃がし弁機能 

不作動 

安全弁機能作動 

給水ポンプ 

トリップ

原子炉水位低下 

(レベル２)

原子炉水位回復 

原子炉隔離時 

冷却系等作動 

解析対象 

作動する緩和系機能 

解析対象外 
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図 6-6 R/Bにおける内部溢水による事象変化（中性子束） 

（給水制御系の故障） 

図 6-7 R/Bにおける内部溢水による事象変化（原子炉水位） 

（給水制御系の故障） 

給水流量増加

に伴う炉心入

口サブクーリ

ングの増加に

よる中性子束

の増加

主蒸気止め弁閉に伴

う圧力上昇による中

性子束の増加 

主蒸気止め弁閉スクラムに

よる中性子束低下 

給水流量の増加に

よる水位上昇 

L8 給水ポンプトリップ

による水位低下 

中
性
子
束 

原
子
炉
水
位
変
化
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図 6-8 R/Bにおける内部溢水による事象変化（原子炉圧力） 

（給水制御系の故障） 

 

図 6-9 R/B における内部溢水による事象変化（燃料被覆管温度） 

（給水制御系の故障） 

タービン・バイパス弁開

動作による圧力低下

主蒸気止め弁閉による

圧力上昇 

原
子
炉
圧
力
変
化

沸騰遷移に至らないため燃料被覆

管温度はほとんど変化しない 

中性子束上昇に

よる圧力上昇 
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図 6-10 R/Bにおける事象推移のフローチャート 

（給水制御系の故障） 

給水制御系故障 

最大給水流量(141%)で給水 

原子炉水位上昇 

(レベル８)

タービントリップ

(主蒸気止め弁閉止) 

タービン・

バイパス弁作動 

炉心入口サブ 

クーリング増加

中性子束減少 

炉心内ボイド減少 

中性子束増加 

給水ポンプ 

トリップ

原子炉水位低下 

(レベル２)

原子炉水位回復 原子炉圧力整定 

低温停止状態 

減圧・降温操作 

原子炉隔離時 

冷却系等作動 

スクラム

(主蒸気止め弁閉) 

事象収束 

作動する緩和系機能 

不作動を想定する緩和系機能 

再循環ポンプ 

トリップ不作動

解析対象 

解析対象外 
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図 6-11 T/Bにおける内部溢水による事象変化（中性子束） 

（給水制御系の故障＋給水加熱喪失） 

 

図 6-12 T/Bにおける内部溢水による事象変化（原子炉水位） 

（給水制御系の故障＋給水加熱喪失） 

給水流量増加

に伴う炉心入

口サブクーリ

ングの増加に

よる中性子束

の増加

主蒸気止め弁閉に伴う圧力上昇

による中性子束の増加 

中性子束高スクラムによる

中性子束低下 

給水流量の増加に

よる水位上昇 
L8 給水ポンプトリップ

による水位低下 

最大値：660% 

中
性
子
束 

原
子
炉
水
位
変
化
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図 6-13 T/Bにおける内部溢水による事象変化（原子炉圧力） 

（給水制御系の故障＋給水加熱喪失） 

図 6-14 T/B における内部溢水による事象変化（燃料被覆管温度） 

（給水制御系の故障＋給水加熱喪失）

逃がし弁作動による

圧力低下 

主蒸気止め弁閉よる

圧力上昇 

出力増加により沸騰遷移に至り

燃料被覆管温度は上昇 

出力低下により核沸騰に戻り

燃料被覆管温度は低下 

原
子
炉
圧
力
変
化

9条-別添1-補足3-61

789



図 6-15 T/Bにおける事象推移のフローチャート 

（給水制御系の故障＋給水加熱喪失） 

給水制御系故障 

最大給水流量(141%)で給水 

原子炉水位上昇 

(レベル８)

タービントリップ

(主蒸気止め弁閉止) 

タービン・バイパス

弁不作動 

炉心入口サブ 

クーリング増加

中性子束減少 

炉心内ボイド減少 

中性子束増加 

給水ポンプ 

トリップ

原子炉水位低下 

(レベル２)

原子炉水位回復 

逃がし弁機能 

作動 

原子炉圧力整定 

低温停止状態 

減圧・降温操作 

原子炉隔離時 

冷却系等作動 

スクラム不作動

(主蒸気止め弁閉) 

事象収束 

原子炉スクラム 

(中性子束高) 

作動する緩和系機能 

不作動を想定する緩和系機能 

給水加熱喪失 

再循環ポンプ 

トリップ不作動

解析対象 

解析対象外 
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補足説明資料４ 

開口部等からの排出について 

島根原子力発電所２号炉における，機器搬入ハッチや階段等の開口部や通水扉

からの排水について以下に示す。 

1. 機器搬入ハッチ等の開口部からの排出

1.1 機器搬入ハッチ等の開口部からの排出流量

一般的な機器搬入ハッチの形状を想定し，以下の式を利用して機器搬入ハッ

チ等の開口部からの排出流量を算出する。開口部概略図を図 1-1に示す。（参考

文献「土木学会 水理公式集 平成 11年度版」）

なお，開口までの長さ L を長くとるほどに排出流量が少なくなることから，

保守的に原子炉建物の二次格納施設の１辺に相当する 50m とし，床面を長頂堰

とみなして算出する。 

2

3

outout h×B×C=Q  ···························  (1)

0.022

out
L

h
×1.642=C 








··························  (2) 

Qout ： 排 出 流 量   ［m3/s］ 

B ： 開 口 の 幅   ［m］ 

Cout ： 排 出 係 数   ［m1/2/s］ 

ｈ ： 溢 水 水 位   ［m］ 

L ： 開口までの長さ ［m］ 

W ： 堰 高 さ      ［m］ 
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図 1-1 開口部概略図 

 

1.2 算出結果 

前述の式から，排出を期待する機器搬入ハッチ等の開口部からの排出流量を

算出する。以下では，原子炉建物地上３階大物搬入口を代表として選定し，具

体的な排出流量を算出した。開口の幅等の各パラメータ値と算出結果を表 1-1

にまとめる。 

なお，開口の幅については，周囲の壁等の状況や開口角部で流出が阻害され

る可能性も考慮し，排出を期待できる開口の幅の 50%として設定する。 

結果としては，溢水水位が 0.32m（この区画の最も低い浸水防護設備の高さ）

にて排出流量は 11,900m3/h程度となり，これは系統からの流出に対し，機器搬

入ハッチ等の開口部からの排水を期待する系統の中の最大流量 337m3/h（原子炉

補機冷却系）よりも上回っているため，没水高さがこの区画の最も低い浸水防

護設備の高さ以上となることはない。 

 

 

表1-1 開口部の各パラメータ値及び排出流量算出結果  

B：開口の幅［m］ 12.5 

ｈ：溢水水位［m］ 0.32 

L：開口までの長さ［m］ 50 

h／Ｌ 0.0118 

Cout：排出係数［m1/2/s］ 1.49 

Qout：排出流量［m3/h］ 11,988 
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1.3 機器搬入ハッチ等の開口部からの排出に期待する区画 

機器搬入ハッチ等の開口部からの排出に期待する区画及びそれら開口部の開

口の幅等を表 1-2 にまとめる。（区画の位置に関しては別添 1 4.1 図 4-1 参

照） 

表 1-2 機器搬入ハッチ等の開口部からの排出に期待する区画 

建物 区画 
開口の幅 

[m] 

堰高さ 

[m] 

原
子
炉
建
物 

R-3F-04-1N 
R-3F-04-2N 
R-3F-07N 

R-3F-16-1N 

12.5 - 

R-3F-16-2N 1.7 - 

R-M2F-03N 
R-M2F-04N 
R-M2F-05N 

1.4 0.15 

R-M2F-06N 
R-M2F-07N 1 0.15 

R-M2F-18-1N 
R-M2F-21N 
R-M2F-22N 

2.4 - 

R-M2F-18-2N 2.4 - 

R-M2F-19N 12.5 - 

R-M2F-20N 0.5 - 

R-M2F-27N 1.7 - 

R-2F-11N 
R-2F-12N 
R-2F-18N 
R-2F-19N 
R-2F-24N 
R-2F-25N 

12.5 - 

R-2F-14N 1.6 - 

R-2F-15N 1.9 - 

R-2F-23N 3.6 0.2 

R-1F-03N 
R-1F-22N 2.7 - 

R-1F-07-2N 2.7 - 

R-1F-29N 2.2 - 

R-1F-32N 6.5 - 

R-1F-33N 6.3 - 

R-1F-34N 2.1 0.2 

R-B1F-09N 2.8 0.2 
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建物 区画 
開口の幅 

[m] 

堰高さ 

[m] 

原
子
炉
建
物 

R-B1F-12N 9.7 - 

R-B1F-13N 2.6 0.2 

R-B1F-21N 0.6 - 

R-B1F-28N 2.1 0.2 

R-B1F-32N 0.5 - 

廃
棄
物
処
理
建
物 

Rw-4F-06-02N 
Rw-4F-09N 
Rw-4F-10N 

4 - 

Rw-2F-09N 2.7 - 

Rw-1F-23N 2.5 - 

Rw-B1F-20-2N 2.5 - 
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2. 階段開口部からの排出 

2.1 階段開口部からの排出流量 

階段開口部からの排出について，そこからの排出流量を算出する。算出にあ

たっては，階段及びその周囲の形状を考慮し，「1.1 機器搬入ハッチ等の開口部

からの排出流量」における式を用いる。 

なお，開口の幅については，排出を期待できる開口の幅の 100%とする。階段

開口部の例示を図 2-1に示す。 

 

図 2-1 階段開口部の例示 

 

2.2 算出結果 

排出を期待する階段開口部からの排出流量を溢水水位毎に算出する。算出に

必要となる階段開口部の各パラメータ値と算出結果を表 2-2 に，溢水水位と排

出流量の相関図を図 2-2に示す。 

 

2.3 階段開口部からの排出に期待する区画 

階段開口部からの排出に期待する区画及びそれら開口部の開口の幅等を表

2-1にまとめる。（区画の位置に関しては別添 1 4.1 図 4-1参照） 

  

Ｌ：開口までの長さ［m］ 

 

Ｂ：開口の幅［m］ 
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表 2-1 階段開口部からの排出に期待する区画 

建物 区画 
開口の幅 

[m] 

堰高さ 

 [m] 

原
子
炉
建
物 

R-3F-17N 1.1 - 

R-3F-19N 0.9 - 

R-M2F-18-1N 
R-M2F-21N 
R-M2F-22N 

1.2 - 

廃
棄
物 

処
理
建
物 

Rw-5F-02N 1 - 

Rw-2F-09N 1.2 - 

Rw-1F-10N 1.2 - 

制
御
室
建
物 

C-4F-02N 1.1 - 

C-3F-07N 1.3 - 

C-2F-01N 
C-2F-02N 
C-2F-03N 
C-2F-04-1N 
C-2F-06N 

1.3 - 

C-M2F-01N 1.1 - 

 

 

表 2-2 開口部の各パラメータ値及び排出流量算出結果 

開口部の各パラメータ値 

B：開口幅[m] 1.1 

L：開口までの長さ[m] 50 

 

 

ｈ：溢水水位 

[m] 
ｈ／Ｌ 

C：排出係数 

［m1/2/s］ 

Ｑ：排出流量 

[m3/h] 

0.05  0.001（長頂堰） 1.411 72 

0.10  0.002（長頂堰） 1.433 180 

0.15  0.003（長頂堰） 1.446 360 

0.20  0.004（長頂堰） 1.455 540 

0.25  0.005（長頂堰） 1.462 756 

0.30  0.006（長頂堰） 1.468 972 

0.35  0.007（長頂堰） 1.473 1224 
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図 2-2 溢水水位と排出流量相関図 
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3.通水扉からの排水 

 

発生した溢水を排水するための設備として設置する溢水通水扉(以下「通水扉」

という。)について，通水試験により動作状況及び流出係数の確認を行った。 

 

 

3.1 通水扉の概要  

通水扉の概要図を図 3-1 に示す。通水扉は鋼製扉に小扉フラップが内蔵された

構造であり，溢水の水圧によりフラップが開放することで排水を行う機構となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 溢水通水扉概要図 

 

3.2 小扉フラップの要求排水性能  

(1)開放動作 

  小扉フラップについては，溢水時の制限水位以下で確実に開放することが求

められる。 

(2)排水量 

  小扉フラップについては，溢水時に期待する量の排水ができることが求めら

れる。排水量の算出については，流出開口と水位を用いた広頂堰の式による算

出と，水門からの流出流量評価式（以下「水門の式」という。）による算出方

法がある。これらの算出方法については，図 3-2に示すとおり，溢水水位の高

さによって適用式が異なることから，それぞれの評価式における排出流量との

比較により性能を確認する。 

  

小扉フラップ 

溢水方向 
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 [広頂堰の式] 

 36002

3

h×B×C=Q     

Q ： 排出流量［m3/h］ 

B ： 堰の幅（小扉フラップ幅）［m］ 

C ： 流出係数［-］ 

ｈ ： 越流水深（小扉フラップ下端からの高さ）［m］ 

 

[水門の式] 

3600 ２ｇｈＬａ×C=Q  

Q ： 排出流量［m3/h］ 

C ： 流出係数［-］ 

ａ ： 水門の開き高さ（小扉フラップ高さ）[m] 

L ： 水門の幅（小扉フラップ幅）[m] 

ｇ ： 重力加速度［m/s2］ 

ｈ ： 上流水深（小扉フラップ下端からの高さ）［m］ 

 

図 3-2 排水量評価式の適用状況 

 

3.3 試験概要  

(1) 開放動作の確認 

   小扉フラップ部を模擬した試験体を水槽に設置して注水し，フラップが溢

水時の制限水位以下で開放することを確認する。 

(2) 排水量の確認 

   小扉フラップ部を模擬した試験体を水槽に設置して注水し，フラップから

の排水流量と水位変化から，広頂堰の式及び水門の式における流出係数を確

認する。 
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3.4 試験装置 

  試験装置の概要及び試験体を図 3-3及び表 3-1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3 溢水通水扉通水試験装置概要図 

 

 

表 3-1 試験扉 

開口寸法 外観写真 

W600×H600 [mm] 

 

 

 

 

 

(写真は W600×H600 [mm]) 

 

3.5 試験結果 

  試験の状況を図 3-4に示す。 

 

図 3-4 試験状況 

 

小扉フラップ 
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(1) 開放動作確認結果 

   開放動作確認結果を表 3-2に示す。 

 

表 3-2 開放動作確認結果 

開口寸法 
開放開始水位 

(開口部下端からの高さ) 

小扉フラップ型 

W600×H600 [mm] 

1 回目 162 [mm] 

2 回目 154 [mm] 

 

(2) 排水量確認結果 

ａ．流量と越流水深の関係 

   図 3-5 に試験により得られた越流水深と流量の関係を示す。図 3-5 には

流出係数が 1.3～1.9 の場合の広頂堰の式及び流出係数が 0.294～0.429 の

場合の水門の式から求めた越流水深と流量の関係も併せて示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 3-5 通水扉越流水深と流量の関係 

 

ｂ．流出係数 

  (a) 越流水深が小扉フラップ開口高さ(600mm)以下の場合(広頂堰の式) 

   図 3-6に示すとおり，試験結果は流出係数が 1.3～1.7 の広頂堰の式に概

ね対応している。このことから，越流水深が 600mm 以下の小扉フラップの

流出係数は保守的な値として 1.3 と設定した。 
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 図 3-6 流出係数の設定（広頂堰の式） 

 

  (b) 越流水深が小扉フラップ開口高さ(600mm)を超える場合(水門の式) 

   図 3-7に示すとおり，試験結果は流出係数が 0.294～0.384 の水門の式に

概ね対応している。このことから，越流水深が 600mm を超える小扉フラッ

プの流出係数は保守的な値として 0.294 と設定した。なお，流出係数の水

門の式への適用にあたっては，試験範囲外では適用していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 3-7 流出係数の設定（水門の式） 

  

試験結果 

試験結果は 

広頂堰の式（流出係数

CG=1.3～1.7）に概ね対

応 

⇒小扉フラップの流出

係数は保守的な値とし

て 1.3と設定 

試験結果は 

水門の式（流出係数

Cq=0.294～0.384）に概

ね対応 

⇒小扉フラップの流出

係数は保守的な値とし

て 0.294と設定 
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4. 排水に期待する開口部の周辺状況に係る運用について 

排水に期待する開口部の周辺状況を調査し，排水を大きく阻害する可能性のあ

る要因を抽出する。抽出された排水阻害要因に対し，表 4-1のような対策・運用

管理を QMS文書に定めることで，排水が阻害されることを防止する。 

なお，本事項は運用管理が必要となる事項である（別添２参照）。 

 

表 4-1 排水の阻害要因とその対応 

排水阻害要因 対象 対応 

落下防止板 開口部 

グレーチングへの変更や撤去等により，排水を大き

く阻害しない設計とする。なお，撤去により生じる

下部の隙間からの落下に対しては，開口部内部に新

たな落下防止対策等を実施することで対応する。 

足場材/周辺仮置き資材 
開口部 

通水扉 

排水を期待する箇所からの排水評価に影響する設

備の設置や物品の仮置きをしない。 
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補足説明資料５ 

油が溢水した場合の影響について 

島根原子力発電所２号炉の建物内において，ポンプ等の油内包機器から潤滑

油及び燃料油が漏えいした場合の溢水影響について以下に示す。 

なお，屋外での油の漏えいに関しては，別添 1 10.1を参照のこと。 

1. 要求事項

漏えいの拡大防止措置は，「実用発電用原子炉及びその附属施設の火災防護

に係る審査基準」（以下「火災防護に係る審査基準」という。）の「2.1 火災発

生防止」の 2.1.1 に基づき実施することが要求されている。 

火災防護に係る審査基準の記載を以下に示す。 

【火災防護に係わる審査基準】 

2.1 火災発生防止 

2.1.1  原子炉施設は火災の発生を防止するために以下の各号に揚げる火災防護対

策を講じた設計であること。 

(1) 発火性又は引火性物質を内包する設備及びこれらの設備を設置する火災区域

は、以下の事項を考慮した、火災発生防止対策を講じること。 

① 漏えいの防止、拡大防止

発火性物質又は引火性物質の漏えいの防止対策、拡大防止対策を講じること。

ただし、雰囲気の不活性化等により、火災が発生する恐れがない場合は、この

限りでない。 
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2. 漏えい拡大防止対策について 

安全機能を有する設備等の設置場所にあるポンプ等の油内包機器のうち，耐

震 S クラスの設備は，基準地震動 Ssによる地震力により損壊しないよう耐震

性を確保できており，また，耐震 B,C クラスの機器については，基準地震動

Ssによる地震力により損壊しないよう耐震性を確保する設計とする。 

さらに，安全機能を有する設備等を設置する火災区域にあるポンプ等の油内

包機器から機器の故障等により油が漏えいした場合については，機器の周囲に

堰を設置し，油の漏えいの拡大を防止する対策を講じる。火災区域にあるポン

プ等の油内包機器の油保有量を表 2-1 に示す。 

 

3. 影響確認 

3.1 想定破損による影響 

油タンクは溢水源として評価しているが，潤滑油等は溢水源として想定して

いないため，油内包機器の油内包量及び漏えいした場合の影響の有無を確認し

た。表 2-1にある油内包機器より油が漏えいした場合においても，その周囲に

設置された堰により油の漏えいの拡大は防止される設計としているため，安全

機能を有する設備等に影響はない。 

また万一，堰外で漏えいした場合においても，その漏油量の最大値は以下の

記載量程度であるため，各建物におけるその他の水系系統の溢水量に比べ十分

に小さく，想定破損の評価に包含される。 

 

・原子炉建物   ：16m３ 

・廃棄物処理建物 ：0.14m３ 

 

3.2 地震時の影響 

安全機能を有する設備等の設置場所にあるポンプ等の油内包機器のうち，再

循環ポンプ MG セットを除く耐震 B,C クラスの機器は，基準地震動 Ss による

地震力により損壊しないよう耐震性を確保するため，地震に伴う漏えいは発生

しない。なお，再循環ポンプ MG セットを設置している R-1F-02N については，

堰により油の漏えいの拡大を防止する設計としていることに加え，再循環ポン

プ MG セットの保有油の溢水量と，同区画の耐震 C クラス系統である消火系の

溢水量との合計量による同区画の溢水水位が，溢水防護対象設備の機能喪失高

さ以下であることを確認している。各数値を表 3-1に示す。 
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表 2-1 火災区域内の油内包機器 (1/10) 

 

建物 機器名 油の種類 

内包量 堰容量 

(L) (L) 

原子炉建物 原子炉隔離時冷却ポンプ タービン32 7.5 

2450 

原子炉建物 RCICタービン復水ポンプ タービン56 0.3 

原子炉建物 原子炉隔離時冷却系タービン タービン32 57 

原子炉建物 潤滑油クーラ タービン32 8 

原子炉建物 タービン蒸気加減弁 タービン32 1 

原子炉建物 RCICタービン油ポンプ タービン32 1 

原子炉建物 Ａ－残留熱除去ポンプ用電動機 
タービン 68 13 

867.7 タービン56 325 

原子炉建物 Ａ－残留熱除去封水ポンプ タービン32 0.8 

原子炉建物 Ｃ－残留熱除去ポンプ用電動機 
タービン 68 13 

486.5 
タービン56 

 
325 

原子炉建物 
Ａ－ディーゼル発電設備 
潤滑油サンプタンク 

ディーゼル機関用油 7000 

41000 

原子炉建物 
Ａ－ディーゼル発電設備 
排気タービン過給機， 
ガバナアクチュエータ 

タービン 68 10.2 

原子炉建物 
Ａ－ディーゼル発電設備 

燃料ドレン受缶 
燃料油 
（軽油） 

53 

原子炉建物 
Ａ－ディーゼル発電設備 

１次水循環ポンプ 
タービン52 0.5 

原子炉建物 
Ａ－ディーゼル発電設備 

空気圧縮機 
ダフニースパー 

CS100 
9.8 

原子炉建物 
Ａ－ディーゼル発電設備 

ターニング装置 

ダフニースーパーギヤ
オイル 
220 

18 

原子炉建物 
Ａ－ディーゼル発電設備 

シリンダ油タンク 
ディーゼル機関用油 650 750 

原子炉建物 
Ｂ－ディーゼル発電設備 
潤滑油サンプタンク 

ディーゼル機関用油 7000 

33000 

原子炉建物 
Ｂ－ディーゼル発電設備 
排気タービン過給機， 
ガバナアクチュエータ 

タービン 68 10.2 

原子炉建物 
Ｂ－ディーゼル発電設備 

燃料ドレン受缶 
燃料油 
（軽油） 

53 

原子炉建物 
Ｂ－ディーゼル発電設備 

１次水循環ポンプ 
タービン52 0.5 

原子炉建物 
Ｂ－ディーゼル発電設備 

空気圧縮機 
ダフニースパー 

CS100 
9.8 

原子炉建物 
Ｂ－ディーゼル発電設備 

ターニング装置 

ダフニースーパーギヤ
オイル 
220 

18 

原子炉建物 
Ｂ－ディーゼル発電設備 

シリンダ油タンク 
ディーゼル機関用油 650 750 
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表 2-1 火災区域内の油内包機器 (2/10) 

 

建物 機器名 油の種類 

内包量 堰容量 

(L) (L) 

原子炉建物 
ＨＰＣＳ－ディーゼル発電設備 

潤滑油サンプタンク 
ディーゼル機関用油 7000 

50000 

原子炉建物 
ＨＰＣＳ－ディーゼル発電設備 

排気タービン過給機， 
ガバナアクチュエータ 

タービン 68 10.2 

原子炉建物 
ＨＰＣＳ－ディーゼル発電設備 

燃料ドレン受缶 
燃料油 
（軽油） 

53 

原子炉建物 
ＨＰＣＳ－ディーゼル発電設備 

１次水循環ポンプ 
タービン52 0.5 

原子炉建物 
ＨＰＣＳ－ディーゼル発電設備 

空気圧縮機 
ダフニースパー 

CS100 
9.8 

原子炉建物 
ＨＰＣＳ－ディーゼル発電設備 

ターニング装置 

ダフニースーパーギヤ
オイル 
220 

18 

原子炉建物 
ＨＰＣＳ－ディーゼル発電設備 

シリンダ油タンク 
ディーゼル機関用油 650 750 

原子炉建物 低圧炉心スプレイポンプ用電動機 
タービン 68 40 

600 
タービン56 325 

原子炉建物 高圧炉心スプレイポンプ用電動機 タービン56 490 1036 

原子炉建物 高圧炉心スプレイ補機冷却ポンプ タービン32 2.5 40 

原子炉建物 Ｂ－残留熱除去ポンプ用電動機 
タービン 68 13 

1173 
タービン56 325 

原子炉建物 Ｂ－残留熱除去封水ポンプ タービン32 0.8 

原子炉建物 Ａ－制御棒駆動水圧ポンプ タービン32 259 246 

原子炉建物 Ｂ－制御棒駆動水圧ポンプ タービン32 259 267 

原子炉建物 Ａ，Ｂ，Ｃ－復水輸送ポンプ タービン32 各2.5 

397 

原子炉建物 燃料プール補給水ポンプ タービン32 2.5 

原子炉建物 Ａ－燃料デイタンク 
燃料油 
（軽油） 

16000 19000 

原子炉建物 Ｂ－燃料デイタンク 
燃料油 
（軽油） 

16000 19000 

原子炉建物 高圧炉心スプレイ系燃料デイタンク 
燃料油 
（軽油） 

9000 13000 

原子炉建物 原子炉浄化補助ポンプ タービン32 3 51 

原子炉建物 Ａ，Ｂ－所内用空気圧縮機 タービン68 各40 
A:200  
B:171 

原子炉建物 Ａ，Ｂ－計装用空気圧縮機 タービン68 各40 
A:303  
B:302 

原子炉建物 
計装用空気脱湿装置 
（A,B－再生送風機） 

ダフニーメカニックオ
イル150 

各1.3 各111 
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表 2-1 火災区域内の油内包機器 (3/10) 

 

建物 機器名 油の種類 

内包量 堰容量 

(L) (L) 

原子炉建物 Ｎ２ガス製造装置 

【圧縮機】 
ダフニーマリンオイル

SX40  
【A,B-F.R.L ﾙﾌﾞﾘｹﾞｰﾀ】 

タービン32 

【圧縮機】 
9  

【A,B-F.R.Lﾙ
ﾌﾞﾘｹｰﾀ】 

0.13 

【圧縮機】 
96.55  

【A,B-F.R.Lﾙ
ﾌﾞﾘｹｰﾀ】 
各4.88 

原子炉建物 
Ａ，Ｂ－原子炉再循環 
ポンプＭＧセット 

タービン32 各7800 
A:12500  
B:11500 

原子炉建物 
Ａ，Ｂ－ドライウェル内漏えい検出

ダストモニタサンプルポンプ 
シェルオマラS2G460 各0.25 各40 

原子炉建物 除染廃液移送ポンプ タービン32 0.4 43 

原子炉建物 ＣＲＤ分解洗浄装置 タービン32 0.17 2.65 

原子炉建物 Ａ，Ｃ－原子炉補機冷却ポンプ タービン32 各5.9 
A:215  
C:161 

原子炉建物 Ｂ，Ｄ－原子炉補機冷却ポンプ タービン32 各5.9 
B:216  
D:220 

原子炉建物 Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ－主蒸気外側隔離弁 EMR-135 各7 1740 

原子炉建物 Ａ，Ｂ－原子炉棟排風機 タービン32 各7 各142 

原子炉建物 Ａ－原子炉浄化循環ポンプ タービン32 250 198 

原子炉建物 Ｂ－原子炉浄化循環ポンプ タービン32 250 266 

原子炉建物 
Ａ，Ｂ－空調換気設備冷却水循環ポ

ンプ 
タービン56 各4 各37 

原子炉建物 Ａ，Ｂ－空調換気設備冷却水冷凍機 フレオールα 68N 各140 各220 

原子炉建物 Ａ，Ｂ－燃料プール冷却水ポンプ タービン32 各3 
A:89  
B:127 

原子炉建物 ドライウェル冷凍機 フレオールα 68N 140 361 

原子炉建物 ドライウェル冷水循環ポンプ タービン32 1 69 

原子炉建物 Ａ，Ｂ－非常用ガス処理系排風機 
ダフニーメカニックオ

イル68 
各6.6 

A:43.7  
B:25.1 

原子炉建物 Ａ，Ｂ－ほう酸水注入ポンプ 

【ﾎﾟﾝﾌﾟｸﾗﾝｸｹｰｽ】ダフ
ニーメカニックオイル

68  
【減速機ｷﾞﾔｰｹｰｽ】ダフ
ニーメカニックオイル

150 

68:各50  
150:各17 

4340.7 

原子炉建物 
燃料プールろ過脱塩器 
プリコートポンプ 

タービン46 2.05 33 

原子炉建物 燃料取替機 

ダフニースーパーギヤ
オイル 100  

ダフニースーパーギヤ
オイル320 

100:14.2  
320:4.5 

298 

原子炉建物 新燃料検査台（２号） ポンノックSP320 7 209 

廃棄物処理建物 復水スラッジ分離水ポンプ タービン46 1.45 26.9 
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表 2-1 火災区域内の油内包機器 (4/10) 

 

建物 機器名 油の種類 

内包量 堰容量 

(L) (L) 

廃棄物処理建物 Ａ，Ｂ－ランドリドレンポンプ タービン46 各1.05 各24.9 

廃棄物処理建物 処理水ポンプ タービン46 1.45 40 

廃棄物処理建物 復水スラッジポンプ タービン46 2.15 34.1 

廃棄物処理建物 モニタ較正室局所冷凍機ユニット フレオールF22 1.6 9.5 

廃棄物処理建物 モニタ操作室局所冷凍機ユニット フレオールF22 1.6 9.5 

廃棄物処理建物 
機器ドレンろ過脱塩装置 

逆洗水ポンプ 
タービン46 1.45 119.3 

廃棄物処理建物 Ａ，Ｂ，Ｃ－濃縮廃液ポンプ タービン46 各1.45 

A:24.1  
B:52.2  
C:23.6 

廃棄物処理建物 Ａ，Ｂ－機器ドレンポンプ タービン46 各2.05 
A:30  
B:31.2 

廃棄物処理建物 機器ドレン処理水ポンプ タービン46 1.45 37.3 

廃棄物処理建物 Ａ，Ｂ－床ドレンポンプ タービン46 各1.05 各27.5 

廃棄物処理建物 Ａ，Ｂ－凝縮水ポンプ タービン46 各1.45 各27.2 

廃棄物処理建物 化学廃液ポンプ タービン46 1.05 27.5 

廃棄物処理建物 原子炉浄化スラッジ分離水ポンプ タービン46 0.85 22.5 

廃棄物処理建物 
Ａ，Ｂ－ＲＷ／Ｂ所内蒸気ドレン回

収ポンプ 
タービン32 各0.8 

A:29.8  
B:41.1 

廃棄物処理建物 ハンガーコンベア 
モービルコンパウンド

EE 
27（一部塗布） 36 

廃棄物処理建物 油圧プレス装置 タービン46 80 92 

廃棄物処理建物 Ａ，Ｂ－中央制御室送風機 タービン 32 各7 各380 

廃棄物処理建物 Ａ，Ｂ－中央制御室冷凍機 フレオールα 68N 各140 各477 

廃棄物処理建物 Ａ，Ｂ－中央制御室冷水循環ポンプ タービン56 各2.8 
A:207  
B:65 

廃棄物処理建物 
Ａ，Ｂ－排ガス脱湿塔再生 

ガスブロワ 
MOBIL VACUOLINE 528 各2.8 482 

廃棄物処理建物 
機器ドレンろ過脱塩装置 

プリコートポンプ 
タービン46 1.45 26.3 

廃棄物処理建物 粉体貯槽定量供給機 ボンノックSP150 0.7 20.4 

廃棄物処理建物 乾燥機凝縮水ポンプ タービン46 0.7 24.6 

廃棄物処理建物 乾燥機供給タンク循環ポンプ タービン46 2.3 27.7 

廃棄物処理建物 
希ガスホールドアップ塔バイアルサ

ンプラ真空ポンプ 
ULVOIL R-4 0.3 70 

廃棄物処理建物 排ガスブロワ タービン32 1.3 119 
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表 2-1 火災区域内の油内包機器 (5/10) 

 

建物 機器名 油の種類 

内包量 堰容量 

(L) (L) 

廃棄物処理建物 
Ａ，Ｂ－濃縮廃液タンク用温水 

ポンプ 
タービン46 各1.05 

A:49  
B:33.7 

廃棄物処理建物 ランドリ・ドレン乾燥機供給ポンプ 

【ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼﾞｮｲﾝﾄ】 
ダフニースーパーギヤ

オイル 460  
【減速機】 
TDオイル10 

【ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼﾞｮｲ
ﾝﾄ】 
0.01  

【減速機】 
1 

16.5 

廃棄物処理建物 ランドリ・ドレン乾燥機 

【減速機】 
ダフニーメカニックオ

イル 220  
【ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ】 
FBKオイルRO150 

【減速機】 
20  

【ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ】 
1 

35.7 

廃棄物処理建物 
Ａ，Ｂ－ランドリ・ドレン濃縮廃液

ポンプ 
タービン46 各0.65 各16.5 

廃棄物処理建物 
Ａ，Ｂ－ランドリ・ドレンサンプル

ポンプ 
タービン46 各0.85 

A:19.4 
 

B:15.3 

廃棄物処理建物 
Ａ，Ｂ－ランドリ・ドレンすすぎ水

移送ポンプ 
タービン46 各0.65 

A:18.4 
 

B:22.7 

廃棄物処理建物 
Ａ，Ｂ－ランドリ・ドレン濃縮器供

給ポンプ 
タービン46 各0.65 

A:42.1 
B:25 

廃棄物処理建物 真空発生装置循環水ポンプ タービン46 0.65 37.4 

廃棄物処理建物 粉体貯槽供給機 FBKオイルRO150 1.8 

1397 

廃棄物処理建物 乾燥機粉砕機 
ダフニーメカニックオ

イル100 
9.2 

廃棄物処理建物 Ａ，Ｂ－廃棄物処理建物排風機 タービン32 各6.2 
A:87.5 

B:160.95 

廃棄物処理建物 乾燥機 

【減速機】 
ダフニーメカニックオ

イル220 
【ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙﾕﾆｯﾄ】 

ダフニースパーメカニ
ックオイル150 

【減速機】 
28.3 

【ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙﾕﾆｯ
ﾄ】 
3.6 

216 

廃棄物処理建物 硫酸注入ポンプ装置 

【ｸﾗﾝｸｹｰｽ】ダフニース
ーパーギヤオイル150 

 
【ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰｽﾒﾝﾄﾁｬﾝﾊﾞ
ｰ】ダフニートルクオイ

ルA 
 

【ｼｻﾞｰﾋﾝｼﾞ下降ﾚﾊﾞｰｼﾞ
ｬｯｷ可動部】FBKタービ

ン油 

【ｸﾗﾝｸｹｰｽ】 
4.3 
 

【ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰｽﾒﾝ
ﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ】 

0.7 
 

【ｼｻﾞｰﾋﾝｼﾞ下
降ﾚﾊﾞｰｼﾞｬｯｷ可

動部】 
0.2 

164 

廃棄物処理建物 固化系冷水ユニット冷凍機 コスモスニソ4GS 14 321 

タービン建物 復水ろ過脱塩装置プリコートポンプ タービン46 2.15 52.1 

タービン建物 復水ろ過脱塩装置リサイクルポンプ タービン46 2.45 84.2 

タービン建物 封水回収ポンプ タービン32 3 225 

タービン建物 
Ａ，Ｂ－Ｔ／Ｂ所内蒸気ドレン回収

ポンプ 
タービン32 各0.4 

A:70 
B:91 
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表 2-1 火災区域内の油内包機器 (6/10) 

 

建物 機器名 油の種類 

内包量 堰容量 

(L) (L) 

タービン建物 Ａ，Ｂ，Ｃ－復水ポンプ用電動機 タービン56 各340 2673 

タービン建物 
Ａ，Ｂ，Ｃ－タービン補機 

冷却水ポンプ 
タービン32 各5.9 

A:80.8 
 

B:75.4 
 

C:68.3 

タービン建物 復水ろ過脱塩装置逆洗水ポンプ タービン46 2.05 46 

タービン建物 Ａ，Ｂ，Ｃ－復水昇圧ポンプ タービン32 各357.1 

A:669 
 

B:691 
 

C:667 

タービン建物 Ａ，Ｂ－電動駆動原子炉給水ポンプ タービン32 各369 
A:469 

 
B:657 

タービン建物 油計量タンク タービン32 71000 108000 

タービン建物 

ＥＨＣ制御油圧ユニット 
制御油タンク，循環タンク，サクシ
ョンストレーナ，ラインフィルタ，
フラーズアースフィルタ，バックア
ップフィルタ，配管，制御油圧ユニ
ットヒーターファン，制御油冷却器，
制御油ポンプ，制御油フィルタポン

プ，EHCアキュームレータ 

ファイヤクエルEHC 2600 

12000 

タービン建物 油清浄機 

タービン32 7940 タービン建物 タービン油移送ポンプ 

タービン建物 タービン油ろ過ポンプ 

タービン建物 真空槽 タービン32 4300 2700 

タービン建物 Ａ．Ｂ－固定子冷却装置 タービン56 各1.3 686.6 

タービン建物 Ａ，Ｂ－グランド蒸気排風機 タービン56 各1.7 各506.8 

タービン建物 
排ガス除湿冷却器出口バイアルサン

プラ真空ポンプ 
ULVOIL R-4 0.3 70 

タービン建物 NO.1～6タービンバイパス弁 ファイヤクエルEHC 各83 

ドレン管設置
中のためEHC堰

に落ちる 

タービン建物 NO.1～4主蒸気止め弁 ファイヤクエルEHC 各32 

タービン建物 NO.1～4蒸気加減弁 ファイヤクエルEHC 各58 

タービン建物 A,B,C,D,E,F-組合せ中間弁 ファイヤクエルEHC 各121 

タービン建物 
グランドシール排ガスバイアルサン

プラ真空ポンプ 
ULVOIL R-4 0.3 60 
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表 2-1 火災区域内の油内包機器 (7/10) 

 

建物 機器名 油の種類 

内包量 堰容量 

(L) (L) 

タービン建物 Ａ，Ｂ－主油タンク 

タービン32 45300 

76000 

タービン建物 吸込油ポンプ 

タービン建物 ターニング油ポンプ 

タービン建物 非常用軸受油ポンプ 

タービン建物 オイルブースタポンプ 

タービン建物 Ａ，Ｂ－ＲＦＰタービン油タンク 

タービン32 14000 タービン建物 
Ａ１，Ａ２，Ｂ１，Ｂ２－ＲＦＰ－

Ｔ主油ポンプ 

タービン建物 Ａ，Ｂ－ＲＦＰ・Ｔ非常用油ポンプ 

タービン建物 Ａ，Ｂ－排ガス除湿冷凍機 フレオールF22 各1.5 924.3 

タービン建物 
Ａ，Ｂ－タービン駆動原子炉給水 

ポンプ 
タービン32 各36.1 － 

タービン建物 主タービン タービン32 
主油タンクと

同油 
－ 

タービン建物 
Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ－

ジャッキング油ポンプ 
タービン32 

主油タンクと
同油 

－ 

タービン建物 ローター回転駆動装置 
ダフニーメカニックオ

イル150 
1.4 2.88 

タービン建物 
Ａ，Ｂ－原子炉給水ポンプ駆動用 

蒸気タービン 
タービン32 各40 

4320 タービン建物 
Ａ，Ｂ－原子炉給水ポンプ駆動用 
蒸気タービン高圧蒸気止め弁 

タービン32 各2 

タービン建物 
Ａ，Ｂ－原子炉給水ポンプ駆動用 
蒸気タービン低圧蒸気止め弁 

タービン32 各2 

タービン建物 Ａ，Ｂ，Ｃ－タービン建物排風機 タービン32 各7 各94 

排気筒エリア Ａ－ディーゼル燃料貯蔵タンク 
燃料油 
（軽油） 

170000 － 

排気筒エリア HPCS-ディーゼル燃料貯蔵タンク 
燃料油 
（軽油） 

170000 － 

排気筒エリア A-2ディーゼル燃料貯蔵タンク 
燃料油 
（軽油） 

170000 － 

海水ポンプエリア 
Ｂ，Ｄ－原子炉補機海水ポンプ用 

電動機 
タービン56 各 165 

B:169.2 
D:171.1 

海水ポンプエリア 
Ａ，Ｃ－原子炉補機海水ポンプ用 

電動機 
タービン56 各 165 

A:171.1 
C:179.1 

海水ポンプエリア Ａ，Ｂ－除じんポンプ タービン46 各1.6 各19.6 

海水ポンプエリア Ａ，Ｂ，Ｃ－循環水ポンプ用電動機 タービン56 各1070 7250 

海水ポンプエリア 
ユニハンドラ駆動部本体カウンター

用減速機 
ボンノックM150 0.2 55 
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表 2-1 火災区域内の油内包機器 (8/10) 

 

建物 機器名 油の種類 

内包量 堰容量 

(L) (L) 

海水ポンプエリア 
ＲＳＷストレーナ切替用 

ユニハンドラー 
ボンノックM150 1 63 

B－ディーゼル燃料
貯蔵タンク格納槽 

B-ディーゼル燃料貯蔵タンク(１) 
燃料油 
（軽油） 

100000 － 

B－ディーゼル燃料
貯蔵タンク格納槽 

B-ディーゼル燃料貯蔵タンク(２) 
燃料油 
（軽油） 

100000 － 

B－ディーゼル燃料
貯蔵タンク格納槽 

B-ディーゼル燃料貯蔵タンク(３) 
燃料油 
（軽油） 

100000 － 

サイトバンカ建物 廃油ポンプ 

【変速機】 
タービン32  

【ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ】 
タービン56 

【変速機】0.15  
【ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ】

0.02 
168.1 

サイトバンカ建物 Ｓ／Ｂ所内蒸気ドレン回収ポンプ タービン46 0.4 21.9 

サイトバンカ建物 ドラム搬送モノレール 
ダフニーメカニックオ

イル220 
1 3.5 

サイトバンカ建物 
Ａ，Ｂ－サイトバンカ設備計装用 

空気圧縮機 
ニューハイスクリュー

オイル2000 
各12 

A:68.5  
B:46.6 

サイトバンカ建物 プール水循環ポンプ タービン56 1.45 33 

サイトバンカ建物 スラッジデカントポンプ タービン56 1.05 24.7 

サイトバンカ建物 炉灰ドラム運搬台車 
ダフニースーパーギヤ

オイル68 
0.5 4.2 

サイトバンカ建物 Ｃ／Ｆ灰ドラム運搬台車 
ダフニースーパーギヤ

オイル68 
0.5 4.2 

サイトバンカ建物 灰ドラム一時置場モノレール 
ダフニースーパーギヤ

オイル220 
0.4 3.5 

サイトバンカ建物 
Ａ，Ｂ－Ｓ／Ｂ建物排気筒トリチウ

ムサンプラ冷凍機 
JOMOフレオールα32  
バーレルフリーズ32SE 

各0.8  
各0.85 

各70 

サイトバンカ建物 
Ａ，Ｂ－サイトバンカ建物排気モニ

タサンプルラック 
コスモスニソ3GSD 各0.85 各70 

サイトバンカ建物 焼却炉排ガスモニタサンプルラック コスモスニソ3GSD 0.85 70 

サイトバンカ建物 
Ｓ／Ｂトリチウム捕集装置サンプル

ラック 
KF96L2CS 2 70 

サイトバンカ建物 サイトバンカ建物送風機 
ダフニースーパーマル

チオイル68 
3.3 174.3 

サイトバンカ建物 Ａ，Ｂ－サイトバンカ建物排風機 
ダフニースーパーマル

チオイル68 
各3.3 

A:150.6  
B:134.6 

サイトバンカ建物 廃油タンク 廃油 1900 2897.8 

サイトバンカ建物 モルタル上澄水ポンプ タービン46 0.28 3370 

サイトバンカ建物 分別台 
ダフニースーパーギヤ

オイル220 
0.95 6.7 

サイトバンカ建物 仕分台 

ダフニースーパーギヤ
オイル220  

ダフニーメカニックオ
イル100 

ｷﾞﾔｵｲﾙ:1.9  
ﾒｶﾆｯｸｵｲﾙ:0.7 

8.7 

サイトバンカ建物 Ａ，Ｂ－投入容器昇降機 MOBIL SHC632 各4.2 各12.5 
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表 2-1 火災区域内の油内包機器 (9/10) 

 

建物 機器名 油の種類 

内包量 堰容量 

(L) (L) 

サイトバンカ建物 ドラム転倒機 
MOBIL 600 W CYLINDER 

OIL XP220 
23.3 27.5 

サイトバンカ建物 バランスアーム 
ダフニーノーラストエ
ンジンオイルSAE-30 

2 12 

サイトバンカ建物 充填固化体前処理用減容圧縮機 シェルテラス32 30 72 

サイトバンカ建物 充填固化体前処理用減容圧縮機 スーパーハイランド46 60 72 

サイトバンカ建物 ２Ｆドラム搬送モノレール 
ダフニースーパーギヤ

オイル220 
0.4 3.5 

サイトバンカ建物 雑固体ドラム転倒機 
ダフニースーパーギヤ

オイル460 
5 28.1 

サイトバンカ建物 雑固体一時置場モノレール 
ダフニースーパーギヤ

オイル220 
0.4 3.5 

サイトバンカ建物 プリコート兼ホールディングポンプ タービン56 1.45 39.4 

サイトバンカ建物 袋詰供給装置油圧ユニット（タンク） 
ダフニーハイドロウリ

ックフルイド68 
580 659.5 

サイトバンカ建物 
焼却炉炉底蓋シール空気用 

空気圧縮機 
ニューハイスクリュー

オイル2000 
7 75 

サイトバンカ建物 キャニスタコンベヤ２ 
ダフニースーパーギヤ

オイル220 
0.95 22 

サイトバンカ建物 キャニスタ昇降機 MOBIL SHC630 5.6 47 

サイトバンカ建物 排ガス補助ブロワ タービン32 2.4 34.1 

サイトバンカ建物 排ガスブロワ タービン32 3.4 17.3 

サイトバンカ建物 Ｃ／Ｆエレメント破砕機 
ダフニースーパーギヤ

オイル150 
1.5 9.55 

サイトバンカ建物 使用済樹脂供給機 
ダフニーアルファドラ

イブP150 
2.6 97.4 

サイトバンカ建物 １次Ｃ／Ｆエレメント破砕機 
ダフニースーパーギヤ

オイル68 
4.7 51.8 

サイトバンカ建物 ２次Ｃ／Ｆエレメント破砕機 
ダフニースーパーギヤ

オイル68 
4.7 51.8 

サイトバンカ建物 雑固体破砕機 
ダフニースーパーギヤ

オイル150 
80 512.5 

サイトバンカ建物 袋詰供給機 
ダフニースーパーマル

チオイル460 
0.2 87.7 

サイトバンカ建物 給袋機 
ダフニースーパーマル

チオイル460 
0.2 87.7 

サイトバンカ建物 袋詰品コンベヤ 
ダフニースーパーギヤ

オイル460 
0.4 87.7 
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表 2-1 火災区域内の油内包機器 (10/10) 

 

建物 機器名 油の種類 

内包量 堰容量 

(L) (L) 

サイトバンカ建物 Ｓ／Ｂ自動立体倉庫 

【走行駆動ﾓｰﾀｰ減速
機】 

MOBIL 600W 
 

【昇降駆動ﾓｰﾀｰ減速
機】 

ダフニースーパーギヤ
オイル100 

【走行駆動ﾓｰﾀ
ｰ減速機】 

0.68 
 

【昇降駆動ﾓｰﾀ
ｰ減速機】 

9 

2090 

サイトバンカ建物 LPRM切断装置用電動油圧ポンプ シャルテラスS2M32 25 729 

サイトバンカ建物 Ｓ／Ｂ作業用台車 ファームギヤB 2 63 

サイトバンカ建物 雑固体廃棄物処理設備空気圧縮機 
ニューハイスクリュー

オイル2000 
10 131.8 

サイトバンカ建物 投入容器自動倉庫 

【巻上装置】 
MOBIL SHC632  
【走行装置】 
MOBIL 600W 

【巻上装置】 
20  

【走行装置】 
1.3 

54.6 

サイトバンカ建物 モルタルポンプ スパルタンEP220 0.5 31 

サイトバンカ建物 雑固体供給リフト 
ダフニースーパーギヤ

オイル220 
0.5 20.6 

サイトバンカ建物 雑固体コンベヤ 
ダフニースーパーマル

チオイル150 
0.7 4.3 

サイトバンカ建物 雑固体供給機 
ダフニースーパーマル

チオイル68 
0.5 87.7 

サイトバンカ建物 雑固体仕分台コンベヤ 
ダフニースーパーマル

チオイル150 
0.7 4.3 

サイトバンカ建物 雑固体破砕コンベヤ 

【変速機】 
ダフニースーパーマル

チオイル150  
【減速機】 

ダフニースーパーギヤ
オイル460 

【変速機】 
1.6  

【減速機】 
0.6 

28.7 

固体廃棄物貯蔵 低レベル放射性廃棄物検査装置 

【ｷﾞｱﾎﾞｯｸｽ】 
シェルオマラ2G150  
【ｳｫｰﾑ減速機】 
ボンノックM460  
【ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ】 

シェルオマラ2G460  
【油圧ﾕﾆｯﾄ】 

シェルテラス S3 MT 46 

【ｷﾞｱﾎﾞｯｸｽ】 
0.95  

【ｳｫｰﾑ減速機】 
7.8  

【ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ】 
1  

【油圧ﾕﾆｯﾄ】 
140 

956 
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表 3-1  溢水防護区画(R-1F-02N)の溢水水位と機能喪失高さ 

溢水量[m3] 

溢水水位※1[m] 機能喪失高さ※2[m] 
消火系 

再循環ポンプ 

MG セット 
合計 

60 16 76 0.28 0.96 

※1 溢水量の合計で算出。床勾配及び水面ゆらぎを考慮した 

※2 A-格納容器雰囲気ﾓﾆﾀﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟの機能喪失高さ 
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補足説明資料６ 

現場操作の実施可能性について 

島根原子力発電所２号炉において，溢水発生後の現場操作が必要な場合にお

ける実施可能性について以下に示す。 
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1. 溢水発生後に必要な現場操作 

(1）溢水発生後に必要な現場操作 

溢水発生後に必要となる可能性のある現場操作は次の通りである。 

（ⅰ）想定破損時の溢水の拡大防止のための現場隔離操作 

（ⅱ）残留熱除去系による燃料プールの冷却・給水のための現場操作 

 

（ⅰ）の現場隔離操作に関しては，想定破損による溢水時に必要となる漏え

い検知，現場移動，漏えい箇所の特定及び隔離操作の一連の作業が対象となる。

なお，地震起因による溢水時には必要となる現場隔離操作はない。 

（ⅱ）の現場操作に関しては，溢水等の要因により燃料プール冷却・給水系

の機能が喪失した場合，残留熱除去系により燃料プールの冷却・給水機能を維

持するために弁の現場操作が必要となる。 

 

(2) 溢水発生時の対応に係る手順について 

溢水発生時の対応に係る手順については今後作成し，QMS 文書として管理す

る。 

 

2. 現場操作に関わる体制の整備 

溢水が発生した場合の対応については，溢水発生時のプラントの安全性確保を

目的に，保安規定に基づき溢水の拡大防止・排水処理・放射線管理等に関する QMS

文書を制定し，この QMS 文書に沿って各種対応を実施する。現場操作を実施する

際の体制に関しても，この QMS 文書にて要員等を規定し，必要な人員を常時確保

する。具体的には中央制御室及び現場それぞれにおいて，常時 2 名以上の対応要

員を確保することとする。 

なお本事項は運用管理が必要となる事項である（別添２参照）。 

 

3. 想定破損時の現場での隔離操作 

(1) 想定破損評価における隔離時間の妥当性について 

ａ． 隔離時間の設定 

 (a) 自動隔離 

    配管の破断を検知し，各種インターロック等により自動隔離が期待でき

る復水・給水系,原子炉浄化系及び原子炉補機冷却系については，溢水発生

から隔離までの所要時間を個別に設定した。 

 

  (b) 手動隔離 

    想定破損時の手動隔離時間の算出については，漏えい検知，現場移動，

漏えい箇所の特定及び隔離操作等により，下記(ⅰ)～(ⅳ)を組合せて算出

し，実際の隔離時間の妥当性について確認を行った。 

(ⅰ) 床ドレンサンプの警報発信までの時間 10分 
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(ⅱ) 中央制御室から現場への移動時間(管理区域の場合は着替え時間を

含む) 20 分 

(ⅲ) 漏えい箇所特定に要する時間 30分 

(ⅳ) 隔離操作時間 

ア. 中央制御室での弁閉操作に要する時間 10分 

イ. 現場での弁閉操作に要する時間 20分 

      

(c) 隔離時間の設定 

  ア．中央制御室で弁閉操作する場合 

(ⅰ)10分 ＋ (ⅱ)20分 ＋ (ⅲ)30分 ＋ (ⅳ)10分 ＝ 70分 

イ．現場で弁閉操作する場合 

(ⅰ)10分 ＋ (ⅱ)20分 ＋ (ⅲ)30分 ＋ (ⅳ)20分 ＝ 80分 

 

ｂ．床ドレンサンプの警報発信までの時間の算出 

     前項の「（ⅰ) 床ドレンサンプの警報発信までの時間」の算出方法を説明す

る。 

(a) 床ドレンサンプ流入流量について 

床ドレンサンプ流入流量は，床目皿部の排出流量とドレン配管の排出流

量を算出・比較し，小さい方を流量とする。床目皿部からの排出概要図を

図 3-1に示す。 

 

(b) 床目皿部の排出流量 

床目皿からの排出は，床目皿をノズルとみなして算出する。なお，床目皿

が複数ある場合は，排出流量の最も大きい１箇所からの排出は期待できな

いものとした。床上 0.2mの水位を想定した場合の目皿１箇所あたりの排水

流量は，25.0 m3/hとなる。算出式の諸元を表 3-1に，算出式を以下に示す。 

 

目皿１箇所当たりの排水流量 Q ： 

/h]m［ 3  25.025.030.00433600
1.5

0.209.806652
    

A3600
C

 H g 2 
Q








 

表 3-1 床目皿１箇所あたりの排水流量算出式の諸元 

重力加速度 g 9.80665 [m/s2] 

断面積   A 0.0043 [m2] （口径：80A，Sch:80) 

水頭    H 0.20[m] 

損失係数  C 1.5 

 

(c) ドレン配管の排出流量 
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ドレン配管の排水流量を算出するにあたっての前提条件は次のとおりと

する。 

・ドレン配管は満水状態とする。 

・水頭は最下層フロア（EL1.3m）と床ドレンサンプの入口高さ（EL-1.15m）

の差 2.45m とする。 

 

この前提条件におけるドレン配管の排出流量は 87.0m3/hとなる。 

ドレン配管の排水流量算出式の諸元を表 3-2に，算出式を以下に示す。 

 

ドレン配管の排出流量 Q ： 

/h］［m87.0≒ 87.99 36002.459.8066520.820.0043　

3600H×g×2 ×C×A=Q

3　　 


 

 

表 3-2 ドレン配管の排水流量算出式の諸元 

重力加速度 g 9.80665 [m/s2] 

断面積   A 0.0043 [m2] （口径：80A，Sch:80) 

水頭    H 2.45[m] 

排出係数  C 0.82 

 

(d) 床ドレンサンプの警報発信までの時間 

床目皿からの排水流量 25.0m3/h がドレン配管の排水流量 87.0m3/hよりも

小さいため，床目皿部の排水流量が床ドレンサンプへの流入流量となる。破

損配管からの溢水流量が 25.0m3/h 以上である系統については，25.0m3/h を

床ドレンサンプへの流入流量とし，溢水流量が 25.0m3/h 未満である系統に

ついては，溢水流量を床ドレンサンプへの流入流量として評価した。 

床ドレンサンプの警報発信までに要する水量は，ドレン配管の内包水量と

サンプ水位高高（警報発信）までのサンプ容量の和とした。 

サンプ容量は，水位低から水位高高（警報発信）までの容量とした。 

床ドレンサンプの警報発信までに要する溢水量は以下の算出式で算出し，

その諸元を表 3-3に示す。 

 

ドレン配管内包水量 ： 0.0043m2×250m ＝ 1.075 ≒ 1.1m3 

サンプタンク容量 ： (1.5m÷2)2×π×(1.3m) ＝ 2.297 ≒ 2.3m3 

合計 ： 1.1m3+2.3m3 ＝ 3.4m3 

 

  以上で算出した床ドレンサンプへの流入流量及びサンプ容量分から床ド

レンサンプの警報発信までに要する時間を算出した。代表系統の算出結果を

表 3-4に示す。 
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表 3-3 溢水量算出式の諸元 

ドレン配管の長さ 250 [m] 

ドレン配管の断面積 0.0043[m2] 

サンプタンク直径 1.5 [m] 

水位高高と水位低の水位差 1.3 [m] 

 

表 3-4 代表系統の床ドレンサンプの警報発信までに要する時間 

系統 

溢水 

流量 

［m3/h］ 

床ドレン 

サンプへの 

流入流量 

［m3/h］ 

床ドレンサンプ警報発信 

までに要する時間 

計算式 ［分］ 

高圧炉心 

スプレイ系 
393 25 

3.4m3÷25m3/h× 

60分/h=8.16分 
9 

消火系 36 25 
3.4m3÷25m3/h× 

60分/h=8.16分 
9 

補給水系 20 20 
3.4m3÷20m3/h× 

60分/h=10.2分 
10※ 

ほう酸水 

注入系 
14 14 

3.4m3÷14m3/h× 

60分/h=14.6分 
10※ 

※ 溢水流量が 25.0 m3/h 未満の場合，床ドレンサンプ警報発信までに要する

時間は 10分を超えるが，区画の水位は床上 0.2m未満で維持されることか

ら溢水防護対象設備への影響がないことを確認している。したがって，床

ドレンサンプ警報発信までに要する時間を 10 分と設定しても影響がない

ことから 10 分とした。 

 

c. 現場への移動時間 

    漏えい検知器又は床ドレンサンプ警報により中央制御室で漏えいを検知し

てから現場までの移動時間を確認した。管理区域の場合は中央制御室からチェ

ックポイントまでの移動時間及び着替えに要する時間，非管理区域の場合は中

央制御室から各建物入口までの移動時間を確認した。確認した移動時間を表

3-5に示す。 
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表 3-5 現場への移動時間 

 中央制御室からチェックポイント又

は建物入口までの移動時間[分] 

着替えに要する

時間[分] 

管理区域 1 5 

非管理区域 2 - 

 

 d. 漏えい箇所特定に要する時間 

   漏えい箇所特定手段がないとし，床ドレンサンプへ流入する目皿がある区

画全域の確認を実施した。原子炉建物管理区域内で漏えいした際の評価例を

表 3-6に示す。なお，各系統での漏えいを示唆するような警報が発生してい

る場合は，漏えい系統の絞り込みを行うことが出来る。各系統と，その系統

から漏えいが発生した場合に発生する可能性のある警報及び変動するパラメ

ータの例を表 3-7にまとめる。 

 

表 3-6 漏えい箇所特定に要する時間 

 
漏えい箇所特定に要

する時間[分] 
対象 

原子炉建物 

（管理区域） 
33 

チェックポイントから各床ドレ

ンサンプへ流入する床目皿があ

る区画全域の確認時間 

原子炉建物 

（非管理区域） 

22 

建物入口から各床ドレンサンプ

へ流入する床目皿がある区画全

域の確認時間 

廃棄物処理建物 

（非管理区域） 

制御室建物 
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表
3-
7 

系
統
か
ら
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
に
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
警
報
及
び
パ
ラ
メ
ー
タ
の
変
動
に
つ
い
て
（
一
例
）

(1
/3
) 

 

漏
え
い
系
統

 
系
統
の
特
定
に
つ
な
が
る
警
報
 

箇
所
の
特
定
に
つ
な
が
る
警
報

 
変
動
す
る
可
能
性
の
あ
る

 

パ
ラ
メ
ー
タ
等
 

制
御
棒
駆
動
系

 
・
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
充
填
水
圧
力

 
・
R/
B
床
ド
レ
ン
サ
ン
プ
 

・
制
御
棒
駆
動
水
流
量
 

・
CR
D
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

原
子
炉
補
機
海
水
系

 
・
海
水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
低

 
・
R/
B
北
西
コ
ー
ナ
室
 

床
ド
レ
ン
サ
ン
プ
 

・
RS
W
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系

 
・
ス
キ
マ
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
水
位

 
・
R/
B
床
ド
レ
ン
サ
ン
プ
 

・
ス
キ
マ
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
水
位

 

・
FP
C
ポ
ン
プ
入
口
圧
力
 

・
FP
C
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
系

 
・
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
水
位

 
・
R/
B
北
西
コ
ー
ナ
室
 

床
ド
レ
ン
サ
ン
プ
 

・
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
水
位
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系

 
－

 
・
R/
B
北
西
コ
ー
ナ
室
 

床
ド
レ
ン
サ
ン
プ
 

－
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表
3-
7 

系
統
か
ら
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
に
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
警
報
及
び
パ
ラ
メ
ー
タ
の
変
動
に
つ
い
て
（
一
例
）

(2
/3
) 

 

漏
え
い
系
統

 
系
統
の
特
定
に
つ
な
が
る
警
報
 

箇
所
の
特
定
に
つ
な
が
る
警
報

 
変
動
す
る
可
能
性
の
あ
る

 

パ
ラ
メ
ー
タ
等
 

残
留
熱
除
去
系

  
・

RH
R
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
低
 

・
RH
R
ポ
ン
プ
室
ド
レ
ン
サ
ン
プ

 
・
RH
R
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

  
・

LP
CS

ポ
ン
プ
出
口
圧
力
低
 

・
LP
CS

ポ
ン
プ
室
ド
レ
ン
サ
ン
プ

 
・
LP
CS

ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

 
・

HP
CS

ポ
ン
プ
出
口
圧
力
低
 

・
HP
CS

ポ
ン
プ
室
ド
レ
ン
サ
ン
プ

 
・
HP
CS

ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

・
CW
T
系
統
流
量
 

ほ
う
酸
水
注
入
系

  
・
補
給
水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
低

 
・
R/
B
床
ド
レ
ン
サ
ン
プ
 

・
純
水
タ
ン
ク
水
位
 

液
体
廃
棄
物
処
理
系

 
－

 
・
R/
B
床
ド
レ
ン
サ
ン
プ
 

－
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表
3-
7 

系
統
か
ら
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
に
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
警
報
及
び
パ
ラ
メ
ー
タ
の
変
動
に
つ
い
て
（
一
例
）

(3
/3
) 

 

漏
え
い
系
統

 
系
統
の
特
定
に
つ
な
が
る
警
報
 

箇
所
の
特
定
に
つ
な
が
る
警
報

 
変
動
す
る
可
能
性
の
あ
る

 

パ
ラ
メ
ー
タ
等
 

復
水
輸
送
系

 
・
復
水
輸
送
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
低

 
・
R/
B
床
ド
レ
ン
サ
ン
プ
水
位
 

・
復
水
使
用
量
 

・
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

補
給
水
系

 
・
補
給
水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
低

 
・
R/
B
床
ド
レ
ン
サ
ン
プ
 

・
純
水
タ
ン
ク
水
位
 

消
火
系

 
・

水
ろ
過
装
置
消
火
ポ
ン
プ
 

自
動
起
動
 

・
R/
B
床
ド
レ
ン
サ
ン
プ
 

・
ろ
過
水
タ
ン
ク
水
位
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
系

 
－

 
・
R/
B
北
東
コ
ー
ナ
室
 

床
ド
レ
ン
サ
ン
プ
 

－
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e. 隔離操作時間 

  中央制御室での隔離操作に要する時間，現場での隔離箇所特定に要する時間

及び現場での隔離操作に要する時間について確認した。なお隔離操作につい

ては口径等を考慮し，最も時間を要する系統の隔離弁を選定し確認した。 

  （Ⅰ）中央制御室での隔離操作に要する時間：5分 

  （Ⅱ）現場での隔離箇所特定に要する時間：5分 

  （Ⅲ）現場での隔離操作に要する時間：4分 

 

 f. 隔離時間の妥当性確認結果 

各系統の隔離操作に要する時間を表 3-8～表 3-11に示す。想定破損時の系

統の隔離操作に要する時間は，評価時間以内であることを確認した。 

   ① 漏えい発生から漏えい検知までに要する時間 

    ② 漏えい検知から現場までの移動時間 

  ③ 漏えい箇所特定に要する時間 

      (「表 3-15 アクセスルートの水位と歩行速度」に示す溢水影響によ

る歩行速度の低下を考慮した時間) 

    ④ 隔離操作時間 

     (Ⅰ) 中央制御室での隔離操作に要する時間 

     (Ⅱ) 現場での隔離箇所特定に要する時間 

     (Ⅲ) 現場での隔離操作に要する時間 
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表 3-8 各系統の隔離操作に要する時間（原子炉建物 管理区域） 

単位[分] 

対象系統 ① ② ③ 
④ 

合計 
(Ⅰ) (Ⅱ) (Ⅲ) 

制御棒駆動系 9 6 36 5 － － 56 

燃料プール冷却系 9 6 36 5 － － 56 

高圧炉心スプレイ補機冷却系 9 6 36 5 － － 56 

残留熱除去系 9 6 36 5 － － 56 

低圧炉心スプレイ系 9 6 36 5 － － 56 

高圧炉心スプレイ系 9 6 36 5 5 4 65 

ほう酸水注入系 10 6 36 － 5 4 61 

液体廃棄物処理系 10 6 36 － － 4 56 

復水輸送系 9 6 36 5 － － 56 

補給水系 10 6 36 5 － － 57 

消火系 9 6 36 5 － － 56 

非常用ディーゼル発電機系 10 6 36 － 15※ 4 71 

※  隔離弁が原子炉建物(非管理区域)のため，隔離弁までの移動時間 10分を 

考慮した。 

  

表 3-9 各系統の漏えい隔離に要する時間（原子炉建物 非管理区域） 

単位[分] 

対象系統 ① ② ③ 
④ 

合計 
(Ⅰ) (Ⅱ) (Ⅲ) 

原子炉補機海水系 9 2 24 5 15※ 4 59 

高圧炉心スプレイ補機冷却系 9 2 24 5 － － 40 

高圧炉心スプレイ補機海水系 9 2 24 5 － － 40 

補給水系 10 2 24 5 － － 41 

消火系 9 2 24 5 － － 40 

非常用ディーゼル発電機系 10 2 24 － － 4 40 

※ 隔離弁が屋外のため，隔離弁までの移動時間 10分を考慮した。 
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表 3-10 各系統の漏えい隔離に要する時間（廃棄物処理建物 非管理区域） 

単位[分] 

対象系統 ① ② ③ 
④ 

合計 
(Ⅰ) (Ⅱ) (Ⅲ) 

補給水系 10 2 23 5 － － 40 

消火系 9 2 23 5 － － 39 

 

表 3-11 各系統の漏えい隔離に要する時間（制御室建物） 

単位[分] 

 

 

(2) 想定破損時の現場隔離操作におけるアクセス性及び操作性 

  a. 現場隔離操作に必要な設備及びアクセスルートの設定 

想定破損時の現場隔離操作に必要な機器の選定例を表 3-12に示す。現場隔

離操作を実施する区画までのアクセスルートを溢水防護区画として設定した。 

 

b. アクセス性及び操作性の確認 

アクセス性や操作性に影響を及ぼす可能性のある系統毎の溢水源の特性に

ついて表 3-13 に示す。 

(a) 没水 

アクセスルート上で溢水の一時的な滞留があった場合でも，溢水伝播経路よ

り最終滞留箇所に排出されることと，操作場所までの経路は複数あることから，

没水による影響のないルートからのアクセスが可能である。設定したアクセス

ルートにおける，隔離操作場所までのアクセス性について表 3-14に例示する。

国土交通省「地下空間における浸水対策ガイドライン」によると浸水による扉

の内外に水位差が生じ，水圧に逆らって開操作する場合，約 26cmを超えると

操作できない可能性があるが，扉の開閉を伴う場所の水位は最大でも 24cmで

ありアクセスは可能である。また，表 3-8～表 3-11に示す各系統の隔離操作

に要する時間は，表 3-15に示す溢水の影響による歩行速度の低下を考慮して

おり，アクセス性に支障はない。 

なお，評価対象区画の没水評価にて，算出する溢水水位に保守性を持たせる

ため，扉を介して存在する他区画からの溢水流入を考慮する際には，扉を無い

ものと仮定することで流入量及び流入流量を最大限に算出している。一方で，

評価対象区画からの扉を介しての排水は無いものとしている（扉は閉止状態と

仮定）。 

対象系統 ① ② ③ 
④ 

合計 
(Ⅰ) (Ⅱ) (Ⅲ) 

補給水系 10 2 23 5 － － 40 

消火系 9 2 23 5 － － 39 

9条-別添1-補足6-12

828



 

 

(b) 被水 

操作場所までの経路は複数あることから，被水による影響のないルートから

のアクセスが可能である。被水が発生している区画内で隔離操作を実施する必

要がある場合でも，破損系統のポンプを停止する等により破損系統の水圧は低

下するため操作は可能である。 

(c) 温度（蒸気） 

溢水源のうち高温の流体を内包する系統は主蒸気系，給水系，原子炉浄化系，

原子炉隔離時冷却系及び所内蒸気系である。このうち主蒸気系，給水系，原子

炉浄化系及び原子炉隔離時冷却系は，漏えい検知による自動隔離等のインター

ロックが設置されている。また所内蒸気系は，止め弁の設置による常時隔離や

配管のルート変更等を実施するため，現場隔離操作は不要である。 

(d) 線量 

表 3-13に示す通り，現場隔離操作が必要な系統で高線量の系統はないこと

からアクセス性及び操作性への影響はない。 

(e) 薬品 

溢水防護対象区画が設定された建物・区画内にある主な薬品として，冷却 

材中に含まれる防錆剤や塩素があるが，希釈された状態で存在するため，漏え

いした場合でもアクセス性及び操作性への影響はない。 

(f) 照明  

作業用照明は非常用電源等より受電し，現場各所に設置されていることか 

ら現場へのアクセス性に影響はない。また，溢水の影響により一部の照明が機

能喪失した場合でも，対応する運転員が常時滞在している中央制御室等に懐中

電灯等の可搬型照明を配備していることから，アクセス性及び操作性への影響

はない。 

 (g) 感電 

電気設備が溢水の影響を受けた場合，アクセス時の感電が懸念されるが， 

電気設備には短絡が発生し，保護回路がそれを検知しトリップすることで，当

該電気設備への給電は遮断されるため，感電による影響はないと考えられる。 

また運用面においても，ゴム長靴等の防護具の配備や，溢水の発生が想定 

される場合の電源停止手順等を QMS文書として定めることで，感電による影響

を防止する。 

(h) 漂流物 

屋内に配置された棚やラック等は固縛処置がされており，溢水が発生した 

場合においても漂流物となることはなく，アクセス性及び操作性に影響はない。

アクセスルートの固縛処置例を図 3-2に示す。 

 

c. アクセス性及び操作性の評価結果 

 隔離操作場所までのアクセス性及び隔離操作への溢水の影響を評価した結

果，アクセス性を含め現場操作が成立することを確認した。  
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表 3-12 想定破損時に必要な現場隔離操作機器(例) 

系統 
隔離操作機器 

設置区画 設備分類 
設備番号 設備名称 

原子炉補機海水系(Ⅰ) 
V215-504A 

A-RSW 海水ストレ－ナ出口連

絡弁 
Y-26N 手動弁 

V215-532A RSW  ベント弁 R-1F-14N 手動弁 

原子炉補機海水系(Ⅱ) 
V215-504B 

B-RSW 海水ストレ－ナ出口連

絡弁 
Y-26N 手動弁 

V215-532A RSW  ベント弁 R-1F-14N 手動弁 

高圧炉心スプレイ系 
V224-10 HPCS 洗浄水入口元弁 R-1F-33N 手動弁 

V224-11 HPCS 封水入口元弁 R-1F-33N 手動弁 

ほう酸水注入系 V225-17 SLC 封水止め弁 R-3F-07N 手動弁 

液体廃棄物処理系(機器ド

レン) 

P252-2 機器ドレン処理水ポンプ RW-1F-08N スイッチ 

AV252-122 
処理水ポンプ出口弁(復水貯

蔵タンク) 
RW-1F-08N スイッチ 

非常用ディーゼル発電機

系(冷却水 A) 
PSV272-150A 

DEG 一次水膨張タンク補給

水弁 A 
R-B2F-05N スイッチ 

非常用ディーゼル発電機

系(冷却水 B) 
PSV272-150B 

DEG 一次水膨張タンク補給水

弁 B 
R-B2F-08N スイッチ 

非常用ディーゼル発電機

系(冷却水 HPCS) 
PSV272-150H 

DEG 一次水膨張タンク補給

水弁 H 
R-B2F-11N スイッチ 

非常用ディーゼル発電機

系(燃料油 A) 
P280-1A 

A-ディ－ゼル燃料移送ポン

プ 
R-B2F-05N スイッチ 

非常用ディーゼル発電機

系(燃料油 B) 
P280-1B 

B-ディ－ゼル燃料移送ポン

プ 
R-B2F-08N スイッチ 

非常用ディーゼル発電機

系(燃料油 HPCS) 
P280-1H 

H-ディ－ゼル燃料移送ポン

プ 
R-B2F-11N スイッチ 
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表 3-14 隔離操作箇所までのアクセス性(例) (1/3) 

※1 アクセス可能とした理由  

 ①溢水水位は最大でも 0.3mのため歩行可能。 

 ②当該系統の溢水は，アクセス区画に流入しない。 

※2 隔離操作箇所 

 

溢水系統 アクセス区画 
溢水水位 

[m] 

アクセス 

可否 
理由※1 

原子炉補機海水系(Ⅰ) 

R-1F-24-2N 0 可 ② 

R-B2F-20N 0 可 ② 

R-3F-17N 0 可 ② 

R-3F-14N 0 可 ② 

R-3F-19N 0 可 ② 

R-2F-29N 0 可 ② 

R-2F-21N 0 可 ② 

R-2F-20N 0 可 ② 

R-B2F-23N 0 可 ② 

R-1F-14N※2 0.26 可 ① 

原子炉補機海水系(Ⅱ) 

R-1F-24-2N 0 可 ② 

R-B2F-20N 0 可 ② 

R-3F-17N 0 可 ② 

R-3F-14N 0 可 ② 

R-3F-19N 0 可 ② 

R-2F-29N 0 可 ② 

R-2F-21N 0 可 ② 

R-2F-20N 0 可 ② 

R-B2F-23N 0 可 ② 

R-1F-14N※2 0.24 可 ① 

高圧炉心スプレイ系 

R-1F-24-2N 0 可 ② 

R-1F-24-1N 0 可 ② 

R-1F-01-2N 0 可 ② 

R-1F-01-1N 0 可 ② 

R-1F-19N 0 可 ② 

R-1F-03N 
R-1F-22N 0.10 可 ① 

R-1F-33N※2 0.06 可 ① 
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表 3-14 隔離操作箇所までのアクセス性(例) (2/3) 

※1 アクセス可能とした理由  

 ①溢水水位は最大でも 0.3mのため歩行可能。 

 ②当該系統の溢水は，アクセス区画に流入しない。 

※2 隔離操作箇所 

溢水系統 アクセス区画 
溢水水位 

[m] 

アクセス 

可否 
理由※1 

ほう酸水注入系 

R-1F-24-2N 0 可 ② 

R-1F-24-1N 0 可 ② 

R-1F-01-2N 0 可 ② 

R-1F-01-1N 0 可 ② 

R-1F-19N 0 可 ② 

R-1F-03N 
R-1F-22N 0.02 可 ① 

R-B2F-26-1N 0 可 ② 

R-3F-04-1N 
R-3F-04-2N 
R-3F-07N※2 
R-3F-16-1N 

0.02 可 ① 

液体廃棄物処理系 

(機器ドレン) 

RW-B1F-20-1N 0 可 ② 

RW-B1F-20-2N 0 可 ② 

RW-B2F-33N 0 可 ② 

RW-1F-23N 0 可 ② 

RW-1F-08N※2 0 可 ② 

Ａ－非常用ディーゼル 

発電機系(冷却水) 

R-1F-24-2N 0 可 ② 

R-B2F-20N 0 可 ② 

R-B2F-16N 0 可 ② 

R-B2F-05N※2 0 可 ② 

Ｂ－非常用ディーゼル 

発電機系(冷却水) 

R-1F-24-2N 0 可 ② 

R-B2F-20N 0 可 ② 

R-B1F-16N 0 可 ② 

R-B2F-28N 0 可 ② 

R-B2F-08N※2 0 可 ② 
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表 3-14 隔離操作箇所までのアクセス性(例) (3/3) 

※1 アクセス可能とした理由  

 ①溢水水位は最大でも 0.3mのため歩行可能。 

 ②当該系統の溢水時，アクセス区画に流入しない。 

※2 隔離操作箇所 

 

 

 

 

溢水系統 アクセス区画 
溢水水位 

[m] 

アクセス 

可否 
理由※1 

ＨＰＣＳディーゼル 

発電機系(冷却水) 

R-1F-24-2N 0 可 ② 

R-B2F-20N 0 可 ② 

R-B1F-16N 0 可 ② 

R-B2F-28N 0 可 ② 

R-B1F-17-1N 0 可 ② 

R-B1F-17-2N 0 可 ② 

R-B1F-11N 0 可 ② 

R-B2F-25N 0 可 ② 

R-B2F-11N※2 0 可 ② 

Ａ－非常用ディーゼル

発電機系(燃料油) 

R-1F-24-2N 0 可 ② 

R-B2F-20N 0.11 可 ① 

R-B2F-16N 0.11 可 ① 

R-B2F-05N※2 0.08 可 ① 

Ｂ－非常用ディーゼル

発電機系(燃料油) 

R-1F-24-2N 0 可 ② 

R-B2F-20N 0 可 ② 

R-B1F-16N 0 可 ② 

R-B2F-28N 0 可 ② 

R-B2F-08N※2 0 可 ② 

ＨＰＣＳディーゼル 

発電機系(燃料油) 

R-1F-24-2N 0 可 ② 

R-B2F-20N 0 可 ② 

R-3F-17N 0 可 ② 

R-3F-14N 0 可 ② 

R-3F-19N 0 可 ② 

R-2F-29N 0 可 ② 

R-2F-21N 0 可 ② 

R-B2F-25N 0 可 ② 

R-B2F-11N※2 0 可 ② 
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表 3-15 アクセスルートの水位と歩行速度 

（地下空間における浸水対策ガイドライン/国土交通省 による） 

図 3-1 目皿からの排出概要図 

水位[m] 0.10 0.20 0.30 0.40 

歩行速度[m/s] 0.85 0.71 0.57 0.42 

床目皿 
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図 3-2 アクセスルートの固縛処置例（原子炉建物 R-1F-01-1N） 
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4. 残留熱除去系による燃料プールの冷却・給水のための操作におけるアクセス性

及び操作性

 溢水等の要因により燃料プール冷却系，燃料プール補給水系が機能喪失した

場合，残留熱除去系により燃料プールの冷却・給水機能を維持する必要がある

が，その際に現場での手動弁の操作が必要となる（図 4-1参照）。 

燃料プール冷却系，燃料プール補給水系が機能喪失する場合として，想定破

損や消火活動に伴う溢水の場合と，地震に伴う溢水の場合が考えられ，前者で

は燃料プールの初期水位は通常水位であり，かつ現場へのアクセス性も前項で

説明したとおり問題ないと考えられる。一方で後者では地震によるスロッシン

グにて初期水位は低下しており，前者に比べてより厳しい状況となっている。

よって以下では地震起因による燃料プールスロッシング後の残留熱除去系によ

る燃料プールの冷却・給水のための操作について示す。 

なお本事項は運用管理が必要となる事項である（別添２参照）。 

図 4-1 残留熱除去系による燃料プール冷却・給水ライン 

a. 燃料プールの想定及び温度上昇に対する時間余裕

燃料プールの想定する状態としては，「プラント運転開始直後」及び「燃料

ラックに運転中最大数の燃料保管」の状態を想定した。この状態から，地震時

のスロッシング量 180m3を初期保有水から差し引いた水位で初期温度 40℃か

ら 65℃及び 100℃到達までの時間を表 4-1にまとめた。

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

9条-別添1-補足6-22

838



表 4-1 燃料プールの温度上昇時間 

b. 現場操作に必要な機器及びアクセスルートの設定

燃料プールスロッシング後の残留熱除去系による燃料プールの冷却・給水

のための現場操作が必要な機器を選定した結果を表 4-2に示す。現場操作を

実施する区画までのアクセスルートを溢水防護区画として設定した。設定し

たアクセスルートの概略を以下に，詳細を図 4-2に示す。 

① 中央制御室→R/B管理(1F)→R/B 北東階段室→R/B北東エアロック（2F)

→R/B南東階段室→バルブ室（M2F）→R/B管理(2F)→R/B北側階段室→

A/B-RHRポンプ室(B2F)→R/B管理(2F)→B-RHRバルブ室(2F) 

② 中央制御室→R/B管理(1F)→R/B 北東階段室→原子炉棟排気処理装置室

(2F)→R/B 北西エアロック（2F)→東ペネ室(2F)→バルブ室（M2F）→R/B

管理(2F)→R/B北側階段室→A/B-RHRポンプ室(B2F)→R/B管理(2F)→

B-RHRバルブ室(2F)

③ 中央制御室→R/B管理(1F)→R/B 北東エアロック（1F)→R/B北東階段室

→バルブ室（M2F）→R/B管理(1F)→R/B北側階段室→A/B-RHRポンプ室

(B2F)→R/B 管理(2F)→B-RHRバルブ室(2F) 

上記のアクセスルートに対し，溢水による各種環境条件を以下で整理し，

各ルートの成立性を確認する。 

c. アクセス性及び操作性の確認

(a) 没水

燃料プールスロッシング後の残留熱除去系による燃料プールの冷却・給

水のためのアクセスは，時間余裕が十分あり，発生した溢水がハッチ等の開

口部より最終滞留箇所まで排出されていること及び操作場所までの経路は

複数あることから，アクセス性及び操作性への影響はない。現場操作場所ま

でのアクセス性を表 4-3に例示する。 

(b) 被水

燃料プールスロッシング後の残留熱除去系による燃料プールの冷却・給水

のためのアクセスは,溢水発生から時間が経過していることから，アクセス

に影響のある被水はないため，アクセス性及び操作性への影響はない。 

(c) 温度(蒸気)

溢水源のうち基準地震動 Ssによる地震力によって破損の恐れのある系統

のうち，高温の流体を内包する系統は主蒸気系，原子炉浄化系及び原子炉浄

化系と接続する給水系が考えられるが，これらの系統には，漏えい検知によ

る自動隔離等のインターロックが設置されている。原子炉浄化系及び原子炉

浄化系と接続する給水系からの漏えいにより，一時的に原子炉建物二次格納

65℃到達時間[h] 100℃到達時間[h] 

17 43 
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容器内は高温になるが，隔離及びブローアウトパネルからの排気により温度

は低下する。また，非常用ガス処理系による換気にも期待できることから，

長時間にわたりアクセス困難な高温状態が継続するとは考えにくい。 

(d) 線量

地震時に放射性物質を内包する溢水の発生する区画も存在するが，十分な

時間経過後には最終滞留区画まで排水されることから，漏えいした溢水によ

る線量の影響はほとんどないと考えられる。また原子炉浄化系は高温・高圧

のため溢水により蒸気が発生するが，自動で検知・隔離が達成されることか

ら，漏えいは限定的である。さらに非常用ガス処理系による換気にも期待で

きることから，線源となる蒸気が長時間に渡り空間部に充満することは考え

にくい。なお，保守的な想定での評価をしても被ばく線量としては数 mSv 程

度※となり，緊急作業に係る線量限度である 100mSvを超えることはなく，ア

クセス性及び操作性への影響はない。

※サブマージョンモデルにより放射性物質の分布形状等による保守性を考慮した評価を

実施。詳細を別紙１に示す。

(e) 薬品

溢水防護対象区画が設定された建物・区画内にある主な薬品として，冷

却材中に含まれる防錆剤（亜硝酸ソーダ）があるが，通常運転時の濃度は

200ppm～350ppm と希釈された状態で存在するため，漏えいした場合でもアク

セス性及び操作性への影響はない。

(f) 照明

作業用照明は非常用電源等より受電し，現場各所に設置されていること

から現場へのアクセス性に影響はない。また，溢水の影響により一部の照明

が機能喪失した場合でも，対応する運転員が常時滞在している中央制御室等

に懐中電灯等の可搬型照明を配備していることから，アクセス性及び操作性

への影響はない。さらに，基準地震動 Ssに対し機能維持する電源内蔵型照

明（実力値：８時間以上使用可能）も期待できる。 

(g) 感電

電気設備が溢水の影響を受けた場合，アクセス時の感電が懸念されるが，

電気設備には短絡が発生し，保護回路がそれを検知しトリップすることで，

当該電気設備への給電は遮断されるため，感電による影響はないと考えられ

る。 

また運用面においても，ゴム長靴等の防護具の配備や，溢水の発生が想定 

される場合の電源停止手順等を QMS文書として定めることで，感電による影響

を防止する。 

(h) 漂流物

屋内に配置された棚やラック等は固縛処置がされており，溢水が発生した場

合においても漂流物となることはなく，アクセス性及び操作性に影響はない。 
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d. アクセス性及び操作性の評価結果

残留熱除去系による燃料プール冷却・給水のための現場操作場所までのア

クセス性及び操作への溢水の影響を評価した結果，アクセス性を含め現場操作

が成立することを確認した。 

表 4-2 燃料プールスロッシング後の残留熱除去系による 

燃料プール冷却・給水のための現場操作機器 

操作 使用する系統 
操作設備 

設置区画 
設備番号 設備名称 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却

残留熱除去系(A) 

V222-10 RHR・FPC系入口第 1止め弁 
R-M2F-03N
R-M2F-04N
R-M2F-05N

V222-11A A-FPC 系入口第 2止め弁 R-B2F-02N

V222-12A A-RHR・FPC 系戻り第 1止め弁 R-2F-10N

V222-13 RHR・FPC系戻り第 2止め弁 R-2F-10N

残留熱除去系(B) 

V222-10 RHR・FPC系入口第 1止め弁 
R-M2F-03N
R-M2F-04N
R-M2F-05N

V222-11B B-FPC 系入口第 2止め弁 R-B2F-15N

V222-12B B-RHR・FPC 系戻り第 1止め弁 R-2F-10N

V222-13 RHR・FPC系戻り第 2止め弁 R-2F-10N

燃
料
プ
ー
ル
給
水

残留熱除去系(A) 

V222-12A A-RHR・FPC 系戻り第 1止め弁 R-2F-10N

V222-13 RHR・FPC系戻り第 2止め弁 R-2F-10N

残留熱除去系(B) 

V222-12B B-RHR・FPC 系戻り第 1止め弁 R-2F-10N

V222-13 RHR・FPC系戻り第 2止め弁 R-2F-10N
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表 4-3 燃料プールスロッシング後の残留熱除去系による 

燃料プール冷却・給水のための現場操作箇所までのアクセス性(例)(1/9) 

※ 操作箇所

操作 
使用す

る系統 
ルート

アクセス

区画

溢水水位 

[m] 

アクセス

可否

燃
料
プ
ー
ル
冷
却

残
留
熱
除
去
系
（
Ａ
）

① 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

0.08 可 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

0.08 可 

0 可 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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表 4-3 燃料プールスロッシング後の残留熱除去系による 

燃料プール冷却・給水のための現場操作箇所までのアクセス性(例)(2/9) 

※ 操作箇所

操作 
使用す

る系統 
ルート

アクセス

区画

溢水水位 

[m] 

アクセス

可否

燃
料
プ
ー
ル
冷
却

残
留
熱
除
去
系
（
Ａ
）

② 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

0.08 可 

0.08 可 

0 可 

0.08 可 

0 可 

0 可 

0.08 可 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

9条-別添1-補足6-27

843



表 4-3 燃料プールスロッシング後の残留熱除去系による 

燃料プール冷却・給水のための現場操作箇所までのアクセス性(例)(3/9) 

※ 操作箇所

操作 
使用す

る系統 
ルート

アクセス

区画

溢水水位 

[m] 

アクセス

可否

燃
料
プ
ー
ル
冷
却

残
留
熱
除
去
系
（
Ａ
）

③ 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0.08 可 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

0.08 可 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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表 4-3 燃料プールスロッシング後の残留熱除去系による 

燃料プール冷却・給水のための現場操作箇所までのアクセス性(例) (4/9) 

※ 操作箇所

操作 
使用す

る系統 
ルート

アクセス

区画

溢水水位 

[m] 

アクセス

可否

燃
料
プ
ー
ル
冷
却

残
留
熱
除
去
系
（
Ｂ
）

① 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0.08 可 

0.08 可

0.08 可 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

0.08 可 

0.08 可 

0 可 

0 可 

0.08 可 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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表 4-3 燃料プールスロッシング後の残留熱除去系による 

燃料プール冷却・給水のための現場操作箇所までのアクセス性(例)(5/9) 

※ 操作箇所

操作 
使用す

る系統 
ルート

アクセス

区画

溢水水位 

[m] 

アクセス

可否

燃
料
プ
ー
ル
冷
却

残
留
熱
除
去
系
（
Ｂ
）

② 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0.08 可 

0.08 可

0.08 可 

0.08 可 

0 可 

0.08 可 

0 可 

0 可 

0.08 可 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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表 4-3 燃料プールスロッシング後の残留熱除去系による 

燃料プール冷却・給水のための現場操作箇所までのアクセス性(例)(6/9) 

※ 操作箇所

操作 
使用す

る系統 
ルート

アクセス

区画

溢水水位 

[m] 

アクセス

可否

燃
料
プ
ー
ル
冷
却

残
留
熱
除
去
系
（
Ｂ
）

③ 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0.08 可 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

0 可 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

0.08 可 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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表 4-3 燃料プールスロッシング後の残留熱除去系による 

燃料プール冷却・給水のための現場操作箇所までのアクセス性(例)(7/9) 

※ 操作箇所

操作 
使用す

る系統 
ルート

アクセス

区画

溢水水位 

[m] 

アクセス

可否

燃
料
プ
ー
ル
給
水

残
留
熱
除
去
系
（
Ａ
）

残
留
熱
除
去
系
（
Ｂ
）

① 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0.08 可 

0.08 可

0.08 可 

0.08 可 

0.08 可 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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表 4-3 燃料プールスロッシング後の残留熱除去系による 

燃料プール冷却・給水のための現場操作箇所までのアクセス性(例)(8/9) 

※ 操作箇所

操作 
使用す

る系統 
ルート

アクセス

区画

溢水水位 

[m] 

アクセス

可否

燃
料
プ
ー
ル
給
水

残
留
熱
除
去
系
（
Ａ
）

残
留
熱
除
去
系
（
Ｂ
）

② 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0.08 可 

0.08 可

0.08 可 

0.08 可 

0.08 可 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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表 4-3 燃料プールスロッシング後の残留熱除去系による 

燃料プール冷却・給水のための現場操作箇所までのアクセス性(例)(9/9) 

※ 操作箇所

操作 
使用す

る系統 
ルート

アクセス

区画

溢水水位 

[m] 

アクセス

可否

燃
料
プ
ー
ル
給
水

残
留
熱
除
去
系
（
Ａ
）

残
留
熱
除
去
系
（
Ｂ
）

③ 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0 可 

0.08 可 

0 可 

0.08 可 

0.08 可 

0.08 可 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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別紙１ 

サブマージョンモデルについて

1. はじめに

サブマージョンモデルは空間に分布した放射性物質からの線量を簡易的に

算出する評価モデルであり，「原子力発電所中央制御室の居住性に係わる被ば

く評価手法について（内規）」においても利用される。 

2. 概要

サブマージョンモデルの概要について以下に示す。

・漏えいした放射性物質が半球状に一様に分布していると想定（図 1）

・半球の体積は漏えいした放射性物質を含む流体の体積と同等

・評価点は半球底面の中心点

・評価点におけるガンマ線による線量を評価

3. 保守性

サブマージョンモデルを用いて評価を実施するにあたり，考慮した保守性

を以下に示す。 

・溢水の場合は，現実的には床面に平面的に放射性物質が分布することに

なり，対象者から遠方に分布している放射性物質からの影響は距離による

減衰が大きくなるが，全溢水量が半球状に分布することで，全ての放射性

物質がより近傍に分布していることとなり，距離による減衰を小さく見積

もることとなる 

・水の遮へい効果に期待しない

図 1 サブマージョンモデル概念図 
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別紙２ 

薬品の溢水による溢水防護対象設備への影響評価について 

1．ほう酸水の影響

ほう酸水注入系（以下「SLC」という）からの溢水は以下のように設定してお

り，ほう酸水自体の溢水を想定する必要はない。 

(1) 前提条件

ａ. SLCは通常，待機状態にあるため，待機状態を想定し，溢水影響評価を行

う。 

ｂ．SLCの待機状態には，図 1に示す通り，系統の大部分は補給水系により封

水されている。 

(2) 想定破損による溢水

ほう酸水を貯蔵しているほう酸水貯蔵タンクは大気開放タンクであり，最高

使用圧力は静水頭圧であるため，想定破損による溢水源とはならない。 

(3) 地震起因による溢水

SLCは耐震 S クラスであるため，地震起因による溢水は生じない。

図 1 SLCの待機状態 

補給水系封水範囲 

ほう酸水貯蔵範囲 

9条-別添1-補足6-43

859



2．分析用の薬品による影響 

分析用の薬品は，主に図 2，3に示す溢水防護区画外の放射化学分析室（廃棄

物処理建物）及び一般化学分析室（制御室建物）に，専用の容器で保管している。

保有量は少量であるため，薬品の保管容器が破損した場合でも室外へ流出する可

能性は小さい。また，仮に分析用の薬品が室外に流出した場合でも，建物内の他

の溢水防護区画とは壁により区画化されており，当該階より下階には溢水防護対

象設備はないため，評価に影響を及ぼす恐れはない。 

図 2 放射化学分析室（廃棄物処理建物 地下中１階） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 3 一般化学分析室（制御室建物 中２階） 

3．薬品を注入している主な系統の溢水による影響 

ほう酸水注入系を除き，溢水防護区画内で薬品を注入している主な系統は，補

機冷却系（防錆剤）及び補機海水系（塩素）であるが，薬品濃度は十分低いため，

これらの系統からの溢水による溢水防護対象設備に与える影響及び隔離操作に

伴うアクセス時に人体へ与える影響はない。薬品を注入している主な系統を表１

に示す。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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表１ 薬品を注入している主な系統 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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補足説明資料７ 

現場調査を踏まえた溢水源／溢水経路の抽出 

１．溢水源の確認 

(1) 溢水源となりうる機器の抽出フローに基づき，溢水源となりうる機器を抽

出した。溢水源となりうる機器の抽出フローを図１に示す。 

(2) 溢水源となりうる機器の設置区画を，機器配置図，配管施工図等により確認

した（表１参照）。 

(3) 溢水源となりうる機器が区画内にあることをプラントウォークダウンにより

確認した（図２参照）。 

※１ 溢水防護対象設備が設置されている建物に内部流体が流入する可能性のあ

る機器も対象とした。PCV内に設置されている機器は除く。 
※２ ポンプ，弁等は溢水源として配管に含める。

図１ 溢水源となりうる機器の抽出フロー 

溢水防護対象設備が設置されている建物・区画内の機器※1 

・配管※2

・容器（タンク，熱交換器，ろ過脱塩器等）

溢水源となりうる機器 
として抽出する 

溢水源となりうる機器 
として抽出しない 

Yes No 
流体を内包する
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表１ 溢水源となりうる機器抽出結果例 

系統名 
溢水源となりうる機器の有無 

R-B2F-05N R-B2F-06N R-B2F-12N 

復水給水系    

制御棒駆動系    

原子炉浄化系    

原子炉補機冷却系（非常用系Ⅰ） 〇   

原子炉補機冷却系（非常用系Ⅱ）  〇  

原子炉補機冷却系（常用系）    

原子炉補機海水系（Ⅰ）    

原子炉補機海水系（Ⅱ）    

燃料プール冷却系    

高圧炉心スプレイ補機冷却系   〇 

高圧炉心スプレイ補機海水系   〇 

原子炉隔離時冷却系    

残留熱除去系（Ａ）    

残留熱除去系（Ｂ）    

残留熱除去系（Ｃ）    

低圧炉心スプレイ系    

高圧炉心スプレイ系    

ほう酸水注入系    

液体廃棄物処理系  〇  

ドライウェル冷却系    

空調換気設備冷却水系    

復水輸送系    

補給水系  〇 〇 

消火系    

所内蒸気系    

非常用ディーゼル発電機系（Ａ）    

非常用ディーゼル発電機系（Ｂ）  〇  

非常用ディーゼル発電機系（ＨＰＣＳ）    

燃料プール補給水系    

〇：溢水源となりうる機器あり 
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図２ 溢水源となりうる機器の確認例（R-B2F-05N） 

 

2. 溢水経路の確認 

(1) 溢水防護対象設備が設置されている建物・区画において，床面開口部（機器

ハッチ，階段等）及び溢水評価で止水を期待できる設備（水密扉や堰等）を建

物平面図等より抽出し，溢水経路を想定した。なお，溢水経路上の没水範囲に

ある貫通部は，基本的に貫通部止水処置を実施することを考慮した。 

(2) 想定した溢水経路に影響を与える可能性のある設備の設置状況の有無をプラ

ントウォークダウンにより確認した（図３参照）。 

(3) 想定した溢水経路以外に他区画へ流出する可能性のある開口部等の有無をプ

ラントウォークダウンにより確認した（図４参照）。 

(4) プラントウォークダウンによる確認結果を反映し，溢水経路を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 想定した溢水経路に影響を与える可能性のある設備の確認例 

（原子炉建物中２階） 

 

 

原子炉補機冷却系 

（非常用系Ⅰ） 

トゥープレート部は溢水が流れ

やすいように加工 
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図４ 想定した溢水経路以外に他区画へ流出する可能性のある開口部の例 

（廃棄物処理建物１階） 

想定した溢水経路以外

に他区画へ流出する可

能性のある開口部 
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補足説明資料８ 

過去の不具合事例への対応について 

1. はじめに

溢水事象に係る過去の不具合事象の抽出を行い，内部溢水影響評価への反映要否

について，検討を実施した。 

2. 過去の不具合事例の抽出

過去の不具合事例から溢水事象を以下により抽出した。

・プラントの配置設計がほぼ同様となる，同じ炉型における不具合事象

・公開情報(原子力施設情報公開ライブラリー「ニューシア」及び各社のホーム

ページ情報)を対象

・キーワード検索(漏れ，溢水，水溜り，スロッシング等)により幅広に抽出

3. 内部溢水影響評価への反映が必要となる事象の選定

抽出した溢水事象から内部溢水影響評価への反映が必要となる事象を図 3-1及び

表 3-1に基づき選定した。選定した事象に対する内部溢水影響評価における対応状

況を表 3-2に，過去の不具合事例として抽出した全事象を表 3-3に示す。 

4. 過去の不具合事例への対応について

溢水を伴う過去の不具合事例を抽出し，内部溢水影響評価への反映要否について

検討を実施した結果，いずれの事象についても，既に評価に盛り込まれている，若

しくは，必要となる対策を講ずることから，評価内容及び評価結果への影響がない

ことを確認した。 

今後も引き続き，自社はもちろんのこと，他社不具合情報を入手した場合は，内

部溢水影響評価への反映要否を検討した上で，速やかに評価に反映させていくこと

とする。 
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図 3-1 内部溢水影響評価への反映要否判断フロー 
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表 3-1 溢水影響評価への反映を不要とする理由 

各ステップの項目 理由 

①点検作業に伴う溢水 点検に伴い開放・分解点検を実施している箇所から

の内部流体の漏えいについては，作業手順，作業管

理，人的過誤等の要因によるものであり，溢水影響

評価への影響はないとした。 

また，運転手順に起因する溢水事象についても，本

項目に整理した上で，同様に溢水影響評価への影響

はないとした。 

②設備の不具合による溢水 腐食や浸食等による溢水事象については，設備対策

により再発防止を図ることが基本であること，また，

想定破損による溢水評価に包含されるものと考えら

れるため，溢水影響評価への影響はないとした。 

なお，保守不完全が原因の溢水事象についても本項

目で整理した。 

③地震起因による溢水 燃料プールのスロッシングによる溢水及び耐震性が

確保されていない設備の破損による溢水について

は，地震起因による溢水評価に包含されることから，

溢水影響評価への影響はないとした。 

④消火による溢水 消火水の放水による溢水評価に包含されることか

ら，溢水影響評価への影響はないとした。 
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表 3-2 過去の不具合事象に対する内部溢水影響評価への影響について 

件名① 復水貯蔵タンクしゃへい壁内バルブの不具合について 

事象発生日等 1984.10.17  福島第一２号 

事象の概要 ２号機は第７回定期検査中であり，定検終了後起動時の高圧注水系手動起

動試験を実施したところ，復水貯蔵タンク外側のしゃへい壁内の高圧注水

系戻り弁(Ｖ－18－46)付近からの水漏れ音を確認したため，高圧注水系ポ

ンプを停止するとともに，同弁を全閉したところ，水漏れ音は停止した。 

しかし，同タンクのしゃへい壁下部に雨水口があいていたことから，管理

区域外への漏洩が考えられたためサーベイを実施した。 

高圧注水系テストライン戻り弁のボンネットフランジ部のパッキンがずれ

た原因は，経年劣化したパッキンに高圧注水系ポンプ起動時の水圧が加っ

たことによるものと考えられる。 

また水漏れによる漏水カバーの一部が変形し，外れたため水が流出し，こ

の水がしゃへい壁の雨水口を経て管理区域外へ漏出したものと推定され

る。 

再発防止対策 (1)復水貯蔵タンクしゃへい壁内バルブ不具合に伴う対策 

a.ポンプ吐出圧による圧力変動がかかる可能性のある弁につい 

て，パッキン取替を実施した。 

b.パッキン取替え対象弁の漏水防止カバーを鋼板製のものに取 

替えた。 

c.復水貯蔵タンクしゃへい壁内に漏洩検出器を設置した。 

d.復水貯蔵タンクしゃへい壁の雨水口はモルタル，シール剤を 

充填した。 

e.復水貯蔵タンク廻りの汚染土壌を削土し，ドラム詰処理した。 

(2)恒久的漏洩防止対策 

復水貯蔵タンクしゃへい壁内の漏洩水をタービン建屋まで導 

けるようトレンチを設置する。またトレンチ内，しゃへい壁内 

に床漏洩検出器を設置する 

内部溢水評価

への影響 

放射性物質を内包する液体の管理区域外への漏えい事象であり，以下の対

策を講ずることとしており，内部溢水影響評価において考慮済みである。 

1.建物境界からの伝播に対して，溢水防護措置(水密扉の設置，配管等の貫

通部への止水対策等)を実施する。 

2.循環水系配管破損部からの系外放出対策として， 

(1)復水器室への漏えい検知器の設置 

(2)復水器水室出入口弁の「全閉」インターロックの追加 

(3)循環水ポンプ出口弁の「全閉」インターロックの追加 

(4)循環水ポンプトリップインターロックの追加 

(5)上記に関する電源の強化(非常用電源への接続) 
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件名② タービン建屋地下１階雨水について 

事象発生日等 2003.8.15  浜岡３号 

事象の概要 ３号機タービン建屋地下１階の通路(放射線管理区域内)において，水たま

り(約 23m×５m×５mm：約 600リットル)を発見。 

この水は，タービン建屋の外側にある屋外地下ダクト(配管を通すための空

間)内に雨水が溜まり，配管貫通部より建屋内に入り込んだもの。建屋内に

入り込んだ水は収集し処理。また，ダクト内の溜まり水については，排水

を実施。 

再発防止対策 (1)ダクト内に滞留した雨水は，発電所の消防車及びエンジン付排水ポンプ

により排水を行い，その後既設排水ポンプの新品取替を行った。作動

確認結果：良好 

(2)建屋内は手作業にて通路の水たまりの抜取り処置等を実施した。 

内部溢水評価

への影響 

溢水経路の設定に係る事象であるが，各建物間(地下ダクト部含む)の境界

に対して，溢水防護措置を講ずることとしており内部溢水影響評価におい

て考慮済みである。 

 

件名③ サービス建屋地下１階における火災報知器の作動(誤報) 

事象発生日等 2004.10.9  浜岡３号 

事象の概要 サービス建屋地下１階(放射線管理区域内)において，火災報知器が作動し

た。直ちに現場の確認を行い，火災ではないことを確認した。火災報知器

が作動した原因は，台風 22号通過に伴い，サービス建屋出入り口(１階)

より侵入した雨水が，地下１階の天井に取り付けられている当該感知器に

入ったため，作動したものと考えられる。 

再発防止対策 当該感知器を取り替えることとした。 

内部溢水評価

への影響 

溢水経路の設定に係る事象であるが，屋外タンクからの溢水影響評価にお

いて，既に考慮済みである。 

 

件名④ 【中越沖地震】T/B B２F T/BHCW ｻﾝﾌﾟ(B)・LPCP(A)～(C)室雨水流入 

事象発生日等 2007.7.26  柏崎刈羽１号 

事象の概要 タービン建屋Ｂ２Ｆの低圧復水ポンプ室付近に水たまりを確認した。Ｔト

レンチで発生した漏水がタービン建屋に流入したものと推定される。１号

タービン建屋～海水熱交換器建屋・補助ボイラ建屋・ランドリー建屋・ラ

ンドリー建屋ダクト(Ｔトレンチ)で発生した漏水が当該トレンチ近傍のフ

ァンネルへ大量に流入し，目詰まりを起こしたことにより，このファンネ

ルより設置高の低い高電導度廃液サンプから溢水したものと推定される。 

再発防止対策 Ｔトレンチのファンネル清掃，Ｔトレンチの止水処理を実施し，現状復旧

する。 

内部溢水評価

への影響 

溢水経路の設定に係る事象であるが，各建物間(地下ダクト部含む)の境界

に対して，溢水防護措置を講ずることとしており，内部溢水影響評価にお

いて考慮済みである。 
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件名⑤ 【中越沖地震】T/B T/B B１F(管)南側壁上部５m(ヤードHTr奥ノンセグ室)

より雨水流入 

事象発生日等 2007.7.26  柏崎刈羽３号 

事象の概要 タービン建屋地下１階南側通路で，壁面部から水が流入していることを確

認した。タービン建屋に隣接したピットに水がたまり電線管貫通部を通っ

てタービン建屋内に流入したと推定される。 

再発防止対策 電線管貫通部の止水と漏出化，所内用変圧器奥ノンセグ室の復旧を実施し，

現状復旧する。 

内部溢水評価

への影響 

溢水経路の設定に係る事象であるが，各建物間(地下ダクト部含む)の境界

に対して，溢水防護措置を講ずることとしており，内部溢水影響評価にお

いて考慮済みである。 

 

件名⑥ 【中越沖地震】Ax/B B１F 北西側壁面亀裂部より雨水漏えい 

事象発生日等 2007.7.26  柏崎刈羽 

事象の概要 補助建屋地下１階の壁亀裂部から水の流入を確認した。中越沖地震の影響

により，連絡通路が建屋と衝突したことによるコンクリート損傷し建屋の

壁面に亀裂が生じ，雨水が流入しているものと推定される。 

再発防止対策 建屋外にディープウェル及び建屋内に堰の設置し，壁面はコンクリート補

修行い止水処理し現状復旧する。 

内部溢水評価

への影響 

溢水経路の設定に係る事象であるが，各建物間(地下ダクト部含む)の境界

に対して，溢水防護措置を講ずることとしており，内部溢水影響評価にお

いて考慮済みである。 

なお，溢水防護区画の境界となる建物外壁については，地震時に微細なひ

び割れが発生することは否定できないものの，仮に微細なひび割れから滲

み出る場合を考慮しても，その量は僅かであり，内部溢水評価への影響は

ない。 

 

件名⑦ 海水熱交換器建屋(非管理区域)における水漏れ(雨水)について 

事象発生日等 2008.10.27  柏崎刈羽１号 

事象の概要 定期検査中の１号機において，ケーブル張替え作業を行っていた協力企業

作業員が海水熱交換器建屋地下２階熱交換器室(非管理区域)の天井から水

が漏れていることを確認した。調査の結果，海水熱交換器建屋外壁に接し

ているケーブルトレンチ内に溜まった雨水が，建屋壁面の電線貫通部から

建屋内に流入し，ケーブルトレイを通じて地下２階熱交換器室に至ったこ

とがわかった。海水熱交換器建屋は放射性物質が存在しないエリアであり，

流入した水は雨水のため放射能を含んでいない。 

再発防止対策 ケーブルトレンチ内に雨水が溜まった原因は，新潟県中越沖地震の影響に

より陥没したケーブルトレンチの養生が不十分であったためと推定してい

る。海水熱交換器建屋(非管理区域)に流入した雨水は，常設している排水

口から排水するとともに，床面の拭き取りを実施した。また，トレンチ内

に溜まった雨水は仮設ポンプにより排水した。 

今後，屋外の陥没部等に雨水が流入しないよう養生の方法を改善する。 

内部溢水評価

への影響 

溢水経路の設定に係る事象であるが，各建物間(地下ダクト部含む)の境界

に対して，溢水防護措置を講ずることとしており，内部溢水影響評価にお

いて考慮済みである。 
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件名⑧ タービン建屋内への海水の浸入 

事象発生日等 2009.10.8  浜岡３号 

事象の概要 タービン建屋地下１階の空調機器冷却海水ポンプエリア(放射線管理区域)

で，タービン建屋の配管貫通部から水が浸入していることを発見した。現

場を確認したところ，タービン建屋地下１階の空調機器冷却海水ポンプエ

リアの床面に水溜まり(約５m×約 50m)があり，この水を分析したところ，

放射性物質は含まれておらず，また，海水であることを確認した。配管貫

通部外側には，放水路とタービン建屋を連絡する配管ダクトがあり，ダク

ト内に大量の海水が浸入したため，貫通部を通じてタービン建屋内に浸入

したものであった。 

再発防止対策 海水の浸入があった配管貫通部の点検・補修を行い，配管貫通部に防水効

果が期待できる隙間材を追加充填するとともに，貫通部周囲にシール材を

塗布し，当該配管貫通部のシール性を向上した。また，放水路とタービン

建屋を連絡する配管ダクト内に放水路から海水が浸入しないための恒久的

な対策として，当該配管ダクトと放水路の連絡部に閉止板を設置すること

とした。 

内部溢水評価

への影響 

溢水経路の設定に係る事象であるが，各建物間(地下ダクト部含む)の境界

に対して，溢水防護措置を講ずることとしており，内部溢水影響評価にお

いて考慮済みである。 

 

件名⑨ 【東日本大震災関連】原子炉補機冷却水系熱交換器(B)室，高圧炉心スプレ

イ補機冷却水系熱交換器室および海水ポンプ室への浸水 

事象発生日等 2011.3.11  女川２号 

事象の概要 2011.3.11の地震において発生した津波により，原子炉建屋地下３階の RCW

熱交換器(A)(B)室および HPCW熱交換器室に流入し，各室が浸水に至った。

浸水の原因は，屋外海水ポンプ室 RSWポンプ(B)エリア床面設置されていた

循環水ポンプ自動停止用水位計収納箱上蓋が開き，津波による海水が流入

し，ケーブルトレイおよび配管貫通部等の隙間，水密扉，排水系配管から

漏れ出し，トレンチを経由して建屋内へ浸水したものと推定される。 

再発防止対策 (1)当該水位計を取外し，開口部に閉止板を設置し密閉化するとともに，架

構による補強を実施し止水処理を行った。(６箇所) なお，当該水位

計については，海水による浸水防止を考慮したエリアへ移設した。 

(2)海水ポンプ室からトレンチへの配管およびケーブルトレイ貫通部につ

いて止水処理を行った。 

(3)津波による浸水防止対策である建屋扉の水密性向上や防潮堤，防潮壁の

設置を実施する。 

内部溢水評価

への影響 

(1)基準津波に対しては，ドライサイトとなるよう対策(ハッチの水密化等)

を講ずることから，内部溢水影響評価への影響はない。 

(2)溢水経路の設定に係る事象であるが，各建物間(地下ダクト部含む)の境

界に対して，溢水防護措置を講ずることとしており，内部溢水影響評

価において考慮済みである。 
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件名⑩ 【東日本大震災関連】福島第二原子力発電所 東北地方太平洋沖地震に伴

う原子炉施設への影響について 

事象発生日等 2011.3.11  福島第二１，２，３，４号 

事象の概要 当発電所１号機から４号機の全号機は定格熱出力一定運転中のところ，三

陸沖を震源とする当該地震により，同日 14時 48分，全号機とも「地震加

速度大トリップ」で原子炉が自動停止した。原子炉自動停止直後に全制御

棒全挿入及び原子炉の未臨界を確認し，原子炉の冷温停止及び使用済燃料

プール(以下，「SFP」という。)の冷却に必要な設備は，健全で安定した状

態であることを確認した。しかし，当該地震後の津波(同日 15時 22分，第

一波到達目視確認)により，１号機，２号機及び４号機において，原子炉の

冷温停止及び SFPの冷却に必要な設備が被水するなどし使用不能となっ

た。これにより原子炉の除熱ができなくなったことから，同日 18時 33分

に原災法第 10条該当事象(原子炉除熱機能喪失)と判断した。 

再発防止対策 想定を大きく超える津波による浸水により原子炉除熱機能，圧力抑制機能

が喪失したことを踏まえ，浸水防止策として，当該地震の際，津波が集中

的に遡上した当発電所南側海岸アクセス道路を土嚢及び盛土にて築堤を配

備，原子炉建屋内への浸水防止として土嚢及び防潮堤の配備，海水熱交換

器建屋内への浸水防止として，扉・ハッチまわりに土嚢を配備，ポンプ廻

りに土嚢を配備し，浸水による電源や除熱機能の喪失を防止した。 

内部溢水評価

への影響 

(1)基準津波に対しては，ドライサイトとなるよう対策(ハッチの水密化等)

を講ずることから，内部溢水評価への影響はない。 

(2)溢水経路の設定に係る事象であるが，各建物間(地下ダクト部含む)の境

界に対して，溢水防護措置を講ずることとしており，内部溢水影響評

価において考慮済みである。 

 

件名⑪ 【東日本大震災関連】「非常用ディーゼル発電機２Ｃ用海水ポンプの自動停

止について」 

事象発生日等 2011.3.18(法令報告事象であると判断した日時)  東海第二 

事象の概要 東日本大震災(震度６弱)発生に伴い発生した津波により，ポンプエリアが

浸水し，非常用ディーゼル発電機２Ｃ用海水ポンプが水没，自動停止した。 

津波対策として，仕切り壁を設置済であったが，以下の浸水経路の止水施

工が未であった。 

(1)北側ポンプ槽と補機冷却海水系ストレーナエリア間の排水溝用の開口。 

(2)ケーブルピット。 

再発防止対策 浸水経路となった，２箇所について，コンクリート打設による閉塞措置を

実施した。 

内部溢水評価

への影響 

(1)基準津波に対しては，ドライサイトとなるよう対策(ハッチの水密化等)

を講ずることから，内部溢水評価への影響はない。 

(2)溢水経路の設定に係る事象であるが，各建物間(地下ダクト部含む)の境

界に対して，溢水防護措置を講ずることとしており，内部溢水影響評

価において考慮済みである。 
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件名⑫ 【東日本大震災関連】125V蓄電池２B室における溢水について 

事象発生日等 2011.3.28(法令報告事象であると判断した日時)  東海第二 

事象の概要 東日本大震災(震度６弱)発生に伴う，外部電源喪失によるサービス建屋実

験室サンプポンプの停止と，床ファンネルを閉止していた蓋の外れにより，

サービス建屋実験室サンプ(管理区域)から原子炉建屋バッテリー室(非管

理区域)へのサンプ水の流入が発生した。常用系電源の停電により開となっ

た実験室サンプポンプシール水電磁弁から供給された消火水(停電により

自動起動した，ディーゼルエンジン駆動消火ポンプにより供給)が当該サン

プに流入し続け，当該サンプ内水位が上がった。それに加え，停電による

当該サンプの制御電源喪失で，サンプ水位高信号が発信されなかったこと，

ファンネルを閉塞していたゴム栓が外れたことで，当該サンプとの僅かな

水頭差により，非管理区域側の当該ファンネルへの逆流による溢水が発生

した。 

再発防止対策 当該ファンネルについては実験室サンプとの恒久的な隔離措置として，鋼

板とモルタルを用いた閉止措置を実施した。 

また，当該ファンネルと当該サンプの接続配管につながる複合建屋１階と

中１階の他のファンネル８箇所(この内１箇所は当該ファンネル同様に逆

流の可能性があった)を含め，鋼板とモルタルを用いた閉止措置を実施し

た。 

なお，サンプポンプシール水電磁弁が停電により開となること，および制

御電源の喪失で水位高信号が発信されなくなる点について，改善を検討す

る。 

水平展開として，管理区域からのドレンファンネル，ベント・ドレン配管

などで，非管理区域において開口を有し，溢水を生じる可能性があるもの

の抽出と逆流の可能性の有無の確認を実施し，対象となったファンネル 14

箇所(既に閉止措置済みの１箇所を含む)について閉止措置を実施した。 

内部溢水評価

への影響 

放射性物質を内包する液体の管理区域外への漏えい事象であり，以下の対

策を講ずることとしており，内部溢水影響評価において考慮済みである。 

1.建物境界からの伝播に対して，溢水防護措置(水密扉の設置，配管等の貫

通部への止水対策等)を実施する。 

2.循環水系配管破損部からの系外放出対策として， 

(1)復水器室への漏えい検知器の設置 

(2)復水器水室出入口弁の「全閉」インターロックの追加 

(3)循環水ポンプ出口弁の「全閉」インターロックの追加 

(4)循環水ポンプトリップインターロックの追加 

(5)上記に関する電源の強化(非常用電源への接続) 

なお，管理区域と非管理区域のドレン配管が接続されている箇所では，ド

レンファンネル，床目皿の位置を考慮し，高低差により流出の恐れがある

箇所には，逆止弁や閉止栓の設置等溢水防護措置を講ずることとしており，

内部溢水影響評価において考慮済みである。 
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件名⑬ １号機 原子炉建屋付属棟地下１階の高圧炉心スプレイ系電源室照明用分

電盤からの発火について 

事象発生日等 2011.5.27  福島第二１号 

事象の概要 停止中の１号機原子炉建屋付属棟地下１階の高圧炉心スプレイ系電源室に

ある照明用分電盤より発火したことから，協力企業作業員が消火し，当社

当直員が消火を確認した。消防署に通報し，その後の消防署の現場確認に

より鎮火が確認され，建物火災によるぼやと判断された。本事象によるけ

が人の発生はなく，外部への放射能の影響はなかった。  

  調査した結果，以下のことを確認した。 

・発火による損傷の著しい箇所は，照明用分電盤内最下部の配線用しゃ断

器(予備)であったこと。 

・焼損した配線用しゃ断器の絶縁抵抗測定は，５月 19日に実施し，健全で

あることを確認していたこと。 

・分電盤が設置してある高圧炉心スプレイ系電源室内は，津波による海水

の流れ込み(床上５cm 程度の浸水)があったこと。 

・作業当日，同室内は浸水していなかったが，津波により空調機が停止し

ていたため室内湿度が高く，分電盤の設置環境としては良い状態ではな

かったこと。 

・焼損した配線用しゃ断器の近傍にある配線用しゃ断器を分解点検した結

果，しゃ断器内部の接触金具に塩分が付着していたこと。 

・津波後の当該分電盤点検時，盤内部の配線用しゃ断器等の機器を確認し

ていなかったこと。  

当該分電盤の盤内部の確認を行っていなかったため，海水の浸水の影響で

当該配線用しゃ断器内への塩分の付着を確認できず，その後，室内で発生

した結露水が吸着した。このことから，しゃ断器の絶縁抵抗が低下し，こ

の状態で電源を投入したため漏電・発火に至ったものと推定した。 

再発防止対策 (1)津波により浸水した電気品については，原則交換または修理を実施す

る。 

(2)津波により浸水したエリアにある電気品を使用する場合は，塩分による

汚損がないことを確認する。 

(3)津波の後に初めて通電する電気品については，設置環境を確認した上

で，通電直前に絶縁抵抗を測定し健全性を確認する。 

(4)上記３項目について，当社監理員および協力企業作業員に周知する。 

内部溢水評価

への影響 

(1)基準津波に対しては，ドライサイトとなるよう対策(ハッチの水密化等)

を講ずることから，内部溢水評価への影響はない。 

(2)溢水経路の設定に係る事象であるが，各建物間(地下ダクト部含む)の境

界に対して，溢水防護措置を講ずることとしており，内部溢水影響評

価において考慮済みである。 
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件名⑭ 女川原子力発電所１号機 台風１５号によるタービン建屋への雨水の流入

について 

事象発生日等 2011.9.21  女川１号 

事象の概要 １号機タービン建屋地下１階に雨水が流入していることを確認し，その後

タービン建屋地下２階および配管スペースにも雨水が流入していることを

確認した。 

調査の結果，台風 15号による雨水がタービン建屋に接続されているトレン

チの開口部，建屋貫通部等を通じてタービン建屋に流入していることを確

認した。また，一部のトレンチにおいて，作業により開口部の蓋を取り外

している状況だった。 

再発防止対策 (1)ハッチ開口から浸水した場合であっても，建屋および非常用電源盤など

の安全上重要な機器への浸水がし難いよう，遮水壁を設置するなどの

対策を実施した。 

(2)トレンチのハッチ，マンホールなどの開口部，配管，電線管，ケーブル

トレイ貫通部について，シール性向上対策を実施した。 

(3)類似事象を防止するため，トレンチ等のハッチカバー開放の際に大雨等

が懸念される場合は，事前に浸水防止対策を講じる旨，当社 QMS文書

へ反映すると共に，請負者へ周知した。 

内部溢水評価

への影響 

溢水経路の設定に係る事象であるが，各建物間(地下ダクト部含む)の境界

に対して，溢水防護措置を講ずることとしており，内部溢水影響評価にお

いて考慮済みである。 
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件名⑮ 柏崎刈羽原子力発電所６号機タービン建屋(管理区域)における水溜まり

(雨水)の発見について 

事象発生日等 2013.6.19  柏崎刈羽 6,7号 

事象の概要 定期検査中の６号機において，協力企業作業員からタービン建屋地下２階

配管トレンチ室(管理区域)に水溜まりを発見したとの連絡を受けた。当社

運転員が現場を確認したところ，当該箇所の水溜まりを確認するとともに

上階のタービン建屋中地下２階配管トレンチ室(管理区域)において約 800

リットルの水溜まりを発見した。(以下，「事象①」と記す。)上記事象①の

水平展開として当社運転員が現場確認を実施したところ，定期検査中の７

号機タービン建屋地下２階(管理区域)において，約 350リットルの水溜ま

りを確認した。(以下，「事象②」と記す。)発見した水溜まりは測定の結果，

放射性物質を含んでおらず，雨水と推定した。 

屋外調査の結果，６号機原子炉建屋とコントロール建屋の間にあるトラン

スヤード周辺に水溜まりが生じていることを確認した。事象発生当時は屋

外排水設備工事に伴い排水路を切断していたため仮設ポンプによる排水を

行っていたが，夜間は仮設ポンプを停止する運用としていたことから，前

日の降雨が排水されずトランスヤード周辺に水溜まりが生じたものと思わ

れる。当該トランスヤードは人造岩盤(以下，「MMR」と記す。)で埋め戻さ

れているため，地表面に溜まった雨水は土中に浸透しにくいことから，建

屋と MMRの間の隙間に流入し，エキスパンションジョイント止水板(以下，

「止水板」と記す。)内側へ流入したものと考えられる。事象①では，壁立

ち上がりの入隅部においてコンクリート躯体と止水板の密着不良箇所が確

認され，この密着不良箇所から雨水が流入していることを確認した。また，

事象②では，コントロール建屋と廃棄物処理建屋の間に設置している止水

板を介して事象①の止水板と繋がっていることから，トランスヤード周辺

に溜まった雨水が事象①の止水板とコントロール建屋と廃棄物処理建屋の

止水板を経由して事象②の止水板に雨水が流入したものと考えられる。 

再発防止対策 a.止水板の取り付け状態の確認 

止水板取り付け状態を以下のように確認する。 

・直線部は、止水板本体の変形・ゆがみによる躯体との密着不良がない

ことを確認する。 

・入隅部は、締着板を取り外し，ボルト及び止水板の孔の位置が適切で

あることを確認する。 

・更に隙間ゲージ(0.05mm)を用いて止水板と躯体が密着していることを

確認する。 

・なお，上記作業にあたっては，当社監理員が立ち会いにより確認する。 

b.締め付けトルク値の確認 

応力緩和試験により得られた知見と津波影響を考慮し，締め付けトル

ク値を確認し，新たに 200N･mで増し締めを行う。締め付けトルク値の

確認については、全てのボルトに対し計測記録を作成し，抜き取りに

より当社監理員が確認する。また、締め付け忘れ防止のため，締め付

けは返し締めを行うこととし，再締め付け後ナットにマーキングを実

施する。 

内部溢水評価

への影響 

溢水経路の設定に係る事象であるが，各建物間(地下ダクト部含む)の境界

に対して，溢水防護措置を講ずることとしており，内部溢水影響評価にお

いて考慮済みである。 
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件名⑯ C/B ２F 非常用 D/G発電機 燃料デイタンク(B)室軽油漏れ 

事象発生日等 2014.9.19  女川 1号 

事象の概要 燃料移送ポンプ試運転実施中のところ，本来自動停止すべきデイタンク液

位にて停止せず，オーバーフローした油が躯体のひびより，他区画に伝播

した(１号機制御建屋１階階段室(約 0.1リットル)および地下３階機非常

用ディーゼル発電設備(B)潤滑油ユニット付近(約 0.5リットル))。 

再発防止対策 ・油面計が固着しないよう，分解点検要領を見直し，関係者へ周知，教育

実施した。 

・類似計器についても同様の動作不良がないか，確認試験を実施する。 

・躯体のひび割れを補修した後，水張りによる漏えい確認により。漏えい

がないことを確認した。 

・類似の躯体ひび割れ個所について，今後，補修を実施することとした。 

内部溢水評価

への影響 

溢水経路(最終滞留区画)の設定に関する事象である。 

本事象は，壁厚が比較的薄い(20㎝)場所において，壁内を貫通した微細な

ひび割れから，堰内に滞留している流体が滲み出した事象である。内部溢

水評価では，上階で発生した溢水については，最地下階に導き滞留するこ

ととしていること(上階に長時間滞留されることはなく，仮に微細なひび割

れから滲み出る場合を考慮しても，その量は僅かであり，内部溢水影響評

価への影響はない)から，微細なひび割れが溢水経路となることはない。 

 

件名⑰ タービン建屋への雨水の浸入について 

事象発生日等 2014.10.6  浜岡３号 

事象の概要 タービン建屋地下１階の通路(放射線管理区域内)において，水溜まりを発

見した。タービン建屋の外側にある屋外地下ダクト(配管を通すための空

間)内に雨水が溜まり，配管貫通部より建屋内に入り込んだものであると推

定した。また，浸入した雨水の量は，合計で約 8m3であることを確認した。 

再発防止対策 屋外地下ダクト内に雨水が溜まらないようにするため，排水ポンプをビニ

ール片等の影響を受けにくいフロート式センサで起動するポンプに取り替

える。加えて，排水ポンプが停止した場合にも，雨水が排水ラインから屋

外地下ダクト内に逆流しないよう，逆止弁を取り付ける。 

また，ブーツラバーがずれた配管貫通部について，ずれの修正を行う。当

該箇所の対策のほか，同様の屋外地下ダクトについても，配管等貫通部の

施工状態及び排水ポンプの排水状況に問題のないことを確認する。 

内部溢水評価

への影響 

溢水経路の設定に係る事象であるが，各建物間(地下ダクト部含む)の境界

に対して，溢水防護措置を講ずることとしており，内部溢水影響評価にお

いて考慮済みである。 
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件名⑱ 廃棄物処理棟中地下１階タンクベント処理装置室内における液体の漏えい

に伴う 立入制限区域の設定について 

事象発生日等 2016.6.2  東海第二 

事象の概要 廃棄物処理棟地下1 階の廃液中和ポンプエリア床面に，天井配管貫通部 

付近から水の滴下を確認した。さらに，滴下水の階上にある廃棄物処理棟

中地下1 階のタンクベント処理装置室内にてスラリー状の廃液の漏えいを

確認した。 

なんらかの原因により界面活性剤（発泡成分）が床ドレン系より濃縮廃 

液貯蔵タンク内に混入。タンクの撹拌空気流量が一時的に低減していた 

ことから，廃液が均一に撹拌されなくなり，界面活性剤を多く含む廃液 

がタンク上層部に分離した。 

その後，撹拌空気量の復旧によりタンク上層部で泡沫状になり，廃液中 

の固形分を巻き込んだ泡として成長し，撹拌空気の流れとともにタンク 

ベント冷却器側へ流出した。冷却器内の結露水と共に排出されたスラリ 

ー状の廃液はドレンファンネルを閉塞させ，タンクベント処理装置室内 

へ流出した。たまり水となったその一部が，配管貫通部を通じて階下へ 

滴下した。 

再発防止対策 泡立ち原因物質である界面活性剤について，排水を禁止するため管理区 

域内に持ち込む際の管理方法を定める。加えて，廃液をタンクに受け入 

れる前に，界面活性剤が混入していないことを確認する手順を定める。 

タンクレベル計に，発泡を検知できる電極式のレベルスイッチを追設 

し，発泡による液位上昇を監視する。 

配管の詰まりが確認されたタンクベント処理装置室内のドレンファンネ 

ルについて，内部の清掃又は配管の取替えを実施。 

地下１階への漏えい経路となった配管貫通部のラバーブーツは破れ等が認 

められたため交換。また，管理区域内の配管貫通部は，今後計画的に健 

全性を確認し点検計画に反映する。 

内部溢水評価

への影響 

系統への界面活性剤混入による，評価上想定していない箇所での廃液漏え

いと設備の不備による漏えい拡大であることから，溢水経路の設定に係る 

事象であるが，発生区画及び漏えい量については，想定破損による溢水評 

価に包含されるため，内部溢水影響評価において考慮済みである。 
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件名⑲ 原子炉建屋内への雨水流入について 

事象発生日等 2016.9.28 志賀 2 号機 

事象の概要 原子炉建屋内（非常用電気品室をはじめとした複数エリア［管理区域含 

む］）に約6.6m３の雨水が流入した。常用・非常用照明分電盤で一時，漏 

電を示す警報が発生したものの，設備への影響はなかった。 

構内の排水路の付け替え工事に伴い，仮設の排水ポンプを設置していた 

が，当日未明からの大雨により排水能力を上回る降雨があり，構内道路 

の一部エリアが冠水した。冠水エリアのピット上蓋の仮設ケーブルを引 

き込むための隙間から大量の雨水がピット内へ流入。ピットからハンド 

ホールを経由したトレンチへの雨水流入が継続したため，トレンチ内の 

水位が上昇し，ケーブルトレイの原子炉建屋貫通部から原子炉建屋内 

（非管理区域）に流入した。建屋内に流入した雨水の一部は，床の微小 

なひび割れを通じ，下の階（管理区域含む）へも流入した。 

原子炉建屋内に流入した水の量は，非常用電気品（Ｃ）室で約6.5m３，下 

層階（管理区域内及び非管理区域内合計）で約 86 ﾘｯﾄﾙであった。 

再発防止対策 ①道路が冠水しないよう仮設の雨水排水ポンプを追加した。 

②ピットと上蓋の隙間を土のうで閉止した。 

大雨警報発令時，定期的にピット内への水の流入状況を確認するよう 

監視を強化した。 

③当該貫通部の水密化を実施する。（類似箇所の水密化も順次実施） 

原子炉建屋への浸水防止は，津波対策として標高15.3m以下にある貫通 

部の水密化を優先して実施。今回のトレンチは敷地が高い標高21mの地 

下にあったため検討中であった。 

④当該エリア床のひび割れを補修した。他のエリアも順次補修する。 

⑤警報発生時には，速やかにトレンチ内の状況を確認することの徹底を 

周知。 

内部溢水評価

への影響 

溢水経路の設定に係る事象であるが,同様な雨水による建物内部への水の 

浸入については，建物外壁境界の貫通部（地表面上，地表面以下）又はダ

クトに対し，溢水防護措置を講ずることとしており,雨水が浸水することは

ない。敷地内の高いエリアからの経路についても同様であることから，内

部溢水影響評価において考慮済みである。 
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過
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不
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合
事
例
 

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

50
5 

19
77
-東

京
-T
00
7 

福
島
第
一
１
号
 

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
の
異
常
に
つ
い
て
  

19
78
/1
/2
6 

②
 

59
9 

19
79
-東

京
-T
00
2 

福
島
第
一
２
号
 

定
期
検
査
作
業
終
了
後
の
調
整
運
転
中
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
 

19
79
/7
/1
3 

① ②
 

56
9 

19
79
-原

電
-T
00
1 

東
海
第
二
 

発
電
支
障
事
故
に
つ
い
て
  

19
79
/7
/2
2 

②
 

59
1 

19
79
-中

部
-M
00
4 

浜
岡
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
(Ｃ

Ｕ
Ｗ
)ポ

ン
プ
メ
カ
ニ
カ
ル
シ

ー
ル
の
取
替
 

19
80
/2
/2
8 
 

②
 

59
2 

19
79
-中

部
-M
00
5 

浜
岡
２
号
 

循
環
水
ポ
ン
プ
軸
受
潤
滑
水
弁
取
替
  

19
80
/2
/2
9 

②
 

59
3 

19
79
-中

部
-M
00
6 

浜
岡
１
号
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
床
ド
レ
ン
サ
ン
プ
水
位
の
微
上
昇
  

19
80
/3
/6
 

②
 

59
7 

19
79
-中

部
-M
01
0 

浜
岡
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
(Ｃ

Ｕ
Ｗ
)ポ

ン
プ
メ
カ
ニ
カ
ル
シ

ー
ル
の
取
替
 

19
80
/3
/2
1 
 

②
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名
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日
 

分 類
 

64
4 

19
80
-中

部
-M
00
2 

浜
岡
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
(Ｃ

Ｕ
Ｗ
)ポ

ン
プ
メ
カ
ニ
カ
ル
シ

ー
ル
の
取
替
 

19
80
/4
/2
1 
 

②
 

64
7 

19
80
-中

部
-M
00
5 

浜
岡
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
ポ
ン
プ
(Ｂ

)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル

の
取
替
 

19
80
/5
/2
6 
 

②
 

66
3 

19
80
-東

京
-M
00
5 

福
島
第
一
４
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
ポ
ン
プ
(Ｂ

)メ
カ
シ
ー
ル
漏
洩
  

19
80
/8
/2
3 

①
 

65
4 

19
80
-中

部
-T
01
2 

浜
岡
１
号
 

高
圧
給
水
加
熱
器
空
気
抜
き
管
の
損
傷
に
つ
い
て
  

19
80
/9
/2
9 

②
 

65
5 

19
80
-中

部
-M
01
3 

浜
岡
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
ポ
ン
プ
(Ｂ

)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル

の
取
替
 

19
80
/1
1/
13
  

②
 

65
8 

19
80
-中

部
-M
01
6 

浜
岡
２
号
 

主
蒸
気
隔
離
弁
前
第
１
ド
レ
ン
弁
グ
ラ
ン
ド
部
の
点
検
補

修
に
つ
い
て
 

19
81
/2
/1
  

②
 

79
1 

19
81
-東

京
-T
00
2 

福
島
第
一
１
号
 

隔
離
時
復
水
器
系
配
管
の
損
傷
に
つ
い
て
  

19
81
/4
/1
0 

②
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71
8 

19
81
-原

電
-M
00
9 

東
海
第
二
 

抽
気
系
ド
レ
ン
ト
ラ
ッ
プ
の
漏
洩
  

19
81
/6
/1
6 

②
 

77
3 

19
81
-中

国
-T
00
1 

島
根
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
Ａ
再
生
熱
交
換
器
か
ら
の
漏
洩
に

つ
い
て
 

19
81
/6
/1
6 
 

②
 

79
8 

19
81
-東

京
-T
00
8 

福
島
第
一
６
号
 

高
圧
ポ
ン
プ
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
水
配
管
の
損
傷
に
つ
い

て
 

19
81
/7
/6
  

②
 

78
0 

19
81
-中

部
-M
00
5 

浜
岡
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
ポ
ン
プ
(Ａ

)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル

の
取
替
 

19
81
/7
/8
  

②
 

80
0 

19
81
-東

京
-T
01
1 

福
島
第
一
４
号
 

48
0
ボ
ル
ト
モ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
の
停
止
に
つ
い

て
 

19
81
/7
/1
0 
 

②
 

80
2 

19
81
-東

京
-M
01
3 

福
島
第
一
６
号
 

廃
液
濃
縮
器
(Ａ

)加
圧
蒸
気
フ
ラ
ン
ジ
部
の
孔
食
に
つ
い

て
  

19
81
/7
/2
2 

②
 

72
6 

19
81
-原

電
-T
01
7 

東
海
第
二
 

給
水
系
試
験
用
計
装
配
管
溶
接
部
の
損
傷
に
つ
い
て
  

19
81
/8
/1
0 

②
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番
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告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
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名
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生
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80
9 

19
81
-東

京
-T
02
0 

福
島
第
一
６
号
 

廃
棄
物
処
理
設
備
の
配
管
損
傷
に
つ
い
て
  

19
81
/8
/2
4 

②
 

80
8 

19
81
-東

京
-M
01
9 

福
島
第
一
２
号
 

補
助
ボ
イ
ラ
軽
油
移
送
配
管
の
漏
洩
  

19
81
/8
/2
4 

②
 

73
3 

19
81
-原

電
-M
02
5 

東
海
第
二
 

原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
入
口
安
全
弁
取
出
配
管
の
漏
え
い
に

つ
い
て
 

19
81
/9
/1
2 
 

②
 

81
4 

19
81
-東

京
-M
02
5 

福
島
第
一
２
号
 

残
留
熱
除
去
海
水
系
配
管
の
漏
洩
に
つ
い
て
  

19
81
/9
/1
4 

②
 

81
5 

19
81
-東

京
-M
02
6 

福
島
第
一
５
号
 

電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力
取
出
し
配
管

損
傷
に
つ
い
て
 

19
81
/9
/1
7 
 

②
 

81
8 

19
81
-東

京
-T
02
9 

福
島
第
一
５
号
 

給
水
試
料
採
取
系
配
管
継
手
部
よ
り
の
漏
洩
に
伴
う
停
止

に
つ
い
て
 

19
81
/9
/2
8 
 

②
 

83
0 

19
81
-東

京
-M
04
1 

福
島
第
一
５
号
 

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備
の
海
水
冷
却
系
配
管
の
損
傷
に
つ

い
て
 

19
81
/1
1/
24
  

②
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ニ
ュ
ー
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ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

74
5 

19
81
-原

電
-T
03
6 

東
海
第
二
 

原
子
炉
建
屋
内
主
蒸
気
ト
ン
ネ
ル
室
床
面
の
汚
染
に
つ
い

て
 

19
81
/1
2/
1 
 

①
 

78
3 

19
81
-中

部
-M
00
8 

浜
岡
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
ポ
ン
プ
(Ｂ

)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル

の
取
替
 

19
81
/1
2/
3 
 

②
 

78
4 

19
81
-中

部
-T
00
9 

浜
岡
１
号
 

復
水
器
水
室
(Ａ

-２
)細

管
リ
ー
ク
に
つ
い
て
  

19
81
/1
2/
24
 

②
 

76
0 

19
81
-原

電
-M
05
1 

東
海
第
二
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
(Ａ

)号
機
封
水
配
管

漏
え
い
に
つ
い
て
 

19
82
/1
/8
  

②
 

78
6 

19
81
-中

部
-M
01
1 

浜
岡
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
ポ
ン
プ
(Ｂ

)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル

の
取
替
 

19
82
/1
/1
1 
 

②
 

83
6 

19
81
-東

京
-M
04
7 

福
島
第
一
１
号
 

非
常
用
ユ
ニ
ッ
ト
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
点
検
修
理
  

19
82
/1
/1
3 

②
 

76
4 

19
81
-原

電
-M
05
5 

東
海
第
二
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ド
レ
ン
ポ
ッ
ト
排
水
弁
(Ｅ

51
-Ｆ

02
6)
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
パ
ッ
キ
ン
交
換
に
よ
る
待
機
除
外
に

つ
い
て
 

19
82
/2
/9
 

②
 

 

9条-別添1-補足8-20

886



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

78
8 

19
81
-中

部
-M
01
3 

浜
岡
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
ポ
ン
プ
(Ａ

)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル

の
取
替
え
 

19
82
/2
/1
9 
 

②
 

84
0 

19
81
-東

京
-M
05
1 

福
島
第
一
１
号
 

非
常
用
ユ
ニ
ッ
ト
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
点
検
修
理
  

19
82
/2
/2
3 

②
 

84
2 

19
81
-東

京
-T
05
3 

福
島
第
一
６
号
 

高
圧
復
水
ポ
ン
プ
Ａ
号
機
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
水
配
管
損

傷
に
つ
い
て
 

19
82
/3
/2
2 
 

②
 

89
1 

19
82
-原

電
-M
00
8 

東
海
第
二
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ド
レ
ン
ポ
ッ
ト
排
水
ラ
イ
ン
ド
レ

ン
ト
ラ
ッ
プ
ボ
ン
ネ
ッ
ト
フ
ラ
ン
ジ
部
よ
り
の
漏
え
い
に

つ
い
て
 

19
82
/5
/8
 

②
 

96
1 

19
82
-東

京
-M
01
1 

福
島
第
一
１
号
 

Ｃ
Ｃ
Ｓ
Ｗ
ポ
ン
プ
（
格
納
容
器
冷
却
系
海
水
ポ
ン
プ
）
  

19
82
/6
/3
 

②
 

96
2 

19
82
-東

京
-M
01
2 

福
島
第
一
３
号
 

廃
液
濃
縮
器
の
孔
食
に
よ
る
損
傷
に
つ
い
て
  

19
82
/6
/1
7 

②
 

89
9 

19
82
-原

電
-M
01
6 

東
海
第
二
 

原
子
炉
建
屋
内
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

19
82
/6
/3
0 

① ②
 

 

9条-別添1-補足8-21

887



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

96
6 

19
82
-東

京
-M
01
6 

福
島
第
一
１
号
 

非
常
用
ユ
ニ
ッ
ト
Ｄ
/Ｇ

冷
却
器
及
び
計
装
品
点
検
  

19
82
/7
/2
 

②
 

98
1 

19
82
-東

京
-M
03
1 

福
島
第
一
２
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
ポ
ン
プ
(Ｂ

)軸
受
冷
却
水
の
漏
え

い
に
つ
い
て
 

19
82
/9
/2
8 
 

②
 

98
3 

19
82
-東

京
-T
03
3 

福
島
第
一
６
号
 

原
子
炉
再
循
環
系
圧
力
検
出
用
予
備
座
小
口
径
配
管
の
漏

え
い
に
つ
い
て
 

19
82
/1
0/
25
  

②
 

94
6 

19
82
-中

部
-T
00
6 

浜
岡
１
号
 

復
水
器
(Ａ

-１
)室

細
管
の
点
検
・
補
修
に
つ
い
て
  

19
82
/1
1/
3 

②
 

94
8 

19
82
-中

部
-M
00
8 

浜
岡
２
号
 

復
水
器
(Ａ

)室
細
管
の
点
検
・
補
修
に
つ
い
て
  

19
82
/1
2/
24
 

②
 

94
9 

19
82
-中

部
-T
00
9 

浜
岡
１
号
 

復
水
器
(Ａ

-１
)室

細
管
の
点
検
・
補
修
に
つ
い
て
  

19
83
/1
/5
 

②
 

10
78
 

19
83
-中

部
-T
00
1 

浜
岡
１
号
 

復
水
器
(Ａ

-１
・
２
)室

細
菅
の
点
検
・
補
修
に
つ
い
て
  

19
83
/4
/1
0 

②
 

 

9条-別添1-補足8-22

888



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

10
92
 

19
83
-東

京
-T
00
8 

福
島
第
一
１
号
 

タ
ー
ビ
ン
蒸
気
加
減
弁
制
御
装
置
油
漏
洩
に
よ
る
原
子
炉

自
動
停
止
に
つ
い
て
 

19
83
/8
/1
3 
 

②
 

10
53
 

19
83
-原

電
-M
01
4 

東
海
第
二
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
ポ
ン
プ
(Ａ

)の
不
具
合
に
つ
い
て
  

19
83
/9
/5
 

②
 

10
99
 

19
83
-東

京
-M
01
5 

福
島
第
一
６
号
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
シ
ー
ル
水
戻
り
配
管

の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

19
83
/9
/2
7 
 

②
 

11
00
 

19
83
-東

京
-T
01
6 

福
島
第
一
６
号
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
シ
ー
ル
水
戻
り
配
管

の
漏
洩
に
つ
い
て
 

19
83
/1
0/
3 
 

②
 

10
58
 

19
83
-原

電
-T
02
0 

東
海
第
二
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
室
内
の
漏
水
に
つ
い
て
  

19
83
/1
0/
23
 

①
 

11
03
 

19
83
-東

京
-M
01
9 

福
島
第
一
６
号
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
潤
滑
油
プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
ポ
ン

プ
修
理
 

19
83
/1
1/
18
  

②
 

10
63
 

19
83
-原

電
-T
02
5 

東
海
第
二
 

タ
ー
ビ
ン
抽
気
管
ド
レ
ン
系
の
蒸
気
漏
洩
に
つ
い
て
  

19
83
/1
2/
26
 

①
 

 

9条-別添1-補足8-23

889



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

11
12
 

19
83
-東

京
-M
02
8 

福
島
第
一
４
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
２
階
空
調
機
制
御
盤
室
消
火
水
漏
洩
に
つ

い
て
 

19
84
/2
/5
  

②
 

11
97
 

19
84
-東

京
-M
00
3 

福
島
第
一
１
号
 

格
納
容
器
ス
プ
レ
ー
海
水
ポ
ン
プ
(Ｂ

)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー

ル
取
替
 

19
84
/4
/2
5 
 

②
 

12
02
 

19
84
-東

京
-M
00
8 

福
島
第
一
３
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
ポ
ン
プ
(Ｂ

)メ
カ
シ
ー
ル
漏
洩
に

つ
い
て
 

19
84
/8
/5
  

②
 

12
07
 

19
84
-東

京
-T
01
3 

福
島
第
一
２
号
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
し
ゃ
へ
い
壁
内
バ
ル
ブ
の
不
具
合
に
つ

い
て
 

19
84
/1
0/
17
 

⑤
 

12
23
 

19
84
-東

北
-M
00
3 

女
川
１
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
配
管
ト
レ
ン
チ
内
溢
水
に
つ
い
て
  

19
84
/1
1/
27
 

①
 

12
14
 

19
84
-東

京
-M
02
1 

福
島
第
一
２
号
 

原
子
炉
給
水
流
量
検
出
配
管
継
手
部
の
に
じ
み
に
つ
い
て
  

19
84
/1
2/
17
 

②
 

12
15
 

19
84
-東

京
-M
02
2 

福
島
第
二
１
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
低
電
導
度
サ
ン
プ
(Ｂ

)ピ
ッ
ト
内
オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
 

19
84
/1
2/
18
 

① ②
 

 

9条-別添1-補足8-24

890



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

12
16
 

19
84
-東

京
-M
02
3 

福
島
第
二
３
号
 

３
/４

号
機
廃
棄
物
処
理
設
備
の
漏
洩
に
つ
い
て
  

19
84
/1
2/
20
 

②
 

12
18
 

19
84
-東

京
-T
02
5 

福
島
第
一
２
号
 

循
環
水
系
逆
洗
弁
(Ａ

１
)損

傷
に
よ
る
出
力
制
限
に
つ
い

て
  

19
85
/1
/2
1 

②
 

12
20
 

19
84
-東

京
-T
02
7 

福
島
第
二
２
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
再
生
熱
交
換
器
水
室
ト
ー
ラ
ス
リ

ン
グ
溶
接
部
の
損
傷
に
つ
い
て
 

19
85
/2
/7
  

②
 

12
80
 

19
85
-東

京
-M
00
2 

福
島
第
一
２
号
 

残
留
熱
除
去
系
弁
点
検
  

19
85
/5
/1
 

②
 

12
81
 

19
85
-東

京
-T
00
3 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

循
環
水
配
管
か
ら
の
海
水
漏
洩
に
つ
い
て
  

19
85
/5
/3
1 

②
 

12
83
 

19
85
-東

京
-M
00
5 

福
島
第
一
２
号
 

残
留
熱
除
去
系
点
検
  

19
85
/6
/2
0 

②
 

12
89
 

19
85
-東

京
-T
01
1 

福
島
第
一
１
号
 

起
動
用
母
線
電
源
盤
の
焼
損
に
つ
い
て
  

 1
98
5/
8/
31
  

④
 

 

9条-別添1-補足8-25

891



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

12
95
 

19
85
-東

京
-T
01
7 

福
島
第
一
５
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
ド
レ
ン
量
の
増
加
に
伴
う
原
子
炉
手

動
停
止
に
つ
い
て
 

19
85
/9
/2
0 
 

②
 

12
99
 

19
85
-東

京
-T
02
2 

福
島
第
一
４
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
機
器
ド
レ
ン
量
増
加
に
伴
う
原
子
炉
手

動
停
止
に
つ
い
て
 

19
85
/1
1/
29
  

②
 

13
01
 

19
85
-東

京
-M
02
4 

福
島
第
一
５
号
 

空
気
抽
出
器
駆
動
用
蒸
気
ド
レ
ン
配
管
ド
レ
ン
ト
ラ
ッ
プ

ボ
ン
ネ
ッ
ト
フ
ラ
ン
ジ
部
漏
洩
 

19
85
/1
2/
24
  

②
 

12
71
 

19
85
-原

電
-M
02
4 

東
海
第
二
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
海
水
系
出
口
逆
止
弁
の
不
具

合
に
つ
い
て
 

19
86
/3
/2
3 
 

①
 

13
70
 

19
86
-中

部
-T
00
1 

浜
岡
２
号
 

復
水
器
水
室
細
管
の
点
検
・
補
修
に
つ
い
て
  

19
86
/6
/2
0 

②
 

13
71
 

19
86
-中

部
-T
00
2 

浜
岡
２
号
 

復
水
器
水
室
細
管
の
点
検
・
補
修
に
つ
い
て
  

19
86
/7
/2
5 

②
 

13
84
 

19
86
-東

京
-T
00
9 

福
島
第
一
２
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
床
ド
レ
ン
量
の
増
加
に
伴
う
原
子
炉
手

動
停
止
に
つ
い
て
 

19
86
/1
1/
3 
 

②
 

 

9条-別添1-補足8-26

892



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

14
45
 

19
87
-中

部
-M
00
1 

浜
岡
１
号
 

復
水
器
水
室
細
管
の
点
検
・
補
修
に
つ
い
て
  

19
87
/4
/1
2 

②
 

14
58
 

19
87
-東

京
-M
00
9 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
保
修
に
つ
い
て
  

19
87
/6
/2
2 

②
 

14
62
 

19
87
-東

京
-M
01
3 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
(Ｃ

Ｕ
Ｗ
)ポ

ン
プ
(Ｂ

)除
染
用
フ

ラ
ン
ジ
か
ら
の
漏
洩
に
つ
い
て
 

19
87
/7
/1
2 
 

②
 

14
64
 

19
87
-東

京
-T
01
5 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
Ａ
号
機
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
か

ら
の
冷
却
水
の
漏
洩
に
つ
い
て
 

19
87
/8
/1
7 
 

②
 

14
67
 

19
87
-東

京
-M
01
8 

福
島
第
一
５
号
 

廃
液
濃
縮
器
(Ａ

)の
不
具
合
に
つ
い
て
  

19
87
/1
1/
13
 

②
 

14
79
 

19
87
-東

京
-T
03
0 

福
島
第
二
１
号
 

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
(Ｂ

)電
動
機
上
部
軸
受
温
度
上
昇

に
伴
う
原
子
炉
手
動
停
止
に
つ
い
て
 

19
88
/3
/1
8 
 

②
 

14
80
 

19
87
-東

京
-M
03
1 

福
島
第
一
６
号
 

排
ガ
ス
予
熱
器
の
不
具
合
に
つ
い
て
  

19
88
/3
/2
4 

②
 

 

9条-別添1-補足8-27
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

15
37
 

19
88
-中

部
-T
00
3 

浜
岡
２
号
 

高
圧
注
入
系
蒸
気
ド
レ
ン
配
管
点
検
・
保
修
に
伴
う
原
子
炉

手
動
停
止
に
つ
い
て
 

19
88
/5
/2
2 
 

②
 

15
52
 

19
88
-東

京
-T
00
6 

福
島
第
一
３
号
 

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
(Ａ

)吐
出
弁
ベ
ン
ト
配
管
エ
ル
ボ

溶
接
部
か
ら
の
漏
洩
に
よ
る
原
子
炉
手
動
停
止
 

19
88
/7
/2
7 

②
 

15
63
 

19
88
-東

京
-M
01
7 

福
島
第
一
４
号
 

廃
棄
物
処
理
系
弁
類
点
検
時
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

19
89
/1
/2
4 

① ②
 

15
64
 

19
88
-東

京
-T
01
8 

福
島
第
一
３
号
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
(Ｂ

)シ
ー
ル
水
ス
ト

レ
ー
ナ
フ
ラ
ン
ジ
部
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

19
89
/2
/1
3 
 

②
 

16
09
 

19
89
-東

京
-T
00
2 

福
島
第
二
２
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
再
生
熱
交
換
器
(Ｂ

)入
口
配
管
溶

接
部
か
ら
の
漏
え
い
に
伴
う
原
子
炉
手
動
停
止
に
つ
い
て
 

19
89
/6
/3
  

②
 

16
04
 

19
89
-中

部
-M
00
4 

浜
岡
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
ポ
ン
プ
(Ｂ

)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の

取
替
 

19
89
/1
1/
20
  

②
 

16
05
 

19
89
-中

部
-M
00
5 

浜
岡
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
ポ
ン
プ
(Ａ

)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
の

取
替
 

19
89
/1
2/
25
  

②
 

 

9条-別添1-補足8-28
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

16
22
 

19
89
-東

京
-T
01
5 

福
島
第
二
１
号
 

タ
ー
ビ
ン
制
御
油
漏
え
い
に
伴
う
原
子
炉
手
動
停
止
に
つ

い
て
 

19
89
/1
2/
27
 

① ②
 

16
07
 

19
89
-中

部
-M
00
7 

浜
岡
２
号
 

復
水
器
水
室
細
管
の
点
検
・
補
修
に
つ
い
て
  

19
90
/2
/2
3 

②
 

17
10
 

19
91
-東

京
-M
00
1 

福
島
第
一
１
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
海
水
漏
え
い
に
つ
い
て
  

19
91
/6
/2
4 

②
 

17
14
 

19
91
-東

京
-T
00
5 

福
島
第
一
１
号
 

補
機
冷
却
水
系
海
水
配
管
か
ら
の
海
水
漏
え
い
に
伴
う
原

子
炉
手
動
停
止
に
つ
い
て
 

19
91
/1
0/
30
  

②
 

17
19
 

19
91
-東

京
-M
01
1 

福
島
第
一
３
号
 

タ
ー
ビ
ン
制
御
用
Ｅ
Ｈ
Ｃ
油
冷
却
器
(Ａ

)の
漏
え
い
に
つ

い
て
  

19
92
/1
/1
7 

②
 

17
32
 

19
92
-原

電
-M
00
2 

東
海
第
二
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
Ａ
号
機
駆
動
用
タ
ー

ビ
ン
軸
振
動
値
の
増
加
に
つ
い
て
 

19
92
/4
/2
2 
 

②
 

18
 

19
92
-中

国
-T
00
3 

島
根
１
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
機
器
ド
レ
ン
量
の
増
加
に
伴
う
原
子

炉
手
動
停
止
に
つ
い
て
 

19
93
/2
/4
  

②
 

 

9条-別添1-補足8-29

895



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

17
47
 

19
93
-原

電
-M
00
5 

東
海
第
二
 

補
機
海
水
系
・
屋
外
出
口
配
管
か
ら
の
海
水
漏
え
い
に
つ
い

て
 

19
93
/9
/1
5 
 

②
 

17
88
 

19
94
-北

陸
-M
00
2 

志
賀
１
号
 

液
体
廃
棄
物
処
理
設
備
 高

電
導
度
廃
液
系
圧
力
検
出
配
管

ソ
ケ
ッ
ト
溶
接
部
か
ら
の
漏
洩
 

19
95
/1
/1
0 
 

②
 

17
73
 

19
94
-中

部
-M
00
5 

浜
岡
１
号
 

原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
(Ａ

)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
か
ら
の
漏

え
い
に
つ
い
て
 

19
95
/3
/1
6 
 

②
 

72
 

19
94
-東

京
-T
01
4 

福
島
第
一
３
号
 

循
環
水
ポ
ン
プ
(Ｂ

)不
具
合
に
伴
う
出
力
低
下
に
つ
い
て
  

19
95
/3
/2
4 

②
 

97
 

19
95
-東

京
-T
00
3 

柏
崎
刈
羽
５
号
 

タ
ー
ビ
ン
制
御
油
漏
え
い
に
伴
う
原
子
炉
手
動
停
止
に
つ

い
て
 

19
95
/7
/1
3 
 

②
 

18
10
 

19
95
-中

部
-M
00
4 

浜
岡
１
号
 

原
子
炉
圧
力
容
器
フ
ラ
ン
ジ
シ
ー
ル
部
か
ら
の
漏
え
い
に

つ
い
て
 

19
95
/1
0/
25
  

①
 

10
1 

19
95
-東

京
-T
00
8 

福
島
第
一
６
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
床
ド
レ
ン
量
の
増
加
に
伴
う
原
子
炉

手
動
停
止
に
つ
い
て
 

19
95
/1
1/
25
 

②
 

 

9条-別添1-補足8-30

896



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

18
02
 

19
95
-原

電
-M
01
0 

東
海
第
二
 

高
圧
復
水
ポ
ン
プ
(Ｂ

)の
バ
ラ
ン
ス
配
管
か
ら
の
微
少
漏

え
い
に
つ
い
て
 

19
96
/2
/4
  

②
 

18
33
 

19
96
-中

部
-M
00
2 

浜
岡
１
号
 

原
子
炉
機
器
冷
却
水
ポ
ン
プ
(Ａ

-１
)の

点
検
に
つ
い
て
  

19
96
/4
/2
5 

②
 

18
34
 

19
96
-中

部
-M
00
3 

浜
岡
２
号
 

原
子
炉
機
器
冷
却
水
ポ
ン
プ
(Ｂ

-２
)の

点
検
に
つ
い
て
  

19
96
/4
/2
8 

②
 

18
39
 

19
96
-東

京
-M
00
3 

福
島
第
一
４
号
 

補
助
ボ
イ
ラ
室
で
の
火
災
に
つ
い
て
  

19
96
/6
/1
3 

②
 

11
3 

19
96
-原

電
-T
00
4 

東
海
第
二
 

タ
ー
ビ
ン
制
御
油
漏
え
い
に
伴
う
原
子
炉
手
動
停
止
に
つ

い
て
 

19
96
/8
/1
0 
 

①
 

18
41
 

19
96
-東

京
-M
00
8 

福
島
第
一
４
号
 

高
圧
復
水
ポ
ン
プ
(Ａ

)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
か
ら
の
漏
え

い
に
つ
い
て
 

19
96
/9
/4
  

②
 

14
5 

19
97
-東

京
-T
00
5 

福
島
第
一
２
号
 

調
整
運
転
中
の
電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
(Ａ

)出

口
逆
止
弁
ボ
ン
ネ
ッ
ト
シ
ー
ル
部
か
ら
の
漏
え
い
に
伴
う

出
 

19
97
/6
/8
 

① ②
 

 

9条-別添1-補足8-31

897



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

18
83
 

19
97
-東

京
-M
00
7 

柏
崎
刈
羽
７
号
 

グ
ラ
ン
ド
蒸
気
系
蒸
化
器
計
装
ラ
ッ
ク
か
ら
の
蒸
気
漏
え

い
に
つ
い
て
 

19
97
/7
/1
8 
 

②
 

14
6 

19
97
-東

京
-T
00
9 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
(Ａ

)出
口
逆
止
弁
か

ら
の
漏
え
い
に
伴
う
出
力
制
限
に
つ
い
て
 

19
97
/8
/1
9 
 

②
 

18
86
 

19
97
-東

京
-M
01
2 

福
島
第
一
２
号
 

残
留
熱
除
去
系
(Ｒ

Ｈ
Ｒ
)熱

交
換
器
(Ａ

)海
水
側
ド
レ
ン

ラ
イ
ン
フ
ラ
ン
ジ
パ
ッ
キ
ン
の
交
換
 

19
97
/1
0/
24
  

②
 

18
94
 

19
97
-東

京
-M
02
6 

福
島
第
二
１
号
 

原
子
炉
建
屋
地
下
２
階
床
面
へ
の
漏
え
い
に
つ
い
て
  

19
98
/3
/2
7 

①
 

18
95
 

19
97
-東

京
-M
02
7 

福
島
第
二
４
号
 

残
留
熱
除
去
機
器
冷
却
系
海
水
配
管
フ
ラ
ン
ジ
パ
ッ
キ
ン

の
取
替
に
つ
い
て
 

19
98
/3
/2
9 
 

②
 

88
76
 

19
98
-中

国
-M
00
1 

島
根
２
号
 

２
号
機
Ａ
-デ

ィ
ー
ゼ
ル
機
関
Ｌ
-１

シ
リ
ン
ダ
か
ら
の
漏

水
  

19
98
/5
/1
1 

②
 

19
30
 

19
98
-東

京
-M
00
2 

柏
崎
刈
羽
７
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
循
環
水
配
管
エ
リ
ア
に
お
け
る
海
水
の
溢

水
に
つ
い
て
 

19
98
/6
/1
  

①
 

 

9条-別添1-補足8-32

898



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

19
31
 

19
98
-東

京
-M
00
3 

福
島
第
二
２
号
 

原
子
炉
ウ
ェ
ル
内
に
お
け
る
漏
え
い
に
つ
い
て
  

19
98
/7
/6
 

①
 

16
8 

19
98
-東

京
-T
00
4 

福
島
第
二
２
号
 

調
整
運
転
中
の
タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
(Ａ

)

蒸
気
加
減
弁
フ
ラ
ン
ジ
部
か
ら
の
漏
え
い
に
伴
う
出
力
制

限
に
つ
い
て
 

19
98
/7
/2
1 

① ②
 

17
2 

19
98
-東

京
-T
01
1 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
Ｌ
Ｃ
Ｗ
サ
ン
プ
か
ら
の
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
に
つ
い
て
 

19
98
/1
0/
8 
 

①
 

16
6 

19
98
-中

部
-T
00
3 

浜
岡
２
号
 

給
水
ポ
ン
プ
駆
動
タ
ー
ビ
ン
(Ｂ

)ケ
ー
シ
ン
グ
ド
レ
ン
配

管
用
管
台
部
点
検
に
伴
う
原
子
炉
手
動
停
止
に
つ
い
て
 

19
98
/1
1/
3 
 

②
 

プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
 

―
 

女
川
１
号
 

女
川
原
子
力
発
電
所
１
号
機
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
配
管

の
漏
洩
に
つ
い
て
 

19
98
/1
1/
14
 

②
 

19
39
 

19
98
-東

京
-M
01
7 

福
島
第
一
４
号
 

補
機
冷
却
海
水
系
戻
り
弁
か
ら
の
海
水
微
少
漏
え
い
に
つ

い
て
 

19
99
/1
/5
  

②
 

19
40
 

19
98
-東

京
-M
01
8 

福
島
第
一
５
号
 

給
水
加
熱
器
(１

Ｃ
)ド

レ
ン
配
管
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い

て
  

19
99
/1
/1
3 

②
 

 

9条-別添1-補足8-33

899



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

19
59
 

19
99
-原

電
-M
00
1 

東
海
第
二
 

主
復
水
器
循
環
水
系
バ
イ
パ
ス
管
か
ら
の
溢
水
に
つ
い
て
  

19
99
/4
/2
0 

①
 

19
60
 

19
99
-原

電
-M
00
3 

東
海
第
二
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
プ
リ
コ
ー
ト
タ
ン
ク
か
ら
の
溢

水
に
つ
い
て
 

19
99
/5
/2
1 
 

①
 

19
91
 

19
99
-東

京
-M
01
5 

福
島
第
一
１
号
 

定
期
検
査
中
の
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
で
の
油
漏
え
い
に
つ
い

て
 

19
99
/1
0/
18
  

①
 

22
7 

20
00
-東

京
-T
00
5 

柏
崎
刈
羽
２
号
 

タ
ー
ビ
ン
系
蒸
気
凝
縮
水
漏
え
い
に
伴
う
原
子
炉
手
動
停

止
に
つ
い
て
 

20
00
/6
/2
9 

②
 

23
0 

20
00
-東

京
-T
00
8 

福
島
第
一
２
号
 

タ
ー
ビ
ン
制
御
油
漏
え
い
に
伴
う
原
子
炉
手
動
停
止
に
つ

い
て
 

20
00
/7
/2
3 

②
 

20
76
 

20
00
-東

北
-M
00
1 

女
川
１
号
 

復
水
ろ
過
脱
塩
塔
出
口
配
管
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い
て
  

20
00
/9
/2
 

②
 

20
72
 

20
00
-東

京
-M
01
5 

柏
崎
刈
羽
５
号
 

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
Ｍ
Ｇ
セ
ッ
ト
(Ｂ

)電
動
機
側
ギ
ヤ

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
部
か
ら
の
グ
リ
ー
ス
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
00
/1
2/
22
  

②
 

 

9条-別添1-補足8-34

900



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

20
74
 

20
00
-東

京
-M
01
8 

福
島
第
一
６
号
 

主
発
電
機
冷
却
用
水
素
ガ
ス
漏
え
い
に
つ
い
て
  

20
01
/2
/1
3 

②
 

20
26
 

20
00
-原

電
-M
01
0 

東
海
第
二
 

廃
棄
物
処
理
設
備
機
器
ド
レ
ン
系
廃
液
脱
塩
器
の
使
用
済
樹
脂

漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
01
/3
/2
3 

① ②
 

21
12
 

20
01
-東

京
-M
00
4 

柏
崎
刈
羽
６
号
 

屋
外
消
火
系
配
管
損
傷
に
よ
る
消
火
用
水
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
01
/5
/1
7 
 

①
 

24
3 

20
01
-東

京
-T
00
8 

柏
崎
刈
羽
６
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水
の
漏
え
い
に
伴
う

原
子
炉
手
動
停
止
に
つ
い
て
 

20
01
/6
/1
8 
 

②
 

21
18
 

20
01
-東

京
-M
01
3 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
位
計
か
ら
の
漏
水
に
つ
い
て
  

20
01
/7
/1
2 

①
 

21
32
 

20
01
-東

北
-M
00
1 

女
川
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
の
漏
え
い
に
つ
い
て
  

20
01
/7
/2
3 

① ②
 

21
21
 

20
01
-東

京
-M
01
6 

福
島
第
二
２
号
 

蒸
気
加
減
弁
急
速
閉
用
圧
力
ス
イ
ッ
チ
検
出
ラ
イ
ン
継
ぎ
手
部

か
ら
の
漏
え
い
修
理
に
つ
い
て
 

20
01
/8
/1
2 
 

②
 

 

9条-別添1-補足8-35

901



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

21
36
 

20
01
-北

陸
-M
00
2 

志
賀
１
号
 

高
圧
復
水
ポ
ン
プ
(Ｂ

)メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
か
ら
の
漏
え

い
に
つ
い
て
 

20
01
/8
/2
6 
 

②
 

20
93
 

20
01
-原

電
-M
01
0 

東
海
第
二
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
(Ａ

)封
水
出
口
配
管

か
ら
の
蒸
気
微
少
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
01
/1
2/
10
  

②
 

24
8 

20
01
-東

北
-T
00
5 

女
川
２
号
 

復
水
流
量
計
配
管
付
け
根
部
か
ら
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
02
/3
/7
 

②
 

21
87
 

20
02
-東

北
-M
00
1 

女
川
２
号
 

湿
分
分
離
ド
レ
ン
タ
ン
ク
水
位
調
節
弁
ボ
ン
ネ
ッ
ト
部
か

ら
の
に
じ
み
に
つ
い
て
 

20
02
/4
/2
  

②
 

21
48
 

20
02
-原

電
-M
00
2 

東
海
第
二
 

発
電
機
界
磁
整
流
器
盤
内
整
流
器
冷
却
水
ホ
ー
ス
か
ら
の

微
少
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
02
/5
/1
9 
 

②
 

21
50
 

20
02
-原

電
-M
00
4 

東
海
第
二
 

高
圧
タ
ー
ビ
ン
入
口
配
管
ド
レ
ン
ラ
イ
ン
オ
リ
フ
ィ
ス
ス

ト
レ
ー
ナ
下
流
部
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
02
/5
/2
9 

②
 

22
63
 

20
02
-中

部
-M
00
2 

浜
岡
３
号
 

給
水
ポ
ン
プ
駆
動
タ
ー
ビ
ン
高
圧
蒸
気
加
減
弁
ド
レ
ン
元

弁
の
点
検
に
つ
い
て
 

20
02
/7
/3
  

②
 

 

9条-別添1-補足8-36

902



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

21
52
 

20
02
-原

電
-M
00
6 

東
海
第
二
 

原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
駆
動
タ
ー
ビ
ン
Ａ
号
機
グ
ラ
ン
ド
下

部
か
ら
の
凝
縮
水
微
少
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
02
/7
/5
  

②
 

プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
 

―
 

浜
岡
４
号
 

原
子
炉
建
屋
１
階
に
お
け
る
水
漏
に
つ
い
て
  

20
02
/7
/1
1 

②
 

21
81
 

20
02
-東

京
-M
00
6 

柏
崎
刈
羽
７
号
 

低
圧
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
室
で
の
漏
水
に
つ
い
て
  

20
02
/7
/1
2 

①
 

21
80
 

20
02
-東

京
-M
00
7 

柏
崎
刈
羽
６
号
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
ポ
ン
プ
室
で
の
水
の
飛
散
に
つ

い
て
 

20
02
/7
/1
2 
 

①
 

25
6 

20
02
-東

京
-T
00
9 

福
島
第
一
３
号
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
配
管
の
不
具
合
  

20
02
/8
/2
2 

②
 

21
84
 

20
02
-東

京
-M
01
4 

福
島
第
一
３
号
 

格
納
容
器
内
へ
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
02
/9
/2
4 

①
 

25
8 

20
02
-東

京
-T
01
9 

福
島
第
一
４
号
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
挿
入
引
抜
配
管
の
不
具
合
  

20
02
/1
0/
11
 

②
 

 

9条-別添1-補足8-37

903



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

31
1 

20
02
-東

京
-M
02
4 

柏
崎
刈
羽
４
号
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
ド
レ
ン
受
け
タ
ン
ク
か
ら
の
純
水
の
オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
 

20
02
/1
1/
7 
 

①
 

プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
 

―
 

浜
岡
３
号
 

サ
ー
ビ
ス
建
屋
地
下
１
階
（
放
射
線
管
理
区
域
外
）
で
発
見

さ
れ
た
水
た
ま
り
に
つ
い
て
 

20
02
/1
1/
8 

②
 

21
62
 

20
02
-原

電
-M
01
6 

東
海
第
二
 

タ
ー
ビ
ン
主
塞
止
弁

No
.４

 グ
ラ
ン
ド
蒸
気
リ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
02
/1
2/
6 
 

①
 

21
90
 

20
02
-東

北
-M
00
7 

女
川
１
号
 

定
期
検
査
中
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
け
る
水
の
漏
え

い
に
つ
い
て
 

20
02
/1
2/
14
  

①
 

22
69
 

20
02
-中

部
-M
00
7 

浜
岡
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
サ
ン
プ
リ
ン
グ
ラ
ッ
ク
周
り
の
溢

水
に
つ
い
て
 

20
03
/1
/1
5 
 

①
 

29
5 

20
02
-東

京
-M
03
4 

柏
崎
刈
羽
２
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
03
/1
/2
3 

①
 

プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
 

―
 

浜
岡
３
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
２
階
で
発
見
さ
れ
た
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
03
/4
/1
7 

②
 

 

9条-別添1-補足8-38

904



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
 

―
 

浜
岡
１
号
 

復
水
ろ
過
脱
塩
装
置
２
階
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
03
/5
/1
5 

②
 

プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
 

―
 

浜
岡
２
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
１
階
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
03
/5
/2
1 

②
 

プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
 

―
 

浜
岡
３
号
 

補
助
建
屋
地
下
１
階
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
03
/5
/2
9 

②
 

27
2 

20
03
-北

陸
-M
00
1 

志
賀
１
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
の
漏
水
に
つ
い
て
  

20
03
/5
/3
1 

①
 

22
56
 

20
03
-北

陸
-M
00
2 

志
賀
１
号
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
室
に
お
け
る
弁
の
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ

キ
ン
部
か
ら
の
水
の
滴
下
に
つ
い
て
 

20
03
/6
/9
 

②
 

22
64
 

20
03
-北

陸
-M
00
5 

志
賀
１
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
の
所
内
蒸
気
凝
縮
水
の
飛
散
に
つ
い
て
  

20
03
/6
/2
6 

①
 

22
82
 

20
03
-北

陸
-M
00
6 

志
賀
１
号
 

ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
設
備
に
お
け
る
溶
剤
残
渣
の
飛
散

に
つ
い
て
 

20
03
/6
/2
7 
 

①
 

 

9条-別添1-補足8-39

905



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

27
4 

20
03
-東

京
-T
01
4 

福
島
第
一
２
号
 

原
子
炉
建
屋
内
で
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
03
/7
/2
4 

①
 

22
58
 

20
03
-北

陸
-M
00
8 

志
賀
１
号
 

制
御
棒
駆
動
機
構
補
修
室
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
03
/7
/3
0 

①
 

22
83
 

20
03
-北

陸
-M
01
0 

志
賀
１
号
 

ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
設
備
か
ら
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
03
/8
/1
3 

①
 

プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
 

―
 

浜
岡
３
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
地
下
１
階
雨
水
に
つ
い
て
 

20
03
/8
/1
5 

⑤
 

22
65
 

20
03
-北

陸
-M
01
1 

志
賀
１
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却
器
排
水
口

か
ら
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
03
/8
/2
0 

①
 

22
84
 

20
03
-北

陸
-M
01
2 

志
賀
１
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
で
の
主
油
タ
ン
ク
油
冷
却
器
か
ら
の
油

漏
れ
に
つ
い
て
 

20
03
/8
/2
9 
 

①
 

プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
 

―
 

浜
岡
１
号
 

原
子
炉
建
屋
地
下
２
階
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
03
/9
/1
7 

②
 

 

9条-別添1-補足8-40

906



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

38
3 

20
03
-東

京
-M
01
7 

福
島
第
二
１
号
 

Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
タ
ー
ビ
ン
反
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
側
パ
ッ
キ
ン
箱
上

部
か
ら
の
水
の
滴
下
に
つ
い
て
 

20
03
/9
/1
7 
 

②
 

37
0 

20
03
-東

京
-S
01
3 

福
島
第
二
２
号
 

原
子
炉
建
屋
低
電
導
度
廃
液
系
サ
ン
プ
ピ
ッ
ト
へ
の
流
入

に
つ
い
て
 

20
03
/9
/2
4 
 

①
 

22
67
 

20
03
-北

陸
-M
01
6 

志
賀
１
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
け
る
漏
水
に
つ
い
て
  

20
03
/9
/2
5 

①
 

30
73
 

20
03
-東

京
-M
01
9 

福
島
第
一
１
号
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
(Ｄ

/Ｇ
１
Ａ
)の

異
常
に
つ
い

て
  

20
03
/9
/2
5 

②
 

22
70
 

20
03
-北

陸
-M
01
7 

志
賀
１
号
 

残
留
熱
除
去
系
(Ｃ

)ポ
ン
プ
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
部
か
ら

の
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
03
/9
/2
7 
 

①
 

33
4 

20
03
-東

京
-M
02
0 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
ド
レ
ン
配
管
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い
て
  

20
03
/9
/3
0 

②
 

37
2 

20
03
-東

京
-S
01
7 

福
島
第
二
２
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
２
階
工
具
棚
か
ら
の
微
量
な
油
だ
れ
の
発

生
に
つ
い
て
 

20
03
/1
0/
6 
 

①
 

 

9条-別添1-補足8-41

907



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

38
0 

20
03
-東

京
-M
02
5 

福
島
第
二
２
号
 

残
留
熱
除
去
系
安
全
弁
フ
ラ
ン
ジ
部
か
ら
の
水
の
滴
下
に

つ
い
て
 

20
03
/1
0/
7 
 

②
 

36
7 

20
03
-東

京
-S
01
8 

福
島
第
二
 

補
助
ボ
イ
ラ
起
動
時
の
蒸
気
ド
レ
ン
弁
か
ら
の
蒸
気
漏
え

い
に
つ
い
て
 

20
03
/1
0/
8 
 

②
 

36
9 

20
03
-東

京
-S
02
2 

福
島
第
二
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
計
装
ラ
ッ
ク
よ
り
の
水
の
滴
下
に

つ
い
て
 

20
03
/1
0/
14
  

②
 

33
8 

20
03
-東

京
-S
02
3 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

Ｒ
Ｈ
Ｒ
(Ａ

)系
排
水
ラ
イ
ン
排
水
口
か
ら
の
水
漏
れ
  

20
03
/1
0/
18
 

①
 

プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
 

―
 

浜
岡
２
号
 

原
子
炉
建
屋
廃
棄
物
処
理
装
置
エ
リ
ア
中
２
階
に
お
け
る

水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
03
/1
0/
26
 

②
 

37
3 

20
03
-東

京
-S
02
5 

福
島
第
二
１
号
 

１
，
２
号
機
サ
ー
ビ
ス
建
屋
地
下
２
階
冷
凍
機
用
潤
滑
油
の

捕
集
容
器
か
ら
の
微
量
な
油
だ
れ
の
発
生
に
つ
い
て
 

20
03
/1
0/
27
 

②
 

22
71
 

20
03
-北

陸
-M
01
8 

志
賀
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
再
循
環
系
配
管
ド
レ
ン
弁
か
ら
の
水
漏
れ

に
つ
い
て
 

20
03
/1
1/
12
 

①
 

 

9条-別添1-補足8-42

908



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

32
3 

20
03
-東

京
-S
02
8 

福
島
第
二
２
号
 

原
子
炉
建
屋
高
電
導
度
廃
液
系
サ
ン
プ
ピ
ッ
ト
へ
の
流
入

に
つ
い
て
 

20
03
/1
1/
14
 

①
 

プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
 

―
 

浜
岡
４
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
２
階
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
03
/1
1/
26
 

②
 

35
0 

20
03
-東

京
-S
03
4 

福
島
第
一
４
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
け
る
非
放
射
性
の
水
漏
れ
に
つ

い
て
 

20
3/
11
/2
6 

②
 

22
13
 

20
03
-東

京
-S
04
0 

柏
崎
刈
羽
５
号
 

Ｒ
Ｈ
Ｒ
リ
ー
ク
テ
ス
ト
弁
か
ら
の
漏
え
い
  

20
03
/1
2/
2 

①
 

34
2 

20
03
-東

京
-M
03
8 

福
島
第
一
６
号
 

原
子
炉
建
屋
内
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
03
/1
2/
5 

①
 

10
22
9 

20
03
-東

京
-M
03
7 

福
島
第
一
５
号
 

高
圧
注
水
系
タ
ー
ビ
ン
蒸
気
管
排
水
ラ
イ
ン
か
ら
の
微
少

な
蒸
気
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
03
/1
2/
5 

②
 

36
4 

20
03
-東

京
-S
04
5 

福
島
第
一
４
号
 

定
期
検
査
中
の
４
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
お
け
る
非
放
射

性
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
03
/1
2/
12
 

②
 

 

9条-別添1-補足8-43

909



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

36
0 

20
03
-東

京
-S
04
6 

福
島
第
二
４
号
 

定
期
検
査
中
の
４
号
機
海
水
熱
交
換
器
建
屋
屋
外
に
お
け

る
海
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
03
/1
2/
16
 

②
 

30
30
 

20
03
-東

京
-S
04
7 

福
島
第
一
６
号
 

原
子
炉
建
屋
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
03
/1
2/
17
 

①
 

30
29
 

20
03
-東

京
-S
05
3 

福
島
第
一
６
号
 

原
子
炉
建
屋
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
03
/1
2/
24
 

①
 

30
27
 

20
03
-東

京
-S
05
4 

福
島
第
一
５
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
給
水
加
熱
室
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い

て
 

20
03
/1
2/
27
  

②
 

22
28
 

20
03
-東

京
-M
04
1 

福
島
第
二
３
号
 

残
留
熱
除
去
機
器
冷
却
系
冷
却
水
ポ
ン
プ
(Ｂ

)吸
込
側
の

配
管
フ
ラ
ン
ジ
部
か
ら
の
水
の
滴
下
に
つ
い
て
 

20
04
/1
/1
9 

②
 

23
83
 

20
03
-東

京
-S
06
5 

福
島
第
一
６
号
 

原
子
炉
建
屋
内
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
04
/1
/2
5 

①
 

プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
 

―
 

浜
岡
２
号
 

原
子
炉
建
屋
地
下
２
階
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
04
/2
/5
 

②
 

 

9条-別添1-補足8-44

910



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

22
32
 

20
03
-東

京
-M
04
7 

福
島
第
二
３
号
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
注
入
ラ
イ
ン
配
管
フ
ラ
ン
ジ
部
か

ら
の
水
の
滴
下
に
つ
い
て
 

20
04
/2
/7
 

②
 

22
94
 

20
03
-東

京
-S
09
0 

福
島
第
二
２
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
低
電
導
度
廃
液
サ
ン
プ
ピ
ッ
ト
等
へ
の
漏

え
い
に
つ
い
て
 

20
04
/3
/3
 

②
 

プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
 

―
 

浜
岡
２
号
 

原
子
炉
建
屋
格
納
容
器
内
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
04
/3
/1
1 

②
 

23
21
 

20
03
-中

国
-T
00
7 

島
根
２
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
機
凝
縮
水
量
お

よ
び
床
ド
レ
ン
量
の
増
加
に
伴
う
原
子
炉
手
動
停
止
 

20
04
/3
/1
7 

②
 

24
47
 

20
04
-東

京
-S
00
3 

柏
崎
刈
羽
５
号
 

大
湊
側
ラ
ン
ド
リ
ー
建
屋
成
型
品
用
洗
濯
機
(Ｂ

)か
ら
の

水
漏
れ
 

20
04
/4
/1
3 

②
 

プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
 

―
 

浜
岡
１
号
 

原
子
炉
地
下
２
階
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
04
/4
/2
7 

②
 

24
05
 

20
04
-東

京
-S
01
3 

福
島
第
二
 

廃
棄
処
理
建
屋
に
お
け
る
補
助
ボ
イ
ラ
給
水
タ
ン
ク
オ
ー

バ
フ
ロ
ー
ラ
イ
ン
か
ら
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
04
/5
/2
0 

①
 

 

9条-別添1-補足8-45

911



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

24
15
 

20
04
-東

京
-S
01
9 

福
島
第
一

5
号
 

廃
棄
物
処
理
建
屋
内
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
04
/6
/2
 

①
 

24
25
 

20
04
-東

京
-S
02
1 

福
島
第
一
２
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
除
湿
冷
却
系
統
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ

い
て
 

20
04
/6
/9
 

②
 

27
33
 

20
04
-北

陸
-M
00
2 

志
賀
１
号
 

廃
棄
物
処
理
建
屋
内
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
04
/6
/1
0 

①
 

27
74
 

20
04
-東

京
-S
02
2 

福
島
第
二
２
号
 

復
水
器
連
続
洗
浄
装
置
系
弁
フ
ラ
ン
ジ
部
よ
り
の
海
水
漏

え
い
に
つ
い
て
 

20
04
/6
/1
6 

①
 

24
63
 

20
04
-中

部
-S
00
4 

浜
岡
３
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
３
階
に
お
け
る
油
の
漏
え
い
に
つ
い
て
  

20
04
/6
/2
2 

②
 

24
76
 

20
04
-東

京
-S
02
6 

福
島
第
一
６
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
６
号
機
原
子
炉
建
屋
内
で
の
水

漏
れ
に
つ
い
て
 

20
04
/7
/1
6 

②
 

24
99
 

20
04
-東

京
-S
02
8 

福
島
第
二
 

サ
イ
ト
バ
ン
カ
建
屋
に
お
け
る
水
の
滴
下
に
つ
い
て
  

20
04
/7
/2
8 

②
 

 

9条-別添1-補足8-46

912



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

24
98
 

20
04
-東

京
-M
02
3 

福
島
第
一
６
号
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
配
管
取
り
付
け
部
か
ら
の
水
の
に
じ

み
に
つ
い
て
 

20
04
/8
/5
 

②
 

25
02
 

20
04
-中

部
-S
01
2 

浜
岡
４
号
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
ま
わ
り
の
弁
の
監
視
に
つ
い

て
 

20
04
/8
/6
  

②
 

24
95
 

20
04
-東

京
-M
02
4 

福
島
第
二
２
号
 

原
子
炉
起
動
時
に
お
け
る
原
子
炉
水
位
高
事
象
の
発
生
に

つ
い
て
 

20
04
/8
/7
 

①
 

24
93
 

20
04
-東

京
-S
02
9 

柏
崎
刈
羽
６
号
 

高
圧
制
御
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
室
内
で
の
油
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
04
/8
/9
 

①
 

25
31
 

20
04
-中

部
-S
01
4 

浜
岡
５
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
地
下
１
階
配
管
室
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ

い
て
 

20
04
/8
/2
7 

②
 

プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
 

―
 

女
川
３
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
地
下
１
階
復
水
器
室
に
お
け
る
配
管
か
ら

の
結
露
水
滴
下
 

20
04
/8
/2
7 

―
 

25
17
 

20
04
-東

北
-M
00
5 

女
川
３
号
 

高
圧
第
２
給
水
加
熱
器
(Ｂ

)胴
側
逃
が
し
弁
フ
ラ
ン
ジ
部

か
ら
の
微
量
な
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
04
/8
/2
9 

① ②
 

 

9条-別添1-補足8-47

913



   

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

25
67
 

20
04
-東

京
-S
03
9 

福
島
第
二
 

１
，
２
号
機
廃
棄
物
処
理
建
屋
に
お
け
る
水
溜
ま
り
等
の
発

見
に
つ
い
て
 

20
04
/8
/2
9 

②
 

25
35
 

20
04
-東

京
-S
04
0 

柏
崎
刈
羽
４
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
４
号
機
 軽

油
タ
ン
ク
防
油
堤
内

作
業
時
に
お
け
る
軽
油
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
04
/8
/3
0 

①
 

25
25
 

20
04
-東

京
-S
04
4 

福
島
第
二
２
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
保
持
ポ
ン
プ
(Ａ

)出
入
口
差
圧
計

に
つ
な
が
る
配
管
継
ぎ
手
部
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
04
/9
/4
 

②
 

25
79
 

20
04
-東

京
-S
04
5 

福
島
第
一
３
号
 

定
期
検
査
中
の
３
号
機
原
子
炉
建
屋
に
お
け
る
水
漏
れ
に

つ
い
て
 

20
04
/9
/5
 

①
 

25
76
 

20
04
-東

京
-S
04
9 

福
島
第
一
１
号
 

定
期
検
査
中
の
１
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
の
油
漏
れ
に
つ

い
て
 

20
04
/9
/1
4 

①
 

25
49
 

20
04
-東

京
-S
05
5 

福
島
第
一
３
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
３
号
機
原
子
炉
格
納
容
器
内
に

お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
04
/9
/2
6 

①
 

25
66
 

20
04
-東

京
-S
05
9 

福
島
第
二
１
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
の
油
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
04
/1
0/
3 

②
 

9条-別添1-補足8-48

914



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

25
88
 

20
04
-中

部
-S
02
2 

浜
岡
３
号
 

サ
ー
ビ
ス
建
屋
地
下
１
階
に
お
け
る
火
災
報
知
器
の
作
動

（
誤
報
）
に
つ
い
て
 

20
04
/1
0/
9 

⑤
 

26
15
 

20
04
-東

京
-S
06
3 

福
島
第
一
４
号
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
ポ
ン
プ
潤
滑
油
フ
ィ
ル
タ
ー
か
ら
の

油
漏
れ
 

20
04
/1
0/
18
 

②
 

28
08
 

20
04
-北

陸
-M
01
3 

志
賀
１
号
 

補
機
冷
却
水
系
タ
ン
ク
か
ら
の
水
の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
に

つ
い
て
 

20
04
/1
0/
20
 

①
 

26
27
 

20
04
-東

京
-S
06
4 

福
島
第
一
５
号
 

電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
04
/1
0/
20
 

②
 

26
40
 

20
04
-東

北
-S
01
9 

女
川
１
号
 

原
子
炉
建
屋
内
に
お
け
る
洗
浄
用
の
補
給
水
の
漏
え
い
に

つ
い
て
 

20
04
/1
0/
21
 

①
 

26
00
 

20
04
-中

部
-S
02
4 

浜
岡
３
号
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
ま
わ
り
の
弁
の
監
視
に
つ
い

て
 

20
04
/1
0/
27
 

②
 

29
81
 

20
04
-東

京
-S
06
9 

柏
崎
刈
羽
７
号
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
ポ
ン
プ
室
内
で
の
油
に
じ
み
に
つ

い
て
 

20
04
/1
1/
4 

②
 

 

9条-別添1-補足8-49

915



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

26
23
 

20
04
-東

京
-M
04
4 

福
島
第
二
２
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
保
持
ポ
ン
プ
(Ｂ

)出
入
口
差
圧
計

配
管
継
ぎ
手
部
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
04
/1
1/
8 

②
 

26
28
 

20
04
-中

部
-S
02
7 

浜
岡
３
号
 

タ
ー
ビ
ン
機
器
冷
却
水
熱
交
換
器
の
点
検
作
業
に
つ
い
て
  

20
04
/1
1/
16
 

②
 

26
50
 

20
04
-中

部
-S
02
8 

浜
岡
５
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
地
下
１
階
 配

管
室
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ

い
て
 

20
04
/1
1/
17
 

②
 

27
79
 

20
04
-東

京
-S
07
7 

福
島
第
一
６
号
 

原
子
炉
建
屋
内
に
お
け
る
水
漏
れ
  

20
04
/1
1/
18
 

①
 

28
84
 

20
04
-東

京
-M
04
7 

福
島
第
一
６
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
低
電
導
度
廃
液
サ
ン
プ
流
量
増
加
に
つ

い
て
 

20
04
/1
1/
26
 

②
 

26
46
 

20
04
-東

京
-S
08
0 

福
島
第
一
２
号
 

高
圧
復
水
ポ
ン
プ
付
属
配
管
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い
て
  

20
04
/1
1/
30
 

②
 

27
12
 

20
04
-東

京
-S
08
2 

福
島
第
一
１
号
 

定
期
検
査
中
の
１
号
機
廃
棄
物
処
理
建
屋
内
に
お
け
る
水

漏
れ
に
つ
い
て
 

20
04
/1
2/
4 

①
 

 

9条-別添1-補足8-50
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

東
北
 

提
供
情
報
 

―
 

女
川
１
号
 

復
水
系
廃
ス
ラ
ッ
ジ
混
合
ポ
ン
プ
(Ｂ

)室
で
の
復
水
補
給

水
の
漏
え
い
 

20
04
/1
2/
6 

①
 

27
05
 

20
04
-東

京
-M
05
1 

福
島
第
一
４
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
４
号
機
の
原
子
炉
手
動
停
止
に

つ
い
て
 

20
04
/1
2/
8 

②
 

26
65
 

20
04
-東

京
-M
05
0 

福
島
第
一
２
号
 

湿
分
分
離
器
ド
レ
ン
タ
ン
ク
配
管
付
近
の
水
漏
れ
に
伴
う

原
子
炉
手
動
停
止
 

20
04
/1
2/
8 

②
 

26
63
 

20
04
-東

京
-S
08
6 

福
島
第
一
５
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
近
傍
洞
道
内
配
管
か
ら
の
水
漏
れ
（
飲
料

水
）
に
つ
い
て
 

20
04
/1
2/
12
 

②
 

27
15
 

20
04
-東

京
-S
08
7 

福
島
第
一
５
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
04
/1
2/
14
 

①
 

27
14
 

20
04
-東

京
-S
08
8 

福
島
第
一
３
号
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
(Ｂ

)室
内
で
の
油
漏
れ
に
つ

い
て
 

20
04
/1
2/
19
 

①
 

26
79
 

20
04
-東

京
-S
08
9 

福
島
第
一
５
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
に
お
け
る
水
漏
れ
  

20
04
/1
2/
22
 

①
 

 

9条-別添1-補足8-51

917



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

27
16
 

20
04
-中

部
-S
03
5 

浜
岡
３
号
 

補
助
建
屋
中
地
下
１
階
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
05
/1
/5
 

②
 

26
95
 

20
04
-東

京
-S
09
1 

福
島
第
二
１
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
お
け
る
油
漏
れ
  

20
05
/1
/7
 

①
 

26
96
 

20
04
-東

京
-S
09
2 

福
島
第
一
３
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
お
け
る
水
漏
れ
  

20
05
/1
/1
1 

②
 

27
57
 

20
04
-東

京
-S
09
4 

福
島
第
二
１
号
 

原
子
炉
建
屋
内
で
の
水
漏
れ
  

20
05
/1
/1
8 

①
 

27
76
 

20
04
-東

京
-T
05
8 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
に
お
け
る
蒸
気
の
微
少
漏
え
い
に
伴
う

原
子
炉
手
動
停
止
に
つ
い
て
 

20
05
/2
/4
 

②
 

27
58
 

20
04
-東

京
-S
10
3 

福
島
第
二
３
号
 

主
変
圧
器
点
検
作
業
中
の
油
漏
れ
  

20
05
/2
/7
 

①
 

27
68
 

20
04
-東

京
-S
10
6 

福
島
第
二
３
号
 

原
子
炉
建
屋
内
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
05
/2
/1
1 

①
 

 

9条-別添1-補足8-52

918



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

28
10
 

20
04
-東

京
-M
06
1 

福
島
第
一
３
号
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
(Ｂ

)室
内
で
の
油
漏
れ
  

20
05
/3
/1
 

②
 

28
26
 

20
04
-東

京
-S
11
5 

福
島
第
二
３
，
４
 

号
 

３
，
４
号
機
廃
棄
物
処
理
建
屋
低
電
導
度
廃
液
サ
ン
プ
ピ
ッ

ト
へ
の
水
の
流
入
に
つ
い
て
 

20
05
/3
/2
 

①
 

28
34
 

20
04
-東

京
-S
12
0 

福
島
第
二
３
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
お
け
る
海
水
の
漏
え
い
  

20
05
/3
/7
 

①
 

28
31
 

20
04
-東

京
-S
12
2 

柏
崎
刈
羽
７
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
で
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
05
/3
/8
 

①
 

28
41
 

20
04
-東

京
-S
12
4 

福
島
第
一
３
号
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
駆
動
用
タ
ー
ビ
ン
軸
受
け

部
か
ら
の
油
漏
れ
 

20
05
/3
/1
2 

①
 

28
62
 

20
04
-東

京
-S
12
9 

柏
崎
刈
羽
３
号
 

屋
外
軽
油
タ
ン
ク
防
油
堤
内
に
お
け
る
軽
油
の
漏
え
い
に

つ
い
て
 

20
05
/3
/1
6 

②
 

28
77
 

20
04
-東

京
-S
13
5 

柏
崎
刈
羽
３
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
05
/3
/2
8 

①
 

 

9条-別添1-補足8-53
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

28
83
 

20
04
-東

北
-S
04
2 

女
川
１
号
 

原
子
炉
建
屋
内
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
05
/3
/3
0 

①
 

29
08
 

20
04
-東

京
-S
13
7 

福
島
第
一
５
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
05
/3
/3
1 

①
 

29
10
 

20
04
-東

京
-S
13
8 

福
島
第
二
３
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
海
水
ス
ト
ー
ム
サ
ン
プ
ピ
ッ
ト
へ
の
水
の

流
入
に
つ
い
て
 

20
05
/3
/3
1 

②
 

29
15
 

20
05
-東

北
-S
00
4 

東
通
１
号
 

制
御
棒
駆
動
水
ポ
ン
プ
室
排
水
受
口
か
ら
の
溢
水
  

20
05
/4
/6
 

①
 

29
69
 

20
05
-北

陸
-S
00
1 

志
賀
２
号
 

２
号
機
 廃

棄
物
処
理
建
屋
に
お
け
る
漏
え
い
に
つ
い
て
  

20
05
/4
/1
6 

①
 

29
21
 

20
05
-東

京
-S
00
2 

福
島
第
一
６
号
 

６
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
に
お
け
る
蒸
気
漏
れ
  

20
05
/4
/1
7 

②
 

29
51
 

20
05
-東

北
-S
00
8 

東
通
１
号
 

復
水
器
水
室
か
ら
の
海
水
の
溢
水
  

20
05
/5
/4
 

①
 

 

9条-別添1-補足8-54

920



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

29
48
 

20
05
-東

京
-S
00
8 

福
島
第
一
２
号
 

原
子
炉
建
屋
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
05
/5
/7
 

①
 

30
12
 

20
05
-東

北
-S
00
9 

女
川
２
号
 

タ
ー
ビ
ン
排
気
室
マ
ン
ホ
ー
ル
養
生
部
か
ら
の
水
の
漏
え

い
に
つ
い
て
 

20
05
/5
/9
 

①
 

30
23
 

20
05
-東

京
-S
01
0 

福
島
第
一
２
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
で
の
油
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
05
/5
/1
3 

②
 

29
60
 

20
05
-東

京
-S
01
1 

福
島
第
一
５
号
 

廃
棄
物
処
理
建
屋
内
に
お
け
る
水
漏
れ
  

20
05
/5
/1
4 

②
 

29
84
 

20
05
-東

京
-S
01
3 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

再
循
環
Ｍ
Ｇ
セ
ッ
ト
油
冷
却
器
か
ら
の
油
漏
れ
  

20
05
/5
/3
1 

②
 

29
92
 

20
05
-東

京
-S
01
4 

福
島
第
二
１
号
 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
１
号
機
原
子
炉
建
屋
試
料
採
取

ラ
ッ
ク
室
内
で
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
05
/6
/5
 

②
 

30
52
 

20
05
-中

部
-S
00
4 

浜
岡
５
号
 

タ
ー
ビ
ン
機
器
冷
却
水
熱
交
換
器
内
に
お
け
る
冷
却
水
（
淡

水
）
の
海
水
側
へ
の
流
出
に
つ
い
て
 

20
05
/6
/9
 

②
 

 

9条-別添1-補足8-55

921



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

30
18
 

20
05
-東

京
-S
01
7 

福
島
第
一
２
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
に
お
け
る
水
漏
れ
  

20
05
/6
/1
1 

①
 

30
72
 

20
05
-東

京
-S
02
0 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

定
期
検
査
中
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
１
号
機
原
子
炉

建
屋
内
で
の
溢
水
に
つ
い
て
 

20
05
/6
/2
4 

①
 

30
67
 

20
05
-東

京
-S
02
1 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
潤
滑
油
ラ
ッ
ク
か
ら
の
油
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
05
/6
/2
7 

①
 

30
77
 

20
05
-東

京
-M
01
3 

福
島
第
一
２
号
 

高
圧
注
水
系
に
お
け
る
微
少
な
蒸
気
漏
れ
  

20
05
/6
/3
0 

①
 

31
06
 

20
05
-東

京
-S
02
5 

柏
崎
刈
羽
６
号
 

Ｆ
Ｐ
Ｃ
ポ
ン
プ
室
内
の
溢
水
に
つ
い
て
  

20
05
/7
/7
 

①
 

31
28
 

20
05
-東

京
-S
02
8 

福
島
第
一
１
号
 

原
子
炉
再
循
環
系
配
管
の
排
水
弁
不
具
合
  

20
05
/7
/1
5 

②
 

31
36
 

20
05
-中

部
-S
00
7 

浜
岡
３
号
 

給
水
系
第
２
隔
離
弁
(Ｂ

)グ
ラ
ン
ド
部
の
監
視
強
化
に
つ

い
て
 

20
05
/7
/2
4 

②
 

 

9条-別添1-補足8-56

922



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

31
85
 

20
05
-北

陸
-S
00
4 

志
賀
２
号
 

電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
吸
込
流
量
計
の
空
気
抜
き
操
作
間

違
い
に
つ
い
て
 

20
05
/7
/2
7 

①
 

31
62
 

20
05
-東

京
-M
02
2 

福
島
第
一
１
号
 

復
水
器
洗
浄
装
置
制
御
盤
の
火
災
に
つ
い
て
  

20
05
/8
/4
 

②
 

31
90
 

20
05
-東

京
-M
02
1 

福
島
第
一
１
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
で
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
05
/8
/4
 

②
 

31
78
 

20
05
-東

京
-M
02
5 

福
島
第
一
３
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
３
号
機
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
(Ａ

)定
例
試
験
時
の
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
05
/8
/6
 

②
 

31
91
 

20
05
-東

京
-S
03
9 

福
島
第
一
１
号
 

１
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
に
お
け
る
非
放
射
性
の
水
漏
れ

に
つ
い
て
 

20
05
/8
/1
2 

②
 

31
95
 

20
05
-東

京
-S
04
2 

福
島
第
二
４
号
 

地
震
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
に
お
け
る
空
調
ダ
ク
ト
か
ら
の

水
の
滴
下
に
つ
い
て
 

20
05
/8
/1
6 

③
 

31
96
 

20
05
-東

京
-S
04
1 

福
島
第
一
２
，
６
 

号
 

地
震
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
に
お
け
る
空
調
ダ
ク
ト
か
ら
の

水
の
滴
下
に
つ
い
て
 

20
05
/8
/1
6 

③
 

 

9条-別添1-補足8-57

923



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

32
11
 

20
05
-東

京
-S
04
3 

福
島
第
一
 

高
温
焼
却
炉
設
備
用
燃
料
供
給
ポ
ン
プ
の
軸
封
部
か
ら
の

油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
05
/8
/1
9 

②
 

32
39
 

20
05
-東

京
-M
02
9 

柏
崎
刈
羽
５
号
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
低
下
に
よ
る
運
転
上
の
制
限

の
逸
脱
に
つ
い
て
 

20
05
/9
/1
 

②
 

79
13
 

20
05
-東

京
-M
03
0 

柏
崎
刈
羽
３
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
低
電
導
度
廃
液
系
サ
ン
プ
(Ａ

)の
監
視
に

つ
い
て
 

20
05
/9
/1
5 

②
 

79
08
 

20
05
-中

部
-S
01
4 

浜
岡
４
号
 

浜
岡
４
号
機
 タ

ー
ビ
ン
軸
振
動
計
取
付
け
部
の
監
視
措
置

に
つ
い
て
 

20
05
/9
/2
8 

②
 

79
09
 

20
05
-東

京
-S
05
6 

福
島
第
二
１
号
 

１
号
機
に
お
け
る
タ
ー
ビ
ン
建
屋
低
電
導
度
廃
液
系
サ
ン

プ
ポ
ン
プ
の
起
動
回
数
の
増
加
に
つ
い
て
 

20
05
/9
/2
9 

②
 

79
16
 

20
05
-東

京
-M
03
4 

福
島
第
一
４
号
 

残
留
熱
除
去
系
海
水
配
管
か
ら
の
海
水
漏
え
い
に
つ
い
て
  

20
05
/1
0/
3 

②
 

79
37
 

20
05
-東

京
-M
03
7 

福
島
第
一
４
号
 

給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
(Ｃ

)の
点
検
状
況
に
つ
い
て
  

20
05
/1
0/
12
 

②
 

 

9条-別添1-補足8-58

924



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

79
53
 

20
05
-東

京
-S
06
2 

福
島
第
二
２
号
 

屋
外
地
下
道
に
お
け
る
放
水
配
管
か
ら
の
海
水
の
漏
え
い

に
つ
い
て
 

20
05
/1
0/
18
 

②
 

79
48
 

20
05
-東

京
-S
06
6 

福
島
第
二
３
号
 

原
子
炉
建
屋
に
お
け
る
水
溜
ま
り
の
発
見
に
つ
い
て
  

20
05
/1
0/
25
 

①
 

79
59
 

20
05
-東

京
-S
06
8 

福
島
第
一
５
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
５
号
機
屋
外
重
油
移
送
ポ
ン
プ

近
傍
か
ら
の
重
油
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
05
/1
1/
1 

②
 

79
62
 

20
05
-東

京
-S
07
0 

福
島
第
一
５
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
５
号
機
屋
外
配
管
敷
設
溝
に
お

け
る
重
油
だ
ま
り
の
発
見
に
つ
い
て
 

20
05
/1
1/
2 

②
 

79
64
 

20
05
-東

京
-S
06
9 

福
島
第
一
４
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
に
お
け
る
水
た
ま
り
の
発
見
に
つ
い
て
  

20
05
/1
1/
2 

②
 

82
15
 

20
05
-東

北
-S
04
1 

女
川
３
号
 

ス
ク
ラ
ム
弁
ボ
ン
ネ
ッ
ト
部
の
水
の
に
じ
み
に
つ
い
て
  

20
05
/1
1/
21
 

①
 

80
05
 

20
05
-東

京
-S
07
9 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
で
の
溢
水
に
つ
い
て
  

20
05
/1
2/
5 

②
 

 

9条-別添1-補足8-59

925



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

80
12
 

20
05
-東

京
-M
04
4 

福
島
第
一
４
号
 

高
圧
復
水
ポ
ン
プ
入
口
ヘ
ッ
ダ
ー
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
配
管

溶
接
部
か
ら
の
に
じ
み
 

20
05
/1
2/
10
 

②
 

80
15
 

20
05
-東

京
-S
08
1 

福
島
第
二
２
号
 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
２
号
機
屋
外
消
火
栓
付
近
に
お

け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
05
/1
2/
13
 

②
 

80
35
 

20
05
-東

京
-S
08
4 

福
島
第
二
１
，
２
 

号
 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
１
，
２
号
機
廃
棄
物
処
理
設
備
建

屋
ボ
イ
ラ
棟
内
ピ
ッ
ト
へ
の
水
の
流
入
に
つ
い
て
 

20
05
/1
2/
21
 

②
 

80
80
 

20
05
-東

京
-S
09
0 

福
島
第
一
６
号
 

原
子
炉
建
屋
内
で
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
06
/1
/1
2 

①
 

80
79
 

20
05
-東

京
-S
09
5 

福
島
第
一
６
号
 

原
子
炉
建
屋
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
06
/1
/1
8 

②
 

80
88
 

20
05
-東

京
-M
05
0 

福
島
第
一
６
号
 

給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
の
点
検
状
況
に
つ
い
て
  

20
06
/1
/2
7 

②
 

81
10
 

20
05
-東

京
-S
10
0 

福
島
第
二
１
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
低
電
導
度
廃
液
サ
ン
プ
(Ａ

)の
監
視
に
つ

い
て
 

20
06
/2
/1
6 

②
 

 

9条-別添1-補足8-60

926



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

81
61
 

20
05
-東

北
-S
05
6 

女
川
１
号
 

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
お
よ
び
非
常
用
補
機
冷
却
海
水

系
(Ｂ

)に
お
け
る
海
水
の
滴
下
に
つ
い
て
 

20
06
/2
/2
3 

①
 

82
51
 

20
05
-東

北
-S
05
9 

女
川
１
号
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
配
管
接
合
部
の
に
じ
み
に
つ
い
て
  

20
06
/3
/2
 

②
 

82
54
 

20
05
-東

北
-S
06
4 

女
川
１
号
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
上
部
の
フ
ィ
ル
タ
付
き
安
全
弁
か
ら
の

蒸
気
発
生
に
つ
い
て
 

20
06
/3
/7
 

②
 

81
41
 

20
05
-東

京
-S
10
4 

福
島
第
二

1，
２
号
 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
１
・
２
号
機
廃
棄
物
処
理
建
屋
内

に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
06
/3
/7
 

①
 

81
43
 

20
05
-東

京
-S
10
5 

福
島
第
一
６
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
６
号
機
原
子
炉
建
屋
に
お
け
る

水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
06
/3
/9
 

①
 

81
69
 

20
05
-東

京
-S
10
6 

福
島
第
二
 

廃
棄
物
処
理
建
屋
ボ
イ
ラ
ー
棟
内
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
06
/3
/2
5 

②
 

81
57
 

20
05
-東

京
-S
10
7 

福
島
第
一
６
号
 

原
子
炉
建
屋
に
お
け
る
海
水
漏
え
い
に
つ
い
て
  

20
06
/3
/2
5 

①
 

 

9条-別添1-補足8-61
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

81
78
 

20
06
-東

京
-S
00
2 

福
島
第
一
６
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
６
号
機
原
子
炉
建
屋
に
お
け
る

非
放
射
性
の
水
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
06
/4
/7
 

①
 

82
10
 

20
06
-東

京
-S
00
5 

福
島
第
一
３
号
 

原
子
炉
建
屋
主
蒸
気
隔
離
弁
室
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い

て
 

20
06
/4
/2
7 

①
 

82
13
 

20
06
-東

京
-S
00
7 

福
島
第
一
３
号
 

原
子
炉
建
屋
に
お
け
る
水
漏
れ
  

20
06
/5
/7
 

①
 

82
24
 

20
06
-東

京
-M
00
5 

福
島
第
二
４
号
 

相
分
離
母
線
ダ
ク
ト
部
か
ら
の
油
滴
下
に
伴
う
原
子
炉
手

動
停
止
に
つ
い
て
 

20
06
/5
/1
5 

②
 

82
42
 

20
06
-東

京
-M
00
7 

福
島
第
一

6
号
 

Ｍ
Ｓ
系
弁
間
ド
レ
ン
弁
グ
ラ
ン
ド
部
か
ら
の
漏
え
い
  

20
06
/5
/2
2 

②
 

82
95
 

20
06
-北

陸
-S
00
1 

志
賀
１
号
 

低
圧
復
水
ポ
ン
プ
Ａ
号
機
電
動
機
上
部
軸
受
潤
滑
油
へ
の

水
混
入
に
つ
い
て
 

20
06
/5
/2
5 

②
 

83
08
 

20
06
-東

京
-S
01
7 

福
島
第
一
３
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
３
号
機
原
子
炉
建
屋
に
お
け
る

水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
06
/6
/2
0 

②
 

 

9条-別添1-補足8-62
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

83
13
 

20
06
-東

京
-S
01
9 

福
島
第
一
１
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
１
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
に
お

け
る
重
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
06
/6
/2
3 

②
 

83
46
 

20
06
-東

京
-S
02
4 

福
島
第
二
１
号
 

原
子
炉
建
屋
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
06
/7
/1
6 

②
 

83
41
 

20
06
-東

京
-S
02
3 

福
島
第
一
６
号
 

所
内
ボ
イ
ラ
室
に
お
け
る
火
災
警
報
の
発
生
な
ら
び
に
非

放
射
性
の
水
の
漏
え
い
 

20
06
/7
/1
6 

①
 

83
48
 

20
06
-東

京
-S
02
5 

福
島
第
二
１
号
 

原
子
炉
建
屋
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
06
/7
/2
3 

①
 

83
76
 

20
06
-東

北
-T
00
9 

女
川
２
号
 

原
子
炉
建
屋
地
下
３
階
ト
ー
ラ
ス
室
に
お
け
る
漏
え
い
に

つ
い
て
 

20
06
/8
/3
 

①
 

83
79
 

20
06
-東

京
-S
02
8 

福
島
第
一
４
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
４
号
機
廃
棄
物
処
理
建
屋
に
お

け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
06
/8
/8
 

①
 

83
88
 

20
06
-東

京
-S
02
9 

柏
崎
刈
羽
７
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
７
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
で
の

水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
06
/8
/1
5 

②
 

 

9条-別添1-補足8-63
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

84
04
 

20
06
-東

京
-S
03
0 

福
島
第
一
５
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
06
/8
/1
7 

①
 

84
09
 

20
06
-東

京
-M
02
3 

福
島
第
二
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
ポ
ン
プ
(Ａ

)入
口
配
管
フ
ラ
ン
ジ

部
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
06
/8
/2
1 

②
 

84
08
 

20
06
-東

京
-S
03
4 

福
島
第
一
５
号
 

原
子
炉
建
屋
地
下
階
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
06
/8
/2
4 

②
 

84
84
 

20
06
-東

北
-S
03
4 

女
川
２
号
 

残
留
熱
除
去
系
(Ａ

)流
量
制
限
逆
止
弁
端
子
ボ
ッ
ク
ス
内

の
油
た
ま
り
に
つ
い
て
 

20
06
/9
/2
 

②
 

84
23
 

20
06
-東

京
-M
02
7 

福
島
第
二
３
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
ポ
ン
プ
(Ａ

)入
口
配
管
フ
ラ
ン
ジ

部
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
06
/9
/1
0 

②
 

84
30
 

20
06
-東

京
-S
03
8 

福
島
第
一
５
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
５
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
に
お

け
る
非
放
射
性
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
06
/9
/1
4 

① ②
 

84
50
 

20
06
-東

京
-M
03
0 

福
島
第
一
２
号
 

給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
の
点
検
状
況
に
つ
い
て
  

20
06
/9
/2
6 

②
 

 

9条-別添1-補足8-64

930



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

84
80
 

20
06
-中

部
-S
01
6 

浜
岡
３
号
 

３
号
機
 所

内
蒸
気
の
漏
え
い
に
よ
る
自
動
火
災
報
知
設
備

の
作
動
（
非
火
災
報
）
に
つ
い
て
 

20
06
/1
0/
12
 

②
 

85
42
 

20
06
-中

国
-M
00
1 

島
根
２
号
 

主
蒸
気
圧
力
検
出
器
の
点
検
に
つ
い
て
  

20
06
/1
0/
13
 

②
 

85
06
 

20
06
-東

京
-S
05
0 

福
島
第
二
１
，
２
 

号
 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
１
・
２
号
機
廃
棄
物
処
理
建
屋
内

に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
06
/1
1/
2 

①
 

85
75
 

20
06
-東

京
-S
05
2 

福
島
第
一
２
号
 

原
子
炉
建
屋
内
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
06
/1
1/
6 

①
 

85
47
 

20
06
-東

京
-S
05
3 

柏
崎
刈
羽
５
号
 

原
子
炉
建
屋
付
属
棟
内
（
非
管
理
区
域
）
に
お
け
る
水
道
水

漏
れ
に
つ
い
て
 

20
06
/1
1/
16
 

②
 

85
45
 

20
06
-東

京
-S
05
5 

柏
崎
刈
羽
５
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
５
号
機
サ
ー
ビ
ス
建
屋
（
非
管
理

区
域
）
に
お
け
る
潤
滑
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
06
/1
1/
18
 

②
 

85
89
 

20
06
-中

部
-S
01
7 

浜
岡
１
号
 

１
号
機
 タ

ー
ビ
ン
建
屋
地
下
１
 階

に
お
け
る
海
水
の
漏

え
い
に
つ
い
て
 

20
06
/1
1/
20
 

②
 

 

9条-別添1-補足8-65
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

85
55
 

20
06
-東

京
-S
05
7 

柏
崎
刈
羽
５
号
 

定
期
検
査
中
の
５
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
の
ク
レ
ー
ン
か
ら

の
潤
滑
油
漏
れ
 

20
06
/1
1/
25
 

②
 

86
07
 

20
06
-東

北
-S
05
4 

女
川
１
号
 

制
御
棒
駆
動
水
ポ
ン
プ
(Ｂ

)吐
出
逆
止
弁
か
ら
の
微
小
な

漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
06
/1
2/
5 

②
 

86
08
 

20
06
-東

北
-S
05
5 

女
川
２
号
 

起
動
用
真
空
ポ
ン
プ
気
水
分
離
器
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
か
ら
の

水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
06
/1
2/
5 

①
 

88
05
 

20
06
-原

電
-M
02
4 

東
海
第
二
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
(Ａ

)軸
封
部
シ
ー
ル

水
出
口
配
管
か
ら
の
微
少
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
07
/2
/2
1 

①
 

86
12
 

20
06
-東

京
-M
04
0 

福
島
第
二
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
ポ
ン
プ
(Ａ

)入
口
配
管
取
り
合
い

フ
ラ
ン
ジ
部
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
07
/1
/1
6 

②
 

86
31
 

20
06
-東

京
-S
07
2 

福
島
第
二
３
，
４
 

号
 

廃
棄
物
処
理
用
窒
素
製
造
装
置
の
空
気
圧
縮
機
室
内
（
非
管

理
区
域
）
に
お
け
る
非
放
射
性
の
水
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
07
/2
/4
 

②
 

90
27
 

20
06
-東

北
-S
08
7 

東
通
１
号
 

復
水
補
給
水
系
復
水
移
送
ポ
ン
プ
室
等
の
排
水
受
口
か
ら

の
溢
水
に
つ
い
て
 

20
07
/2
/7
 

①
 

 

9条-別添1-補足8-66

932



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

86
61
 

20
06
-中

部
-M
01
7 

浜
岡
４
号
 

４
号
機
 湿

分
分
離
加
熱
器
ド
レ
ン
タ
ン
ク
水
位
計
装
配
管

か
ら
の
排
水
の
監
視
強
化
に
つ
い
て
 

20
07
/2
/9
 

②
 

86
55
 

20
06
-東

京
-S
07
8 

福
島
第
一
５
号
 

廃
棄
物
処
理
建
屋
に
お
け
る
水
漏
れ
  

20
07
/2
/1
6 

①
 

89
19
 

20
06
-東

北
-S
09
3 

女
川
１
号
 

タ
-ビ

ン
建
屋
地
下
３
階
配
管
ス
ペ
-ス

に
お
け
る
海
水
の

溢
水
に
つ
い
て
 

20
07
/2
/2
0 

②
 

88
05
 

20
06
-原

電
-M
02
4 

東
海
第
二
 

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
(Ａ

)軸
封
部
シ
ー
ル

水
出
口
配
管
か
ら
の
微
少
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
07
/2
/2
1 

②
 

86
73
 

20
06
-東

京
-M
04
9 

柏
崎
刈
羽
５
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
５
号
機
原
子
炉
建
屋
内
に
あ
る

作
業
用
仮
設
ハ
ウ
ス
の
局
所
排
風
機
用
フ
ィ
ル
タ
か
ら
の

発
煙
に
つ
い
て
 

20
07
/2
/2
1 

④
 

86
83
 

20
06
-東

京
-S
08
0 

柏
崎
刈
羽
２
号
 

定
期
検
査
中
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
２
号
機
原
子
炉

建
屋
付
属
棟
（
非
管
理
区
域
）
に
お
け
る
潤
滑
油
漏
れ
に
つ

い
て
 

20
07
/2
/2
3 

－
 

89
20
 

20
06
-東

北
-S
09
9 

女
川
１
号
 

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
ベ
ン
ト
弁
か
ら
の
に
じ
み
に
つ

い
て
 

20
07
/2
/2
7 

②
 

 

9条-別添1-補足8-67

933



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

92
01
 

20
06
-東

北
-S
10
4 

女
川
３
号
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
(Ａ

)仮
設
フ
ラ
ン
ジ
か
ら
の
水
漏

れ
に
つ
い
て
 

20
07
/3
/3
 

②
 

87
01
 

20
06
-東

京
-M
05
0 

福
島
第
一
１
号
 

給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
の
点
検
状
況
  

20
07
/3
/5
 

②
 

87
54
 

20
06
-北

陸
-S
00
6 

志
賀
１
号
 

使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
か
ら
の
水
飛
散
に
つ
い
て
  

20
07
/3
/2
5 

③
 

87
71
 

20
06
-北

陸
-S
00
9 

志
賀
２
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
圧
力
調
節
弁
等
の
調
節
不
足
に
つ

い
て
 

20
07
/3
/3
0 

①
 

87
74
 

20
06
-中

部
-M
02
2 

浜
岡
３
号
 

３
号
機
 シ

ャ
ワ
ー
廃
液
処
理
設
備
配
管
の
小
さ
な
穴
の
確

認
に
つ
い
て
 

20
07
/3
/3
1 

②
 

89
32
 

20
07
-東

北
-S
00
5 

女
川
１
号
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
機
器
ド
レ
ン
サ
ン
プ
ポ
ン
プ
(Ａ

)軸
封
部

か
ら
の
水
の
飛
散
に
つ
い
て
 

20
07
/4
/9
 

①
 

87
82
 

20
07
-東

京
-S
00
3 

福
島
第
一
４
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
07
/4
/9
 

①
 

 

9条-別添1-補足8-68

934



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

89
33
 

20
07
-東

北
-S
00
6 

女
川
 

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
ド
レ
ン
弁
か
ら
下
流
側
配
管
へ

の
海
水
の
微
少
な
し
み
出
し
に
つ
い
て
 

20
07
/4
/1
0 

②
 

89
34
 

20
07
-東

北
-S
00
7 

女
川
１
号
 

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
入
口
計
器
元
弁
軸
封
部
か
ら
の

海
水
の
滴
下
に
つ
い
て
 

20
07
/4
/1
1 

②
 

87
81
 

20
07
-東

京
-S
00
4 

福
島
第
二
３
号
 

原
子
炉
建
屋
内
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
07
/4
/1
1 

①
 

89
30
 

20
07
-東

北
-S
01
0 

女
川
１
号
 

復
水
ろ
過
脱
塩
塔
(Ｅ

)プ
リ
コ
ー
ト
入
口
弁
の
軸
封
部
か

ら
の
水
の
滴
下
に
つ
い
て
 

20
07
/4
/1
6 

②
 

89
29
 

20
07
-東

北
-S
00
9 

女
川
１
号
 

機
器
ド
レ
ン
系
密
封
フ
ァ
ン
ネ
ル
か
ら
の
水
の
漏
え
い
に

つ
い
て
 

20
07
/4
/1
6 

②
 

89
26
 

20
07
-東

北
-S
01
1 

女
川
１
号
 

原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
吸
込
弁
の
軸
封
部
か
ら
の
水
の
滴
下

に
つ
い
て
 

20
07
/4
/1
7 

②
 

87
96
 

20
07
-東

京
-M
00
5 

柏
崎
刈
羽
６
号
 

６
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
で
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
07
/4
/2
5 

②
 

 

9条-別添1-補足8-69

935



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

88
08
 

20
07
-東

京
-S
01
3 

福
島
第
二
３
，
４
 

号
 

３
・
４
号
機
サ
ー
ビ
ス
建
屋
内
手
洗
い
場
に
お
け
る
水
漏
れ

に
つ
い
て
 

20
07
/4
/2
6 

②
 

88
07
 

20
07
-東

京
-S
01
4 

福
島
第
二
３
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
海
水
ス
ト
ー
ム
サ
ン
プ
ピ
ッ
ト
へ
の
水
の

流
入
に
つ
い
て
 

20
07
/4
/2
6 

①
 

プ
レ
ス
 

リ
リ
ー
ス
 

―
 

女
川
３
号
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
下
部
の
水
た
ま

り
に
つ
い
て
 

20
07
/5
/1
1 

②
 

88
22
 

20
07
-東

京
-S
01
7 

福
島
第
一
６
号
 

屋
外
に
お
け
る
非
放
射
性
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
07
/5
/1
5 

①
 

88
24
 

20
07
-東

京
-M
00
7 

福
島
第
一
１
号
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
低
下
に
伴
う
運
転
上
の
制
限
の

逸
脱
 

20
07
/5
/1
7 

①
 

88
40
 

20
07
-中

部
-M
00
3 

浜
岡
４
号
 

４
号
機
 高

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
機
器
冷
却
水
系
補
給
水
タ
ン

ク
の
水
位
低
下
に
つ
い
て
 

20
07
/5
/2
1 

②
 

88
66
 

20
07
-東

京
-S
02
0 

福
島
第
一
３
号
 

廃
棄
物
処
理
建
屋
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
07
/5
/3
0 

①
 

 

9条-別添1-補足8-70
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

89
56
 

20
07
-東

京
-S
02
4 

柏
崎
刈
羽
６
号
 

定
期
検
査
中
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
６
号
機
原
子
炉

建
屋
内
で
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
07
/6
/1
3 

①
 

89
57
 

20
07
-東

京
-M
01
4 

福
島
第
一
３
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
３
号
機
の
原
子
炉
手
動
停
止
に

つ
い
て
 

20
07
/6
/1
4 

②
 

89
96
 

20
07
-東

京
-S
02
7 

柏
崎
刈
羽
６
号
 

定
期
検
査
中
に
お
け
る
原
子
炉
建
屋
内
で
の
水
漏
れ
 

20
07
/6
/1
9 

①
 

91
68
 

20
07
-東

北
-S
03
3 

女
川
３
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
07
/6
/2
6 

①
 

92
09
 

20
07
-東

北
-S
03
7 

女
川
３
号
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
(Ａ

)仮
設
フ
ラ
ン
ジ
か
ら
の
水
漏

れ
に
つ
い
て
 

20
07
/7
/3
 

①
 

91
21
 

20
07
-東

京
-S
03
0 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 集

中
環
境
施
設
内
に
お
け
る
非

放
射
性
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
07
/7
/6
 

②
 

91
23
 

20
07
-東

京
-S
03
1 

福
島
第
一
６
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
６
号
機
屋
外
に
お
け
る
消
火
栓

配
管
か
ら
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
07
/7
/9
 

①
 

 

9条-別添1-補足8-71
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

91
29
 

20
07
-東

京
-S
03
2 

柏
崎
刈
羽
５
号
 

原
子
炉
建
屋
付
属
棟
（
非
管
理
区
域
）
に
お
け
る
換
気
空
調

機
器
結
露
水
の
溢
水
に
つ
い
て
 

20
07
/7
/1
1 

②
 

10
03
0 

20
07
-東

京
-M
02
7 

柏
崎
刈
羽
２
号
 

【
新
潟
県
中
越
沖
地
震
】
タ
ー
ビ
ン
建
屋
原
子
炉
給
水
ポ
ン

プ
駆
動
用
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
主
油
タ
ン
ク
(Ｂ

)タ
ン
ク
室
床

に
油
た
ま
り
 

20
07
/7
/1
6 

③
 

10
00
2 

20
07
-東

京
-M
02
5 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

【
新
潟
県
中
越
沖
地
震
】
原
子
炉
複
合
建
屋
地
下
５
階
に
お

け
る
漏
え
い
 

20
07
/7
/1
6 

③
 

91
34
 

20
07
-東

京
-T
03
5 

柏
崎
刈
羽
６
号
 

【
新
潟
県
中
越
沖
地
震
】
６
号
機
の
放
射
性
物
質
の
漏
え
い

に
つ
い
て
 

20
07
/7
/1
6 

③
 

91
50
 

20
07
-東

京
-T
03
1 

柏
崎
刈
羽
１
，
２
，

３
，
４
，
５
，
６
，

７
号
 

【
新
潟
県
中
越
沖
地
震
】
１
～
７
号
機
原
子
炉
建
屋
オ
ペ
レ

ー
テ
ィ
ン
グ
フ
ロ
ア
に
お
け
る
溢
水
 

20
07
/7
/1
6 

③
 

10
00
2 

20
07
-東

京
-M
02
5 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

【
新
潟
県
中
越
沖
地
震
】
原
子
炉
複
合
建
屋
地
下
５
階
に
お

け
る
漏
え
い
 

20
07
/7
/1
6 

③
 

10
02
9 

20
07
-東

京
-M
02
6 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

【
新
潟
県
中
越
沖
地
震
】
消
火
設
備
配
管
の
損
傷
に
つ
い
て
  
20
07
/7
/1
6 

③
 

 

9条-別添1-補足8-72
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

92
60
 

20
07
-東

京
-M
02
2 

柏
崎
刈
羽
１
，
２
，

３
号
 

【
新
潟
県
中
越
沖
地
震
】
１
～
３
号
機
使
用
済
み
燃
料
プ
ー

ル
の
水
位
低
下
に
よ
る
運
転
上
の
制
限
か
ら
の
逸
脱
お
よ

び
復
帰
に
つ
い
て
 

20
07
/7
/1
6 

③
 

10
06
6 

20
07
-東

京
-M
03
3 

柏
崎
刈
羽
１
，
２
，

３
，
４
，
５
，
６
，

７
号
 

新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
よ
る
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
で

発
生
し
た
不
適
合
事
象
（
Ｂ
グ
レ
ー
ド
以
上

80
 件

）
に
つ

い
て
 

20
07
/7
/1
6 

② ③ ⑤
 

91
49
 

20
07
-東

京
-S
03
6 

福
島
第
一
４
号
 

廃
棄
物
処
理
建
屋
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
07
/7
/2
5 

① ②
 

91
56
 

20
07
-東

京
-S
03
7 

福
島
第
二
３
号
 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
３
号
機
原
子
炉
建
屋
付
属
棟
に

お
け
る
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
07
/7
/2
7 

②
 

91
61
 

20
07
-東

京
-S
03
9 

福
島
第
二
２
号
 

定
期
検
査
中
の
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
２
号
機
原
子
炉

建
屋
低
電
導
度
廃
液
サ
ン
プ
ピ
ッ
ト
へ
の
水
の
流
入
に
つ

い
て
 

20
07
/7
/3
0 

① ②
 

91
72
 

20
07
-東

京
-S
04
0 

福
島
第
二
２
号
 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
２
号
機
 屋

外
軽
油
タ
ン
ク
の
防

油
堤
内
に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
07
/8
/2
 

②
 

93
78
 

20
07
-東

北
-S
05
4 

女
川
３
号
 

原
子
炉
再
循
環
系
の
水
張
り
時
に
お
け
る
冷
却
水
の
溢
水

に
つ
い
て
 

20
07
/8
/7
 

①
 

 

9条-別添1-補足8-73

939



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

91
95
 

20
07
-東

京
-S
04
4 

福
島
第
二
２
号
 

定
期
検
査
中
の
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
２
号
機
に
お
け

る
原
子
炉
建
屋
低
電
導
度
廃
液
サ
ン
プ
ピ
ッ
ト
へ
の
水
の

流
入
に
つ
い
て
 

20
07
/8
/1
6 

① ②
 

92
18
 

20
07
-東

京
-S
04
7 

福
島
第
二
１
，
２
 

号
 

廃
棄
物
処
理
建
屋
内
の
低
電
導
度
廃
液
系
収
集
ポ
ン
プ

(Ｂ
)室

に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
07
/8
/2
1 

②
 

92
91
 

20
07
-原

電
-M
00
8 

東
海
第
二
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 冷

却
水
系
圧

力
ス
イ
ッ
チ
元
弁
付
近
か
ら
の
水
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
07
/9
/4
 

②
 

92
84
 

20
07
-東

京
-S
06
0 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

原
子
炉
複
合
建
屋
（
非
管
理
区
域
）
に
お
け
る
潤
滑
油
漏
れ
  
20
07
/9
/1
0 

②
 

89
19
 

20
06
-東

北
-S
09
3 

女
川
１
号
 

タ
-ビ

ン
建
屋
地
下
３
階
配
管
ス
ペ
-ス

に
お
け
る
海
水
の

溢
水
に
つ
い
て
 

20
07
/2
/2
0 

②
 

プ
レ
ス
 

リ
リ
ー
ス
 

―
 

東
海
第
二
 

高
圧
復
水
ポ
ン
プ
(Ａ

)ケ
ー
シ
ン
グ
の
空
気
抜
き
配
管
の

取
替
え
に
つ
い
て
 

20
07
/9
/2
3 

②
 

93
38
 

20
07
-東

京
-M
05
4 

福
島
第
一
３
号
 

給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
の
点
検
状
況
に
つ
い
て
  

20
07
/9
/2
6 

②
 

 

9条-別添1-補足8-74

940



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

93
39
 

20
07
-東

京
-S
06
7 

福
島
第
二
１
号
 

定
期
検
査
中
の
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
１
号
機
タ
ー
ビ

ン
建
屋
高
電
導
度
廃
液
サ
ン
プ
ピ
ッ
ト
へ
の
水
の
流
入
に

つ
い
て
 

20
07
/9
/2
7 

①
 

93
49
 

20
07
-東

京
-S
07
0 

福
島
第
一
１
号
 

定
期
検
査
中
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
１
号
機
タ
ー
ビ

ン
建
屋
内
に
お
け
る
油
の
滴
下
に
つ
い
て
 

20
07
/1
0/
2 

① ②
 

93
53
 

20
07
-東

京
-S
07
2 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
原
子
炉
複
合
建
屋
低
電
導
度
廃

液
サ
ン
プ
ピ
ッ
ト
へ
の
水
の
流
入
に
つ
い
て
 

20
07
/1
0/
5 

③
 

93
57
 

20
07
-東

京
-M
05
6 

柏
崎
刈
羽
７
号
 

【
新
潟
県
中
越
沖
地
震
】
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
７
号
機

原
子
炉
ウ
ェ
ル
ラ
イ
ナ
ー
ド
レ
ン
水
の
検
知
に
つ
い
て
 

20
07
/1
0/
8 

②
 

94
52
 

20
07
-東

北
-S
06
5 

女
川
３
号
 

女
川
原
子
力
発
電
所
第
３
号
機
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
水
圧

制
御
ユ
ニ
ッ
ト
内
の
弁
軸
封
部
か
ら
の
水
の
滴
下
に
つ
い

て
 

20
07
/1
0/
9 

②
 

93
69
 

20
07
-東

京
-S
07
5 

福
島
第
一
１
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
地
下
１
階
所
内
ボ
イ
ラ
室
内
に
お
け
る
重

油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
07
/1
0/
10
 

①
 

93
74
 

20
07
-東

京
-S
07
7 

福
島
第
一
６
号
 

定
期
検
査
中
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
６
号
機
廃
棄
物

処
理
建
屋
内
に
お
け
る
非
放
射
性
の
水
の
漏
え
い
に
つ
い

て
 

20
07
/1
0/
11
 

①
 

 

9条-別添1-補足8-75
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

94
48
 

20
07
-東

北
-S
06
7 

女
川
２
号
 

女
川
原
子
力
発
電
所
第
２
号
機
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
水
圧

制
御
ユ
ニ
ッ
ト
内
の
弁
軸
封
部
か
ら
の
水
の
滴
下
に
つ
い

て
 

20
07
/1
0/
12
 

②
 

94
11
 

20
07
-東

京
-M
06
0 

福
島
第
一
６
号
 

原
子
炉
建
屋
内
に
お
け
る
水
漏
れ
  

20
07
/1
0/
25
 

①
 

94
42
 

20
07
-北

陸
-M
00
4 

志
賀
１
号
 

固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
に
お
け
る
ド
ラ
ム
缶
か
ら
の
析
出
物

確
認
に
つ
い
て
 

20
07
/1
0/
30
 

②
 

94
31
 

20
07
-東

京
-S
08
4 

福
島
第
二
１
，
２
 

号
 

１
・
２
号
機
廃
棄
物
処
理
建
屋
内
の
洗
濯
廃
液
収
集
タ
ン
ク

(Ａ
・
Ｂ
）
室
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
07
/1
1/
1 

②
 

94
27
 

20
07
-東

京
-S
08
6 

福
島
第
二
１
号
 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
１
号
機
原
子
炉
建
屋
内
に
お
け

る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
07
/1
1/
3 

①
 

94
59
 

20
07
-東

京
-S
09
2 

福
島
第
一
３
号
 

定
期
検
査
中
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
３
号
機
原
子
炉

格
納
容
器
内
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
07
/1
1/
19
 

①
 

94
70
 

20
07
-東

京
-S
09
6 

福
島
第
一
６
号
 

定
期
検
査
中
の
原
子
炉
建
屋
内
に
お
け
る
水
漏
れ
  

20
07
/1
1/
22
 

①
 

 

9条-別添1-補足8-76

942



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

95
48
 

20
07
-東

北
-S
08
9 

女
川
２
号
 

換
気
空
調
補
機
非
常
用
冷
却
水
系
弁
か
ら
の
に
じ
み
に
つ

い
て
 

20
07
/1
2/
25
 

②
 

95
36
 

20
07
-中

部
-S
01
3 

浜
岡
２
号
 

原
子
炉
建
屋
１
階
に
お
け
る
水
の
漏
え
い
に
つ
い
て
  

20
08
/1
/4
 

②
 

95
50
 

20
07
-東

京
-M
07
7 

柏
崎
刈
羽
７
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
発
電
機
下
部
に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
08
/1
/1
6 

①
 

95
63
 

20
07
-東

京
-M
07
9 

柏
崎
刈
羽
２
号
 

２
号
機
・
３
号
機
間
の
地
下
連
絡
通
路
内
（
管
理
区
域
）
に

お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
08
/1
/2
8 

②
 

96
28
 

20
07
-東

北
-S
10
2 

女
川
１
号
 

原
子
炉
建
屋
サ
ン
プ
リ
ン
グ
ラ
ッ
ク
室
内
に
お
け
る
原
子

炉
水
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
08
/2
/1
5 

① ②
 

96
69
 

20
07
-東

京
-S
12
7 

福
島
第
二
４
号
 

定
期
検
査
中
の
４
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
お
け
る
油
漏
れ

の
確
認
に
つ
い
て
 

20
08
/3
/3
1 

①
 

96
82
 

20
08
-東

京
-S
00
3 

柏
崎
刈
羽
６
号
 

原
子
炉
建
屋
（
非
管
理
区
域
）
に
お
け
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
か
ら
の
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
08
/4
/4
 

②
 

 

9条-別添1-補足8-77
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

東
北
 

提
供
情
報
 

―
 

東
通
１
号
 

主
タ
ー
ビ
ン
油
冷
却
器
(Ａ

)フ
ラ
ン
ジ
か
ら
の
漏
え
い
  

20
08
/4
/1
9 

①
 

10
84
6 

20
08
-東

京
-M
00
2 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

改
造
工
事
中
の
洗
濯
廃
液
系
主
配
管
で
の
漏
え
い
の
原
因

と
対
策
に
つ
い
て
 

20
08
/4
/2
4 

②
 

97
31
 

20
08
-北

陸
-M
00
3 

志
賀
１
号
 

残
留
熱
除
去
系
か
ら
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
  

20
08
/4
/2
5 

①
 

98
24
 

20
08
-東

京
-M
00
4 

福
島
第
一
４
号
 

給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
に
お
け
る
溜
ま
り
水
の
発
見

に
つ
い
て
 

20
08
/5
/7
 

②
 

97
65
 

20
08
-東

京
-S
00
7 

福
島
第
一
２
号
 

定
期
検
査
中
の
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ

い
て
 

20
08
/5
/8
 

②
 

97
74
 

20
08
-東

京
-S
00
8 

柏
崎
刈
羽
７
号
 

軽
油
タ
ン
ク
(Ｂ

)に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
08
/5
/1
9 

①
 

97
88
 

20
08
-東

京
-T
00
7 

福
島
第
一
５
号
 

起
動
操
作
中
の
５
号
機
高
圧
注
水
系
と
原
子
炉
隔
離
時
冷

却
系
不
具
合
に
よ
る
手
動
停
止
に
つ
い
て
 

20
08
/5
/2
5 

①
 

 

9条-別添1-補足8-78
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

98
48
 

20
08
-東

北
-S
01
8 

東
通
１
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
地
下
２
階
空
調
ダ
ク
ト
か
ら
の
滴
下
に
つ

い
て
 

20
08
/5
/2
6 

①
 

98
10
 

20
08
-北

陸
-S
00
1 

志
賀
１
号
 

原
子
炉
建
屋
地
下
２
階
に
お
け
る
水
の
漏
え
い
に
つ
い
て
  

20
08
/5
/3
0 

①
 

98
09
 

20
08
-東

京
-S
01
2 

柏
崎
刈
羽
６
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
（
管
理
区
域
）
に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ
い
て
  
20
08
/6
/4
 

①
 

98
27
 

20
08
-東

京
-M
00
9 

福
島
第
二
２
，
４
 

号
 

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
影
響
に
つ
い
て
  

20
08
/6
/1
4 

③
 

98
73
 

20
08
-北

陸
-M
00
5 

志
賀
２
号
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
保
持
ポ
ン
プ
(Ａ

)の
故
障
に
つ

い
て
 

20
08
/6
/1
7 

②
 

98
74
 

20
08
-北

陸
-M
00
6 

志
賀
２
号
 

発
電
機
固
定
子
冷
却
水
ポ
ン
プ
出
口
配
管
溶
接
部
の
わ
ず

か
な
ひ
び
に
つ
い
て
 

20
08
/6
/2
3 

②
 

98
84
 

20
08
-東

京
-S
01
6 

柏
崎
刈
羽
６
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
に
お
け
る
水
漏
れ
（
結
露
水
）
に
つ
い
て
  
20
08
/7
/1
1 

②
 

 

9条-別添1-補足8-79
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

99
05
 

20
08
-中

部
-M
01
1 

浜
岡
５
号
 

タ
ー
ビ
ン
付
属
建
屋
地
下
１
階
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い

て
  

20
08
/7
/2
3 

②
 

98
95
 

20
08
-東

北
-S
04
3 

女
川
３
号
 

女
川
原
子
力
発
電
所
３
号
機
サ
ー
ビ
ス
建
屋
に
お
け
る
水

た
ま
り
に
つ
い
て
 

20
08
/7
/2
4 

－
 

99
97
 

20
08
-東

京
-S
02
4 

柏
崎
刈
羽
３
号
 

原
子
炉
建
屋
内
（
管
理
区
域
）
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
  
20
08
/8
/2
9 

①
 

10
04
1 

20
08
-東

京
-S
03
2 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

海
水
熱
交
換
器
建
屋
（
非
管
理
区
域
）
に
お
け
る
水
漏
れ
（
雨

水
）
に
つ
い
て
 

20
08
/1
0/
27
 

⑤
 

10
08
1 

20
08
-原

電
-M
03
2 

東
海
第
二
 

屋
外
硫
酸
貯
蔵
タ
ン
ク
堰
内
で
の
漏
え
い
事
象
に
つ
い
て
  

20
08
/1
1/
9 

②
 

10
10
1 

20
08
-東

京
-S
05
3 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 タ

ー
ビ
ン
建
屋
（
管
理

区
域
）
に
お
け
る
堆
積
物
の
確
認
に
つ
い
て
 

20
08
/1
2/
3 

①
 

10
10
7 

20
08
-東

京
-S
04
1 

柏
崎
刈
羽
２
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
２
号
機
 原

子
炉
建
屋
内
（
管
理

区
域
）
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
08
/1
2/
14
 

①
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

10
16
0 

20
08
-東

北
-S
07
0 

女
川
３
号
 

タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
用
サ
ー
ボ
弁
か
ら
の
油
に
じ
み
に

つ
い
て
 

20
09
/1
/1
5 

②
 

10
30
7 

20
09
-東

京
-S
00
3 

福
島
第
一
１
，
２
，

３
，
４
号
 

１
～
４
号
機
側
屋
外
重
油
移
送
配
管
に
お
け
る
油
漏
れ
の

発
見
 

20
09
/4
/1
0 

②
 

10
30
9 

20
09
-東

京
-S
00
4 

柏
崎
刈
羽
３
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
３
号
機
 原

子
炉
建
屋
（
非
管
理

区
域
）
に
お
け
る
油
の
に
じ
み
に
つ
い
て
 

20
09
/4
/1
5 

① ②
 

10
34
5 

20
09
-東

京
-M
00
5 

福
島
第
一
２
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
２
号
機
 給

水
加
熱
器
ド
レ
ン
ポ

ン
プ
に
お
け
る
溜
ま
り
水
の
発
見
に
つ
い
て
 

20
09
/5
/6
 

②
 

10
98
3 

20
10
-東

京
-S
00
4 

柏
崎
刈
羽
４
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
４
号
機
 タ

ー
ビ
ン
建
屋
（
管
理

区
域
）
に
お
け
る
潤
滑
油
の
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
10
/5
/2
6 

①
 

10
58
1 

20
09
-東

京
-S
00
9 

福
島
第
一
２
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
２
号
機
原
子
炉
建
屋
内
に
お
け

る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
09
/5
/2
4 

①
 

10
40
0 

20
09
-東

北
-S
01
9 

女
川
２
号
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
の
水
の
漏

え
い
に
つ
い
て
 

20
09
/5
/2
5 

②
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

10
36
2 

20
09
-東

京
-M
00
9 

福
島
第
一
１
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 原

子
炉
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
海
水
系
か
ら
の
海
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
09
/5
/2
7 

②
 

10
36
3 

20
09
-東

京
-S
01
1 

柏
崎
刈
羽
５
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
５
号
機
 原

子
炉
付
属
建
屋
（
非

管
理
区
域
）
に
お
け
る
潤
滑
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
09
/5
/2
8 

①
 

10
41
2 

20
09
-東

京
-S
01
2 

福
島
第
一
２
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
２
号
機
 原

子
炉
建
屋
地
下
に
お

け
る
火
災
報
知
器
の
発
報
に
つ
い
て
 

20
09
/5
/2
9 

①
 

10
59
4 

20
09
-東

京
-S
01
3 

柏
崎
刈
羽
７
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
７
号
機
 高

圧
ヒ
ー
タ
ー
ド
レ
ン

ポ
ン
プ
(Ｃ

)の
モ
ー
タ
ー
と
ポ
ン
プ
の
軸
結
合
部
か
ら
の

潤
滑
油
の
に
じ
み
に
つ
い
て
 

20
09
/6
/2
 

②
 

10
56
7 

20
09
-東

京
-S
01
4 

柏
崎
刈
羽
７
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
７
号
機
 プ

ラ
ン
ト
全
体
の
機
能

試
験
に
お
け
る
タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
(Ａ

)

吐
出
弁
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
09
/6
/6
 

②
 

10
41
0 

20
09
-東

北
-M
00
3 

女
川
１
号
 

女
川
原
子
力
発
電
所
１
号
機
の
発
電
機
と
励
磁
機
の
接
合

部
不
具
合
に
よ
る
原
子
炉
停
止
に
つ
い
て
 

20
09
/6
/1
1 

① ②
 

10
41
6 

20
09
-東

京
-S
01
9 

柏
崎
刈
羽
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 荒

浜
側
洗
濯
設
備
建
屋
付
近

（
屋
外
）
に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
09
/6
/2
2 

②
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

10
43
0 

20
09
-東

京
-M
01
3 

柏
崎
刈
羽
５
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
５
号
機
 海

水
熱
交
換
器
建
屋

（
非
管
理
区
域
）
に
お
け
る
海
水
の
流
入
に
つ
い
て
 

20
09
/6
/3
0 

① ②
 

10
52
4 

20
09
-北

陸
-M
00
4 

志
賀
２
号
 

タ
ー
ビ
ン
潤
滑
油
の
漏
え
い
に
つ
い
て
  

20
09
/7
/1
6 

①
 

10
47
9 

20
09
-東

京
-S
02
3 

福
島
第
二
４
号
 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
４
号
機
 タ

ー
ビ
ン
建
屋
に
お
け

る
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
09
/8
/3
 

①
 

10
51
2 

20
09
-東

京
-S
02
4 

柏
崎
刈
羽
４
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
４
号
機
 原

子
炉
建
屋
（
非
管
理

区
域
）
に
お
け
る
潤
滑
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
09
/8
/1
0 

①
 

10
62
4 

20
09
-中

部
-S
01
2 

浜
岡
３
号
 

タ
ー
ビ
ン
機
器
冷
却
水
系
冷
却
水
補
給
タ
ン
ク
の
水
位
低

下
に
つ
い
て
 

20
09
/8
/1
7 

②
 

10
55
2 

20
09
-東

京
-S
02
6 

福
島
第
二
１
号
 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
１
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
お
け

る
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
09
/9
/7
 

① ②
 

10
57
3 

20
09
-東

京
-M
02
7 

福
島
第
一
５
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
５
号
機
 給

水
加
熱
器
ド
レ
ン
ポ

ン
プ
に
お
け
る
溜
ま
り
水
の
発
見
に
つ
い
て
 

20
09
/9
/1
5 

②
 

 

9条-別添1-補足8-83

949



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

10
57
4 

20
09
-東

京
-S
02
9 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 集

中
環
境
施
設
用
の
屋
外
重
油

配
管
に
お
け
る
油
漏
れ
の
発
見
に
つ
い
て
 

20
09
/9
/1
7 

①
 

10
60
0 

20
09
-北

陸
-M
00
8 

志
賀
２
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
溢
水
に
つ
い
て
  

20
09
/9
/2
6 

①
 

10
61
3 

20
09
-東

京
-M
02
9 

福
島
第
一
４
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 定

期
検
査
中
の
４
号
機
に
お
け

る
原
子
炉
建
屋
内
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
09
/1
0/
2 

①
 

10
62
9 

20
09
-中

部
-M
02
4 

浜
岡
３
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
へ
の
海
水
の
浸
入
に
つ
い
て
  

20
09
/1
0/
8 

⑤
 

10
64
3 

20
09
-東

京
-S
03
4 

福
島
第
一
４
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 定

期
検
査
中
の
４
号
機
に
お
け

る
原
子
炉
建
屋
内
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
09
/1
0/
16
 

①
 

10
64
2 

20
09
-東

京
-S
03
5 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 海

水
熱
交
換
器
建
屋

（
非
管
理
区
域
）
残
留
熱
除
去
海
水
系
配
管
か
ら
の
海
水
の

漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
09
/1
0/
17
 

②
 

10
68
9 

20
09
-北

陸
-T
01
1 

志
賀
２
号
 

志
賀
原
子
力
発
電
所
２
号
機
の
手
動
停
止
に
つ
い
て
  

20
09
/1
1/
13
 

②
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

10
71
1 

20
09
-北

陸
-M
01
2 

志
賀
２
号
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
Ａ
号
機
の
確
認
試
験
中
に
お

け
る
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
弁
か
ら
の
潤
滑
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
09
/1
2/
6 

②
 

10
71
3 

20
09
-東

京
-M
03
8 

福
島
第
一
１
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 主

復
水
器
の
点
検
に
伴

う
出
力
降
下
に
つ
い
て
 

20
09
/1
2/
7 

②
 

10
85
1 

20
09
-東

京
-M
04
8 

福
島
第
一
３
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
３
号
機
に
お
け
る
廃
棄
物
処
理

建
屋
内
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
10
/2
/2
1 

① ②
 

10
87
5 

20
09
-東

北
-S
06
5 

女
川
１
号
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
圧
力
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
内
の
弁
か
ら
の

水
漏
れ
等
に
つ
い
て
 

20
10
/2
/2
3 

①
 

10
90
6 

20
09
-中

部
-S
02
2 

浜
岡
３
号
 

サ
ー
ビ
ス
建
屋
地
下
一
階
で
の
漏
水
に
つ
い
て
  

20
10
/3
/1
 

②
 

10
87
0 

20
09
-東

京
-S
04
9 

福
島
第
二
２
号
 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
 定

期
検
査
中
の
２
号
機
タ
ー
ビ

ン
建
屋
に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
10
/3
/8
 

①
 

10
87
8 

20
09
-東

京
-S
05
0 

柏
崎
刈
羽
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
荒
浜
側
 重

油
タ
ン
ク
（
屋
外
）

付
近
か
ら
の
重
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
10
/3
/1
0 

②
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

10
93
6 

20
10
-東

京
-S
00
2 

柏
崎
刈
羽
７
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
７
号
機
 タ

ー
ビ
ン
建
屋
（
管
理

区
域
）
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
10
/4
/2
6 

①
 

10
98
3 

20
10
-東

京
-S
00
4 

柏
崎
刈
羽
４
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
４
号
機
 タ

ー
ビ
ン
建
屋
（
管
理

区
域
）
に
お
け
る
潤
滑
油
の
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
10
/5
/2
6 

①
 

10
98
2 

20
10
-東

京
-S
00
5 

柏
崎
刈
羽
３
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
３
号
機
 原

子
炉
建
屋
（
非
管
理

区
域
）
に
お
け
る
潤
滑
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
10
/5
/2
7 

①
 

10
98
1 

20
10
-東

京
-S
00
6 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 原

子
炉
建
屋
（
非
管
理

区
域
）
に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
10
/5
/2
8 

①
 

11
06
2 

20
10
-中

国
-S
00
5 

島
根
２
号
 

原
子
炉
補
機
海
水
系
ド
レ
ン
配
管
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い

て
 

20
10
/6
/2
8 

②
 

11
04
6 

20
10
-東

京
-S
01
7 

福
島
第
一
１
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
１
号
機
に
お
け
る
原
子
炉
自
動

ス
ク
ラ
ム
(Ｂ

系
)警

報
の
発
生
に
つ
い
て
 

20
10
/7
/2
4 

②
 

プ
レ
ス
 

リ
リ
ー
ス
 

―
 

東
海
第
二
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
 所

内
ボ
イ
ラ
室
に
お
け
る
油
漏
え
い
に
つ

い
て
 

20
10
/7
/2
8 

①
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

11
05
6 

20
10
-東

京
-M
00
9 

福
島
第
一
１
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 原

子
炉
の
計
画
停
止
に

つ
い
て
 

20
10
/8
/1
2 

②
 

11
05
9 

20
10
-北

陸
-M
00
5 

志
賀
１
号
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
け
る
水
の
漏
え
い
に
つ
い
て
  

20
10
/8
/1
3 

②
 

11
06
8 

20
10
-東

京
-S
02
2 

福
島
第
一
３
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 定

期
検
査
中
の
３
号
機
に
お
け

る
原
子
炉
建
屋
内
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
10
/8
/2
4 

①
 

東
北
 

提
供
情
報
 

―
 

女
川
３
号
 

提
供
情
報
  
復
水
系
水
張
り
時
の
サ
ン
プ
か
ら
の
漏
え
い

に
つ
い
て
 

20
10
/9
/1
4 

①
 

11
15
7 

20
10
-東

北
-S
02
0 

女
川
３
号
 

Ｃ
Ｒ
Ｄ
系
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
上
部
シ

リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド
か
ら
の
に
じ
み
 

20
10
/9
/2
7 

②
 

11
12
5 

20
10
-中

部
-M
01
0 

浜
岡
２
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
お
け
る
放
射
性
物
質
を
含
ま
な
い
水
の

漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
10
/9
/2
8 

②
 

11
13
0 

20
10
-東

京
-S
02
7 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 原

子
炉
冷
却
材
浄
化
系

ポ
ン
プ
室
（
管
理
区
域
）
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
10
/1
0/
20
 

②
 

 

9条-別添1-補足8-87

953



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

11
14
2 

20
10
-中

部
-M
01
4 

浜
岡
２
号
 

原
子
炉
建
屋
内
（
放
射
線
管
理
区
域
内
）
で
の
計
装
配
管
か

ら
の
水
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
10
/1
0/
29
 

②
 

11
19
5 

20
10
-中

部
-S
01
8 

浜
岡
４
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
お
け
る
放
射
性
物
質
を
含
ま
な
い
潤
滑

油
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
10
/1
1/
8 

①
 

11
15
3 

20
10
-東

京
-S
03
4 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 原

子
炉
冷
却
材
浄
化
系

ポ
ン
プ
(Ｂ

)室
（
管
理
区
域
）
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 
20
10
/1
1/
9 

①
 

11
16
5 

20
10
-東

京
-M
02
0 

柏
崎
刈
羽
７
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
７
号
機
 復

水
器
室
（
管
理
区
域
）

に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
10
/1
1/
16
 

①
 

11
17
8 

20
10
-北

陸
-M
00
9 

志
賀
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
再
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
号
機
）
軸
封
部
取
替
に

伴
う
原
子
炉
手
動
停
止
に
つ
い
て
 

20
10
/1
2/
1 

① ②
 

11
17
9 

20
10
-東

京
-S
03
5 

柏
崎
刈
羽
４
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
４
号
機
 タ

ー
ビ
ン
建
屋
（
管
理

区
域
）
に
お
け
る
点
検
中
機
器
の
養
生
部
か
ら
の
油
漏
れ
に

つ
い
て
 

20
10
/1
2/
1 

①
 

11
20
3 

20
10
-北

陸
-M
01
1 

志
賀
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
再
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
号
機
）
軸
封
部
取
替
作

業
中
の
作
業
員
へ
の
被
水
に
つ
い
て
 

20
10
/1
2/
7 

①
 

 

9条-別添1-補足8-88

954



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

11
20
5 

20
10
-東

京
-S
04
0 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 タ

ー
ビ
ン
建
屋
（
非
管

理
区
域
）
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
11
/1
/1
2 

②
 

11
21
4 

20
10
-東

京
-S
04
1 

柏
崎
刈
羽
３
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
３
号
機
 原

子
炉
建
屋
（
非
管
理

区
域
）
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
11
/1
/2
7 

①
 

11
22
5 

20
10
-東

京
-S
04
3 

福
島
第
一
４
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
４
号
機
 原

子
炉
建
屋
内
（
管
理

区
域
）
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
11
/2
/1
0 

①
 

11
24
5 

20
10
-北

陸
-M
01
5 

志
賀
１
号
 

原
子
炉
冷
却
材
再
循
環
ポ
ン
プ
（
Ｂ
号
機
）
軸
封
部
取
替
に

伴
う
原
子
炉
手
動
停
止
に
つ
い
て
 

20
11
/2
/2
8 

① ②
 

11
43
6 

20
10
-原

電
-M
01
5 

東
海
第
二
 

【
東
日
本
大
震
災
】
 東

海
第
二
発
電
所
 使

用
済
燃
料
プ
ー

ル
水
飛
散
 

20
11
/3
/1
1 

③
 

11
45
7 

20
10
-原

電
-S
01
4 

東
海
第
二
 

【
東
日
本
大
震
災
】
東
海
第
二
発
電
所
 固

体
廃
棄
物
貯
蔵

用
サ
イ
ト
バ
ン
カ
プ
ー
ル
水
飛
散
 

20
11
/3
/1
1 

③
 

11
28
4 

20
10
-東

北
-T
01
0 

女
川
２
号
 

【
東
日
本
大
震
災
関
連
】
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
熱
交
換
器

(Ｂ
)室

，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
水
系
熱
交
換
器
室

お
よ
び
海
水
ポ
ン
プ
室
へ
の
浸
水
 

20
11
/3
/1
1 

⑤
 

 

9条-別添1-補足8-89

955



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

11
40
8 

20
10
-東

京
-T
03
5 

福
島
第
二
１
，
２
，

３
，
４
号
 

【
東
日
本
大
震
災
関
連
】
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
 東

北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
に
つ

い
て
 

20
11
/3
/1
1 

⑤
 

11
29
6 

20
10
-東

京
-T
03
2 

福
島
第
一
１
，
２
，

３
，
４
，
５
，
６
 号

 

【
東
日
本
大
震
災
関
連
】
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 東

北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
に
つ

い
て
 

20
11
/3
/1
1 

- 

11
62
5 

20
10
-東

京
-T
04
3 

福
島
第
一
１
，
２
，

３
，
４
，
５
，
６
 号

 

【
東
日
本
大
震
災
関
連
】
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 東

北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
に
つ

い
て
（
追
補
）
 

20
11
/3
/1
1 

- 

11
59
6 

20
10
-東

京
-M
04
1 

福
島
第
二
１
，
２
，

３
，
４
号
 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
福
島
第
二
原
子
力
発
電

所
で
発
生
し
た
不
適
合
事
象
に
つ
い
て
 

20
11
/3
/1
1 

⑤
 

11
28
2 

20
10
-原

電
-T
01
3 

東
海
第
二
 

【
東
日
本
大
震
災
関
連
】
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
Ｃ

用
海
水
ポ
ン
プ
の
自
動
停
止
に
つ
い
て
 

20
11
/3
/1
8 

⑤
 

11
28
3 

20
10
-原

電
-T
01
2 

東
海
第
二
 

【
東
日
本
大
震
災
関
連
】
12
5Ｖ

蓄
電
池
２
Ｂ
室
に
お
け
る

溢
水
に
つ
い
て
 

20
11
/3
/2
8 

⑤
 

11
29
8 

20
11
-東

京
-S
00
1 

柏
崎
刈
羽
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 共

用
設
備
 重

油
移
送
ポ
ン
プ

室
（
非
管
理
区
域
）
に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
11
/4
/1
5 

②
 

 

9条-別添1-補足8-90

956



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

11
29
1 

20
11
-東

京
-S
00
4 

柏
崎
刈
羽
 

補
助
ボ
イ
ラ
建
屋
（
非
管
理
区
域
）
に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ

い
て
 

20
11
/4
/3
0 

②
 

11
30
8 

20
11
-東

京
-M
00
3 

柏
崎
刈
羽
７
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
７
号
機
 タ

ー
ビ
ン
建
屋
に
お
け

る
制
御
油
の
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
11
/5
/1
5 

②
 

11
59
4 

20
11
-東

京
-M
01
4 

福
島
第
二
１
号
 

１
号
機
 原

子
炉
建
屋
付
属
棟
地
下
１
階
の
高
圧
炉
心
ス
プ

レ
イ
系
電
源
室
照
明
用
分
電
盤
か
ら
の
発
火
に
つ
い
て
 

20
11
/5
/2
7 

⑤
 

11
35
2 

20
11
-東

京
-S
00
8 

柏
崎
刈
羽
５
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
５
号
機
 原

子
炉
建
屋
（
非
管
理

区
域
）
に
お
け
る
水
溜
ま
り
の
発
見
に
つ
い
て
 

20
11
/6
/2
3 

②
 

11
35
9 

20
11
-東

京
-S
00
9 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 原

子
炉
建
屋
（
非
管
理

区
域
）
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
11
/7
/3
 

②
 

11
36
2 

20
11
-東

京
-S
01
0 

柏
崎
刈
羽
５
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
５
号
機
 原

子
炉
建
屋
（
非
管
理

区
域
）
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
11
/7
/1
2 

②
 

11
40
5 

20
11
-東

京
-S
01
6 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 海

水
熱
交
換
器
建
屋

（
非
管
理
区
域
）
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
11
/9
/2
 

②
 

 

9条-別添1-補足8-91

957



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

プ
レ
ス
 

リ
リ
ー
ス
 

―
 

女
川
１
号
 

女
川
原
子
力
発
電
所
１
号
機
 台

風
15

号
に
よ
る
タ
ー
ビ
ン

建
屋
へ
の
雨
水
の
流
入
に
つ
い
て
 

20
11
/9
/2
1 

⑤
 

11
43
8 

20
11
-東

京
-M
01
2 

柏
崎
刈
羽
７
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
７
号
機
 定

期
検
査
中
に
お
け
る

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
弁
の
不
具
合
に
つ
い
て
 

20
11
/1
1/
4 

②
 

11
48
9 

20
11
-中

部
-M
00
4 

浜
岡
３
号
 

タ
ー
ビ
ン
機
器
冷
却
水
系
冷
却
水
補
給
タ
ン
ク
レ
ベ
ル
の

水
位
低
下
に
つ
い
て
 

20
11
/1
1/
8 

②
 

11
72
2 

20
11
-東

京
-M
01
6 

柏
崎
刈
羽
７
号
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
室
空
調
機
冷
却
コ
イ
ル
か
ら
の
補

機
冷
却
水
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
12
/1
/3
 

②
 

11
46
9 

20
11
-東

京
-S
02
3 

柏
崎
刈
羽
５
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
５
号
機
 タ

ー
ビ
ン
建
屋
（
管
理

区
域
）
に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
12
/2
/1
 

①
 

11
47
8 

20
11
-東

京
-S
02
8 

柏
崎
刈
羽
５
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
５
号
機
熱
交
換
器
建
屋
内
（
非
管

理
区
域
）
に
お
け
る
発
煙
の
発
生
に
つ
い
て
 

20
12
/2
/2
5 

①
 

11
56
5 

20
11
-原

電
-M
01
6 

東
海
第
二
 

残
留
熱
除
去
系
(Ｃ

)低
圧
注
水
系
注
入
弁
差
圧
検
出
配
管

溶
接
部
近
傍
で
の
水
の
滴
下
に
つ
い
て
 

20
12
/3
/3
 

②
 

 

9条-別添1-補足8-92
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

11
51
6 

20
12
-東

京
-S
00
3 

柏
崎
刈
羽
５
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
５
号
機
 タ

ー
ビ
ン
建
屋
（
管
理

区
域
）
に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
12
/4
/1
3 

①
 

11
56
9 

20
12
-原

電
-S
00
4 

東
海
第
二
 

非
管
理
区
域
に
お
け
る
重
油
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
12
/7
/4
 

②
 

11
55
8 

20
12
-中

部
-M
00
1 

浜
岡
５
号
 

浜
岡
原
子
力
発
電
所
５
号
機
 タ

ー
ビ
ン
建
屋
内
（
放
射
線

管
理
区
域
内
）
で
の
復
水
回
収
ポ
ン
プ
出
口
配
管
か
ら
の
水

の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
12
/7
/3
0 

②
 

11
57
3 

20
12
-中

部
-S
00
3 

浜
岡
３
号
 

浜
岡
原
子
力
発
電
所
３
号
機
 補

助
建
屋
内
（
放
射
線
管
理

区
域
内
）
で
の
水
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
12
/8
/3
1 

① ②
 

11
58
5 

20
12
-東

京
-M
03
2 

柏
崎
刈
羽
４
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
４
号
機
 タ

ー
ビ
ン
建
屋
（
管
理

区
域
）
に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
12
/9
/1
6 

②
 

プ
レ
ス
 

リ
リ
ー
ス
 

―
 

浜
岡
５
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
（
放
射
線
管
理
区
域
内
）
で
の
回
収
ポ
ン

プ
出
口
配
管
か
ら
の
水
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
12
/1
1/
1 

②
 

11
64
5 

20
12
-東

京
-M
03
0 

柏
崎
刈
羽
２
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
２
号
機
 原

子
炉
建
屋
（
非
管
理

区
域
）
に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
12
/1
2/
14
 

① ②
 

 

9条-別添1-補足8-93

959



  

ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

11
70
1 

20
12
-東

北
-S
03
4 

東
通
１
号
 

浄
化
系
沈
降
分
離
槽
ス
ラ
ッ
ジ
ポ
ン
プ
室
フ
ァ
ン
ネ
ル
か

ら
の
溢
水
 

20
13
/3
/8
 

① ②
 

11
73
6 

20
12
-東

京
-M
03
1 

柏
崎
刈
羽
５
号
 

所
内
蒸
気
系
（
非
放
射
性
）
凝
縮
水
受
け
タ
ン
ク
内
に
お
け

る
放
射
性
物
質
の
検
出
に
つ
い
て
 

20
13
/3
/1
1 

②
 

11
73
0 

20
13
-東

北
-S
00
2 

東
通
１
号
 

原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
１
階
Ｒ
Ｈ
Ｒ
(Ｂ

)バ
ル
ブ
室
床
フ

ァ
ン
ネ
ル
か
ら
の
漏
え
い
 

20
13
/4
/2
3 

- 

11
74
0 

20
13
-東

京
-M
03
9 

柏
崎
刈
羽
６
，
７
 

号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
６
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
（
管
理
区

域
）
に
お
け
る
水
溜
ま
り
（
雨
水
）
の
発
見
に
つ
い
て
 

20
13
/6
/1
9 

⑤
 

11
76
1 

20
13
-東

京
-S
02
4 

柏
崎
刈
羽
６
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
６
号
機
 タ

ー
ビ
ン
建
屋
（
非
管

理
区
域
）
に
お
け
る
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
13
/7
/2
3 

②
 

11
79
3 

20
13
-中

部
-M
00
3 

浜
岡
３
号
 

浜
岡
原
子
力
発
電
所
３
号
機
 起

動
変
圧
器
(Ｂ

)冷
却
フ
ァ

ン
羽
の
一
部
脱
落
お
よ
び
絶
縁
油
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
13
/8
/9
 

②
 

11
83
8 

20
13
-東

京
-S
05
8 

柏
崎
刈
羽
３
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
３
号
機
 タ

ー
ビ
ン
建
屋
（
管
理

区
域
）
に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
13
/1
0/
15
 

①
 

 

9条-別添1-補足8-94
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

11
83
9 

20
13
-中

部
-S
00
5 

浜
岡
 

廃
棄
物
減
容
処
理
装
置
建
屋
（
第
２
建
屋
）
(放

射
線
管
理

区
域
内
)に

お
け
る
活
性
炭
を
含
ん
だ
水
の
漏
え
い
に
つ
い
 

20
13
/1
0/
28
 

②
 

11
84
9 

20
13
-東

京
-M
03
8 

柏
崎
刈
羽
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
 ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
車
（
屋

外
）
燃
料
タ
ン
ク
接
続
部
か
ら
の
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
13
/1
1/
17
 

②
 

11
94
1 

20
13
-東

京
-S
08
8 

柏
崎
刈
羽
 

建
設
中
の
補
助
ボ
イ
ラ
ー
設
備
に
お
け
る
水
の
漏
え
い
お

よ
び
給
水
タ
ン
ク
の
損
傷
に
つ
い
て
 

20
14
/3
/1
0 

①
 

12
03
1 

20
14
-北

陸
-S
00
1 

志
賀
２
号
 

原
子
炉
建
屋
内
に
お
け
る
水
の
漏
え
い
に
つ
い
て
  

20
14
/4
/1
5 

①
 

東
北
 

提
供
情
報
 

―
 

女
川
１
号
 

サ
ン
プ
ポ
ン
プ
試
運
転
時
に
お
け
る
サ
ン
プ
か
ら
の
水
の

漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
14
/7
/4
 

①
 

12
07
6 

20
14
-東

京
-S
03
9 

柏
崎
刈
羽
１
号
 

原
子
炉
複
合
建
屋
（
非
管
理
区
域
）
に
お
け
る
油
漏
れ
に
つ

い
て
 

20
14
/7
/1
8 

②
 

12
10
8 

20
14
-東

京
-S
04
9 

福
島
第
二
３
，
４
 

号
 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
３
，
４
号
機
サ
ー
ビ
ス
建
屋
に
お

け
る
放
射
線
管
理
区
域
内
ト
イ
レ
の
洗
浄
用
水
の
漏
え
い

に
つ
い
て
 

20
14
/9
/1
2 

②
 

 

9条-別添1-補足8-95
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

12
10
5 

20
14
-中

部
-S
00
4 

浜
岡
 

浜
岡
原
子
力
発
電
所
 災

害
対
策
用
の
軽
油
ド
ラ
ム
缶
か
ら

の
油
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
14
/9
/1
6 

②
 

東
北
 

提
供
情
報
 

―
 

女
川
１
号
 

Ｃ
/Ｂ

 ２
Ｆ
 非

常
用
Ｄ
/Ｇ

発
電
機
 燃

料
デ
イ
タ
ン
ク

(Ｂ
)室

軽
油
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
14
/9
/1
9 

⑤
 

12
12
2 

20
14
-中

部
-M
00
5 

浜
岡
３
号
 

浜
岡
原
子
力
発
電
所
３
号
機
 タ

ー
ビ
ン
建
屋
へ
の
雨
水
の

浸
入
に
つ
い
て
 

20
14
/1
0/
6 

⑤
 

12
19
1 

20
14
-四

国
-S
01
0 

伊
方
３
号
 

伊
方
発
電
所
３
号
機
 非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
補
機
室

内
に
お
け
る
溢
水
に
つ
い
て
 

20
15
/3
/2
0 

②
 

12
21
0 

20
15
-東

北
-S
00
6 

東
通

1
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
設
備
の
ポ
ン
プ
(Ｂ

)試
運
転
準
備

時
に
お
け
る
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
設
備
ポ
ン
プ
(Ｂ

)パ

ー
ジ
ラ
イ
ン
逃
が
し
弁
の
動
作
 

20
15
/0
4/
23
 

①
 

12
21
1 

20
15
-東

北
-S
00
5 

東
通

1
号
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
設
備
(Ｂ

)吐
出
逆
止
弁
後
第
一
ド

レ
ン
弁
グ
ラ
ン
ド
部
か
ら
の
漏
え
い
 

20
15
/0
4/
23
 

①
 

12
21
3 

20
15
-東

京
-T
00
1 

福
島
第
一
 

10
00

ト
ン
鋼
製
角
形
タ
ン
ク
群
か
ら
３
号
機
タ
ー
ビ
ン
建

屋
へ
の
貯
留
水
移
送
ホ
ー
ス
か
ら
の
漏
え
い
（
構
内
排
水
路

か
ら
港
湾
内
へ
の
放
射
性
物
質
の
漏
え
い
）
 

20
15
/0
5/
29
  

②
 

9条-別添1-補足8-96
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

12
21
5 

20
15
-東

京
-S
00
6 

柏
崎
刈
羽

5
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
５
号
機
 
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

駆
動
用
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
軸
受
箱
付
近
か
ら
の
油
漏
れ
に
つ

い
て
 

20
15
/0
6/
04
 

②
 

12
24
4 

20
15
-東

京
-S
01
6 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
構
内
に
お
け
る
汚
染
水
処
理
設

備
（
淡
水
化
処
理
Ｒ
Ｏ
膜
装
置
-３

)か
ら
の
堰
内
漏
え
い
に

つ
い
て
 

20
15
/0
7/
17
 

②
 

12
25
6 

20
15
-東

京
-S
01
9 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
汚
染
水
処
理
設
備
（
淡

水
化
処
理
Ｒ
Ｏ
膜
装
置
３
-３

）
の
堰
内
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
15
/0
8/
12
 

②
 

12
30
1 

20
15
-中

部
-M
00
4 

浜
岡

3
号
 

浜
岡
原
子
力
発
電
所
３
号
機
 非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

か
ら
の
油
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
15
/0
9/
22
 

①
 

12
32
2 

20
15
-東

京
-S
02
7 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 高

温
焼
却
炉
建
屋
サ
ン
プ
リ
ン

グ
ラ
ッ
ク
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
15
/0
9/
29
 

②
 

12
31
2 

20
15
-中

部
-M
00
7 

浜
岡

3
号
 

浜
岡
原
子
力
発
電
所
３
号
機
 軽

油
配
管
の
流
量
計
か
ら
の

油
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
15
/1
0/
08
 

②
 

12
31
3 

20
15
-中

部
-M
00
8 

浜
岡

4
号
 

浜
岡
原
子
力
発
電
所
４
号
機
 海

水
熱
交
換
器
建
屋
に
お
け

る
水
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
15
/1
0/
10
 

②
 

9条-別添1-補足8-97
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

12
34
0 

20
15
-東

京
-S
03
0 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
構
内
に
お
け
る
高
性
能
多
核
種

除
去
設
備
の
堰
内
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
15
/1
1/
02
 

①
 

12
35
8 

20
15
-東

京
-S
03
4 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
構
内
に
お
け
る
高
性
能
多
核
種

除
去
設
備
ベ
ン
ト
配
管
か
ら
の
堰
内
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
15
/1
1/
25
 

②
 

12
37
2 

20
15
-原

電
-M
00
1 

敦
賀

1
号
 

敦
賀
発
電
所
１
号
機
 タ

ー
ビ
ン
建
屋
機
器
ド
レ
ン
サ
ン
プ

移
送
配
管
か
ら
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
15
/1
2/
09
 

②
 

12
37
7 

20
15
-東

京
-S
04
0 

福
島
第
一

5
号
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
５
号
機
残
留
熱
除
去
海
水
系
Ａ

ポ
ン
プ
か
ら
の
潤
滑
油
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
16
/0
1/
06
 

②
 

12
40
9 

20
16
-中

部
-M
00
1 

浜
岡

3
号
 

補
助
ボ
イ
ラ
(Ａ

)重
油
圧
力
自
動
減
圧
弁
か
ら
の
重
油
の

漏
え
い
 

20
16
/0
4/
06
 

②
 

12
41
1 

20
16
-中

部
-M
00
2 

浜
岡

3
号
 

補
助
ボ
イ
ラ
(Ａ

)重
油
流
量
計
入
口
ス
ト
レ
ー
ナ
か
ら
の

重
油
の
漏
え
い
 

20
16
/0
4/
08
 

②
 

12
41
3 

20
15
-東

京
-S
04
5 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 多

核
種
除
去
設
備
に
お
け
る
堰

内
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
16
/0
3/
25
 

②
 

9条-別添1-補足8-98
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

12
41
4 
 

20
16
-中

部
-M
00
4 

浜
岡

3
号
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
(Ｂ

)バ
ル
ブ
レ
バ
ー
注
油
ポ

ン
プ
出
口
ス
ト
レ
ー
ナ
か
ら
の
潤
滑
油
の
漏
え
い
 

20
16
/0
4/
11
 

②
 

12
42
0 

20
16
-東

北
-M
00
1 

東
通

1
号
 

東
通
原
子
力
発
電
所
１
号
機
に
お
け
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
(Ａ

)か
ら
の
軽
油
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
16
/0
4/
14
 

②
 

12
42
8 

20
15
-東

京
-S
04
6 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 高

温
焼
却
炉
建
屋
内
に
お
け
る

堰
内
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
16
/0
3/
23
 

②
 

12
43
3 

20
16
-東

京
-S
00
4 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 サ

ブ
ド
レ
ン

No
.４

 中
継
タ
ン

ク
堰
内
に
お
け
る
配
管
フ
ラ
ン
ジ
部
か
ら
の
地
下
水
滴
下

に
つ
い
て
 

20
16
/0
4/
21
 

②
 

12
44
1 

20
16
-東

北
-S
00
2 

東
通

1
号
 

Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
タ
ー
ビ
ン
ポ
ン
プ
室
に
お
け
る
漏
え
い
 

20
16
/0
4/
08
  

①
 

12
44
5 

20
16
-原

電
-T
00
1 

東
海
第
二
 

廃
棄
物
処
理
棟
中
地
下
１
階
タ
ン
ク
ベ
ン
ト
処
理
装
置
室

内
に
お
け
る
液
体
の
漏
え
い
に
伴
う
 立

入
制
限
区
域
の
設

定
に
つ
い
て
 

20
16
/0
6/
02
 

⑤
 

12
44
9 

20
16
-東

北
-M
00
2 

女
川

2
号
 

女
川
原
子
力
発
電
所
２
号
機
に
お
け
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
か
ら
の
潤
滑
油
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
16
/0
6/
16
 

②
 

9条-別添1-補足8-99
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

12
48
2 

20
16
-中

部
-S
00
5 

浜
岡

4
号
 

ス
ク
リ
ー
ン
洗
浄
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
油
面
計
か
ら
の
油
漏
え

い
 

20
16
/0
8/
24
  

②
 

12
48
3 
 

20
16
-中

部
-S
00
4 

浜
岡

3
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
に
お
け
る
循
環
水
系
の
海
水
配
管
か
ら

の
放
射
性
物
質
を
含
ま
な
い
水
の
漏
え
い
 

20
16
/0
8/
29
 

②
 

12
50
4 

20
16
-北

陸
-M
00
2 

志
賀

2
号
 

志
賀
原
子
力
発
電
所
２
号
機
 原

子
炉
建
屋
内
へ
の
雨
水
流

入
に
つ
い
て
 

20
16
/0
9/
28
 

⑤
 

12
54
5 

20
16
-東

北
-S
03
6 

女
川

1
号
 

女
川
原
子
力
発
電
所
１
号
機
に
お
け
る
海
水
の
漏
え
い
に

関
す
る
原
因
と
対
策
に
つ
い
て
  

20
16
/1
1/
28
 

①
 

12
55
0 

20
16
-東

北
-S
03
9 

東
通

1
号
 

Ｃ
Ｒ
Ｄ
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
 ス

ク
ラ
ム
入
口
弁
グ
ラ
ン
ド

部
か
ら
の
漏
え
い
 

20
16
/1
0/
21
  

②
 

12
56
1 

20
16
-中

部
-S
00
8 

浜
岡

1
号
 

原
子
炉
建
屋
２
階
 排

水
枡
か
ら
の
水
の
漏
え
い
 

20
16
/1
2/
20
 

②
 

12
57
6 

20
16
-東

京
-S
03
0 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
Ｂ
系
サ
ブ
ド
レ
ン
処
理
 吸

着
塔

ス
キ
ッ
ド
Ｂ
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
16
/1
2/
06
 

②
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ニ
ュ
ー
シ
ア

通
番
 

報
告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

12
57
9 

20
16
-東

京
-S
03
1 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 ４

号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
の
淡

水
化
装
置
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
16
/1
2/
14
 

②
 

12
58
0 

20
16
-東

京
-S
03
2 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 窒

素
ガ
ス
分
離
装
置
(Ａ

)か
ら

の
油
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
16
/1
2/
15
 

②
 

12
58
2 

20
16
-東

京
-S
03
3 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 高

性
能
多
核
種
除
去
設
備
建
屋

に
お
け
る
水
溜
ま
り
の
発
見
に
つ
い
て
  

20
16
/1
2/
17
 

②
 

12
58
5 

20
16
-東

京
-S
03
6 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 ４

号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
の
淡

水
化
装
置
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
17
/0
1/
09
 

②
 

12
58
7 

20
16
-東

京
-S
03
8 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 既

設
多
核
種
除
去
設
備
Ａ
系
吸

着
塔
出
口
弁
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
17
/0
1/
11
 

②
 

12
58
9 

20
16
-東

京
-S
03
9 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 ４

号
機
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
ホ

ー
ス
の
ド
レ
ン
弁
付
近
か
ら
の
漏
え
い
に
つ
い
て
 

20
17
/0
1/
12
 

②
 

12
59
0 

20
16
-中

部
-M
00
8 

浜
岡

5
号
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
の
連
絡
配
管
溶
接
部
に
お
け
る
微
小
な

孔
 

20
17
/0
2/
01
 

②
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番
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告
書
番
号
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

件
名
 

事
象
発
生
日
 

分 類
 

12
60
8 

20
16
-中

部
-S
00
9 

浜
岡

1
号
 

復
水
ろ
過
脱
塩
装
置
建
屋
地
下
２
階
に
お
け
る
水
の
漏
え

い
 

20
17
/0
2/
19
 

②
 

12
61
0 

20
16
-東

京
-S
04
0 

柏
崎
刈
羽

6,
7
号
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
６
，
７
号
機
 サ

ー
ビ
ス
建
屋
ロ

ッ
カ
ー
室
（
非
管
理
区
域
）
に
お
け
る
火
災
の
発
生
に
つ
い

て
 

20
17
/0
2/
23
 

④
 

12
62
0 

20
16
-東

京
-S
04
4 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 増

設
多
核
種
除
去
装
置
Ａ
系
の

ブ
ー
ス
タ
ー
ポ
ン
プ
付
近
か
ら
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
 

20
17
/0
2/
17
 

②
 

12
62
1 

20
16
-東

京
-S
04
5 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 集

中
廃
棄
物
処
理
施
設
高
温
焼

却
炉
建
屋
内
で
の
水
溜
ま
り
の
発
見
に
つ
い
て
 

20
17
/0
3/
02
 

②
 

12
63
0 

20
16
-東

北
-M
00
5 

女
川

2
号
 

女
川
原
子
力
発
電
所
２
号
機
管
理
区
域
内
に
お
け
る
放
射

性
物
質
を
含
む
水
の
漏
え
い
な
ら
び
に
作
業
員
へ
の
被
水

に
つ
い
て
 

20
17
/0
3/
27
 

①
 

12
64
4 

20
17
-東

京
-S
00
3 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
 サ

ブ
ド
レ
ン
浄
化
設
備
吸
着
塔

(Ｂ
)入

口
弁
付
近
か
ら
の
水
漏
れ
発
生
に
つ
い
て
 

20
17
/0
4/
10
 

②
 

12
66
2 

20
17
-中

部
-S
00
1 

浜
岡

3
号
 

サ
ー
ビ
ス
建
屋
内
の
洗
濯
室
に
お
け
る
放
射
性
物
質
を
含

ま
な
い
水
の
漏
え
い
 

20
17
/0
5/
08
 

②
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12
66
8 

20
17
-東

京
-S
00
7 

福
島
第
一
 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
増
設
多
核
種
除
去
装
置
(Ｂ

)

ブ
ー
ス
タ
ー
ポ
ン
プ
下
部
か
ら
の
水
漏
れ
発
生
に
つ
い
て
 

20
17
/0
5/
12
 

②
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補足説明資料９ 

「溢水防護対象設備が設置されているエリア外からの溢水影響評価」 

に関する補足 

1. タービン建物から溢水防護対象設備が設置される建物への溢水影響について

タービン建物における溢水影響評価としては，溢水量が一番大きくなる循環水

系配管の想定破損による溢水水位 EL5.9mに対して，保守的に EL8.8mまでの隣接

する溢水防護区画への溢水影響について確認を行った。 

タービン建物から溢水防護区画のある原子炉建物及び廃棄物処理建物への溢

水伝播経路（EL8.8m 以下）には，境界貫通部に対して止水対策を実施するため，

溢水防護区画へ流入する可能性はないと評価している。 

なお，タービン建物周辺の地下水は，基準地震動 Ssによる地震力に対して機

能維持する地下水位低下設備を設置することから，タービン建物まで地下水位が

上昇することはなく，地下水が溢水防護区画に影響を与えることはない。タービ

ン建物及び原子炉建物断面図を図１に示す。

図１ タービン建物及び原子炉建物断面図 
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2. 屋外タンクの溢水による建物への流入経路について

屋外タンクの溢水影響評価において考慮する必要がある島根原子力発電所２

号炉の外周扉以外の流入経路を抽出し，屋外タンクの溢水が溢水防護対象設備を

設置された建物へ流入しないことを示す。 

2.1 建物外周扉以外の流入経路について 

島根原子力発電所２号炉と屋外の境界のうち，建物外周扉以外の流入経路とし

て，地上部の貫通部及び地下ダクト等の貫通部がある。このうち地上１m以下の

地上部の貫通部については，貫通部止水処置が実施されていることから流入経路

とはならない。地下ダクト等は EL8.5m の敷地の地下部に７箇所，EL15.0m の敷

地の地下部に４箇所あり，それぞれ表１に示す位置に止水処置を実施するため，

流入経路とはならない。図２に地下ダクト等の位置を示す。  

表１ ダクトの止水処理位置 

名称 止水処置位置 

① 

屋外配管ダクト 

（ディーゼル燃料貯蔵タンク～原子炉

建物） 

屋外－ダクト境界部 

② タービン建物～取水槽境界壁 タービン建物境界部

③ 
取水コントロールセンタ 

ケーブルダクト

ダクト－タービン建物境界部 

海水ポンプエリア境界部 

④ 薬品系ダクト ダクト－タービン建物境界部 

⑤ １・２号機連絡配管ケーブルダクト ダクト－タービン建物境界部 

⑥ 
屋外配管ダクト 

（タービン建物～排気筒）
屋外－ダクト境界部 

⑦ ＯＦケーブルダクト ダクト－タービン建物境界部 

⑧ 
屋外配管ダクト 

（タービン建物～放水槽）
屋外－ダクト境界部 

⑨ 窒素ガス蒸発系配管ダクト 屋外－ダクト境界部 

⑩ 第１ベントフィルタ格納槽 屋外－格納槽境界部 

⑪ 低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽 屋外－格納槽境界部 
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図２ 地下ダクト等の位置 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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3. 接続する建物からの溢水影響評価

3.1 はじめに 

島根原子力発電所２号炉に隣接して設置される１号炉の原子炉建物，タービン

建物及び廃棄物処理建物内には，２号炉の溢水防護対象設備はないが，これらの

建物内に設置されている機器等の破損により生じる溢水が連絡通路等の接続箇

所から伝播し，溢水防護対象設備の設置されている２号炉の原子炉建物及び廃棄

物処理建物並びに共用建物の制御室建物の溢水影響評価に影響を及ぼさないこ

とを確認する。島根原子力発電所１号炉と２号炉の位置関係を図３に示す。 

なお，島根原子力発電所３号炉と２号炉との接続箇所はない。 

図３ 島根原子力発電所１号炉と２号炉の位置関係 

1 号炉タービン建物 

制御室建物 

1 号炉廃棄物 

処理建物 

2 号炉タービン建物 

2 号炉廃棄物 
処理建物 

2号炉原子炉建物 

1 号炉原子炉 
建物 

2 号炉 
取水槽 
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3.2 接続する建物の抽出 

島根原子力発電所の敷地内の建物のうち，２号炉の建物に隣接し，かつ，連絡

通路等により２号炉の建物と接続している建物の抽出結果を表２に，接続箇所を

図４に示す。 

表２ 接続する建物の抽出結果 

建物 接続箇所 

１号炉 

タービン建物

１号炉 

廃棄物処理建物 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図４ ２号炉の建物との接続箇所 
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3.3 溢水防護対象設備の設置されている建物への影響評価 

3.3.1 影響評価の前提条件 

a. １号炉は低温停止状態にあり，循環水系は停止状態にあるものとする。

b. １号炉の原子炉建物は２号炉建物との接続箇所はなく，建物内で発生した溢

水は原子炉建物の最下層に流入するため，他の建物への影響は生じない。 

c. １号炉のタービン建物及び廃棄物処理建物は，２号炉建物との接続箇所があ

るため，建物内の機器（容器及び配管）の全保有水量が溢水すると想定して，

他の建物への影響を評価する。なお，発生した溢水は，各建物の最下階へ流入

する。 

3.3.2 １号炉タービン建物の影響評価結果 

１号炉タービン建物と制御室建物が接続しているEL8.8mまでの範囲の貯留可

能容積は，機器等の設置面積や床スラブ厚を考慮して，表３のとおり算出した。 

１号炉タービン建物内の保有水量に復水貯蔵タンクの水量を加えた想定溢水

量とタービン建物内の貯留可能容積を比較した結果，制御室建物へ溢水の流出

はなく，溢水防護対象設備の設置されている建物への影響がないことを確認し

た。 

2700m3 ＜ 11170m3 

１号炉タービン建物内の 

想定溢水量 

１号炉タービン建物の 

貯留可能容積 

表３ １号炉タービン建物の溢水を貯留できる空間容積 

建物範囲 空間容積［m3］ 

EL-1.5～EL1.8m 約1290 

EL1.8～EL3.5m 約1050 

EL3.5～EL8.8m 約8830 

合  計 約11170 
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3.3.3 １号炉廃棄物処理建物の影響評価結果 

１号炉廃棄物処理建物と制御室建物が接続しているEL8.8mに設置する水密扉

の許容水深であるEL15.3mまでの範囲の貯留可能容積は，機器等の設置面積や床

スラブ厚を考慮して，表４のとおり算出した。

１号炉廃棄物処理建物内の保有水量に復水貯蔵タンクの水量を加えた想定溢

水量と建物内の貯留可能容積を比較した結果，制御室建物へ溢水の流出がなく，

溢水防護対象設備の設置されている建物への影響がないことを確認した。 

4400m3 ＜ 4920m3 

１号炉廃棄物処理建物内

の想定溢水量 

１号炉廃棄物処理建物 

の貯留可能容積 

表４ １号炉廃棄物処理建物の溢水を貯留できる空間容積 

建物範囲 空間容積［m3］ 

EL6.5～EL15.3m 約4920 

合  計 約4920 

3.3.4 評価結果のまとめ 

以上より，１号炉の原子炉建物，タービン建物及び廃棄物処理建物の建物内

に設置されている機器等の破損により生じる溢水が，２号炉の原子炉建物及び

廃棄物処理建物並びに共用建物の制御室建物へ影響を及ぼすことはない。 
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補足説明資料 10 

溢水影響評価において原子炉格納容器内の防護対象設備を 

対象外とする考え方について 

 原子炉格納容器内における防護対象設備の溢水影響評価，耐環境性能試験及び

保全の実施状況について以下に示す。 

1. 原子炉格納容器内の溢水影響評価

(1) 被水影響評価

LOCA時にドライウェル内が蒸気で満たされた場合，PCVスプレイの蒸気凝縮効

果によって PCVを効果的に減圧することができる。PCVスプレイ水はドライウェ

ル内に一様に噴霧されるため，LOCA時に動作が必要となる機器については，LOCA

時の雰囲気下で機能を達成するように設計及び試験を行っている。 

(2) 没水影響評価

LOCA時に PCV内に破断口から流出する冷却水及び PCVスプレイ水は，PCV内の

ドライウェル下部に溜まった後，ドライウェル下部にあるベント管を通り，サプ

レッションチェンバ（以下，S/C という）へ流れ込む設計となっている。また，

LOCA 時の注水源は，S/C であることから，LOCA 時に PCV のベント管設置位置よ

りも高水位まで PCV が溢水することは無く，PCV内の防護対象設備の没水影響評

価は不要である。 

(3) 蒸気影響評価

LOCA に伴ってフラッシュ蒸発した原子炉冷却材の蒸気により，原子炉格納容

器内は全域が高温・高圧の蒸気雰囲気（設計条件 最高圧力：0.427MPa，最高温

度：171℃）となる。 

LOCA 時に機能要求のある原子炉格納容器内の防護対象設備は，安全解析で求

められた高温・高圧環境に対して機能維持が図れるよう必要な試験を実施し，設

備を設計している。蒸気影響を確認した試験は，原子炉格納容器内での再循環配

管破断条件（主蒸気配管破断時の環境を包含）で実施している。再循環配管破断

による格納容器内の圧力変化及び温度変化を図 1-1，1-2に示す。 

2. 耐環境性能試験について

原子炉格納容器内耐環境仕様を確認した耐環境性能試験の例を以下に示す。

(1) 電動弁の耐環境性能試験

電動弁は，図 2-1に示す環境条件（温度：最大 171℃）において耐環境性能試

験を行い，機能を維持することを確認している。 

(2) 温度測定素子（熱電対）の耐環境性能試験

温度測定素子は，環境解析結果を満足する LOCA環境下で実施している。具体
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的には，図 2-2に示す環境条件において耐環境性能試験を行い，熱電対がどのよ

うな出力特性を示すか連続的に測定し，試験前後，及び試験中に断線，短絡の有

無，絶縁抵抗の変化を確認することで機能を維持することを確認している。 

(3) MSIVの耐環境性能試験 

MSIV の電磁弁を内蔵するコントロールパネルは，図 2-3 に示す環境条件にお

いて LOCA環境試験を行い，機能を維持することを確認している。 

 

3. 原子炉格納容器内の防護対象設備の保全状況について 

原子炉格納容器内の防護対象設備は導入時に耐環境性能試験を実施し

ており，導入後も定期点検や定期取替を実施し，プラントの安全機能に影

響のないようにしている。 

  定期点検については，運転実績や設置環境による劣化の影響を考慮して

定めた周期にて外観点検・特性試験や分解点検を実施している。 

  また，定期取り替えについては，設備の寿命を考慮して取替の周期を定

め，この周期内での取替を実施している。表 3-1 に保全状況を示す。 

 

 
 図 1-1 再循環配管瞬時完全破断事故時におけるドライウェル及び 

サプレッション・チェンバの圧力変化 
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図 1-2 再循環配管瞬時完全破断事故時におけるドライウェル温度及び 

サプレッション・プール水温度変化 
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図 2-2 温度検出器の耐環境性能試験 

図 2-1 電動弁の耐環境性能試験 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 2-3 MSIVの耐環境性能試験 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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表 3-1 原子炉格納容器内耐環境仕様設備及び保全状況 
設備 保全状況 

設備番号 設備名称 点検部位 点検周期 保全内容 

AV201-1 炉水ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ内側隔離弁 

本体 1C 機能・性能試験 

駆動部 78M 分解点検 

リミットスイッチ 
1C 機能・性能試験 

78M 定期取替 

電磁弁 
1C 機能・性能試験 

52M 定期取替 

AV202-1A～D A～D-主蒸気内側隔離弁 

本体 1C 機能・性能試験 

駆動部 52M 分解点検 

コントロールパネル 13M 分解点検 

リミットスイッチ 
1C 機能・性能試験 

26M 定期取替 

電磁弁 
1C 機能・性能試験 

52M 定期取替 

MV202-2 主蒸気ﾄﾞﾚﾝ内側隔離弁 駆動部 
65M 分解点検 

5C 機能・性能試験 

RV202-1A～M A～M-主蒸気逃がし安全弁 

本体 13M 機能・性能試験 

駆動部 52M 分解点検 

リミットスイッチ 
1C 機能・性能試験 

65M 定期取替 

電磁弁 
1C 機能・性能試験 

52M 定期取替 

MV213-1A,B A,B-CUW入口元弁 駆動部 
65M 分解点検 

5C 機能・性能試験 

MV213-2 
RPV ﾄﾞﾚﾝ側流量調節弁ﾊﾞｲ

ﾊﾟｽ弁 
駆動部 

65M 分解点検 

5C 機能・性能試験 

MV213-3 CUW入口内側隔離弁 駆動部 
65M 分解点検 

5C 機能・性能試験 

MV214-41 
PCV内冷却水出口外側隔離

弁 
駆動部 

65M 分解点検 

5C 機能・性能試験 

MV221-20 蒸気内側隔離弁 駆動部 
65M 分解点検 

5C 機能・性能試験 

MV222-14 RHR炉頂部冷却内側隔離弁 駆動部 
65M 分解点検 

5C 機能・性能試験 

MV222-6 RHR炉水入口内側隔離弁 駆動部 
65M 分解点検 

5C 機能・性能試験 

TE222-5A-1 ～ 6, 

5B-1～6 
ﾄｰﾗｽ水温度 本体 1C 特性試験 

MV252-1 
ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ機器ﾄﾞﾚﾝ内側隔離

弁 
駆動部 

65M 分解点検 

5C 機能・性能試験 

MV252-3 ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ床ﾄﾞﾚﾝ内側隔離弁 駆動部 
65M 分解点検 

5C 機能・性能試験 

MV265-2 HVD冷却機出口弁 駆動部 
65M 分解点検 

5C 機能・性能試験 

MV278-400 
原子炉水ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ内側隔

離弁(PASS) 
駆動部 

65M 分解点検 

5C 機能・性能試験 

LPRM04-21,29,37A

～D 
LPRM検出器 

検出器及びケーブル 1C 

特性試験（絶縁抵抗

測定） 

機能・性能試験 

コネクタ 1C 外観点検 
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設備 保全状況 

設備番号 設備名称 点検部位 点検周期 保全内容 

LPRM12-13,21,29,3

7,45A～D 
LPRM検出器 

検出器及びケーブル 1C 

特性試験（絶縁抵抗

測定） 

機能・性能試験 

コネクタ 1C 外観点検 

LPRM20-05,13,21,2

9,37,45A～D 
LPRM検出器 

検出器及びケーブル 1C 

特性試験（絶縁抵抗

測定） 

機能・性能試験 

コネクタ 1C 外観点検 

LPRM28-05,13,21,2

9,37,45A～D 
LPRM検出器 

検出器及びケーブル 1C 

特性試験（絶縁抵抗

測定） 

機能・性能試験 

コネクタ 1C 外観点検 

LPRM36-05,13,21,2

9,37,45A～D 
LPRM検出器 

検出器及びケーブル 1C 

特性試験（絶縁抵抗

測定） 

機能・性能試験 

コネクタ 1C 外観点検 

LPRM44-13,21,29,3

7,45A～D 
LPRM検出器 

検出器及びケーブル 1C 

特性試験（絶縁抵抗

測定） 

機能・性能試験 

コネクタ 1C 外観点検 

NE294-11～18 IRM検出器(ch.11～18) 
検出器及びケーブル 1C 

特性試験（絶縁抵抗

測定） 

機能・性能試験 

コネクタ 1C 外観点検 

NE294-21～24 SRM検出器(ch.21～24) 
検出器及びケーブル 1C 

特性試験（絶縁抵抗

測定） 

機能・性能試験 

コネクタ 1C 外観点検 
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補足説明資料 11 

原子炉建物二次格納施設内（原子炉格納容器外）の 

溢水防護対象設備の蒸気影響について 

原子炉建物二次格納施設内の溢水防護対象設備に対しては，高エネルギー配管破

断による影響を考慮して以下のとおり設計しているため，蒸気影響がないことを確

認した。 

1. 二次格納施設内に設置される防護対象設備の耐環境設計について

二次格納施設内に設置される防護対象設備の耐環境設計では，二次格納施設内

における高エネルギー配管破断の際に生じ得る環境を考慮して機器設計環境仕様

を定め，同仕様に基づき設定した環境条件による耐環境性能試験を行い，環境に

対する適合性を確認している。 

原子炉建物二次格納施設の環境条件の考え方の内容及び溢水防護対象設備の耐

環境試験の確認例を以下に示す。 

2. 原子炉建物二次格納施設の環境条件の考え方

原子炉建物二次格納施設における環境条件の設定については，高エネルギー配

管破断として主蒸気系配管破断，給水系配管破断，原子炉隔離時冷却系蒸気配管

破断，原子炉浄化系配管破断を考慮しており，完全全周破断を想定している。 

(1) 圧力条件

高エネルギー配管破断時の昇圧を考慮し，環境条件として設定している。なお，

大規模な破断が生じた際には速やかにブローアウトパネル※の開放によって建物

外に圧力を排出することになるため，原子炉建物二次格納施設内の圧力が著しく

上昇することはない。 

※ ブローアウトパネル

原子炉格納容器外の一次系配管の破断を想定した場合，破断口より放出さ

れる蒸気が建物内に充満し圧力上昇を引き起こす。この建物内の圧力上昇に

より原子炉格納容器に作用する外圧が原子炉格納容器の最高使用外圧を超え

ないように，建物外に圧力を逃がすことを目的としてブローアウトパネルを

設置している。 

(2) 温度条件

原子炉一次系配管が存在する主蒸気管室，原子炉隔離時冷却系タービン室等の

区画では，漏えい蒸気が大気圧下に開放される際に過熱状態となるため，等エン

タルピ変化により得られる過熱蒸気の理論上の最大温度である 171℃（原子炉格

納容器内の最高使用温度と同じ）を設定している。なお，隔離弁の閉止，又は原

子炉減圧によって原子炉一次系の蒸気放出が終了し，その後は大気圧下での飽和
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温度である 100℃まで温度が低下するとし，過熱蒸気の漏えいは保守的に１時間

継続するものとしている。 

また，その他の区画においては，圧力上昇時のブローアウトパネルの開放を考

慮し，大気圧下での飽和温度である 100℃を設定している。図 2-1に温度変化を，

図 2-2に設定した各区画の温度条件を示す。 

図 2-1 二次格納施設内の区画の温度変化 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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3. 溢水防護対象設備の蒸気環境適合性の確認例

溢水防護対象設備の蒸気環境適合性について，確認例を図 3-1，3-2に示す。

(1) 高エネルギー配管の蒸気が直接漏えいする区画

図 3-1 耐環境性能試験条件（高エネルギー配管の蒸気が直接漏えいする区画の例） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

9条-別添1-補足11-10

994



(2) 高エネルギー配管の蒸気が直接漏えいする区画以外

図 3-2 耐環境性能試験条件（高エネルギーの蒸気が直接漏えいする区画以外の例） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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4. 二次格納施設内溢水防護対象設備の保守管理

二次格納施設内の溢水防護対象設備については，1.項で示した通りの耐環境設計

を行っているが，供用開始以降についても，定期点検・取替を行うことにより機能

維持を図っている。 

 定期点検については，運転実績や設置環境による劣化の影響を考慮して定めた周

期により，外観点検・特性試験や分解点検を実施している。また定期取替について

は，機器の寿命を考慮して取替の周期を定め，この周期内での取替を実施している。

保守管理の具体的な内容を表 4-1に示す。 
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表 4-1 原子炉二次格納施設内溢水防護対象設備の保全状況 

設備 保全周期※１ 

種別 部位 点検※２ 分解点検 取替 

ポンプ 電動機 ～8C ～8C － 

ポンプ ～7C ～7C － 

空調機 電動機 ～6C 6C － 

弁 本体 － 6C － 

電動弁 電動機 ～10C ～10C 10C※３ 

弁 ～10C ～10C － 

空気作動弁 弁 ～4C ～10C ～12C※４ 

電磁弁 本体 3C 6C － 

伝送器 本体 1C － ～16Y 

圧力・水位スイッチ 本体 ～2C ～3C － 

温度検出器 本体 1C － － 

水素・酸素濃度検出器 本体 10C － － 

放射線量率検出器 本体 1C － － 

前置増幅器 本体 ～10C － － 

計装ラック 本体 ～10C － － 

水圧制御ユニット 本体 ～10C 10C 5C※５ 

蒸気タービン 本体 ～6C ～6C － 

フィルタ装置 本体 ～4C ～4C － 

再結合器 本体 ～5C 5C － 

ケーブル 本体 －※６ － － 

※１ 保全周期は「Y」また「C」で表し，「Y」は年，「C」は定期検査のサイクル（13

ヶ月）を示す 

※２ 外観点検，特性試験及び作動確認等を実施

※３ 取替対象はリミットスイッチ

※４ 取替対象は電磁弁及びリミットスイッチ

※５ 取替対象はスクラムパイロット弁

※６ ケーブル点検は負荷点検に合わせて実施
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補足説明資料 12 

貫通クラック等微少漏えい時の影響について 

1. 高エネルギー配管からの微少漏えいについて

想定破損による溢水影響評価（没水）において，高エネルギー配管の破断を想

定した溢水影響評価を実施しており，溢水量は溢水流量と検知・隔離時間を元に

算出している。このとき，破断形状としては評価ガイドに則り完全全周破断を想

定しているが，破断面積が小さい場合は検知・隔離時間に要する時間が長くなる

可能性があるため，その影響について確認した。 

想定破損による溢水影響評価において，完全全周破断を想定する系統と隔離完

了までの溢水量を表 1-1に示す。 

隔離完了までの溢水量の算出式： 

隔離完了までの溢水量[m3] ＝ 溢水流量[m3/分] × 隔離時間[分]

表 1-1 完全全周破断を想定する系統と隔離完了までの溢水量 

系統名称 
溢水流量 

[m3/h] 

隔離時間 

[min] 

隔離完了まで

の溢水量 

[m3] 

制御棒駆動系 54 70 63 

原子炉浄化系 6868 1.36 156 

復水給水系 5720 1.59 152 

上記系統は管理区域内に敷設されており，漏えいを検知する手段としては，サ

ンプタンク水位，サンプポンプの異常運転，床漏えい検知器，漏えい検知器（温

度），エリアモニタ，運転員による巡視点検及び各種パラメータの監視等が考えら

れる。 

破断面積が小さく，サンプタンク水位やサンプポンプの異常運転による漏えい

の検知ができない可能性がある範囲の場合，溢水流量が十分に小さいため，床ド

レンにより排出されて溢水水位は高くならない。床ドレンから排出された溢水は

サンプに流入し，サンプポンプで排出され，溢水事象としてそれ以上進展するこ

とはない。したがって，サンプポンプの定格流量（11m3/h）以下の溢水流量の場合

は，サンプの水位制御が可能であり，溢水事象として留意すべき事態とはならな

い。

これより，少なくともサンプポンプ定格流量以上の流量での漏えいを想定する。 
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(1)制御棒駆動水圧系 

サンプポンプ定格流量以上で，かつ，サンプタンク水位による警報の発生

までに要する時間が，標準的な評価上の想定である 10分を超過する可能性の

ある溢水流量は 11～25m3/h程度である。このとき隔離までに流出する溢水量

は，最大でも 26m3程度であり，評価上想定している隔離までの溢水量 63m3

よりも小さいため，影響はない。 

(2)原子炉冷却材浄化系 

破断形状として完全全周破断を想定すると，系統の差流量大インターロッ

ク（設定値 40m3/h）により，短時間で系統は隔離されると考えられ，標準評

価においては，隔離までの溢水量として 156m3が流出すると想定している。 

一方で，溢水流量が 40m3/h未満である場合は，差流量大による系統の隔離

は達成されない可能性がある。しかし，この場合は漏えい検知器やサンプタ

ンクの水位高等，他の警報による溢水の検知が可能である。隔離までに流出

する溢水量が，標準的な評価で想定する溢水量を超過する可能性がある溢水

流量は 11～40m3/hである。このとき隔離までに流出する溢水量は最大でも

44m3程度であり，評価上想定している隔離までの溢水量 156m3よりも小さい

ため，影響はない。 

(3)復水給水系 

原子炉建物内で復水給水系が敷設されている区画は主蒸気管トンネル室

のみである。当該区画には漏えい検知器（温度）や放射線モニタが設置され

ており，復水給水系統からの漏えいが微少であっても，これらの設備によっ

て漏えいを検知することが可能である。また溢水流量が微少であることから，

隔離までの溢水量が，完全全周破断想定時の溢水量（152m3/h）以上になるま

でにはかなりの時間余裕があることから，影響はない。 
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補足説明資料 13 

ケーブルの被水影響評価について

1. ケーブルの被水影響評価

ケーブルの断面図を図 1-1に示す。ケーブルは通電する導体の廻りが絶縁体で

覆われ，さらに外的保護は，耐水性があり，絶縁材料であるシースにより覆われ

ているため，ケーブルは被水による影響を受けない。ケーブルが被水による影響

を受ける可能性としては，ケーブルの絶縁体の割れ等によりケーブルの絶縁機能

が低下し，導体が直接被水する場合が考えられる。以下に耐環境試験によりケー

ブルの被水影響について評価した結果を示す。運転期間相当(40 年)を模擬した

劣化に加え，LOCA 時を模擬した劣化を与えたケーブルに対しマンドレル耐電圧

試験を実施し，浸水時における機械的・電気的裕度を確認していることから，ケ

ーブルの被水影響はない。 

(1) 耐環境試験

a. 劣化模擬試験

以下の条件により，運転期間（40年）相当の劣化及び LOCA時(安全系ケー

ブルのみ)の劣化を模擬する。詳細条件を図 1-2及び 1-3に示す。 

試験条件：熱劣化（121[℃]，168[時間]） 

放射線照射（5.0×105[Gy]または 7.6×105[Gy]） 

LOCA模擬 

b. マンドレル耐電圧試験（40倍）

劣化模擬試験を実施したケーブルに対して，下記の条件で試験を実施する。

試験装置の例を図 1-4に示す。 

試験条件：ケーブル外径の約 40倍の直径を持つ金属円筒の周囲にケーブ

ルを巻き付け，水道水中に浸漬させた状態で絶縁体厚さに対

し，50[Hz]または 60[Hz]の交流電圧（3.2[kV/mm])を印加。 

(2) 定期検査時の試験

定期検査時のケーブルの作動確認等により，ケーブルの絶縁機能が維持されて

いることを確認している。 
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図 1-1 ケーブル断面図（例 低圧動力ケーブル） 

図 1-2 原子炉格納容器内 試験条件例 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-3 原子炉格納容器外 試験条件例 

図 1-4 マンドレル耐電圧試験装置例 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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補足説明資料 14 

屋外タンク等の溢水伝播挙動評価に用いた解析コードについて 

1. 解析コードの概要

屋外タンク等からの溢水の伝播挙動評価は, 解析コード Fluent を用いて行っ

ている。Fluentは乱流, 熱伝導, 反応, 燃焼, 空力音響, 回転機械, 混相流とい

った多種多様な物理現象のモデル化が可能な汎用熱流体解析コードである。自由

表面を有するような混相流解析の界面捕捉法には VOF（Volume Of Fluid）法を採

用しており, これにより砕波などを含む複雑な自由表面形状を高精度に解析す

ることを可能としている。 

2. VOF（Volume Of Fluid）法について

2.1 VOF法の概要 

 VOF法は計算要素（セル）に存在する流体の体積分率を関数として扱う方式で, 

流体で満たされた流体セルを「F=1」, 流体が全く存在しない気体セルを「F=0」

とし, 流体が部分的に存在しセルが自由表面に接している境界セルをその体積

占有率に応じて「0」から「1」の間の値で表現する。 

図 1 VOF法の概念図 
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2.2 計算手順 

VOF法では, 解析領域の各要素に占める流体の体積分率を F値（0≦F≦1）と

して定義し, 下記の輸送方程式を解くことにより界面を求める。以下にその計算

手順を示す。 

 

① 各セルの体積分率（F=0.0～1.0の間の値をとる）及び周囲のセルの状況によ

り, 図 1に示すように気体（F=0.0）, 液体（F=1.0）, 境界（0.0＜F＜1.0）

セルに分類する。 

② 液体セル, 境界セル内の水面の法線の向きを決定する。 

③ 各計算セルの流体を運動方程式で計算された流速場に従って移流させる。 

④ 時間を進めて計算を繰り返す。 

 

 

輸送方程式 

 

  
𝜕𝐹

𝜕𝑡
+
𝜕𝐹𝑢𝑖
𝜕𝑥𝑖

= 0 

 

  ここで, ①式の流速 ui は, ②質量保存式, ③運動量保存式より 

計算する。 

 

  
𝜕𝜌

𝜕𝑡
+
𝜕𝜌𝑢𝑖
𝜕𝑥𝑖

= 0 

 

  
𝜕𝜌𝑢𝑖
𝜕𝑡

+
𝜕𝜌𝑢𝑖𝑢𝑗

𝜕𝑥𝑗
= −

𝜕𝑃

𝜕𝑥𝑖
+

𝜕

𝜕𝑥𝑖
𝜏𝑖𝑗 + 𝜌𝐾𝑖 

 

  質量保存式, 運動量保存式で用いる密度 ρは④式により計算する。 

 

  𝜌＝𝐹𝜌𝑙 + (1 − 𝐹)𝜌𝑔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・① 

・・・④ 

・・・② 

・・・③ 

ui  : i 方向の流速 

      i=1, 2, 3 

ρ  : 密度 

P  : 圧力 

τij  : 粘性応力ﾃﾝｿﾙ 

Ki  : 外力 

ρl  : 水密度 

ρg  : 空気密度 
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2.3 解析コードの検証 

 解析コードの妥当性検証のため, 類似性の高い水ダム崩壊問題の模擬解析を

行い, 水面位置の時間変化を実験結果と比較した。詳細を別紙に示す。 

この結果, 解析と実験の水面位置の時間変化はほぼ一致しており, 本解析コ

ードにおける屋外タンク等の溢水伝播挙動評価の妥当性が確認できた。 

 

以上 
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別紙 

 

解析コードの妥当性の検証 

 

1. 概要 

  使用プログラム Fluentの動作検証を実施するため 2次元ダムブレイク問題の

模擬解析を行い, 水面位置の時間変化を実験結果と比較する。 

 

2. 対象問題 

  図 1に示すアスペクト比 1：2の水柱（水色の領域）を初期条件として, 時間

の経過とともに図 1中破線のように水柱が崩れる問題に対して非定常解析を行う。

L=0.5 [m] とし, 物性値は表 1に示す値を用いる。 

 

 
 

図 1 解析対象領域 

 

 

表 1 物性値 

 水 空気 

密度 ［kg/m3］ ρl=1000 ρg=1.0 

粘性係数 [Pa･s] μl=1.0×10-3 μg=1.8×10-5 
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3. 解析モデルと解析条件 

3.1 メッシュ分割 

 図 2にメッシュ分割図を示す。全域においてメッシュサイズを鉛直／水平方

向とも 0.025 [m]（0.05L）とする。 

 

 

図 2 メッシュ分割図 

 

3.2 流体のモデル化 

   水及び空気の 2相流, かつ 2相とも非圧縮性粘性流体としてモデル化する。2

相の取り扱いについては, VOF法（Volume Of Fluid 法）(1)を採用する。 

 

3.3 初期条件 

   水柱の初期状態を模擬するために, 図 3に示すような体積分率の初期条件を

与える。流速及び圧力は, すべて 0とする。なお, 赤色は水を, 青色は空気を, 

コンターレンジ途中の色（黄緑色等）は水と空気の混合状態を意味する。 
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図 3 体積分率分布（初期条件） 

 

3.4 境界条件 

 メッシュモデル下面及び側面には滑りなしの境界条件を適用する。また, 上面

は圧力境界条件とする。 

 

3.5 重力の取り扱い 

 鉛直下向きに 1G（9.8m/s2）相当の体積力を与える。 

 

3.6 時間積分 

 非定常計算における時間刻みは, 0.01 秒とし, 100ステップ（=1.0秒間）の

解析を行う。 
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4. 解析結果及びまとめ 

 図 4に, 体積分率分布を示す。ここで, 図中の記号は t：経過時刻[s], g：重

力加速度を示す。時間の経過に伴って水柱が崩壊し, モデル右側面に衝突した水

流が壁面を伝って上昇している様子が分かる。また, 自由表面の形状に関して, 

物理的に破たんしているような部分や, 自由表面がぼやけるような現象は見ら

れない。 

  実験結果(2)との比較を, 図 5及び図 6 に示す。図 5は水の先端（右端）の位置

の時間変化を, 図 6はモデル左端における水面の高さの時間変化を無次元化して

整理したグラフである。これらの図において, 本解析結果は実験結果とよく一致

している。図 5の水の先端位置の時間変化において, 解析結果が実験結果と比べ

て先行する傾向があるが, これは実験においては水ダムのスリットの開放が有

限時間で行われることの影響が大きいと思われる。 

 

 

   
(a) 0.2秒後 ( t√2𝑔/𝐿 = 1.253 )   (b) 0.4秒後 ( t√2𝑔/𝐿 = 2.506 ) 

 

 
(c) 0.6秒後 ( t√2𝑔/𝐿 = 3.759 ) 

 

図 4 水面（体積分率分布）の変化 
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図 5 先端位置 Zの時間変化 

 

 

 

図 6 水柱高さ Hの時間変化 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 

(2) 

(2) 
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補足説明資料 15 

エキスパンションジョイント止水板の性能について

２号炉の建物間接合部には，エキスパンションジョイント止水板（以下，「止

水板」という。）として「可とうジョイント」を設置している。止水板の概要

を図１に示し，性能（許容負荷，耐震性）について，以下に示す。 

 

止水板製品図 

図１ 止水板の概要 

１．許容負荷（許容耐水圧） 

 止水板の許容耐水圧のメーカー規定値は 0.10MPaであり，耐水圧試験により

確認している。試験では，試験機に止水板を取り付け，常態（変位なし），伸

長（200mm）及び沈下（300mm）を模擬した状態にて，0.10MPaの水圧を加圧し漏

えいのないことを確認している。試験の概略図を図２に，試験結果を表１に示

す。 

 これに対し，地下水は建物間に浸水した場合でも建物周辺の地下水位と平衡

した水位で上昇は止まるものと考えられる。その上で，止水板に考慮する地下

水位を保守的にタービン建物の敷地高さ（EL8.5m）と想定した場合でも，止水

板設置箇所 EL2.6mに加わる静水圧は約 0.06MPa（約 6m水頭圧）程度であり，止

水板の許容耐水圧（0.10MPa（約 10m水頭圧））に対し，十分な余裕がある。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

①伸縮ゴム

②押さえ版

③接着系アンカー

④アンカーボルト

⑤ナット，ワッシャ

⑥シール材
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図２ 止水板の耐水圧試験概略図 

 

表１ 耐水圧試験結果 

変位 試験水圧 状況 

常態（0mm） 0.1MPa 漏水なし 

伸長（200mm） 0.1MPa 漏水なし 

沈下（300mm） 0.1MPa 漏水なし 

 

２．耐震性 

 止水板の許容伸縮量のメーカー規定値は伸長 200mm，沈下 300mmである。これ

に対し，原子炉建物とタービン建物の基準地震動 Ssによる地震力で発生する最

大相対変位量は約 17mm程度であり，許容伸縮量の規定値以内に収まることを確

認している。 

 以上より，止水板は基準地震動 Ss に対する耐震性を有すると判断している。 

 

３．経年劣化管理 

 止水板の経年劣化事象としては，紫外線や放射線，酸素やオゾン，熱等に起

因する材料の硬化やひび割れなどがあり，今回対象の２号炉の建物間接合部は，

地下階及び非管理区域であるため，紫外線や放射線等の経年劣化の影響は小さ

いと考えられる。 

また，定期点検として外観目視点検を年１回実施しており，ひび割れ等の異

常が確認された場合には適宜，補修や交換を実施することにより機能維持を図

ることとしている。 

280 480 280 

3
0
0 
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補足説明資料 16 

内部溢水影響評価における保守性について 

島根原子力発電所２号炉の内部溢水影響評価にて考慮している保守性につい

て以下に示す。 

1. 評価上考慮している保守性の整理

内部溢水評価では，評価の各プロセスにおいて様々な保守的な仮定や想定を行

っており，評価の全体として大きな保守性を有したものとなっている。なお，内

部溢水影響評価に用いる各項目の数値は，評価に必要な精度の桁数を考慮し，数

値が保守側になるように端数処理をしている。評価に用いる各項目の保守性につ

いての考え方と端数処理を表 1-1に，溢水水位算出に用いる数値設定の考え方と

端数処理を表 1-2 に示す。内部溢水影響評価に用いる各項目の概要図を図 1-1

に示す。なお，評価対象区画の溢水水位を算出する上で，開口部等から他区画へ

溢水が流れ出ることを「排出」と定義している。 
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表 1-1 内部溢水影響評価の保守性一覧 

項目 評価対象 内容 

個別設備の機能喪失判定 

機能喪失高さ 
機能喪失を判定する部位として，ベース高さ等の保守的な

部位を選定 

被水影響範囲 
被水の影響範囲として同一区画内全域，または放物軌道を

考慮した範囲を設定 

系統機能としての 

機能喪失判定 
関連系設備 

機能喪失により直ちに影響のない監視計器等の関連系設備

も，系統の機能喪失の判定対象設備として選定 

溢水源の設定 
区画内溢水源 想定破損の溢水源として小口径配管も対象として考慮 

高/低エネ分類 有効数字切り上げ 

伝播経路 伝播の仕方 

評価対象区画の水位その１を算出する場合は，仮想的に他

の区画への流出は考慮せず，一時的に区画内に全量滞留す

るものと設定 

評価対象区画の水位その２を算出する場合は，伝播経路上

の他の区画における溢水流量が評価対象区画へ全量流入す

るものと設定 

評価対象区画を含む複数の区画への経路が存在する場合，

評価対象区画へ全量伝播するものと設定 

消火活動における 

伝播経路 

止水時の 

耐火性能 

火災が発生した区画の耐火性能のない止水措置は期待しな

い 

想定破損における溢水量 溢水源 
伝播経路上の全ての区画に存在する系統について，最大の

保有水量及び溢水流量をもつ系統の破損をそれぞれ想定 

消火活動における溢水量 流出流量 消防法施行令に規定されている放水量の２倍を想定 

地震における溢水量 

溢水源 
基準地震動Ssによる地震力によってバウンダリ機能が保持

できないおそれのある機器の複数同時破損を想定 

隔離操作 運転員による隔離操作に期待しない 

評価用溢水量 

同一の系統が複数の区画で溢水する場合は，仮想的に各区

画で想定される最大の保有水量及び溢水流量をそれぞれ考

慮 
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表 1-2 内部溢水影響評価の溢水水位算出に用いる項目の保守性一覧(1/2) 

評価対

象 
項目 算出式または設定値 保守性または数値設定の考え方 端数処理 

○A 溢 水

量 

① 保有水

量 

配管施工図または平面図より

算出 

・配管施工図を使用した場合は，計

算値に 10％，平面図を使用した場合

は 50％の余裕を確保した。 

・機器保有水量に 10％の余裕を確保

した 

切り上げ 

② 溢水流

量 

h×g×2 ×C×A=Q inin
 

Ｑin ： 溢  水  流  量［m3/s］ 

Ａ ：断    面    積 ［m2］ 

Ｃin ： 損  失  係  数［-］ 

ｇ ：重 力 加 速 度  [m/s2] 

ｈ ：水     頭［m］ 

・断面積は系統内最大口径で評価し

た（※１） 

切り上げ 

③ 隔離時

間 

・床サンプの警報発信までの

時間（10 分） 

・現場への移動時間 （20分） 

・漏えい箇所特定に要する時

間（30分） 

・弁操作時間 （10分 or 20

分） 

ａ．中央制御室での弁操作

に要する時間 10分 

ｂ．現場での弁の特定に要

する時間＋現場での弁

操作に要する時間 20分 

・漏えい発生から中央制御室のみで

隔離を行う系統は，隔離までに要す

る時間は最大でも 54 分であり，70

分未満であることを確認した 

・漏えい発生から現場操作を伴う隔

離を行う系統は，隔離までに要する

時間は最大でも 72 分であり，80分未

満であることを確認した 

― 

○B 溢 水

水位 

その１ 

④ 滞留面

積 

滞留面積 

＝床面積 ×（１－［面積低減

率］） 

 

・区画内で実際に機器等が占める面

積（面積低減率）を考慮 
切り捨て 

⑤ 床勾配 床勾配 50mm 

建築施工公差 25mm 

・床勾配及び建築施工公差を考慮し，

溢水水位を算出した。床勾配がない

区画については，建築施工公差のみ

を考慮し，溢水水位を算出した 

― 

○B 溢 水

水位 

その２ 

⑥ 排出流

量 
2

3

outout h×B×C=Q  
0.022

out
L

h
×1.642=C0.1

L

h
 0 








 　：　≦

Ｑout： 排  出  流  量［m3/s］ 

Ｂ ： 開  口  の  幅［m］ 

Ｃout： 排  出  係  数［-］ 

ｈ ： 水        位［m］ 

Ｌ ： 開口までの長さ [m］  

・排出係数Ｃoutは開口までの長さＬ

と水位ｈの関係があるが，開口まで

の長さＬは長くとるほどにＱout が

少なくなることから，保守的に原子

炉建物の二次格納施設の１辺に相当

する 50m として算出した 

・本計算式は，試験の結果から得ら

れた越流水深と越流量の関係を近似

式として表現したものであり，計算

式自体に保守性を含んでいないが，

開口部の条件設定に保守性を持たせ

て評価した 

切り捨て 

⑦ 開口部

の条件

設定 

・開口の幅［m］=排出を期待

できる開口幅［m］×0.5 

・機器搬入ハッチ等の開口部 

開口の幅［m］を，排出を期待できる

開口幅［m］の 50％として評価した 

切り捨て 

・開口の幅［m］=排出を期待

できる開口幅［m］×1.0 

・階段開口部 

開口の幅［m］を，排出を期待できる

開口幅［m］の 100％として評価した 

切り捨て 
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表 1-2 内部溢水影響評価の溢水水位算出に用いる項目の保守性一覧(2/2) 

評価対象 項目 算出式または設定値 保守性または数値設定の考え方 端数処理 

○C 機能喪

失高さと 

○B 溢水水

位の比較 

 

⑧ 機能喪

失高さ 

機能喪失高さは「基本測定箇

所」を基本とし，溢水水位に

応じて機能喪失高さの実力値

である「個別測定箇所」に見

直す。 

なお，機能喪失高さの設定に

おいては，電線管接続部等を

考慮した設定としている。 

設定した機能喪失高さが実際の機能

喪失高さ以下であることをプラント

ウォークダウンにより確認した。ま

た，溢水水位に対し機能喪失高さは，

水面のゆらぎ(50 ㎜)以上の裕度が確

保されていることを確認した。 

切り捨て 

 

※１ ただし，破断を想定する箇所を特定し，その箇所における口径が明確な場合は,その値

を使用する。 

※２ 自重による溢水流量を算出する際には，水頭は当該系統敷設最高フロアの上階床 ELと，

当該系統敷設最低フロアの床 ELとの差とする。ただし，配管敷設箇所が明確な場合は，

破断箇所との EL 差とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 内部溢水影響評価に用いる各項目の概要図 

 

○C 機能喪失高さ[m] 

 

溢水防護 

対象設備 

②溢水流量[m3/h] 

 

④滞留面積[m2] 

○B 溢水水位[m] 

⑤床勾配[75mm] 

①保有水量[m3] 

③隔離時間[分] 

○A 溢水量[m3] 

⑥排出流量[m3] 
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2. 保守性の詳細

2.1 水上高さの扱いについて 

 想定破損，消火水の放水及び地震起因の溢水評価においては，評価対象区画の

床に勾配がある場合においても，保守的な評価となるように床勾配分に留まる水

量を考慮せずに評価した。 

具体的には図 2-1 に示すとおり，溢水水位の算出にあたって床勾配（50mm）及

び建築施工公差（25mm）を考慮し，水上高さ 75mm を溢水水位算出の基準点とした。

なお，図 2-2 廃棄物処理建物及び図 2-3 原子炉建物内の一部の区画は，床勾配が

ないため建築施工公差（25mm）のみを考慮し，水上高さ 25mmを溢水水位算出の基

準点とした。 

図 2-1 溢水水位算出時の床勾配の考え方 

図 2-2 床勾配を考慮しない区画（廃棄物処理建物）(1/2) 

水上高さを溢水水位 

算出の基準点とした。 

壁 
▽算出溢水水位

▽基準床面

▽水上高さ

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 2-2 床勾配を考慮しない区画（廃棄物処理建物）(2/2) 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 2-3 床勾配を考慮しない区画（原子炉建物）(1/2) 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 2-3 床勾配を考慮しない区画（原子炉建物）(2/2) 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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2.2 滞留面積について 

滞留面積については，没水影響評価結果に与える影響が大きいことから，以下

のような条件にて算出した。 

なお，資機材の持ち込み等により滞留面積が一時的に変動し，溢水水位に影響

を及ぼすような場合は，溢水評価への影響確認を実施する。また，本事項は運用

管理が必要となる事項である（別添２参照）。 

 

2.2.1 床面積の算出 

溢水防護区画毎に建築図から躯体寸法を読み取り，手計算又はＣＡＤにて床面

積を算出した。 

 

2.2.2 滞留面積の算出 

区画内で実際に機器等が占める面積の割合（以下「実面積低減率」という。）が

0.3以下となる区画については，表 2-1に示す一部の区画を除き面積低減率を 0.3

として滞留面積を算出した。また，機器等が多く設置された区画で，実面積低減

率が 0.3 を超える区画については，面積低減率に実面積低減率を用いて滞留面積

を算出した。 

 

  ［滞留面積］＝［床面積］×（１－［面積低減率］） 

 

表 2-1 面積低減率を 0.3未満とする区画 

建物 区画番号 面積低減率 実面積低減率 

原子炉建物 R-B1F-20N 0.20 0.15 

 

 

2.2.3 実面積低減率の算出 

実面積低減率を算出するために必要となる機器等の占める面積は，以下の方法

により算出した。実面積低減率が 0.3を超える区画を表 2-2に示す。 

・区画内の機器基礎寸法を使用することを基本とし，熱交換器等で基礎部の面

積よりも機器の投影面積の方が大きい機器については，投影面積を使用した。 

・機器等の設置状況について現場調査結果を反映した。 
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表 2-2 実面積低減率が 0.3を超える区画(1/2) 

建物 区画番号 実面積低減率 

原子炉建物 

R-B2F-04N 0.65 

R-B2F-06N 0.66 

R-B2F-07N 0.61 

R-B2F-13N 0.54 

R-B1F-04N 0.46 

R-B1F-05N 0.48 

R-B1F-06N 0.46 

R-B1F-09N 0.32 

R-B1F-13N 0.37 

R-B1F-24N 0.78 

R-B1F-25N 0.85 

R-B1F-29N 0.75 

R-1F-08N 0.39 

R-1F-25N 0.43 

R-1F-17N 0.46 

R-1F-101N 0.33 

R-2F-04N 0.33 

R-2F-07N 0.31 

R-2F-08N 0.43 

R-2F-17N 0.45 

R-2F-21N 0.35 

R-2F-22N 0.32 

R-2F-28N 0.47 

R-M2F-01N 0.41 

R-M2F-09N 0.35 

R-M2F-10N 0.34 

R-M2F-27N 0.46 

R-3F-04-1N 0.44 

R-3F-04-2N 0.44 

R-3F-06-1N 0.44 

R-3F-06-2N 0.44 

R-3F-16-1N 0.44 
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表 2-2 実面積低減率が 0.3を超える区画(2/2) 

建物 区画番号 実面積低減率 

廃棄物処理建物 

RW-MB1F-08N 0.60 

RW-1F-03 N 0.33 

RW-1F-05N 

RW-1F-07N 
0.35 

RW-1F-21N 0.34 

RW-2F-01N 0.37 

RW-2F-02N 0.38 

RW-4F-01N 0.36 

制御室建物 C-2F-08N 0.38 

海水ポンプエリア Y-24BN 0.38 

排気筒エリア Y-23N 0.51 
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2.3 水面のゆらぎの考慮について 

内部溢水事象発生時において没水評価におけるゆらぎを考慮すべき場合は，滞

留水にゆらぎを与えるものを考慮して，以下の２つが考えられる。 

（1）溢水源から流出する際の水勢 

（2）人員の移動 

この２つの場合について以下の通りゆらぎ水位を評価する。 

 

（1）溢水する際の水勢 

溢水が過渡的に各溢水防護区画に流入した直後については，過渡的に溢水

源からの水勢による流体の速度によってゆらぎが発生する可能性があるが，

時間の経過と共に水位が上昇するにつれ流体の水勢は弱まり，各溢水防護区

画に全ての流入流量が収まる頃には水位が最大高さになることと併せて流体

の流動及びゆらぎによる水面の変動は十分小さくなると考えられる。加えて，

溢水防護対象設備に対する溢水源からの距離の影響について，没水水位が低

いうちは溢水源から距離が近いものについては，その影響が考えられる。し

かし，水位が上昇することに伴い，溢水源からの水勢が弱まるため距離の影

響は小さくなる。このため，表 1-1 における伝播の仕方等の保守性を考慮す

ることにより，水勢によるゆらぎ高さは現状の評価において包含される。 

 

（2）人員の移動 

内部溢水事象発生後，運転員等が通路を歩行する際に，滞留した流体に運

動エネルギーを加えることで水位が上昇することが考えられる。このため，

通路部においては，人員の移動により溢水水位に応じてゆらぎが発生する可

能性があることから，各通路部において 50mm 以上の裕度が保守的に確保さ

れていることを確認する。 

 

以上より，表 2-3に水位変動の要因と，評価上の裕度の考慮について整理した。

結果として各要因により水位変動が生じる可能性を考慮して，アクセスルートに

おいて人員の移動によるゆらぎ高さ 50mm の裕度を確保する。 
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2.4 評価用溢水水位の保守性について 

 評価用の溢水水位の算出は，溢水量及び滞留面積を用いて評価ガイドに従い算

出している。この溢水量及び滞留面積の算出においては，表 1-1 及び表 1-2 に記

載したような各種保守性を考慮しており，また溢水伝播の評価においても，評価

対象区画への流入流量が大きく，評価対象区画から他区画への排出流量は小さく

なるよう想定をして評価を実施していることから，大きな保守性を有したものと

なっている。併せて，実際に溢水が発生した場合の溢水水位の挙動に関しては，

人員の移動に伴う水勢によって水面がゆらぐことで水位の変動が生じる可能性が

あるため，ゆらぎを考慮した評価用水位を用いる。 

 以上より，一連の各プロセスで保守性を確保することにより，溢水評価全体で

保守性を確保している。 
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補足説明資料 17 

溢水影響評価における耐震クラスの確認方法について 

地震起因によって溢水源となりうる機器については，「3.溢水源の選定」にて抽

出した溢水源となりうる機器のうち，基準地震動 Ssによる地震力によって破損が

生じるおそれのある機器を選定している。さらに，選定した機器に対し，地震起

因による没水影響評価フロー及び地震起因による被水影響評価フローに基づき，

影響評価を行い，溢水源にする機器を選定している。図１に地震起因による没水

影響評価フローを，図２に地震起因による被水影響評価フローを示す。 

この中で，耐震 B,Cクラスの配管は，配管計装線図を用いて抽出している。配

管計装線図には，系統仕様（耐震重要度分類，最高使用圧力，最高使用温度等）

が記載されており，本図書を用いることによって耐震重要度分類及び設置されて

いる建物が確認できる。また，抽出した機器が溢水防護対象設備が設置された建

物・区画内にあることをプラントウォークダウンにより確認している。 

図１  地震起因による没水影響評価フロー 

（本文 7.6 図 7-4再掲） 

評価対象区画の溢水量の算出 

機能喪失高さと溢水水位の比較 

対策検討 

・溢水対策検討

・溢水源となりうる機器の Ss機能

維持評価及び耐震補強工事検討

評価終了 

判定基準※を満足しない 

※ 判定基準

Ａ：溢水水位が機能喪失高さ未満

である。 

Ｂ：溢水防護対象設備が多重化又

は多様化されており，各々が

別区画に設置される等により

同時に機能喪失しない。 

No 

Yes 

評価対象区画の溢水水位の算出 

溢水源の設定 
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※ 防滴仕様は「JIS C 0920 電気機械器具の外郭による保護等級（IP コード）」

による。

図２ 地震起因による被水影響評価フロー 

（本文 7.7 図 7-7再掲） 

Yes 

No 

溢水防護対象設備 

  

溢水防護対象設備から 
放物軌道を考慮した範囲に破損を想定する 
被水源がなく，上部の天井面に開口部又は 

貫通部がない 

No 

Yes 

No 

  
溢水防護対象設備が多重化又は 

多様化されており，各々が別区画に設置される 
等により，同時に機能喪失しない 

溢水防護対象設備が防滴仕様
※
を 

有している。 

Yes 

対策実施 

・溢水対策実施

・溢水源となりうる機器の Ss機能維持

評価及び耐震補強対策実施

対策不要 
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配
管
計
装
線
図
 
例

 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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補足説明資料 18 

配管の破損位置及び破損形状の評価について 

評価ガイド「2.1.1 溢水の影響を評価するために想定する機器の破損等により

生じる溢水」の評価（以下「想定破損」という。）においては，低エネルギー配管

は貫通クラックを想定して溢水影響を評価しているが，一部の配管については，

評価ガイド附属書 A「流体を内包する配管の破損による溢水の詳細評価手法につい

て」の規定を適用しているため，本資料にて当該評価について説明する。 

1. 評価対象配管

想定破損除外の応力評価を実施する対象配管を表 1-1に示す。

表 1-1 低エネルギー配管の想定破損除外を適用する対象配管 

建物 区画番号 
対象系統 

略称 名称 

原子炉 

建物 

FPC 燃料プール冷却系 

FPC 燃料プール冷却系 

RCW(A) 原子炉補機冷却系（非常用系Ⅰ） 

RCW(B) 原子炉補機冷却系（非常用系Ⅱ） 

RHR(A) 残留熱除去系（A） 

RHR(B) 残留熱除去系（B） 

FPC 燃料プール冷却系 

廃棄物処理 

建物 

FP 消火系 

RCW(A) 

HVC(A) 

原子炉補機冷却系（非常用系Ⅰ） 

中央制御室空調換気系（A） 

RCW(B) 

HVC(B) 

原子炉補機冷却系（非常用系Ⅱ） 

中央制御室空調換気系（B） 

RCW(N) 原子炉補機冷却系（常用系） 

FP 消火系 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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2. 低エネルギー配管の応力に基づく評価

表 1-1に示す対象配管はクラス２，３または非安全系の配管であることから，

評価ガイド付属書 Aのクラス２，３または非安全系の配管に適用される計算式に

より応力評価を実施し，評価ガイドに定める評価条件を満足することを確認する。 

応力評価は３次元梁モデル解析により行い，供用状態 A,B及び(1/3)Sd地震荷

重に対して設計・建設規格 PPC-3530(1)b.の計算式により求めた（一次応力＋二

次応力）Sn が，設計・建設規格 PPC-3530(1)d.の計算式により求めた許容応力

Sa の 0.4 倍以下であることを確認する。低エネルギー配管の破損形状の評価フ

ローを図 2-1に示す。

※１ 評価ガイド付属書 Aに基づく一次応力＋二次応力評価

※２ クラス２，３または非安全系の配管は 0.4Sa以下

Sa：許容応力（日本機械学会「発電用原子力設備規格 設計・建設規格（JSME 

S NC1-2005）」PPC-3530） 

図 2-1 低エネルギー配管の破損形状評価フロー 

一次応力＋二次応力評価※１ 

応力評価  ※２ 

0.4×許容応力以下 

低エネルギー配管 

貫通クラック 破損なし 

Yes 

No 
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3. 低エネルギー配管の応力に基づく評価結果

対象とした配管の区画内における最小裕度となる箇所の応力評価結果を表

3-1に示す。また，対象配管の解析モデルの例を図 3-1に示す。評価の結果，配

管の応力は Sn≦0.4Sa であり，想定破損除外を適用できることを確認した。 

なお，ここで示す応力評価結果は基本設計段階での評価であり，今後各種対策

の実現性・詳細設計等を精査するに伴い変更が必要となる場合は，適宜反映する。 

表 3-1 最小裕度となる箇所における応力評価結果 

区画 

番号 

対象 

系統 
材質 

発生値 

[MPa] 
許容値 

0.4Sa 

[MPa] 

評価 

内圧 自重 地震 熱 合計 

FPC 137 OK 

RCW(A) 111 OK 

RCW(B) 108 OK 

RHR(A) 111 OK 

RHR(B) 111 OK 

FPC 137 OK 

FPC 137 OK 

FP 100 OK 

RCW(A) 111 OK 

HVC(A) 100 OK 

RCW(B) 111 OK 

HVC(B) 100 OK 

RCW(N) 100 OK 

FP 100 OK 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 3-1 解析モデル図(FPC-15) 

4. 減肉等に対する管理

「3. 低エネルギー配管の応力に基づく評価結果」により破損形状の想定を行

う場合は，減肉，腐食等による破損を別途想定し，非破壊検査等を定期的に実施

する。定期的な管理を実施することにより，減肉による破損の想定を除外する。 

4.1 配管の想定破損評価時の配管減肉の管理方針について 

島根原子力発電所２号炉の減肉の可能性のある配管については，「発電用原子

炉設備規格 沸騰水型原子力発電所配管減肉管理に関する技術規格（2006年版）

（JSME S NH1-2006）」に基づいて管理している。 

ここで，溢水影響評価において想定破損除外を適用する配管については，低エ

ネルギー配管であり，上記の管理対象とならないが，減肉の有無を確認し，今後

の運用において減肉等による破損がないこととする。 また，当該の配管につい

ては評価ガイド附属書Ａの「2.1 運転中に発生する応力に基づく評価法」の要求

を満足させることとする。 

なお，本事項は運用管理が必要となる事項である（別添 2 参照）。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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4.2 減肉管理対象系統の抽出 

(1) 対象材料

島根原子力発電所２号炉の低エネルギー配管材料としては，ステンレス鋼及び

炭素鋼が使用されているが，配管の主要な減肉事象を表 4-1 のとおり整理した。

応力評価を実施する対象配管のうち，消火系配管については，内面ライニング配

管のため，対象外とする。 

表 4-1 主要な減肉事象と炭素鋼配管を代表として減肉測定を実施する理由 

(2) 対象腐食モード

評価対象配管の強度に影響をおよぼす腐食モードとしては，流れ加速型腐食

（FAC），全面腐食が考えられるが，低温配管については，FAC の感受性は低いこ

とから，主に全面腐食を検討対象とする。 

(3) 水質による代表絞り込み

炭素鋼の全面腐食の加速因子として支配的なものは，溶存酸素濃度，pH，塩分

濃度等の水質条件である。想定破損除外を適用する対象配管の水源は純水タンク

であり，これを水源とする系統を代表として抽出する。 

  以上の検討結果より肉厚測定対象系統を以下のとおり抽出する。 

・中央制御室空調換気系

純水タンクを水源としており，防錆剤を含む定常的な流れのある系統とし

て選定。 

・残留熱除去系

サプレッションチェンバを水源としており，防錆剤を含まない定常的な流

れのない系統として選定。 

4.3 検討対象系統の肉厚測定結果 

検討対象系統の肉厚測定結果について表 4-2に示す。 

減肉事象 炭素鋼配管を代表として減肉測定を実施する理由 

腐
食

全面腐食 ステンレス鋼は Cr 含有量が多く，表面に形成される不動態化被膜に

より炭素鋼に比べ耐食性が優れている。 

流れ加速型腐食 

（FAC） 

FAC による減肉速度は配管材料の Cr 含有量が多いほど低下すること

が知られており，ステンレス鋼は炭素鋼に比べ、FAC が抑制される。 

エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン 

液滴衝撃エロージョン

（フラッシング・エロ

ージョン含む） 

液滴衝撃エロージョンは負圧機器に接続され連続的に高速二相流が

流れる系統で発生する可能性があるが、対象となる低エネルギー配管

で該当する系統はない。 

キャビテーション・エ

ロージョン

設計段階においてキャビテーション発生防止のための評価・確認を実

施し、運転条件を適切に維持していることから、問題ない。 

固体粒子エロージョン BWR プラントにおいて通常起こりえない事象である。 
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表 4-2 配管肉厚測定結果 

計測系統 

配管 

口径 

[A] 

板厚 

（公称肉厚） 

[mm] 

測定値 

（最小値）

[mm] 

公差 

中央制御室空調換気系 
中央制御室空気調和装置 

冷却水ライン 

残留熱除去系 
可燃性ガス濃度制御スプ

レイ冷却器冷却水ライン

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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補足説明資料 19 

フェイルセーフ機能により溢水影響評価対象外とした弁の

溢水による機能影響について 

１．フェイルセーフ機能により溢水影響評価対象外とした設備 

フェイルセーフ機能により溢水影響評価対象外とした設備を表１に，フェイ

ルセーフ機能の代表例を図１，２に示す。また，フェイルセーフ機能設備が溢

水の影響により動作機能が喪失した後に，動作が要求されることがないことを

確認した。 

２．溢水によるフェイルセーフ機能への影響 

以下に示す通り，溢水によるフェイルセーフ機能への影響はないと考える。 

(1) 端子部に水分が浸入した時点で電源が遮断され，フェイルセーフ機能が作

動する。電源が喪失すれば誤作動はしない。

(2) 溢水により電源が遮断されない場合は，電源回路の絶縁性能が保たれて

いるため，正常に動作可能。

(3) 溢水により無励磁の箇所が誤って励磁される事象は考えられない。
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表１ フェイルセーフ機能により溢水影響評価対象外とした設備 

系統名称 機器番号 機器名称 
フェイルセーフ

時の動作 
動作要求の有無 

作動

原理 

原子炉再循環

系 

AV201-2 炉水ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ外側隔離弁 

開→閉 
閉動作後の開動作要

求無し 

図１ 

AV201-5A,B A,B-再循環ﾒｶｼｰﾙﾊﾟｰｼﾞ元弁 

主蒸気系 AV202-2A～D A～D-主蒸気外側隔離弁 

制御棒駆動系 AV212-126 水圧ﾕﾆｯﾄｽｸﾗﾑ弁 閉→開 
ｽｸﾗﾑ達成後の動作要

求無し 

原子炉補機冷

却系 
CV214-1A,B 中央制御室冷凍機出口圧力調節弁 制御→開 

開動作後の閉動作要

求無し 

窒素ｶﾞｽ制御系 

AV217-8A N2補給ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ入口隔離弁 

開→閉 
閉動作後の閉動作要

求無し AV217-8B N2補給ﾄｰﾗｽ入口隔離弁 

非常用ｶﾞｽ処理

系 
AV226-1A,B A,B-R/B連絡弁 閉→開 

開動作後の閉動作要

求無し 

中央制御室空

調換気系 

AD264-1 A,B-制御室再循環風量調整ﾀﾞﾝﾊﾟ 開→閉 
閉動作後の開動作要

求無し 

図２ AD264-2 A,B-ｹｰﾌﾞﾙ処理室排気切替ﾀﾞﾝﾊﾟ 

閉→開 
開動作後の閉動作要

求無し 
AD264-3 

A,B-制御室再循環空気排気切替ﾀﾞﾝ

ﾊﾟ 

AD264-4A,B 
A,B-中央制御室排風機用 ｲﾝﾚｯﾄｶﾞｲ

ﾄﾞﾍﾞｰﾝ 

AV264-5 中央制御室排気内側隔離弁 

開→閉 
閉動作後の開動作要

求無し 

図１ 

AV264-6 中央制御室排気外側隔離弁 

AV264-7A 
A,B-中央制御室非常用再循環処理

装置入口隔離弁 
閉→開 

開動作後の閉動作要

求無し 

CV264-17 中央制御室給気外側隔離弁 

開→閉 
閉動作後の開動作要

求無し 

CV264-18 中央制御室給気内側隔離弁 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ系 

AV278-1A～D A～D-N2 ｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ第 1隔離弁 

AV278-2A～D A～D-N2 ｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ第 2隔離弁 

AV278-3 N2 ｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ戻り第 2隔離弁 

AV278-4 N2 ｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ戻り第 1隔離弁 

ﾌﾟﾛｾｽ放射線 

ﾓﾆﾀ系 

AV295-15,16 
PRM ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ内漏えい検出ﾓﾆﾀ入口

第 1,2隔離弁 

AV295-17,18 
PRM ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ内漏えい検出ﾓﾆﾀ出口

第 1,2隔離弁 
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【通常時】 

 

【フェイルセーフ動作時】 

 

 

 

 

 

 

図１ 空気作動弁の動作概要図 

 

  

  

IA 

隔離弁『開』位置 

隔離弁『閉』位置 

空気シリンダ 

電磁弁 

励磁 

ピストン 

バネ 

  

  

 

  

 

 

IA 

隔離弁『開』位置 

隔離弁『閉』位置 

空気シリンダ 

電磁弁 

 

①無励磁 

ピストン 

バネ   

＜溢水時動作＞ 

 ①溢水の影響により，電磁弁が無励磁となる 

 ②電磁弁の空気供給ループが変更される 

③ピストンが隔離弁「閉」位置となる側に移動し，空気作動弁が閉止する 
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スプリング 

  

電磁弁 

～ 空気 

空気シリンダ 

急速排気弁 

IN 
OUT 

EXH 

開 

ピストン 

電磁弁 

～ 

急速排気弁 

IN 
OUT 

EXH 

ダンパ本体 

ピスト

ン 

ダンパ本体 

空気 

閉 

スプリング 

空気シリンダ 

【通常時】 

【フェイルセーフ動作時】 

羽根 

羽根 

＜溢水時動作＞ 

 ①溢水の影響により，電磁弁が無励磁となる 

 ②急速排気弁の空気供給ループが変更される 

③ピストンが作動式ダンパ「閉」位置となる側に移動し，空気作動式ダンパが閉止する 

図２ 空調式ダンパの動作概要図 
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補足説明資料 20 

ハッチ開放時における溢水影響について

定検作業に伴う溢水防護対象設備の不待機や扉の開放等，プラントの保守管理

上やむを得ぬ措置の実施により，影響評価上設定したプラント状態と一時的に異

なる状態となった場合については，重大事故等対処施設の利用も含めた現実的な

対応も考慮し，その状態を踏まえた必要な安全機能が損なわれないような運用と

する。 

ここでは，影響評価上設定した溢水経路の状態の一時的な変更の一例として，

島根原子力発電所２号炉における定期検査時等でのハッチ開放を想定し，これに

よる溢水評価への影響について示す。 

１．ハッチ開放による溢水評価への影響の考え方 

溢水影響評価において，通常閉止されているハッチについて，定期検査時等で

開放されることを考慮し，評価に及ぼす影響について図１のフローに従い確認す

る。 

図１ ハッチ開放による影響確認フロー 

ハッチを選択

詳細確認 

溢水水位＞ハッチ周囲堰高さ 

ハッチ開放により

止水性能が喪失

ハッチ開放は

下階の溢水防護対象設備 

点検時のみ 

設備点検中のため，当該設備の 

機能に期待していない 

ことから影響なし 

ハッチ開放時も伝播しない

ことから影響なし

ハッチ開放時も伝播しない

ことから影響なしNo 

Yes 

Yes 

No 

No 

Yes 

止水対策により 

伝播を防止 

伝播を許容している 

ことから影響なし No 

Yes 
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２.確認結果 

図１の確認フローに従いハッチ開放時の影響を確認し，詳細確認が必要となっ

た箇所及びその対応を表１に示す。これらを実施することにより必要な安全機能

が損なわれないよう，対応することとする。 

なお，運用面での対策については保安規定に基づく規定文書に明記する。また

本事項は運用管理が必要となる事項である（別添２参照）。 

 

表１ ハッチ開放による溢水影響評価 

ハッチ No. 設置区画 接続区画 止水方法 主なハッチ開放理由 対応 

8.8-HR-1 
R-B1F-01N 

R-B1F-08N 
R-B2F-01N シール RCIC ポンプ点検等 

運用による対応（例：当該ハッチ開放中

に異区分の安全機器の点検をしない。） 

15.3-HR-1 R-1F-02N R-B1F-16N シール A-DEG 設備点検等 
運用による対応（例：当該ハッチ開放中

に異区分の安全機器の点検をしない。） 

15.3-HR-2 R-1F-02N R-B1F-16N シール B-DEG 設備点検等 
運用による対応（例：当該ハッチ開放中

に異区分の安全機器の点検をしない。） 

15.3-HR-8 R-1F-15N R-B1F-11N シール IA コンプレッサ点検等 
運用による対応（例：当該ハッチ開放中

に異区分の安全機器の点検をしない。） 

15.3-HR-9 R-1F-15N R-B1F-12N シール H-DEG 点検等 
運用による対応（例：当該ハッチ開放中

に異区分の安全機器の点検をしない。） 

23.8-HR-5 R-2F-21N R-1F-15N シール 
HPCS 電気室排風機用電動機

点検等 

運用による対応（例：当該ハッチ開放中

に異区分の安全機器の点検をしない。） 

30.5-HR-1 R-M2F-01N R-2F-23N シール C/C 点検等 
ハッチより伝播した場合にも安全機能

に影響が無いことを確認 

30.5-HR-2 R-M2F-02N R-2F-20N シール C/C 点検等 
ハッチより伝播した場合にも安全機能

に影響が無いことを確認 

34.8-HR-1 R-3F-03N R-2F-05N シール 非常用電気室排風機点検等 
運用による対応（例：当該ハッチ開放中

に異区分の安全機器の点検をしない。） 

34.8-HR-2 

R-3F-04-1N 

R-3F-04-2N 

R-3F-06-2N 

R-3F-07N 

R-3F-16-1N 

R-2F-11N 

R-2F-12N 

R-2F-18N 

R-2F-19N 

R-2F-24N 

R-2F-25N 

シール 機器搬出入 
ハッチより伝播した場合にも安全機能

に影響が無いことを確認 

42.8-HR-1 R-4F-01-1N 

R-3F-04-1N 

R-3F-04-2N 

R-3F-06-2N 

R-3F-07N 

R-3F-16-1N 

シール A-SGT 点検等 
運用による対応（例：当該ハッチ開放中

に異区分の安全機器の点検をしない。） 

42.8-HR-2 R-4F-01-1N 

R-3F-04-1N 

R-3F-04-2N 

R-3F-06-2N 

R-3F-07N 

R-3F-16-1N 

シール 機器搬出入 
運用による対応（例：当該ハッチ開放中

に異区分の安全機器の点検をしない。） 

42.8-HR-3 R-4F-01-1N R-3F-15N シール FHE 点検等 
運用による対応（例：当該ハッチ開放中

に異区分の安全機器の点検をしない。） 

42.8-HR-4 R-4F-01-1N R-3F-15N シール FHE 点検等 
運用による対応（例：当該ハッチ開放中

に異区分の安全機器の点検をしない。） 

42.8-HR-8 R-4F-01-1N 

R-3F-04-1N 

R-3F-04-2N 

R-3F-06-2N 

R-3F-07N 

R-3F-16-1N 

シール B-SGT 点検等 
運用による対応（例：当該ハッチ開放中

に異区分の安全機器の点検をしない。） 

42.8-HR-11 R-4F-01-1N R-3F-22N シール FHE 点検等 
運用による対応（例：当該ハッチ開放中

に異区分の安全機器の点検をしない。） 

32.0-HW-5 RW-4F-02N RW-2F-02-2N シール 中央制御室送風機点検等 
運用による対応（例：当該ハッチ開放中

に異区分の安全機器の点検をしない。） 
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補足説明資料 21 

漏えい検知性について 

溢水発生時の漏えい検知性について以下に示す。 

1. 溢水発生時の漏えい検知の考え方

溢水防護区画について，想定破損による内部溢水が発生した場合の漏えい検

知性の考え方を図１に示す。 

2. 確認結果

図１のフローに基づき，漏えい検知性が溢水評価に影響がないことを確認し

た。確認結果を表１に示す。 

図１ 漏えい検知性の確認フロー 
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表１ 漏えい検知性確認結果（1/2） 
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表１ 漏えい検知性確認結果（2/2） 

9条-別添1-補足21-3

1045



補足説明資料 22 

重大事故等対処設備を対象とした溢水防護の基本方針について 

本補足説明資料については，第四十三条の審査資料に統合する。 
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補足説明資料 23 

その他漏えい事象に対する確認について 

その他の漏えい事象に対して，想定される事象を整理するとともに，漏え

い検知器又は床ドレンサンプの警報等により，漏えい水が安全機能に影響を

及ぼさない設計となっていることを確認する。 

１．その他漏えい事象の整理 

溢水防護区画内にて発生が想定されるその他漏えい事象について表 1-1

に整理する。 

表 1-1 想定されるその他漏えい事象 

分類 想定事象 漏えい量 

(1)機器ドレン

・ポンプシールドレン

・空調ドレン（結露水含む）

・サンプルドレン  等 

小 

(2)機器の作動

（誤作動含む） 

・安全弁作動

・開放端に繋がる弁の誤開，開固着  等 
小～中 

(3)機器損傷

（配管以外） 

・開放端に繋がる弁のシートリーク

・弁グランドリーク

・ポンプシールリーク

・フランジリーク  等 

小 

(4)人的過誤

・弁誤操作

・隔離未完機器の誤開放

・開放点検中設備への誤通水

・アイスプラグ施工不良

小～大 

(1)機器ドレン

通常運転状態において発生するドレンであり，ドレン系により排水可

能な設計としている。 

(2)機器の作動（誤作動含む）

安全弁の作動は設計上想定されているものであり，二次側は配管によ

り自系統等に直接繋がっているため，区画内に放出されない設計として

いる（気体系の安全弁は除く）。 

大気開放タンクの補給弁等，開放端に繋がる弁が誤開，開固着した場

合には，タンクがオーバーフローする可能性があるが，タンクオーバー
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フロー管は配管により機器ドレンファンネル等に接続されているため，

区画内に漏えいしない設計となっている。 

 

(3)機器損傷（配管以外） 

弁グランドリークについては，一次系弁はリークオフライン等により

系外漏えいに至らないように設計上の配慮がされている。また，その他

のリーク事象の漏えい量は少なく，床目皿等により排水可能な設計とし

ている。 

 

(4)人的過誤 

事象によっては大量の漏えいが発生する可能性があるが，過去のトラ

ブル事例から，基本的にはプラントが停止している定期検査時に発生し

ているものであり，人的要因である。よって，発生時には早期に隔離等

の対処が可能である。 

 

２．その他漏えい事象に対する対応方針 

表 1-1に整理した事象のうち，(1)～(3)については，基本的に漏えい量

が少なく，現在の想定破損による溢水に包含されると考えられる。一方，

一部の区画においては想定破損を除外している場合があり，現状の影響評

価で包含されず，少量の漏えいであっても安全機能に影響を及ぼす可能性

が考えられるため，図 2-1に示す確認フローにて溢水防護区画ごとに確認

を実施した。確認結果について表 2-1に示す。 

なお，(4)人的過誤については，発生の未然防止を図るために，定めら

れた運用，手順を確実に順守すると共に，トラブル事例等を参考に継続的

な運用改善を行っていく。 
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図 2-1 漏えい検知性の確認フロー 

  

区画を１つ選定 

 

詳細確認を実施 

 

 

対応不要 

NO 

NO 

NO 

YES 

① 

区画内に溢水の発生要因となるもの 
（液体を内包する機器，火災源等）が 

存在しない 

③ 

区画内で溢水が発生した場合に 

排水または早期の検知が可能 

② 

区画内で溢水が発生した場合の 
影響評価を実施している 

YES 

YES 
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表 2-1 その他漏えい事象に対する対応確認結果（1/2） 
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表 2-1 その他漏えい事象に対する対応確認結果（2/2） 
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補足説明資料 24 

溢水防護対象設備の配置について 

添付資料１にて抽出した溢水防護対象設備について溢水防護区画上の配置を図

1-1に示す。
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図 1-1 溢水防護対象設備の配置図（1/14） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-1 溢水防護対象設備の配置図（2/14） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-1 溢水防護対象設備の配置図（3/14） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-1 溢水防護対象設備の配置図（4/14） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-1 溢水防護対象設備の配置図（5/14） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

9条-別添1-補足24-6

1057



図 1-1 溢水防護対象設備の配置図（6/14） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-1 溢水防護対象設備の配置図（7/14） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-1 溢水防護対象設備の配置図（8/14） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-1 溢水防護対象設備の配置図（9/14） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-1 溢水防護対象設備の配置図（10/14） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-1 溢水防護対象設備の配置図（11/14） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-1 溢水防護対象設備の配置図（12/14） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-1 溢水防護対象設備の配置図（13/14） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

図 1-1 溢水防護対象設備の配置図（14/14） 
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補足説明資料 25 

内部溢水影響評価における判定表 

1．はじめに

内部溢水影響評価における溢水防護対象設備がその安全機能を喪失しないこ

とを確認するために用いた判定表について以下にまとめる。 

2．安全機能整理表 

 「重要度の特に高い安全機能を有する系統，燃料プール冷却機能及び燃料プー

ルへの補給機能」について，内部溢水影響評価における要求事項を表 1～10の安

全機能整理表に整理した。 

  内部溢水影響評価の判定としては，3項から 18項の判定基準により，溢水防護

対象設備の機能が維持されていることを確認した。 
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3. 原子炉の緊急停止機能 

  【判定基準】 

   制御棒及び制御棒駆動系（水圧制御ユニット）の機能が維持されていること。 

  

表 1 安全機能整理表（1/10） 
評価対象 原子炉施設 

安全機能 原子炉の緊急停止機能 

系統名 制御棒及び制御棒駆動系（水圧制御ユニット） 

系統区分 Ａ Ｂ 

安全区分 Ⅰ Ⅱ 

 

4. 未臨界維持機能 

  【判定基準】 

制御棒及び制御棒駆動系（水圧制御ユニット）の機能またはほう酸水注入系

の機能が維持されていること。 

 

表 2 安全機能整理表（2/10） 
評価対象 原子炉施設 

安全機能 未臨界維持機能 

系統名 
制御棒及び制御棒駆動系 

（水圧制御ユニット） 
ほう酸水注入系 

系統区分 Ａ Ｂ Ａ Ｂ 

安全区分 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ 

 

 

 

図 1 安全機能判定フロー（原子炉の緊急停止機能及び未臨界維持機能） 

 

 

制御棒及び制御棒駆動系（水圧制御ユニット）（Ａ） 

機能維持 

制御棒及び制御棒駆動系（水圧制御ユニット）（Ｂ） 

機能維持 

ほう酸水注入系（Ａ） 

機能維持 

ほう酸水注入系（Ｂ） 

機能維持 

原子炉の緊急停止機能維持 

未臨界維持機能維持 

：and条件 

 

：or条件 
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5. 原子炉隔離時注水機能 

  【判定基準】 

   原子炉隔離時冷却系（Ⅱ）または高圧炉心スプレイ系（Ⅲ）の機能が維持さ

れていること。 

 

表 3 安全機能管理表（3/10） 
評価対象 原子炉施設 

安全機能 原子炉隔離時注水機能 

系統名 原子炉隔離時冷却系 高圧炉心スプレイ系 

系統区分 － － 

安全区分 Ⅱ Ⅲ 

 

 

 
図 2 安全機能判定フロー（原子炉隔離時注水機能） 

原子炉隔離時冷却系（Ⅱ） 

機能維持 

高圧炉心スプレイ系（Ⅲ） 

機能維持 

：and条件 

 

：or条件 

原子炉隔離時注水機能維持 
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6. 低圧注水機能 

  【判定基準】 

   安全区分Ⅰ～Ⅲの炉心冷却機能のうち２区分以上の機能が維持されている

こと。 

   （安全区分Ⅰ） 

    自動減圧系（Ⅰ）の機能が維持されており，かつ残留熱除去系（Ａ）また

は低圧炉心スプレイ系（Ⅰ）の機能が維持されていること。 

   （安全区分Ⅱ） 

    自動減圧系（Ⅱ）の機能が維持されており，かつ残留熱除去系（Ｂ）また

は（Ｃ）の機能が維持されていること。 

   （安全区分Ⅲ） 

    高圧炉心スプレイ系（Ⅲ）の機能が維持されていること。 

 

表 4 安全機能整理表（4/10） 
評価対象 原子炉施設 

安全機能 低圧注水機能 

系統名 

自動減圧系＋Ａ－残留熱除去系 

（低圧注水モード）， 

低圧炉心スプレイ系 

自動減圧系＋Ｂ（Ｃ）－残留熱除去系 

（低圧注水モード） 高圧炉心 

スプレイ系 

自動減圧系 
残留熱 

除去系 

低圧炉心 

スプレイ系 
自動減圧系 残留熱除去系 

系統区分 － Ａ － － Ｂ Ｃ － 

安全区分 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ 

 

 
図 3 安全機能判定フロー（低圧注水機能） 

2/
3
以
上

 

低圧注水機能維持 

：and条件 

 

：or条件 

低圧炉心スプレイ系（Ⅰ）

機能維持 

自動減圧系（Ⅰ） 

機能維持 

残留熱除去系（Ａ） 

機能維持 

自動減圧系（Ⅱ） 

機能維持 

残留熱除去系（Ｂ） 

機能維持 

残留熱除去系（Ｃ） 

機能維持 

高圧炉心スプレイ系（Ⅲ）

機能維持 
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7. 圧力逃がし機能 

  【判定基準】 

   逃がし安全弁または自動減圧系（Ⅰ）もしくは（Ⅱ）の機能が維持されてい

ること。 

 

表 5 安全機能整理表（5/10） 
評価対象 原子炉施設 

安全機能 圧力逃がし機能 

系統名 逃がし安全弁 自動減圧系 

系統区分 － － － － 

安全区分 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ 

 

図 4 安全機能判定フロー（圧力逃し機能） 

 

8. 崩壊熱除去機能 

  【判定基準】 

   残留熱除去系（原子炉停止時冷却モード）またはフィードアンドブリードに

よる除熱（Ⅰ）もしくは（Ⅱ）が機能維持されていること。 

 

表 6 安全機能整理表（6/10） 
評価対象 原子炉施設 

安全機能 崩壊熱除去機能 

系統名 

残留熱除去系 

（原子炉停止時

冷却モード） 

フィードアンドブリードによる除熱（Ⅰ） フィードアンドブリードによる除熱（Ⅱ） 

逃がし 

安全弁 

自動 

減圧系 

残留熱除去系 

（低圧注水モ

ード） 

低圧炉心 

スプレイ系 

残留熱除去系 

（サプレッショ

ン・プール水冷

却モード） 

逃がし 

安全弁 

自動 

減圧系 

残留熱除去系 

（低圧注水モ

ード） 

残留熱除去系 

（サプレッシ

ョン・プール水

冷却モード） 

系統区分 Ａ Ｂ － － Ａ － Ａ － － Ｂ Ｃ Ｂ 

安全区分 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ 

逃し安全弁（Ⅰ） 

機能維持 

逃し安全弁（Ⅱ） 

機能維持 

：and条件 

 

：or条件 

自動減圧系（Ⅰ） 

機能維持 

自動減圧系（Ⅱ） 

機能維持 

圧力逃し機能維持 
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図 5 安全機能判定フロー（崩壊熱除去機能） 

残留熱除去系（原子炉停止時冷却モード）（Ａ） 

機能維持 

残留熱除去系（原子炉停止時冷却モード）（Ｂ） 

機能維持 

逃がし安全弁（Ⅰ） 

機能維持 

自動減圧系（Ⅰ） 

機能維持 

崩壊熱除去機能維持 

残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）（Ａ） 

機能維持 

：and条件 

 

：or条件 

残留熱除去系（低圧注水モード）（Ａ） 

機能維持 

低圧炉心スプレイ系（Ⅰ） 

機能維持 

逃がし安全弁（Ⅱ） 

機能維持 

自動減圧系（Ⅱ） 

機能維持 

残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）（Ｂ） 

機能維持 

残留熱除去系（低圧注水モード）（Ｂ） 

機能維持 

残留熱除去系（低圧注水モード）（Ｃ） 

機能維持 
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9. 格納容器の冷却機能 

  【判定基準】 

   残留熱除去系（格納容器冷却モード）（Ａ）または（Ｂ）が機能維持されて

いること。 

表 7 安全機能整理表（7/10） 
評価対象 原子炉施設 

安全機能 格納容器の冷却 

系統名 
残留熱除去系 

（格納容器冷却モード） 

系統区分 Ａ Ｂ 

安全区分 Ⅰ Ⅱ 

 

 
図 6 安全機能判定フロー（格納容器の冷却） 

 

10. 隔離機能 

  【判定基準】 

   隔離弁（内側）または（外側）が機能維持されていること。 

 

11. 放射性物質の濃度低減機能 

  【判定基準】 

   非常用ガス処理系（Ａ）または（Ｂ）が機能維持されていること。 

 

12. 格納容器内の可燃性ガス制御機能 

  【判定基準】 

   可燃性ガス濃度制御系（Ａ）または（Ｂ）が機能維持されていること。 

 

表 8 安全機能整理表（8/10） 
評価対象 原子炉施設 

安全機能 隔離機能 放射性物質の濃度低減機能 格納容器内の可燃性ガス制御機能 

系統名 格納容器隔離弁 非常用ガス処理系 可燃性ガス濃度制御系 

系統区分 内側 外側 Ａ Ｂ Ａ Ｂ 

安全区分 - - Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）（Ａ） 

機能維持 

：and条件 

 

：or条件 

格納容器の冷却機能維持 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）（Ｂ） 

機能維持 
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図 7 安全機能判定フロー（隔離機能，放射性物質の濃度低減機能及び格納容器内

の可燃性ガス制御機能維持） 

可燃性ガス濃度制御系（Ａ） 

機能維持 

：and条件 

 

：or条件 

格納容器内の可燃性ガス制御機能維持 

可燃性ガス濃度制御系（Ａ） 

機能維持 

非常用ガス処理系（Ａ） 

機能維持 

放射性物質の濃度低減機能 

非常用ガス処理系（Ｂ） 

機能維持 

格納容器隔離弁（内側） 

機能維持 

隔離機能維持 

格納容器隔離弁（外側） 

機能維持 
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13. 非常用電源機能 

【判定基準】 

安全区分Ⅰ～Ⅲの非常用電源機能のうち２区分以上の機能が維持されてい

ること。 

 

14. 補機冷却機能，冷却用海水供給機能 

  【判定基準】 

安全区分Ⅰ～Ⅲの補機冷却機能及び冷却用海水供給機能のうち２区分以上

の機能が維持されていること。 

（安全区分Ⅰ） 

原子炉補機冷却系（Ⅰ）の機能が維持されており，かつ原子炉補機海水系

（Ⅰ）の機能が維持されていること。 

（安全区分Ⅱ） 

    原子炉補機冷却系（Ⅱ）の機能が維持されており，かつ原子炉補機海水

系（Ⅱ）の機能が維持されていること。 

（安全区分Ⅲ） 

    高圧炉心スプレイ補機冷却系（Ⅲ）の機能が維持されており，かつ高圧

炉心スプレイ補機海水系（Ⅲ）の機能が維持されていること。 

 

15. 原子炉制御室非常用換気空調機能 

  【判定基準】 

   中央制御室空調換気系（Ａ）または（Ｂ）の機能が維持されていること。 

 

16. 事故時状態把握 

  【判定基準】 

   事故時計装系（Ａ）または（Ｂ）の機能が維持されていること。 

 

表 9 安全機能整理表（9/10） 
評価対象 原子炉施設 

安全機能 非常用電源機能 
補機冷却機能 

冷却用海水供給機能 

原子炉制御室非常用 

換気空調機能 
事故時状態把握 

系統名 

非常用交流電源 

非常用直流電源 

計測制御用電源 

原子炉補機冷却系 

原子炉補機海水系 

高圧炉心スプレイ補機冷却系 

高圧炉心スプレイ補機海水系 

中央制御室 

空調換気系 
事故時計装系 

系統区分 － － － － － － Ａ Ｂ Ａ Ｂ 

安全区分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ 
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図 8 安全機能判定フロー（非常用電源機能，補機冷却機能，冷却用海水供給機能，

原子炉制御室非常用換気空調機能及び事故時状態把握） 

非常用電源機能維持 

原子炉制御室非常用

換気空調機能維持 

中央制御室空調換気系（Ａ） 

機能維持 

中央制御室空調換気系（Ｂ） 

機能維持 

事故時計装系（Ａ） 

機能維持 

事故時計装系（Ｂ） 

機能維持 

事故時状態把握 

：and条件 

 

：or条件 

非常用交流電源（Ⅱ），非常用直流電源（Ⅱ）及び計測制御用電源（Ⅱ） 

機能維持 

非常用交流電源（Ⅰ），非常用直流電源（Ⅰ）及び計測制御用電源（Ⅰ） 

機能維持 

非常用交流電源（Ⅲ），非常用直流電源（Ⅲ）及び計測制御用電源（Ⅲ） 

機能維持 

高圧炉心スプレイ補機冷却系（Ⅲ），高圧炉心スプレイ補機海水系（Ⅲ） 

機能維持 

補機冷却機能維持 

冷却用海水供給機能維持 

2/3
以
上

 
2/3

以
上

 

原子炉補機冷却系（Ⅱ），原子炉補機海水系（Ⅱ） 

機能維持 

原子炉補機冷却系（Ⅰ），原子炉補機海水系（Ⅰ） 

機能維持 
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17. 燃料プールの冷却機能 

  【判定基準】 

   燃料プール冷却系（Ａ）または（Ｂ）もしくは残留熱除去系（Ａ）または

（Ｂ）の機能が維持されていること。 

 

18. 燃料プールの給水機能 

  【判定基準】 

   燃料プール補給水系もしくは残留熱除去系（Ａ）または（Ｂ）の機能が維

持されていること。 

 

表 10 安全機能整理表（10/10） 

評価対象 燃料プール 

安全機能 冷却機能 給水機能 監視機能 

系統名 燃料プール冷却系 残留熱除去系 燃料プール補給水系 残留熱除去系 監視機能 

系統区分 Ａ Ｂ Ａ Ｂ － Ａ Ｂ － 

安全区分 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ － 
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図 9 安全機能判定フロー（燃料プール冷却機能，燃料プール給水機能及び 

監視機能） 

燃料プール冷却系（Ａ） 

機能維持 

燃料プール冷却系（Ｂ） 

機能維持 

燃料プール給水機能維持 

残留熱除去系（Ａ） 

機能維持 

残留熱除去系（Ｂ） 

機能維持 

残留熱除去系（Ａ） 

機能維持 

残留熱除去系（Ｂ） 

機能維持 

燃料プール補給水系 

機能維持 

燃料プール冷却機能維持 

燃料プール水位 

燃料プール水位・温度（SA） 

燃料プール水温度 

燃料プール水位・温度（SA） 

：and条件 

 

：or条件 

監視機能 
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補足説明資料 26 

燃料プールのスロッシングによる排気ダクトへの流入防止について 

1. はじめに

現状の燃料プール廻りのダクト敷設状況は，燃料プールから発生する微量の放

射性物質を含む水蒸気がダクト吸入口から燃料プールのコンクリート壁面に埋

設されたダクトを通じて，空調換気系の排気ダクトへ導く系統構成となっている。

現状の燃料プール廻りのダクト敷設状況を図 1-1に，ダクト吸入口（写真）を図

1-2に示す。

図 1-1 現状の燃料プール廻りのダクト敷設状況（原子炉建物３階） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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図 1-2 燃料プールのダクト吸入口（写真） 

2. 燃料プールのスロッシングによる排気ダクトへの流入防止対策

(1) 対策内容

燃料プールのスロッシングにより，燃料プールの水がダクト吸入口から埋設

ダクトを経由して，空調換気系の排気ダクトへ流入することを防止するため，

空調換気系の排気ダクトと埋設ダクトの接続を切り離すとともに，埋設ダクト

出口側の躯体壁面へ閉止板を設置する。排気ダクトへの流入防止対策後の燃料

プール廻りのダクト敷設状況を図 2-1に，閉止板設置状況を図 2-2に示す。埋

設ダクト出口側の躯体壁面に設置する閉止板には，ドレン配管及びドレン弁を

取付ける。また，定期的にドレン配管の水抜きを行うとともに，ドレン弁及び

埋設ダクトの保守管理を行う。なお，原子炉ウェル及び蒸気乾燥器気水分離器

ピットにも埋設ダクトが設置されているため，上記と同様の対策を実施する。 

ダクト吸入口 

燃料プール水面 
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図 2-1 流入防止対策後の燃料プール廻りのダクト敷設状況 

図 2-2 閉止板設置状況 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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(2) ダクト閉止における影響

プール水面の吸入口は，プール水面上の汚染空気を原子炉建物４階に拡散さ

せないよう設置されている。４階フロアの通常空調の設計は，同じ目的で，負

圧を維持し，下階から４階フロア側へ風の流れができるよう，給気と排気のダ

クトを設置している。

プール水面の吸入口を埋設ダクト出口で閉止した場合は，汚染拡大の影響と

負圧バランスへの影響が考えられるが，これらを考慮した排気ダクトを設置す

ることにより，負圧バランスを維持することから，汚染拡大への影響はない。 

(3) 閉止板の耐震評価

a. 評価方針

埋設ダクト出口側に設置する閉止板の耐震評価を実施する。評価部位は閉

止板及び取付部（溶接部）とする。 

基準地震動 Ssの震度を上回る評価用の震度による地震力に対して，閉止板

の耐震性を評価する。 

b. 評価方法

(a)閉止板は大たわみ理論により発生応力を算出し評価する。

(b)取付部（溶接部）は，各軸方向に発生する応力を算出し，組合せ応力にて

評価する。

(c)荷重の組合せは下記とする。

荷重の組合せ＝Ｄ＋ＰＤ＋ＳＳ

Ｄ：死荷重（閉止板の自重） 

  ＰＤ：圧力荷重（空調換気系の運転圧力は生じないため考慮しない） 

  ＳＳ：地震荷重（基準地震動Ｓｓの震度を上回る評価用の震度による地震

力） 
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c. 評価結果

燃料プールのスロッシングによる排気ダクトへの流入防止対策として設置

する閉止板に対し，耐震評価を実施した結果，閉止板の機能は維持できるこ

とを確認した。閉止板及び取付部（溶接部）の耐震評価結果を表 2-1～2-2に

示す。 

表 2-1 閉止板の耐震評価結果 

No. 
閉止板 

[mm] 

a.許容応力

[MPa]

b.発生応力

[MPa]

評価 

裕度 

(a/b) 

判定 

(≧1.0) 

1 17.18 OK 

2 21.15 OK 

表 2-2 取付部（溶接部）の耐震評価結果 

No. 

閉止板 

[mm] 
a.許容応力

[MPa]

b.発生応力

[MPa]

評価 

裕度 

(a/b) 

判定 

(≧1.0) 

1 158 OK 

2 158 OK 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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(4) 閉止板の強度評価

① 閉止板に加わる動水圧を考慮した強度評価

a. 評価方針

埋設ダクト内へのプール水の浸水により，閉止板に加わる動水圧と閉止板

の許容応力を比較し，動水圧が許容応力以下であることを評価する。閉止板

には，「ｃ．動水圧の考え方」のとおり等分布荷重を受けるものとし，保守的

に埋設ダクトの摩擦等の外力を無視する。評価対象部位は，閉止板及び取付

部（溶接部）とする。 

基準地震動 Ssの震度を上回る評価用の震度による地震力に対して，閉止板

の強度を評価する。 

b. 評価方法

(a) 閉止板は大たわみ理論により発生応力を算出し評価する。

(b) 取付部（溶接部）は，各軸方向に発生する応力度を算出し，組合せ応力

度にて評価する。 

(c) 荷重の組合せは下記とする。

荷重の組合せ＝Ｄ＋Ｐ

Ｄ：死荷重（閉止板の自重）

Ｐ：圧力荷重（動水圧）

c. 動水圧の考え方

(a) 閉止板に働く力

閉止板に働く力は下記のとおり流体力学の運動量法則を用いて算出する。 

  Ｆ＝ρＱｖ＝ρＳ2ｖ
2

Ｆ：閉止板に働く力[N] 

ρ：流体密度[kg/m3] 

ｖ：速度[m/s]・・・「2.(4)c.(b) 

速度の考え方」参照 

 Ｓ2：閉止板側ダクト開口面積[m2] 

Ｑ：流量[m3/s]＝Ｓ2×ｖ 

図 2-3 閉止板に働く力（イメージ図） 

(b) 速度[ｖ]の考え方

閉止板への衝突速度[ｖ2]と排気ダクト開口上端から埋設ダクト下端ま

での自由落下速度[ｖ3]の絶対値の和[ｖ]を用いる。 
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  ｖ：速度[m/s]＝｜ｖ2｜＋｜ｖ3｜

Ｓ1：燃料プール側ダクト開口面積[m2] 

（保守的に全開口面積合計とする） 

ｖ1：流入速度[m/s] 

Ｓ2：閉止板側ダクト開口面積[m2] 

ｖ2：衝突速度[m/s]・・・「2.(4)c.(c)

衝突速度の考え方」参照 

ｖ3：自由落下速度[m/s] 

力学的エネルギー保存則より 

ｍ：質量[kg]＝全流入量 

ｇ：重力加速度[m/s2] 

ｈ：落下高さ[m] 

（初速＝０，摩擦等の外力＝０） 

図 2-4 速度[ｖ]の考え方（イメージ図） 

(c) 衝突速度[ｖ2]の考え方

埋設ダクトの開口面積は燃料プール側に比べ，閉止板側が小さいため，埋

設ダクト内に流入した水の流路断面積と流速の関係を考慮し，流体力学の連

続の式を用いて，衝突速度[ｖ2]を算出する。 

○連続の式・・・流れの断面積が変化したとき，密度一定ならば管の細

いところは流れが速い 

Ｓ1ｖ1＝Ｓ2ｖ2 

図 2-5 流路断面積と流速の関係 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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d. 評価結果

燃料プールのスロッシングにより，燃料プールの水がダクト吸入口から埋

設ダクト内に浸水し，閉止板へ動水圧が加わった場合を想定しても，閉止板

の機能は維持できることを確認した。 

動水圧を考慮した閉止板及び取付部（溶接部）の強度評価結果を表 2-3～

2-4に示す。

表 2-3 動水圧を考慮した閉止板の強度評価結果 

No. 
閉止板 

[mm] 

a.許容応力

[MPa]

b.発生応力

[MPa]

評価 

裕度 

(a/b) 

判定 

(≧1.0) 

1 1.2 OK 

2 1.18 OK 

表 2-4 動水圧を考慮した取付部（溶接部）の強度評価結果 

No. 
閉止板 

[mm] 

a.許容応力

[MPa]

b.発生応力

[MPa]

評価 

裕度 

(a/b) 

判定 

(≧1.0) 

1 31.6 OK 

2 31.6 OK 

② 浸水後の水頭圧を考慮した強度評価

a. 評価方針

閉止板から排気ダクト吸入口まで満水状態を想定した水頭圧に対して，閉止

板の強度評価を実施する。評価部位は閉止板及び取付部（溶接部）とする。 

b. 評価方法

(a) 閉止板は大たわみ理論により発生応力を算出し評価する。

(b) 取付部（溶接部）は，各軸方向に発生する応力を算出し，組合せ応力に

て評価する。

(c) 荷重の組合せは下記とする。

荷重の組合せ＝Ｄ＋Ｐ

Ｄ：死荷重（閉止板の自重）

Ｐ：圧力荷重（水頭圧）

c. 評価結果

燃料プールのスロッシングによる排気ダクトへの流入防止対策として設置

する閉止板に対し，浸水後の水頭圧を考慮した強度評価を実施した結果，閉

止板の機能は維持できることを確認した。浸水後における閉止板及び取付部

（溶接部）の評価結果を表 2-5～2-6に示す。 
本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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表 2-5 浸水後における閉止板の強度評価結果 

表 2-6 浸水後における取付部（溶接部）の強度評価結果 

No. 
閉止板 

[mm] 

a.許容応力

[MPa]

b.発生応力

[MPa]

評価 

裕度 

(a/b) 

判定 

(≧1.0) 

1 79 OK 

2 79 OK 

No. 
閉止板 

[mm] 

a.許容応力

[MPa]

b.発生応力

[MPa]

評価 

裕度 

(a/b) 

判定 

(≧1.0) 

1 1.93 OK 

2 1.97 OK 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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補足説明資料 27 

溢水影響のある屋外タンク等の選定について 

1. はじめに

溢水防護対象設備が設置されている建物等への溢水影響評価において，溢水影

響のある屋外タンク等の選定方法を示す。 

2．屋外タンク等の抽出 

島根原子力発電所敷地内において，地上部に設置されており，内部流体が液体

である屋外タンク，貯水槽，沈砂池及び調整池等を図面又は現場調査により抽出

した。 

3．溢水影響のある屋外タンク等の選定 

図面又は現場調査により抽出した屋外タンク等を溢水源の選定フローに基づ

き溢水源とする屋外タンク等又は溢水源としない屋外タンク等に選定する。溢水

源の選定フローを図 1に，選定結果を表 1に，配置図を図 2に示す。 

宇中貯水槽及び中和沈殿槽，輪谷貯水槽（西側）沈砂池，輪谷２００ｔ貯水槽

は敷地を掘り込んだ構造となっており，水面が敷地高さより低いため，溢水源と

する屋外タンク等の対象から除外した。また，敷地形状から建物側へ流れないこ

とを確認している屋外タンク等は対象から除外した。 

なお，輪谷貯水槽（西側）は基準地震動 Ss による地震力に対し機能維持する

密閉式貯水槽を設置するため，スロッシングを含め溢水は生じない。 

4．溢水源としない屋外タンク等の対策 

溢水源としない屋外タンク等の対策内容を以下に示す。 

（1）区分Ａ

基準地震動 Ssによる地震力に対し，タンク又は防油堤等のバウンダリ機能を

保持させる。 

（2）区分Ｂ

タンクを空運用とすることとし，QMS文書に反映し管理する。

（3）区分Ｃ

ＦＲＰ又は樹脂系塗装等で塗装された保有水量全量を保持できる堰の設置等

の流出防止対策を実施する。 
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図１ 溢水源の選定フロー  
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表 1 溢水影響のある屋外タンク等の選定結果（1/2） 
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表 1 溢水影響のある屋外タンク等の選定結果（2/2） 

 
※1：溢水源とする屋外タンク等を「○」，溢水源としない屋外タンク等を「×」とする。 
※2：基準地震動 Ssによる地震力に対し耐震性を有しているため，スロッシング量を保有水量とした。 

保有水量は，スロッシング解析値（1,694m3）と実験値の差を踏まえ 1.1倍し，切上げた値。 
 
区分 A：基準地震動 Ssによる地震力に対し，タンクまたは防油堤等のバウンダリ機能が保持できる。 

A-1：SA対応において基準地震動 Ssによる地震力に対し，耐震性を確保するもの。 
A-2：溢水影響評価において基準地震動 Ssによる地震力に対し，耐震性を確保するもの。 

区分 B：タンクを空運用する。 
区分 C：FRP又は樹脂系塗装等で塗装された保有水量全量を保持できる堰を設置し，配管破断等により堰外へ

の流出防止対策を実施する。 

9条-別添1-補足27-4

1091



 

図
2
 
発
電
所
敷
地
内
に
地
上
設
置
さ
れ
て
い
る
屋
外
タ
ン
ク
等
の
配
置
図

 

5

1

2

3

1
0

1
1

1
4

1
5

1
6

1
7

1
3

1
2

1
9

2
2

2
4

2
5

2
6

2
7

4

9

2
0

1
8

2
8

2
9

3
3

3
2

3
4

3
1

3
8

3
6

3
9

4
0

4
3

n
-
8

3
7

4
4

n
-
9

n
-
1
2

n
-
1
3

n
-
1
5

n
-
1
7

n
-
2
7

n
-
2
8
,n
-
2
8-
1,
n
-2
8-
2

n
-
3
1

n
-
3
2

n
-
4
7

n
-
4
8

n
-
4

n
-
1
1

n
-
1
4

n
-
1
6

n
-
3

n
-
2
0

n
-
7

n
-
3
4

n
-
3
3

n
-
3
5

n
-
3
6

n
-
3
7

n
-
3
8
,n
-
3
8-
1,
n
-3
8-
2

n
-
6
0

n
-
4
3

n
-
4
9

n
-
5
2

n
-
4
1

n
-
5
5

2
3

3
0

n
-
5
8

n
-
5
9

n
-
7
1

n
-
7
3

n
-
7
4

n
-
7
4

n
-
7
5

n
-
4
3
-
1

n
-
2
4
-
2
,n
-2
4-
3

n
-
1
4
-
1

n
-
1
0
-
1

n
-
2
8
-
3

n
-
2
4
,n
-
2
4-
1

4
2

4
5

n
-
7
6

n
-
7
7

4
6

凡
例

 ：
溢
水
源
と
す
る
屋
外
タ
ン
ク
等

 

：
溢
水
源
と
し
な
い
屋
外
タ
ン
ク
等

 

9条-別添1-補足27-5

1092



補足説明資料 28 

輪谷貯水槽（東側）のスロッシングによる溢水量評価について 

1. はじめに

地震時の輪谷貯水槽（東側）のスロッシングによる溢水量評価結果を以下に示

す。 

2. 輪谷貯水槽（東側）のスロッシングによる溢水量の評価

2.1 解析方法 

スロッシングによる溢水量を三次元流動解析により算出した。輪谷貯水槽（東

側）周辺の概要を図 1に示す。 

 

輪谷貯水槽（東側） 

図 1 輪谷貯水槽（東側）周辺の概要図 
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2.2 解析条件 

解析条件を表 1に，解析モデル諸元を表 2に，解析モデル図を図 2に示す。 

 

表 1 解析条件 

項 目 内 容 

モデル化範囲 輪谷貯水槽（東側）（２槽連結モデル） 

境界条件 貯水槽上部は開放とし，他は壁による境界を設定する。解析範

囲外に流出した水は戻らないものとする。 

初期水位 EL49.5m（HWL） 

評価用地震動 基準地震動 Ss-Dによる輪谷貯水槽の床応答 

解析コード 汎用熱流体解析コード Fluent ver. 18.2 

解析時間 500秒※１ 

物性値 密度[㎏/m3]：1.21（空気），999（水） 

粘性係数[Pa･s]：1.799×10-5（空気），1.154×10-3（水） 

貯水槽寸法 20m（短辺）×51m（長辺）×5.3m（水位高さ）※２×２水槽 

※１ 溢水量に有意な増加が確認できなくなった時間。（図 5参照） 

※２ 最深部での水位高さを示す。 

 

 

表 2 解析領域とメッシュ数 

種類 解析領域［m］ メッシュ数［要素］ 

輪谷貯水槽（東側） EL44.2～EL60.0 約 770,000 

 

輪谷貯水槽（東側） 

 

 

長辺方向 短辺方向 

図 2 解析モデル図 

貯水槽 

余水吐 

沈砂池 

鉛直方向 
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2.3 入力地震動 

基準地震動 Ssの応答スペクトル（水平方向）を図 3に示す。輪谷貯水槽（東

側）のスロッシングの 1次固有周期は６秒以上（短辺方向：約 6.1秒，長辺方向：

約 14.3秒）の長周期領域であることから，基準地震動 Ssのうち，長周期成分が

相対的に大きい基準地震動 Ss-Dを用いて評価を実施する。なお，スロッシング

の固有周期は，「8. 燃料プールのスロッシングに伴う溢水評価について」で示し

た燃料プールのスロッシング周期の算出方法と同様に，ハウスナー理論により算

出した。 

スロッシング解析に用いる地震動は，輪谷貯水槽（東側）の地震応答解析（２

次元動的時刻歴非線形 FEM解析）による応答加速度を用いる。解析に用いた加速

度時刻歴波形を図 4に示す。なお，基準地震動 Ss-Dは，特定の方向性を持たな

い応答スペクトル手法に基づき策定された地震動であるため，スロッシング評価

においては，水平方向（短辺方向及び長辺方向のいずれか 1方向）と鉛直方向を

組み合わせた解析を行う。 

 

2.4 スロッシング評価における地震力の組合せ 

水平２方向及び鉛直方向の地震力を組み合わせた場合の溢水量は，簡便な取り

扱いとして，短辺方向＋鉛直方向，長辺方向＋鉛直方向の溢水量を足し合わせ，

溢水量が大きくなるよう保守的に設定する。 
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図 3 基準地震動 Ssの応答スペクトル（水平方向） 
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図 4 入力地震動 加速度時刻歴波形 
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2.5 溢水量評価結果 

   解析により算定した輪谷貯水槽（東側）のスロッシングによる溢水量を表 3

に，溢水量の時間変化を図 5に，最大波高発生時間近傍における液面状態を図 6

に示す。 

 

表 3 輪谷貯水槽（東側）のスロッシングによる溢水量 

No. 解析ケース（入力条件） 溢水量[m3] 

① 
短辺方向：Ss-D 

鉛直方向：Ss-D 
1350 

② 
長辺方向：Ss-D 

鉛直方向：Ss-D 
344 

※ 表の値は，解析結果に対して小数点以下を切り上げた値を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)解析ケース①（短辺方向＋鉛直方向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)解析ケース②（長辺方向＋鉛直方向） 

図 5 輪谷貯水槽（東側）からの溢水量の時間変化  
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(1)解析ケース①（短辺方向＋鉛直方向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)解析ケース②（長辺方向＋鉛直方向） 

 

図 6 最大波高発生時間近傍における液面状態 

  

最大水位：約 1.7m 

長辺方向 

鉛直方向 

短辺方向 

最大水位：約 0.9m 

長辺方向 

鉛直方向 

短辺方向 

9条-別添1-補足28-7

1099



 

2.6 内部溢水影響評価に用いる溢水量 

   内部溢水影響評価に用いる溢水量を表 4に示す。内部溢水影響評価では，解

析値に保守性を見込んだものをスロッシングによる溢水量として使用する。具

体的には，水平 2方向の組合せに配慮し，短辺方向＋鉛直方向，長辺方向＋鉛

直方向の溢水量を足し合わせて設定する。また，解析コード（Fluent）の検証

結果（添付資料 8参照）から，解析値と実験値の差を踏まえて解析値を 1.1倍

し，溢水量が大きくなるよう保守的に設定する。 

   参考として，3方向同時入力によるスロッシング解析結果を表5に示す。また，

代表として表 5の No.1における溢水量の時間変化を図 7に，最大波高発生時間

近傍の液面状態を図 8に示す。この結果から，内部溢水影響評価に用いる溢水

量が保守的に設定されていることを確認している。 

 

表 4 内部溢水影響評価に用いる溢水量 

溢水量[m3] 設定方法 

1694 
解析結果を足し合わせた値 

（表 3の①＋②） 

1864 
上記値に解析コードの検証結果を 

踏まえて 1.1倍した値 

2200 上記値に対して保守性を考慮して設定 

※ 表中の値について，溢水量の足し合わせ及び係数倍は解析結果に基づき実施

し，表記上は小数点以下を切り上げた値を示す。 

 

表 5 ３方向同時入力によるスロッシング解析結果 

No. 解析ケース（入力条件） 溢水量[m3]※１ 備考 

1 

短辺方向：Ss-D 

長辺方向：組合せ用地震動※２ 

鉛直方向：Ss-D 

1485 

水平 2 方向に位相特

性の異なる地震動を

用いたケース 

2 

短辺方向：Ss-D 

長辺方向：Ss-D 

鉛直方向：Ss-D 

1440 

水平 2 方向に同位相

の地震動を用いたケ

ース 

 ※１ 表の値は，解析結果に対して小数点以下を切り上げた値を示す。 

 ※２ 「島根原子力発電所２号炉 地震による損傷の防止 別紙-10 水平２方向

及び鉛直方向地震力の適切な組合せに関する検討について 参考資料-3 

水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せの影響評価に用いる模擬地震波の

作成方針」による水平２方向の影響検討用に設定された地震動。  

9条-別添1-補足28-8

1100



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 輪谷貯水槽（東側）からの溢水量の時間変化（表 5の No.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 最大波高発生時間近傍における液面状態（表 5の No.1） 
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補足説明資料 29 

原子炉ウェル及び蒸気乾燥器／気水分離器ピットの 

スロッシングに伴う溢水影響について

1. はじめに

施設定期検査作業に伴う原子炉ウェルや蒸気乾燥器／気水分離器ピット（以

下「DSP」という。）の水張り状態におけるスロッシングの発生，溢水防護対象

設備の不待機や扉の開放等，プラントの保守管理上やむを得ぬ措置の実施によ

り，影響評価上設定したプラント状態と一時的に異なる状態となった場合につ

いては，重大事故等対処施設の利用も含めた現実的な対応も考慮し，その状態

を踏まえた必要な安全機能が損なわれない運用及び対策を行う。 

ここでは，影響評価上設定した溢水量及び溢水経路の状態の一時的な変更の

一例として，施設定期検査時のスロッシングの発生を想定し，これによる溢水

評価への影響について示す。 

2. 原子炉ウェル及び DSPのスロッシングに伴う溢水評価について

燃料プールの通常時におけるスロッシングについては，必要な溢水防護対象

設備が溢水評価において機能喪失しないことを確認している。 

ここでは，施設定期検査期間時に想定される，燃料プール，原子炉ウェル及

び DSPの基準地震動 Ssにおけるスロッシングによる溢水量を算定し，溢水評価

を実施する。燃料プール，原子炉ウェル及び DSPが設置される原子炉建物４階

の機器配置図を図 1に示す。なお，解析に用いた基準地震動 Ss及び解析条件は，

「8. 燃料プールのスロッシングに伴う溢水評価について」で示した内容と同様

である。原子炉ウェル及び DSPの NS方向寸法は燃料プールとほぼ同等であり，

スロッシング固有周期も同等となる。また，EW方向寸法については，燃料プー

ルよりも長くなるため，固有周期は燃料プールより長くなる。したがって，燃

料プールのスロッシング解析と同様に，基準地震動 Ssのうち，長周期成分が大

きい Ss-Dを用いてスロッシング解析を行う。 

図 1 原子炉建物４階の機器配置図 

燃料プール 

キャスク仮置ピット

DSP 

原子炉ウェル 
NS方向 

EW方向 
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3. 解析モデル図

解析モデルを図 2に，解析メッシュ図を図 3に示す。

図 2 解析モデル図 

図 3 解析メッシュ図 

 

燃料プール 

キャスク仮置ピット

DSP 原子炉ウェル 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

埋設ダクト 
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4. 施設定期検査時の溢水量評価結果 

(1) 燃料プール，原子炉ウェル及び DSPのスロッシングによる溢水量 

解析により算定した基準地震動 Ssによる燃料プール，原子炉ウェル及び DSP

のスロッシングによる溢水量を表 1に，溢水量の時間変化を図 4に，最大波高

発生時間近傍における液面状態を図 5に示す。なお，保守的に燃料プール，原

子炉ウェル及び DSP周りに設置されているフェンス等による流出に対する抵抗

は考慮せず，また，一度燃料プール，原子炉ウェル及び DSP外へ溢水した水が

再度燃料プール，原子炉ウェル及び DSP内に戻ることも考慮しない。 

 

表 1 燃料プール，原子炉ウェル及び DSPのスロッシングによる溢水量 

No. 解析ケース（入力条件） 
床面への 

溢水量[m3] 

埋設ダクト 

流入量[m3] 
合計[m3] 

① 
NS方向：Ss-D 

鉛直方向：Ss-D 
135 71 205 

② 
EW方向：Ss-D 

鉛直方向：Ss-D 
91 56 146 

※ 表の値は，解析結果に対して小数点以下を切り上げた値を示す。 

  

9条-別添1-補足29-3

1104



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)解析ケース①（NS方向＋鉛直方向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)解析ケース②（EW方向＋鉛直方向） 

 

図 4 燃料プール，原子炉ウェル及び DSPの溢水量の時間変化 
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(1)解析ケース①（NS方向＋鉛直方向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)解析ケース②（EW方向＋鉛直方向） 

 

図 5 最大波高発生時間近傍における液面状態 

  

NS方向 EW方向 

鉛直方向 

最大水位：約 1.4m 

NS方向 EW方向 

鉛直方向 

最大水位：約 1.5m 
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(2) 内部溢水影響評価に用いる溢水量 

内部溢水影響評価に用いる溢水量を表 2 に示す。内部溢水影響評価では，解

析値に保守性を見込んだものをスロッシングによる溢水量として使用する。具

体的には，水平 2方向の組合せに配慮し，NS方向＋鉛直方向，EW方向＋鉛直方

向の溢水量を足し合わせて設定する。また，解析コード（Fluent）の検証結果

（添付資料 8 参照）から，解析値と実験値の差を踏まえて解析値を 1.1 倍し，

溢水量が大きくなるよう保守的に設定する。 

参考として，３方向同時入力によるスロッシング解析結果を表 3 に示す。ま

た，代表として表 3の No.1における溢水量の時間変化を図 6に，最大波高発生

時間近傍の液面状態を図 7 に示す。この結果から，内部溢水影響評価に用いる

溢水量が保守的に設定されていることを確認している。 

 

 

表 2 内部溢水影響評価に用いる溢水量 

溢水量 

設定方法 
床面への 

溢水量[m3] 

埋設ダクト 

流入量[m3] 
合計[m3] 

225 126 351 
解析結果を足し合わせた値 

（表 1の①＋②） 

248 139 386 
上記値に解析コードの検証結果を

踏まえて 1.1倍した値 

250 140 390 

上記値に対し保守的に設定 

（1の位を切り上げ） 

（合計は床面と埋設ダクトの和） 

※ 表中の値について，溢水量の足し合わせ及び係数倍は解析結果に基づき実施

し，表記上は小数点以下を切り上げた値を示す。 
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表 3 ３方向同時入力によるスロッシング解析結果 

No. 解析ケース（入力条件） 

溢水量※１ 

備考 床面への 

溢水量 

[m3] 

埋設ダク 

ト流入量 

[m3] 

合計 

[m3] 

1 

NS方向：Ss-D 

EW方向：組合せ用地震動※２ 

鉛直方向：Ss-D 

203 49 252 

水平 2 方向に位相

特性の異なる地震

動を用いたケース 

2 

NS方向：Ss-D 

EW方向：Ss-D 

鉛直方向：Ss-D 

173 52 225 

水平 2 方向に同位

相の地震動を用い

たケース 

※１ 表の値は，解析結果に対して小数点以下を切り上げた値を示す。 

※２ 「島根原子力発電所２号炉 地震による損傷の防止 別紙-10 水平２方向及び鉛直方

向地震力の適切な組合せに関する検討について 参考資料-3 水平２方向及び鉛直方

向地震力の組合せの影響評価に用いる模擬地震波の作成方針」による水平２方向の影

響検討用に設定された地震動。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 燃料プール，原子炉ウェル及び DSPの溢水量の時間変化（表 3の No.1） 
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図 7 最大波高発生時間近傍における液面状態（表 3の No.1） 

 

(3) 施設定期検査時の溢水評価 

施設定期検査時のスロッシングを考慮した溢水量を表 4に，溢水水位を表 5

に示す。施設定期検査時の溢水水位は，運転中の溢水水位（0.19m）を上回る

0.27mとなるが，高さ 0.30m以上の堰を設置することで，溢水評価への影響は

ないことを確認した。 

 

 

表 4 施設定期検査時のスロッシングを考慮した溢水量 

系統 RCW（常） CWT MUW FP スロッシング 合計 

溢水量

[m3] 

通常時 

38 1 8 57 

130 234 

施設定期 

検査時 
250 354 

 

 

表 5 施設定期検査時のスロッシングを考慮した溢水水位 

評価対象 溢水量[m3] 滞留面積[m2] 溢水水位[m]※ 

通常時 234 

1454 

0.19 

施設定期検査時 354 0.27 

※ 建築施工公差 0.025mを考慮した値。 

  

最大水位：約 2.5m 

NS方向 EW方向 

鉛直方向 
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(4) 施設定期検査時の燃料プールの冷却機能及び遮蔽機能維持の確認 

施設定期検査時のスロッシング後の燃料プールの水位を表 6に示す。施設定期

検査時のスロッシング後の水位低下量（1.02m）は，通常時の水位低下量（1.08m）

未満であり，地震後の燃料プール水位は一時的にオーバフロー水位を下回るが，

残留熱除去系による給水・冷却が可能であり，冷却機能維持への影響はないこと

及び燃料の遮蔽に必要な水位が維持されることを確認した。 

 

 

表 6 燃料プールの水位評価 

解析ケース 通常時 施設定期検査時 

地震前の燃料 
プール水位 

（初期水位）[m] 

11.67 
（EL42.50） 

（Normal Water Level）※1 

地震後の燃料 
プール水位[m] 

10.59 
（EL41.42） 

10.65 
（EL41.48） 

水位低下量[m] 1.08 1.02 

燃料有効長頂部[m] 
4.24 

（EL35.07） 

遮蔽に必要な水位[m]※2 
9.94 

（EL40.77） 

※1 スキマサージタンクへのオーバフロー水位 

※2 燃料取替機床面での線量率が設計基準線量当量率（≦0.06mSv/h)を満足する

水位 
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補足説明資料 30 

海水ポンプエリアの防護について 

1. はじめに

溢水防護対象設備のうち海水ポンプは，取水槽に設置されている。

海水ポンプエリアは，エリア外からの浸水を防止する対策として，水 

密扉及び逆止弁の設置，貫通部止水処置を実施するとともに，海水ポンプ

エリア上部には防水壁を，海水ポンプエリア内には分離壁を設置している。 

ここでは，海水ポンプエリアについて，想定破損，消火水の放水及び地

震起因による溢水を評価した。海水ポンプエリアの平面図を図 1-1に，断

面図を図 1-2に示す。 

図 1-1 海水ポンプエリア平面図 

水密扉

取水槽床ドレン逆止弁

貫通部止水処置

防水壁

分離壁

原子炉補機海水ポンプ

高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ

タービン補機海水ポンプ

循環水ポンプ

除じんポンプ

R

R

R

R

T

T

T

H

Ｃ

Ｃ

Ｃ

R

H

T

C

J

J

J

海水ポンプエリア

Y-24AN

Y-24BN

Y-24CN
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図 1-2 海水ポンプエリア断面 

 

2. 想定破損による溢水影響評価 

図 2-2に示す通り，海水ポンプエリアに設置している分離壁(高さ 9.9m)は，

防水壁(高さ 9.7m)より 0.2m高く設計されており，隣接する海水ポンプエリア

での想定破損により溢水が発生した場合においても，分離壁を越流して溢水が

隣接する海水ポンプエリアに流入することはなく，多重化された系統が同時に

機能喪失することはない。評価結果を表 2-1に示す。 

 

表 2-1 想定破損による溢水影響評価結果 

 

また，評価結果の例を以下に示す。 

 

【区画 Y-24ANでの想定破損による溢水影響評価】 

区画 Y-24ANでの想定破損による溢水が隣接する区画 Y-24BNに流出しないこ

とを確認する。溢水源となる系統及び溢水流量を表 2-2に示す。 

水密扉

取水槽床ドレン逆止弁

貫通部止水処置

防水壁

循環水ポンプ EL 8.8m

EL 8.5m

EL 1.1m海水ポンプ EL 4.0m

EL 0.4m

EL 10.8m

評価区画 Y-24AN Y-24BN Y-24CN 

W 防水壁の高さ[m] 9.7 9.7 9.7 

B 排出を期待する開口長さ[m] 33 23 17 

L 防水壁の幅[m] 0.074 0.074 0.074 

Q 区画内の最大溢水流量[m3/h] 216 216 121 

h 越流水深[m] 0.02 0.02 0.02 

H 許容越流水深[m] 0.2 0.2 0.2 

 評価結果（判定基準：H≧h） ○ ○ ○ 
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溢水源となる系統のうち，溢水量が最大となるのはⅡ-RSWである。防水壁を

越えて外部に排出する際の水位（越流水深）を算出するため，以下の式を使用

した。 

 

Govinda Raoの式（参考文献：土木学会 水理公式集（平成 11年度版）） 

 

 
 

 

想定破損による溢水が防水壁を越えて外部に排出する際の水位（越流水深）

を表に示す。なお，排出を期待する開口長さは区画（Y-24AN）に接する防水壁

の長さとし，概略図を図 2-1，図 2-2に示す。 

   表 2-3に示すように溢水の越流水深は防水壁と分離壁の高低差（0.2m）を下

回るため，分離壁を越流して溢水が隣接する海水ポンプエリアに流入すること

はなく，多重化された系統が同時に機能を喪失することはない。 

 

 

表 2-2 溢水源となる系統及び溢水流量（Y-24AN） 

 

 

 

 

 

 Q：越流流量[m3/s] 

B：排出を期待する開口長さ[m] 

h：越流水深[m] 

C：流量係数[-] 

L：海水ポンプエリア防水壁の幅[m] 

W：海水ポンプエリア防水壁の高さ[m] 

系統 溢水流量[m3/h] 

原子炉補機海水系(Ⅱ-RSW) 216 

タービン補機海水系(TSW) 172 

補給水系(MUW) 2 

消火系(FP) 36 
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表 2-3 越流水深計算結果 

 

 

 

 
図 2-1 海水ポンプエリア防水壁概略図 

 

 

評価対象区画 Y-24AN 

W 防水壁の高さ[m] 9.7 

B 排出を期待する開口長さ[m] 33 

L 海水ポンプエリア防水壁の幅[m] 0.074 

Q 越流流量（Ⅱ-RSW）[m3/h] 216 

h 越流水深[m] 0.02 
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図 2-2 排出を期待する防水壁鳥瞰図（Y-24AN） 

 

 

3. 消火水の放水による溢水 

海水ポンプエリアの消火活動に使用される設備に屋外の消火栓がある。消火

栓からの溢水流量を 350 l/min×２倍（42m3/h）とし，消火活動による放水に

伴う溢水流量とする。この溢水流量は，表 3-1に示す通り想定破損の評価で想

定する溢水流量より小さく，消火水の放水による溢水評価は想定破損の評価に

包含されるため，多重化された系統が同時に機能喪失することはない。 

 

表 3-1 想定破損及び消火放水による溢水流量の比較 

 

4. 地震起因による溢水 

溢水源となりうる機器のうち，基準地震動 Ssによる地震力によって破損が 

生じるおそれのある機器を溢水源として想定した。添付資料 3に示すとおり，

海水ポンプエリアの機器・配管は基準地震動 Ssに対する耐震性を有している

 

 
想定破損 消火放水 

系統 溢水流量[m3/h] 溢水流量[m3/h] 

Y-24AN 原子炉補機海水系（Ⅱ-RSW） 216 42 

Y-24BN 原子炉補機海水系（Ⅰ-RSW） 216 42 

Y-24CN 取水槽設備系（OTC） 121 42 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 EL1.1m 

EL10.8m 

9.7m(W) 

0.074m(L) 

① 

③  

①＋②＋③＝33m(B) 

9.9m 

EL11.0m 

EL1.1m 

防水壁 

0.2m 

②  

EL8.8m 

R R T T 

Y-24AN 

地表面(EL8.5m) 

分離壁 

0.074m(L) 敷地高さ 
（EL8.5ｍ） 
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ことから，重要度の特に高い安全機能，燃料プール冷却機能及び燃料プールへ

の給水機能が喪失することはない。評価結果を表 4-1に示す。 

 

表 4-1 地震起因による溢水影響評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価区画 Y-24AN Y-24BN Y-24CN 

溢水量[m３] 0 0 0 

滞留面積[m2] 54 38 22 

溢水水位[m] 0 0 0 

機能喪失床上高さ[m] 1.68 1.68 1.25 

評価結果 ○ ○ ○ 
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補足説明資料 31 

設備対策の考え方について 

島根原子力発電所２号炉における内部溢水影響評価の結果を踏まえた設備対策

について，求められる構造・機能・強度の考え方を以下に整理した。 

1．放射性物質の管理区域外伝播を防止する対策

【機能設計】

・地震時及び地震後の機能維持を確保する。

・耐震重要度分類にて要求される地震力等の溢水の要因となる事象に伴い生じ

る荷重や環境に対して，その機能が損なわれない構造強度を確保する設計と

する。

・溢水により発生する水位や水圧に対し，伝播防止機能として止水性が維持で

きる設計とする。

・溢水により発生する水位に対し，伝播防止機能が維持出来る高さ以上を確保

する設計とする。

2．溢水の伝播を防止する設備 

 【機能設計】 

・基準地震動 Ssによる地震力等の溢水の要因となる事象に伴い生じる荷重や環

境に対して当該対策機能が必要なものは，その機能が損なわれない構造強度

及び動作機能を確保する設計とする。 

・溢水により発生する水位や水圧に対し，伝播防止機能として止水性が必要な

ものは，その機能が維持できる設計とする。

・溢水により発生する水位に対し，伝播防止機能としてその機能が維持出来る

高さ以上を確保する設計とする。

・溢水により発生する水位に対し，伝播防止機能として設置経路を確保する設

計とする。

3．排水機能を期待する設備 

 【機能設計】 

・基準地震動 Ss による地震力等の溢水の要因となる事象に伴い生じる荷重や

環境に対して必要な排水機能が損なわれない設計とする。

・滞留物等の閉塞による排水機能が損なわれない設計とする。

・防護対象設備への没水影響により安全機能を損なうおそれがないよう，排水

による防護機能を維持する。

・地震時及び地震後の機能を維持する。
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4．防護対象設備に対する対策 

  【機能設計】 

・基準地震動 Ss による地震力等の溢水の要因となる事象に伴い生じる荷重や

環境に対して，当該対策機能が必要なものは，その機能が損なわれない構造

強度及び動作機能等を確保する設計とする。 

・溢水により発生する水位や水圧に対し，当該対策機能が必要なものは，その

防護機能として止水性が維持できる設計とする。 

・溢水により発生する水位に対し，当該対策機能が必要なものは，その防護機

能を維持出来る高さ以上を確保する設計とする。 

・没水影響に対し溢水防護対象設備が，その安全機能を損なうおそれがないよ

う，防護機能を維持する。 

・実機での被水条件を考慮した試験を要するものにおいて，必要な止水性能及

び動作機能が損なわれない設計とする。 

・実機での蒸気条件を考慮した試験を要するものにおいて，必要な動作機能が

損なわれない設計とする。 

  

5．溢水源に対する対策設備 

  【機能設計】 

・想定する環境条件における構造強度を必要とするものについては，主要構造

部材が構造健全性を維持する設計とする。 

・想定する環境条件において，動作機能が必要とするものについては，その機

能が維持する設計とする。 

・基準地震動 Ss による地震力等の溢水の要因となる事象に伴い，生じる荷重

や環境に対して，その構造強度が必要とするものについては，その構造強度

の健全性を確保する設計とする。 
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補足説明資料 32 

原子炉建物最終滞留区画における溢水発生後の復旧について 

 想定破損等発生時については，溢水が原子炉建物最下層に滞留することとなる。

この場合，安全上重要な機器や系統機能は，区画分離により維持される。そこで，

没水側区画について復旧を行う際の対応について以下に示す。 

1. 想定する状況

・原子炉建物最下層における溢水の滞留

・水没エリアのサンプポンプは機能喪失

2. 現場へのアクセス

溢水は原子炉建物の最下層に滞留することとなる。最終滞留区画までの溢

水経路については，目皿による排水を考慮しなくても開口のカーブ高さ程度

の水位となり，アクセス可能である。 

原子炉建物の最下層が水没した状況においても，上階の各階段室等から滞

留の状況を確認しつつ，アクセスが可能である。 

3. 作業ステップ

 没水エリアの排水作業については，溢水の滞留状況と排水関連設備の運転

状況等により排水先を適切に選定する。作業手順としては，以下のステップ

を想定している。 

① 原子炉建物内への移送

溢水発生後，滞留水が発生し排水処理が必要な場合は，他区画のサンプ及

び廃棄物処理設備の健全性又は復旧を確認後に，仮設の排水ポンプ等にて

移送を行う。

② 原子炉建物外への移送

原子炉建物内のサンプ設備が使用不可の場合は，滞留水を原子炉建物より

直接，廃棄物処理建物内のサンプ又は健全なタンクに，仮設の排水ポンプ

等にて移送する。

③ 屋外への移送

廃棄物処理建物内のサンプ設備やタンク類が使用不可の場合は，滞留水を

原子炉建物の外に設置されたトーラス水受入タンク等に，仮設の排水ポン

プ等にて移送する。
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4. 作業期間 

  原子炉建物の最下層で，最終的な滞留水は最大で２m程度であり，速やかに

排水作業の着手が可能であれば，仮設ポンプの使用を想定した場合でも，2日

～3日程度で排水作業の完了が可能である。 

 

5. 機器の点検作業 

原子炉建物に内部溢水が発生した場合は，事象収束後に，原子炉施設の損 

傷の有無の確認を速やかに行う。 

特にプラント停止後については，冷温停止機能，燃料プールの冷却及び補 

給機能の維持が重要になるため，この機能に係る系統の運転継続が重要とな 

る。機器の点検においては，この運転状態が長期に継続することから，機器 

の復旧についても，これら運転状態の維持を最優先とした作業工程にて復旧 

作業を進める。 
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補足説明資料 33 

重大事故等対処設備の追設を考慮した溢水影響評価について 

1. はじめに

発電所内に常設の重大事故等対処設備（以下「ＳＡ設備」という。）が新設さ

れることを考慮した溢水影響を評価する。 

2. 評価方法及び評価結果について

新設するＳＡ設備について，溢水影響の観点より以下を考慮し，評価を行う。 

① 設置場所（接続口位置，配管ルート，ポンプ・熱交換器等設置位置）

② 設備仕様（最高使用温度，最高使用圧力，ポンプ容量，配管口径等）

③ 既設設備との接続位置，通常時の隔離状況

④ 新設の配管貫通口位置

2.1 評価内容 

・内部溢水（第9条範囲）の既設評価で用いた溢水源への影響

・新設ＳＡ設備を溢水源とした溢水評価

具体的には，想定破損による溢水について，没水による影響を評価するととも

に，各溢水に対して被水による影響も考慮した。 

ここで，地震による溢水については，ＳＡ設備は基準地震動Ssに対する耐震性

を有することから溢水源として考慮しない。また，消火水による溢水については，

消火系配管とＳＡ設備は接続しないことから溢水源に影響はない。 

2.2 評価結果 

いずれのＳＡ設備の追設範囲においても，通常時においては，既設設備と弁等

にて隔離されることから，既設評価に用いた溢水源に影響がなく評価にも影響な

い。 

また，新設ＳＡ範囲については，別途，第四十三条の対応にて全てのＳＡ設備

及び既設と共用する配管等について，想定破損を考慮する必要がないよう強度を

確保する方針であることから，溢水源とならず，既設設備への影響はない。 

なお，仮にＳＡ設備が想定破損の溢水源となる場合でも，保有水量は表１で示

す通り少量であることから，溢水源としての影響は少ない。被水を考慮した場合

は，各防護対象設備について，被水対策を実施することから影響はない。 
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表１ 新設ＳＡ設備の保有水量 

重大事故等対処設備 追設範囲の保有水量 既設との接続 

1 低圧原子炉代替注水系 約1.4m３ 隔離弁 

2 ペデスタル代替注水系 約0.1m３ 隔離弁 

3 A-原子炉補機代替冷却系 約0.7m３ 隔離弁 

4 B-原子炉補機代替冷却系 約3.2m３ 隔離弁 

5 残留熱代替除去系 約0.7m３ 隔離弁 
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補足説明資料 34 

島根原子力発電所２号炉における 

火災防護と溢水防護における防護対象の比較について 

1. はじめに

実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則

（以下，「設置許可基準規則」という。）第八条（火災防護）及び第九条（溢水防

護）では，それぞれの事象に対して，「原子炉の高温停止及び低温停止を達成し，

維持する機能」及び「放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能」を損なわないことを

要求している。 

  ここでは，火災防護及び溢水防護のそれぞれにおける防護対象について整理

した。 

2. 要求事項と選定の考え方

火災防護と溢水防護に対する要求事項と防護対象設備の選定の考え方を表１

に整理した。 

表１ 要求事項と設備選定の考え方 

要求事項 防護対象設備の選定の考え方 

火
災

【審査基準】 

原子炉の高温停止及び低温停止を達成し，維持

するための安全機能を有する構築物，系統及び

機器並びに放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機能

を有する構築物，系統及び機器が設置される火

災区域及び火災区画に火災防護対策を実施する

こと。 

火災を想定した場合に，原子炉の

高温停止及び低温停止を達成し，

維持するために必要な機能並びに

放射性物質の貯蔵又は閉じ込め機

能を特定し，その機能を達成する

ために必要な設備を選定。 

溢
水

【設置許可基準規則の解釈】 

想定される溢水に対し，原子炉を高温停止でき，

引き続き低温停止，及び放射性物質の閉じ込め

機能を維持できること，また，停止状態にある

場合は，引き続きその状態を維持できること。 

【ガイド】 

溢水から防護すべき対象設備は，重要度の特に

高い安全機能を有する系統が，その安全機能を

適切に維持するために必要な設備 

ガイドに示される「重要度の特に

高い安全機能を有するもの」とし

て，設置許可基準規則第十二条の

解釈に示される機能を有する設備

を選定。 
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3. 火災防護と溢水防護における防護対象の比較 

溢水防護では，「設置許可基準規則第十二条の解釈に示される機能」を有する

対象系統を構成する設備を選定し防護を実施する。（表２） 

これに対して，火災防護において「設置許可基準規則第十二条の解釈に示され

る機能」を有する対象系統を設置する火災区域又は火災区画に対して「火災の発

生防止」「火災の早期感知」「火災の早期消火」を実施しているかどうかを表２に

整理した。 

その結果，火災発生時に機能要求のない系統又は火災の影響を受けない系統を

除く系統に対しては，火災防護に係る審査基準に基づき「火災の発生防止」「火

災の早期感知」「火災の早期消火」を実施することを確認した。 

 

表２ 火災防護及び溢水防護の対象として選定した系統 

その機能を有する系統の多重性又は多様性を 

要求する安全機能 

対象系統 内部 

火災 

溢水 

原子炉の緊急停止機能 制御棒及び制御棒駆動系 － ○ 

未臨界維持機能 制御棒及び制御棒駆動系 － ○ 

ほう酸水注入系 － ○ 

原子炉冷却材圧力バウンダリの過圧防止機能 逃がし安全弁（安全弁としての開機能） － ○ 

原子炉停止後における除熱のための 

崩壊熱除去機能 残留熱除去系（原子炉停止時冷却モード） － ○ 

フィードアンドブリードによる除熱 ○ ○ 

原子炉が隔離された場合の注水機能 原子炉隔離時冷却系 ○ ○ 

高圧炉心スプレイ系 ○ ○ 

原子炉が隔離された場合の圧力逃がし機能 逃がし安全弁（手動逃がし機能） ○ ○ 

自動減圧系（手動逃がし機能） ○ ○ 

事故時の原子炉の状態に応じた炉心冷却のための 

原子炉内高圧時における注水機能 高圧炉心スプレイ系 ○ ○ 

自動減圧系により原子炉を減圧し，低圧炉

心スプレイ系，残留熱除去系（低圧注水モ

ード）により原子炉への注水を行う 

○ ○ 

原子炉内低圧時における注水機能 低圧炉心スプレイ系 － ○ 

残留熱除去系（低圧注水モード） ○ ○ 

高圧炉心スプレイ系 ○ ○ 

原子炉内高圧時における減圧系を作動させる機能 自動減圧系 ○ ○ 

格納容器内又は放射性物質が格納容器内から漏れ

出た場所の雰囲気中の放射性物質の濃度低減機能 

非常用ガス処理系 － ○ 

格納容器の冷却機能 残留熱除去系（格納容器冷却モード） － ○ 

格納容器内の可燃性ガス制御機能 可燃性ガス濃度制御系 － ○ 

非常用交流電源から非常用の負荷に対し電力を供

給する機能 

非常用電源系（交流） ○ ○ 

非常用直流電源から非常用の負荷に対し電力を供

給する機能 

非常用電源系（直流） ○ ○ 

非常用の交流電源機能 ディーゼル発電設備 ○ ○ 

非常用の直流電源機能 直流電源設備 ○ ○ 

非常用の計測制御用直流電源機能 計測制御用電源設備 ○ ○ 

補機冷却機能 原子炉補機冷却系 ○ ○ 

冷却用海水供給機能 原子炉補機海水系 ○ ○ 
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その機能を有する系統の多重性又は多様性を 

要求する安全機能 

対象系統 火災 溢水 

原子炉制御室非常用換気空調機能 中央制御室空調換気系 － ○ 

圧縮空気供給機能 逃がし安全弁，自動減圧機能，主蒸気隔離

弁のアキュムレータ 

－ ○ 

原子炉冷却材圧力バウンダリを構成する配管の隔

離機能 

原子炉冷却材圧力バウンダリ隔離弁 ○ ○ 

原子炉格納容器バウンダリを構成する配管の隔離

機能 

原子炉格納容器バウンダリ隔離弁 － ○ 

原子炉停止系に対する作動信号（常用系として作

動させるものを除く）の発生機能 

原子炉保護系 ○ ○ 

工学的安全施設に分類される機器若しくは系統に

対する作動信号の発生機能 

工学的安全施設作動系 ○ ○ 

事故時の原子炉の停止状態の把握機能 中性子束，原子炉スクラム用電磁接触器の

状態又は制御棒位置 

○ ○ 

事故時の炉心冷却状態の把握機能 原子炉水位（広帯域，燃料域）及び原子炉

圧力 

○ ○ 

事故時の放射能閉じ込め状態の把握機能 原子炉格納容器圧力，格納容器エリア放射

線量率（高レンジ）及びサプレッション・

プール水温 

－ ○ 

事故時のプラント操作のための情報の把握機能 （低温停止への移行） 

・原子炉圧力及び原子炉水位（広帯域） 

（ドライウェルスプレイ） 

・原子炉水位（広帯域，燃料域）及び格納

容器圧力 

（サプレッション・プール冷却） 

・原子炉水位（広帯域，燃料域）及びサプ

レッション・プール水温 

（可燃性ガス濃度制御系起動） 

・原子炉格納容器水素濃度及び原子炉格納

容器酸素濃度 

（異常状態の把握機能） 

・排気筒モニタ 

○ ○ 

○：火災防護又は溢水防護に係る審査基準に基づく対策 

－：消防法又は建築基準法に基づく対策 
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補足説明資料 35 

鉄筋コンクリート壁の水密性について 

原子炉建物，廃棄物処理建物及びタービン建物において地震に起因する機器

の破損に伴う溢水量は，建物の最地下階に滞留するため，耐震壁等のひび割れ

の影響について確認する。 

1. 各建物の応答解析結果

(1) 耐震壁のひび割れの可能性について（弾性域であることの確認）

各建物の最終滞留区画における耐震壁の地震応答解析におけるせん断変形

（τ－γ関係）が，第１折点に納まる場合，水密性に影響のあるせん断ひび割

れは生じないと判断する。 

地震応答解析結果より，せん断変形（τ－γ関係）は表1に示すとおり，原

子炉建物・廃棄物処理建物・タービン建物の最終滞留区画を構成する壁は，第

１折点を越えていることから，残留ひび割れを考慮した評価を実施する。 

表 1 基準地震動 Ssによる地震応答解析結果一覧 

評価部位 最大応答せん断ひずみ度（×10-3） 

建 物 階 層(m)※ NS EW 第１折点 

原子炉建物 E.L.+1.3～＋8.8 0.526 0.305 
NS 0.227 

EW 0.222 

廃棄物処理建物 E.L.+3.0～＋8.8 0.533 0.343 
NS 0.216 

EW 0.220 

タービン建物 E.L.+2.0～＋5.5 0.731 0.528 
NS 0.194 

EW 0.221 

※ 地震応答解析モデルにおける最終滞留区画を構成する壁のレベル
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補足：「原子力発電所耐震設計技術指針 ＪＥＡＧ ４６０１－１９９１追補版」

より，せん断変形（τ-γ関係）における第１折点の評価式は，壁板の

面内せん断実験における中央斜めひび割れ発生時の平均せん断応力度に

対応するよう定められている。 

 

2. 原子炉建物・廃棄物処理建物・タービン建物の水密性の考慮について 

原子炉建物・廃棄物処理建物・タービン建物の最終滞留区画の鉄筋コンクリ

ート壁（以下，「ＲＣ壁」という。）について，基準地震動 Ss における最大せ

ん断ひずみに基づき残留ひび割れ幅を算定し，水密性（ひび割れからの漏えい）

の観点からの評価基準値を超えないことを確認する。 

 

3. 検討方法 

残留ひび割れに対する水密性の検討の流れを図 1に示す。 

(1) 残留ひび割れに対する水密性の検討 

（財）原子力工学試験センターでの原子炉建物の耐震壁に関する試験結果を

とりまとめた「鉄筋コンクリート造耐震壁のせん断ひび割れ性状に関する検討

（昭和 63 年コンクリート工学年次論文報告集）」における残留ひび割れの検

討に基づき，基準地震動 Ss における最大応答せん断ひずみから，試験結果の

ばらつきを踏まえた残留ひび割れ幅を検討する。この検討結果が，「原子力施

設における建築物の維持管理指針・同解説（日本建築学会）」における水密性

の観点から補修の検討が必要となるひび割れ幅の評価基準値（0.2mm）を超え

ないことを確認する。 

(2) 溢水影響評価への影響の検討 

残留ひび割れに対する水密性の検討を踏まえ，溢水影響評価に及ぼす影響に

ついて確認する。  
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   図 1 検討フロー 

※1 「鉄筋コンクリート造耐震壁のせん断ひび割れ性状に関する検討」（昭和

63年コンクリート工学年次論文報告集） 

※2 原子力施設における建築物の維持管理指針・同解説（日本建築学会） 

 

4. 検討結果 

(1) 耐震壁等のひび割れの可能性について 

原子炉建物・廃棄物処理建物・タービン建物の地震時の溢水は最地下階に滞

留する。 

残留ひび割れ幅の評価は，せん断ひずみ度及び鉄筋間隔を条件として行うが，

鉄筋間隔は各建物で同一(最大鉄筋間隔 200mm)であるので，評価条件がより厳

しい最も大きなせん断ひずみ度が生じるタービン建物について，残留ひび割れ

を考慮した評価を実施する。タービン建物の最終滞留区画の耐震壁の配置と水

密性の評価を実施した壁の配置を図 2 に示す。 

最終滞留区画について，基準地震動 Ss による壁の最大応答せん断ひずみ度

を表 2に示す。 

 

表 2 基準地震動 Ss による地震応答解析結果 

評価部位 
最大応答せん断ひずみ度 

（×10-3） 

建 屋 階 層 NS EW 

タービン建物 EL.+2.0m～+5.5m 0.731 0.528 

 

(2) 残留ひび割れに対する水密性 

残留ひび割れの算定フロー及び結果を図 3 及び図 4 に示す。タービン建物の

最終滞留区画における基準地震動 Ss による最大せん断ひずみが最大となる層

は，0.731×10-3（EL.+2.0m～+5.5m：東側外壁）であり，試験結果のばらつき

を踏まえると当該層の残留ひび割れ幅は 0.02mm～0.18mm と算定され，水密性

の観点から補修の検討が必要となるひび割れ幅（0.2mm）を下回っている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準地震動ＳＳによる最大応答せん断ひずみの算定 

残留ひび割れ幅の算定※1 

使用性（水密）の検討※2 

(2) 溢水影響評価への影響の検討 

(1) 残留ひび割れに対する水密性の検討 
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図 2 タービン建物の最終滞留区画における耐震壁の配置 

 

(3) 残留ひび割れ幅の算定 

地震応答解析によるせん断ひずみ度より「鉄筋コンクリート造耐震壁のせん

断ひび割れ性状に関する検討（昭和 63 年コンクリート工学年次論文報告集）」

に基づき，残留ひび割れ幅を算定し比較する。 

 

a. 残留ひび割れ幅の算定 

   ① 残留ひび割れ幅の総計 

     図 3より，最大せん断ひずみ(X)に対応する(Y)の値をグラフから読み取

る。 

Y=50～250（×10-6） 
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図 3 （残留ひび割れ幅の総計）/（測定区間長さ） 

 

   ② 平均ひび割れ間隔の算定 

A ＝ 200(mm)×2.0～3.5 ＝400～700(mm) 

     ここで， 

・水密区画を構成するＲＣ壁の最大鉄筋間隔：200mm 

・平均ひび割れ間隔／鉄筋間隔： 2.0～3.5 倍（図 4 より，最大せん断

ひずみに対応する値をグラフから読み取る。） 

 

 

 

 

Σ
残
留
ひ
び
割
れ
幅
 

測
定
区
間
長
さ

 

せん断ひずみ度 

[250] 

[0.731] 

[50] 

せん断ひずみ度 

平
均
ひ
び
割
れ
間
隔

 

鉄
筋
間
隔

 

図 4 （平均ひび割れ間隔）/（鉄筋間隔） 

 

[3.5] 

[2.0] 

[0.731] 
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   ③ 残留ひび割れ幅の算定 

①及び②の結果から，ひび割れ１本当たりの残留ひび割れ幅を下式で算

定する。 

ひび割れ１本当たりの残留ひび割れ幅 

＝ 残留ひび割れ幅の総計 ／ ひび割れ本数 

＝ 残留ひび割れ幅の総計／ （測定区間長さ ／ 平均ひび割れ間隔） 

＝ Y × A 

＝ 50～250（×10-6）× 400～700 (mm) 

＝ 0.020～0.175 (mm) ⇒ 0.02～0.18 (mm) 

 

(4) 溢水影響評価への影響の検討 

地震に起因するＲＣ壁の残留ひび割れは，0.18mm であることから，「原子力

施設における建築物の維持管理指針・同解説（日本建築学会）」における水密

性の観点から補修の検討が必要となるひび割れ幅の評価基準値（0.2mm）を下

回っている。 

以上により，水密区画の残留ひび割れは，ただちに影響を及ぼすものではな

い。 

さらに，実機壁は十分な壁厚(最小 70cm:原子炉建物)を有することを踏まえ

ると，本評価の結果より，十分水密性は確保できることから，ひび割れ幅が評

価基準値（0.2mm）未満であれば，適切なエポキシ樹脂塗料による防水処置と

の組み合わせ及び水密性を考慮した保守管理にて水密機能は維持できる。 

同様に建物の基礎を含む床部の躯体について考慮すべき有意なひび等の管理

については，適切なエポキシ樹脂塗料による防水処置及び水密性を考慮した保

守管理による維持管理を行う。エポキシ樹脂塗料は，耐薬品性，耐候性等に優

れ，コンクリートとの密着性が良好で，多くの使用実績を有するものであり，

これまでの使用実績においても，特段の異常は認められていないが，塗装面の

劣化に対しては，定期的な点検を行うともに，劣化等が認められた場合には保

修を行うなどの適切な保守管理を通して維持管理を行うこととしている。 

 

5. 通常時及び地震後の建物の保守管理について 

通常時における原子炉建物等構築物の保守管理については，維持管理指針に

従った「ＱＭＳ7-06-N16-16 島根原子力発電所 土木建築関係設備点検手順書」

に基づき適切に管理を行っている。特に，水密を要求される箇所については，

以下の管理を実施している。 

目視によりひび割れ分布，位置，貫通の有無を定められた分類に従って確認

し，有意なひび割れ等を確認した場合には，ひび割れ幅に従い使用性（水密）

を評価し，健全度の判定を実施している。この判定を行い，建物等の重要度に

応じた適切な時期での保修計画を策定し，修繕を実施する管理としている。 

また，地震発生後には，地震の規模に応じたパトロールを実施することとして
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おり，同様な点検方法にて，建物・構築物等の健全性を確認することが定められ

ている。 

今後，溢水の最終滞留区画を含む建物範囲については，水密を必要とする重

要度を考慮した対応として，貫通ひび割れに発展する可能性の高い「構造上の

影響が懸念されるひび割れ」については，ひび割れ幅の大小によらず，補修等

の対策をとり，また，その他の一般的なひび割れについては，点検結果が，維

持管理指針におけるＡ２（経過観察）を満足しない判定となる場合に，速やか

に補修等の対応をとる管理とする。 

また，「原子力施設における建築物の維持管理指針・同解説（日本建築学

会）」に基づき，点検対象箇所で機器が障害になる箇所等の場合，点検対象箇

所の周囲にある類似の構造及び類似の環境条件の箇所における点検結果を，機

器が障害になる箇所等の点検結果として，管理している。 
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別紙 

 

1．残留ひび割れに対する評価基準値（水密性）の適用性について 

(1) 維持管理指針における評価基準値（0.2mm）について 

維持管理指針における「評価基準」は，機能を維持するために必要な性能水

準を有することを確認する観点から，既往の指針類，最新の知見，実測結果に

基づく根拠資料などにより設定されており，使用性（水密）をコンクリートで

評価する場合，補修の検討が必要となるひび割れ幅として「0.2mm 以上」が設

定されている。表 1に維持管理指針におけるひび割れ幅の評価基準を示す。 

 

表 1 維持管理指針におけるひび割れ幅の評価基準

 

 

(2) 評価基準値（0.2mm）の適用性について 

ひび割れ幅と漏水の関係については，「コンクリートのひび割れ調査，補

修・補強指針-2009-（日本コンクリート工学会）」において，建築物を対象

とした漏水実験や実構造物における実態調査がまとめられているが，研究文

献によって許容ひび割れ幅は若干異なっており，厚さ 10cm 程度の部材を対

象とした場合では 0.2mm未満を提案しているものもある。 

しかしながら，本指針の文献のうち，今回対象としているような比較的大

きな壁厚を扱った坂本他※1の検討では，10cm～26cm までの壁厚による模型実

験を行っており，壁厚が厚くなる方が漏水に対して有利であり，26cm では漏

水が生じるひび割れ幅は 0.2mm 以上であったとしている。表 2 に壁厚と漏水

が生じるひび割れ幅を示す。 

 

評価区分 

Ａ１（健全） 点検結果が評価基準を満足する場合 

Ａ２（経過観察） 
劣化が顕在化しているが，点検結果が評 

価基準を満足する場合 

Ａ３（要検討） 点検結果が評価基準を満足しない場合 
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表 2 壁厚と漏水が生じるひび割れ幅 

 

また，壁厚が厚くひび割れ幅が 0.2mm 未満であれば，水質による目詰まりや，

ひび割れ内部のコンクリートの水和反応による固形物の析出などにより，漏水

量が時間とともに減少する効果※2（自癒効果）も期待できることから，さらに

漏水影響は軽減されると考えられる。 

以上から，実機壁は十分な壁厚(最小 70cm:原子炉建物)を有することを踏ま

えれば，ひび割れ幅が評価基準値（0.2mm）未満であれば，適切なエポキシ樹

脂塗料による防水処置との組み合わせ及び保守管理にて水密機能は維持できる

として支障ないものと判断している。 

※1 コンクリート壁体のひびわれと漏水の関係について（その２）（日本建築

学会大会学術講演梗概集，昭和 55 年 9月） 

※2 沈埋
ちんまい

トンネル側壁のひびわれからの漏水と自癒効果の確認実験（コンクリ

ート工学年次論文報告集 Vol.17,No.1 1995） 

  

壁厚(cm) 漏水するひび割れ幅(mm) 

10，18 0.1mm 以上 

26 0.2mm 以上 
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2. 耐震壁等のひび割れからの漏水影響について

参考として，原子炉建物の溢水防護区画に隣接する最終滞留区画に溢水が長

期間滞留する場合の耐震壁等のひび割れ幅からの漏水影響の確認方法及び確認

結果を以下に示す。 

漏水影響については，機能喪失するまでの時間が最も短い A-RHR 計器ラック

（2-RIR-B2-3A）の溢水影響評価を示す。A-RHR 計器ラック（2-RIR-B2-3A）及

び原子炉建物の最終滞留区画の壁の配置を図 5に示す。 

図 5 原子炉建物の最終滞留区画における耐震壁等の配置 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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（1）原子炉建物の残留ひび割れ幅の算定について 

地震応答解析によるせん断ひずみ度より「鉄筋コンクリート造耐震壁のせん

断ひび割れ性状に関する検討（昭和 63年コンクリート工学年次論文報告

集）」に基づき，残留ひび割れ幅を算定し比較する。 

 

① 残留ひび割れ幅の総計 

     図 6より，せん断ひずみ(X)に対応する(Y)の値をグラフから読み取る。 

Y=110～250（×10-6） 

 

※漏水量の評価を実施した壁が斜めの壁であるため，NS・EW

の最大応答せん断ひずみ度を合成した値とする。 

図 6 （残留ひび割れ幅の総計）/（測定区間長さ） 

 

② 平均ひび割れ間隔の算定 

A ＝ 200(mm)×6.8～3.5 ＝1360～700 (mm) 

     ここで， 

・水密区画を構成するＲＣ壁の最大鉄筋間隔：200mm 

・平均ひび割れ間隔／鉄筋間隔：3.5～6.8倍（図 7より，せん断ひずみ

に対応する値をグラフから読み取る。） 

  

Σ
残
留
ひ
び
割
れ
幅
 

測
定
区
間
長
さ

 

せん断ひずみ度 

[110] 

[0.608]※ 

[250] 
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③ 残留ひび割れ幅の算定 

①及び②の結果から，ひび割れ１本当たりの残留ひび割れ幅を下式で算定

する。 

ひび割れ１本当たりの残留ひび割れ幅 

＝ 残留ひび割れ幅の総計 ／ ひび割れ本数 

＝ 残留ひび割れ幅の総計／ （測定区間長さ ／ 平均ひび割れ間隔） 

＝ Y × A 

＝ 110～250（×10-6）× 1360～700 (mm) 

＝ 0.150～0.175 (mm) ⇒ 0.15～0.18 (mm) 

  

せん断ひずみ度 

平
均
ひ
び
割
れ
間
隔
 

鉄
筋
間
隔

 

図 7 （平均ひび割れ間隔）/（鉄筋間隔） 

 

[6.8] 

[3.5] 

[0.608] 
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（2）ひび割れからの漏水量の算定 

「コンクリートのひび割れ調査，補修・補強指針-2009-付：ひび割れの調

査と補修・補強事例（日本コンクリート工学会）」に示される下式に基づき

算定する。 

 

（漏水量算定式） 

Ｑ＝Ｃｗ・Ｌ・ｗ３・⊿ｐ／（１２ν・ｔ） 

ここに， 

Ｑ   ：漏水量（mm3/s） 

Ｃｗ  ：低減係数 

Ｌ   ：ひび割れ長さ（mm） 

ｗ   ：ひび割れ幅（mm） 

⊿ｐ  ：作用圧力（N/mm2） 

ν   ：水の粘性係数（N･s/mm2） 

ｔ   ：部材の厚さ（ひび割れ深さ）（mm） 

 

（算定条件） 

Ｃｗ  ：最終滞留区画の壁厚さを考慮し，「沈埋トンネル側壁のひび割れ

からの漏水と自癒効果の確認実験（コンクリート工学年次論文報

告集 Vol.17,No.1 1995）」に基づき設定する。 

Ｌ   ：地震時のせん断ひび割れを対象としていることから，壁面全面に

45 度で×型に入ると仮定。 

Ｌ＝２・（Ｗ・ｈ）／（Ａ／√２） 

       Ｗ：壁幅（21220㎜） 

       ｈ：溢水高さ（1600㎜） 

       Ａ：ひび割れ間隔[700 ㎜（鉄筋間隔 200㎜の 3.5倍）とする] 

ｗ   ：(1)の算定結果から残留ひび割れ幅の値を 0.18mm とする。 

⊿ｐ  ：溢水高さ（1600mm）及び比重（1.03）を考慮した静水圧分布。 

 

（算定結果） 

項目 算定条件及び結果 

Ｃｗ 低減係数 3.57×10-3 

Ｌ ひび割れ長さ（mm） 137200 

ｗ ひび割れ幅（mm） 0.18 

⊿ｐ 作用圧力（N/mm2） 1.62×10-2 

ν 水の粘性係数（N･s/mm2） 1.14×10-9 

ｔ 部材の厚さ（ひび割れ深さ）（mm） 1200 

Ｑ 漏水量（mm3/s） 2819 

Ｑ 漏水量（ﾘｯﾄﾙ/h） 10.15 
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（3）溢水影響評価への影響確認 

（2）により算定した漏水量が，溢水防護区画の溢水評価に影響がないこと

を確認する。 

・地震に起因するＲＣ壁の残留ひび割れは，水密性の観点からの評価基準値

を下回っている。 

・残留ひび割れからの漏水を想定した場合においても，単位時間当たりの漏

水量は「10.15 ﾘｯﾄﾙ/h」であり，溢水評価における裕度※に対し相当に小さ

い値であるため溢水評価に影響を与えることはない。 

・万一漏水が発生した場合は，可搬ポンプによって漏水の移送・回収，また，

補修材による止水補修を実施する。 

 

以上により，最終滞留区画の残留ひび割れから想定される漏水は溢水影響

評価に影響を及ぼさない。 

 

※ 最終滞留区画に隣接する溢水防護区画について，残留ひび割れからの漏

水量による溢水影響評価を実施した結果，機能喪失するまでの時間が最も

短い原子炉建物地下２階に設置されている A-RHR計器ラック（2-RIR-B2-

3A）の溢水量裕度は 12.72m3であり，溢水回収対策を実施しない場合にお

いても，溢水により機能喪失するまで約 1253時間（約 52 日）の時間的余

裕があることを確認した。 

   （機能喪失するまでの時間算定式） 

     12.72（m3）／10.15（ﾘｯﾄﾙ/h）=約 1253(h) 
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補足説明資料 36 

スロッシング解析における地盤物性等の不確かさに対する検討について

1．概要

スペクトルモーダル解析では，地盤物性等の不確かさによる固有周期の変

動を考慮して，周期方向に±10％拡幅した床応答スペクトルを用いている。

溢水量を算定するためのスロッシング解析は，床応答スペクトルを用いた解

析ではなく時刻歴解析であることから，地盤物性等の不確かさによる影響を

確認した。 

2．地盤物性等の不確かさによる影響確認について 

  地盤物性等の不確かさ等によるスロッシング解析結果への影響を確認する

ため，燃料プールのスロッシングにより発生する溢水量を算定するためのス

ロッシング解析に用いた基準地震動 Ss-Dによる床応答加速度時刻歴（地盤剛

性標準，建物設計剛性）（以下「標準ケース」という。）と地盤剛性の不確か

さを考慮した床応答加速度時刻歴（以下「地盤＋σケース」及び「地盤－σ

ケース」という。）の床応答スペクトルを比較した。

なお，建物剛性の不確かさについては，スロッシング固有周期が 4～5 秒で

あることから，影響は軽微と判断した。 
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3. 床応答スペクトルの比較について 

標準ケース，地盤＋σケース及び地盤－σケースの各方向の床応答スペクト

ルの比較を図１に示す。 

 

 

NS方向 

 

EW方向 

 

図１ 床応答スペクトルの比較（減衰定数 0.5%，原子炉建物 EL42.8m） 
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4. 影響確認結果 

スロッシング固有周期 4～5 秒における標準ケースに対する地盤＋σケース

及び地盤－σケースの応答加速度比の最大値を表１に示す。 

スロッシング固有周期においては，標準ケースと地盤＋σケース及び地盤－

σケースの応答加速度の差は小さく，地盤物性等の不確かさによるスロッシン

グ解析への影響は軽微であることを確認した。 

 

 

表１ スロッシング固有周期における応答加速度比の最大値 

 NS方向 EW方向 

標準ケース １ 1 

地盤＋σケース 1.001 1.002 

地盤－σケース 1.001 1.000 
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補足説明資料 37 

海水によるケーブルの浸水影響について 

1. ケーブルの浸水影響評価

タービン建物内に設置している原子炉補機海水系等のケーブルは，原子炉建

物（格納容器外）に使用するケーブルを使用している。ケーブル仕様を表 1-1

に示す。これらのケーブルは，溢水により海水に没水する可能性があることか

らその健全性を確認する。 

表 1-1 タービン建物内に設置している原子炉補機海水系等のケーブル

名称 シース 絶縁体 系統 

6,600V架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 

難燃性特殊耐熱ﾋﾞﾆﾙｼｰｽ電力ｹｰﾌﾞﾙ 

難燃性特殊 

耐熱ビニル 

架橋 

ポリエチレン 
原子炉補機海水系 

600V難燃性架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 

難燃性特殊耐熱ﾋﾞﾆﾙｼｰｽ電力ｹｰﾌﾞﾙ 難燃性架橋 

ポリエチレン 

原子炉補機海水系 

高圧炉心スプレイ補機海水系 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電系 

難燃性架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 

難燃性特殊耐熱ﾋﾞﾆﾙｼｰｽ制御ｹｰﾌﾞﾙ 

原子炉補機海水系 

高圧炉心スプレイ補機海水系 

2. ケーブルの耐環境試験

タービン建物内に設置している原子炉補機海水系等のケーブルに対し，設置

区画の環境条件における 40年間の運転期間を包絡する環境，さらに原子炉建物

（格納容器外）の事故時環境を模擬した劣化条件による耐環境試験を実施し，

劣化による影響を確認する。 

2.1 試験条件 

表 2-1に示す劣化条件により，劣化を模擬したケーブルに対して，以下の試

験条件でマンドレル耐電圧試験を行う。 

試験条件：ケーブル外径の約 40倍の直径を持つ金属円筒の周囲にケーブ

ルを巻き付け，真水中に浸漬させた状態で絶縁体厚さに対し，

50（Hz）または 60（Hz）の交流電圧 3.2（kV/mm）を印加。 
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表 2-1 建物内環境条件及び試験時の劣化条件 

対象ケーブル設置区画 

環境条件 
試験時の劣化条件 

周囲温度 

（℃） 

放射線量 

（Gy/40 年） 
加速熱劣化 

放射線照射線量 

（Gy） 
事故時雰囲気曝露 

40 4 
121℃※ 

168時間※ 
5.0×105 

最高 171℃ 

最高 0.43MPa 

約 25 時間 

 ※：アレニウスの法則による 40℃，40年を包絡する値 

 

2.2 試験結果 

タービン建物内に設置している原子炉補機海水系等のケーブルに対し，設置

区画の環境条件における 40年間の運転期間を包絡する環境，さらに原子炉建物

（格納容器外）の事故時環境を模擬した劣化条件による耐環境試験を実施し，

機械的・電気的な健全性を確認した。 

 

 

3. ケーブルの浸水課電試験 

タービン建物内に設置している原子炉補機海水系等のケーブルは，海水等に

よる浸水課電試験を実施し，海水の浸水による影響を確認する。 

 

3.1 試験条件 

浸水課電試験に用いた水溶液を以下に，課電試験条件を表 3-1に示す。 

試験水溶液：標準海水，硫酸水溶液（3wt%）, カセイソーダ水溶液（3wt%），

水酸化カルシウム水溶液（0.5wt%） 
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表 3-1 浸水課電試験条件 

名称 電圧（V） 時間※３（h） 

水溶液 

温度※４ 

（℃） 

6,600V架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 

難燃性特殊耐熱ﾋﾞﾆﾙｼｰｽ電力ｹｰﾌﾞﾙ 
4,000※１ 200 90 

600V難燃性架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 

難燃性特殊耐熱ﾋﾞﾆﾙｼｰｽ電力ｹｰﾌﾞﾙ 
480※２ 200 90 

難燃性架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 

難燃性特殊耐熱ﾋﾞﾆﾙｼｰｽ制御ｹｰﾌﾞﾙ 
480※２ 200 90 

 ※１：各芯遮蔽があるため大地間電圧に余裕を考慮した値 

 ※２：ロードセンタ及びコントロールセンタ電圧 460Vに余裕を考慮した値 

 ※３：７日間（168時間）に余裕を考慮した値 

 ※４：ケーブル絶縁体の連続許容温度 

 

3.2 試験結果 

浸水課電試験の結果は表 3-2の通りであり，海水等の浸水による影響は十分

小さいことを確認した。 

 

表 3-2 浸水課電試験結果 

名称 

絶縁抵抗（MΩ-km） 

判定基準※ 

結果 

標準海水 
硫酸水溶液

（3wt%） 

カセイソーダ

水溶液（3wt%） 

水酸化カルシ

ウム水溶液

（0.5wt%） 

6,600V架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 

難燃性特殊耐熱ﾋﾞﾆﾙｼｰｽ 

電力ｹｰﾌﾞﾙ 

100≦ 

15,000 12,000 7,000 12,000 

600V難燃性架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

絶縁難燃性特殊耐熱ﾋﾞﾆﾙ 

ｼｰｽ電力ｹｰﾌﾞﾙ 

1,300 1,100 1,400 1,300 

難燃性架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 

難燃性特殊耐熱ﾋﾞﾆﾙｼｰｽ 

制御ｹｰﾌﾞﾙ 

2,000 1,300 1,600 1,800 

 ※：高圧電動機絶縁抵抗判定基準５MΩ（回転電気機械一般（JEC-2100-2008）に基づき計算）を上回る値， 

低圧電路絶縁性能判定基準 0.4MΩ（電気設備に関する技術基準を定める省令（電気設備の技術基準の

解釈））を上回る値 
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4. まとめ 

タービン建物内に設置している原子炉補機海水系等のケーブルに対し，設置

区画の環境条件における 40年間の運転期間を包絡する環境，さらに原子炉建物

（格納容器外）の事故時環境を模擬した劣化条件による耐環境試験を実施し，

健全性を確認した。また，海水等による浸水課電試験を実施し，海水等の浸水

による影響が十分小さいことを確認した。 

耐環境試験におけるマンドレル耐電圧試験は，海水中ではなく真水中で行わ

れているが，いずれも導電性を有する水中であり，浸水課電試験の絶縁抵抗測

定結果に，水溶液による有意な違いがないことから，試験する水溶液によるマ

ンドレル耐電圧試験結果への影響は十分小さいと考えられる。 

また，これまで系統機器の点検時に絶縁抵抗測定等を実施し，有意な絶縁特

性低下がないこと，系統機器の点検時に実施する機器の動作試験においても絶

縁機能の健全性を確認しており，屋外に布設され雨水や海塩粒子等に晒される

原子炉補機海水系等のケーブル（タービン建物内に設置しているケーブルと同

じ）についても，絶縁体の絶縁不良は確認されていない。 

したがって，タービン建物内に設置している原子炉補機海水系等のケーブル

は海水に没水しても健全性は維持されると考える。 
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補足説明資料 38 

輪谷貯水槽の溢水影響について 

輪谷貯水槽（沈砂池含む）による溢水防護対象設備が設置されている建物等へ

の溢水影響評価について以下に示す。 

1．設備概要

輪谷貯水槽（沈砂池含む）の配置概要を図 1に示す。

図１ 輪谷貯水槽（沈砂池含む）の配置概要図 

2．輪谷貯水槽の溢水影響の有無 

輪谷貯水槽（沈砂池含む）の構造を踏まえた溢水影響の有無を表 1に示す。 

輪谷貯水槽（東側） 
輪谷貯水槽（西側） 

輪谷貯水槽（東側）沈砂池 輪谷貯水槽（西側）沈砂池 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｄ 
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表 1 輪谷貯水槽の構造を踏まえた溢水影響の有無 

名称 概要図 溢水影響の有無 

輪谷貯水槽 

（東側） 

 

有 

 

基準地震動 Ss による地震力に対

し貯水槽の耐震性を有している

が，天端が開口しているためスロ

ッシングを考慮する。 

輪谷貯水槽 

（東側） 

沈砂池 

 

有 

 

全量流出を考慮する。 

輪谷貯水槽 

（西側） 

 

無 

 

基準地震動 Ss による地震力に対

し機能維持する密閉式貯水槽で

あるため溢水源として考慮しな

い。 

輪谷貯水槽 

（西側） 

沈砂池 

 

無 

 

敷地を掘り込んだ構造となって

おり，水面が敷地高さより低く，

天端には鋼製蓋を設置している

ため溢水源として考慮しない。 

 

 

 

Ａ－Ａ断面 

 

5,000 

6,000 

500 500 

輪谷貯水槽（東側） 

沈砂池 

Ｂ－Ｂ断面 

8
3
0
0

Ｃ－Ｃ断面 

 

  
  

 

沈砂池 

輪谷貯水槽（西側） 

 

5,000 

6,000 

500 500 

鋼製蓋 

Ｄ－Ｄ断面 
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P
冷

却
・
給
水
操
作
 

保
 

保
 

保
 

保
 

②
 

定
検

作
業

に
伴

う
溢

水
伝

播

モ
デ
ル
の
一
時
的
な
変
更
 

溢
水
経
路
の
設
定
 

排
水
阻
害
防
止
 

伝
播
防
止
 

(
6)
床
面
積
の
管
理
 

(
7)

排
水

阻
害

要
因

へ
の

対
応
 

(
8)

定
検

作
業

時
に

お
け

る
運
用
管
理
 

(
9)
水
密
扉
の
運
用
管
理
 

【
第

8
条
（
火
災
に
よ
る
損

傷
の
防
止
）
に
て
整
理
】
 

添
付
六
，
八
へ
の
反
映
事
項
 

（
手
順
等
に
関
す
る
箇
所
）
 

溢
水
影
響
評
価
 

【
運
用
管
理
が
必
要
な
事
項
】
 

保
：
保
安
規
定

(運
用

,手
順
に
係
る
事
項
，
下
位
文
書
含
む
）
 

核
：
核
物
質
防
護
規
定
（
下
位
文
書
含
む
）
 

【
添
付
六
，
八
へ
の
反
映
事
項
】
 

 
 
 
 
：
添
付
六
，
八
に
反
映
 

  
 
 
 
：
当
該
条
文
に
該
当
し
な
い
 

 
 
 
 
 
（
他
条
文
で
の
反
映
事
項
他
）
 

①
 

止
水
措
置
等
に
よ
る
対
策
 

止
水
措
置
等
に
よ
る
対
策
 

消
火

器
，

固
定

式
消

火
設

備
の
設
置
 

被
水
影
響
評
価
 

 蒸
気
影
響
評
価
 

止
水
措
置
等
に
よ
る
対
策
 

消
火

器
，

固
定

式
消

火
設

備
の
設
置
 

S
FP

機
能
維
持
評
価
 

添
付
六
，
八
へ
の
反
映
事
項
 

（
設
計
に
関
す
る
箇
所
）
 

没
水
影
響
 

被
水
影
響
 

蒸
気
影
響
 

保
 

保
 

保
 

消
火
水
の
影
響
の
緩
和
 

消
火
水
の
影
響
の
緩
和
 

冷
却
機
能
，
給
水
機
能
 

S
FP

の
ス
ロ
ッ
シ
ン
グ
後

の
機
能
維
持
 

排
水
対
応
 

(
10
)排

水
作
業
の
手
順
 

溢
水
発
生
後
の
排
水
作
業
 

保
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【
運
用
管
理
が
必
要
な
事
項
】
 

保
：
保
安
規
定

(運
用
,手

順
に
係
る
事
項
，
下
位
文
書
含
む
）
 

核
：
核
物
質
防
護
規
定
（
下
位
文
書
含
む
）
 

【
添
付
六
，
八
へ
の
反
映
事
項
】
 

 
 
 
 
：
添
付
六
，
八
に
反
映
 

  
 
 
 
：
当
該
条
文
に
該
当
し
な
い
 

 
 
 
 
 
（
他
条
文
で
の
反
映
事
項
他
）
 

②
 

タ
ー
ビ
ン
建
物
か
ら
の
溢

水
影
響
 

添
付
六
，
八
へ
の
反
映
事
項
 

（
設
計
に
関
す
る
箇
所
）
 

添
付
六
，
八
へ
の
反
映
事
項
 

（
手
順
等
に
関
す
る
箇
所
）
 

溢
水
防
護
対
象
設
備
が
設

置
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
外

か
ら
の
流
入
防
止
 

放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
液

体
の
管
理
区
域
外
へ
の
漏

え
い
防
止
 

建
物
外
か
ら
の
溢
水
影
響
 

溢
水
経
路
 

溢
水
影
響
評
価
 

循
環
水
系
統
か
ら
の
溢
水

影
響
の
緩
和
 

屋
外
タ
ン
ク
等
か
ら
の
溢

水
影
響
 

循
環
水
系
統
に
対
す
る
建

物
外
へ
の
漏
え
い
防
止
 

地
下
水
の
溢
水
に
よ
る
影

響
 

漏
え

い
検

知
器

及
び

循
環

水
系

へ
の

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
設
置
 

止
水
措
置
等
に
よ
る
対
策
 

溢
水
影
響
評
価
 

溢
水
影
響
評
価
 

漏
え

い
検

知
器

及
び

循
環

水
系

へ
の

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
設
置
 

建
物
外
と
扉
等
を
介
し
て

接
し
て
い
る
区
画
か
ら
の

漏
え
い
防
止
 

水
密

扉
や

堰
等

設
置

に
よ

る
対
策
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設
置
許
可
基
準

 

対
象
条
文

 
対
象
項
目

 
区
分

 
運
用
対
策
等

 

第
九
条

 

 

溢
水
に
よ
る

 

損
傷
の
防
止

 

(1
) 

隔
離
運
用

 

運
用
・
手
順

 
所
内
蒸
気
系
の
原
子
炉
建
物
元
弁
を
閉
止
運
用
と
す
る
。

 

体
制

 
（
運
転
員
，
保
全
員
に
よ
る
運
用
管
理
）

 

保
守
・
点
検

 
―

 

教
育
・
訓
練

 
―

 

(2
) 

肉
厚
管
理

 

運
用
・
手
順

 
―

 

体
制

 
（
保
全
員
に
よ
る
肉
厚
管
理
）

 

保
守
・
点
検

 
想
定
破
損
除
外
を
適
応
し
て
い
る
配
管
に
つ
い
て
，
配
管
の
減
肉
が
な
い
こ
と
を
，
継
続
的
な
肉
厚
管
理
で
確
認
す
る

 

教
育
・
訓
練

 
内
部
溢
水
に
関
す
る
全
般
教
育

 

(3
) 

隔
離
操
作

 

運
用
・
手
順

 
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
，
隔
離
手
順
書
の
作
成

 

体
制

 
（
運
転
員
に
よ
る
隔
離
操
作
）

 

保
守
・
点
検

 
―

 

教
育
・
訓
練

 
内
部
溢
水
に
関
す
る
全
般
教
育
，
溢
水
発
生
時
の
対
応
訓
練
を
実
施
す
る

 

(4
) 

低
エ

ネ
ル

ギ
ー

配
管

の

運
転
時
間
管
理

 

運
用
・
手
順

 
残
留
熱
除
去
系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
ほ
う
酸
水
注
入
系
，
所
内
蒸
気
系
の
高
エ
ネ
ル
ギ
配
管
と
し
て
の
運
転
時
間
を
管
理
す
る

 

体
制

 
（
運
転
員
に
よ
る
運
転
時
間
管
理
）

 

保
守
・
点
検

 
―

 

教
育
・
訓
練

 
内
部
溢
水
に
関
す
る
全
般
教
育

 

(5
) 

屋
外

タ
ン

ク
の

運
用

管

理
 

運
用
・
手
順

 
苛
性
ソ
ー
ダ
貯
蔵
タ
ン
ク
，
１
号
処
理
水
受
入
タ
ン
ク
，
１
号
補
助
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
，
代
替
注
水
槽
，
地
上
式
淡
水
タ
ン
ク
（

A）
（

B
），

１
号
機
主
変
圧
器
，
１
号
機
所
内
変
圧
器
，
３
号
補
助
消
火
水

槽
（
A）
（

B）
を
空
運
用
と
し
，
Ｑ
Ｍ
Ｓ
文
書
に
反
映
し
管
理
す
る
。

 

体
制

 
（
運
転
員
，
保
全
員
に
よ
る
運
用
管
理
）

 

保
守
・
点
検

 
―

 

教
育
・
訓
練

 
内
部
溢
水
に
関
す
る
全
般
教
育

 

(6
) 

床
面
積
の
管
理

 

運
用
・
手
順

 
溢
水
防
護
区
画
の
溢
水
水
位
に
影
響
を
及
ぼ
す
資
機
材
の
持
ち
込
み
等
に
対
し
て
溢
水
評
価
へ
の
影
響
確
認
を
実
施
す
る

 

体
制

 
（
運
転
員
，
保
全
員
に
よ
る
床
面
積
管
理
）

 

保
守
・
点
検

 
日
常
点
検
ま
た
は
定
期
点
検

 

教
育
・
訓
練

 
内
部
溢
水
に
関
す
る
全
般
教
育

 

(7
) 

排
水

阻
害

要
因

へ
の

対

応
 

運
用
・
手
順

 
ハ
ッ
チ
等
，
排
水
を
期
待
す
る
箇
所
か
ら
の
排
水
評
価
に
影
響
す
る
設
備
の
設
置
や
物
品
の
仮
置
き
を
し
な
い

 

体
制

 
（
運
転
員
，
保
全
員
に
よ
る
運
用
管
理
）

 

保
守
・
点
検

 
―

 

教
育
・
訓
練

 
内
部
溢
水
に
関
す
る
全
般
教
育

 

(8
) 

ハ
ッ

チ
開

放
に

関
す

る

運
用
管
理

 

運
用
・
手
順

 
止
水
要
求
の
あ
る
ハ
ッ
チ
を
開
放
す
る
場
合
に
，
溢
水
防
護
対
象
設
備
の
安
全
機
能
へ
悪
影
響
が
な
い
よ
う
な
運
用
と
す
る

 

体
制

 
（
保
全
員
に
よ
る
運
用
管
理
）

 

保
守
・
点
検

 
―

 

教
育
・
訓
練

 
内
部
溢
水
に
関
す
る
全
般
教
育

 

(9
) 

水
密
扉
の
運
用
管
理

 

運
用
・
手
順

 
水
密
扉
の
確
実
な
閉
止
操
作
，
閉
止
状
態
の
確
認
及
び
閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操
作
手
順
等
を
定
め
る

 

体
制

 
（
運
転
員
，
保
全
員
に
よ
る
運
用
管
理
）

 

保
守
・
点
検

 
―

 

教
育
・
訓
練

 
内
部
溢
水
に
関
す
る
全
般
教
育

 

(1
0)
 

排
水
手
順

 

運
用
・
手
順

 
溢
水
発
生
後
の
滞
留
区
画
等
で
の
排
水
作
業
手
順
を
定
め
る
。

 

体
制

 
―

 

保
守
・
点
検

 
―

 

教
育
・
訓
練

 
内
部
溢
水
に
関
す
る
全
般
教
育

 

(1
1)
 

RH
R
に
よ
る

S
F
P
冷
却
・

給
水
対
応

 

運
用
・
手
順

 
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
及
び
燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
が
機
能
喪
失
し
た
場
合
の
，
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
・
給
水
操
作
手
順
を
定
め
る

 

体
制

 
（
運
転
員
に
よ
る
系
統
操
作
）

 

保
守
・
点
検

 
―

 

教
育
・
訓
練

 
―

 

 

別
添
第
２
－
１
表
 
運
用
，
手
順
に
関
わ
る
対
策
等
（
設
計
基
準
）
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島根原子力発電所２号炉 

内部溢水影響評価における 

確認プロセスについて 

別添３ 

1154



 

 

1. はじめに 

本資料は，島根原子力発電所２号炉における内部溢水防護に係る評価内容の

確認プロセスの概要をまとめたものである。 

 

2. 基準要求 

「設置許可基準規則」第九条（溢水による損傷の防止等）にて，安全施設は

発電用原子炉施設における溢水が発生した場合においても，安全機能を損なわ

ない設計となっていることを要求されている。また解釈により，「「安全機能を

損なわないもの」とは、発電用原子炉施設内部で発生が想定される溢水に対し、

原子炉を高温停止でき、引き続き低温停止、及び放射性物質の閉じ込め機能を

維持できること、また、停止状態にある場合は、引き続きその状態を維持でき

ることをいう。さらに、使用済燃料貯蔵槽においては、プール冷却機能及びプ

ールへの給水機能を維持できることをいう。」と規定されている。 

また，「原子力発電所の内部溢水影響評価ガイド（平成 25年 6月 19日原規技

発第 13061913号 原子力規制委員会決定）」（以下「溢水ガイド」という）の要

求事項に基づき，発電用原子炉施設内に設置された機器の破損等，消火系統の

作動，地震に起因する機器の破損等（燃料プールのスロッシングを含む）によ

り生じる溢水に対し，原子炉施設の安全性を損なうことのないよう，防護措置

その他の適切な措置が講じられていることを確認する。 

 

溢水ガイドに基づき，防護の考え方は以下のとおりである。 

・想定する機器の破損等により生じる溢水に対し，影響を受けて原子炉施設の

安全性を損なうことがない設計とする。 

・想定される消火水の放水による溢水に対し，影響を受けて原子炉施設の安全

性を損なうことがない設計とする。 

・地震に起因する機器の破損等により生じる溢水（燃料プールのスロッシング

を含む）については，機器の耐震性能を評価するとともに，溢水源とした設

備の破損により生じる溢水影響を受けて原子炉施設の安全性を損なうこと

がない設計とする。 

 

3. 内部溢水影響評価のプロセス 

内部溢水影響評価では，プラントメーカへ評価委託を実施するとともに，当

社で現場確認，図面，設計資料の確認を実施している。具体的には，溢水影響

評価に係る溢水源，溢水経路，溢水防護対象設備の機能喪失高さ等を現場状況

も含めて確認している。確認のプロセスを図 3-1に，確認内容を表 3-1に示す。 

なお，今後，当社において溢水影響評価に変更を及ぼす恐れのある工事及び

資機材管理について現場状況を確認したうえで，記録も含めて管理を実施する。 
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4. 今後の対応 

4.1 資機材の持込み等に対する管理 

溢水評価区画において，資機材の持込み等により評価条件としている等価火

災時間及び滞留面積に見直しがある場合は，溢水評価への影響確認を行う。 

4.2 水密扉に対する管理 

水密扉については，開放後の確実な閉止操作，中央制御室における閉止状態

の確認及び閉止されていない状態が確認された場合の対応を予め整備し，的確

に実施する。 
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図 3-1 内部溢水影響評価内容の確認プロセスフロー(1/2) 

 

①溢水源となりうる機器の抽出及び溢

水源の特定 

1. 防護対象設備の選定 

メーカー 当 社 

①溢水源となりうる機器の抽出及び溢

水源の特定 

②抽出結果及び特定結果の確認 

①防護対象設備の選定 ①防護対象設備の選定及び確認 

2. 溢水源の選定 

次頁へ 

②設計図書又は現場確認により機能喪

失の判定基準の設定 

3. 溢水防護区画の設定 

①溢水防護区画の設定 ①溢水防護区画の確認 

4. 溢水経路の設定 

①溢水源からの溢水経路の設定 
①溢水源からの溢水経路の設定及び確

認 

②対策の反映 ②対策の検討及び決定 

②設計図書又は現場確認により機能喪

失の判定基準の設定及び確認 

③滞留面積の算出 ③滞留面積の確認 

②低減面積の確認 ②低減面積の調査 
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図 3-1 内部溢水影響評価内容の確認プロセスフロー(2/2) 

 

 

 

前頁より 
メーカー 当 社 

①床勾配の溢水水位への考慮 ①床勾配の確認 

5. 評価項目の算出 

 

(1) 床勾配 

 

6. 溢水影響評価の実施 

①各溢水防護対象設備の機能喪失判定

の実施 

①各溢水防護対象設備の機能喪失判定

の確認 

 

 

7. 溢水影響評価の判定 

①溢水防護対象設備の安全機能維持判

定を実施 

(2) 溢水量の算出 

①保有水量の算出 

②スロッシング量の算出 
①，②算出結果の確認 

⑤想定破損に伴う溢水量の算出 

⑥消火水の放水に伴う溢水量の算出 

⑦地震起因に伴う溢水量の算出 

③隔離項目の抽出及び隔離時間の決定 

④等価火災時間の決定 

⑤，⑥，⑦溢水量の確認 

なし 

(3) 溢水水位 

⑧溢水水位の算出 ⑧溢水水位の算出結果の確認 
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表 3-1 内部溢水影響評価の具体的な確認内容（1/2） 

 

 項目 メーカーでの実施内容 当社での実施内容 

1 防護対象設備の

選定 

①溢水による機能への影響の有

無（設備の種別，耐環境仕様

等）を考慮したスクリーニン

グを行い，溢水影響評価上の

防護対象設備（溢水防護対象

設備）を選定及び当社が実施

した選定結果を反映。 

②選定した溢水防護対象設備の

没水，被水，蒸気の各溢水モ

ードにおける機能喪失判定の

基準を設定及び当社実施の機

能喪失判定の基準を反映。 

①溢水による機能への影響の有

無（設備の種別，耐環境仕様

等）を考慮したスクリーニン

グを行い，溢水影響評価上の

防護対象設備（溢水防護対象

設備）を選定及びメーカー実

施の選定結果を確認。 

②選定した溢水防護対象設備の

没水，被水，蒸気の各溢水モ

ードにおける機能喪失判定の

基準を設定及びメーカー実施

の機能喪失判定の基準を確

認。 

2 溢水源の選定 ①溢水源となりうる機器を系統

図，配置図より抽出及び当社

実施の抽出結果を反映。 

②想定破損及び地震起因による

損傷により溢水源となりうる

機器を溢水源として特定及び

当社実施の特定結果を反映。 

①溢水源となりうる機器を系統

図，配置図及び現場状況より

抽出及びメーカー実施の抽出

結果を確認。 

②想定破損及び地震起因による

損傷により溢水源となりうる

機器を溢水源として特定及び

確認。 

3 溢水防護区画の

設定 

①溢水防護対象設備が設置され

ている全ての区画，中央制御

室及び重要な安全機能を有す

る系統の作動にあたって現場

操作が必要となる設備へのア

クセス通路について，溢水防

護区画として設定。 

②当社実施の低減面積の算出結

果を反映。 

③配置図から躯体寸法を読み取

り，手計算又はＣＡＤにて床

面積を算出し，低減面積より

滞留面積を算出。 

①設定された溢水防護区画を現

場状況含め確認。 

②現場にて低減面積を算出。 

③現場状況含め，機器の配置状

況を確認し，算出された滞留

面積を確認。 
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表 3-1 内部溢水影響評価の具体的な確認内容（2/2） 

 

 項目 メーカーでの実施内容 当社での実施内容 

4 溢水経路の設定 ①溢水源からの溢水経路を設定

及び当社の選定結果を反映。 

②必要な対策を反映した溢水経

路を設定。 

①溢水源からの溢水経路を設定

及びメーカー選定結果に対

し，壁，扉，堰及び機器ハッ

チ等を確認し，溢水経路とな

る開口部の有無を現場にて確

認。 

②没水，被水及び蒸気の評価に

おいて，必要な対策を決定。 

5 評価項目の算出 

(1) 床勾配 

①床勾配を考慮して溢水水位を

算出。 

①床勾配を建築図面から確認。 

評価項目の算出

(2) 溢水量の算

出 

①溢水源となる機器について設

計図面(機器)及び配管図面よ

り保有水量を算出。 

②基準地震動 Ssによるスロッシ

ング量を算出。 

⑤当社で検討した系統隔離範囲

及び隔離操作時間に基づき，

想定破損に伴う溢水量を算

出。 

⑥当社提示の等価火災時間より

消火水の放水に伴う溢水量を

算出。 

⑦基準地震動 Ssによる地震力に

対して耐震性が確保されてい

ない溢水源の複数同時破損を

考慮し，溢水量を算出。 

①算出された保有水量を図面に

より確認。 

②算出されたスロッシング量を

確認。 

③隔離操作項目を抽出し，必要

となる隔離時間を決定。 

④等価火災時間を算出。 

⑤，⑥，⑦算出した溢水量を確

認。 

評価項目の算出 

(3) 溢水水位の

算出 

⑧算出した滞留面積及び溢水量

より，溢水水位を算出。 

⑧算出した溢水水位を確認。 

6 溢水影響評価の

実施 

①溢水影響評価の結果を元に，

各溢水防護対象設備の機能喪

失判定を実施。 

①溢水影響評価の結果を元に，

各溢水防護対象設備の機能喪

失判定を実施及びメーカー実

施の機能喪失判定を確認。 

7 溢水影響評価の

判定 

なし。 ①内部溢水に対して，溢水防護

対象設備がその安全機能を失

わないことを判定。 
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